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はじめに

　本報告書は、厚生労働省による平成 23 年度老人保健事業推進費等補
助金を受けて、当協会が行った「東日本大震災における高齢者施設の被
災実態に関する調査研究」の成果を取りまとめたものです。
　2011 年３月 11 日に発生した東北太平洋沖地震（東日本大震災）は、
東北地方太平洋沿岸部を中心に各地に未曾有の被害をもたらしました。
大地震による建物・地盤の被害、地震によって引き起こされた大津波に
よる被害、さらには原子力発電所の事故被害も重なり、多くの方々の命
が犠牲になり、日常と暮らしが奪われました。
　このような状況の中、高齢者の介護施設も、岩手、宮城、福島の東北
３県を中心に大きな被害を受けました。本来、人の命を守り、また暮ら
しを支える場として、もっとも安心・安全な場であるべき施設が多数の
被害を受け、そして多数の高齢者、職員の命が犠牲になったことは大変
悲しいことであり、きわめて重大な事態であると言えます。犠牲になら
れた方々、被害にあわれた方々には心からのお悔やみとお見舞いを申し
上げる次第です。

　本調査研究は、被害の正確な実態把握と状況把握を通して、今後の高
齢者施設の計画や防災対策に資する知見を得ることを目的として実施し
ました。石井敏統括委員長、井上由起子および三浦研の両氏を班長とし
て総勢 21 名体制の調査研究班が結成され、3 つの調査が実施されました。
　これまで、阪神・淡路大震災も含め、今回ほど大規模に行われた高齢
者施設の被害状況に関する実態調査はありません。建築的な被害実態調
査にとどまらず、各施設がどのようにして震災に立ち向かい、乗り越え
たのか、ソフト面での内容も含んでいます。建築関係者のみならず、施
設運営者、介護従事者、自治体の皆さまにおいても活用の価値のある報
告書であり、また今回の震災を記録としてとどめる意味でも貴重な資料
となったものと思います。今後の高齢者施設の計画や防災計画に役立て
ていただければ幸いです。
　末筆になりましたが、本調査研究にあたって訪問ヒアリング調査なら
びにアンケート調査にご協力いただいた各位に厚くお礼申し上げます。
　
2012 年３月 31 日

　　　　　　　　　　　　　　　一般社団法人　日本医療福祉建築協会
　　　　　　　　　　　　　　　　　会　長　　河　口　　豊
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6 第１章

　2011 年３月 11 日午後２時 46 分に発生した東北地方太平洋沖地震。マグニチュード 9.0
を記録する歴史的な巨大地震となった。地震動による建物・地盤被害に加えて、地震によっ
て引き起こされた大津波は東北地方から関東地方にかけての太平洋沿岸部の町々を襲い、多
くの人々の命と暮らしを奪った。
　高齢者施設においても、主に沿岸部に立地する施設を中心に甚大な被害がもたらされた。
河北新報（2011.12.31）によると、岩手、宮城、福島の３県においける高齢者入所施設の
津波被害（人的被害）の状況は、３県の計 59 施設で人的被害があり、入居者 496 名が死亡・
行方不明、職員は 82 名が死亡・行方不明となっている（表 1） 。津波により壊滅的な被害を受け、
入所者の 9 割近くが死亡・行方不明となった施設もある。
　地震・津波による建物被害も大きかった。宮城県についてみると（2011.5.16 宮城県まと
め）、入居系の介護施設のうち全壊・水没など甚大な被害を受けた施設は合計 38 にのぼり、
認知症高齢者グループホームなどでは 10％近い施設が、事業継続が困難なほどの被害を受
けたと見られている（表 2） 。
　建物や人的な被害がなくても想定外かつ長期間にわたるライフラインの断絶、燃料不足等
により、事業の継続に際してきわめて深刻な事態に陥った施設、現地での事業継続が困難で
他施設や他県に集団避難せざるをえない状況に陥った施設など、各施設が直面した状況は、
これまでの災害で例がないほどの厳しいものとなった。

研究の背景１

表１

表２

2011.05.16　宮城県長寿社会政策課調べ

河北新報　2011.12.13

　宮城県 施設数
施設被害

割合
全壊・水没（箇所）

特別養護老人ホーム 121 10 8.3%
養護老人ホーム 10 1 10.0%
老人保健施設 80 2 2.5%

ケアハウス（軽費老人ホーム） 45 5 11.1%
認知症高齢者グループホーム 207 20 9.7%

合計 463 38 8.2%

人的被害
あり

施設数

入所者死亡・不明（人） 職員
死亡・行方

不明
計特別養護

老人ホーム
養護老人
ホーム

老人保健
施設 ケアハウス グループ

ホーム 計

岩手 8 62 1 74 0 0 137 15 152
宮城 47 141 64 59 22 37 323 66 389
福島 4 0 0 33 0 3 36 1 37
計 59 203 65 166 22 40 496 82 578



7研究の背景と目的

　本調査研究事業は３つの調査により構成される。
　一つは被害の実態を統計的に明らかにすることを目的としたアンケート調査（高齢者施
設の被災状況と対応策に関する調査：調査１）の実施である。特に緊急時・非常時において
も継続的な運営と暮らしの保証が求められる居住機能を持つ高齢者施設（特別養護老人ホー
ム、老人保健施設、認知症高齢者グループホーム、小規模多機能型居宅介護）を対象とした
悉皆アンケート調査を企画し、実施した。
　当初は、きわめて被災の大きかった東北３県（岩手県、宮城県、福島県）の当該施設を対
象とした悉皆アンケート調査によりその被害実態をハード、ソフト両面から把握することを
計画した。しかし、福島県においては、原子力発電所事故の影響もあり地震・津波被害とは
異なる被害の側面を併せ持つこと、また調査実施時点においても数多くの事業者が困難を抱
えている状況下においての調査実施は適切ではないと判断し、実施を見送り、岩手県と宮城
県の２県においての実施とした。

　想定をはるかに超える規模の自然災害とは言え、要介護高齢者の暮らしと命を守る役割を
担う高齢者施設が、これほどまで大きな被害を受け、多数の犠牲者を出してしまったことは
きわめて重い事実であり、また悲しむべきことである。
　近年、高齢者施設においては、認知症高齢者グループホーム等における火災事故での惨事
を受け、火災に対する防災意識は高まり、また防災対策もさまざまな形で進められ、成果を
あげてきた。
　それに対して、今回のような地震や津波、その他の自然災害に対する意識や備えは果たし
て十分だったのか。今回の震災で起こったこと、そしてその経験を踏まえて、あらためて検
証し、今後の対策を検討すべきである。
　そのために必要なことは、まずは今回の震災がもたらした被害の実態を正確に記録し留め
ることにある。これまで、これほどまでに多数の高齢者施設が一度の災害によって被災した
経験はない。また、1995 年の阪神・淡路大震災を含め、災害時の高齢者施設の被災の実態
が建築的な視点はもちろん、運営やケアの視点までも含めて網羅的に記録されたことはない。
起こったこと、経験したことを正確に記録として留め、残しておくことこそが、今後に備え
るための第一歩であり、歴史的にも重要なことであると考える。
　本調査研究では、東日本大震災における高齢者施設の被害実態を、建築・設備面および運
営・ソフト面の両面から正確に記録し、その状況を明らかにする。また、被災を経験した各
施設の被災時、避難時、さらには復旧時における具体的な対応とその中での状況も明らかに
する。これらの実態把握の中から課題を抽出し、今後の高齢者施設の計画のあり方や防災対
策に資する貴重な知見を導き出すことを目指している。

調査の概要

研究の目的

３

２
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　二つ目は実際に現地に赴き、調査対象施設に訪問して実施する実地ヒアリング調査（高
齢者施設の被災状況の実態把握訪問ヒアリング調査：調査２）である。現地での訪問視察調
査により、その被害の状況を具体的に確認するとともに、各施設がどのようにして今回の震
災に直面し、そこから発生し、継続した困難を乗り越えたのかを明らかにすべく、ハードと
ソフトの両面から、より具体的にそれぞれの状況を把握することを目的とした。
　調査の対象施設は、岩手県および宮城県の主に津波による被害を受けた沿岸地域と、両県
の内陸部に位置し、比較的大きな地震を観測した地域に立地する施設を対象として、さらに
福島県内の施設を加えて調査を実施した。
　調査対象施設の選定にあたっては、岩手県、宮城県については両県の保健福祉部の関係部
署との協議および提供された資料にもとづき、加えて調査メンバーからの情報を総合して、
また福島県については県から提供を受けた被害状況のデータおよび調査メンバーによる情報
をもとに調査対象候補施設を選定し、最終的に施設からの調査への協力許諾が得られた 47
施設にて調査を実施したものである。調査対象の施設は、特別養護老人ホーム、老人保健施
設、ケアハウス、有料老人ホーム、認知症高齢者グループホーム、小規模多機能型居宅介護
の各施設である。
　調査にあたっては、高齢者施設の計画研究を専門とする建築計画研究者と、高齢者施設の
計画・設計の経験がある建築実務者 2 名とがペアとなり訪問することを原則として実施した。

　三つめの調査は、被災地の外から、被災地および被災施設の直接支援や後方支援にまわっ
た組織へのヒアリング調査（被災高齢者施設の後方支援に関するヒアリング調査：調査３）
である。
　遠隔地から被災地・被災施設に対する物的・人的支援に回った組織の支援実態を調査する
ことで、被災を俯瞰的に捉え、災害時におけるケアシステムの構築と可能性についても明ら
かにすることを目的とした。

　本報告書は、以上の３つの調査報告により第２章から第４章までを構成し、第１章（本章）
で調査の背景と概要、最終章の第５章では調査を踏まえてのまとめとした。



　本章では、岩手県と宮城県にあ
る高齢者施設の被災状況と対応策
に関して、アンケート調査結果に
基づき報告する。

高齢者施設の被災状況と
対応策に関する調査

第２章
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　本研究（「東日本大震災における高齢者施設の被災実態に関する調査」）は、アンケート調
査（本章）、被災施設事例調査（３章）、後方支援調査（４章）の３つで構成されているが、
本調査はそのなかのアンケート調査に該当する。施設の被災の全体像を把握し、今後の高齢
者施設の防災計画や将来の施設計画に資するための基礎的知見を得ることを目的としている。

　調査時点において、岩手県ならびに宮城県に位置する全ての老人保健施設（以下、老健）、
特別養護老人ホーム（以下、特養）、認知症高齢者グループホーム（以下、認知症ＧＨ）、小
規模多機能型居宅介護（以下、小規模多機能）に対して郵送で実施した。福島県については
原発事故の影響を踏まえ調査を自粛した。調査時期は 2011 年 10 月～ 11 月である。
　調査は岩手県保健福祉部長寿社会課、宮城県保健福祉部の協力を得て実施した。配布、回
収、分析は一般社団法人日本医療福祉建築協会が行った。

　配布数と回答数を図表 2-1 に示す。786 施設にアンケート票を配布し、回答数は 536
施設（回収率 68.2％）、有効回答数は 528 施設（有効回収率 67.2％）であった。施設種
類別の有効回収率をみると、老健 64.8％（92 ／ 142）、特養 77.0％（177 ／ 230）、認知症
GH61.8％（214 ／ 346）、小規模多機能 66.2％（45 ／ 68）である。
　有効回答の内訳を施設種別でみると、老健 17.4％、特養 33.5％、認知症 GH40.5％、小
規模多機能 8.5％となっている。

図表 2-1　アンケート調査の回収率
全体 老健 特養 認知症ＧＨ 小規模多機能

配布数 786 142 230 346 68
回答数 536 92 178 218 48

有効回答数 528 92 177 214 45
有効回収率 67.2％ 64.8％ 77.0％ 61.8％ 66.2％
割合：配布 100.0％ 18.1％ 29.3％ 44.0％ 8.7％

割合：有効回答 100.0％ 17.4％ 33.5％ 40.5％ 8.5％

アンケート調査の概要

1-1

1-2

1-3

調査の目的

調査方法

分析データ

１
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　施設種別創設年を反映し、長い順に特養、老健、認知症ＧＨ、小規模多機能となっている。
建設借入金の償還年数は 20 年程度であるため、返済が終わっていない施設が一定程度ある
ものと推察される。

　１施設あたりの平均定員数は、老健 99.3 床、特養 72.2 床、認知症ＧＨ 13.7 床、小規模
多機能 24.0 人（登録定員）となっている。認知症ＧＨは１ユニットのみの小規模なものが
50.5％と半数に達している。

　老健と特養は「延床面積 1,000 ㎡以上」が 90％を超える。これに対し、認知症ＧＨと
小規模多機能は 10％以下となっている。認知症ＧＨはスプリンクラーの設置義務がない

「275 ㎡以下」15.0％、水道直結型スプリンクラーで構わない「275 ㎡以上 1,000 ㎡未満」
72.4％である。小規模多機能は「275 ㎡以下」28.9％、「275 ㎡以上 1,000 ㎡未満」46.7％
である。

図表 2-2　施設種別事業年数
老健

（n=92）
特養

（n=177）
認知症ＧＨ
（n=214）

小規模多機能
（n=45）

10 年未満 30.4% 32.2% 85.5% 100.0%
20 年未満 53.3% 34.5% 12.6% 0.0%
30 年未満 15.2% 23.7% 0.0% 0.0%
30 年以上 0.0% 9.6% 0.0% 0.0%

無回答 1.1% 0.0% 1.9% 0.0%

アンケート結果

2-1

2-1-1

2-1-2

2-1-3

事業年数

定員

延床面積

施設の概要

２

図表 2-3　施設種別定員規模

入所定員 老健
（n=92）

特養
（n=177） 入所定員 認知症ＧＨ

（n=214） 登録定員 小規模多機能
（n=45）

平均値 99.3 床 72.2 床 13.7 床 24.0 人
～ 49 床 2.2% 11.9% ～ 9 名 50.5% ～ 24 名 20.0%
～ 79 床 13.0% 60.5% ～ 18 名 42.1% 25 名 77.8%
～ 99 床 25.0% 11.3% ～ 27 名 5.1%
100 床～ 58.7% 16.4% 27 名以上 0.5%

図表 2-4　施設種別延床面積
老健

（n=92）
特養

（n=177）
認知症ＧＨ
（n=214）

小規模多機能
（n=45）

275 ㎡未満 0.0% 0.0% 15.0% 28.9%
275 ㎡以上 1,000 ㎡未満 1.1% 1.1% 72.4% 46.7%

1,000 ㎡以上 94.6% 91.5% 2.8% 6.7%
無回答 4.3% 7.3% 9.8% 17.8%
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　「平屋」は老健 17.4％、特養 55.9％、認知症ＧＨ 72.0％、小規模多機能 53.3％となっている。

　老健は「鉄筋コンクリート造」78.3％、「鉄骨造」27.2％、特養は「鉄筋コンクリート造」
92.1％、「鉄骨造」7.9％である。これに対し、認知症ＧＨと小規模多機能は「木造」が半
数以上を占める。認知症ＧＨは「鉄筋コンクリート造」6.1％、「鉄骨造」12.1％、「木造」
79.0％である。小規模多機能は「鉄筋コンクリート造」17.8％、「鉄骨造」15.6％、「木造」
62.2％である。

　老健は 97.8％が「新築型」である。特養はすべてが「新築型」である。これに対し、認
知症ＧＨでは「新築型」87.4％、「転用型（民家）」3.7％、「転用型（民家以外）」8.4％となっ
ていた。小規模多機能では「新築型」は 60.0％にすぎず、「転用型（民家）」6.7％、「転用型（民
家以外）」28.9％となっていた。

2-1-4

2-1- 5

2-1- 6

階数

構造

建て方

図表 2-7　施設種別建て方

図表 2-6　施設種別構造

図表 2-5　施設種別階数

老健
（n=92）

特養
（n=177）

認知症ＧＨ
（n=214）

小規模多機能
（n=45）

新築型 97.8% 100.0% 87.4% 60.0%
転用型（民家転用） 0.0% 0.0% 3.7% 6.7%
転用型（民家以外） 3.3% 0.0% 8.4% 28.9%

無回答 0.0% 0.0% 1.9% 4.4%

老健
（n=92）

特養
（n=177）

認知症ＧＨ
（n=214）

小規模多機能
（n=45）

鉄筋コンクリート造 78.3% 92.1% 6.1% 17.8%
鉄骨造 27.2% 7.9% 12.1% 15.6%
木造 1.1% 4.0% 79.0% 62.2%

その他 0.0% 0.0% 2.3% 0.0%
不明 0.0% 0.0% 0.0% 2.2%

無回答 0.0% 0.6% 1.9% 4.4%

老健
（n=92）

特養
（n=177）

認知症ＧＨ
（n=214）

小規模多機能
（n=45）

平屋 17.4% 55.9% 72.0% 53.3%
２階建て 28.3% 25.4% 24.8% 35.6%
３階建て 30.4% 9.6% 1.4% 4.4%

４階建て以上 22.8% 9.0% 0.0% 0.0%
無回答 1.1% 0.0% 1.9% 6.7%

（再掲）地下あり 10.9% 2.8% 1.9% 2.2%
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　老健は「耐火建築物」89.1％、「準耐火建築物」6.5％と双方でほぼ 100％である。特養
も傾向は同じである。認知症ＧＨと小規模多機能は異なる傾向を示す。認知症 GH は「耐火
建築物」24.3％、「準耐火建築物」30.4％、「いずれにも該当せず」20.1％である。小規模
多機能は「耐火建築物」28.9％、「準耐火建築物」35.6％、「いずれにも該当せず」13.3％
である。認知症ＧＨと小規模多機能では、自身の建物の耐火性能を把握していないケースも
一割以上ある。

　老健は「新耐震基準」と「旧耐震あり・耐震補強完了」で 79.4％を占める。特養も同
じ傾向である。認知症ＧＨと小規模多機能は異なる傾向を示す。「不明」が認知症ＧＨで
33.2％、小規模多機能で 37.8％である。転用型が一定程度あるためと推察される。

　老健と特養では「スプリンクラー設置（一般型もしくは水道直結型）」が、それぞれ
89.1％、77.9％となっている。「未設置」は老健 10.9％、特養 19.2％、認知症ＧＨ 20.6％、
小規模多機能 51.1％である。小規模多機能における設置義務が延床面積 6,000 ㎡以上のた
めと推察される。

2-1- 7

2-1- 8

2-1- 9

耐火性能

耐震性能

スプリンクラー

図表 2-9　施設種別耐震性能

図表 2-8　施設種別耐火性能

老健
（n=92）

特養
（n=177）

認知症ＧＨ
（n=214）

小規模多機能
（n=45）

新耐震基準 78.3% 78.5% 55.6% 46.7%
旧耐震あり・耐震補強完了 1.1% 4.0% 1.4% 6.7%
旧耐震あり・耐震補強未完 4.3% 6.8% 0.9% 0.0%

不明 9.8% 6.8% 33.2% 37.8%
無回答 6.5% 4.0% 8.9% 8.9%

老健
（n=92）

特養
（n=177）

認知症ＧＨ
（n=214）

小規模多機能
（n=45）

耐火建築物 89.1% 91.5% 24.3% 28.9%
準耐火建築物 6.5% 6.8% 30.4% 35.6%

いずれにも該当せず 0.0% 0.0% 20.1% 13.3%
不明 0.0% 0.0% 13.6% 15.6%

無回答 4.3% 1.7% 11.7% 6.7%

図表 2-10　施設種別スプリンクラー設置状況
老健

（n=92）
特養

（n=177）
認知症ＧＨ
（n=214）

小規模多機能
（n=45）

設置（一般型） 79.3% 70.6% 28.0% 28.9%
設置（水道直結型） 9.8% 7.3% 49.1% 20.0%

未設置 10.9% 19.2% 20.6% 51.1%
不明 0.0% 0.0% 0.5% 0.0%

無回答 0.0% 2.8% 1.9% 0.0%
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　「土地造成」は特養や老健で多く、認知症ＧＨや小規模多機能で少ない。特養や老健は延
床面積との関係からまちなか設置が難しく、土地を郊外に求めるためと推察される。土地造
成「なし」は老健 27.2％、特養 21.5％、認知症ＧＨ 40.7％、小規模多機能 46.7％であった。
盛り土への設置施設は約 2 ～ 4 割である。

2-1-10 土地造成

　「震度７」12.9％、「震度６強」34.1％、「震度６弱」26.5％、「震度５強」17.8％、「震度
５弱」3.4％、「震度４以下」1.1％であった。施設種別による違いは大きくないが、特養で
若干震度７の被害を受けたものが少ない。

　津波の被害「あり」は 6.1％、32 施設であった。32 施設の内訳は床下浸水が 3 施設、１
階床上浸水が 17 施設、２階以上床上浸水が 12 施設である。施設種別でみると、小規模多
機能で津波被害が大きかった。
図表 2-13　施設種別津波の有無

図表 2-12　施設種別震度

図表 2-11　施設種別土地造成

全体
（n=528）

老健
（n=92）

特養
（n=177）

認知症ＧＨ
（n=214）

小規模多機能
（n=45）

なし 93.6% 96.7% 94.9% 93.9% 80.0%
あり 6.1% 3.3% 5.1% 5.6% 17.8%

床下浸水 （0.6%） （0.0%） （0.6%） （0.9%） （0.0%）
１階床上浸水 （3.2%） （2.2%） （3.4%） （2.3%） （8.9%）

2 階以上床上浸水 （2.3%） （1.1%） （1.1%） （2.3%） （8.9%）
不明 0.4% 0.0% 0.0% 0.5% 2.2%

全体
（n=528）

老健
（n=92）

特養
（n=177）

認知症ＧＨ
（n=214）

小規模多機能
（n=45）

震度７ 12.9% 14.1% 7.9% 15.9% 15.6%
震度６強 34.1% 30.4% 37.9% 35.0% 22.2%
震度６弱 26.5% 29.3% 25.4% 24.3% 35.6%
震度５強 17.8% 18.5% 18.1% 15.9% 24.4%
震度５弱 3.4% 3.3% 5.6% 1.9% 2.2%

震度４以下 1.1% 1.1% 1.7% 0.9% 0.0%
無回答 4.2% 3.3% 3.4% 6.1% 0.0%

老健
（n=92）

特養
（n=177）

認知症ＧＨ
（n=214）

小規模多機能
（n=45）

あり・盛り土 37.0% 36.7% 26.2% 22.2%
あり・切り土 14.1% 21.5% 9.8% 6.7%

あり・盛り土と切り土 5.4% 7.9% 1.4% 2.2%
なし 27.2% 21.5% 40.7% 46.7%
不明 13.0% 7.9% 15.4% 17.8%

無回答 3.3% 4.5% 6.5% 4.4%

2-2

2-2-1

2-2-2

震度

津波の有無

被災の状況



15高齢者施設の被災状況と対応策に関する調査

　火災が発生したのは特養の１施設のみであった。この施設は、津波により３階建て耐火構
造（RC）の建物の１階が浸水し、全壊判定を受けた。屋上に設置していた自家発電装置を
起動したところ、配電盤ショートによる火災が一階で発生し、消火器にて鎮火した。翌日、
自家発電起動後、異常なしを確認し、利用に至った。

　「建物被害なし」は 4.5％にすぎず、95.5％の施設に何らかの建物被害があった。被害
が大きい順に、「建物内の亀裂落下」48.3％、「外壁の亀裂」38.6％、「建具や家具の破損」
33.9％、「屋内設備の破損」29.5％、「地盤被害」29.0％、「屋外設備の破損」26.7％、「構
造体の被害」8.5％、「ＳＰ誤作動放水」1.7％である。施設種別でみると老健や特養で被害
が大きいことが分かる。特に、地盤被害は２倍以上の開きがある。
　当然のことながら震度が大きいほど被害も大きい。また、津波の有無によって建物被害が
顕著に異なる。「構造体の被害」は津波「なし」5.5％に対して、津波「あり」56.3％と 10
倍の開きがある。「地盤被害」、「屋外設備の破損」、「屋内設備の破損」、「建具や家具の破損」
についても２倍以上の開きがある。
　地盤被害があったのは 29.0% であったが、土地造成の有無でみると、盛り土をした施設（盛
り土と切り土をした施設の 60.9%、盛り土をした施設の 46.1%）で被害が顕著である。構造
体に被害があったのは 8.5% であったが、構造、耐震性能、建て方のいずれとも無関係であった。

2-2-3

2-2-4

火災の有無

建物被害

図表 2-14　施設種別建物被害（複数回答）

図表 2-15　震度別建物被害（複数回答）

全体
（n=528）

老健
（n=92）

特養
（n=177）

認知症ＧＨ
（n=214）

小規模多機能
（n=45）

地盤被害 29.0% 44.6% 40.1% 15.9% 15.6%
構造体の被害 8.5% 7.6% 10.7% 5.6% 15.6%
外壁の亀裂 38.6% 51.1% 48.0% 25.7% 37.8%

建物内の亀裂落下 48.3% 58.7% 54.2% 38.8% 48.9%
屋外設備の破損 26.7% 39.1% 31.6% 17.8% 24.4%
屋内設備の破損 29.5% 41.3% 37.3% 19.2% 24.4%

建具や家具の破損 33.9% 38.0% 33.9% 31.8% 35.6%
SP 誤作動放水 1.7% 4.3% 2.8% 0.0% 0.0%

その他 9.8% 7.6% 11.3% 9.8% 8.9%
建物被害なし 4.5% 0.0% 2.3% 7.5% 8.9%

全体
（n=528）

震度 7
（n=68）

震度６強
（n=180）

震度６弱
（n=140）

震度５強
（n=94）

震度５弱
（n=18）

震度４以下
（n=6）

地盤被害 29.0% 42.6% 35.6% 32.9% 8.5% 11.1% 0.0%
構造体の被害 8.5% 14.7% 9.4% 9.3% 4.3% 0.0% 0.0%
外壁の亀裂 38.6% 50.0% 48.3% 38.6% 20.2% 27.8% 0.0%

建物内の亀裂落下 48.3% 64.7% 55.0% 45.7% 35.1% 38.9% 33.3%
屋外設備の破損 26.7% 36.8% 35.6% 26.4% 10.6% 11.1% 0.0%
屋内設備の破損 29.5% 48.5% 33.9% 29.3% 18.1% 11.1% 0.0%

建具や家具の破損 33.9% 58.8% 41.1% 32.1% 14.9% 11.1% 0.0%
SP 誤作動放水 1.7% 4.4% 1.7% 0.7% 2.1% 0.0% 0.0%

その他 9.8% 7.4% 11.7% 9.3% 11.7% 5.6% 0.0%
建物被害なし 4.5% 4.4% 2.2% 6.4% 4.3% 11.1% 16.7%
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図表 2-18　人的被害

図表 2-16　津波有無別建物被害（複数回答）

図表 2-17　土地造成有無別地盤被害

人的被害あり 人的被害なし 無回答
利用者    8 1.5%  520 98.5% 0 0.0% 
職員 12 2.3% 515 97.5% 1 0.2% 

全体
（n=528）

津波なし
（n=494）

津波あり
（n=32）

地盤被害 29.0% 27.3% 56.3%
構造体の被害 8.5% 5.5% 56.3%
外壁の亀裂 38.6% 37.7% 56.3%

建物内の亀裂落下 48.3% 47.6% 62.5%
屋外設備の破損 26.7% 23.7% 75.0%
屋内設備の破損 29.5% 26.9% 71.9%

建具や家具の破損 33.9% 31.2% 78.1%
SP 誤作動放水 1.7% 1.8% 0.0%

その他 9.8% 9.3% 12.5%
建物被害なし 4.5% 4.9% 0.0%

全体
（n=528）

地盤被害なし
（n=371）

地盤被害あり
（n=153）

あり（盛り土） 31.3% 53.9% 46.1%
あり（切り土） 14.2% 76.0% 24.0%

あり（盛り土 + 切り土） 4.4% 39.1% 60.9%
なし 32.4% 84.8% 15.2%
不明 12.7% 80.6% 19.4%

無回答 5.1% 63.0% 22.2%

　利用者に人的被害（死亡・行方不明）があった施設は 8 施設、職員に人的被害があった
施設は12施設であった。双方に被害があった施設が７施設のため、528施設中13施設、2.5％
の施設で人的被害があったことになる。
　震度別には、「震度７」２施設、「震度６強」７施設、「震度６弱」３施設、「震度５強」１
施設であった。津波有無別には、津波「あり」８施設、津波「なし」４施設、「無回答」１
施設であった。津波「なし」の施設は、いずれも職員の人的被害であった。発災当時に建物
内におらず、地域で津波にあったものと推察される。

　震災後の事業継続の状況は、「震災後も事業継続」93.8％（495 施設）であった。「事業をいっ
たん休止後に再開」4.4％（23 施設）、「事業を休止中」1.5％（８施設）、「事業廃止」0.2％

（１施設）であった。
　「事業廃止」の１施設は小規模多機能で、津波の被害があり、利用者と職員の双方に人的
被害があった。「事業を休止中」の８施設は特養が６施設、小規模多機能が２施設であった。
うち６施設で津波の被害があり、津波の被害のなかった２施設も、津波で甚大な被害があっ
た地域に立地していた。「事業を休止中」の８施設中３施設で利用者と職員の双方に人的被
害があった。「事業をいったん休止後に再開」は老健が８施設、特養が３施設、認知症ＧＨ
が６施設、小規模多機能が６施設であった。

2-2-5

2-2-6

人的被害（利用者、職員）

事業継続
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図表 2-21　施設種別建物被害判定

図表 2-22　震度別建物被害判定

全体
（n=528）

老健
（n=92）

特養
（n=177）

認知症ＧＨ
（n=214）

小規模多機能
（n=45）

全壊 23 4.4% 1 1.1% 6 3.4% 9 4.2% 7 15.6%
半壊 19 3.6% 3 3.3% 8 4.5% 8 3.7% 0 0.0%

一部損壊 148 28.0% 39 42.4% 62 35.0% 39 18.2% 8 17.8%
いずれにも
該当せず 317 60.0% 45 48.9% 100 56.5% 146 68.2% 26 57.8%

不明 21 4.0% 4 4.3% 1 0.6% 12 5.6% 4 8.9%

全体
（n=528）

震度 7
（n=68）

震度６強
（n=180）

震度６弱
（n=140）

震度５強
（n=94）

震度５弱
（n=18）

震度４以下
（n=6）

無回答
（n=22）

全壊 23 4.4% 4 5.9% 9 5.0% 7 5.0% 3 3.2% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%
半壊 19 3.6% 4 5.9% 10 5.6% 3 2.1% 1 1.1% 0 0.0% 0 0.0% 1 4.5%

一部損壊 148 28.0% 27 39.7% 64 35.6% 36 25.7% 12 12.8% 4 22.2% 0 0.0% 5 22.7%
いずれにも
該当せず 317 60.0% 31 45.6% 92 51.1% 86 61.4% 74 78.7% 14 77.8% 5 83.3% 15 68.2%

不明 21 4.0% 2 2.9% 5 2.8% 8 5.7% 4 4.3% 0 0.0% 1 16.7% 1 4.5%

　建物被害判定は、「全壊」4.4％（23 施設）、「半壊」3.6％（19 施設）、「一部損壊」28.0％ (148
施設 )、「該当せず」60.0％（317 施設）となっている。施設種別でみると老健と特養で「一
部損壊」がそれぞれ 42.4％、35.0％と高い。地盤被害が多いためと推察される（図表 2-14 参照）。
小規模多機能で「全壊」が多いが、これは津波被害の割合が高かったためと推察される（図

表 2-13）。
　震度別にみると「全壊」と「半壊」は震度７、震度６強、震度６弱、震度５強に分布して
おり、震度より津波によるところが大きい。「一部損壊」は震度が弱いところほど少ない。
　津波の有無別にみると、「全壊」23 施設は、津波被害ありが 22 施設、無回答が１施設で
あった。「半壊」19 施設は、津波被害ありが 5 施設、津波被害なしが 14 施設であった。14
施設の内訳をみると、施設種別には偏りはなく、耐震性能は 12 施設が新耐震、２施設が耐
震性能不明であった。

2-2-7 建物被害判定

図表 2-19　施設種別事業継続

図表 2-20　津波有無別事業継続

全体
（n=528）

老健
（n=92）

特養
（n=177）

認知症ＧＨ
（n=214）

小規模多機能
（n=45）

事業継続中 495 93.8% 83 90.0% 168 94.9% 208 97.2% 36 80.0%
事業をいったん休止後に再開 23 4.4% 8 8.7% 3 1.7% 6 2.8% 6 13.3%

事業を休止中 8 1.5% 0 0.0% 6 3.4% 0 0.0% 2 4.4%
事業廃止 1 0.2% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 1 2.2%
無回答 1 0.2% 1 1.1% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

全体（n=528） 津波なし（n=494） 津波あり（n=32）
事業継続中 495 93.8% 475 96.6% 18 56.3%

事業をいったん休止後に再開 23 4.4% 16 3.2% 7 21.9%
事業を休止中 8 1.5% 2 0.4% 6 18.8%

事業廃止 1 0.2% 0 0.0% 1 3.1%
無回答 1 0.2% 1 0.2% 0 0.0%
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図表 2-23　津波の有無別建物被害判定

図表 2-24　全壊判定を受けた施設の事業継続

図表 2-25　1 床あたりの建替え費用

全体（n=528） 津波なし（n=494） 津波あり（n=32）
全壊 23 4.4% 0 0.0% 22 68.8%
半壊 19 3.6% 14 2.8% 5 15.6%

一部損壊 148 28.0% 146 29.6% 2 6.3%
いずれにも該当せず 317 60.0% 314 63.6% 2 6.3%

不明 21 4.0% 20 4.0% 1 3.1%

　全壊判定を受けた 23 施設の概要は以下のとおりであった。老健１施設、特養６施設、認
知症ＧＨ９施設、小規模多機能７施設。種別施設数を考慮すると、認知症ＧＨと小規模多機
能の割合が多い。認知症ＧＨは９施設の全てが木造、小規模多機能は７施設のうち５施設が
木造であった。
　被災後の事業継続をみると、「事業継続」９施設、一旦休止後「事業再開」７施設、「事業休止」
６施設、「事業廃止」１施設であった。「事業休止」は特養４施設、小規模多機能２施設である。

「事業廃止」の１施設は、小規模多機能で、津波により利用者と職員の双方に人的被害があっ
た。この１施設を除く 22 施設のうち 21 施設は建替えを行って事業を再建する意向である。
残りの１施設は現時点では事業は継続しているが、今後再建するか否かは無回答であった。

　全壊で建替えによる事業再建を予定している 21
施設、半壊および一部損壊で建替えを予定している
６施設、合計 27 施設のうち再建費用について回答
のあった19施設の建替え費用（一床あたり）をみる。
平均で 1,062 万円／床で、最小値は小規模多機能の
400 万円／床、最大値は特養の 2,533 万円／床であっ
た。
　再建に向けた課題についてのコメントは以下のと
おりであった。新たな土地確保、建替え資金に関す
るコメントが多い。行政に関する要望も、この二点
にほぼ集約される。

2-2-8 全壊判定を受けた施設の事業継続

老健：1、特養：6、認知症GH：9、小規模多機能：7
全壊 23施設

特養：4、認知症GH：5、小規模多機能：4
事業休止 13施設

事業継続 9施設 事業再開 7施設 事業休止 6施設 事業廃止1施設
老健：1
特養：2

認知症GH：4
小規模多機能：2

認知症GH：5
小規模多機能：2

特養：4
小規模多機能：2

小規模多機能：1
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図表 2-26　再建に向けた課題（自由記載：文面は適宜修正）

図表 2-27　行政への要望（文面は適宜修正）

種別 規模 建物被害 費用
（万）

事業
年数 課題

老健 100 全壊 95,000 16 新たな建設用地確保、再建費用の確保、再開の為の有資格職員の
確保、施設完成までの職員の雇用維持。

特養 60 全壊 100,000 16 土地確保に問題あり（行政の方針が定まらない）。

特養 64 全壊 130,000 34
被災施設が建築制限該当となっているため、別の場所への土地の
確保。基幹施設を含め７割が同じ状況のため、補助金の制度的な
問題を含む事業費の確保。

特養 70 全壊 110,000 30 建設用地の確保。行政の協力が難しい状況で、法人独自で確保す
る際の資金的支援が制度上ないこと。

特養 150 全壊 380,000 12 建設用地の確保。

認知症 GH 9 全壊 20,000 3 現在仮設で対応。土地高騰。市と協議する機会がとれない。再建
費用。利用者の心身的負担。

認知症 GH 9 全壊 N 6 土地確保。建築資金の調達。運営資金の調達。
認知症 GH 9 全壊 10,000 5 現在仮設。建設用地の確保。資金調達と建設助成。

認知症 GH 9 全壊 5,000 3 現在仮設。補助協議中。もとの場所での再建を予定しているため、
周辺の復旧と歩調を合わせること。

認知症 GH 9 全壊 5,000 7 復興計画の遅れによる計画の遅れが不安。
認知症 GH 9 全壊 N 8 土地の確保。
認知症 GH 18 全壊 10,000 2 資金調達。
認知症 GH 18 全壊 8,000 5 再建済。地盤沈下、施設内外修復、悪臭に対する衛生管理。
認知症 GH 18 全壊 15,000 9 土地の確保。

小規模 25 全壊 15,000 5 復興計画の遅れによる計画の遅れが不安。事業継承。
小規模 25 全壊 N 4 土地確保。誰もが土地を求めているため決まらない。
小規模 25 全壊 10,000 2 再建済み。
小規模 25 全壊 10,000 3 土地確保に伴う購入費用。土地造成費用。
小規模 25 全壊 N 3 土地の確保。

認知症 GH 9 半壊 N 3 土地の確保、建築費用等。行政からの援助がなければ困難。福祉
法人、営利法人の区別ない補助を要望。

特養 54 一部損壊 N 22 国庫補助金の早期支給及び災害復旧資金融資。

事業再開の備品購入補助金を平成 24 年度中に再開する事業も対象にして欲しい。再建建築費の補助金支給率
を現行の 1/2 より引き上げて頂きたい。
土地の問題を明確にして欲しい（再建用地）。
建設費用に対する支援。
広い土地が必要であり、市街化調整区域内の農地にならざるを得ない。用途地域の変更が困難なため、移転の
目途がたたない。土地利用規制の緩和をお願いしたい。
土地の提供（高台の土地の高騰や通勤に支障）。道路の整備（海の近くや低い所を通らなくても良いように）。
二重ローンへの援助。事業再建への助成金援助。
いずれ解体される仮設を与えるのなら、初めから建物に補助金を交付して欲しい。
建設費補助の大幅な支援等。
補助金等の先出し（実績報告後では資金繰りが困難）。
一日も早い方針（土地）。
施設外の環境整備。
土地購入費用、土地造成費用への助成。
建設費用補助の拡大等。
土地の確保、建築費用等。行政からの援助がなければ困難。福祉法人、営利法人の区別ない補助を要望。
国庫補助金の早期支給及び災害復旧資金融資。
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図表 2-29　建替えを予定している施設の概要（全壊除く）

図表 2-28　建物利用に関する今後の予定（施設種別）

種別 規模 建物被害 震度 津波の有無 事業年数
認知症 GH 9 半壊 7 なし 3 年
認知症 GH 18 半壊 6 弱 1 階床上浸水 5 年

老健 90 一部損壊 6 強 なし 14 年
特養 54 一部損壊 7 なし 22 年
特養 81 該当せず 5 強 なし 29 年
特養 86 該当せず 5 弱 なし 32 年

全体
（n=505）

老健
（n=91）

特養
（n=171）

認知症ＧＨ
（n=205）

小規模多機能
（n=38）

元の建物を利用
（改修含む） 80.8% 90.1% 87.7% 72.7% 71.1%

建て替え
（検討中含む） 1.2% 1.1% 1.8% 1.0% 0.0%

無回答 18.0% 8.8% 10.5% 26.3% 28.9%

　全壊を免れた 505 施設は、発災後も継続して元の建物を利用する施設が大半を占めた。
別敷地の法人関連の建物を利用した施設、行政が用意した建物を利用した施設は、それぞれ
２施設であった。これら 505 施設の今後の予定は、「元の建物を利用」が 80.8％、「建替え」
が 1.2％、無回答が 18.0% であった。

　建替えを予定している６施設の概要は以下の通りであった。老健１施設、特養３施設、認
知症ＧＨ２施設。建物被害判定は「半壊」２施設、「一部損壊」２施設、「いずれにも該当せず」
２施設であった。「半壊」認定を受けた１施設は、現在、行政が用意した建物を利用している。
それ以外は、元の建物を利用している。事業年数は「半壊」が３年と５年、「一部損壊」が
14 年と 22 年、「いずれにも該当せず」が 29 年と 32 年となっている（建替え費用については図

表 2-25 を参照）。

　建替えを行わず「元の建物を利用」すると回答した 408 施設の改修費用は以下のとおり
であった。まず、改修費用を記載していたものは 296 施設あり、うち 65 施設が改修費用０
円である。改修費用０円、改修費用記載なしは認知症ＧＨと小規模多機能で割合が多かった。
残りの 231 施設のうち、はずれ値となる３施設（一床あたり 600 万円以上）を除く 228 施
設の内訳を図表 2-30 と図表 2-31 に示す。
　改修費用の総額はいずれの施設種別も 500 万円以下が多い。規模の違いから老健と特養
では１億円以上もある。一床あたりの改修費用は平均値が 18.89 万円／床、中央値が 5.78
万円／床である。施設種別の中央値は、老健4.98万円／床、特養7.14万円／床、認知症ＧＨ5.56
万円／床、小規模多機能 3.00 万円／床であった。

2-2-9 事業継続（全壊を除く）
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　震災時、高齢者施設はその立地や規模によっては、地域の要援護者を支援する役割も求め
られる。全壊を除く 505 施設のうち、「要援護者を受け入れた」のは 56.8％であった。老
健や特養では受け入れ率が 75％を超えるが、認知症ＧＨや小規模多機能は 50％以下となっ
ている。特養と老健は規模が大きくスペース的にも余裕があること、発災数日は居宅サービ
スの利用が減り、その分の職員を要援護者の受け入れ支援に回すことができるなど大規模施
設であることの利点があるものと推察される。要援護者をスムーズに受け入れるためには
福祉避難所としての指定を受けていることが重要となるが、「震災前に指定を受けていた」
のは特養で 26.9％、それ以外は 10％以下であった。「震災後に指定を受けた」はいずれも
20％以下であった。

2-2-10 要援護者への対応

図表 2-30　改修費用の総額
全体

（n=228）
老健

（n=62）
特養

（n=105）
認知症 GH
（n=51）

小規模多機能
（n=10）

～ 500 万円未満 132 57.9% 29 46.8% 52 49.5% 42 82.4% 9 90.0%
～ 1000 万円未満 31 13.6% 8 12.9% 17 16.2% 5 9.8% 1 10.0%
～ 2000 万円未満 25 11.0% 6 9.7% 17 16.2% 2 3.9% 0 0.0%
～ 5000 万円未満 26 11.4% 12 19.4% 13 12.4% 1 2.0% 0 0.0%

～ 1 億円未満 9 3.9% 3 4.8% 5 4.8% 1 2.0% 0 0.0%
1 億円以上 5 2.2% 4 6.5% 1 1.0% 0 0.0% 0 0.0%

図表 2-31　改修費用（1 床あたり）（単位万円　除く 0 円）

図表 2-32　要援護者の受け入れ状況（施設種別）（全壊除く）
全体

（n=505）
老健

（n=91）
特養

（n=171）
認知症ＧＨ
（n=205）

小規模多機能
（n=38）

受け入れた 56.8% 79.1% 77.2% 32.2% 44.7%
受け入れていない 35.2% 17.6% 18.1% 55.6% 44.7%

無回答 7.9% 3.3% 4.7% 12.2% 10.5%

図表 2-33　福祉避難所の指定状況（施設種別、建物被害判定別）（全壊除く）
全体

（n=505）
老健

（n=91）
特養

（n=171）
認知症ＧＨ
（n=205）

小規模多機能
（n=38）

震災前に指定を受けていた 13.1% 9.9% 26.9% 3.9% 7.9%
震災後に指定を受けた 9.9% 7.7% 16.4% 4.9% 13.2%
指定は受けていない 68.7% 78.0% 51.5% 79.5% 65.8%

無回答 8.3% 4.4% 5.3% 11.7% 13.2%

件数 平均 第一分位 中央値 第三分位 最大値 最小値
全体 228 18.89 2.75 5.78 23.81 200.00 0.05
老健 62 18.47 1.24 4.98 23.81 200.00 0.08
特養 105 17.38 2.75 7.14 23.37 133.87 0.05

認知症ＧＨ 51 25.55 1.33 5.56 18.51 277.78 0.28
小規模多機能 10 5.18 1.36 3.00 4.00 20.00 0.40
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【厨房】電気が 35.2％、ガスが 34.7％、電気とガスの併用が 27.3％であった。施設種別で
みると、老健および特養ではガス、電気とガスの併用が多いのに対し、認知症 GH および
小規模多機能では電気が過半を占める。

【給湯】油が最も多く 35.4％、次いでガス 22.0％、電気 16.6％であった。いずれの施設種
別においても油を使用する施設が多く、老健 50.5％、特養 39.2%、認知症 GH28.3％、小
規模多機能 21.1％である。認知症 GH および小規模多機能では、ガスや電気を使用する施
設も多い。

【空調】半数以上が電気であり、次いでガスと油の併用が 18.0％、油が 14.1％であった。
いずれの施設種別においても電気を使用する施設が多く、小規模多機能では 86.8％を占め
る。老健と特養では、油、ガスと油の併用が約 20％ある。

【ガスの種類】プロパンガスが 63.8％、都市ガスが 10.3％、都市ガスとプロパンバスの併
用が 0.4％である。ガスを使用していない施設は 22.0％であった。

図表 2-34　エネルギー源（全壊除く）
全体

（n=505）
老健

（n=91）
特養

（n=171）
認知症 GH
（n=205）

小規模多機能
（n=38）

厨房

電気 35.2% 17.6% 15.2% 57.1% 50.0%
ガス 34.7% 46.2% 38.0% 27.3% 31.6%

電気とガス 27.3% 36.3% 43.9% 11.7% 15.8%
その他 1.8% 0.0% 2.3% 2.0% 2.6%
無回答 1.0% 0.0% 0.6% 2.0% 0.0%

給湯

電気 16.6% 14.3% 10.5% 22.0% 21.1%
ガス 22.0% 15.4% 15.2% 28.3% 34.2%
油 35.4% 50.5% 39.2% 28.3% 21.1%

電気とガス 5.7% 2.2% 7.0% 6.3% 5.3%
電気と油 9.1% 8.8% 9.9% 7.8% 13.2%
ガスと油 4.4% 4.4% 7.6% 2.4% 0.0%

電気とガスと油 2.8% 2.2% 4.7% 1.0% 5.3%
その他 2.4% 2.2% 4.7% 1.0% 0.0%
無回答 1.6% 0.0% 1.2% 2.9% 0.0%

空調

電気 54.9% 49.5% 38.6% 64.9% 86.8%
ガス 4.4% 3.3% 7.0% 3.4% 0.0%
油 14.1% 22.0% 18.1% 8.8% 5.3%

電気とガス 2.6% 2.2% 4.7% 1.0% 2.6%
ガスと油 18.0% 20.9% 24.0% 14.6% 2.6%
その他 3.4% 2.2% 4.7% 2.9% 2.6%
無回答 2.8% 0.0% 2.9% 4.4% 0.0%

2-3

2-3-1 エネルギー源

ライフラインの被災と復旧状況

図表 2-35　ガスの種類（全壊除く　n=505）

都市ガス プロパンガス 都市ガスと
プロパンガス併用 ガス使用なし 無回答

10.3% 63.8% 0.4% 22.0% 3.6%
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【電気】98.6％の施設で停電した。復旧までに要した日数は、最短０日から最長 60 日、平
均で 5.5 日であった。３日後には約半数の施設で、１週間後には 85.5％の施設で復旧した。

【都市ガス】都市ガスを使用していた 54 施設のうち、約 90％の施設で停止した。復旧まで
に要した日数は、最短 0 日から最長 50 日、平均で 24.4 日であった。電気より復旧の時期
は遅く、２週間後の復旧率は 16.7％、１ヶ月後の復旧率は 69.0％であった。

【給水】70.3％の施設で断水した。復旧までに要した日数は平均で 11.8 日であり、1 週間後
には約半数の施設で復旧した。復旧までに 157 日間要した施設もあり、地域差が大きかっ
たことがうかがえる。

【汚水】下水管に接続していた 252 施設のうち、21.8％の施設で停止した。復旧に要した日
数は、最短２日から最長 65 日、平均で 14.4 日であった。

【固定電話】93.5％の施設で固定電話が不通となった。復旧に要した日数は平均 9.6 日であっ
た。４日後には半数以上の施設で、10 日後には 86.2％の施設で復旧した。最も復旧が遅かっ
た施設では 193 日間を要しており、給水と同様に地域による差異が大きい。

【震度とライフラインの復旧日数】震度６弱以上と震度５強以下で復旧日数に違いがみられ
る。津波の被害を受けた施設では、電気・給水・下水管・固定電話の復旧に長い日数を要し
ている。

2-3-2 ライフラインの停止および復旧状況

図表 2-36　ライフラインの停止および復旧（全壊除く　n=505）

図表 2-37　ライフライン復旧の推移

停止あり 停止なし 無回答 復旧までの平均日数
電気（n=505） 98.6% 0.4% 1.0% 5.5 日

都市ガス （n=  54） 88.9% 9.3% 1.9% 24.4 日
給水（n=505） 70.3% 27.7% 2.0% 11.8 日

下水管（n=252） 21.8% 77.0% 1.2% 14.4 日
固定電話（n=505） 93.5% 4.8% 1.8% 9.6 日
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図表 2-38　ライフラインの復旧と震度・津波
電気

（n=475）
ガス

（n=42）
給水

（n=332）
下水管

（n=48）
固定電話

（n=412）
全体 5.5 24.4 11.8 14.4 9.6

震度

震度７ 6.8 22.1 15.5 22.5 16.2
震度６強 6.7 27.1 13.2 13.3 8.8
震度６弱 5.7 24.1 12.7 12.9 11.2
震度５強 3.5 13.0 6.6 17.8 6.8
震度５弱 1.9 30.0 1.5 4.5 3.1

震度４以下 1.7 - 1.3 1.0 8.3

津波
なし 5.2 24.4 11.2 13.0 8.8

床下浸水 11.7 - 20.0 - 37.0
１階床上浸水 25.2 - 45.0 48.0 53.5

【非常用電源】消防用非常電源を設置していたのは 60.0％であり、そのうち保安用電源とし
ても利用可能な非常用電源を設置していたのは 16.4％であった。老健および特養では、消
防用非常電源の設置は過半の施設で、保安用電源としても利用可能な非常用電源の設置は
20～30％の施設でなされており、非常用電源が設置されていない施設は 10％未満であっ
た。これに対し、認知症 GH および小規模多機能では、消防用非常電源の設置は認知症
GH32.7%、小規模多機能 36.8% であり、そのうち保安用にも利用可能な非常用電源を設置
していたのは認知症 GH7.8%、小規模多機能 7.9% であり、非常用電源が設置されていない
施設は半数を超していた。

【非常用発電機】非常用発電機を備蓄していた施設は 30.3％であり、そのうち 5 施設では津
波等で使用できなかった。施設種別でみると、老健および特養では約半数の施設で非常用発
電機が設置されていたが、認知症 GH および小規模多機能では 13.2% であった。

2-3-3 非常用電源および非常用発電機

図表 2-39　非常用電源
全体

（n=505）
老健

（n=91）
特養

（n=171）
認知症 GH
（n=205）

小規模多機能
（n=38）

設置あり（保安用も可） 16.4% 28.6% 22.2% 7.8% 7.9%
設置あり（消防用のみ） 43.6% 57.1% 62.0% 24.9% 28.9%

なし 29.7% 8.8% 9.9% 51.2% 52.6%
不明 4.0% 1.1% 0.0% 7.3% 10.5%

無回答 6.3% 4.4% 5.8% 8.8% 0.0%

図表 2-40　非常用発電機
全体

（n=505）
老健

（n=91）
特養

（n=171）
認知症 GH
（n=205）

小規模多機能
（n=38）

　あり 30.3% 47.3% 45.6% 13.2% 13.2%
震災後に使用できた （29.3%） （45.1%） （43.9%） （13.2%） （13.2%）
津波等で使用不可 （1.0%） （2.2%） （1.8%） （0.0%） （0.0%）

なし 68.1% 52.7% 52.6% 84.4% 86.8%
不明 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

無回答 1.6% 0.0% 1.8% 2.4% 0.0%
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図表 2-41　プロパンガスの備蓄
全体

（n=505）
老健

（n=91）
特養

（n=171）
認知症 GH
（n=205）

小規模多機能
（n=38）

　　あり 48.5% 52.7% 59.1% 39.0% 42.1%
震災後に使用できた （46.3%） （49.5%） （55.6%） （38.5%） （39.5%）
津波等で使用不可 （2.2%） （3.3%） （3.5%） （0.5%） （2.6%）

なし 37.6% 40.7% 34.5% 38.5% 39.5%
不明 1.8% 2.2% 1.8% 1.5% 2.6%

無回答 12.1% 4.4% 4.7% 21.0% 15.8%

　プロパンガスを備蓄していたのは 48.5％であり、そのうち 2.2％、11 施設が津波等で使
用できなかった。施設種別でみると、特養 59.1%、老健 52.7%、小規模多機能 42.1％、認
知症 GH39.0% であった。
　プロパンガスを通常使用している施設での備蓄率は 70.1% であった。プロパンガスを通
常使用していない施設での備蓄率は 11.0％であった。

　受水槽を設置していた施設は 56.4% であり、そのうち 6.9％、35 施設で使用できなかった。
施設種別でみると、老健および特養では 90％以上の施設で設置されているのに対し、認知
症 GH では 17.6%、小規模多機能では 7.9% であった。
　断水した施設における水の確保方法は、給水車が 56.3％、受水槽が 38.0%、井戸水
が 13.5％であった。受水槽による水の確保は老健 56.8%、特養 57.1% に対して、認知症
GH11.7%、小規模多機能 10.0% となっており、施設種別による受水槽の設置率の相違が影
響している。井戸水の利用は小規模多機能で 25.0% と最も高い割合であった。給水車、受
水槽、井戸水以外では、川・池・用水路から取水、職員宅から運搬、備蓄や支援物資のペッ
トボトル、他事業所から運搬等で対応していた。

2-3-4

2-3-5

ガスの状況とプロパンガスの備蓄

受水槽の有無および断水中の水の確保

図表 2-42　受水槽の有無（全壊施設除く n=505）
全体

（n=505）
老健

（n=91）
特養

（n=171）
認知症 GH
（n=205）

小規模多機能
（n=38）

あり 56.4% 97.8% 91.8% 17.6% 7.9%
震災後に使用できた （49.5%） （83.5%） （83.0%） （14.1%） （7.9%）
津波等で使用不可 （6.9%） （14.3%） （8.8%） （3.4%） （0.0%）

なし 39.6% 2.2% 6.4% 75.1% 86.8%
不明 1.0% 0.0% 0.0% 2.0% 2.6%

無回答 3.0% 0.0% 1.8% 5.4% 2.6%

図表 2-43　断水中の水の確保方法（複数回答）（全壊施設除く）
全体

（n=355）
老健

（n=74）
特養

（n=133）
認知症 GH
（n=128）

小規模多機能
（n=20）

給水車 56.3% 60.8% 53.4% 56.3% 60.0%
受水槽 38.0% 56.8% 57.1% 11.7% 10.0%
井戸水 13.5% 8.1% 13.5% 14.8% 25.0%
その他 41.4% 29.7% 40.6% 48.4% 45.0%
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　「飲料水」「食糧」「おむつ」「医療品」「カセットコンロや大量調理用のコンロ等」「燃料」
ごとの備蓄状況についてみると、「食糧」の備蓄率が 87.7% と最も高く、次いで「おむつ」
78.2%、「飲料水」72.3%、「医療品」61.0%、「コンロ等」54.9%、「燃料」48.3% であった。
備蓄していたが津波等で使用できなかった施設が、「おむつ」で２施設、「医薬品」で３施設、

「コンロ等」で３施設、「燃料」で 22 施設あった。
　施設種別でみると、「医薬品」は老健、「燃料」は小規模多機能で備蓄率が高いが、それ以
外の品目は特養において備蓄率が高い。平均備蓄日数をみると、「飲料水」と「食糧」が約
３日分、「おむつ」、「医療品」、「燃料」が約 10 日分であった。
　地震発生後の必要物調達方法について予め関係業者と調達計画を策定していたのは 8.3%
であり、どの施設種別においても 10% 未満であった。

図表 2-45　災害用通信回路
全体

（n=505）
老健

（n=91）
特養

（n=171）
認知症 GH
（n=205）

小規模多機能
（n=38）

　　あり 31.5% 40.7% 49.1% 13.7% 26.3%
震災後に使用できた （21.8%） （33.0%） （31.6%） （8.8%） （21.1%）
津波等で使用不可 （9.7%） （7.7%） （17.5%） （4.9%） （5.3%）

なし 64.0% 58.2% 48.5% 78.5% 68.4%
不明 2.8% 0.0% 2.3% 4.4% 2.6%

無回答 1.8% 1.1% 0.0% 3.4% 2.6%

2-4 物品の備蓄

　下水管接続が 49.7%、浄化槽が 39.6% である。

　災害時優先電話等の災害時用通信回線の設置率は 31.5%、159 施設であり、そのうち 49
施設で津波等により使用できない状況であった。施設種別でみると特養 49.1% と最も設置
率が高く、次いで老健 40.7%、小規模多機能 26.3%、認知症 GH13.7% であった。

2-3-6

2-3-7

汚水処理方法

災害時用の通信回線

図表 2-44　汚水処理方法
全体

（n=505）
老健

（n=91）
特養

（n=171）
認知症 GH
（n=205）

小規模多機能
（n=38）

下水管接続 49.7% 47.3% 53.2% 49.8% 39.5%
浄化槽 39.6% 47.3% 42.7% 34.6% 34.2%

下水管接続と浄化槽 0.2% 1.1% 0.0% 0.0% 0.0%
無回答 10.5% 4.4% 4.1% 15.6% 26.3%
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　防災マニュアルの策定状況をみると、火災を想定した防災マニュアルは全ての施設種別に
おいてほぼ 100％であるが、地震を想定した防災マニュアルは 70.1%、津波を想定した防
災マニュアルは 3.6%、18 施設のみであった。
　避難訓練の実施状況においても同じ傾向がみられ、火災を想定した避難訓練は 97.8% の
施設で実施されていた。地震を想定した避難訓練は 46.3% であり、最も実施率の高い特養
でも 51.5％であった。津波を想定した避難訓練を実施していたのは 1 施設のみであった。津
波被害のあった施設でこの設問に回答のあった 10 施設のうち、津波を想定したマニュアル
を策定していたのは２施設であり、津波を想定した避難訓練を実施していた施設はなかった。
　災害発生直後の設備関係の管理マニュアルを策定していたのは 38.8% であった。

2-5 防災計画マニュアルと避難訓練

図表 2-46　　物品の備蓄
平均

想定日数
全体

（n=505）
老健

（n=91）
特養

（n=171）
認知症 GH
（n=205）

小規模多機能
（n=38）

飲料水 3.73 72.3% 75.8% 87.1% 62.4% 50.0%
食糧 3.35 87.7% 90.1% 94.2% 82.9% 78.9%

おむつ 9.12 78.2% 78.0% 83.0% 74.6% 76.3%
医療品 10.13 61.0% 70.3% 62.6% 59.5% 39.5%

コンロ等 54.9% 46.2% 58.5% 57.1% 47.4%
燃料 8.73 48.3% 47.3% 49.1% 46.8% 55.3%

図表 2-47　　関係業者との調達計画の策定
全体

（n=505）
老健

（n=91）
特養

（n=171）
認知症 GH
（n=205）

小規模多機能
（n=38）

関係業者との調達計画の策定 8.3% 9.9% 7.6% 8.8% 5.3%

図表 2-48　防災マニュアルの策定状況
全体

（n=505）
老健

（n=91）
特養

（n=171）
認知症 GH
（n=205）

小規模多機能
（n=38）

火災を想定した防災マニュアル 97.4% 97.8% 96.5% 97.6% 100.0%
地震を想定した防災マニュアル 70.1% 67.0% 74.9% 67.8% 68.4%
津波を想定した防災マニュアル 3.6% 2.2% 3.5% 3.9% 5.3%

図表 2-49　避難訓練の実施状況
全体

（n=505）
老健

（n=91）
特養

（n=171）
認知症 GH
（n=205）

小規模多機能
（n=38）

火災を想定した避難訓練 97.8% 98.9% 98.8% 97.6% 92.1%
地震を想定した避難訓練 46.3% 38.5% 51.5% 45.9% 44.7%
津波を想定した避難訓練 0.2% 0.0% 0.0% 0.5% 0.0%

図表 2-50　災害発生直後の設備関係の管理マニュアル
全体

（n=505）
老健

（n=91）
特養

（n=171）
認知症 GH
（n=205）

小規模多機能
（n=38）

災害発生直後の設備関係の
管理マニュアル 38.8% 50.5% 40.4% 35.1% 23.7%
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　全壊判定を受けた施設および半壊・一部損壊で建替えを予定している施設については前述
（図表 2-27）したため、それ以外の施設からあげられた行政への要望を以下の表に示す。施設
車両の緊急車両指定等によるガソリンの優先的供給に関するコメントが最も多く、その他に
は給水車の優先的手配や食料・燃料等支援物資の早急な配付、緊急時の連絡方法の確立、非
常用発電機等への補助金等のコメントがあった。また、地震・津波を想定した防災マニュア
ルおよび防災マップの作成や、高齢者施設を地域自主防災組織に位置づけた地域づくりに関
するものがあげられた。

2-6 行政への要望事項

図表 2-51　行政への要望（建替えを除く）
種別 被害判定 行政への要望
老健 半壊 情報等の連絡方法を確立して欲しい。
老健 一部損壊 災害援助法で介護保険についても対応してもらいたい。
老健 一部損壊 緊急時の介護支援体制の制度化。
老健 一部損壊 重油や車のガソリン等の供給。
老健 一部損壊 燃料の割当をしてもらえると助かる。給水車の対応は非常に満足している。
老健 一部損壊 公的機関だけでなく、地域医療を支える民間機関への支援も充実させて欲しい。

老健 一部損壊 災害復旧国庫補助の申請をしている。１日も早い補助の実施をお願いしたい。ソーラー
発電および蓄電設備へのインセンティブを強化してもらいたい。

老健 一部損壊 ガソリンの優先的供給。

老健 該当せず 郡部では車がないと食料の確保すら難しく、職員の業務にも大きな影響を及ぼすので、
燃料確保の支援が欲しかった。

老健 該当せず 必要な支援物資が均等に行き渡るようにしてもらいたい。
震災時の発信方法の周知と情報伝達網の確立が必要。

老健 該当せず 現在地元自治体と「災害時における要援護者の受入等の協力に関する協定書について」
の協議を進めている。それ以外にも種々の件の話し合いの場をもちたい。

老健 該当せず ライフラインの復旧時期等に関する情報が入らず、適切な判断ができなかった。行政か
らの情報が欲しい。

老健 該当せず 車両燃料の優先的配給。（他の福祉サービス事業（訪問看護・訪問介護等）では緊急車両
扱いとなったのに、当施設では緊急車両扱いとならなかった。）

老健 該当せず 水道や電気の早急な復旧。燃料の確保。防災本部を中心とした情報の伝達。

老健 該当せず 油タンクが港に集中し津波により倒壊し、復旧までに 50 日間を要した。危機管理に不備
があった。

老健 該当せず 車両燃料の優先的供給。（施設の送迎車が給油できず、通所リハや短期入所の際の送迎が
行えなかった。）

老健 該当せず 行政の対応を早くしてもらいたい。
特養 半壊 施設で使用する車両の中で、１台は緊急車両の指定を受けたかった。

特養 半壊
福祉避難所として近隣住民を受け入れる際、食糧の備蓄が不足しているため提供できな
かった。一般避難所と同様に行政からの支援物資を急いで配ってもらえば、受け入れに
制限がなくなる。

特養 半壊 ライフラインの早期復旧、支援物資の早期配付（3 日以内）。
特養 半壊 緊急車両の指定を優先して欲しい。
特養 一部損壊 給水車が施設に来なかった。水の確保は第一優先として対応策を整備してもらいたい。

特養 一部損壊 オール電化のため、電気がストップすると暖房もなかった。このような時、暖を得られ
る対策をお願いしたい。

特養 一部損壊
連絡手段の確保。（優先電話が停電の長期化により NTT 局舎がダウンして使用不能とな
り、無線系統も使えず、双方の状況把握ができず、支援物資、人的支援のミスマッチが
多発した。）

特養 一部損壊 福祉避難所に指定されている施設については、緊急車両扱いとし、車両燃料を優先的に
供給してもらいたい。

特養 一部損壊 非常電源用燃料の供給。
特養 一部損壊 自家発電設備への補助制度。
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種別 被害判定 行政への要望

特養 一部損壊 行政に被害状況や要望について聞いて回ってもらいたい。また、被災から 3 日以内に支
援物資の配給が欲しい。

特養 一部損壊
燃料や食料の優先的供給。（18L を 3 缶のみで 3 日に 1 回の調達。食糧も不足しがちだっ
たため、3 食から 2 食へ変更して対応。県や市から震災後 2 週間以内に届けば、施設側
も安心して介護にあたれたと思う。）

特養 一部損壊 災害時だからこそ、柔軟な対応をしてもらいたい。
特養 一部損壊 ガソリン、水、電気の確保ができなくて大変苦労した。
特養 一部損壊 緊急車両指定の迅速化。ライフラインの早期復旧。情報収集手段の確保。

特養 一部損壊 福祉避難所の利用に関して、行政の動きが十分ではなかった。福祉避難所の周知も不十
分で、今後の活用のあり方を検討してもらいたい。

特養 一部損壊 情報の伝達。支援物資の配達。
特養 該当せず 燃料等の優先的な手配。
特養 該当せず 防災対策をしっかりして欲しい。
特養 該当せず 耐震基準があいまいなので、明確にして欲しい。非常時のプロパンガス供給体制の確立。
特養 該当せず 要介護者送迎車両への優先給油。
特養 該当せず 車両燃料の優先的供給。（通常の職員勤務シフトが組めず、泊まり込み勤務をした。）
特養 該当せず ガソリンの優先的供給。
特養 該当せず ライフライン用の発電機整備補助を検討してもらいたい。
特養 該当せず 災害時でも物流が止まらないようにお願いする。
特養 該当せず 物流の流れをスムーズにして欲しい。

特養 該当せず 燃料の優先的供給。（燃料の確保ができず非常用発電機が使用できなかった。暖をとるこ
ともエアーマットや吸引機を使うこともできなかった。）

特養 該当せず 燃料等の優先供給。施設車両の緊急車両指定。
特養 該当せず 施設車両の緊急車両指定。ガソリンの優先的供給。早急な救援物資の配給。

特養 Ｎ 福祉避難所の指定要件が厳しい。マニュアルや体制作りに対して、県や市町村がもう少
し介入すれば、災害時に地域単位できめ細かい対応ができるのではないか。

GH 半壊
当施設は補助を受けていない自費の建設だったため、復旧国庫補助の対象外であった。
そのため復旧資金の工面に苦慮した。その後、県から補助制度が示されたが、金額的に
国庫補助と大きな差がある。できれば今回のような” 臨時措置” ではなく、等しく国庫
補助の対象に加えて欲しい。

GH 一部損壊 地震・津波を想定した防災マニュアル・防災マップの作成（備蓄はどの位必要なのかなど）。
支援物資の早期の配付。

GH 一部損壊
地域の自主防災組織の中に、高齢者施設もしっかりと組み込んだ地域づくりをもっと積
極的に進めて欲しい。（行政の指導の下で方向性、位置付け、役割などの明確化。）また
市町村指定の事業所には、その市町村単位でのネットワークや協議会づくりの指導や助
言、協力をして欲しい。

GH 一部損壊 ガソリンの優先的供給。

GH 一部損壊 多くの入居者及び職員がいる施設よりも独居の方の安否確認を優先するマニュアルを明
確にするべきである。

GH 一部損壊 ガソリンの迅速な供給。
GH 一部損壊 支援物資の早急な配付。
GH 一部損壊 ガソリンの優先的供給。

GH 一部損壊 ライフラインが完全に不通になり、入居者・スタッフの避難していることは行政で把握
していることなのに、対応が遅かった。

GH 一部損壊 支援物資の情報の入手方法の確立。震災時、津波警報が出ていることがわからなかった。
停電下であっても伝達できる方法の確立。

GH 一部損壊 ガソリン不足で困ったので、施設の車も緊急車両扱いして欲しかった。
GH 該当せず この調査報告をもとに、管理者等の研修をして欲しい。
GH 該当せず 燃料の優先的供給。また、福祉施設は高台に建てることを義務づけて欲しい。

GH 該当せず ガソリン・灯油等確保に関するアンケートは来たが、その後の結果、対応、指示は一切無く、
ただのパフォーマンスに感じた。

GH 該当せず 災害等発生時、緊急連絡の方法と最新情報の受信方法。
GH 該当せず 支援物資の早急な配付。

GH 該当せず 大きな施設（特養等）ばかりではなく、小さな施設にもこまめに物資を配付して欲しい。
認知症の市の避難所をもっと明確にし、かつ増やして欲しい。ガソリンの優先的供給。
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種別 被害判定 行政への要望
GH 該当せず ガソリンの優先的供給。
GH 該当せず いざという時の縦・横の連携。
GH 該当せず ガソリンの優先的供給。（市町村により対応が異なっていた。）
GH 該当せず ガソリン・食糧等の供給。特にガソリンの優先的供給。

GH 該当せず 長期間の断水であり、一般家庭とは人数が違うので、一日一回給水車が施設へ廻ってき
て欲しかった。食糧の支援もできる限りして欲しい。

GH 該当せず ガソリンや灯油等燃料の確保がもっとスムーズだと助かる。
GH 該当せず 情報提供と必要物資の提供、配給体制の確保。
GH 該当せず 福祉身分証明等でガソリンの融通をきかせて欲しい。
GH 該当せず 燃料（ガソリン含む）の優先的供給。
GH 該当せず 食糧備蓄への補助。

GH 該当せず 市役所とのホットラインが欲しい。（行政と連絡を取ろうとしても一般電話が不通で携帯
が唯一の連絡手段だった。）

GH 該当せず 車両用の燃料（ガソリン、軽油等）の優先的供給。施設車両の緊急車両指定。（行政間で
格差があった。）

GH 該当せず 緊急受け入れについて、早急に返答が欲しかった。
GH 該当せず 食料、燃料等の支援物資の配付。

GH 該当せず
介護業務に支障をきたさない燃料供給のシステムの構築。給水車の優先的手配。（入居者
の飲料水確保のために地域の方の列に並んで給水してもらったが、人数が多いので大変
であった。）

GH 該当せず
医療機器の稼働を目的に「自家発電機設置に関する助成金」の案内があったが、医療機
器のみならずスプリンクラー、暖房、通信、非常用機器等全てが電気によって稼働する
ものであり、助成金の目的範囲を拡大して欲しい。

GH 該当せず
避難受入に関するガイドラインの作成。（近隣中学校へ避難したが、市職員から「好まし
くない」との理由で施設へ戻って欲しいと言われた。）施設が高所に位置していたため、
給水所まで行くのが困難であった。使用量が多いため運搬等の支援をして欲しかった。
ガソリン、灯油等の優先的供給。

GH 該当せず ガソリンの供給（職員の通勤確保、利用者の通院用、買い出し用）

GH Ｎ 給水車による優先的配給。（大きな施設等では水の備蓄等あるが、小さな施設は難しく、
人手も不足となり、給水車で並んで水を汲む作業が大変であった。）

小規模 一部損壊 緊急連絡できる体制の考案。（停電、断水、避難の様子、安否確認等、お互いに確認でき
ると状況に応じての判断と対応が可能。）

小規模 一部損壊 事業者と行政が具体的にどのような役割を担っていくべきか、地域ごとに明確にするべ
きである。

小規模 該当せず 非常用自家発電機整備への助成制度。
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　岩手県ならびに宮城県に位置する老健、特養、認知症 GH、小規模多機能に対して悉皆ア
ンケート調査を実施した結果、回答数は 536 施設（回収率 68.2％）、有効回答数は 528 施
設（有効回収率 67.2％）であった。施設種別内訳では、老健 92 施設（17.4％）、特養 177
施設（33.5％）、認知症 GH214 施設（40.5％）、小規模多機能 45 施設（8.5％）から有効
回答が得られた。

　建替えを予定している 27 施設のうち再建費用について回答のあった 19 施設の建替え費
用（一床あたり）は、平均で 1,062 万円／床で、最小値は小規模多機能の 400 万円／床、最
大値は特養の 2,533 万円／床であった。

　震度についてみると、「震度７」12.9％、「震度６強」34.1％、「震度６弱」26.5％、「震度５強」
17.8％、「震度５弱」3.4％、「震度４以下」1.1％であった。施設種別による大きな違いはなかった。
津波の被害を受けたのは 6.1％、32 施設であった。32 施設の内訳は床下浸水が３施設、１
階床上浸水が 17 施設、２階以上床上浸水が 12 施設である。施設種別でみると、小規模多
機能で津波被害が大きかった。
　建物被害のなかった施設は 4.5％のみであった。被害が大きい順に、「建物内の亀裂落下」

「外壁の亀裂」「建具や家具の破損」「屋内設備の破損」「地盤被害」「屋外設備の破損」「構造
体の被害」「SP 誤作動放水」であった。施設種別でみると、老健や特養での被害が大きい。
　震度が大きいほど被害が大きいが、震度よりも津波による影響の方が大きい。特に「地盤
被害」「屋外設備の破損」「屋内設備の破損」「建具や家具の破損」については、津波の有無
で被害が顕著に異なる。地盤被害では、盛り土をした施設での被害が大きい。構造体の被害
は、建物の構造、耐震性能、建て方のいずれとも無関係であった。
　建物被害判定は、「全壊」4.4％、「半壊」3.6％、「一部損壊」28.0％、「該当せず」60.0％
であり、割合でみると小規模多機能で「全壊」が多い。また、震度よりも津波による影響の
方が大きい。「全壊」23 施設は、津波被害ありが 22 施設、無回答が 1 施設であった。「半壊」
19 施設は、津波被害ありが５施設、津波被害なしが 14 施設であり、14 施設の内訳をみる
と、施設種別には偏りはなく、耐震性能は 12 施設が新耐震、２施設が耐震性能不明であっ
た。全壊施設の事業継続についてみると、「事業継続」９施設、一旦休止後「再開」７施設、

「事業休止」６施設、「事業廃止」１施設である。事業を廃止した小規模多機能は、津波によ
り利用者と職員の双方に人的被害があった。この１施設を除いた 22 施設のうち 21 施設が
建替えを行って事業を再建する意向である。全壊以外で建替えを予定している施設は６施設
であり、事業年数が比較的長い施設が多い。
　震災時、56.8％の施設で要援護者を受け入れた。特に老健と特養で受け入れ率が高い。
しかし、震災前に福祉避難所の指定を受けていたのは 13.1％に過ぎない。

まとめ

3-1

3-2

被災の状況

建替え費用ならびに改修費用

３
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　建替えを行わず「元の建物を利用」すると回答した 408 施設の改修費用は、いずれの施
設種別も 500 万円以下が多い。一床あたりの改修費用は平均値が 18.89 万円／床、中央値
が 5.78 万円／床である。施設種別の中央値は、老健 4.98 万円／床、特養 7.14 万円／床、認
知症ＧＨ 5.56 万円／床、小規模多機能 3.00 万円／床であった。

3-3

3-4

3-5

ライフラインの被災と復旧状況

物品の備蓄

防災計画マニュアルと避難訓練

　備蓄率をみると高い順に「食料」「おむつ」「飲料水」「医療品」「コンロ等」「燃料」であっ
た。「医療品」は老健、「燃料」は小規模多機能で高いが、それ以外の品目については特養で
の備蓄率が高かった。平均備蓄日数をみると、「飲料水」と「食料」が約３日分、「おむつ」

「医療品」「燃料」が約 10 日分であった。地震発生後の必要物資の調達方法について予め関
係業者と調達計画を立てていたのは 8.3％に過ぎなかった。

　火災を想定した防災マニュアルの策定率はほぼ 100％、地震を想定した防災マニュアルは
70.1％であったのに対し、津波を想定した防災マニュアルを策定していたのは 3.6%、18
施設のみであった。避難訓練についても同じ傾向がみられ、津波を想定した避難訓練を実施

　ライフラインの停止は、大きい順に電気 98.6％、固定電話 93.5％、都市ガス 88.9％、給
水 70.3％、下水管 21.8％であった。復旧までの平均日数をみると、都市ガスが最も長く
24.4 日、次いで下水管 14.4 日、給水 11.8 日、固定電話 9.6 日、電気 5.5 日であった。一方、
復旧までの最長日数をみると、給水では 157 日間、固定電話では 193 日間要した施設があり、
地域による差異の大きさがうかがわれる。ライフラインの復旧日数と震度との関係では、震
度６弱以上と震度５強以下で復旧日数に違いがみられた。
　震災時を想定した設備についてみる。老健および特養では消防用非常電源が過半の施設
で、保安用電源としても利用可能な非常用電源が 20 ～ 30％の施設で設置されているのに
対し、認知症 GH および小規模多機能では非常用電源が設置されていない施設が半数を超し
ていた。非常用発電機についても同じ傾向がみられ、老健および特養では約半数の施設で備
蓄されていたのに対し、認知症 GH および小規模多機能では 10％程度であった。プロパン
ガスの備蓄率は全体で 48.5％であり、備蓄率の高い順に特養、老健、小規模多機能、認知
症 GH であったが、非常用電源等に比べると施設種別による差は小さい。受水槽の有無を
みると、老健および特養では 90％以上の施設で設置されているのに対し、認知症 GH では
17.6％、小規模多機能では 7.9％であった。断水中の水の確保の方法は、多い順に「給水車」

「受水槽」「井戸水」であった。災害時用通信回線の設置状況についても、老健および特養で
設置率が高く、認知症 GH および小規模多機能で低い。
　以上みてきたように、老健および特養において非常用設備の設置率が高く、逆に認知症
GH および小規模多機能で低い状況であり、施設種別により顕著な差がみられた。
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3-6 行政への要望事項

　全壊を含めて再建を予定している施設からは、新たな土地の確保および建替え資金に関する
要望が多く出された。それ以外の施設からは、施設車両の緊急車両指定等によるガソリンの優
先的供給に関する要望が多く、その他には給水車の優先的手配や食料・燃料等支援物資の早急
な配付、緊急時の連絡方法の確立、非常用発電機等への補助金等の要望コメントがあった。

していたのは１施設のみであった。災害発生後の設備関係の管理マニュアルを策定していた
のは約 40％であった。
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厚生労働省　平成 23 年度老人保健健康増進事業

「東日本大震災における高齢者施設の被災実態に関する調査」
ご協力のお願い

　平素より、当協会の事業にご高配を賜り有難うございます。
　また、このたびの東日本大震災において被災された皆様にたいし、心よりお見舞い申し上
げます。
　私ども一般社団法人日本医療福祉建築協会は、医療福祉施設の施設環境や建築的な質の向
上を目指して活動している協会です。このたび、当協会では厚生労働省による調査研究のた
めの国庫補助金（平成 23 年度老人保健健康増進等事業：老人保健事業推進費等補助金）を
いただくこととなり、調査研究を進めることとなりました。被災施設の状況を詳細に調査す
ることで、今後の高齢者介護施設の復興計画や将来の施設計画に資するための資料を得るこ
とを目的としております。この一環として、本調査を実施させて頂きたく、何卒、ご協力の
ほどよろしくお願いします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成 23 年 10 月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一般社団法人　日本医療福祉建築協会

■ご記入にあたってのお願い

・ご記入頂いた内容は、本調査の目的以外に使用することはございません。ご記入
　頂いた内容は、統計的に処理をし、個別の施設情報として取り扱うことはござい
　ません。

・アンケート票の電子データもご用意しております。ご希望の場合は下記問い合わ
　せ先までご連絡ください。

・お手数をかけますが、11 月 11 日（金）までに同封封筒で投函下さい。

アンケート調査表
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３月 11 日の本震による被害についてご回答ください（４月７日の最大余震と切り分けが難しい項目については、
双方を踏まえてご回答ください）。

問１．施設概要についてお聞きします。　  

① 施設名

② 運営開始年 西暦　　　　　年

③ 所在地

④ 施設種別 １. 老人保健施設　　　　　　　　　２. 特別養護老人ホーム
３. 認知症高齢者グループホーム　　４. 小規模多機能型居宅介護

⑤ 規模
（含む短期入所） 　　　　名（小規模多機能型居宅介護の場合は登録定員をお書きください）

問２．建物についてお聞きします。震災時に利用していた建物についてお答えください。  

① 延床面積 　　　　　㎡（合築の場合、併設機能を合わせた床面積をお書きください。）

② 階数 地上　　　階、　地下　　　階

③ 構造 1. 鉄筋コンクリート造　　2. 鉄骨造　　3. 木造　　4. その他　　5. 不明　

④ 建て方 1. 新築型　　2. 転用型（民家転用）　　3. 転用型（民家以外の転用）

⑤ 耐火性能 1. 耐火　　2. 準耐火　　3. 耐火・準耐火のいずれにも該当せず　　4. 不明

⑥ 耐震性能

1. すべての建物が新耐震基準
2. 旧耐震基準の建物あり（耐震補強・完了）
3. 旧耐震基準の建物あり（耐震補強・未実施 or　一部の建物のみ完了）　　
4. 不明

⑦ スプリンクラー 1. 設置（一般型）　2. 設置（水道直結型）　3. 未設置　　4. 不明

⑧ 土地造成の有無 1. あり・盛り土　　2. あり・切り土　　３. なし　　4. 不明

問３．被災の状況についてお聞きします。   

① 震度 1. 震度７　　　2. 震度６強　　3. 震度６弱　　4. 震度５強
5. 震度５弱　　6. 震度４以下

② 津波の有無 1. なし　　2. 床下浸水　　3. １階床上浸水  4. 2 階以上床上浸水

③ 火災の有無 1. なし　　2. 一部火災　　3. 全焼

④
建物被害

（当てはまるもの
全てに〇）

1. 地盤被害　　　　　　　2. 構造体の被害　　　3. 外壁の亀裂　　
4. 建物内の亀裂・落下　　5. 屋外設備の破損　　6. 屋内設備の破損　
7. 建具や家具の被害　　  ８. スプリンクラー誤作動等による放水　　
9. その他（　　　　　　　　　　　　　）

⑤
当該建物での人

的被害
（死亡・行方不明）

利用者 1. あり　　　2. なし　

職員 1. あり　　　2. なし　

⑥ 事業継続 1. 事業継続中　　　　　　2. 事業をいったん休止後に再開　　
3. 事業を休止中　　　　　4. 事業廃止　　　　　　　　　　　

⑦ 建物被害判定

1. 全壊　　　　　　　　　　→　問４へ
2. 半壊　　　　　　　　　　→　問５へ
3. 一部損壊　　　　　　　　→　問５へ
4. いずれにも該当せず　　　→　問５へ

アンケート調査表
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問５．発災後の建物利用についてお聞きします。  

① 現在の建物利用

1. 元の建物全体を利用
2. 元の建物の一部を利用　
3. 同一敷地内の別の建物を利用
4. 別敷地の法人関連の建物を利用
5. 法人と関連がない民間等の建物を利用
6. 行政が用意した建物を利用
7. その他

② 今後の予定 1. 元の建物を利用（改修含む）　→　③へ
2. 建て替え（検討中含む）　　　→　③と④の双方へ

③ 修理・修繕費用 約　　　　　万円（予定額で結構です。建て替え費用は含みません）

④ 建て替え費用 約　　　　　万円（予定額で結構です）

⑤ 高齢者・障害者等
要援護者の受け入れ

1. 受け入れた
2. 受け入れていない

⑥ 福祉避難所の指定
1. 震災前に福祉避難所としての指定を受けていた
2. 震災後に福祉避難所としての指定を受けた
3. 福祉避難所としての指定は受けていない

問４．建物が全壊された施設への質問は以下で最後です。事業再建の意向をお聞かせください。
　　　（建物が半壊・一部損壊・損壊なしの施設は問５以降をご回答願います）

アンケート調査表

行政への要望事項があればお書きください。

２．再建は予定していない

■再建に必要な想定費用をお聞かせください。　→　約　　　　億円
　（土地確保・建物整備・運営再開準備金等を含みます。）

１．再建を予定している　→　■再建に向けた課題をお聞かせください。

ご協力ありがとうございました。調査結果報告書（年度末）の発送を希望される方は、送付先を記載ください。

　　送付先住所　　〒　　　　   　　県　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　送付先施設名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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問６．ライフラインと各種設備（電気、ガス、水道、通信）についてお聞きします。「エネルギー源」について
　　　は 3 月 11 日以前の状態についてお答えください。   

エネルギー源

① 厨房 1. 電気　　2. ガス　　3. その他

② 給湯 1. 電気　　2. ガス　　3. 油　　4. その他

③ 空調 1. 電気　　2. ガス　　3. 油　　4. その他

電気

④ 電気の状況 1. 停止　　　→　復旧　　　月　　　日頃
2. 停止なし　　

⑤

消防用の非常電源
（電力供給が途絶えた時に消

防設備が適切に作動するた
めの電源）

1. あり（保安用電源としても利用できるよう整備）
2. あり（消防用電源としてのみ整備）
3. なし　　
4. 不明　

⑥
非常用発電機

（ポータブル発電機）
（据え置き発電機）

1. あり（震災後に使用できた）
2. あり（津波等で使用できなかった）
3. なし　　
4. 不明　

ガス

⑦ 施設で使用している
ガスの種類

1. 都市ガス　　　
2. プロパンガス　　　
3. 都市ガスとプロパンガスの併用
4. ガス使用なし

⑧ 都市ガスの状況 1. 停止　　　→　復旧　　　月　　　日頃 
2. 停止なし　

⑨ プロパンガス備蓄

1. あり（震災後に使用できた）
2. あり（津波等で使用できなかった）
3. なし　　
4. 不明　

給水

⑩ 給水の停止 1. 停止　　　→　復旧　　　月　　　日頃
2. 停止なし　　

⑪ 受水槽の有無

1. あり（震災後に使用できた）
2. あり（津波等で使用できなかった）
3. なし　　
4. 不明　

⑫
給水停止中の水の確保

（当てはまるもの
全てに〇）

1. 受水槽
2. 井戸水
3. 給水車
4. その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

汚水
⑬ 下水管の停止 1. 停止　　　→　復旧　　　月　　　日頃

2. 停止なし　　

⑭ 施設での汚水処理方法 1. 下水管接続　2. 浄化槽

通信

⑮ 固定電話の回線状況 1. 不通　　　→　復旧　　　月　　　日頃
2. 不通なし

⑯ 災害時用の通信回線
（災害時優先電話等）

1. あり（震災後に使用できた）
2. あり（津波等で使用できなかった）
3. なし　　
4. 不明

アンケート調査表
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問７． 防災計画の策定等についてお聞きします。いずれも 3 月 11 日以前の状況をお答えください。

① 火災を想定した防災マニュアルの策定 1. 策定　　2. 未策定　　3. 不明

② 地震を想定した防災マニュアルの策定 1. 策定　　2. 未策定　　3. 不明

③ 津波を想定した防災マニュアルの策定 1. 策定　　2. 未策定　　3. 不明

④ 火災を想定した避難訓練 1. 実施　　2. 未実施　　3. 不明

⑤ 地震を想定した避難訓練 1. 実施　　2. 未実施　　3. 不明

⑥ 津波を想定した避難訓練 1. 実施　　2. 未実施　　3. 不明

⑦ 災害発生直後の設備関係の管理マニュアル 1. 策定　　2. 未策定　　3. 不明

問 8．備蓄計画についてお聞きします。自施設内で以下の物品を備蓄していましたか。震災後に使用することは
　　  できましたか。   

①
飲料水　

備蓄の有無 1. はい（　　日分）　　2. いいえ　　3. 不明

② 使用の可・不可 1. 使用できた　　2. 津波等で使用できなかった

③
食糧

備蓄の有無 1. はい（　　日分）　　2. いいえ　　3. 不明

④ 使用の可・不可 1. 使用できた　　2. 津波等で使用できなかった

⑤
おむつ

備蓄の有無 1. はい（　　日分）　　2. いいえ　　3. 不明

⑥ 使用の可・不可 1. 使用できた　　2. 津波等で使用できなかった

⑦
医薬品

備蓄の有無 1. はい（　　日分）　　2. いいえ　　3. 不明

⑧ 使用の可・不可 1. 使用できた　　2. 津波等で使用できなかった

⑨ カセットコンロや
大量調理用のコンロ等

備蓄の有無 1. はい　　　　　　　　2. いいえ　　3. 不明

⑩ 使用の可・不可 1. 使用できた　　2. 津波等で使用できなかった

⑪ 燃料
（灯油・重油）

備蓄の有無 1. はい（　　日分）　　2. いいえ　　3. 不明

⑫ 使用の可・不可 1. 使用できた　　2. 津波等で使用できなかった

⑬ 地震発生後の必要物資調達方法について、予め
関係業者と調達計画を策定していましたか 1. 策定　　2. 未策定　　3. 不明

ご協力ありがとうございました。調査結果報告書（年度末）の発送を希望される方は、送付先を記載ください。

　　送付先住所　　〒　　　　   　　県　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　送付先施設名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

行政への要望事項があればお書きください。

アンケート調査表



　本章では、東北３県の高齢者施
設における現地での訪問ヒアリン
グ調査により、被害の状況をハー
ドとソフトの両面から、より具体
的に把握・記録し報告する。

高齢者施設の被災状況の実態把握
訪問ヒアリング調査

第３章
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　本調査は「東日本大震災における高齢者施設の被災実態に関する調査」の一部として行わ
れた。現地での視察調査とヒアリング調査により、その被害の状況を具体的に確認するとと
もに、どのようにして今回の震災に直面し、そこから発生し、継続した困難を乗り越えたの
かを明らかにすべく、ハードとソフトの両面から、より具体的にそれぞれの状況を把握する
ことを目的とした。

　３章７節以降に掲載するように、各施設における訪問ヒアリング調査の内容は、同一フォー
マットを用いて実施した。施設概要、建物被害の状況、ライフラインの被害状況、避難の状
況、暮らしやケアの継続提供の状況や方法、備蓄や訓練などの状況などについて、視察とヒ
アリングで得られた情報をもとにまとめている。また、施設から提供していただいた図面や
写真、調査者が撮影した写真などもあわせて掲載している。今回の大震災における事実の記
録こそが最も大事なことであるという位置づけのもとで本調査研究は行っており、その主旨
に即した記録の方法とまとめ方を採用した。

　調査の対象施設は、岩手県および宮城県の主に津波による被害を受けた沿岸地域と、両県
の内陸部に位置し、比較的大きな地震を観測した地域に立地する施設を主な対象として、さ
らに福島県内の施設を加えて調査を実施した。
　調査対象施設の選定にあたっては、岩手県、宮城県については両県の保健福祉部の関係部
署との協議および提供された資料にもとづき、加えて調査メンバーからの情報を総合して、
また福島県については県から提供を受けた被害状況のデータおよび調査メンバーによる情報
をもとに調査対象候補施設を選定し、最終的に施設からの調査への協力許諾が得られた 47
施設にて調査を実施した。県別にみた調査対象の施設では、岩手県 21 施設、宮城県 20 施設、
福島県６施設、施設種別では特別養護老人ホーム 21 施設、老人保健施設７施設、ケアハウ
ス２施設、有料老人ホーム１施設、認知症高齢者グループホーム 11 施設、小規模多機能型
居宅介護５施設となる。
　調査にあたっては、高齢者施設の計画研究を主な専門とする建築計画研究者と、高齢者施
設の計画・設計の経験がある建築実務者 2 名とがペアとなり訪問することを原則として実
施した。調査日程は 2011 年 10 月～ 11 月である。
　調査依頼にあたっては、本協会からの調査依頼書とともに岩手県保健福祉部長寿社会課、
宮城県保健福祉部発行の調査対象の事業者宛の調査協力依頼文書を同封し、調査協力の承諾
が得られた施設に対して訪問調査を実施したものである。

訪問ヒアリング調査の概要

1-1

1- 3

1-2

調査の目的

訪問ヒアリング調査の記録

調査方法

１
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　図表１は市町村別の調査対象施設の件数であり、図表２は調査対象施設の立地である。岩
手県では沿岸部に位置する市町村が 13 施設、内陸部が 8 施設となり、宮城県では沿岸部が
17 施設、内陸部が 3 施設、福島県では沿岸部における原発被害を考慮し内陸部の 6 施設の
みとなっている。合計すると沿岸部が 30 施設、内陸部が 17 施設となる。

調査対象施設の概要

2-1 調査対象施設の立地

２

図表１　市町村別にみた調査対象施設数

図表２　調査対象施設の分布

岩手県 宮城県 福島県

沿岸部

宮古市 3 施設

沿岸部

気仙沼市 3 施設 内陸部 福島市 4 施設
大槌町 2 施設 南三陸町 1 施設 須賀川市 2 施設
釜石市 3 施設 女川町 2 施設 合計 6 施設

大船渡市 3 施設 石巻市 2 施設
陸前高田市 2 施設 東松島市 2 施設

内陸部

花巻市 1 施設 多賀城市 2 施設
遠野市 2 施設 仙台市 4 施設
北上市 1 施設 山元町 1 施設
奥州市 1 施設 内陸部 栗原市 2 施設
一関市 3 施設 富谷町 1 施設 沿岸部 合計 30 施設

合計 21 施設 合計 20 施設 内陸部 合計 17 施設

No.02

No.09
No.11

No.03
No.01

No.05
No.04

No.07

No.06
No.16

No.14
No.15

No.08

No.10

No.22

No.13
No.12

No.24
No.25
No.29
No.26

No.32
No.33
No.28

No.34
No.39
No.38
No.41
No.45
No.42
No.46

No.17
No.18
No.23
No.20
No.19
No.21

No.31

No.30

No.36

No.37

No.40

No.43
No.44

No.47

No.27

No.35

老人保健施設

凡 例

特別養護老人ホーム

認知症高齢者グループホーム

小規模多機能型居宅介護

その他（ケアハウス、有料老人ホーム）
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　図表３は調査対象施設の建物概要および定員である。施設種別ごとの特徴を見ると、認知
症高齢者グループホームや小規模多機能型居宅介護では全て２階建て以下となり、うち、1
階建ての割合が 16 施設中８施設となる。構造形式としては木造が合計６施設、Ｓ造が６施
設となる。双方ともに１日の利用者（入居者）が 18 名程度（小規模多機能は 15 名）とな
ることから、平屋で木造および軽量鉄骨の小規模な施設が多い。
　特別養護老人ホームをみると 2 階以下が 15 施設、3 階以上が 6 施設となり 7 階建て、8
階建ての施設もある。構造形式は大半が RC 造であり、Ｓ造は 2 施設のみである。老人保健
施設では、2 階建て以下が 2 施設、3 階建て以上が 4 施設となり中層の建築物が多い、構造
形式は RC 造が主となるがＳ造（一部Ｓを含む）が半数以上の 4 施設となる。また、特別養
護老人ホーム、老人保健施設ともに定員は１施設を除き 50 名以上であり、100 名以上の施
設が合計 8 施設ある。
　また、1981 年に施行された新耐震基準以前と思われる建築物は４施設である。いずれも
RC 造の特養であり、開設年は 1976 年、1980 年、1981 年、1982 年となる。

2-2 調査対象施設の階数、構造種別、定員

図表３　調査対象施設の建物概要および定員
建物種別 数 階数 構造 施設数 定員（短期含む） 立地

GH 11

1 階建 木造 4 9 名 3 施設、10 名 1 施設施設 沿岸部 1 施設、内陸 3 施設
S 造 2 18 名 1 施設、9 名 1 施設施設 沿岸部 2 施設

2 階建
S 造 1 18 名 1 施設 沿岸部 1 施設
木造 1 9 名 1 施設 沿岸部 1 施設
RC 造 1 18 名 1 施設 内陸部 1 施設

1 階建 不明 1 18 名 1 施設 沿岸部 1 施設
不明 不明 1 18 名 1 施設 沿岸部 1 施設

小規模
多機能 5

1 階建 木造 1 登録 25 名 沿岸部 1 施設
S 造 1 登録 22 名 沿岸部 1 施設

2 階建 S 造 2 登録 24 名 1 施設、25 名 1 施設 沿岸部 1 施設、内陸部 1 施設
2 階建 不明 1 登録 25 名 1 施設 沿岸部 1 施設

特養 21

1 階建 RC 造 2 60 名 1 施設、70 名 1 施設 沿岸部 1 施設、内陸 1 施設

2 階建 RC 造 10 40名1施設、50名1施設、60名4施設、
70 名 3 施設、135 名 1 施設 沿岸部 7 施設、内陸部 3 施設

1 階建＋一部 2 階建 RC 造 1 70 名 1 施設 沿岸部 1 施設

2 階建 RC 造 1 60 名 1 施設　 内陸部 1 施設
S 造 1 120 名 1 施設 内陸部 1 施設

3 階建
RC 造 2 100 名 2 施設 沿岸部 2 施設

RC 造＋木造 1 61 名 1 施設 内陸部 1 施設
S 造 1 70 名 1 施設 内陸部 1 施設

7 階建 RC 造 1 50 名 1 施設 沿岸部 1 施設
8 階建 RC 造 1 80 名 1 施設 内陸部 1 施設

老健 7

1 階建 RC 造＋S 造 1 100 名 1 施設 沿岸部 1 施設
2 階建 S 造 1 96 名 1 施設 内陸部 1 施設

3 階建 RC 造 2 50 名 1 施設、100 名 1 施設、
190 名 1 施設 沿岸部 2 施設、内陸部 1 施設

3 階建＋一部 4 階建 S 造 1 90 名 1 施設 内陸部 1 施設
4 階建地下 1 階 RC 造＋S 造 1 152 名 1 施設 沿岸部 1 施設

ケアハウス 2 2 階建 RC 造 2 20 名 1 施設、30 名 1 施設 沿岸部 2 施設
有料老人
ホーム 1 3 階建 RC 造 1 45 名 1 施設 沿岸部 1 施設
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　津波による被害を受けたのは 47 施設中９施設である。津波の被害は１階部分が完全に浸
水するという大規模な被害か、被害なしという両極端な結果となり、床下浸水のみは 1 施
設だけであった。もっとも甚大な被害を受けた No.29 では、１階部分の柱のみが残り、そ
の他は全て流出している。No.40 も全壊であったが柱と壁は残っていた。津波被害に遭っ
た場合、浸水範囲の内装材、家具・什器は、大半が流出もしくは、津波より汚染されていた。
　復旧への対応としては、建物単体の被害だけではなく周辺地域の被害状況との関連が強い。
周辺地域が壊滅的な被害を受けた No.29、No.40、No.38 は別敷地での事業再開を検討し
ている。No.38 は建物単体の損傷は修繕可能であるが、周辺の田園地帯が壊滅的被害を受け、
粉じん等による被害も大きいことから別敷地への移転を検討している。一方、建物への被害
は同程度であっても周辺地域が生活エリアとして再建されていく予定の地域では、修繕して
再利用されている。その際には、感染症対策のため殺菌もしくは内装材を全て取り替えるな
どの対応がとられている。

被害状況と避難および避難生活の状況

3-1

3-1-1 津波による被害状況

津波による被害状況と避難および避難生活の状況

3

図表４　津波被害の状況

No. 階数 構造 市町村 浸水範囲 躯体・内装等の
被害

家具・什器
の被害

使用不可能
の部屋

避難から復旧への経
路

29 2 階建 石巻市 10m の高さ
2 階床上まで浸水

1 階は柱のみ。内装材は
全て流出
2 階まで床上浸水

全て流出 全館 避難所に避難→
別敷地で再開

40 1 階建 仙台市 1 階は壊滅的被害 壁と構造体のみ残る 全て流出 全館 別施設に避難→
ケア付き仮設

08 2 階建 S 造 釜石市 1 階は壊滅的被害
2 階まで浸水

1 階の開口部、壁の破壊
2 階まで床上浸水 全て流出 全館 避難所→別施設へ避難→

修繕して使用

38 3 階建 RC 造 仙台市 1 階天井付近まで
浸水 構造体と壁は残る 1 階は全て

流出 1 階全室 同建物内の 2 階以上で居
住継続→移転を検討

01 1 階建 木造 宮古市 床上 1 ｍの浸水 内装に被害あり 浸水による
被害 全館 避難所→別施設→改修し

て使用

27 3 階建 RC 造 女川町 地盤面から 2.12m
の浸水

1 階はガラスの破損
浸水による内装材の被害
2 階、3 階は地震による
石膏ボードの損傷とガラ
ス数枚の破損

1 階は全て
浸水被害 1 階全室 洗浄して使用

34 3 階建 RC 造 多賀城市 1.9m の津波
1 階浸水 1 階は浸水被害 1 階は全て

流出 1 階全室 別施設へ避難→修繕して
利用

35 1 階建 S 造 多賀城市 床上 1m の浸水 内装被害 浸水による
被害 全館 避難所→利用者は自宅へ

→修繕して利用
23 7 階建 RC 造 気仙沼市 1 階床下まで浸水 被害なし 被害なし なし 同建物内で居住継続
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　津波に対する避難の状況は小規模な低層建築物と大規模な中層建築物で異なる。
　低層建築物かつ定員が少人数である認知症高齢者グループホームや小規模多機能型居宅介
護では、小学校など施設外の避難所への避難が実施され、その後、別敷地にある高齢者施設
への避難というプロセスがとられている。具体的な状況を見ていくと、No.1 では消防団の
誘導により車で高台の神社に避難しており、全員が難を逃れている。その後、小学校に避難
し、3 日間避難所で生活したのち、分散して同一市内のグループ施設に避難している。また、
No.40 は地震発生直後に避難所となっている小学校へ避難したが小学校自体が津波により
被災し、7 名が亡くなるという結果になった。無事であった 11 名は同一市内にあるグルー
プ施設に避難し、その後、グループホーム型福祉仮設住宅ができると同時に転居している。
いずれの事例も避難所での生活は２～３日程度であり、認知症高齢者にとって避難所での中
長期的な生活は困難であると考えられる。また、避難先の施設においては、避難側、受入れ
施設側、双方の入居者に混乱が見られることが報告されている。例えば、避難者が認知症の
症状により避難している事実を認識できず混乱する事例や、暴言をはくなど急激に認知症度
が悪化する事例、または、避難時の死亡なども報告されている、No.40 では、これらの高
齢者に対して家事等などの役割を担ってもらう、一人になれる空間を用意するなどの工夫を
行い、落ち着くことができる環境を作り出していた。度重なる急激な環境の変化は、認知症
高齢者に多大な心身的負荷を与える。避難時においては、避難場所の転居を可能な限り少な
くするとともに、安定した居場所を早期に確保することが必要であり、迅速な福祉避難所の
運用などが重要であると考えられる。
　次に、特別養護老人ホームなど定員が中規模・大規模で中層の建物の場合には、同建物内
の上階への移動が実施されている。その後のプロセスとしては、その場で居住継続する場合
と別敷地に移動する場合に分かれる。具体的な事例を見ていくと、No.34（有料）、No.38（特
養）では、1階の利用者を全て2階以上の階に誘導する避難方法がとられている。NO.38では、
エレベータが停止している中、階段を使い 50 名の重度の要介護高齢者と 50 名の要支援者
を 45 分以内で 2 階に避難させている。この施設では震災前から津波を想定した避難訓練を
実施しており、その効果が大きいと考えられる。その後、No.27、No.38 では同一施設内で
の事業継続が行われている。津波被害を受けた施設では、その周辺地域も甚大な被害を受け
ており、No.38 は広大な被災地の中で孤立した状況であった。事業を継続できていたのは
設備系統の被害が少なく、高齢者施設としてはハイスペックな設備を備えていたことの影響
が大きい。また、定員 45 名の有料老人ホームである No.34 は系列病院と系列の高齢者施設
に分散して避難が行われている。
　以上の結果から、低層・小規模な施設においては、同一建物内における避難場所の確保が
難しく、施設外への避難が求められるが、生死を分けたのは安全な場所への避難訓練の有無
であった。今後は行政機関と連携した避難場所の確保と避難訓練が重要であると考えられる。
中層・大規模な施設においては、上階への迅速な移動が行える体制と、その後の居住継続の
ためのライフラインや物資の確保が重要であると考えられる。

3-1-2 津波からの避難および避難生活の状況
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　地震による損壊では、構造体の損傷を伴う被害は 1 事例のみであった。地震による揺れ
の影響では、天井パネルやガラスの落下といった直接的被害と、スプリンクラー配管の破損
に伴う水漏れという 2 次的な被害に分かれる。
　地震による揺れの被害は、食堂やデイルームといった大空間で生じているケースが多い

（No.7、No.12）。No.30 は、部材等の落下はなかったが居室内の家具が転倒し、一時、居
室が使用できなくなった。スプリンクラーによる被害では、局所的に漏水が発生するのでは
なく、フロアー全体もしくは廊下全体に被害が及んでいる。被害にあったフロアー全体が使
用不可となり、大規模な居室移動が生じていた。
　次に、地盤の変形では、配管や窓枠の破損が生じている。窓ガラスおよび窓枠の破損が生
じた場合には広範囲に使用不可能な部屋が生じており、No.21 の施設では、3 月 11 日の地
震時に片側の窓ガラスが全て割れ、4 月の最大余震で逆側の窓ガラスも全て破損している。
そのため 3 月 11 日から全入居者は同一敷地内にある別施設への避難を余儀なくされている。

3-2

3-2-1 地震による被害状況

地震による被害状況と避難および避難生活の状況

図表 5　津波からの避難および避難生活の状況
No. 地震発生直後の避難の状況 その後の避難状況

29

送迎の準備をしていた時に発災。すぐに日本製紙のドームに避
難。地面に亀裂が入り危険性を感じ、別の避難所に避難がした
がそこも耐震性に危険を感じる。2 手に分かれ、重度の人を含め
約10名は経営者の実家と向かいのアパートに避難。もう1グルー
プは小学校の体育館に避難。

避難所では武道館を使わせてもらい、看取りには更衣室を使わ
せてもらった。重度の人は施設に移ってもらい、自宅に戻れる
人は自宅に戻り訪問を続ける。7 月 11 日から別敷地で小規模多
機能とデイサービスを再開。災害保険をかけていたため再建が
可能であった。

40

3 時 35 分　14 名の入居者が小学校に避難。小学校の校舎に入り
きれず校庭に数名が避難。認知症重度の高齢者は車で待機。目
前に津波迫る。校舎内にいた 7 人だけが助かる。車および校庭
に待機していた 7 人が亡くなる。残り 4 名はお風呂待機などの
事情から小学校には避難せず直接車で東部道路より陸側へ逃げ
て助かる。

小学校への避難者はヘリで中学校へ移動。生存者およびスタッ
フは仙台市内の同一法人が運営するＧＨへ移動。7 人と 4 人に別
れてユニットに入る。個室を二人部屋として利用。受け入れ側
も避難側も混乱。

08
全員が 2 階に避難。2 階の床上 1 ｍまで浸水。カーテンに掴ま
るなどしてしのぐ。その夜は釜に瓦礫を入れ燃やして暖を取る。
周辺の小中学校の避難先となっており一時、生徒が避難してき
たが、もっと上に避難するよう誘導。

12 日に指定避難所に避難。14 日に別敷地の特養に避難。21 日
まで特養の一部を間借りして生活。21 日に元の施設に戻り 2 階
の 1 ユニットで生活。5 月に改修が終了し元の生活に戻る。

38

大震災発生、職員が携帯ラジオをつけ、津波予報がいつもの３
メートルではなく 10 メートルであることを確認。津波を想定し
た避難訓練を実施しており、すぐに上階への避難を決断。15 分
後より特養１階入居者 50 名を 2 階へ誘導、25 分後よりケアハ
ウス利用者 50 名を特養 2 階へ誘導。45 分後津波到来。

2 階以上の階を利用し運営継続。

01 車 2 台で高台の神社に全員が避難。日没時、消防団の誘導で小
学校の避難所に移動。車椅子 2 人を含む 9 人と職員 3 人。

3 月 11 日～ 14 日は小学校に避難。15 日朝、市内のグループ施
設であるＧＨに 4 人、小規模多機能に 5 人が受入れてもらう。4
月 18 日に、改修が完了した本施設に復帰。

27
4 人部屋に 6 人部屋として利用。環境が激変したため不穏になる
認知症の方もいた。各部屋にスタッフを貼りつけ、就寝時も一
緒に寝るなどして不安解消に努めた。

34

津波防災マップの避難範囲外であり地震後は待機。偶然、屋外に
出た管理者が、向かいの商業施設の屋上に集まっている人から
津波が来る事を知らされ１Ｆの入居者 8 名を 2 Ｆに上げる。上
げ終えたと同時に津波が到達。津波浸水の危険を感じ 3 階に全
員避難。

一部屋 2 名で利用。2 日目、家族が迎えに来た 4 名は帰宅。その後、
市内の系列病院と小規模多機能施設に全 35 名が移動。病院では
デイケアのフロア利用。デイケア再開に伴い 4 月からは大和町
にあるクリニック2階の空きスペースに移動。10/11まで過ごす。

35

地震後、避難態勢を整える。重要書類、連絡先等をそろえる。車
4 台が待機。はぐれる可能性を考えミラーに目印を付ける。チ
リ地震の際には役所から連絡があったため連絡を待つ。前面道
路渋滞で避難できず。いよいよ避難の必要性を感じ車に誘導中、
川の水位が急激に上昇。決壊。津波迫り、隣接アパートの 2 階
に避難。最後は泳いで避難。

翌朝、救急隊ボートで 4 名避難。その後家族の手助けで 3 往復、
残された全員が救助される。スタッフが用意した車で避難所に
避難。避難所に全員たどり着いたのが 12 日の夕刻。家族への引
き渡し、送迎等で自宅に戻し、3/12 の夜は 4 名が避難所で生活。
3/13 に 2 名帰宅。残り 2 名は本部事業所で受入れ。

23 1 階床下まで浸水したが、入居者の生活区域は 2 階以上。エレベー
タが不通となり、下階に避難することなく、通常の生活を続ける。 通常の生活を続ける。
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　地震時における避難の状況としては、地震発生直後に屋外に避難する、室内の安全な場所
に移動する、ホール等に利用者を集めるの３タイプに分かれる。屋外に避難した事例では、
スロープを利用した事例（No.16）や、担架や担いで移動した事例（ No.12）などがある。 
避難時には停電も伴っておりエレベータが使用不可能であることから、屋外への迅速な移動
は困難を極める。次に屋内の安全な場所に避難した No.25 では以前の地震時において天窓
が落下するという事態が生じており、地震発生時は食堂に多数の高齢者がいたが、発生直後
に天井の低い廊下部分に誘導し被害を免れている。また、No.41 は食堂に利用者を集めて
いるが、大空間は天井パネルなどが落下しやすい場所でもある。地震直後の避難においては、

3-2-2 地震からの避難および避難生活の状況

図表 6　地震による被害状況
No. 階数 構造 震度 構造体・非構造部材の被害 家具・什器の被害 使用不可能な部屋
地震の揺れ及び地盤沈下に伴う構造体の損傷

07 1 階＋一
部 2 階 RC 造 6 弱

1 階支柱のコンクリート崩壊、鉄筋むき出し
　地盤沈下による埋設配管の破損、床の隆起

（床暖房）
食堂ホールの円柱周辺にひび割れ、隙間発生

（既存棟）

エアコン室外機、テレビ数台、
レンジ、ポット、プリンター
など破損　トイレのタンク蓋
3 か所破損

ユニット棟全室

地震の揺れによる 2 次部材・家具・什器の損傷

12 RC 造 6 弱
3 階デイルーム天井および階段室の壁の一部
が崩落
2 階、3 階デイルームの窓枠落下、1 階通所
リハの窓ガラス破損

床頭台・スチール棚の転倒
建物東側
1 階通所リハ
2 階・3 階デイルーム

30 3 階建 RC 造 7 地盤沈下。入隅にヒビ。配管の破損 居室の家具の転倒 全居室
地震に伴う配管の損傷

04 2 階建 RC 造 6 弱 1 階天井裏の水道管の破裂
外構の手すりの倒壊 パソコンの転倒 ユニット棟の廊下

16 2 階建 S 造 5 強
2 階デイルームの天井落下、1 階デイ部分の
天井剥離
スプリンクラーの破損・水漏れ

被害なし 2 階全体

19 3 階建 RC 造＋木
造 6 弱

室外機の破損、スプリンクラー配管の破裂、
天井板の一部落下
ガラス戸破損、エレベーター破損など

什器の転落 2 階全体

47 3 階建 S 造 6 弱 外壁にヒビ。ドアの変形、照明、空調の落下、
スプリンクラーからの漏水 被害なし 2 階、3 階全体

06 3 階建 RC 造 6 弱 スプリンクラー周りの天井損傷、パネルヒー
ターの配管破損による漏水 キッチンの冷蔵庫 213 号室　

地震に伴う地盤沈下による 2 次部材の損傷

21 1 階建 木造 6 弱 窓ガラス・サッシの破壊。
クロスのひび割れ。床の隆起 食器の転落 全室

33 2 階建 RC 造 6 強 30 ㎝～ 40 ㎝の地盤沈下、雨水、排水、水道
管の破損 スチコン・棚、テレビの転倒 居室 4 室

25 1 階建 RC 造＋ S
造 6 弱 ホールのガラス、照明、電動カーテンが落下

盛土部分が崩れる 被害なし 居室 3 室・食堂

41 1 階建 RC 造 6 強 天井の一部落下。法面の崩落 被害なし 西側居室

内陸部にあるこの施設は盛土の上に建てられており、一部の地盤が谷側に崩れていたことが
原因として考えられる。このように窓等の損壊は別建物への避難につながる場合がある。
　また、量的な傾向は見られないが、Ｓ造で作られている大空間部分において天井パネルの
落下が多い。No.25 では、天井に設けられている電動カーテンが落下しており、揺れ幅の
大きい空間では、被害が大きくなると考えらえれる。
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図表 7　地震被害による避難および避難生活の状況
直後の対応 それ以降

地震の揺れ及び地盤沈下に伴う構造体の損傷

07
ユニット棟は構造体の被害が激しく、スプリンクラーも漏水する。
ユニット棟の利用者は全員既存棟へ移動。既存棟では 4 床室、個
室ともに定員を超えて利用。3/25 からユニット棟の 2 丁目のみ
使用可能となる。個室を 2 床室として利用。

地震の揺れによる 2 次部材・家具・什器の損傷

12 利用者の上に落下した天井の破片を職員が手分けして取り除き、
1 時間半かけてを担架やおんぶで屋外に避難。

一般の避難所へ全員が移動。3 日後、近隣の高齢者施設へ分散し
て避難。

30 地震時は、おやつの時間の直前で食堂に集まっていた。居室に利
用者がいなかったため家具転倒等によるけが人はいなかった。 余震対応のため、利用者を食堂と廊下に集めて生活。

地震に伴う配管の損傷

04 地域住民約 200 人が避難してくる。1 階は地域住民に開放。1 階
の入居者 60 人は約 1 週間、2 階で生活。

16 屋外のスロープを使って 2 階の入居者を１階まで下ろす。 1 階の 1 人部屋を 2 人、2 人部屋を４人部屋として利用。残りは
1 階ホールで生活。ベッドも外スロープを使って下ろす。

19 　
6 ユニット 61 名を 3 ユニット 61 名で運営。避難者受入れ用に１
ユニット、特定施設 20 名の受け入れに２ユニットを使用。３月
中は入居者 20 名に対して２人夜勤で対応。

47 外に避難。雪のため建物内に戻る。上階の無い部屋（平屋部分）
を利用する。 1 階の通所や使えるユニットの定員を 2 倍にして生活。

06
2 階は片側のゾーンに集めて対応。3 階は各ゾーンにあるホール
にベッドを出して常に見守り可能な状態とする。徘徊する利用者
が多く、対応する職員が分散するのを防止するため。

地震に伴う地盤沈下による 2 次部材の損傷

21 地震直後に外に出て避難。建物のガラスが割れる。3 台の車に分
かれて暖をとる。 併設している特養に全ての利用者が移動。

33 地震発生後、津波が来ても大丈夫な様に 20 分以内で全員 2F にあ
げた。 2F の部屋・廊下・食堂で全ての利用者、避難者が生活。

25
ホールでおやつを食べている時に地震発生。以前の地震で天井パ
ネルが落下したことがあったため、早急に利用者をホールの端（天
井が低い部分）に寄せる。

スタッフルーム前の部屋に集めて生活。その後、徐々に利用する
部屋を広げる。最大 4 床室を 8 ～ 10 人で利用。

41 地震直後は西側法面の崩落危険のため利用者全員を中央の食堂・
談話コーナーに集める。

3/19 に胃ろうや要観察の入居者 22 名程度残して、他は近接のデ
イサービスに移動。

各職員が危険性の低い場所を事前に把握しておくということが重要であると考えられる。
　地震後の避難生活としては、建物全体に甚大な被害を受けた No.12、居室の窓ガラスの
大半が損傷した No.21 は他施設への転居を余儀なくされている。No.12 は、緊急の転居が
必要との判断から３日間は一般の避難所において職員と共に過ごし、その後、内陸部や近隣
の高齢者施設に分散して避難している。敷地の法面が崩落した No.41 は、重度の利用者の
みを残して近隣の他施設に転居している。転居の必要がなかった施設では、食堂やホール、
スタッフルーム前に利用者を集めて介護にあたった施設が多い（No.30、No.33、No.25、
No.16、No.6）。それ以外としては、損傷していない棟やユニットに利用者を集めて介護が
行われていた（No.7、No.47）。
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　図表８は建物の被害が少なかった施設の居住継続の状況である。被害の大きかった沿岸部
の市町村にあり津波被害の少なかった施設では、ライフラインの停止、避難者の受け入れと
いう状況が生じている。これらの施設では、多数の避難者を受け入れるために一部のエリア
を開放し、既存の入居者の生活エリアを縮小している（No.13、 No.22、 No.10）。その際、
既存の入居者の居室は４床室から６床室や８床室などに変更され対応している。また、沿岸
部にある No.9 は、再び津波が来ることを想定し、高台の関連施設への全員避難が行われて
いる。
　内陸部の施設では、断続的な余震に対する不安、停電による夜間生活の不安、ライフライ
ンの停止に伴う空調の停止から来る寒さなどへの対策から居室移動が行われている。居室移
動のパターンとしては食堂などの大空間に利用者を集めて介護を行う居住エリアの集約と、
２ユニットを１ユニット化（ユニット定員２倍）にする居住エリアの縮小がある。このよう
に内陸部においても職員や入居者の不安解消や避難時の迅速な対応に備えて居住エリアの縮
小が行われていた。また、夜間職員を増員するなど、建物の機能停止に対して人的支援によっ
て対応している施設も見られた。

3-3 災害時における居住範囲および介護システムの変更の状況

図表 8　建物被害がなかった施設における居住継続の状況
NO. 沿岸部 NO. 内陸部
被災者の受け入れに伴う移動 居住エリアの集約

13 
関連施設のクリニックや老健が被災。介護度の高い利用者が当
ＧＨに避難。2,3 日は 50 ～ 60 名が滞在。避難施設から運んだ
ベッドやマットを居室や廊下に並べて対応。

42 しばらくは不安があるため布団を敷き並べ職員も一緒に寝る。

22
津波の被害を受けた同一法人の 2 施設の利用者が避難。定員 9
名のところ 25 名で生活。転倒リスクが高まるため個室ではな
く共用部分に集まって生活。

14 停電中、一部介助、車いす利用者の一部、合計 10 人に程度を
小ホールに集めて介護。3 日間程度。

10
同一市内で被災した特養からの避難者、通所・訪問介護の利用
者、地域の避難者を受け入れるため 4 人部屋を最大 10 人で使
用。食堂・ホールにもベッドやマットを入れる。

18 3 ／ 11 ～ 3 ／ 12 までは居室から各階ホールにベッドごと集めて
集中管理を行い食事もホールで行った。3 ／ 13 に平常に戻る。

津波の危険性を考慮した避難 20 特養は廊下をカーテンで仕切り、1 か所にまとめて寝泊まりす
る空間をつくった。その後、4 人部屋に 5 人入れるようにした。

09 余震が続き再度大きな津波が来ることも想定し、16 日高台に
ある同一法人の特養に全員避難。3 月 31 日に戻る。 44 地震直後は天窓ガラスの落下等が恐かったのでユニットごとト

イレ前のスペースに入居者を集める。

居住エリアの縮小（不安等に対する対処） 36
夜勤職員の不安、寒さ対策から震災直後から 3 日間は入居者全
員をデイサービスに集め全職員で対応。3 日目以降は 6 ユニッ
トの入居者を南側の 3 ユニットに集め対応（北側は冷えるため）。

26
4ユニットを3ユニットに集約（地盤沈下している上部のユニッ
トを念のため閉鎖）。リビング内にベッドを入れ対応。5 月上
旬から通常。

46 震災直後は、全てのベッドを居室から食堂に出して就寝。3 月
中は 2 ユニットを 1 つにまとめて対応。

32 個室での不安を感じ、共用空間や廊下にベッドを置いて 3 月中
は過ごす。 15

余震による危険性を感じ 2 階の入居者全員を 1 階に移動。1 階
食堂（床）＋広間（畳）に布団やベッドを置き就寝。寝たきり
の人は 1 つのユニットに集める。高密度でストレスがたまって
きたので 3 ／ 18 に 2 階に戻る。

39 食堂および機能訓練室を福祉避難所として利用。入居者も電気、
水道が復旧するまで夜間は福祉避難所で就寝。 居住エリアの縮小

24
停電の中トイレに行こうとして転倒する人などがおり、3 日目
の晩から共用部で集団生活を送る。6 月から避難者 4 名を受け
入れるため、個室 4 室を 2 床室として使用してもらう。

17 余震に対する不安、寒さの軽減のため 3 ／ 21 まで 1 つのユニッ
トで 18 人が生活する。個室を 2 人から 3 人で使用。

37 3 ／ 11 夜は、併設のＧＨに集まって過ごそうとしたが、落ち着
かない様子だったのでもとに戻した。 45 3 月末までは各フロア 2 ユニットを一つにして対応（個室を 2

人部屋として利用）。
05 2 床室、4 床室は定員を増やして対応。 スタッフ数の増員による対応

28 半島の先端に位置するが津波による影響なし。 31 停電中は夜間職員を増員して不安解消を図る（増員は通勤用ガ
ソリンの節約も兼ねた対策）。
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　図表９から図表 11 は停電の有無および非常用発電機の有無である。高齢者施設における
停電は、医療福祉器具（痰の吸引、在宅酸素、エアマットなど）に影響を及ぼし、24 時間
体制で動いている職員にとって照明がない状態での夜間の介護は困難を極める。
　調査対象施設における停電の状況は停電有りが 41 施設、停電無しが６施設となる。停電
なしは全て福島県であり、岩手県、宮城県では内陸部においても停電が生じている。電気が
復旧したのは 7 日以内が 20 施設、１週間から２週間以内が７施設、２週間から１ヶ月以内
が６施設、１ヶ月以上が４施設となる。約半数の施設が１週間以内に電力が復旧しているの
に対して、最長の施設では 46 日間の停電が続いた（南三陸町にある老人保健施設）。
　停電時における非常用発電の有無としては、34 施設が非常用発電を有している。しかし、
その内、26 施設の非常用発電は火災時におけるスプリンクラーの作動と避難誘導灯の点灯
を目的としたものであり、コンセント等への電力の供給が行われていなかった。そのため、
非常用発電を保有していても電力を室内に供給できない状態であった。一方、８施設は居室
やナースステーションにある非常用コンセントに電力の供給を行っていた。これらの施設で
は、電力が通じている部屋の周辺に重度の利用者を集め、痰の吸引や酸素の供給を行うなど
の対応をとっていた。
　また、携帯用の小型発電機の備蓄については 47 施設中２施設しか震災前に保有していな
かった。保有していなかった 45 施設のうち、18 施設は自治体、地域住民、建設関係者か
ら小型発電機を借りており、これらの小型発電機によって、医療福祉器具の作動、照明の確
保、携帯等の通信機器の充電、暖房器具の稼働などが行われていた。

ライフラインの停止状況と代替手段

4-1 電気の状況について

４

図表９　停電の有無と復旧までの期間

図表 10　非常用発電の有無

図表 11　小型発電機の借用の有無と用途　

停電の有無 電気復旧までの期間

有 41 施設 1 日後 0 施設 4 ～ 7 日後 9 施設 15 ～ 30 日後 6 施設 不明 4 施設
2 ～ 3 日後 11 施設 8 ～ 14 日後 7 施設 1 か月後～ 4 施設

無 6 施設

非常用発電の有無 室内への電気の供給 携帯用発電機の有無

有 34 施設 有 8 施設 有 2 施設無（防災用のみ） 26 施設
無 6 施設 有の場合の接続先

居室、ＮＳ、透析室へのコンセント
事務室の照明

無 45 施設
不明 7 施設

有 18 施設 無 14 施設 不明・避難 9 施設

有の場合の用途

・ミキサー（ミキサー食を作るための）、痰の吸引器、在宅酸素、エアマット
・照明（デイルーム、ナースステーション、廊下）、灯光器
・ナースコール、洗濯機、、携帯の充電
・暖房機器（エアコン、電気ストーブ）
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　図表 12 は断水の有無と主な原因である。断水があった施設は 44 施設、断水無しの施設
は３施設となる。断水がなかったのは、内陸にあり水道管から直接水道管をつないでいた施
設（２施設）と、井戸を確保していた施設の計 3 施設である。
　断水の主な原因は、市水道の断水が 33 施設、停電のため受水槽のポンプが動かず断水し
た施設が８施設となる。高齢者施設では、同時に大量の水を消費する可能性があることから、
多くの施設で受水槽が設けられている。通常は水道管から受水槽に貯水し、ポンプによって
各部屋に給水されるが、停電時にはポンプが作動せず断水となった。
　図表 13 は断水時における代替手段である。早期に実施される代替手段は、貯水槽の水を
直接取り出す方法である。貯水槽には飲料可能な一定量の水が貯められており、点検・清掃
用の取水口から取り出す事例が多い。また、停電により断水となった施設の場合、水道管か
ら直接水を引いている周辺の住宅等では水が使える。そのため、職員等が自宅から水を運ん
でくるという事例が８事例みられた。
　断水が長期化してくる場合には、給水車からの取水や浄水場に直接取水に行くなどの対応
が取られていた。この場合、100 床規模の大規模な施設では、１日に使用する水の量も多い
ためポリタンクなどではまかないきれず、スカイタンク、農業用タンクなど大容量の水を運
搬できる道具が用いられていた。
　その他の代替手段として多かったのは、湧水や井戸の使用である。断水が２週間以上に及
んだ大半の施設で自然の水系を利用していた。水道システムが整備されるに従い、これらの
自然の水系は忘れられてきているが、非常時には有効な水資源となる。水場の維持管理が日
常的なコミュニティの形成につながる場合もあり、今後は、積極的な水場の維持管理も重要
であると考えられる。

4-2 水道の状況について

図表 12　断水の有無と主な原因
断水の有無 断水の主な原因 給水方法

有 44 施設

水道の断水 33 施設
水道 28 施設

水道・井戸併用 3 施設
不明 2 施設

停電によりポンプが作動せず断水 8 施設 水道 5 施設
水道・井戸併用 3 施設

その他 3 施設
無 3 施設
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　図表 14 はガスの停止状況である。調査対象施設のガスの供給状況は、都市ガスが４施設、
プロパンガスが 36 施設、オール電化が４施設、不明が３施設となり、プロパンガスの割合
が高い。この内、ガスが停止したのが 22 施設、停止無しが 24 施設、不明が 1 施設となる。
ガスは電気、水道に比べて停止が少なく、供給種別ごとに見ていくと、都市ガスは全て停止
しているが、プロパンガスは半数以上が使用可能であった。プロパンガスの停止の原因を見
ていくと、安全確認のための一時停止が 8 施設と半数を占める。
　ガスの復旧状況では、プロパンガスでは 16 施設中 7 施設が 1 週間以下の復旧となり、ガ
スの点検業者の手配がつき次第回復している。
　以上のことから、常時供給される都市規模のライフラインは災害時に弱く、一定量の燃料
を各施設でストックする仕組みは災害時にも対応しやすい。
　また、ガスの代替手段としては、カセットコンロや、かまどなどが用いられていた。調査
対象施設の中には、避難訓練の中でかまどを用いた炊き出しを予定している施設もあり、実
践的な取り組みの中にも参加意欲を高める工夫を検討している事例もあった。

4-3 ガスの状況について

図表 14　断水の有無と主な原因ガスの種別および停止状況、復旧状況

図表 13　断水時における代替手段の確保

停止の有無
有 22 施設 無（ガスの設置なしも含む） 25 施設

都市ガス プロパンガス 不明 プロパンガス オール電化 不明
4 施設 16 施設 2 施設 20 施設 4 施設 1 施設

復旧期間 1 日後 2 ～ 3 日後 4 ～ 7 日後 8 ～ 14 日後 15 ～ 1 か月 1 か月後～ 不明
都市ガス 0 施設 0 施設 2 施設 0 施設 2 施設 0 施設 1 施設

プロパンガス 3 施設 2 施設 2 施設 2 施設 2 施設 2 施設 3 施設
プロパンガス停止の原因
安全確認・安全装置の作動 配管の損傷 燃料不足 不明

8 施設 1 施設 2 施設 5 施設

水道管直結の
水道から運ぶ 受水槽から取水 井戸から取水 湧水から取水 給水車・浄水場

から取水 新たな系の確保

2 日後 ○ 4 施設 ○
3 日後 ○ 2 施設 ○ 2 施設
5 日後 ○ ○
6 日後 ○ 3 施設
7 日後 ○ 2 施設 ○ 2 施設 ○ ○ 3 施設

10 日後 ○ ○ 2 施設 ○ 2 施設
14 日後
15 日後 ○
16 日後 ○ 2 施設 ○ ○ 2 施設
17 日後 ○ ○
18 日後 ○ ○
20 日後 ○ ○
22 日後 ○
30 日後 ○ ○ 3 施設 仮設配管

２ヶ月後 ○ 2 施設 ○ 4 施設 井戸
5 ヶ月後 ○ ○ ○
6 ヶ月後 ○ 2 施設 ○ 2 施設 井戸



52 第３章

　図表 15 は沿岸部の施設における避難者の受け入れ状況、図表 16 は内陸部における避難
者の受け入れ状況である。調査対象移設 47 施設の中で避難者の受け入れがなかったのは
11 施設である。その内、7 施設は津波および地震による甚大な被害を受け自施設が使用不
可になっていた。このように調査対象施設では施設の運営が可能な状態にある場合には、積
極的な地域住民および要支援者の受け入れを実施していた。
　沿岸部における避難者の受け入れは、周辺の地域住民の受け入れと、被災した別の施設の
利用者、または、帰宅困難な震災当日の通所介護利用者である。周辺住民の受け入れを行っ
た施設は、13 施設であり内 100 人以上の受け入れを実施した施設が８施設ある。震災当日
および直後は全ての地域住民を受け入れているが、その後、支援の必要がない住民は一般の
避難所に移り、高齢者を中心とした要支援者とその家族の受け入れに重点化する施設が多い。
受け入れ場所は、ホール、地域交流スペース、食堂、デイサービス部分、会議室など施設の
公共的な空間が利用されており、ベッドや布団を床に敷き対応している。いずれも寝具など
が十分に容易されておらず、寒さをしのぐのが大変であったというコメントが聞かれた。ま
た、避難者には炊き出しも実施しており、高齢者施設は地域の避難所としての機能も果たし
ていた。
　被災した施設利用者の受け入れ状況としては、利用者だけではなく被災した施設の職員の
受け入れも同時に行っている。受け入れ場所としては、既存の利用者の居室定員を倍増（個
室を２人室）させ、一部の居住エリアを全て開放して利用してもらっている。このように空
間を分ける事で避難者に対するケアは、避難元の職員が行う体制を作り出している。被災時
には、入居者自身が混乱しており日頃の情報がない中でのケアは難しく、また、受入れ側も
ライフラインの停止など非常に混乱している状況下であるため、双方がエリアを分けて介護
にあたっている。
　次に内陸部の施設においては、沿岸部からの避難者の受け入れと、周辺地域の在宅高齢者
の受け入れなどが行われている。沿岸部からの受け入れとしては、10 名以下の少人数の受
け入れ実施している施設が４施設、大規模な受け入れを実施している施設が４施設となる。
少人数の受け入れは、沿岸部において被災した施設の入居者を分散して受け入れている場合
が多く、ショートステイの部屋や空きベッドなどが利用されていた。ケアは避難先の職員が行
い、避難先の入居者と同様の生活となる。大規模な人数の受け入れは、施設入居者全員を受
け入れている場合であり、避難元の職員も同時に受け入れている。上記の沿岸部における受
け入れ状況と同様に、受入れ側は空間のみを提供し、ケアは避難元の施設が行う場合が多い。
また、周辺地域の在宅高齢者の受け入れを行っている施設が５施設ある。平常時においては、
なんとか在宅生活が送れているが、余震やライフラインの停止等の状況によって在宅生活が
難しくなった人々と想定される。独居高齢者が増加するに従い、このような人々は増加して
いくことから、これらの人々の把握と支援が災害時においては重要であると考えられる。

避難者の受け入れ状況５
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図表 16　内陸部における避難者の受け入れ状況

図表 15　沿岸部における避難者の受け入れ状況

No. 施設種別 地域住民の
受け入れ 要支援者の受け入れ 受け入れ場所

14 特養 沿岸部の施設入居者や在宅高齢者計 6 人 2 人は空き部屋、3 人は空きベッド
15 特養 沿岸部の被災した老健の入居者、スタッフ計 131 人 施設の 1 階を空ける
16 老健 通所利用者の家族 1 組

18 老健 被災した同一法人の老健の入居者 10 人とスタッフ 4 人部屋を 5 人部屋に、2 人部屋を 3 人部屋にし
て対応

19 特養 4 人
30 老健 近隣の在宅高齢者 1 人

31 特養 市内の高齢者 3 人、沿岸部の被災施設の入居者 5 人 空室の利用、リビングにパーティションを設置し
居場所を作る、個室を 2 人室として利用

36 特養 他施設の通所帰宅困難者と在宅高齢者の計 27 人

44 特養 他地域にある法人内の地域密着型特養、ケアハウ
スの入居者計 63 人 ホール、ショートステイの空き室 3 部屋

45 特養 沿岸部からの避難者 13 人 ショートステイのフロアで管理職が対応
46 特養 地域住民 5 人 緊急のショートステイ
47 特養 原発避難の特養の入居者 13 人とスタッフ
20 GH 地域住民 1 人

42 GH 近隣に住む大
学生 3 人

43 小規模多機能 原発避難のＧＨ入居者 21 名と職員 24 名、原発避
難の住民 4 人 2 階を利用

No. 施設種別 地域住民の
受け入れ 要支援者の受け入れ 受け入れ場所

02 特養 16 人 短期入居として受け入れ
04 特養 200 人 1 階を地域住民に開放、1 階の入居者は 2 階へ移動
05 特養 30 人

06 老健 併設病院から 31 人、帰宅困難な通所利用者 2 人 病院からの避難者は 1 階ホール
帰宅困難者は 2 階

07 特養 130 人 地域のＧＨ、幼稚園より 40 人 一般の人は交流ホール、家族室、玄関ホール　要
介護者は数日後ケアゾーンへ移動

10 特養 約 500 人 被災した同一市内の特養の入居者 44 人
施設避難者：1 階食堂、通所・訪問利用者：施設
の居室を定員増　地域の避難者：居室 10 室を開
放　既存の入居者は 4 床室を最大 10 床室に変更

11 老健
子供、高齢者
を中心とした

地域住民 50 人
同一法人で被災した老健からの入居者 100 人 法人本部。同一法人の避難者のために 1 フロアー

を開放

12 老健 150 人 デイサービス

23 特養 220 人～ 230
人（要介護者含む） ホールを中心として公共的な部屋に分散

25 老健 地域住民、職
員の子供 ボランティアルーム、デイサービス

26 特養 被災した小規模多機能の利用者、スタッフ 27 ～ 29
人

27 老健 438 人
歩ける人は一般の避難所に移動　老健部分を要支
援者の避難所とする。既存の入居者は併設の病院
に移動

28 特養 ＧＨの利用者・スタッフ計 23 人

32 特養 35 人 通所の帰宅困難者 23 名（スタッフ含む）　被災し
た同一法人のＧＨ 9 人 食堂と部屋に分散

41 特養 30 ～ 40 人 会議室を開放
33 ケアハウス 137 人（職員含む）
39 ケアハウス 100 人弱 30 数人 食堂と機能訓練室
09 小規模多機能 100 人弱 近隣にある通所の帰宅困難者とスタッフ 地域交流スペース、開設前のＧＨ
13 GH 隣接する老健の重度者 ベッドやマットを居室や廊下に並べる
22 GH 被災した同一法人のＧＨ入居者 16 人
24 GH 定員の 2 割
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　食糧については３日間の備蓄が指導されているが、対象者については厳密な規定がなかっ
た。今回の震災を踏まえ高齢者施設では、入居者だけではなく、職員、地域の人の避難も想
定した食材の確保と、それを備蓄しておくスペース（倉庫）が必要と考えられる。　
　食材以外にオムツなどの衛生用品が必須となるが、日頃から多めに購入しておくなど常に
ストックを確保している施設もあった。
　また、長期の停電に備え発電機の備蓄が必要であるとのコメントが多かった。痰の吸引器
などの医療器具の使用や、夜間の照明など介護者の心理的負担を軽減するためには発電機が
必要となる。
　最後に、これらの備蓄を非常時に活用できる訓練も必要である。調査対象施設の中には、
今後、防災訓練の際には備蓄の食材や器具を使った炊き出しを行い、非常時に備えると共に、
防災訓練を通して地域の人との交流を図っていきたいとのコメントもあった。

物資の備蓄６

図表 17　物資の備蓄状況（震災前、震災後を含めた全施設の合計）
水、カルピスウォーター（甘い水分：水だと飲みにくい人がいるため）
米、調味料、汁物、嗜好品（ジュースなど）、缶詰、レトルト食品等
副食、ソフト食、経管栄養
使い捨て容器（割りばし、紙コップ、お皿、使い捨てスプーン等）
ウェットティッシュ、トイレットペーパー、ペーパータオル、
ビニール袋、手袋
オムツ、女性用生理用品、子ども用のミルク、子供用オムツ
消毒液（200 ㎜）、頓服薬
毛布、シュラフ、ストーブ、ホッカイロ
ガスコンロ、ガスボンベ、レンジ
発電機、懐中電灯、電池、ランタン
災害無線、トランシーバー
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　ここからは、各施設における訪問ヒアリング調査の結果を列挙する。調査内容は施設概要、
建物被害の状況、ライフラインの被害状況、避難の状況、暮らしやケアの継続提供の状況や
方法、備蓄や訓練などについてである。
　ヒアリング調査の記述に際しては、今回の大震災の事実を可能な限り詳細に記録すること
に努めた。掲載順は岩手県、宮城県、福島県の順に、また所在地が北から南の順による。

※ 事例の中にある地図については国土地理院が提供する 2.5 万分の 1 浸水範囲概況図（津波浸水地域周辺）および電子国土基本図（浸水地域周辺以外）を用いた。

訪問ヒアリング調査７

01 認知症高齢者グループホーム あお空グループホーム赤前 （ 岩手県 宮古市 ）
02 特別養護老人ホーム 心生苑 （ 岩手県 宮古市 ）
03 認知症高齢者グループホーム 愛宕の丘 （ 岩手県 宮古市 ）
04 特別養護老人ホーム らふたぁヒルズ （ 岩手県 大槌町 ）
05 特別養護老人ホーム 三陸園 （ 岩手県 大槌町 ）
06 介護老人保健施設 フレールはまゆり （ 岩手県 釜石市 ）
07 特別養護老人ホーム あいぜんの里 （ 岩手県 釜石市 ）
08 認知症高齢者グループホーム ございしょの里 （ 岩手県 釜石市 ）
09 小規模多機能型居宅介護 後ノ入 （ 岩手県 大船渡市 ）
10 特別養護老人ホーム 富美岡荘 （ 岩手県 大船渡市 ）
11 介護老人保健施設 気仙苑 （ 岩手県 大船渡市 ）
12 介護老人保健施設 松原苑 （ 岩手県 陸前高田市 ）
13 認知症高齢者グループホーム つばき・りんご （ 岩手県 陸前高田市 ）
14 特別養護老人ホーム 東和荘 （ 岩手県 花巻市 ）
15 特別養護老人ホーム 遠野長寿の郷 （ 岩手県 遠野市 ）
16 介護老人保健施設 とおの （ 岩手県 遠野市 ）
17 認知症高齢者グループホーム いこいの家 （ 岩手県 北上市 ）
18 介護老人保健施設 ハイム・ベルク （ 岩手県 奥州市 ）
19 特別養護老人ホーム 福光園 （ 岩手県 一関市 ）
20 認知症高齢者グループホーム 孝養ハイツ （ 岩手県 一関市 ）
21 認知症高齢者グループホーム フクちゃんハウス （ 岩手県 一関市 ）
22 認知症高齢者グループホーム 村伝おもせ （ 宮城県 気仙沼市 ）
23 特別養護老人ホーム キングスタウン （ 宮城県 気仙沼市 ）
24 認知症高齢者グループホーム みずなしの丘 （ 宮城県 気仙沼市 ）
25 介護老人保健施 歌津つつじ苑 （ 宮城県 南三陸町 ）
26 特別養護老人ホーム おながわ （ 宮城県 女川町 ）
27 介護老人保健施設 女川町老人保健施設 （ 宮城県 女川町 ）
28 特別養護老人ホーム おしか清心苑 （ 宮城県 石巻市 ）
29 小規模多機能型居宅介護 めだかの楽園 （ 宮城県 石巻市 ）
30 介護老人保健施設 グレイスガーデン （ 宮城県 栗原市 ）
31 特別養護老人ホーム うぐいすの里 （ 宮城県 栗原市 ）
32 特別養護老人ホーム 矢本華の園 （ 宮城県 東松島市 ）
33 ケアハウス はまなすの里 （ 宮城県 東松島市 ）
34 有料老人ホーム ウェルフェアー多賀城 （ 宮城県 多賀城市 ）
35 小規模多機能型居宅介護 美の里 （ 宮城県 多賀城市 ）
36 特別養護老人ホーム 杜の風 （ 宮城県 富谷町 ）
37 小規模多機能型居宅介護 木かげ （ 宮城県 仙台市 ）
38 特別養護老人ホーム 杜の里 （ 宮城県 仙台市 ）
39 ケアハウス 宮城野の里 （ 宮城県 仙台市 ）
40 認知症高齢者グループホーム なつぎ埜 （ 宮城県 仙台市 ）
41 特別養護老人ホーム みやま荘 （ 宮城県 山元町 ）
42 認知症高齢者グループホーム フクチャンち （ 福島県 福島市 ）
43 小規模多機能型居宅介護 ライフ吉井田 （ 福島県 福島市 ）
44 特別養護老人ホーム アリヴァーレ宝生園 （ 福島県 福島市 ）
45 特別養護老人ホーム まちなか宝生園 （ 福島県 福島市 ）
46 特別養護老人ホーム ゆう遊館 （ 福島県 須賀川市 ）
47 特別養護老人ホーム いわせ長寿苑 （ 福島県 須賀川市 ）
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第３章

対象施設

概要

位置

被害・復旧の経過整理

　岩手県宮古市にある認知症高齢者グループホーム。木造平屋。定員 9 人。
　施設は宮古湾の奥に立地。床上 1 ｍ程度の高さまで津波により浸水。床置きの家具や設備がダメージを受ける。
床にはヘドロが溜り、平屋であったため施設全体が使用不可能となった。
　地震直後、職員の判断で、車２台で高台にある神社に避難。間一髪、入居者と出勤職員の被害を出さずに済ん
だ。夕刻には消防団の誘導により避難所となった近隣の赤前小学校に移動。その後、3 月 15 日の朝、法人グルー
プ 2 施設に分かれて避難。建物を職員や本部の関係企業、ボランティア等で修繕し、約 1 か月後の 4 月 18 日に
入居者が帰宅。ライフライン・物品調達・交通は、避難の間に復旧。
　震災の教訓は、①立地は十分に考えるべき、②グループ内のコミュニケーションを強化する、の２点である。

期間 発災直後 ～ 24 時間 ～ 72 時間 ～１週間 ～２週間 ～ 1 か月 ～ 3 か月 ～半年
構造体 ○

非構造部材 ○
家具備品 × × × × 修復 × 修復 × 修復 ○
主要諸室 × × × × 修復 × 修復 × 修復 ○

受水 × × × × × × ○
排水 … … … … … … ○
受電 × × × × × × ○
ガス × × × ○

給水設備 × × × × × × ○
給湯設備 × × × × × × ○
排水設備 × × × × × × ○
電気設備 × × × × × × ○

照明 × × × × × × ○
コンセント × × × × × × ○
通信設備 × × × × × × ○
空調設備 × × × × × × ○
安否確認 ○
入所者 ○
通所者 …
職員 ○
応援 × △避難所 △避難所 ○他施設（修復）○他施設（修復）○他施設（修復） ○

食糧・水 △避難所 △避難所 △避難所 ○他施設 ○他施設 ○他施設 ○
介護医薬品 △避難所 △避難所 △避難所 ○他施設 ○他施設 ○他施設 ○

日用品 △避難所 △避難所 △避難所 ○他施設 ○他施設 ○他施設 ○
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被災直後の状況　南側物干し場 ※被災直後の状況　外観正面 ※

被災直後の状況　リラックスルーム ※被災直後の状況　ホール ※

被災直後の状況　キッチン ※被災直後の状況　居室 ※

復旧後　室内復旧後　外観

※ 施設提供
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調
査

日
時

20
11

年
11

月
22

日
対

応
者

社
長

、
セ

ン
タ

ー
長

調
査

員
名

（
※

：
記

録
者

）
狩

野
徹

、
安

藤
繁

※

１
）

施
設

概
要

施
設

種
別

認
知

症
高

齢
者

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
開

設
年

20
10

年
定

員
９

人

併
設

施
設

・
併

設
施

設
な

し
・

法
人

全
体

で
は

14
施

設
を

経
営

階
数

地
上

1
階

構
造

種
別

木
造

設
計

日
本

住
宅

（
株

）
施

工
日

本
住

宅
（

株
）

立
地

の
特

徴

・
津

波
被

害
の

大
き

か
っ

た
岩

手
県

宮
古

市
の

沿
岸

部
に

立
地

・
湾

の
奥

ま
っ

た
地

区
に

あ
り

1
メ

ー
ト

ル
の

浸
水

被
害

を
受

け
る

・
法

人
本

部
は

宮
古

市
の

市
役

所
近

く
に

立
地

。
入

所
者

の
平

均
年

齢
は

83
～

85
歳

・
女

性
が

多
く

男
性

は
多

く
て

１
人

程
度

。
職

員
は

8
人

5）
設

備
の

被
害

状
況

給 排 水 設 備

給
水

水
道

の
み

給
水

方
式

水
道

直
結

直
圧

方
式

受
水

槽
の

位
置・

容
量

な
し

被
害

状
況

・
対

応
・

施
設

の
設

備
の

損
傷

は
な

し
・

断
水

し
て

い
た

が
、

別
敷

地
に

避
難

し
て

い
た

た
め

代
替

手
段

は
講

じ
て

い
な

い

給
湯

灯
油

ボ
イ

ラ
ー

被
害

状
況

・
対

応
・

設
備

が
冠

水
し

て
破

損
・

浴
室

用
の

給
湯

も
含

め
修

復
時

に
灯

油
方

式
か

ら
ガ

ス
方

式
に

燃
料

を
変

更

排
水

合
併

浄
化

槽

被
害

状
況

・
設

備
の

損
傷

は
な

し
・

4
月

18
日

の
復

帰
時

に
は

問
題

な
く

使
用

可
能

電 気 設 備

受
変

電
設

備
の

位
置

直
接

引
込

非
常

用
電

源
無

し
非

常
用

電
源

設
置

場
所

無
し

被
害

状
況

・
設

備
の

損
傷

は
無

し
・

4
月

18
日

の
復

帰
時

に
は

問
題

な
し

空 調 設 備

空
調

方
式

個
別

空
調

熱
源

電
気

被
害

状
況

・
屋

外
機

が
冠

水
。

修
理

を
行

う
・

室
内

機
は

被
害

な
し

通 信 設 備

施
設

外
の

被
害

状
況

（
電

話
・

通
信

設
備

等
）

・
1

週
間

程
度

、
携

帯
が

不
調

。
au

が
時

々
通

じ
る

・
連

絡
先

は
市

内
が

大
半

・
避

難
所

に
は

保
健

師
が

来
て

お
り

、
行

政
等

と
の

連
絡

を
し

て
く

れ
た

施
設

内
の

被
害

状
況

（
ナ

ー
ス

コ
ー

ル
等

）
・

4
月

18
日

に
は

問
題

な
し

搬 送 設 備

Ｅ
Ｖ

リ
フ

ト
（

階
段

）
・

な
し

そ の 他
自然

エネ
ルギ

ーの
活用

等
（太

陽光
パネ

ル、
断熱

サッ
シ等

）
・

特
に

な
し

６
）

災
害

対
策

と
そ

の
効

果
物 資 の 備 蓄

震
災

前
想

定
日

数
・

非
常

食
は

用
意

し
て

い
な

か
っ

た
・

冷
凍

食
品

を
1

週
間

分
ま

と
め

買
い

し
て

い
る

が
冷

蔵
庫

が
浸

水
し

た
た

め
使

え
な

か
っ

た
 0

日
分

震
災

後
想

定
日

数
・

乾
パ

ン
程

度
は

必
要

と
考

え
て

い
る

・
冷

凍
食

品
、

レ
ト

ル
ト

食
品

は
火

が
必

要
な

た
め

十
分

な
対

策
に

は
な

ら
な

い
と

考
え

て
い

る
・

備
蓄

倉
庫

を
作

る
予

定
は

な
い

 0
日

分

避
難

訓
練

の
実

施
状

況
（

震
災

前
）

想
定

災
害

地
震

・
津

波
・

大
火

災
火

災
そ

の
他

想
定

規
模

大
規

模
広

域
災

害
単

体
施

設
災

害
・

事
故

訓
練

頻
度

年
１

回
年

１
回

備
考

・
12

月
18

日
に

開
業

。
3

月
3

日
に

市
の

研
修

が
あ

り
役

に
立

っ
た

・
消

防
署

に
提

出
す

る
避

難
計

画
の

み

今
後

の
避

難
訓

練
・

3
月

11
日

以
降

、
2

回
、

注
意

報
が

出
て

避
難

し
た

・
ど

の
場

所
が

安
全

で
あ

る
か

な
ど

訓
練

を
行

う
必

要
が

あ
る

と
思

う

２
）

主
な

被
災

状
況

当
該

地
域

の
震

度
震

度
５

弱
被

災
状

況
津

波
の

浸
水

被
害

津
波

の
状

況
・

当
該

施
設

：
床

上
１

ｍ
程

度
の

浸
水

・
同

一
市

内
の

本
部

建
物

：
7

階
建

て
ビ

ル
の

1、
2

階
を

使
用

。
1

階
は

浸
水

。
2

階
で

の
事

務
作

業
は

可
能

人
的

な
被

災
状

況
（

ス
タ

ッ
フ

、
入

居
者

）
・

入
居

者
、

職
員

の
死

傷
者

な
し

・
入

所
者

の
家

族
１

人
が

津
波

に
よ

り
流

さ
れ

る

発
災

直
後

の
住

民
、

避
難

者
等

の
受

入
状

況
・

地
震

直
後

に
避

難
し

た
た

め
住

民
等

の
受

け
入

れ
は

な
い

３
）

建
物

被
害

の
概

要

構
造

体
の

被
害

状
況

・
構

造
体

の
被

害
は

な
し

・
地

盤
が

緩
か

っ
た

た
め

地
盤

改
良

を
行

い
ベ

タ
基

礎
に

し
た

の
が

良
か

っ
た

と
思

わ
れ

る
非

構
造

部
材

の
被

害
状

況
（

サ
ッ

シ
ュ

、ド
ア

、天
井

、照
明

等
）

・
地

震
に

よ
る

被
害

な
し

・
津

波
に

よ
る

浸
水

で
内

装
に

被
害

を
受

け
る

家
具

・
什

器
備

品
の

被
害

状
況

（
棚

、
ベ

ッ
ド

、
車

い
す

等
）

・
地

震
に

よ
る

被
害

な
し

・
浸

水
に

よ
る

被
害

あ
り

・
通

勤
車

3
台

が
流

さ
れ

た
。

使
用

不
可

に
な

っ
た

部
屋

・
平

屋
の

た
め

津
波

被
害

に
よ

り
全

て
使

用
不

可

４
）

被
害

の
状

況
（

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

）

水
停

止
の

有
無

有
復

旧
ま

で
の

期
間

2
週

間
後

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
断

水
と

な
っ

た
が

4
月

18
日

ま
で

別
敷

地
に

避
難

し
て

い
た

た
め

代
替

は
不

要
で

あ
っ

た

電 気

停
止

の
有

無
有

復
旧

ま
で

の
期

間
3

週
間

後

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
周

辺
地

域
は

停
電

。
非

常
用

発
電

機
は

な
し

・
4

月
18

日
ま

で
別

敷
地

に
避

難
し

て
い

た
め

代
替

は
不

要
で

あ
っ

た

ガ ス

停
止

の
有

無
有

復
旧

ま
で

の
期

間
2

週
間

後
ガ

ス
の

種
類

プ
ロ

パ
ン

ガ
ス

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
供

給
業

者
が

津
波

の
被

害
を

受
け

、
代

替
業

者
か

ら
調

達
・

給
湯

用
の

灯
油

が
盗

ま
れ

た
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８
）

外
部

か
ら

の
支

援

法
人

内
で

の
連

携
・

3/
15

の
朝

、
市

内
の

グ
ル

ー
プ

施
設

に
分

散
し

て
避

難
・

長
根

の
「

Ｇ
Ｈ

え
く

ぼ
」

に
4

人
、

田
鎖

の
「

小
規

模
多

機
能

セ
ン

タ
ー

さ
く

ら
つ

つ
み

」
に

5
人

が
移

動

他
施

設
か

ら
の

支
援

・
岩

手
県

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
協

会
の

会
長

と
数

名
が

4
月

に
な

っ
て

か
ら

来
訪

・
食

糧
と

ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル

を
継

続
し

て
提

供
し

て
く

れ
た

・
そ

の
他

、
内

陸
部

か
ら

支
援

物
資

が
届

け
ら

れ
た

医
療

機
関

と
の

連
携

　

行
政

と
の

連
携

　

７
）

生
活

・
介

護
の

継
続

入
居

者
の

状
況

・
3/

11
　

地
震

直
後

に
不

安
を

感
じ

車
2

台
で

高
台

の
八

幡
神

社
に

全
員

で
避

難
・

日
没

時
、

消
防

団
の

誘
導

で
赤

前
小

の
避

難
所

に
移

動
。

車
椅

子
2

人
を

含
む

高
齢

者
9

人
と

職
員

3
人

の
合

計
　

　1
2

人
で

避
難

・
3/

14
ま

で
赤

前
小

学
校

に
避

難
す

る
・

赤
前

小
学

校
の

避
難

時
に

1
名

の
入

所
者

は
息

子
と

勘
違

い
す

る
な

ど
落

ち
着

か
な

か
っ

た
が

後
は

問
題

な
か

っ
た

・
3/

15
の

朝
、

市
内

の
グ

ル
ー

プ
施

設
に

分
散

し
て

避
難

・
長

根
の

「
Ｇ

Ｈ
え

く
ぼ

」
に

4
人

、
田

鎖
の

「
小

規
模

多
機

能
セ

ン
タ

ー
さ

く
ら

つ
つ

み
」

に
5

人
が

移
動

・
4/

18
に

改
修

が
完

了
し

本
施

設
に

復
帰

ス
タ

ッ
フ

の
確

保

・
赤

前
小

で
は

、
日

中
・

夜
間

と
も

3
人

体
制

で
シ

フ
ト

を
組

み
介

護
に

あ
た

る
。

施
設

長
も

シ
フ

ト
に

入
る

・
3/

15
　

他
施

設
に

移
動

す
る

際
に

ス
タ

ッ
フ

も
一

緒
に

移
動

・
他

施
設

に
移

動
し

て
い

る
際

に
は

特
に

入
浴

介
助

を
応

援
・

社
長

は
山

火
事

が
迫

り
遠

野
の

民
家

に
避

難
し

た
釜

石
の

施
設

と
、

本
部

の
対

応
で

手
い

っ
ぱ

い
で

あ
っ

た

通
所

・
訪

問
利

用
者

へ
の

対
応

・
通

所
サ

ー
ビ

ス
、

在
宅

サ
ー

ビ
ス

を
有

し
て

い
な

い

物 資 の 確 保

食
糧

・
水

・
岩

手
県

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
協

会
の

会
長

と
数

名
が

4
月

に
な

っ
て

か
ら

来
訪

・
食

糧
と

ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル

を
継

続
し

て
提

供
し

て
く

れ
た

・
そ

の
他

、
内

陸
部

か
ら

支
援

物
資

が
届

け
ら

れ
た

医
薬

品
・

赤
前

小
に

避
難

中
は

、
施

設
に

あ
っ

た
お

尻
拭

き
、

消
化

薬
等

を
使

用
し

た

介
護

用
品

・
赤

前
小

に
避

難
中

は
、

施
設

に
あ

っ
た

お
尻

拭
き

、
消

化
薬

等
を

使
用

し
た

日
用

品
・

4
月

18
日

に
は

、
車

の
ガ

ソ
リ

ン
は

支
障

な
し

そ
の

他
　

居
場

所
の

確
保

本
施

設
の

修
復

に
、

延
10

数
名

が
協

力
。

内
訳

は
、社

長
の

関
係

者
（

東
京

含
む

）、
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

協
会

の
斡

旋
、宮

古
市

で
取

り
纏

め
を

行
っ

て
い

た
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

か
ら

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

2
名

、
で

あ
っ

た
。

本
部

の
修

復
は

、
自

衛
隊

が
支

援
し

て
く

れ
た

。

【
施

設
図

】

9）
復

旧
か

ら
こ

れ
か

ら
に

向
け

て
の

取
り

組
み

、
今

回
の

震
災

を
踏

ま
え

て
の

課
題

、
高

齢
者

施
設

の
あ

り
方

に
つ

い
て

・
立

地
は

十
分

に
考

え
る

べ
き

・
グ

ル
ー

プ
内

の
施

設
長

会
議

を
再

開
す

る
予

定
。

相
互

に
顔

が
見

え
る

環
境

を
維

持
す

る
・

採
用

は
本

社
だ

が
、

通
常

は
施

設
単

独
で

運
営
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対象施設

概要

位置

被害・復旧の経過整理

  宮古市街地と盛岡の中間に位置する内陸に立地。地震による建物および設備、家具等の被害は極めて軽微であっ
た。地震時には、屋外避難はせずガラスの落下が無い安全な部屋を選んで生活。ライフラインのトラブルは、停
電のみ。3 月 11 日～ 14 日昼までの 3 日間停電。停電により、給水・給湯・浄化槽・照明・暖房・ＴＶ・固定電話・
インターネットが機能停止。プロパンガスの補充の目途が立たず、手持ちが 1 か月半程度と推定されたため、最
小限の調理用に限定し、衣類乾燥は中止とした。照明はポーテブル発電機を使い、食材・薬・油等の物品は日頃
の連携で確保できた。au 以外の通信・情報手段が使用不可能であったため状況把握と関係機関への連絡は職員
が直接訪問し対応した。福祉避難所として、他の施設と地域から 14 人の要介護者を受け入れた。
 施設では、①数日間の備蓄、②通信手段、③関係機関・施設との連携強化、④非常時の連絡体制、⑤介護者の
受け入れ体制、⑥車両等移動手段の確保を重要項目に挙げている。

期間 発災直後 ～ 24 時間 ～ 72 時間 ～１週間 ～２週間 ～ 1 か月 ～ 3 か月 ～半年
構造体 ○

非構造部材 ○
家具備品 ○
主要諸室 ○

受水 ○
排水 ○
受電 ○
ガス × × × ○

給水設備 △ △ △ ○ 3 ／ 14 以降 ○ ○
給湯設備 × × △ △ △ ○ 4 月以降
排水設備
電気設備 ○

照明 ○
コンセント ○
通信設備 △ △ △ △ △ ○
空調設備 △ストーブ △ストーブ △ストーブ ○
安否確認 ○
入所者 ○
通所者 × × × × × △ ○
職員 ○
応援

食糧・水 ○
介護医薬品 △ △ △ △ ○

日用品 △ △ △ △ ○
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外観（エントランスから南西方向を見る）外観（北東向きにエントランスを見る）

食堂天井の破損部分（20cm 角程度の天井材が落下）廊下（建物に損傷なし）

外部オイルタンク（設備に損傷なし）食堂天井の破損

ポータブル発電機２機（倉庫内） 共用部通路のパッケージ空調機
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調
査

日
時

20
11

年
11

月
22

日
対

応
者

畠
山

充
 施

設
長

調
査

員
名

（
※

：
記

録
者

）
狩

野
徹

、
安

藤
繁

※

１
）

施
設

概
要

施
設

種
別

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
開

設
年

19
96

年
定

員
50

人
+

シ
ョ

ー
ト

10
人

併
設

施
設

・
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
セ

ン
タ

ー
（

定
員

10
人

）
・

在
宅

介
護

支
援

セ
ン

タ
ー

階
数

地
上

1
階

構
造

種
別

RC
造

設
計

 
施

工
 

立
地

の
特

徴

・
岩

手
県

宮
古

市
は

津
波

被
害

の
大

き
か

っ
た

沿
岸

部
に

面
し

て
い

る
が

、
当

該
施

設
は

盛
岡

市
と

宮
古

市
街

地
の

中
  間

に
位

置
す

る
内

陸
地

・
津

波
に

よ
る

被
害

は
無

し

5）
設

備
の

被
害

状
況

給 排 水 設 備

給
水

水
道

給
水

方
式

受
水

槽
方

式
・

ポ
ン

プ
圧

送
方

式
受

水
槽

の
位

置・
容

量
受

水
槽

（
8t

）

被
害

状
況

・
対

応
・

発
災

直
後

に
停

電
。

給
水

・
給

湯
設

備
が

停
止

。
3/

14
の

電
気

の
復

旧
に

よ
り

給
水

可
能

と
な

る
・

給
湯

設
備

の
再

稼
働

時
、

医
務

室
天

井
よ

り
大

量
の

漏
水

あ
り

・
天

井
裏

の
配

管
よ

り
水

が
噴

出
し

て
お

り
給

湯
を

停
止

・
配

管
業

者
と

携
帯

で
連

絡
が

取
れ

、
15

日
午

後
に

修
理

が
完

了
給

湯
・

ボ
イ

ラ
ー

（
油

）

被
害

状
況

・
対

応
・

電
気

、
配

管
修

理
後

の
15

日
午

後
に

復
旧

・
市

に
相

談
し

た
結

果
、

2
週

間
後

に
タ

ン
ク

ロ
ー

リ
ー

が
来

て
油

を
補

充
排

水
・

浄
化

槽

被
害

状
況

・
停

電
中

、
浄

化
槽

の
設

備
が

停
止

。
汚

水
溢

れ
を

心
配

し
た

が
、

電
気

復
旧

後
に

問
題

な
く

稼
働

電 気 設 備

受
変

電
設

備
の

位
置

・
1

階
非

常
用

電
源

・
ガ

ソ
リ

ン
タ

イ
プ

の
簡

易
発

電
機

が
2

台
非

常
用

電
源

設
置

場
所

・
ポ

ー
タ

ブ
ル

タ
イ

プ
の

非
常

発
電

お
よ

び
照

明
装

置
を

敷
地

内
の

倉
庫

に
保

管

被
害

状
況

・
設

備
に

は
被

害
な

し
・

14
日

の
電

気
復

旧
ま

で
は

、
ポ

ー
タ

ブ
ル

タ
イ

プ
の

発
電

機
で

照
明

を
確

保
空 調 設 備

空
調

方
式

個
別

空
調

、
電

気
式

の
床

暖
房

熱
源

電
気

被
害

状
況

・
設

備
機

器
の

被
害

な
し

。
通

電
と

と
も

に
復

帰
・

14
日

の
電

気
復

旧
ま

で
は

役
場

か
ら

円
形

の
ス

ト
ー

ブ
数

台
を

借
用

し
暖

房

通 信 設 備

施
設

外
の

被
害

状
況

（
電

話
・

通
信

設
備

等
）

・
電

話
・

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
は

、
電

気
の

復
旧

後
も

3
月

末
頃

ま
で

正
常

に
機

能
せ

ず
（

Ｎ
Ｔ

Ｔ
フ

レ
ッ

ツ
光

）
・

au
の

携
帯

が
辛

う
じ

て
通

じ
、

こ
れ

の
み

で
外

部
と

連
絡

・
施

設
加

入
の

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
も

使
用

不
可

。
電

話
が

開
通

し
た

4
月

初
か

ら
使

用
可

能
に

な
っ

た

施
設

内
の

被
害

状
況

（
ナ

ー
ス

コ
ー

ル
等

）

・
当

初
は

ラ
ジ

オ
で

状
況

把
握

。
テ

レ
ビ

は
電

気
の

復
旧

時
点

で
映

る
よ

う
に

な
り

、
情

報
収

集
で

き
る

よ
う

に
な

る
・

停
電

時
ナ

ー
ス

コ
ー

ル
等

の
介

護
用

品
が

使
用

で
き

な
か

っ
た

・
ナ

ー
ス

コ
ー

ル
な

ど
の

器
具

の
破

損
は

な
く

、
電

気
が

復
旧

し
た

段
階

で
通

常
通

り
使

用
が

可
能

搬 送 設 備

Ｅ
Ｖ

リ
フ

ト
（

階
段

）
該

当
な

し

そ の 他
自然

エネ
ルギ

ーの
活用

等
（太

陽光
パネ

ル、
断熱

サッ
シ等

）
 

６
）

災
害

対
策

と
そ

の
効

果

物 資 の 備 蓄

震
災

前
想

定
日

数
・

非
常

食
、

飲
料

水
、

重
油

、
ガ

ス
、

灯
油

、
ガ

ソ
リ

ン
・

災
害

用
設

備
で

は
な

く
、

常
備

品
の

保
管

が
あ

っ
た

 0
日

分

震
災

後
想

定
日

数
・

非
常

食
の

確
保

と
、

近
隣

商
店

と
の

申
し

合
わ

せ
・

非
常

時
の

速
や

か
な

ガ
ソ

リ
ン

確
保

と
緊

急
車

両
指

定
の

取
得

・
太

陽
光

発
電

（
川

井
は

雷
に

よ
る

停
電

が
多

い
）

と
ト

ラ
ン

シ
ー

バ
ー

が
有

用
 0

日
分

避
難

訓
練

の
実

施
状

況
（

震
災

前
）

想
定

災
害

地
震

火
災

そ
の

他
想

定
規

模
単

体
施

設
災

害
単

体
施

設
災

害
・

事
故

訓
練

頻
度

年
１

回
年

１
回

備
考

・（
前

）
消

防
署

の
立

会
で

、
利

用
者

全
員

が
屋

外
ま

で
避

難
す

る
訓

練
を

実
施

・（
後

）
夜

間
火

災
と

昼
間

火
災

。
内

容
は

同
上

今
後

の
避

難
訓

練

・
今

ま
で

の
防

災
計

画
は

施
設

単
体

で
あ

っ
た

が
、

今
後

は
外

部
の

関
係

機
関

と
の

具
体

的
な

連
絡

体
制

、
支

援
体

制
 

  の
確

立
が

必
要

・
利

用
者

ご
家

族
と

の
緊

急
時

の
連

絡
体

制
。

緊
急

時
の

職
員

と
の

メ
ー

ル
を

含
む

連
絡

方
法

の
確

立

２
）

主
な

被
災

状
況

当
該

地
域

の
震

度
震

度
5

弱
被

災
状

況
ほ

ぼ
損

傷
な

し

津
波

の
状

況
・

津
波

被
害

な
し

人
的

な
被

災
状

況
（

ス
タ

ッ
フ

、
入

居
者

）
・

入
居

者
、

職
員

の
死

傷
者

な
し

発
災

直
後

の
住

民
、

避
難

者
等

の
受

入
状

況
・「

福
祉

避
難

所
」

と
し

て
指

定
さ

れ
る

。
遡

っ
て

費
用

を
請

求
。

以
降

は
、

自
動

更
新

・
発

災
直

後
に

川
井

地
区

内
の

被
災

者
2

人
を

短
期

入
所

で
受

入
れ

・
3

月
17

日
に

被
災

者
を

14
人

を
受

入
れ

３
）

建
物

被
害

の
概

要
構

造
体

の
被

害
状

況
・

損
傷

な
し

非
構

造
部

材
の

被
害

状
況

（
サ

ッ
シ

ュ
、ド

ア
、天

井
、照

明
等

）

・
食

堂
の

円
形

天
井

の
石

膏
ボ

ー
ド

が
一

部
落

下
。

円
形

屋
根

を
支

え
る

鉄
骨

柱
の

周
囲

・
石

膏
ボ

ー
ド

は
20

㎝
角

程
度

家
具

・
什

器
備

品
の

被
害

状
況

（
棚

、
ベ

ッ
ド

、
車

い
す

等
）

・
損

傷
な

し

使
用

不
可

に
な

っ
た

部
屋

・
使

用
不

可
能

と
な

っ
た

部
屋

な
し

　
　

　
　

　

４
）

被
害

の
状

況
（

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

）

水
停

止
の

有
無

無
復

旧
ま

で
の

期
間

―

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

 

電 気

停
止

の
有

無
有

3
日

後
（

14
日

の
昼

に
通

電
）

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
地

震
発

生
直

後
に

停
電

・
3

日
後

の
14

日
の

昼
頃

に
復

旧

ガ ス

停
止

の
有

無
無

復
旧

ま
で

の
期

間
 

ガ
ス

の
種

類
プ

ロ
パ

ン
ガ

ス

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
プ

ロ
パ

ン
ガ

ス
の

地
震

感
知

装
置

が
働

き
一

旦
遮

断
。

地
震

が
収

ま
り

直
後

に
復

旧
・

ガ
ス

の
補

充
の

目
途

が
つ

か
ず

、
調

理
に

の
み

使
用

。
衣

類
乾

燥
機

の
使

用
不

可
と

す
る

・
ガ

ス
の

残
量

は
、

通
常

使
用

で
１

か
月

、
乾

燥
機

を
使

わ
な

か
っ

た
場

合
で

１
か

月
半

程
度

（
ガ

ス
販

売
店

の
回

答
）

・
5

月
以

降
、

ガ
ス

と
油

は
通

常
の

供
給
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８
）

外
部

か
ら

の
支

援
法

人
内

で
の

連
携

・
停

止
中

の
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
の

職
員

が
特

養
の

介
護

を
応

援
す

る
他

施
設

か
ら

の
支

援
・

特
に

な
し

医
療

機
関

と
の

連
携

・
救

急
対

応
に

つ
い

て
は

市
立

川
井

診
療

所
と

は
携

帯
で

の
連

絡
が

可
能

で
あ

っ
た

・
消

防
署

と
の

連
絡

手
段

が
な

く
、

急
変

時
に

は
直

接
要

請
に

行
く

段
取

り
を

し
た

行
政

と
の

連
携

・
宮

古
市

役
所

川
井

総
合

事
務

所
、

宮
古

消
防

署
に

連
絡

取
れ

ず
・

行
政

機
関

に
直

接
出

向
き

被
害

が
な

い
こ

と
を

報
告

・
連

絡
体

制
は

直
接

出
向

く
こ

と
で

調
整

（
役

場
に

は
衛

星
電

話
が

あ
っ

た
）

７
）

生
活

・
介

護
の

継
続

入
居

者
の

状
況

・
地

震
発

生
直

後
は

、
屋

外
へ

の
避

難
を

避
け

施
設

内
の

居
室

等
に

留
ま

る
（

ガ
ラ

ス
の

落
下

の
危

険
の

な
い

場
所

）
・

入
所

者
は

安
定

し
て

い
た

。
家

族
へ

の
連

絡
手

段
な

か
っ

た
・

入
所

50
人

+
短

期
入

所
14

人
が

施
設

に
残

り
、

プ
ラ

ス
短

期
入

所
2

人
を

受
け

入
れ

る
・

3
月

17
日

に
入

所
14

人
を

追
加

で
受

け
入

れ
る

【
介

護
の

状
況

】
・

3
日

間
程

度
の

停
電

で
あ

っ
た

た
め

入
浴

に
は

問
題

が
な

か
っ

た

ス
タ

ッ
フ

の
確

保

・
職

員
の

増
員

は
な

く
既

存
の

職
員

で
対

応
・

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

を
休

業
し

た
た

め
担

当
の

4
名

が
特

養
の

応
援

に
入

る
・

震
災

当
日

の
夜

間
は

夜
勤

者
を

2
名

か
ら

3
名

に
増

員
・

震
災

当
日

の
夜

間
は

管
理

宿
直

1
名

、
事

務
室

3
名

（
施

設
長

、
主

任
相

談
員

、
介

護
支

援
専

門
員

）
で

泊
ま

る
・

そ
れ

以
降

も
完

全
夜

勤
3

名
、

管
理

宿
直

1
名

、
男

性
事

務
員

1
名

の
夜

間
体

制
を

2
週

間
程

度
継

続
・

3
月

17
日

、
田

老
町

の
被

災
者

2
人

を
受

け
入

れ
る

対
応

に
も

あ
た

る
・

ガ
ソ

リ
ン

不
足

か
ら

施
設

に
泊

ま
る

職
員

も
い

た

通
所

・
訪

問
利

用
者

へ
の

対
応

・
震

災
後

、
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
は

休
業

・
3

月
28

日
か

ら
週

3
日

と
し

、
4

月
11

日
か

ら
正

規
の

利
用

を
開

始
・

短
期

入
所

は
7

人
以

内
と

し
た

が
、

4
月

25
日

か
ら

正
規

の
10

人
と

し
た

物 資 の 確 保

食
糧

・
水

・
食

糧
は

、
救

援
物

資
、

商
店

か
ら

購
入

し
た

分
で

確
保

で
き

た
・

お
米

と
野

菜
類

は
、

職
員

の
家

族
か

ら
入

手
で

き
た

・
停

電
時

は
、

使
い

捨
て

食
器

を
使

用
し

、
食

事
時

間
と

食
事

場
所

を
随

時
変

更
し

た
・

水
は

施
設

貯
水

槽
に

8
ｔ

あ
り

、
市

の
水

道
も

止
ま

ら
な

か
っ

た
た

め
問

題
な

か
っ

た

医
薬

品
・

市
立

の
診

療
所

と
は

携
帯

で
連

絡
が

で
き

必
要

な
薬

品
は

処
方

し
て

も
ら

っ
た

・
消

毒
薬

等
は

ス
ト

ッ
ク

し
て

い
た

物
品

が
あ

っ
た

・
酸

素
は

携
帯

式
ボ

ン
ベ

で
あ

り
停

電
の

影
響

な
し

。
使

い
切

っ
た

場
合

へ
の

不
安

が
あ

っ
た

・
吸

引
は

充
電

式
の

た
め

小
型

発
電

機
か

ら
充

電
し

使
用

で
き

た

介
護

用
品

・
手

持
ち

の
紙

オ
ム

ツ
は

1
週

間
程

度
で

補
充

が
見

込
め

な
か

っ
た

・
周

辺
の

ド
ラ

ッ
グ

ス
ト

ア
を

回
り

少
量

ず
つ

紙
オ

ム
ツ

を
購

入
。

4
月

初
め

か
ら

は
取

引
業

者
か

ら
安

定
的

な
供

給
 を

得
ら

れ
る

。
・

お
む

つ
交

換
時

に
水

が
使

え
ず

、
手

指
の

洗
浄

が
で

き
な

か
っ

た
た

め
消

毒
剤

や
使

い
捨

て
手

袋
等

を
使

用
し

た
が

 不
安

で
あ

っ
た

日
用

品
・

重
油

：
発

災
2

週
間

後
に

市
を

通
し

タ
ン

ク
に

補
充

し
て

も
ら

う
。

以
降

、
通

常
の

納
入

と
な

る
・

ガ
ソ

リ
ン

：
私

用
・

公
用

と
も

ガ
ソ

リ
ン

の
補

充
が

不
可

能
・

4
月

初
に

緊
急

車
両

の
指

定
を

受
け

ガ
ソ

リ
ン

の
入

手
が

可
能

と
な

る
・

デ
ィ

ー
ゼ

ル
車

1
台

に
つ

い
て

は
家

族
の

方
か

ら
軽

油
10

0
リ

ッ
ト

ル
を

一
時

的
に

借
用

そ
の

他

居
場

所
の

確
保

・
施

設
内

で
安

全
な

場
所

を
確

認
し

て
確

保
し

た
・

経
管

栄
養

、
エ

ア
マ

ッ
ト

、
要

観
察

等
の

入
所

者
の

状
況

に
合

わ
せ

て
部

屋
割

り
を

見
直

し
た

【
施

設
図

】

9）
復

旧
か

ら
こ

れ
か

ら
に

向
け

て
の

取
り

組
み

、
今

回
の

震
災

を
踏

ま
え

て
の

課
題

、
高

齢
者

施
設

の
あ

り
方

に
つ

い
て

・
特

養
は

緊
急

時
の

受
け

皿
と

し
て

、
収

容
人

数
・

職
員

配
置

を
考

慮
し

た
上

で
、

数
日

間
の

物
資

や
食

料
の

備
蓄

が
必

要
・

緊
急

時
に

対
応

で
き

る
設

備
を

整
備

す
る

必
要

が
あ

る
・

連
絡

拠
点

と
し

て
機

能
で

き
る

通
信

機
能

の
整

備
（

光
電

話
・

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
は

停
電

の
と

き
使

用
不

可
に

な
る

）
・

近
隣

の
高

齢
者

施
設

間
で

の
連

携
構

築
。

非
常

時
の

連
絡

体
制

、
利

用
者

の
受

入
体

制
、

搬
送

用
車

両
の

提
供

体
制

な
ど
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認知症高齢者グループホーム03 愛宕の丘

対象施設

概要

位置

被害・復旧の経過整理

　市役所北の高台に位置する住宅団地の一画に立地。地震による建物および設備、家具等の被害は極めて軽微で
あった。ライフラインでは、水・電気・ガスが約 1 週間停止。電気に依存する空調・給水・給湯・調理設備は動
かなくなった。給水車、借用した石油ストーブとカセットコンロで代替し、飲食・排水・暖房を確保。薬・食材・
日用品・灯油等の物品は、関連会社から調達。
　3 月 13 日昼前、水不足によりトイレが使用できなかったため職員関係者が施設長の盛岡の有料老人ホームに
転居。ライフラインが復旧した 3 月 17 日午後に帰宅。
　行政、ボランティア等の支援は少なく全て自分たちで判断した。
  施設では、①災害時にどのように行動するかの独自の情報収集と判断力、②他の施設との日ごろの付き合い、
③近隣住民との付き合いの重要性を挙げている。

期間 発災直後 ～ 24 時間 ～ 72 時間 ～１週間 ～２週間 ～ 1 か月 ～ 3 か月 ～半年
構造体 ○

非構造部材 △ △ △ ○
家具備品 ○
主要諸室 ○

受水 × × × ○
排水 ○
受電 × × × ○
ガス × × × ○

給水設備 ○
給湯設備 ○
排水設備 ○
電気設備 ○

照明 ○
コンセント ○
通信設備 × × × ○
空調設備 ○
安否確認 ○
入所者 ○
通所者 …
職員 ○
応援 △

食糧・水 △ △ △ ○
介護医薬品 △ △ △ ○

日用品 ○
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エントランス、事務室外観

２階吹抜からリビングを見るリビング中央の畳床

汚物流しに苦労したトイレ

災害連絡機器と避難経路・防災訓練の表示

２階　法人事務室、会議室

キッチンと石油暖房機
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調
査

日
時

20
11

年
11

月
22

日
対

応
者

計
画

作
成

担
当

者
調

査
員

名
（

※
：

記
録

者
）

狩
野

徹
、

安
藤

繁
※

１
）

施
設

概
要

施
設

種
別

認
知

症
高

齢
者

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
開

設
年

20
10

年
12

月
定

員
9

人

併
設

施
設

・
関

連
会

社
の

川
崎

タ
ク

シ
ー

：
訪

問
介

護
、

送
迎

・
移

送
サ

ー
ビ

ス

階
数

地
上

2
階

構
造

種
別

木
造

設
計

甲
斐

谷
設

計
施

工
地

元
工

務
店

立
地

の
特

徴

・
津

波
に

よ
る

甚
大

な
被

害
を

受
け

た
岩

手
県

宮
古

市
に

あ
る

施
設

・
海

岸
部

に
近

い
位

置
に

あ
る

が
、

市
役

所
北

部
の

高
台

に
開

発
さ

れ
た

戸
建

団
地

の
一

角
に

あ
る

た
め

津
波

の
被

害
  を

免
れ

る
・

運
営

法
人

が
所

有
し

て
い

た
土

地
に

開
発

・
市

役
所

前
に

あ
っ

た
本

社
が

被
災

し
、

現
在

は
本

施
設

の
2

階
に

本
社

機
能

を
移

設

5）
設

備
の

被
害

状
況

給 排 水 設 備

給
水

水
道

給
水

方
式

水
道

直
結

直
圧

方
式

受
水

槽
の

位
置・

容
量

な
し

被
害

状
況

・
対

応

・
施

設
内

の
設

備
に

被
害

な
し

給
湯

灯
油

ボ
イ

ラ
ー

被
害

状
況

・
対

応
・

施
設

内
の

設
備

に
被

害
な

し
・

灯
油

の
ス

ト
ッ

ク
が

有
り

・
灯

油
の

取
引

先
が

来
て

く
れ

た
が

、
停

電
で

機
械

が
作

動
し

な
い

排
水

浄
化

槽

被
害

状
況

　

電 気 設 備

受
変

電
設

備
の

位
置

設
備

に
被

害
な

し
非

常
用

電
源

直
接

引
込

非
常

用
電

源
設

置
場

所
無

し

被
害

状
況

設
備

に
被

害
な

し

空 調 設 備

空
調

方
式

個
別

空
調

熱
源

電
気

被
害

状
況

・
停

電
に

よ
り

使
用

不
可

・
１

階
リ

ビ
ン

グ
と

事
務

室
は

大
型

機
器

、
そ

の
他

は
個

別
空

調
。

い
ず

れ
も

停
電

で
作

動
せ

ず

通 信 設 備

施
設

外
の

被
害

状
況

（
電

話
・

通
信

設
備

等
）

・
ひ

か
り

電
話

。
停

電
直

後
に

停
止

。
・

au
の

携
帯

の
み

通
話

可
・

ソ
ー

ラ
ー

発
電

が
あ

る
近

隣
住

宅
で

日
中

に
充

電
さ

せ
て

も
ら

う
・

歩
い

て
状

況
の

情
報

を
収

集
施

設
内

の
被

害
状

況
（

ナ
ー

ス
コ

ー
ル

等
）

・
設

置
な

し

搬 送 設 備

Ｅ
Ｖ

リ
フ

ト
（

階
段

）

・
設

置
な

し

そ の 他
自然

エネ
ルギ

ーの
活用

等
（太

陽光
パネ

ル、
断熱

サッ
シ等

）
無

し
。

６
）

災
害

対
策

と
そ

の
効

果
物 資 の 備 蓄

震
災

前
想

定
日

数
・

災
害

用
備

蓄
で

は
な

い
が

食
糧

は
常

時
、

1
週

間
程

度
の

ス
ト

ッ
ク

を
確

保
し

て
い

る
 7

日
分

震
災

後
想

定
日

数
・

水
と

電
気

が
不

要
な

食
材

（
ご

飯
な

ど
）

を
ス

ト
ッ

ク
し

よ
う

と
考

え
て

い
る

・
蝋

燭
が

な
く

照
明

に
困

っ
た

た
め

簡
易

な
発

電
機

も
考

え
て

い
る

 7
日

分

避
難

訓
練

の
実

施
状

況
（

震
災

前
）

想
定

災
害

火
災

想
定

規
模

施
設

内

訓
練

頻
度

開
設

時
に

1
回

実
施

（
開

設
時

　
20

10
年

12
月

）

備
考

・
職

員
向

け
の

火
災

の
避

難
訓

練
を

年
2

回
実

施
す

る
予

定

今
後

の
避

難
訓

練
・

入
所

者
を

含
め

た
避

難
は

今
回

が
初

め
て

の
経

験

２
）

主
な

被
災

状
況

当
該

地
域

の
震

度
震

度
５

弱
被

災
状

況
被

害
な

し
津

波
の

状
況

・
津

波
に

よ
る

被
害

な
し

人
的

な
被

災
状

況
（

ス
タ

ッ
フ

、
入

居
者

）

・
入

居
者

：
死

傷
者

な
し

　
利

用
者

9
名

の
う

ち
車

い
す

利
用

者
は

1
名

・
職

員
：

死
傷

者
な

し
　

1
日

に
勤

務
し

て
い

る
職

員
は

３
か

ら
4

名

発
災

直
後

の
住

民
、

避
難

者
等

の
受

入
状

況
・

被
災

者
の

受
け

入
れ

な
し

３
）

建
物

被
害

の
概

要
構

造
体

の
被

害
状

況
・

被
害

な
し

非
構

造
部

材
の

被
害

状
況

（
サ

ッ
シ

ュ
、ド

ア
、天

井
、照

明
等

）
・

窓
ガ

ラ
ス

の
一

部
が

脱
落

。
風

呂
場

タ
イ

ル
に

ク
ラ

ッ
ク

が
は

い
る

家
具

・
什

器
備

品
の

被
害

状
況

（
棚

、
ベ

ッ
ド

、
車

い
す

等
）

・
特

に
な

し

使
用

不
可

に
な

っ
た

部
屋

・
特

に
な

し

４
）

被
害

の
状

況
（

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

）

水

停
止

の
有

無
有

　
復

旧
ま

で
の

期
間

6
日

後
（

17
日

夕
方

）

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
宮

古
病

院
付

近
ま

で
浸

水
。

給
水

ポ
ン

プ
が

冠
水

し
て

使
用

停
止

・
給

水
車

が
出

動
し

職
員

が
車

椅
子

を
使

用
し

て
ポ

リ
タ

ン
ク

で
水

を
搬

送

電 気

停
止

の
有

無
有

　
復

旧
ま

で
の

期
間

6
日

後
（

17
日

夕
方

）

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
発

災
直

後
に

停
電

ガ ス

停
止

の
有

無
有

復
旧

ま
で

の
期

間
6

日
後

ガ
ス

の
種

類
都

市
ガ

ス

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
石

油
ス

ト
ー

ブ
を

知
合

い
か

ら
２

台
借

り
る

・
カ

セ
ッ

ト
コ

ン
ロ

2
台

と
あ

わ
せ

て
反

射
板

の
上

で
調

理
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８
）

外
部

か
ら

の
支

援

法
人

内
で

の
連

携
・

関
連

会
社

の
タ

ク
シ

ー
会

社
か

ら
物

資
の

支
援

を
受

け
る

・
親

類
が

経
営

し
て

い
る

内
陸

の
有

料
老

人
ホ

ー
ム

に
一

時
避

難
を

行
う

他
施

設
か

ら
の

支
援

・
他

施
設

か
ら

の
支

援
は

な
か

っ
た

・
近

隣
も

被
災

者
の

た
め

、
支

援
を

互
い

に
で

き
な

か
っ

た
・

道
路

が
封

鎖
し

て
い

た
た

め
応

援
が

な
か

っ
た

医
療

機
関

と
の

連
携

・
ど

の
医

療
機

関
が

対
応

可
能

か
無

線
で

探
し

た

行
政

と
の

連
携

・
市

役
所

が
津

波
被

害
に

あ
っ

て
お

り
連

絡
が

付
き

に
く

い
状

況
で

あ
っ

た
・

大
き

な
被

害
が

な
い

か
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

協
会

だ
け

が
確

認
に

き
て

く
れ

た
・

全
て

の
事

を
自

力
で

判
断

し
た

７
）

生
活

・
介

護
の

継
続

入
居

者
の

状
況

・
発

災
時

に
不

安
定

に
は

な
ら

な
か

っ
た

・
防

災
無

線
と

消
防

暑
の

車
両

か
ら

大
津

波
警

報
が

あ
っ

た
・

入
居

者
9

人
中

5
人

の
家

が
流

さ
れ

た
。

家
族

に
行

方
不

明
の

人
が

い
た

（
そ

の
後

、
無

事
を

確
認

）
・

屋
根

に
上

っ
て

市
街

を
見

た
が

水
門

の
中

の
家

は
駄

目
だ

ろ
う

と
感

じ
た

・
こ

こ
ま

で
津

波
が

来
る

と
は

思
わ

な
か

っ
た

・
3

月
12

日
に

専
務

が
状

況
把

握
に

行
く

。
市

の
放

送
は

動
い

て
い

た
・

3
月

13
日

昼
前

に
、

妻
が

管
理

者
を

し
て

い
る

盛
岡

・
津

志
田

の
有

料
老

人
ホ

ー
ム

に
全

員
で

移
動

・
ト

イ
レ

の
水

洗
（

バ
ケ

ツ
）

が
負

担
に

な
り

移
動

を
決

意
・

大
便

の
み

流
す

こ
と

に
し

た
が

、
毎

回
、

水
洗

タ
ン

ク
に

手
動

で
給

水
す

る
必

要
が

あ
っ

た
・

移
動

先
の

有
料

老
人

ホ
ー

ム
は

満
室

で
あ

っ
た

た
め

食
堂

で
寝

起
き

（
雑

魚
寝

）
す

る
。

風
呂

は
無

し
・

3
月

17
日

午
後

に
復

帰

ス
タ

ッ
フ

の
確

保

・
職

員
に

被
害

な
し

・
2

人
の

職
員

の
家

が
流

さ
れ

た

通
所

・
訪

問
利

用
者

へ
の

対
応

・
通

所
、

訪
問

介
護

は
行

っ
て

い
な

い

物 資 の 確 保

食
糧

・
水

・
関

連
会

社
の

川
崎

タ
ク

シ
ー

関
連

の
会

社
が

食
材

を
持

っ
て

き
て

く
れ

た
・

団
地

の
上

に
あ

る
ス

ー
パ

ー
に

買
い

出
し

に
行

っ
た

・
水

が
不

足
し

た
・

調
理

は
石

油
ス

ト
ー

ブ
の

反
射

板
の

上
で

行
っ

た

医
薬

品
・

9
人

中
8

人
が

服
薬

。
血

圧
関

係
。

糖
尿

患
者

は
い

な
い

・
か

か
り

つ
け

の
開

業
医

は
休

診
し

て
い

た
。

3
月

13
日

の
移

動
ま

で
は

手
持

ち
の

薬
で

対
応

・
お

薬
手

帳
を

活
用

し
市

内
の

開
業

医
か

ら
バ

イ
ク

で
調

達

介
護

用
品

・
関

連
会

社
の

タ
ク

シ
ー

会
社

の
つ

て
で

調
達

日
用

品
・

関
連

会
社

の
タ

ク
シ

ー
会

社
の

つ
て

で
調

達

そ
の

他
・

関
連

会
社

の
タ

ク
シ

ー
会

社
の

つ
て

で
調

達

居
場

所
の

確
保

3
月

13
日

に
盛

岡
の

有
料

老
人

ホ
ー

ム
に

移
動

。

【
施

設
図

】

9）
復

旧
か

ら
こ

れ
か

ら
に

向
け

て
の

取
り

組
み

、
今

回
の

震
災

を
踏

ま
え

て
の

課
題

、
高

齢
者

施
設

の
あ

り
方

に
つ

い
て

・
自

宅
が

盛
岡

に
あ

り
盛

岡
と

宮
古

の
温

度
差

の
違

い
が

わ
か

る
。

盛
岡

は
支

援
要

請
等

の
連

絡
を

待
っ

て
い

た
・

ど
の

よ
う

に
行

動
す

る
か

の
判

断
が

重
要

。
行

政
は

と
は

連
絡

が
つ

か
な

か
っ

た
・

他
の

法
人

や
施

設
と

の
連

携
を

強
化

す
る

・
団

地
の

高
齢

者
も

い
る

こ
と

か
ら

近
隣

と
の

付
き

合
い

が
重

要

1
階

平
面

図
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特別養護老人ホーム04 らふたぁヒルズ

対象施設

概要

位置

被害・復旧の経過整理

　特別養護老人ホーム「らふたぁヒルズ」は海岸近くに立地。高台にあり津波被害を受けずにすんでいる。津波
発生直後は、近くの中学生、地域住民ら約 200 名の避難者を受け入れ。うち約 60 名は要治療の方々で１階ロビー
は野戦病院のようだった。地域の診療機能は壊滅状態だったが、「らふたぁヒルズ」では、震災後すぐに同町の
被災したドクターの協力を得て、１階の地域交流スペースを提供し、仮設の診療所を開いている。
　食料は施設利用者分の備蓄はあったが、地域の避難者の分は想定していなかった。震災後、食料の備蓄倉庫を
新たに整備。施設が機能するだけの十分な容量の自家発電装置が無く、震災後は暫く停電が続いた。太陽光発電
の整備を検討中。

期間 発災直後 ～ 24 時間 ～ 72 時間 ～１週間 ～２週間 ～ 1 か月 ～ 3 か月 ～半年
構造体 ○被害無し

非構造部材 水道管破壊
家具備品 ○被害無し
主要諸室 ○被害無し

受水 断水 断水 給水（自衛隊） 給水車 給水車 復旧 4/1
排水 使わず 使わず
受電 停電 小型発電機 小型発電機 小型発電機 大型発電機 3/25 復旧 4/5
ガス －

給水設備 ○被害無し
給湯設備 ○被害無し
排水設備 ○被害無し
電気設備 ○被害無し

照明 ○被害無し
コンセント ○被害無し
通信設備 不通 不通 不通 不通 衛星電話3/22 携帯電話3/25 固定電話4/11
空調設備 ○被害無し
安否確認 ○
入所者 ○被害無し
通所者 －
職員 ○被害無し
応援 医師・自衛隊 ◎

食糧・水 １日２食 １日２食 １日２食 １日２食 １日２食 ◎通常 4/5
介護医薬品 在庫で対応 在庫で対応 在庫で対応 在庫で対応 ○ 3 ／ 20

日用品 在庫で対応 在庫で対応 在庫で対応 ○ 3 ／ 16 買出し
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被災直後の室内の様子 ※外観

屋外に設けられた物資の保管庫防寒対策 ※

飲料水の確保の状況 ※オール電化厨房にガスコンロを設置し調理
ガスはプロパンボンベから直結 ※

隣接する小学校にヘリポートが設置
緊急移送の拠点となる ※

被災時の外構部分の手すりの状況 ※

※ 施設提供
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調
査

日
時

20
11

年
11

月
14

日
対

応
者

施
設

長
調

査
員

名
（

※
：

記
録

者
）

狩
野

徹
※

 、
酒

巻
佳

江

１
）

施
設

概
要

施
設

種
別

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
開

設
年

20
05

年
定

員
入

居
60

人

併
設

施
設

車
で

5
分

の
距

離
に

同
一

法
人

の
特

別
養

護
老

人
ホ

ー
ム

三
陸

園
（

50
室

）
あ

り

階
数

地
上

2
階

建
構

造
種

別
RC

造
設

計
久

慈
設

計
施

工
宮

城
建

設

立
地

の
特

徴
・

大
槌

町
の

東
部

吉
里

吉
里

地
区

に
立

地
。

海
岸

部
に

面
し

て
い

る
が

高
台

に
あ

る

5）
設

備
の

被
害

状
況

給 排 水 設 備

給
水

水
道

給
水

方
式

水
道

直
結

直
圧

方
式

受
水

槽
の

位
置・

容
量

12
t

被
害

状
況

・
対

応
・

天
井

裏
の

配
管

が
壊

れ
る

給
湯

電
気

被
害

状
況

・
対

応
・

被
害

無
し

（
天

井
配

管
は

被
災

）

排
水

下
水

道

被
害

状
況

・
被

害
無

し

電 気 設 備

受
変

電
設

備
の

位
置

屋
外

非
常

用
電

源
有

 （
 簡

易
 ）

4
ｋ

ク
ラ

ス
の

小
型

発
電

機
非

常
用

電
源

設
置

場
所

屋
外

被
害

状
況

・
被

害
無

し

空 調 設 備

空
調

方
式

集
中

熱
源

電
気

被
害

状
況

・
被

害
無

し

通 信 設 備

施
設

外
の

被
害

状
況

（
電

話
・

通
信

設
備

等
）

・
3／

23
に

Ｎ
Ｔ

Ｔ
か

ら
衛

星
電

話
の

支
給

あ
り

・
固

定
電

話
は

4／
11

～
復

旧
・

携
帯

電
話

は
3／

25
あ

た
り

か
ら

復
旧

施
設

内
の

被
害

状
況

（
ナ

ー
ス

コ
ー

ル
等

）
　

搬 送 設 備

Ｅ
Ｖ

リ
フ

ト
（

階
段

）
・

停
電

に
よ

り
停

止
（

4／
5

～
復

旧
）

そ の 他
自然

エネ
ルギ

ーの
活用

等
（太

陽光
パネ

ル、
断熱

サッ
シ等

）
・

4／
9

～
食

洗
機

使
用

可
能

６
）

災
害

対
策

と
そ

の
効

果
物 資 の 備 蓄

震
災

前
想

定
日

数
・

3
食

分
は

備
蓄

し
て

い
た

（
給

食
は

委
託

）
３

 日
分

震
災

後
想

定
日

数
・

入
居

者
用

の
3

食
分

は
変

わ
ら

な
い

・
地

域
住

民
用

に
ア

ル
フ

ァ
米

を
30

0
食

分
準

備
す

る
予

定
・

ア
ル

フ
ァ

米
保

管
用

に
屋

外
に

倉
庫

を
作

っ
た

 ３
日

分

避
難

訓
練

の
実

施
状

況
（

震
災

前
）

想
定

災
害

地
震

火
災

そ
の

他
想

定
規

模
大

規
模

広
域

災
害

単
体

施
設

災
害

訓
練

頻
度

年
１

回
年

１
回

備
考

・
夜

間
に

行
っ

て
い

た
・

ら
ふ

た
ぁ

と
三

陸
園

で
交

互
に

行
う

今
後

の
避

難
訓

練
・

震
災

後
に

は
訓

練
は

行
っ

て
い

な
い

２
）

主
な

被
災

状
況

当
該

地
域

の
震

度
震

度
 6

強
被

災
状

況
大

き
な

損
傷

は
な

い
津

波
の

状
況

・
津

波
に

よ
る

被
害

な
し

人
的

な
被

災
状

況
（

ス
タ

ッ
フ

、
入

居
者

）
・

勤
務

中
の

ス
タ

ッ
フ

、
入

居
者

の
被

災
者

は
0

・
休

み
中

の
ス

タ
ッ

フ
3

名
が

津
波

に
流

さ
れ

て
死

亡
、

1
名

が
怪

我
（

骨
折

）
を

し
た

発
災

直
後

の
住

民
、

避
難

者
等

の
受

入
状

況
・

20
0

名
の

地
域

住
民

を
受

入
れ

た
・

受
入

れ
住

民
の

中
に

は
溺

れ
て

運
ば

れ
た

人
が

3
名

、
う

ち
1

名
が

死
亡

３
）

建
物

被
害

の
概

要
構

造
体

の
被

害
状

況
・

被
害

無
し

非
構

造
部

材
の

被
害

状
況

（
サ

ッ
シ

ュ
、ド

ア
、天

井
、照

明
等

）

・
1

階
天

井
裏

の
水

道
管

が
地

震
の

影
響

で
破

壊
し

た
・

1
階

の
フ

ロ
ー

リ
ン

グ
の

床
が

水
浸

し
に

な
っ

た
、

地
域

交
流

ス
ペ

ー
ス

の
一

部
に

水
漏

れ
・

崖
に

面
し

た
外

構
の

手
す

り
が

地
盤

沈
下

の
影

響
を

受
け

倒
れ

た
家

具
・

什
器

備
品

の
被

害
状

況
（

棚
、

ベ
ッ

ド
、

車
い

す
等

）

・
パ

ソ
コ

ン
が

倒
れ

た
程

度

使
用

不
可

に
な

っ
た

部
屋

・
水

道
管

が
壊

れ
て

水
浸

し
に

な
っ

た
床

（
ユ

ニ
ッ

ト
ケ

ア
の

共
用

廊
下

部
分

）
が

使
用

不
可

に
な

っ
た

４
）

被
害

の
状

況
（

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

）

水

停
止

の
有

無
有

復
旧

ま
で

の
期

間
35

日
後

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
3／

15
～

給
水

車
に

て
対

応
・

3／
18

～
毎

日
給

水
車

（
2

～
3

ｔ
ト

ラ
ッ

ク
2

台
）

に
て

午
前

午
後

対
応

・
給

水
車

の
ピ

ス
ト

ン
輸

送
に

て
対

応
（

大
槌

町
の

浄
水

場
は

被
災

し
て

い
な

い
）

・
ト

イ
レ

は
4/

1
～

復
旧

電 気

停
止

の
有

無
有

復
旧

ま
で

の
期

間
21

日
後

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
3／

25
～

施
設

長
自

ら
盛

岡
で

調
達

し
た

大
型

発
電

機
に

て
対

応
・

3／
29

～
電

源
車

に
て

対
応

・
当

初
4

ｋ
ク

ラ
ス

の
発

電
機

が
施

設
に

あ
っ

た
が

小
さ

す
ぎ

て
役

に
立

た
な

か
っ

た

ガ ス

停
止

の
有

無
無

復
旧

ま
で

の
期

間
　

ガ
ス

の
種

類
オ

ー
ル

電
化

の
為

、
ガ

ス
設

備
無

し
復

旧
ま

で
の

対
応

・
代

替
手

段
・

各
ユ

ニ
ッ

ト
に

あ
っ

た
カ

セ
ッ

ト
コ

ン
ロ

を
調

理
用

に
使

用
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８
）

外
部

か
ら

の
支

援
法

人
内

で
の

連
携

・
三

陸
園

と
の

連
携

は
特

に
な

し
（

施
設

長
は

兼
務

）

他
施

設
か

ら
の

支
援

・
岩

手
、

青
森

、
秋

田
の

法
人

か
ら

支
援

が
あ

っ
た

・
1

週
間

交
代

で
ス

タ
ッ

フ
を

派
遣

医
療

機
関

と
の

連
携

・
22

名
の

入
居

者
を

ヘ
リ

で
運

ん
で

も
ら

っ
た

・
22

名
の

う
ち

10
名

が
透

析
患

者
だ

っ
た

の
で

急
を

要
し

た
状

況
だ

っ
た

・
県

立
釜

石
病

院
を

中
心

に
、

普
段

交
流

の
な

い
病

院
（

県
立

宮
古

、
県

立
遠

野
）

へ
も

利
用

者
を

搬
送

し
た

・
嘱

託
医

の
医

師
が

不
在

と
な

っ
た

た
め

、
近

隣
の

ク
リ

ニ
ッ

ク
に

要
請

し
た

・
内

科
の

ド
ク

タ
ー

が
来

て
も

複
雑

な
疾

患
を

も
つ

高
齢

者
の

診
察

は
難

し
い

・
歯

科
や

眼
科

の
ド

ク
タ

ー
は

有
効

だ
っ

た

行
政

と
の

連
携

　

７
）

生
活

・
介

護
の

継
続

入
居

者
の

状
況

・
1

階
部

分
を

地
域

へ
開

放
、

入
居

者
60

名
は

2
階

に
移

動
し

た
（

約
1

週
間

）
・

透
析

が
必

要
な

利
用

者
は

、
ヘ

リ
に

て
搬

送
・

震
災

影
響

に
よ

る
急

性
憎

悪
の

利
用

者
は

い
な

か
っ

た

ス
タ

ッ
フ

の
確

保

・
震

災
の

あ
っ

た
3

月
に

退
職

予
定

の
人

に
残

っ
て

も
ら

っ
た

・
震

災
の

影
響

で
退

職
し

た
の

は
三

陸
園

と
合

わ
せ

て
23

名
・

現
在

の
ス

タ
ッ

フ
数

は
49

名
（

震
災

前
は

51
名

）
・

町
か

ら
出

て
行

く
人

も
多

く
、

以
前

は
5

～
6

月
で

4
～

5
人

の
採

用
が

決
ま

っ
て

い
た

が
、

現
在

の
と

こ
ろ

採
用

  予
定

者
は

0
名

で
あ

る
・

全
体

的
に

ス
タ

ッ
フ

不
足

通
所

・
訪

問
利

用
者

へ
の

対
応

・
デ

イ
は

行
っ

て
い

な
い

物 資 の 確 保

食
糧

・
水

・
入

居
者

用
と

し
て

3
食

分
を

確
保

し
て

い
た

・
1

日
2

食
（

10
時

と
16

時
）

で
対

応
・

メ
ニ

ュ
ー

は
お

か
ゆ

、
お

味
噌

汁
、

お
か

ず
が

一
品

・
4/

5
か

ら
通

常
の

3
食

に
戻

る
・

電
化

厨
房

で
は

ク
ッ

ク
チ

ル
を

採
用

し
て

い
る

た
め

、
実

際
は

2
日

分
程

度
の

食
糧

は
あ

っ
た

・
食

べ
物

に
不

自
由

し
て

い
た

感
じ

は
な

い
が

地
域

住
民

の
為

の
食

糧
の

確
保

は
別

必
要

と
感

じ
た

医
薬

品

・
3/

19
か

ら
以

前
か

ら
親

交
の

あ
る

釜
石

市
の

薬
局

か
ら

協
力

を
得

ら
れ

た
（

3/
20

に
薬

到
着

）

介
護

用
品

・
オ

ム
ツ

は
1

週
間

程
度

で
届

い
た

日
用

品
・

3/
16

に
車

で
2

時
間

30
分

程
度

の
盛

岡
に

買
い

出
し

・
ガ

ソ
リ

ン
は

緊
急

車
両

扱
い

で
不

自
由

は
し

な
か

っ
た

そ
の

他
・

灯
油

は
確

保
で

き
た

が
、

軽
油

が
入

手
困

難
だ

っ
た

居
場

所
の

確
保

・
1

階
部

分
を

地
域

へ
開

放
、

入
居

者
60

名
は

2
階

に
移

動
し

た
（

約
1

週
間

）

【
施

設
図

】

9）
復

旧
か

ら
こ

れ
か

ら
に

向
け

て
の

取
り

組
み

、
今

回
の

震
災

を
踏

ま
え

て
の

課
題

、
高

齢
者

施
設

の
あ

り
方

に
つ

い
て

・
太

陽
光

発
電

を
採

用
予

定
・

地
域

住
民

の
為

の
食

糧
を

確
保

・
福

祉
避

難
所

と
し

て
の

利
用

者
の

名
簿

の
整

理
が

難
し

い
。

実
際

震
災

直
後

に
対

象
者

を
区

分
す

る
余

裕
は

な
い

。
・

ス
タ

ッ
フ

の
採

用
が

滞
る

の
は

、
震

災
後

の
失

業
保

険
の

交
付

期
間

が
延

長
さ

れ
て

い
る

こ
と

も
影

響
が

あ
る

と
思

わ
れ

る
（

今
の

と
こ

ろ
12

月
  末

や
3

月
末

ま
で

と
言

わ
れ

て
い

る
）

2
階

平
面

図
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対象施設

概要

位置

被害・復旧の経過整理

　津波被害の大きかった岩手県大槌町の東部吉里地区に立地。海岸に面しているが高台にあるため津波の被害は
免れる。勤務中の職員および入居者の死傷者なし。休暇中の職員一名が津波により亡くなる。建物の被害は少な
く、エキスパンションが壊れた程度。地域住民 30 名および当日のデイサービス利用者 23 名を避難者として受
け入れる。
　ライフラインでは、断水が 64 日、停電が 21 日。断水中は湧水や給水車を使用。電気は 3 月 25 日に大型発電
機を調達、3 月 29 日に電源車を手配して対応。食糧は入居者用として 3 日分を用意。1 日 2 食で対応。4 月 5
日から 3 食に戻る。
　秋田、青森、岩手の法人からの人的支援あり。1 週間交代でスタッフが派遣される。

期間 発災直後 ～ 24 時間 ～ 72 時間 ～１週間 ～２週間 ～ 1 か月 ～ 3 か月 ～半年
構造体 ○

非構造部材 エクスパンション崩壊 復旧
家具備品 ○
主要諸室 ○

受水 ○ 断水 給水（自衛隊） 給水＋湧水 給水＋湧水 給水＋湧水 復旧 5/15
排水 ○ 使わず
受電 ○ 小型発電機 小型発電機 小型発電機 大型発電機 復旧 4/5
ガス ○ ボンベ収集

給水設備 ○
給湯設備 ○
排水設備 ○
電気設備 ○

照明 ○
コンセント ○
通信設備 × × × × 衛星電話 3/22 携帯電話 3/25 固定電話 4/11
空調設備 ○
安否確認 ○
入所者 ○
通所者 ○
職員 △ 非番職員２名被害（１名死亡、１名重傷）
応援 医師・自衛隊

食糧・水 １日２食 １日２食 １日２食 １日２食 １日２食 ◎通常 4/5
介護医薬品 △備蓄 △備蓄 △備蓄 △備蓄 ○ 3/20

日用品 △備蓄 △備蓄 △備蓄 ○ 3/16 買出し
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電源設備外観　海に面した高台に位置する。手前は決壊した防潮堤

給水設備給湯設備

被災時に利用したガスコンロ湧水の貯水桶　震災直後に裏山の湧水を引く

外国から送られた簡易テント　物資の保管場所として利用増設された防災備蓄庫
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調
査

日
時

20
11

年
11

月
14

日
対

応
者

施
設

長
調

査
員

名
（

※
：

記
録

者
）

狩
野

徹
※

 、
酒

巻
佳

江

１
）

施
設

概
要

施
設

種
別

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
開

設
年

19
81

年
4

月
定

員
入

居
50

名
、

短
期

20
名

併
設

施
設

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

（
30

名
）、

在
宅

複
合

型
施

設
ゆ

ー
ら

っ
ぷ

【
通

所
介

護
事

業
所

（
30

名
）、

訪
問

介
護

事
業

所
、

居
宅

介
護

支
援

事
業

所
】

車
で

5
分

の
距

離
に

同
法

人
の

特
養

　
ら

ふ
た

ぁ
ヒ

ル
ズ

（
60

名
）

階
数

地
上

２
階

建
構

造
種

別
Ｒ

Ｃ
造

設
計

千
葉

建
築

設
計

事
務

所
施

工
岩

間
セ

メ
ン

ト
工

業
所

立
地

の
特

徴
・

大
槌

町
の

東
部

吉
里

地
区

に
立

地
。

海
岸

部
に

面
し

て
い

る
が

高
台

に
あ

る

5）
設

備
の

被
害

状
況

給 排 水 設 備

給
水

水
道

（
被

災
後

は
湧

水
を

使
用

）
給

水
方

式
圧

力
タ

ン
ク

方
式

受
水

槽
の

位
置・

容
量

屋
外

被
害

状
況

・
対

応
・

被
害

無
し

給
湯

ボ
イ

ラ
ー

（
重

油
、

ペ
レ

ッ
ト

）

被
害

状
況

・
対

応
・

被
害

無
し

排
水

汲
み

取
り

式
（

浄
化

槽
）

被
害

状
況

・
被

害
無

し

電 気 設 備

受
変

電
設

備
の

位
置

屋
外

非
常

用
電

源
有

 （
 簡

易
 ）

非
常

用
電

源
設

置
場

所
屋

外

被
害

状
況

・
被

害
無

し

空 調 設 備

空
調

方
式

集
中

熱
源

電
気

被
害

状
況

・
被

害
無

し

通 信 設 備

施
設

外
の

被
害

状
況

（
電

話
・

通
信

設
備

等
）

・
3/

23
に

Ｎ
Ｔ

Ｔ
か

ら
衛

星
電

話
の

支
給

あ
り

・
固

定
電

話
は

4/
11

か
ら

復
旧

・
携

帯
電

話
は

3/
25

か
26

（
27

日
？

）
あ

た
り

か
ら

復
旧

施
設

内
の

被
害

状
況

（
ナ

ー
ス

コ
ー

ル
等

）
・

被
害

無
し

搬 送 設 備

Ｅ
Ｖ

リ
フ

ト
（

階
段

）
・

停
電

に
よ

る
停

止
（

4/
5

に
復

旧
）

そ の 他
自然

エネ
ルギ

ーの
活用

等
（太

陽光
パネ

ル、
断熱

サッ
シ等

）
エ

コ
キ

ュ
ー

ト
、

ペ
レ

ッ
ト

６
）

災
害

対
策

と
そ

の
効

果
物 資 の 備 蓄

震
災

前
想

定
日

数
・

3
食

分
は

備
蓄

し
て

い
た

（
給

食
は

委
託

）
 ３

日
分

震
災

後
想

定
日

数
・

入
居

者
用

の
3

食
分

は
変

わ
ら

な
い

 ３
日

分

避
難

訓
練

の
実

施
状

況
（

震
災

前
）

想
定

災
害

地
震

火
災

そ
の

他
想

定
規

模
大

規
模

広
域

災
害

単
体

施
設

災
害

訓
練

頻
度

年
１

回
年

１
回

備
考

・
夜

間
に

行
っ

て
い

た
・

ら
ふ

た
ぁ

と
三

陸
園

で
交

互
に

行
う

今
後

の
避

難
訓

練
・

震
災

後
に

は
訓

練
は

行
っ

て
い

な
い

２
）

主
な

被
災

状
況

当
該

地
域

の
震

度
震

度
６

強
被

災
状

況
大

き
な

損
傷

は
な

い
津

波
の

状
況

・
津

波
に

よ
る

被
害

な
し

人
的

な
被

災
状

況
（

ス
タ

ッ
フ

、
入

居
者

）
・

勤
務

中
の

ス
タ

ッ
フ

、
入

居
者

の
被

災
者

は
な

し
・

休
み

中
の

ス
タ

ッ
フ

1
名

が
津

波
に

流
さ

れ
て

死
亡

、
1

名
が

怪
我

（
骨

折
）

を
し

た
発

災
直

後
の

住
民

、
避

難
者

等
の

受
入

状
況

・
30

名
の

地
域

住
民

を
受

入
れ

た

３
）

建
物

被
害

の
概

要
構

造
体

の
被

害
状

況
・

被
害

無
し

非
構

造
部

材
の

被
害

状
況

（
サ

ッ
シ

ュ
、ド

ア
、天

井
、照

明
等

）

・
雨

ど
い

が
外

れ
た

・
１

階
パ

ネ
ル

暖
房

の
も

れ
→

エ
ア

コ
ン

に
切

り
換

え
・

エ
キ

ス
パ

ン
シ

ョ
ン

が
崩

壊
家

具
・

什
器

備
品

の
被

害
状

況
（

棚
、

ベ
ッ

ド
、

車
い

す
等

）

・
パ

ソ
コ

ン
が

倒
れ

た
程

度

使
用

不
可

に
な

っ
た

部
屋

４
）

被
害

の
状

況
（

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

）

水

停
止

の
有

無
有

復
旧

ま
で

の
期

間
64

日
後

（
5/

14
）

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
給

水
車

や
湧

水
を

利
用

し
た

電 気

停
止

の
有

無
有

復
旧

ま
で

の
期

間
21

日
後

（
4/

1）

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
3/

25
～

施
設

長
自

ら
盛

岡
で

調
達

し
た

大
型

発
電

機
に

て
対

応
・

3/
29

～
電

源
車

に
て

対
応

・
当

初
4

ｋ
ク

ラ
ス

の
発

電
機

が
施

設
に

あ
っ

た
が

小
さ

す
ぎ

て
役

に
立

た
な

か
っ

た

ガ ス

停
止

の
有

無
無

復
旧

ま
で

の
期

間
―

ガ
ス

の
種

類
プ

ロ
パ

ン
ガ

ス

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段
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８
）

外
部

か
ら

の
支

援
法

人
内

で
の

連
携

・
ら

ふ
た

ー
ヒ

ル
ズ

、
堤

保
育

園

他
施

設
か

ら
の

支
援

・
岩

手
、

青
森

、
秋

田
の

法
人

か
ら

支
援

が
あ

っ
た

・
1

週
間

交
代

で
ス

タ
ッ

フ
が

派
遣

さ
れ

て
き

た

医
療

機
関

と
の

連
携

・
県

立
釜

石
病

院
を

中
心

に
、

普
段

交
流

の
な

い
病

院
（

県
立

宮
古

、
県

立
遠

野
）

へ
も

利
用

者
を

搬
送

し
た

・
嘱

託
医

の
医

師
が

不
在

と
な

っ
た

た
め

、
近

隣
の

ク
リ

ニ
ッ

ク
に

要
請

し
た

・
内

科
の

ド
ク

タ
ー

が
来

て
も

複
雑

な
疾

患
を

も
つ

高
齢

者
の

診
察

は
難

し
い

・
歯

科
や

眼
科

の
ド

ク
タ

ー
は

有
効

だ
っ

た

行
政

と
の

連
携

７
）

生
活

・
介

護
の

継
続

入
居

者
の

状
況

・
2

人
部

屋
や

4
人

部
屋

は
収

容
人

数
を

増
や

し
て

対
応

し
た

ス
タ

ッ
フ

の
確

保

・
震

災
の

あ
っ

た
3

月
に

退
職

予
定

の
人

に
は

残
っ

て
も

ら
っ

た
・

震
災

の
影

響
で

退
職

し
た

の
は

三
陸

園
・

ら
ふ

た
ぁ

ヒ
ル

ズ
と

合
わ

せ
て

23
名

・
現

在
の

ス
タ

ッ
フ

数
は

76
名

（
震

災
前

と
変

わ
ら

ず
）

・
町

か
ら

出
て

行
く

人
も

多
く

、
以

前
は

5
～

6
月

で
4

～
5

人
の

採
用

が
決

ま
っ

て
い

た
が

、
現

在
の

と
こ

ろ
採

用
予

定
者

は
0

名
で

あ
る

・
全

体
的

に
ス

タ
ッ

フ
不

足

通
所

・
訪

問
利

用
者

へ
の

対
応

・
デ

イ
利

用
者

23
名

に
は

震
災

後
し

ば
ら

く
（

3/
11

～
3/

16
）

施
設

に
宿

泊
し

て
も

ら
っ

た
・

16
日

以
降

に
残

っ
た

3
名

は
、

3/
28

か
ら

シ
ョ

ー
ト

ス
テ

イ
に

切
り

替
え

た
・

4/
5

か
ら

デ
イ

開
始

・
震

災
後

に
新

た
に

登
録

し
た

方
は

微
増

物 資 の 確 保

食
糧

・
水

・
入

居
者

用
と

し
て

3
食

分
を

確
保

し
て

い
た

・
1

日
2

食
（

10
時

と
16

時
）

で
対

応
・

メ
ニ

ュ
ー

は
お

か
ゆ

、
お

味
噌

汁
、

お
か

ず
が

一
品

・
4/

5
か

ら
通

常
の

3
食

に
戻

る
・

食
べ

物
に

不
自

由
し

て
い

た
感

じ
は

な
い

が
地

域
住

民
の

為
の

食
糧

の
確

保
は

別
必

要
と

感
じ

た

医
薬

品
・

3/
19

か
ら

以
前

か
ら

親
交

の
あ

る
釜

石
市

の
薬

局
か

ら
協

力
を

得
ら

れ
た

（
3/

20
に

薬
到

着
）

介
護

用
品

・
オ

ム
ツ

は
1

週
間

程
度

で
届

い
た

日
用

品
・

3/
16

に
車

で
2

時
間

30
分

程
度

の
盛

岡
に

買
い

出
し

・
ガ

ソ
リ

ン
は

緊
急

車
両

扱
い

で
不

自
由

は
し

な
か

っ
た

そ
の

他

居
場

所
の

確
保

【
施

設
図

】

9）
復

旧
か

ら
こ

れ
か

ら
に

向
け

て
の

取
り

組
み

、
今

回
の

震
災

を
踏

ま
え

て
の

課
題

、
高

齢
者

施
設

の
あ

り
方

に
つ

い
て

・
福

祉
避

難
所

と
し

て
の

利
用

者
の

名
簿

の
整

理
が

難
し

い
。

実
際

震
災

後
に

対
象

者
を

区
分

す
る

余
裕

は
な

い
・

ス
タ

ッ
フ

の
採

用
が

滞
る

の
は

、
震

災
後

の
失

業
保

険
の

交
付

期
間

が
延

長
さ

れ
て

い
る

こ
と

も
影

響
が

あ
る

と
思

わ
れ

る
（

今
の

と
こ

ろ
12

月
末

や
3

月
末

ま
で

と
言

わ
れ

て
い

る
）

2
階

平
面

図
1

階
平

面
図
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対象施設

概要

位置

被害・復旧の経過整理

　当該老人保健施設は、釜石市の甲子川を河口から 5km ほど遡った川沿いに位置する。病院、グループホーム、
在宅支援センター等が同じ敷地内に併設している。地震による建物被害としては、スプリンクラー周りの天井損
壊、壁の亀裂、パネルヒーター配管の破損による漏水などである。入所者 100 名、通所者の帰宅困難者４名の他に、
併設病院の入院患者 30 名ほどを受入れ、避難所として機能した。
　１階厨房の水道は停止せず、給水車等は必要としなかった。電気、ガスは１週間で回復した。１日目から併設
病院へのプロパンガス提供があったためこれを利用した。煮炊きに困ることはなかった。当初は買出しをしてい
たが、3 月 14 日からは支援物資の供給がはじまり、食糧には問題がなくなった。各種施設が併設されているが、
それぞれエネルギーや水の供給方式が多様であったのが幸いして、水はここなら使える、ガスはここなら使える
と、各施設が融通し合い、遣り繰りして乗り切ることができた。

期間 発災直後 ～ 24 時間 ～ 72 時間 ～１週間 ～２週間 ～ 1 か月 ～ 3 か月 ～半年
構造体 ○

非構造部材 △ △ △ △ △ △ △ △
家具備品 ○
主要諸室 ○

受水 ○
排水 ○
受電 ○
ガス × × × ○

給水設備 × ２、3 階 × × × ○
給湯設備 × × × × ○
排水設備 ○
電気設備 × × × × ○

照明 × × × × ○
コンセント × × × × ○
通信設備 × × × × ○
空調設備 × × × × ○
安否確認 △ △ △ △ ○
入所者 ○
通所者 △（登録者 1 名不明）
職員 △ △ △ △ ○無事確認
応援 ―

食糧・水 △ △ △ △ ○
介護医薬品 ○ ○ ○ △ △

日用品
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2 階ホール　敷地周辺　病院、グループホームなどが併設

空調機器の脱落　天井の破損 ※スプリンクラーの破損 ※

パネルヒーター配管からの水漏れ　居室は使用不可 ※天井の破損

内装の亀裂内装の亀裂　写真中央部分

※ 施設提供
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調
査

日
時

20
11

年
10

月
22

日
対

応
者

事
務

総
括

室
長

、
看

護
師

長
、

富
倉

産
業

社
長

調
査

員
名

鈴
木

慶
治

、
山

本
和

恵

１
）

施
設

概
要

施
設

種
別

老
人

保
健

施
設

開
設

年
19

98
年

定
員

入
所

10
0

名
、

通
所

30
名

併
設

施
設

併
設

施
設

：
せ

い
て

つ
記

念
病

院
、

介
護

老
人

保
健

施
設

は
ま

ゆ
り

ケ
ア

セ
ン

タ
ー

、
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

ハ
イ

ム
は

ま
ゆ

り
施

設
内

の
事

業
所

：
は

ま
ゆ

り
在

宅
介

護
支

援
セ

ン
タ

ー
、

は
ま

ゆ
り

ヘ
ル

パ
ー

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

（
訪

問
介

護
・

訪
問

入
浴

）、
は

ま
ゆ

り
訪

問
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

階
数

地
上

３
建

構
造

種
別

RC
造

設
計

（
株

）
大

建
設

計
施

工
新

日
本

製
鐵

（
株

）

立
地

の
特

徴
・

釜
石

港
よ

り
約

５
ｋ

ｍ
、

河
川

付
近

、
周

り
に

住
宅

は
な

い

5）
設

備
の

被
害

状
況

給 排 水 設 備

給
水

併
用

給
水

方
式

水
道

直
結

直
圧

方
式

受
水

槽
の

位
置・

容
量

屋
外

3.
5t

（
井

戸
水

の
み

）、
水

道
水

を
注

ぐ
装

置
は

つ
い

て
い

る

被
害

状
況

・
対

応
・

停
電

の
た

め
、

地
下

水
を

く
み

上
げ

る
ポ

ン
プ

が
動

か
な

か
っ

た

給
湯

ボ
イ

ラ
ー

被
害

状
況

・
対

応
・

配
管

破
損

あ
り

・
復

旧
は

３
月

19
日

頃

排
水

下
水

道

被
害

状
況

・
下

水
配

管
破

損
あ

り
・

復
旧

は
３

月
19

日
頃

電 気 設 備

受
変

電
設

備
の

位
置

屋
外

非
常

用
電

源
有

 （
 消

防
関

係
の

み
 ）

非
常

用
電

源
設

置
場

所
屋

外

被
害

状
況

・
被

害
な

し

空 調 設 備

空
調

方
式

集
中

熱
源

ボ
イ

ラ
ー

被
害

状
況

・
配

管
破

損
あ

り
（

復
旧

は
３

月
31

日
頃

）

通 信 設 備

施
設

外
の

被
害

状
況

（
電

話
・

通
信

設
備

等
）

・
通

話
不

能

施
設

内
の

被
害

状
況

（
ナ

ー
ス

コ
ー

ル
等

）

・
ナ

ー
ス

コ
ー

ル
は

電
気

復
旧

ま
で

使
用

不
能

・
法

人
内

電
話

は
、

停
電

時
も

使
用

可
能

搬 送 設 備

Ｅ
Ｖ

リ
フ

ト
（

階
段

）
・

電
気

復
旧

ま
で

使
用

不
能

そ の 他
自然

エネ
ルギ

ーの
活用

等
（太

陽光
パネ

ル、
断熱

サッ
シ等

）
・

設
置

な
し

６
）

災
害

対
策

と
そ

の
効

果
物 資 の 備 蓄

震
災

前
想

定
日

数
・

な
し

 日
分

震
災

後
想

定
日

数
・

７
日

分
を

目
安

に
検

討
中

 日
分

避
難

訓
練

の
実

施
状

況
（

震
災

前
）

想
定

災
害

火
災

そ
の

他
想

定
規

模
単

体
施

設
災

害
・

事
故

訓
練

頻
度

月
１

回
（

法
定

訓
練

は
年

２
回

）

備
考

今
後

の
避

難
訓

練

・
地

震
覚

知
、

火
災

想
定

訓
練

・
耐

震
性

能
を

満
た

し
た

建
築

物
で

あ
り

施
設

内
で

の
初

動
避

難
は

可
能

で
あ

る
・

だ
が

、
今

回
以

上
の

地
震

・
火

災
発

生
で

は
、

施
設

の
２

階
、

３
階

か
ら

外
へ

の
避

難
は

困
難

を
極

め
る

。
・

施
設

外
へ

の
避

難
に

つ
い

て
は

、
施

設
を

取
り

囲
む

よ
う

な
ス

ロ
ー

プ
の

増
設

が
望

ま
し

い
・

食
糧

・
介

護
用

品
等

の
備

蓄
に

関
し

て
は

、
１

週
間

程
度

の
も

の
が

必
要

と
考

え
ら

れ
る

２
）

主
な

被
災

状
況

当
該

地
域

の
震

度
震

度
 

被
災

状
況

損
傷

（
地

震
）

津
波

の
状

況
・

被
害

な
し

人
的

な
被

災
状

況
（

ス
タ

ッ
フ

、
入

居
者

）
・

被
災

者
な

し

発
災

直
後

の
住

民
、

避
難

者
等

の
受

入
状

況
・

併
設

病
院

よ
り

31
名

受
入

れ
（

１
階

ホ
ー

ル
に

て
）

・
通

所
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

利
用

の
帰

宅
困

難
者

２
名

受
入

れ
（

２
階

に
て

）

３
）

建
物

被
害

の
概

要
構

造
体

の
被

害
状

況
・

な
し

非
構

造
部

材
の

被
害

状
況

（
サ

ッ
シ

ュ
、ド

ア
、天

井
、照

明
等

）
・

ス
プ

リ
ン

ク
ラ

ー
周

り
の

天
井

損
壊

・
壁

の
亀

裂
、

パ
ネ

ル
ヒ

ー
タ

ー
配

管
の

破
損

に
よ

る
漏

水
な

ど
家

具
・

什
器

備
品

の
被

害
状

況
（

棚
、

ベ
ッ

ド
、

車
い

す
等

）

・
な

し

使
用

不
可

に
な

っ
た

部
屋

・
21

3
号

室

４
）

被
害

の
状

況
（

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

）

水

停
止

の
有

無
有

復
旧

ま
で

の
期

間
７

日
後

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
２

階
、

３
階

は
停

止
（

地
下

水
を

く
み

上
げ

る
モ

ー
タ

ー
が

動
か

な
か

っ
た

た
め

）
・

１
階

厨
房

は
停

止
し

な
か

っ
た

（
市

水
道

で
あ

る
た

め
）

・
１

階
厨

房
の

水
を

タ
ン

ク
で

２
階

、
３

階
に

運
び

利
用

電 気

停
止

の
有

無
有

復
旧

ま
で

の
期

間
７

日
後

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
懐

中
電

灯
、

ろ
う

そ
く

で
対

応

ガ ス

停
止

の
有

無
有

復
旧

ま
で

の
期

間
７

日
後

ガ
ス

の
種

類
都

市
ガ

ス

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
簡

易
ガ

ス
コ

ン
ロ
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８
）

外
部

か
ら

の
支

援

法
人

内
で

の
連

携
・

震
災

後
よ

り
、

法
人

内
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
を

開
始

・
３

月
12

日
の

昼
か

ら
３

月
13

日
の

昼
ま

で
、

ア
ミ

ー
ガ

は
ま

ゆ
り

（
特

養
）

の
給

食
で

お
粥

を
準

備
し

た
・

３
月

13
日

の
夕

か
ら

３
月

16
日

の
昼

ま
で

、
病

院
給

食
で

お
粥

を
準

備

他
施

設
か

ら
の

支
援

・
物

資
は

届
い

て
い

た
が

、
利

用
せ

ず
済

ん
だ

医
療

機
関

と
の

連
携

・
体

調
不

良
者

は
、

併
設

病
院

で
診

察
を

受
け

た
（

通
常

通
り

）

行
政

と
の

連
携

・
ガ

ソ
リ

ン
確

保
の

情
報

提
供

な
ど

７
）

生
活

・
介

護
の

継
続

入
居

者
の

状
況

・
２

階
は

片
側

ホ
ー

ル
（

西
）

に
て

対
応

・
夜

間
は

ホ
ー

ル
で

マ
ッ

ト
レ

ス
を

並
べ

就
寝

・
認

知
症

専
門

等
で

あ
り

徘
徊

す
る

入
所

者
が

多
く

、
対

応
す

る
職

員
が

分
散

す
る

の
を

防
ぐ

た
め

・
３

階
は

両
側

ホ
ー

ル
（

東
・

西
）

に
ベ

ッ
ド

を
出

し
常

に
見

守
り

対
応

可
能

な
状

態
と

し
た

ス
タ

ッ
フ

の
確

保

・
当

日
は

職
員

52
名

中
46

名
（

連
絡

が
と

れ
な

い
職

員
を

除
く

）
が

、
２

階
３

階
に

わ
か

れ
て

対
応

・
３

月
14

日
～

４
月

３
日

は
12

時
間

交
代

勤
務

と
す

る
・

通
所

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
は

中
止

。
通

所
・

リ
ハ

ビ
リ

ス
タ

ッ
フ

は
２

階
３

階
の

応
援

・
自

宅
困

難
な

ス
タ

ッ
フ

は
施

設
内

に
宿

泊

通
所

・
訪

問
利

用
者

へ
の

対
応

・
通

所
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

利
用

者
に

つ
い

て
・

当
日

は
電

話
が

不
通

で
あ

り
事

前
に

車
で

利
用

者
宅

に
出

向
き

家
族

の
安

否
を

確
認

の
上

、
利

用
者

を
送

迎
・

自
宅

が
一

部
損

壊
し

た
人

、
津

波
で

流
さ

れ
た

２
名

は
、

２
階

に
入

所
・

通
所

登
録

者
（

震
災

当
日

、
利

用
し

て
い

な
い

方
を

含
む

）
に

つ
い

て
は

、
安

否
確

認
を

行
っ

た

物 資 の 確 保

食
糧

・
水

・
職

員
が

買
出

し
に

行
く

・
３

月
13

日
：

プ
リ

ン
、

ウ
ィ

ダ
ー

イ
ン

ゼ
リ

ー
、

ジ
ュ

ー
ス

、
お

茶
、

漬
物

等
・

３
月

14
日

：
米

、
乾

物
、

野
菜

等
・

支
援

物
資

：
３

月
14

日
：

サ
バ

缶
、

３
月

15
日

：
パ

ン
、

米
、

３
月

24
日

：
各

種
食

材
（

新
日

鉄
よ

り
）

医
薬

品
・

３
月

22
日

　
老

健
協

会
よ

り
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

薬
（

リ
レ

ン
ザ

）
→

病
院

薬
局

へ

介
護

用
品

・
３

月
15

日
：

ワ
タ

キ
ュ

ー
セ

イ
モ

ア
よ

り
オ

ム
ツ

支
援

・
同

日
、

市
災

害
対

策
本

部
よ

り
オ

ム
ツ

、
ウ

ェ
ッ

ト
テ

ィ
ッ

シ
ュ

他
・

３
月

22
日

：
室

蘭
製

鉄
所

病
院

よ
り

オ
ム

ツ
・

グ
ロ

ー
ブ

、
テ

ィ
ッ

シ
ュ

、
マ

ス
ク

、
膝

か
け

日
用

品
・

３
月

15
日

：
ワ

タ
キ

ュ
ー

セ
イ

モ
ア

よ
り

オ
ム

ツ
支

援
・

同
日

、
市

災
害

対
策

本
部

よ
り

オ
ム

ツ
、

ウ
ェ

ッ
ト

テ
ィ

ッ
シ

ュ
他

・
３

月
22

日
：

室
蘭

製
鉄

所
病

院
よ

り
オ

ム
ツ

・
グ

ロ
ー

ブ
、

テ
ィ

ッ
シ

ュ
、

マ
ス

ク
、

膝
か

け
ｖ

そ
の

他
・

米
の

ス
ト

ッ
ク

は
３

日
分

あ
り

・
そ

の
他

は
１

日
分

の
ス

ト
ッ

ク
・

医
薬

品
、

介
護

用
品

、
日

用
品

は
、

約
１

週
間

分
の

ス
ト

ッ
ク

あ
り

居
場

所
の

確
保

・
２

階
は

片
側

ホ
ー

ル
（

西
）

に
て

対
応

・
夜

間
は

ホ
ー

ル
で

マ
ッ

ト
レ

ス
を

並
べ

就
寝

・
認

知
症

専
門

等
で

あ
り

徘
徊

す
る

入
所

者
が

多
く

、
対

応
す

る
職

員
が

分
散

す
る

の
を

防
ぐ

た
め

・
３

階
は

両
側

ホ
ー

ル
（

東
・

西
）

に
ベ

ッ
ド

を
出

し
常

に
見

守
り

対
応

可
能

な
状

態
と

し
た

【
施

設
図

】

9）
復

旧
か

ら
こ

れ
か

ら
に

向
け

て
の

取
り

組
み

、
今

回
の

震
災

を
踏

ま
え

て
の

課
題

、
高

齢
者

施
設

の
あ

り
方

に
つ

い
て

1
階

平
面

図

2
階

平
面

図

3
階

平
面

図
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対象施設

概要

位置

被害・復旧の経過整理

　内陸の丘陵地を開発して建てられた介護老人福祉施設。盛土の部分が地盤沈下。埋設管破裂、壁のひび、１階
支柱の崩落など、深刻な建物被害が発生。また、スプリンクラーの漏水により水浸しになり、電気系統も故障。
下水管の引き直しなど入所者の生活を取り戻す当面の復旧工事は、８月末までかかる。
　震災当時は、近所の保育園ならびに一般市民も含め 330 名程の避難を受け入れた。元気な人から、一般の避
難所に移動してもらうなどしたが、避難所としては１ケ月ほど機能することになる。入所者が生活していたユニッ
ト棟の被害が大きく、入所者 70 名は既存棟に集まり、定員を越えて生活することになった。暖をとることが難
しいことなどから、体調を崩す人も少なくなかった。水はタンク付きトラックで水道局に汲みに行ったり、自衛
隊の給水車に来てもらったりすることで、17 日後に回復するまでをしのいだ。25 日後には都市ガスが回復する
まで、自衛隊の支援物資の卓上コンロとプロパンガスの提供を受けた。食糧は支援物資を利用した。

期間 発災直後 ～ 24 時間 ～ 72 時間 ～１週間 ～２週間 ～ 1 か月 ～ 3 か月 ～半年
構造体 △ △ △ △ △ 工事開始 △ ○

非構造部材 △ △ △ △ △ △ △ ○
家具備品 △ △ △ △ △ ○
主要諸室 △ △ △ △ ○ユニット居室可能

受水 × × × × × ○
排水 × × × × × ○
受電 × × × × ○
ガス × × × × × ○

給水設備 × × × × × ○
給湯設備 × × × × × ○
排水設備 ○
電気設備 × × × × × ○

照明 × × × × × ○
コンセント × × × × × ○
通信設備 × × × × ○
空調設備 × × × × × ○
安否確認 × × △ △ ○ ○
入所者 ○ × ○
通所者 ○ ○
職員 ○ × ○
応援 ―

食糧・水 ○ △ △ △ △ ○
介護医薬品 ○ ○

日用品 ○ △ ○
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事務室　震災当日 ※外観　高台の造成地に立地

ホールの円柱　天井材との取りつき部分が破壊 ※1 階倉庫の柱　鉄筋がむき出しになり崩壊 ※

浴室　タイルの亀裂。ガムテープで応急処置 ※外壁の亀裂

居室の下水管　引きなし天井　外壁に未修理部分があり雨漏りが進行

※ 施設提供
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調
査

日
時

20
11

年
10

月
22

日
対

応
者

施
設

主
任

生
活

相
談

員
、

事
務

主
事

調
査

員
名

山
本

和
恵

、
鈴

木
慶

治

１
）

施
設

概
要

施
設

種
別

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
開

設
年

19
98

年
4

月
定

員
入

居
70

人

併
設

施
設

短
期

入
所

、
介

護
予

防
短

期
入

所
（

居
宅

介
護

サ
ー

ビ
ス

）
定

員
20

名
、

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

（
通

所
介

護
、

予
防

通
所

介
護

事
業

所
）

定
員

25
名

、
在

宅
支

援
セ

ン
タ

ー
（

居
宅

介
護

支
援

事
業

所
）

階
数

地
上

１
階

建
　

一
部

2
階

建
構

造
種

別
RC

造

設
計

既
存

棟
：

株
式

会
社

佐
藤

総
合

計
画

ユ
ニ

ッ
ト

棟
：

株
式

会
社

カ
ク

タ
設

計
施

工
既

存
棟

：
太

平
工

業
、

菊
池

工
務

店
、

山
善

産
業

、
ユ

ニ
ッ

ト
棟

：（
株

）
元

持

立
地

の
特

徴

・
海

岸
か

ら
約

2k
m

離
れ

た
閑

静
な

住
宅

団
地

上
平

田
ニ

ュ
ー

タ
ウ

ン
内

に
位

置
・

雑
木

林
を

団
地

造
成

。
周

囲
に

は
ゴ

ル
フ

場
、

県
営

住
宅

、
市

営
住

宅
、

雇
用

促
進

住
宅

等
が

あ
る

・
福

祉
施

設
と

し
て

は
、

当
該

施
設

の
他

、
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

１
ケ

所
あ

る
・

平
成

22
年

5
月

新
た

に
ユ

ニ
ッ

ト
棟

を
敷

地
の

西
側

へ
増

築
。

5）
設

備
の

被
害

状
況

給 排 水 設 備

給
水

水
道

給
水

方
式

ポ
ン

プ
直

送
方

式
受

水
槽

の
位

置・
容

量
12

t

被
害

状
況

・
対

応
・

受
水

槽
自

体
の

被
害

な
し

・
断

水
が

続
い

た
こ

と
で

、
タ

ン
ク

内
に

汚
れ

、
さ

び
発

生
・

タ
ン

ク
の

掃
除

を
実

施
給

湯
ユ

ニ
ッ

ト
棟

：
エ

コ
キ

ュ
ー

ト
　

　
既

存
棟

：
ボ

イ
ラ

ー

被
害

状
況

・
対

応
・

エ
コ

キ
ュ

ー
ト

、
ボ

イ
ラ

ー
と

も
に

停
止

・
ユ

ニ
ッ

ト
棟

の
エ

コ
キ

ュ
ー

ト
は

、
ヒ

ー
ト

ポ
ン

プ
が

故
障

・
既

存
棟

の
ボ

イ
ラ

ー
は

、
後

日
給

湯
ポ

ン
プ

に
緩

み
が

発
生

し
た

こ
と

が
判

明
し

、
修

繕
・

既
存

棟
の

ボ
イ

ラ
ー

の
空

気
抜

き
弁

が
故

障
し

、
交

換
排

水
下

水
道

被
害

状
況

・
配

管
が

折
れ

詰
ま

り
が

生
じ

使
用

不
能

・
建

物
下

の
埋

設
配

管
で

あ
り

修
繕

工
事

が
必

要
に

な
っ

た

電 気 設 備

受
変

電
設

備
の

位
置

1F
階

非
常

用
電

源
既

存
棟

：
有

、
ユ

ニ
ッ

ト
棟

：
消

化
設

備
専

用
の

非
常

用
電

源
非

常
用

電
源

設
置

場
所

1
階

被
害

状
況

・
既

存
棟

：
３

日
目

で
作

動
し

な
く

な
っ

た
（

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

基
盤

の
故

障
、

バ
ッ

テ
リ

ー
の

消
耗

等
）

・
ユ

ニ
ッ

ト
棟

：
配

線
が

断
線

し
使

用
不

能
空 調 設 備

空
調

方
式

既
存

：
集

中
、

ユ
ニ

ッ
ト

：
個

別
熱

源
既

存
：

電
気

・
ボ

イ
ラ

ー
、

ユ
ニ

ッ
ト

：
電

気

被
害

状
況

・
使

用
不

能

通 信 設 備

施
設

外
の

被
害

状
況

（
電

話
・

通
信

設
備

等
）

・
電

話
不

通
・

自
家

発
電

が
作

動
し

て
い

た
時

は
、

一
時

受
信

可
能

（
非

常
用

電
話

の
み

）
・

自
家

発
電

が
切

れ
た

と
こ

ろ
か

ら
使

用
不

能
施

設
内

の
被

害
状

況
（

ナ
ー

ス
コ

ー
ル

等
）

・
受

信
盤

の
故

障
に

よ
り

受
信

応
答

不
能

搬 送 設 備

Ｅ
Ｖ

リ
フ

ト
（

階
段

）
・

停
止

し
た

ま
ま

復
旧

不
能

そ の 他
自然

エネ
ルギ

ーの
活用

等
（太

陽光
パネ

ル、
断熱

サッ
シ等

）

・
ユ

ニ
ッ

ト
棟

に
太

陽
光

発
電

は
あ

っ
た

が
、

ユ
ニ

ッ
ト

棟
の

被
害

が
大

き
か

っ
た

た
め

棟
自

体
が

利
用

不
能

・
発

電
の

行
き

先
が

な
く

、
蓄

電
池

の
容

量
オ

ー
バ

ー
で

停
止

状
態

と
な

っ
た

・
利

用
者

が
ユ

ニ
ッ

ト
へ

戻
る

ま
で

、
活

用
で

き
な

か
っ

た
・

ユ
ニ

ッ
ト

棟
の

総
電

力
量

の
１

割
か

ら
２

割
程

度
を

賄
っ

て
い

る

６
）

災
害

対
策

と
そ

の
効

果

物 資 の 備 蓄

震
災

前
想

定
日

数
・

備
蓄

と
い

う
も

の
は

準
備

な
し

（
さ

ら
に

は
、

避
難

所
と

し
て

の
機

能
は

な
い

）
・

２
日

間
ぐ

ら
い

は
一

般
避

難
者

、
利

用
者

、
職

員
に

提
供

で
き

る
ぐ

ら
い

の
食

品
が

納
品

さ
れ

た
ば

か
り

で
あ

っ
た

た
め

提
供

で
き

た
 ０

日
分

震
災

後
想

定
日

数
・

備
蓄

す
る

場
所

の
確

保
が

難
し

い
と

い
う

課
題

が
あ

る
・

施
設

内
の

整
備

が
す

べ
て

完
了

し
て

お
ら

ず
、

ま
だ

確
実

な
計

画
と

な
っ

て
い

な
い

 ７
日

分

避
難

訓
練

の
実

施
状

況
（

震
災

前
）

想
定

災
害

火
災

（
昼

・
夜

）
そ

の
他

想
定

規
模

単
体

施
設

災
害

・
事

故
訓

練
頻

度
年

２
回

備
考

・
津

波
、

地
震

を
想

定
し

た
訓

練
は

今
ま

で
実

施
し

た
こ

と
が

な
い

今
後

の
避

難
訓

練
・

想
定

を
し

な
い

訓
練

（
台

本
な

し
と

、
津

波
、

地
震

、
夜

間
等

あ
ら

か
じ

め
想

定
し

た
訓

練
の

実
施

回
数

を
増

や
す

）

２
）

主
な

被
災

状
況

当
該

地
域

の
震

度
震

度
 ６

弱
被

災
状

況
一

部
損

壊
（

地
震

）
津

波
の

状
況

・
津

波
被

害
な

し
（

施
設

ま
で

津
波

到
達

せ
ず

）、
施

設
車

両
１

台
流

出
（

市
内

に
て

被
災

し
た

職
員

が
使

用
し

て
い

た
）

人
的

な
被

災
状

況
（

ス
タ

ッ
フ

、
入

居
者

）
・

職
員

全
員

無
事

（
同

居
別

居
含

め
三

親
等

以
内

死
亡

・
行

方
不

明
者

13
人

、
家

流
出

13
人

、
自

家
用

車
流

失
5

人
）

・
入

所
者

90
名

、
当

日
利

用
者

（
シ

ョ
ー

ト
ス

テ
イ

20
名

、
通

所
20

名
）　

全
員

無
事

発
災

直
後

の
住

民
、

避
難

者
等

の
受

入
状

況

・
災

害
協

定
先

の
施

設
（

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
、

保
育

園
）

よ
り

、
職

員
、

利
用

者
等

あ
わ

せ
て

40
名

・
他

一
般

避
難

者
13

0
名

ほ
ど

・
一

般
避

難
者

は
地

域
交

流
ホ

ー
ル

、
家

庭
介

護
者

教
室

、
玄

関
ホ

ー
ル

に
て

生
活

・
要

介
護

状
態

の
人

は
、

数
日

後
ケ

ア
ゾ

ー
ン

へ
移

動
し

、
短

期
入

所
扱

い
で

ケ
ア

実
施

３
）

建
物

被
害

の
概

要

構
造

体
の

被
害

状
況

・
既

存
棟

・
ユ

ニ
ッ

ト
棟

：
地

盤
沈

下
に

よ
る

埋
設

配
管

破
損

、
施

設
内

の
壁

い
た

る
と

こ
ろ

に
ヒ

ビ
発

生
・

ユ
ニ

ッ
ト

棟
の

み
：

１
階

支
柱

躯
体

の
コ

ン
ク

リ
ー

ト
崩

壊
、

鉄
鋼

む
き

出
し

、
床

の
隆

起
（

床
暖

房
）

非
構

造
部

材
の

被
害

状
況

（
サ

ッ
シ

ュ
、ド

ア
、天

井
、照

明
等

）
・

既
存

棟
：

食
堂

ホ
ー

ル
円

柱
周

辺
の

ヒ
ビ

割
れ

・
隙

間
発

生
・

ユ
ニ

ッ
ト

棟
：

１
階

玄
関

入
口

サ
ッ

シ
破

損
、

２
階

居
室

サ
ッ

シ
の

カ
ギ

破
損

、
エ

キ
ス

パ
ン

ジ
ョ

ン
の

ず
れ

・
破

損
家

具
・

什
器

備
品

の
被

害
状

況
（

棚
、

ベ
ッ

ド
、

車
い

す
等

）

・
エ

ア
コ

ン
室

外
機

（
冷

媒
管

の
破

損
等

）、
テ

レ
ビ

数
台

破
損

、
パ

ソ
コ

ン
印

刷
機

破
損

、
レ

ン
ジ

、
ポ

ッ
ト

・
ト

イ
レ

の
水

洗
タ

ン
ク

蓋
３

ケ
所

破
損

・
ス

プ
リ

ン
ク

ラ
ー

の
漏

水
に

よ
り

浸
水

し
、

電
気

系
統

も
故

障
使

用
不

可
に

な
っ

た
部

屋
・

ユ
ニ

ッ
ト

棟
全

室
（

震
災

発
生

時
か

ら
、

3
月

24
日

）

４
）

被
害

の
状

況
（

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

）

水

停
止

の
有

無
有

復
旧

ま
で

の
期

間
17

日
後

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
飲

料
以

外
：

近
く

の
沢

水
（

大
型

ポ
リ

バ
ケ

ツ
、

衣
装

ケ
ー

ス
等

へ
汲

み
置

き
ト

イ
レ

へ
使

用
）

・
職

員
が

、
一

日
に

数
回

汲
み

に
行

っ
て

対
応

・
飲

料
用

：
タ

ン
ク

つ
き

ト
ラ

ッ
ク

を
使

用
。

水
道

事
業

所
へ

行
き

給
水

・
自

衛
隊

の
給

水
車

も
利

用
・

支
援

物
資

と
し

て
の

ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル

の
水

が
箱

単
位

で
届

く
。

飲
み

水
と

し
て

は
確

保
さ

れ
て

い
た

電 気

停
止

の
有

無
有

復
旧

ま
で

の
期

間
7

日
後

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・【
い

ず
れ

も
既

存
棟

】
震

災
発

生
時

は
、

自
家

発
電

稼
働

（
3

月
13

日
ま

で
）

・
故

障
後

は
、

リ
ー

ス
の

発
電

機
で

対
応

・
発

電
機

の
消

耗
を

防
ぐ

た
め

に
、

最
低

限
の

灯
り

と
、

ポ
ッ

ト
使

用
程

度
に

と
ど

め
て

対
応

・
ソ

ー
ラ

ー
の

ラ
ン

タ
ン

12
個

の
支

援
あ

り

ガ ス

停
止

の
有

無
有

復
旧

ま
で

の
期

間
25

日
後

ガ
ス

の
種

類
集

合
プ

ロ
パ

ン
ガ

ス

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
は

じ
め

は
卓

上
カ

セ
ッ

ト
コ

ン
ロ

使
用

・
3

月
18

日
か

ら
、

釜
石

ガ
ス

か
ら

プ
ロ

パ
ン

ガ
ス

の
供

給
あ

り
・

4
月

5
日

ま
で

プ
ロ

パ
ン

ガ
ス

（
2

本
）、

一
口

コ
ン

ロ
（

大
）

2
台

で
し

の
ぐ
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８
）

外
部

か
ら

の
支

援
法

人
内

で
の

連
携

・
事

業
所

ご
と

の
ケ

ア
で

は
な

く
、

三
事

業
所

合
同

で
利

用
者

へ
の

ケ
ア

を
実

施

他
施

設
か

ら
の

支
援

・
津

波
被

害
の

な
い

施
設

か
ら

、「
施

設
に

来
た

支
援

物
資

で
す

が
、

あ
い

ぜ
ん

の
里

が
大

変
で

し
ょ

う
か

ら
、

物
資

を
お

分
け

し
ま

す
」

と
い

っ
て

、
届

け
に

き
て

く
れ

た
所

２
ケ

所
・

岩
手

県
社

協
を

通
じ

て
、

県
内

２
施

設
か

ら
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
職

員
の

派
遣

（
5

日
間

で
延

べ
18

名
）

・
岩

手
県

内
陸

の
施

設
か

ら
お

む
つ

な
ど

介
護

用
品

の
支

援
物

資
（

施
設

の
物

）
を

届
け

て
く

れ
た

と
こ

ろ
あ

り
・

大
阪

の
施

設
か

ら
、

高
カ

ロ
リ

ー
栄

養
食

を
郵

送
し

て
く

れ
た

。
そ

の
後

も
数

回
様

子
伺

い
し

て
く

れ
た

医
療

機
関

と
の

連
携

行
政

と
の

連
携

町
内

会
役

員
が

施
設

の
現

状
を

市
へ

歩
い

て
伝

え
に

行
っ

て
く

れ
た

こ
と

が
き

っ
か

け
で

、
支

援
物

資
が

届
く

よ
う

に
な

っ
た

。
そ

れ
か

ら
は

、
ほ

ぼ
毎

日
情

報
収

集
の

た
め

に
訪

問
し

て
く

れ
た

不
足

物
資

の
確

保
が

出
来

る
よ

う
に

な
っ

て
き

た
。

自
衛

隊
員

の
情

報
収

集
力

も
心

強
か

っ
た

７
）

生
活

・
介

護
の

継
続

入
居

者
の

状
況

・
ユ

ニ
ッ

ト
棟

：
構

造
体

の
被

害
が

激
し

く
、

ス
プ

リ
ン

ク
ラ

ー
が

漏
水

し
電

気
系

統
が

故
障

す
る

・
ユ

ニ
ッ

ト
棟

あ
す

な
ろ

１
丁

目
居

室
10

室
（

3
月

11
日

か
ら

4
月

24
日

ま
で

）
が

使
用

不
能

。
既

存
棟

へ
避

難
・

既
存

等
で

は
個

室
、

4
人

部
屋

等
を

定
員

枠
を

超
え

て
利

用
（

個
室

を
３

人
で

利
用

等
）

・
3

月
25

日
か

ら
2

丁
目

の
個

室
を

2
名

で
使

用
。

１
丁

目
の

み
使

用
不

可
・

震
災

直
後

は
、

施
設

入
所

者
、

通
所

利
用

者
、

職
員

合
わ

せ
16

0
名

＋
地

域
の

避
難

者
で

合
計

33
0

名
ほ

ど
が

生
活

・
物

資
不

足
に

備
え

、
厚

パ
ッ

ト
利

用
し

交
換

時
間

を
長

く
す

る
な

ど
、

通
常

の
ケ

ア
の

提
供

は
で

き
な

か
っ

た
・

入
浴

不
可

。
清

拭
も

生
活

支
援

物
資

の
身

体
拭

き
タ

オ
ル

（
ウ

ェ
ッ

ト
）

の
支

給
が

あ
り

、
よ

う
や

く
可

能
と

な
る

・
日

常
生

活
環

境
の

中
で

過
ご

す
こ

と
は

で
き

な
か

っ
た

。
体

調
を

崩
し

人
が

続
出

し
た

ス
タ

ッ
フ

の
確

保

・
当

日
施

設
出

勤
し

て
い

た
者

は
、

数
日

泊
ま

り
込

み
と

な
る

・
数

日
間

は
、

通
常

業
務

が
で

き
な

か
っ

た
こ

と
で

、
ロ

ー
テ

ー
シ

ョ
ン

な
ど

も
不

明
確

。
休

憩
等

を
行

う
余

裕
な

し
・

昼
夜

泊
ま

り
込

み
で

疲
労

ピ
ー

ク
・

３
日

目
く

ら
い

か
ら

、
震

災
当

日
公

休
等

で
施

設
に

い
な

か
っ

た
職

員
が

、
自

ら
工

夫
の

上
、

徒
歩

等
で

施
設

に
出

向
き

、
ス

タ
ッ

フ
人

数
が

増
え

た
こ

と
も

相
ま

っ
て

、
ロ

ー
テ

ー
シ

ョ
ン

作
成

、
休

憩
、

公
休

等
明

確
に

し
、

ス
タ

ッ
フ

を
休

ま
せ

る
よ

う
に

し
た

。
・

通
行

可
能

と
な

っ
て

も
、

今
度

は
燃

料
不

足
に

よ
り

個
々

の
通

勤
は

不
可

能
に

近
く

、
施

設
車

両
で

朝
夕

１
回

づ
つ

、
集

団
送

迎
場

所
を

決
め

て
送

迎
開

始
（

自
宅

ま
で

の
送

迎
で

は
な

く
）

・
バ

ス
運

行
開

始
に

な
っ

て
も

、
通

勤
開

始
時

間
に

か
み

合
わ

な
い

場
合

に
は

、
通

期
時

間
を

ず
ら

し
て

（
フ

レ
ッ

ク
ス

制
）

勤
務

調
整

・
家

流
出

し
た

職
員

に
つ

い
て

、
仮

設
住

宅
が

決
ま

る
ま

で
施

設
で

の
生

活
ス

ペ
ー

ス
を

確
保

通
所

・
訪

問
利

用
者

へ
の

対
応

・
通

所
利

用
者

の
う

ち
、

自
宅

へ
戻

れ
な

か
っ

た
人

は
、

一
般

の
避

難
者

と
は

別
の

ス
ペ

ー
ス

で
通

所
事

業
所

の
ス

タ
ッ

フ
の

ケ
ア

の
元

、
数

日
過

ご
す

・
３

日
目

く
ら

い
か

ら
自

宅
へ

戻
れ

る
人

は
、

送
迎

開
始

・
自

宅
が

流
失

し
行

き
場

が
な

い
人

は
、

シ
ョ

ー
ト

扱
い

で
入

所
者

ス
ペ

ー
ス

で
同

じ
よ

う
に

ケ
ア

物 資 の 確 保

食
糧

・
水

・
近

所
か

ら
の

避
難

者
へ

協
力

要
請

（
一

旦
自

宅
へ

戻
り

、
持

ち
よ

り
可

能
な

方
に

限
り

）
・

避
難

者
以

外
で

も
近

所
の

方
が

「
少

し
で

す
が

」
と

い
っ

て
持

ち
込

ん
で

く
れ

た
・

公
的

機
関

、
民

間
企

業
等

か
ら

の
支

援
物

資
（

は
じ

め
は

カ
ッ

プ
め

ん
な

ど
、

水
・

お
湯

が
必

要
な

も
の

が
多

く
、

そ
れ

ら
が

確
保

で
き

な
い

う
ち

は
、

誰
に

も
提

供
で

き
な

い
日

が
続

い
た

）
・

飲
み

水
は

給
水

車
と

ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル

の
支

援
で

確
保

で
き

た
。

・
通

常
通

り
の

三
食

の
食

事
を

提
供

で
き

た
の

は
、

4
月

1
日

以
降

医
薬

品
・

利
用

者
の

定
期

薬
は

、
在

庫
あ

り
、

不
足

感
は

な
か

っ
た

・
風

邪
薬

な
ど

、
臨

時
で

使
い

た
い

薬
は

、
市

販
薬

の
在

庫
、

支
援

物
資

に
て

対
応

で
き

た
。

不
足

感
は

な
か

っ
た

介
護

用
品

・
口

腔
ケ

ア
用

品
（

清
拭

で
き

る
も

の
）

の
支

援
物

資
は

、
あ

り
が

た
か

っ
た

・
お

む
つ

は
、

た
く

さ
ん

の
支

援
物

資
が

あ
り

不
足

し
な

い
で

済
ん

だ

日
用

品
・

乾
電

池
の

確
保

が
出

来
ず

、
ラ

ジ
オ

も
不

能
。

懐
中

電
灯

も
不

足
し

、
ろ

う
そ

く
で

し
の

ぐ
日

も
あ

り
・

暖
を

と
る

た
め

に
反

射
式

ス
ト

ー
ブ

と
灯

油
の

確
保

を
市

に
要

請
。

支
援

物
資

と
し

て
提

供
し

て
も

ら
っ

た
そ

の
他

・
個

人
か

ら
約

10
枚

の
敷

布
団

の
提

供
が

あ
り

。
ス

タ
ッ

フ
の

休
憩

や
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

休
憩

用
に

確
保

で
き

た

居
場

所
の

確
保

・
災

害
協

定
先

の
施

設
（

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
、

保
育

園
）

か
ら

の
避

難
者

は
職

員
、

利
用

者
等

あ
わ

せ
て

40
名

・
一

般
の

避
難

者
13

0
名

ほ
ど

・
施

設
入

居
者

、
通

所
利

用
者

、
職

員
プ

ラ
ス

避
難

者
で

一
時

33
0

名
ほ

ど
の

人
が

施
設

内
で

生
活

・
当

日
、

一
般

避
難

者
は

地
域

交
流

ホ
ー

ル
、

家
庭

介
護

者
教

室
、

玄
関

ホ
ー

ル
に

て
過

ご
さ

れ
る

・
ブ

ル
ー

シ
ー

ト
、

利
用

者
用

の
布

団
類

（
交

換
用

予
備

）、
簡

易
ベ

ッ
ド

等
を

準
備

・
比

較
的

若
く

て
元

気
な

方
30

名
程

度
は

、
公

式
な

避
難

所
（

ニ
ュ

ー
タ

ウ
ン

集
会

所
）

へ
移

動
し

て
も

ら
う

・
要

介
護

状
態

の
方

は
、

数
日

後
ケ

ア
ゾ

ー
ン

へ
移

っ
て

も
ら

い
、

短
期

入
所

扱
い

で
ケ

ア
実

施
・

施
設

利
用

者
は

、
別

の
ス

ペ
ー

ス
（

入
所

ゾ
ー

ン
）

で
生

活
・

通
所

利
用

者
は

一
般

の
避

難
者

と
は

別
の

ス
ペ

ー
ス

で
通

所
事

業
所

の
ス

タ
ッ

フ
と

数
日

過
ご

す

【
施

設
図

】

9）
復

旧
か

ら
こ

れ
か

ら
に

向
け

て
の

取
り

組
み

、
今

回
の

震
災

を
踏

ま
え

て
の

課
題

、
高

齢
者

施
設

の
あ

り
方

に
つ

い
て

・
自

家
発

電
装

置
の

整
備

・
電

力
量

の
ア

ッ
プ

を
含

め
、

ユ
ニ

ッ
ト

棟
へ

は
新

設
設

置
、

既
存

棟
へ

は
補

助
的

な
ポ

ー
タ

ブ
ル

発
電

装
置

の
よ

う
な

も
の

を
準

備
・

地
域

の
避

難
先

と
し

て
の

施
設

整
備

（
公

式
な

避
難

所
で

は
な

い
が

、
よ

り
ど

こ
ろ

と
し

て
避

難
し

て
き

た
方

へ
応

え
る

た
め

）
・

訓
練

の
見

直
し

（
地

域
と

の
連

携
を

と
っ

て
の

訓
練

）
・

備
蓄

の
見

直
し

（
計

画
）。

震
災

時
か

ら
の

自
分

達
の

構
想

に
つ

い
て

、
整

理
し

て
再

度
課

題
を

洗
い

出
す

1
階

平
面

図

2
階

平
面

図
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対象施設

概要

位置

被害・復旧の経過整理

　釜石の沿岸部に位置しており、入所者 18 名は当該施設内で津波被害にあう。１階は壊滅的被害であったが、
２階に避難。床上浸水したものの、全員無事であった。室内で瓦礫を燃やして暖を取り、一晩を２階で過ごし、
翌日指定避難所に避難した。衣服やオムツなどは支援を受けた。
　３月 14 日からは、最寄りの特別養護老人ホームに間借りし、４月 21 日には内装工事が完了した２階に戻っ
てきた。５月に水道が復旧するまでは、飲み水は給水車、風呂や洗濯は井戸水を利用した。５月末には全工事が
終了し、すべてのライフラインが普及した。避難所生活の最中にあって、管理者の早めの決断により、職を失っ
た職人などに声をかけ、着工したことが早期復旧につながった。しかし、取材当時、施設周辺は未だ瓦礫が残る
荒れ地のままであった。今までの通りの生活には周辺の復旧も待たれるところである。

期間 発災直後 ～ 24 時間 ～ 72 時間 ～１週間 ～２週間 ～ 1 か月 ～ 3 か月 ～半年
構造体 ○

非構造部材 × × × × × ○
家具備品 × × × × × △ ○
主要諸室 × × × × × △ ○

受水 × × × × × × ○
排水 × × × × × ○
受電 × × × × × ○
ガス × × × × × ○

給水設備 × × × × × × ○
給湯設備 × × × × × × ○
排水設備 × × × × × ○
電気設備 × × × × × ○

照明 × × × × × ○
コンセント × × × × × ○
通信設備 × × × × × ○
空調設備 × × × × × ○
安否確認 ○
入所者 ○
通所者 ○
職員 ○
応援 ―

食糧・水 × × ○
介護医薬品 × × △ △ △ ○

日用品 × × △ △ △ ○
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玄関　津波が開口部を貫き支柱が曲がる敷地外部のコンテナ　事務所スペースとして利用

改修中の 1 階部分　内壁、断熱材を取り除き洗浄2 階から敷地周辺を見る　屋根の上まで津波が到達

改修中の 1 階部分　支援物資を保管浴槽　　津波により割れる

1 階の食堂　2 期工事で完成2 階の居間　
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調
査

日
時

20
11

年
10

月
22

日
対

応
者

代
表

取
締

役
、

建
築

士
調

査
員

名
鈴

木
慶

治
、

山
本

和
恵

中
村

設
計

事
務

所
施

設
種

別
認

知
症

高
齢

者
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

開
設

年
20

03
年

定
員

入
所

：
36

名

併
設

施
設

な
し

階
数

地
上

２
建

構
造

種
別

S
造

設
計

中
村

設
計

事
務

所
施

工

立
地

の
特

徴
・

沿
岸

部
の

住
宅

地
。

周
辺

の
家

屋
は

流
出

5）
設

備
の

被
害

状
況

給 排 水 設 備

給
水

併
用

給
水

方
式

水
道

直
結

直
圧

方
式

受
水

槽
の

位
置・

容
量

２
t（

井
戸

水
用

）

被
害

状
況

・
対

応

・
４

月
21

日
に

帰
っ

て
き

た
時

は
水

道
は

復
旧

済
み

・
給

湯
用

の
井

戸
水

の
汲

み
上

げ
の

ポ
ン

プ
が

塩
水

に
つ

か
り

錆
び

て
動

か
な

く
な

っ
た

・
水

も
赤

く
使

用
不

能
・

４
月

中
に

30
m

の
深

さ
に

掘
り

直
し

た
・

水
道

は
５

月
頃

に
復

旧
給

湯
ボ

イ
ラ

ー

被
害

状
況

・
対

応
・

水
の

確
保

と
同

時
に

使
用

可
能

排
水

下
水

道

被
害

状
況

・
通

常
通

り
使

用

電 気 設 備

受
変

電
設

備
の

位
置

1
階

非
常

用
電

源
な

し
非

常
用

電
源

設
置

場
所

　

被
害

状
況

・
４

月
21

日
に

帰
っ

て
く

る
時

に
は

復
旧

し
て

い
た

空 調 設 備

空
調

方
式

個
別

空
調

熱
源

電
気

被
害

状
況

・
津

波
に

よ
り

流
出

等

通 信 設 備

施
設

外
の

被
害

状
況

（
電

話
・

通
信

設
備

等
）

・
不

通

施
設

内
の

被
害

状
況

（
ナ

ー
ス

コ
ー

ル
等

）

・
停

止

搬 送 設 備

Ｅ
Ｖ

リ
フ

ト
（

階
段

）
・

津
波

に
よ

り
使

用
不

能

そ の 他
自然

エネ
ルギ

ーの
活用

等
（太

陽光
パネ

ル、
断熱

サッ
シ等

）
・

特
に

な
し

６
）

災
害

対
策

と
そ

の
効

果
物 資 の 備 蓄

震
災

前
想

定
日

数
・

米
は

10
日

ほ
ど

、
そ

の
他

の
食

料
品

は
２

，３
日

の
備

蓄
あ

り
 日

分

震
災

後
想

定
日

数
・

米
は

10
日

ほ
ど

、
そ

の
他

の
食

料
品

は
２

，３
日

の
備

蓄
あ

り
 日

分

避
難

訓
練

の
実

施
状

況
（

震
災

前
）

想
定

災
害

火
災

そ
の

他
想

定
規

模
単

体
施

設
災

害
・

事
故

訓
練

頻
度

半
年

１
回

備
考

今
後

の
避

難
訓

練
・

法
定

訓
練

の
継

続

２
）

主
な

被
災

状
況

当
該

地
域

の
震

度
震

度
６

被
災

状
況

損
傷

（
地

震
・

津
波

）

津
波

の
状

況
・

１
階

は
津

波
に

よ
り

壊
滅

的
被

害
、

２
階

は
床

上
浸

水

人
的

な
被

災
状

況
（

ス
タ

ッ
フ

、
入

居
者

）
・

入
所

者
18

名
・

通
所

者
18

名
全

員
無

事
・

当
日

出
勤

の
ス

タ
ッ

フ
無

事
発

災
直

後
の

住
民

、
避

難
者

等
の

受
入

状
況

・
当

該
施

設
が

津
波

に
よ

り
被

災
し

た
た

め
、

避
難

者
の

受
け

入
れ

な
し

３
）

建
物

被
害

の
概

要
構

造
体

の
被

害
状

況
・

地
震

に
よ

る
被

害
は

特
に

な
し

。
津

波
の

衝
撃

も
構

造
体

を
破

壊
す

る
に

至
ら

ず
非

構
造

部
材

の
被

害
状

況
（

サ
ッ

シ
ュ

、ド
ア

、天
井

、照
明

等
）

・
１

階
の

開
口

部
や

壁
の

破
壊

、
家

具
等

流
出

・
２

階
床

上
浸

水
家

具
・

什
器

備
品

の
被

害
状

況
（

棚
、

ベ
ッ

ド
、

車
い

す
等

）

・
１

階
の

家
具

・
汁

器
等

は
す

べ
て

流
出

使
用

不
可

に
な

っ
た

部
屋

・
建

物
全

体

４
）

被
害

の
状

況
（

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

）

水

停
止

の
有

無
有

復
旧

ま
で

の
期

間
１

か
月

後

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
避

難
所

か
ら

特
養

で
の

間
借

り
を

経
て

、
４

月
21

日
に

帰
っ

て
き

た
・

飲
み

水
は

市
や

自
衛

隊
の

給
水

車
に

よ
る

・
洗

濯
な

ど
は

井
戸

水
を

利
用

し
て

い
た

が
ポ

ン
プ

が
故

障
、

水
も

赤
く

な
り

、
４

月
に

掘
り

直
し

た
・

５
月

頃
に

は
水

道
が

復
旧

電 気

停
止

の
有

無
有

復
旧

ま
で

の
期

間
１

か
月

後

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
４

月
21

日
に

帰
っ

て
き

た
時

に
は

復
旧

済
み

ガ ス

停
止

の
有

無
有

復
旧

ま
で

の
期

間
１

か
月

後
ガ

ス
の

種
類

プ
ロ

パ
ン

ガ
ス

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
４

月
21

日
に

帰
っ

て
き

た
時

に
は

復
旧

済
み

・
井

戸
水

を
灯

油
ボ

イ
ラ

ー
で

沸
か

す
た

め
、

お
風

呂
の

給
湯

は
使

用
で

き
た
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８
）

外
部

か
ら

の
支

援

法
人

内
で

の
連

携

他
施

設
か

ら
の

支
援

・
せ

ん
に

ん
の

里
で

の
避

難
生

活
・

石
川

県
か

ら
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
が

週
に

５
，６

人
手

伝
い

に
来

て
く

れ
た

医
療

機
関

と
の

連
携

行
政

と
の

連
携

７
）

生
活

・
介

護
の

継
続

入
居

者
の

状
況

・
２

階
に

避
難

し
た

が
、

２
階

床
上

１
m

程
度

ま
で

浸
水

が
あ

り
、

カ
ー

テ
ン

に
つ

か
ま

る
な

ど
し

て
し

の
い

だ
・

そ
の

夜
は

釜
に

瓦
礫

を
入

れ
、

燃
や

し
て

暖
を

と
っ

た
・

翌
日

指
定

避
難

所
に

避
難

し
、

14
日

に
は

せ
ん

に
ん

の
里

（
特

養
）

移
動

・
21

日
の

帰
っ

て
く

る
ま

で
間

借
り

し
て

過
ご

し
た

・
５

月
に

１
階

の
改

修
が

終
わ

る
ま

で
は

、
全

員
が

２
階

の
１

ユ
ニ

ッ
ト

で
生

活
を

し
て

い
た

ス
タ

ッ
フ

の
確

保

・
ス

タ
ッ

フ
は

避
難

所
か

ら
、

ず
っ

と
入

所
者

と
と

も
に

付
き

添
っ

て
共

に
生

活
・

石
川

県
か

ら
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
が

週
に

５
，６

人
手

伝
い

に
来

て
く

れ
た

通
所

・
訪

問
利

用
者

へ
の

対
応

・
通

所
サ

ー
ビ

ス
は

利
用

者
の

被
災

も
あ

り
中

止

物 資 の 確 保

食
糧

・
水

・
帰

っ
て

き
て

か
ら

も
水

道
は

使
え

な
い

た
め

、
市

や
自

衛
隊

か
ら

の
給

水
を

受
け

て
い

た
・

食
糧

の
調

達
は

小
さ

な
店

し
か

な
く

量
が

確
保

し
ず

ら
か

っ
た

医
薬

品
・

医
薬

品
は

ほ
と

ん
ど

届
か

な
か

っ
た

介
護

用
品

日
用

品
・

衣
料

の
支

援
あ

り

そ
の

他
・

ガ
ソ

リ
ン

の
確

保
に

苦
労

居
場

所
の

確
保

・
翌

日
指

定
避

難
所

に
避

難
し

、
14

日
に

は
せ

ん
に

ん
の

里
（

特
養

）
移

動
・

21
日

の
帰

っ
て

く
る

ま
で

間
借

り
し

て
過

ご
し

た
・

５
月

に
１

階
の

改
修

が
終

わ
る

ま
で

は
、

全
員

が
２

階
の

１
ユ

ニ
ッ

ト
で

生
活

を
し

て
い

た
・

2
階

の
改

修
が

終
了

す
る

ま
で

ス
タ

ッ
フ

が
ず

っ
と

付
き

添
う

形
に

な
っ

た

【
施

設
図

】

9）
復

旧
か

ら
こ

れ
か

ら
に

向
け

て
の

取
り

組
み

、
今

回
の

震
災

を
踏

ま
え

て
の

課
題

、
高

齢
者

施
設

の
あ

り
方

に
つ

い
て

・
周

辺
の

小
中

学
校

の
避

難
先

に
な

っ
て

お
り

、
一

時
生

徒
が

避
難

し
て

き
た

・
地

震
で

崩
れ

て
き

た
こ

と
が

な
か

っ
た

裏
山

が
崩

れ
た

こ
と

か
ら

、
生

徒
達

を
も

っ
と

上
に

避
難

す
る

よ
う

に
指

導
し

た
・

ほ
と

ん
ど

の
人

が
こ

こ
ま

で
津

波
は

到
達

し
な

い
と

思
い

込
ん

で
い

た
・

過
去

の
体

験
を

過
信

せ
ず

、
地

震
が

来
た

ら
高

い
と

こ
ろ

に
避

難
す

る
こ

と
が

大
切

。
思

い
込

み
を

捨
て

て
い

か
に

す
ば

や
く

逃
げ

る
か

だ

1
階

平
面

図

2
階

平
面

図
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小規模多機能型居宅介護 後ノ入09

対象施設

概要

位置

被害・復旧の経過整理

　岩手県大船渡市の後ノ入川沿いにある木造平屋建ての施設。小規模多機能型居宅介護と認知症高齢者グループ
ホームの複合施設。震災当日は、下流のすぐ近くまで津波が押し寄せるが、当該施設は津波からの被害を免れる。
構造体に関わる建物の被害はなし。壁のクロスには亀裂が入る。電気は 1 ヶ月間の停電、水は 2 ヶ月の間断水。
断水中は、給水車や山の沢水を利用。停電中の電気は、建設会社および公民館から借りた発電機を使用。
　職員の死傷者なし。利用者では登録者の内1名が自宅で死亡。震災後は下流にある同一法人が運営するデイサー
ビス利用者と近隣住民の約 100 名が避難してくる。2011 年 4 月 1 日開設予定のグループホームおよび会議室を
地域住民に提供。地域住民が食糧、毛布、石油ストーブなどを持ち寄り過ごす。断続的な余震と津波の再来など
のを考慮し 3 月 16 日に同一市内の高台にある本体施設（特養）に利用者と職員が避難。3 月 31 日まで特養で
過ごす。その間、対象施設は地域住民に開放される。

期間 発災直後 ～ 24 時間 ～ 72 時間 ～１週間 ～２週間 ～ 1 か月 ～ 3 か月 ～半年
構造体 ○

非構造部材 ○
家具備品 △ / 一部落下 ○
主要諸室 ○

受水 × × × × ×/ 湧水 ×/ 給水車 ○
排水 × × × × × ○
受電 × × × × × ○
ガス オール電化

給水設備 × × × × × × ○
給湯設備 × × × × × × ○
排水設備 × × × × × ○
電気設備 × × × × × ○

照明 × × × × × ○
コンセント × × × × × ○
通信設備 × × × × × ○
空調設備 × × △ / 発電機 △ / 発電機 △ / 発電機 ○
安否確認 ○
入所者 ○
通所者 ○
職員 ○
応援 ○

食糧・水 △ / 備蓄 △ / 住民が持寄る ○
介護医薬品 △ / 備蓄 △ / 備蓄 ○

日用品 △ / 備蓄 △ / 備蓄 ○



8909 小規模多機能型居宅介護 後ノ入

冷蔵庫　常時 2 日分程度の食材を保存施設外観　手前が小規模多機能型居宅介護

地域交流スペース　震災時には地域住民が寝泊まりする地域交流スペース　震災時には地域住民が寝泊まりする

浴室　床暖房があり。震災当日は浴室、脱衣室で就寝収納　寝具を避難者に提供

給湯設備、スプリンクラー用の貯水槽食堂　食器棚に取り付けた転倒防止用のポール



90 09 小規模多機能型居宅介護 後ノ入

調
査

日
時

20
11

年
11

月
2

日
対

応
者

高
橋

洋
喜

 所
長

調
査

員
名

（
※

：
記

録
者

）
早

坂
孝

康
、

山
口

健
太

郎
、

篠
原

祐
介

、
星

幸
佑

※
 

１
）

施
設

概
要

施
設

種
別

小
規

模
多

機
能

型
居

宅
介

護
開

設
年

20
08

年
定

員
登

録
定

員
25

人
併

設
施

設
認

知
症

高
齢

者
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

（
20

11
年

4
月

開
設

）
階

数
地

上
１

階
構

造
種

別
木

造
設

計
池

田
菅

野
建

築
設

計
事

務
所

施
工

株
式

会
社

　
亘

理
建

設

立
地

の
特

徴
・

大
船

渡
湾

左
岸

の
後

ノ
入

川
河

口
付

近
に

立
地

。
狭

い
平

野
に

工
場

や
住

宅
が

立
地

し
て

い
る

・
対

象
施

設
は

後
ノ

入
川

上
流

に
あ

り
、

津
波

の
被

害
を

免
れ

る
・

数
百

メ
ー

ト
ル

近
く

ま
で

津
波

が
押

し
寄

せ
る

5）
設

備
の

被
害

状
況

給 排 水 設 備

給
水

水
道

給
水

方
式

水
道

直
結

直
圧

方
式

受
水

槽
の

位
置・

容
量

受
水

槽
な

し
。

ス
プ

リ
ン

ク
ラ

ー
用

の
受

水
槽

は
あ

り

被
害

状
況

・
対

応
・

水
道

が
停

止
し

た
た

め
61

日
間

は
使

用
不

可
・

近
く

の
山

の
湧

水
、

給
水

車
を

利
用

給
湯

電
気

（
併

設
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

は
エ

コ
給

湯
を

採
用

）
被

害
状

況
・

対
応

・
電

気
復

旧
後

は
使

用
可

能
。

地
域

住
民

に
も

お
風

呂
を

開
放

排
水

浄
化

槽
（

28
人

槽
）

被
害

状
況

・
停

電
中

は
浄

化
槽

の
浄

化
機

能
が

停
止

・
浄

化
槽

停
止

中
に

利
用

者
、

避
難

者
含

め
約

10
0

人
が

利
用

。
ひ

ど
い

悪
臭

が
発

生
・

浄
化

槽
停

止
中

は
利

用
を

制
限

。
主

に
女

性
が

ト
イ

レ
を

使
用

し
、

男
性

は
山

で
用

を
足

す
・

4
月

中
旬

に
業

者
が

点
検

し
、

一
度

汲
み

取
り

を
し

て
も

ら
う

・
ト

イ
レ

を
流

す
際

に
は

風
呂

場
に

溜
め

た
水

を
使

用

電 気 設 備

受
変

電
設

備
の

位
置

 1
階

非
常

用
電

源
無

し
非

常
用

電
源

設
置

場
所

　

被
害

状
況

・
被

害
な

し

空 調 設 備

空
調

方
式

個
別

空
調

熱
源

電
気

被
害

状
況

・
暖

房
は

据
え

置
き

式
の

ヒ
ー

タ
ー

と
家

庭
用

エ
ア

コ
ン

、
床

暖
房

（
小

規
模

は
浴

室
、

脱
衣

室
部

分
の

み
）

を
利

用
・

震
災

当
日

は
床

暖
房

の
余

熱
で

温
ま

っ
て

い
る

お
風

呂
場

を
利

用
。

利
用

者
、

職
員

と
も

に
脱

衣
室

、
浴

室
で

就
寝

・
13

日
に

建
設

会
社

と
公

民
館

か
ら

発
電

機
が

届
き

、
発

電
機

を
利

用
し

暖
を

取
る

・
震

災
直

後
は

住
民

が
持

ち
込

ん
だ

石
油

ス
ト

ー
ブ

も
利

用

通 信 設 備

施
設

外
の

被
害

状
況

（
電

話
・

通
信

設
備

等
）

・
津

波
に

よ
り

道
路

が
寸

断
さ

れ
た

た
め

3/
13

ま
で

外
部

と
の

情
報

が
取

れ
な

い
・

3/
13

、
自

衛
隊

の
救

援
隊

が
来

て
初

め
て

外
部

の
情

報
を

得
る

・
４

月
中

旬
ま

で
湾

の
向

か
い

側
に

あ
る

法
人

本
部

ま
で

伝
令

方
式

で
情

報
を

伝
え

る
・

無
線

が
5

月
か

ら
使

用
可

能
に

な
る

・
携

帯
電

話
は

4
月

下
旬

に
復

旧
。

固
定

電
話

は
7

月
上

旬
に

復
旧

施
設

内
の

被
害

状
況

（
ナ

ー
ス

コ
ー

ル
等

）
・

3
月

28
日

の
電

気
復

旧
と

と
も

に
利

用
可

能
と

な
る

。

搬 送 設 備

Ｅ
Ｖ

リ
フ

ト
（

階
段

）
　

　

そ の 他
自然

エネ
ルギ

ーの
活用

等
（太

陽光
パネ

ル、
断熱

サッ
シ等

）
・

床
暖

房
、

ペ
ア

サ
ッ

シ
（

リ
ビ

ン
グ

、
風

呂
場

）
を

導
入

６
）

災
害

対
策

と
そ

の
効

果

物 資 の 備 蓄

震
災

前
想

定
日

数
・

米
、

野
菜

、
冷

凍
の

魚
な

ど
・

オ
ム

ツ
、

医
療

機
器

、
消

毒
液

、
ガ

ー
ゼ

な
ど

 2
－

3
日

分

震
災

後
想

定
日

数
・

震
災

前
と

の
変

更
な

し
・

頓
服

薬
の

備
蓄

の
必

要
性

を
感

じ
た

 2
－

3
日

分

避
難

訓
練

の
実

施
状

況
（

震
災

前
）

想
定

災
害

地
震

か
ら

火
災

想
定

規
模

大
規

模
広

域
災

害
訓

練
頻

度
年

2
回

備
考

・
地

震
か

ら
火

災
、

消
火

の
訓

練
を

行
う

。
昨

年
は

夜
間

に
避

難
訓

練
を

実
施

・
運

営
推

進
委

員
会

を
通

じ
て

地
域

住
民

に
は

施
設

が
避

難
場

所
に

な
る

こ
と

を
知

ら
せ

て
い

た

今
後

の
避

難
訓

練
・

今
後

は
津

波
も

想
定

し
た

避
難

訓
練

を
す

る
べ

き
か

検
討

中
・

施
設

前
の

道
路

の
沿

い
の

川
が

昨
年

氾
濫

し
そ

う
に

な
る

。
川

の
氾

濫
を

想
定

し
た

避
難

訓
練

を
す

る
べ

き
か

検
討

中
・

大
雨

土
砂

崩
れ

を
想

定
し

た
避

難
訓

練
を

今
後

行
う

予
定

。
土

砂
崩

れ
の

際
の

避
難

場
所

を
検

討
中

２
）

主
な

被
災

状
況

当
該

地
域

の
震

度
震

度
6

弱
被

災
状

況
損

傷
無

津
波

の
状

況
・

津
波

に
よ

る
被

害
な

し
人

的
な

被
災

状
況

（
ス

タ
ッ

フ
、

入
居

者
）

・
利

用
者

：
登

録
者

１
名

が
自

宅
で

津
波

に
流

さ
れ

死
亡

・
職

員
：

死
傷

者
な

し
、

ス
タ

ッ
フ

の
家

屋
全

壊
3

名

発
災

直
後

の
住

民
、

避
難

者
等

の
受

入
状

況

・
震

災
当

日
は

地
域

住
民

10
0

人
弱

を
受

け
入

れ
る

・
下

流
に

あ
る

同
一

法
人

の
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
か

ら
職

員
、

利
用

者
が

避
難

・
地

域
住

民
は

地
域

交
流

ス
ペ

ー
ス

及
び

20
11

年
4

月
1

日
に

開
設

予
定

で
あ

っ
た

Ｇ
Ｈ

を
利

用
・

震
災

後
数

日
間

は
地

域
住

民
が

食
事

や
物

資
を

持
ち

寄
り

生
活

・
3/

16
に

デ
イ

、
小

規
模

の
利

用
者

、
職

員
が

同
一

法
人

の
特

養
に

避
難

。
そ

の
後

、
施

設
を

地
域

住
民

に
開

放
・

20
日

ま
で

地
域

住
民

に
開

放
。

20
日

時
点

で
の

避
難

者
は

52
名

。
そ

の
後

、
避

難
者

は
自

宅
や

避
難

所
へ

移
動

　

３
）

建
物

被
害

の
概

要

構
造

体
の

被
害

状
況

・
特

に
無

し

非
構

造
部

材
の

被
害

状
況

（
サ

ッ
シ

ュ
、ド

ア
、天

井
、照

明
等

）

・
壁

紙
に

亀
裂

。
一

部
の

壁
に

ゆ
が

み
・

便
器

の
破

損
（

１
台

）
・

盛
り

土
が

一
部

崩
れ

る
家

具
・

什
器

備
品

の
被

害
状

況
（

棚
、

ベ
ッ

ド
、

車
い

す
等

）

・
食

器
棚

か
ら

食
器

類
が

転
落

・
食

器
棚

に
は

転
倒

防
止

用
の

ポ
ー

ル
を

設
置

し
て

あ
っ

た

使
用

不
可

に
な

っ
た

部
屋

・
特

に
無

し

４
）

被
害

の
状

況
（

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

）

水

停
止

の
有

無
有

復
旧

ま
で

の
期

間
61

日
後

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
断

水
中

の
代

替
手

段
は

近
く

の
山

の
湧

水
（

3/
22

か
ら

使
用

）
と

給
水

車
・

近
く

の
山

か
ら

出
て

い
る

湧
水

を
モ

ー
タ

ー
で

汲
み

取
り

、
30

メ
ー

ト
ル

×5
本

の
ホ

ー
ス

で
施

設
ま

で
運

ぶ
・

湧
水

は
お

風
呂

場
に

溜
め

て
使

用
。

入
浴

や
食

器
の

洗
浄

に
使

用
。

調
理

に
使

う
際

は
一

度
沸

か
し

て
か

ら
使

用
・

毎
朝

、
水

を
運

ぶ
の

が
男

性
の

仕
事

と
な

っ
た

・
給

水
車

（
4

月
中

旬
か

ら
使

用
）

を
食

事
や

飲
料

用
に

使
用

電 気

停
止

の
有

無
有

復
旧

ま
で

の
期

間
17

日
後

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
夜

間
の

照
明

は
懐

中
電

灯
の

み
・

13
日

に
亘

理
建

設
と

公
民

館
か

ら
発

電
機

が
2

台
届

く
。

主
に

個
別

空
調

用
（

暖
房

）
に

使
用

ガ ス

停
止

の
有

無
無

復
旧

ま
で

の
期

間
　

ガ
ス

の
種

類
オ

ー
ル

電
化

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段
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８
）

外
部

か
ら

の
支

援
法

人
内

で
の

連
携

・
3

月
16

日
か

ら
31

日
ま

で
は

法
人

本
部

施
設

に
利

用
者

、
職

員
が

移
動

他
施

設
か

ら
の

支
援

・
4

月
か

ら
Ｇ

Ｈ
協

会
を

通
し

て
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

介
護

ス
タ

ッ
フ

が
派

遣
さ

れ
る

（
1

日
2

名
ほ

ど
）

・
5

月
の

連
休

前
ま

で
派

遣
が

続
く

・
遠

野
社

協
か

ら
マ

ッ
ト

レ
ス

を
50

枚
を

支
援

し
て

も
ら

う

医
療

機
関

と
の

連
携

・
地

域
の

避
難

所
（

公
民

館
）に

医
療

チ
ー

ム
が

常
駐

し
て

い
た（

医
者

、看
護

師
、ケ

ア
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
、介

護
士

な
ど

）
・

民
政

委
員

を
通

し
て

週
に

1
回

程
度

、
小

規
模

多
機

能
に

往
診

が
来

る
（

4
月

か
ら

6
月

末
ま

で
）

・
医

療
チ

ー
ム

に
対

し
て

、
施

設
内

に
保

管
し

て
あ

る
医

療
機

器
を

貸
し

出
す

行
政

と
の

連
携

・
安

否
情

報
の

提
供

７
）

生
活

・
介

護
の

継
続

入
居

者
の

状
況

・
地

震
発

生
時

、
小

規
模

多
機

能
型

居
宅

介
護

の
登

録
者

25
名

の
う

ち
15

名
が

通
い

を
利

用
。

10
名

が
在

宅
・

震
災

直
後

に
す

ぐ
下

流
に

あ
る

同
一

法
人

の
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
か

ら
避

難
者

が
来

る
（

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

は
全

壊
）

・
震

災
直

後
は

施
設

の
利

用
者

、
地

域
か

ら
の

避
難

者
が

一
緒

に
生

活
す

る
・

小
規

模
多

機
能

と
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
利

用
者

の
う

ち
14

名
の

自
宅

が
流

さ
れ

帰
れ

な
く

な
る

・
小

規
模

多
機

能
の

通
い

15
名

の
中

で
自

宅
が

被
災

し
て

い
な

い
人

に
は

一
時

帰
宅

し
て

も
ら

う
・

ハ
ワ

イ
で

津
波

が
跳

ね
返

り
再

び
津

波
が

来
る

と
い

う
情

報
も

あ
り

、
16

日
に

施
設

職
員

と
利

用
者

は
同

一
市

内
の

 
  高

台
に

あ
る

法
人

本
部

の
特

養
に

避
難

・
特

養
で

は
地

域
交

流
ホ

ー
ル

で
職

員
と

利
用

者
が

一
体

と
な

っ
て

生
活

・
避

難
中

、
一

番
大

変
だ

っ
た

の
は

利
用

者
の

体
調

管
理

。
避

難
生

活
が

続
く

中
で

利
用

者
の

容
体

が
悪

化
し

て
い

く
・

避
難

生
活

で
認

知
症

が
急

激
に

悪
化

す
る

人
も

い
た

（
暴

言
を

吐
く

、
徘

徊
、

呼
吸

困
難

な
ど

）
・

16
日

か
ら

31
日

の
間

で
肺

炎
を

起
こ

し
た

利
用

者
が

3
名

、
ヘ

リ
コ

プ
タ

ー
で

花
巻

病
院

に
搬

送
さ

れ
た

利
用

者
  が

２
名

い
た

（
う

ち
1

名
は

死
亡

）
・

3/
17

か
ら

在
宅

に
い

た
10

人
の

安
否

確
認

を
ケ

ア
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
と

ス
タ

ッ
フ

が
行

う
。

自
宅

を
訪

問
し

、
9

名
  の

無
事

を
確

認
。

1
名

が
死

亡
・

3/
16

か
ら

20
日

ま
で

施
設

を
地

域
住

民
の

避
難

所
と

し
て

開
放

・
3/

31
に

施
設

利
用

者
が

施
設

に
戻

る
。

通
常

通
り

施
設

の
活

動
を

再
開

・
帰

宅
難

民
の

利
用

者
に

対
し

て
は

、
施

設
職

員
が

仮
設

申
請

の
代

行
を

し
た

り
、

他
法

人
の

施
設

と
連

絡
を

と
っ

て
  

  利
用

者
を

受
け

入
れ

て
も

ら
う

（
富

美
岡

荘
2

名
、

気
仙

苑
数

名
、

同
一

市
内

の
特

養
や

老
健

）
・

4/
1

に
オ

ー
プ

ン
で

あ
っ

た
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

の
入

居
予

定
者

に
対

し
て

は
一

度
登

録
を

破
棄

し
て

も
ら

い
、

赤
崎

 
 町

で
被

災
さ

れ
た

認
知

症
の

方
を

優
先

し
て

受
け

入
れ

る
（

現
在

の
入

居
者

9
名

の
う

ち
、

8
名

が
被

災
者

）

ス
タ

ッ
フ

の
確

保

・
16

日
か

ら
31

日
ま

で
利

用
者

が
本

体
施

設
に

避
難

し
て

い
る

間
は

職
員

も
同

行
・

本
体

施
設

の
地

域
交

流
ホ

ー
ル

で
と

も
に

過
ご

す
・

震
災

後
、

施
設

内
で

辞
め

た
職

員
は

い
な

か
っ

た
・

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
の

開
設

に
合

わ
せ

て
内

定
者

も
い

た
が

、
内

定
取

り
消

し
も

行
っ

て
い

な
い

・
同

一
法

人
の

特
養

や
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
で

は
、

多
数

の
職

員
が

退
職

通
所

・
訪

問
利

用
者

へ
の

対
応

・
数

百
メ

ー
ト

ル
下

流
に

あ
る

同
一

法
人

の
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
か

ら
利

用
者

と
職

員
を

受
け

入
れ

る
・

31
日

ま
で

は
小

規
模

多
機

能
の

利
用

者
と

行
動

を
共

に
す

る

物 資 の 確 保

食
糧

・
水

・
施

設
に

厨
房

は
無

く
キ

ッ
チ

ン
で

調
理

。
常

に
二

日
分

程
度

の
食

糧
を

冷
蔵

庫
に

保
存

（
米

、野
菜

、冷
凍

の
魚

な
ど

）
・

震
災

直
後

か
ら

二
日

目
の

朝
ま

で
は

食
糧

が
も

っ
た

・
12

日
に

地
域

住
民

が
食

材
を

持
ち

込
ん

で
く

れ
る

。（
鹿

肉
、

鯨
の

肉
、

魚
な

ど
）

食
材

に
は

不
足

し
な

か
っ

た
・

13
日

に
自

衛
隊

に
よ

り
道

路
が

開
通

。
物

資
の

調
達

が
可

能
と

な
る

（
牛

乳
、

パ
ン

な
ど

）
・

救
援

物
資

を
避

難
所

や
市

役
所

に
行

き
調

達
。

避
難

所
に

指
定

さ
れ

て
い

な
い

た
め

施
設

自
ら

調
達

に
行

く
・

停
電

中
の

調
理

は
地

域
住

民
が

持
ち

込
ん

だ
石

油
ス

ト
ー

ブ
や

バ
ー

ベ
キ

ュ
ー

セ
ッ

ト
で

対
応

・
28

日
ま

で
地

域
の

婦
人

部
が

調
理

全
般

を
担

当
し

て
く

れ
る

医
薬

品

・
在

宅
で

酸
素

吸
入

が
必

要
な

人
が

い
た

が
、

酸
素

ボ
ン

ベ
を

3
台

確
保

し
て

い
た

た
め

対
応

で
き

た
・

褥
瘡

の
措

置
が

必
要

な
人

、
バ

ル
ー

ン
カ

テ
ー

テ
ル

の
人

も
い

た
が

、
消

毒
な

ど
は

施
設

の
備

品
で

対
応

で
き

た
・

頓
服

薬
が

不
足

し
て

い
た

。
発

熱
、

腹
痛

を
起

こ
し

た
人

に
対

応
で

き
な

か
っ

た
・

地
域

の
避

難
所

（
公

民
館

）
に

医
療

チ
ー

ム
が

常
駐

し
て

お
り

施
設

に
も

往
診

に
来

て
く

れ
た

・
避

難
所

に
医

薬
品

を
取

り
に

行
く

が
行

列
が

出
来

て
お

り
入

手
が

困
難

で
あ

っ
た

介
護

用
品

・
不

足
な

し
。

オ
ム

ツ
の

不
足

も
な

か
っ

た

日
用

品
・

多
数

の
地

域
住

民
が

避
難

し
て

き
た

た
め

マ
ッ

ト
レ

ス
が

不
足

・
保

管
し

て
い

た
寝

具
を

地
域

住
民

に
提

供
そ

の
他

居
場

所
の

確
保

・
小

規
模

多
機

能
の

ス
ペ

ー
ス

：
小

規
模

多
機

能
の

利
用

者
、

Ｄ
Ｓ

の
利

用
者

、
ス

タ
ッ

フ
が

利
用

・
14

名
が

宿
泊

、
2

人
は

居
間

の
和

室
を

利
用

。
そ

の
他

の
人

は
1

人
部

屋
を

2
人

部
屋

と
し

て
利

用
・

会
議

室
と

Ｇ
Ｈ

の
ス

ペ
ー

ス
を

地
域

住
民

が
利

用
。

会
議

室
は

主
に

寝
る

ス
ペ

ー
ス

、
Ｇ

Ｈ
の

ス
ペ

ー
ス

は
主

に
調

 
  理

ス
ペ

ー
ス

と
し

て
利

用
。

Ｇ
Ｈ

の
居

室
に

つ
い

て
は

使
わ

な
か

っ
た

・
会

議
室

に
は

地
域

住
民

が
持

ち
込

ん
だ

ゴ
ザ

や
毛

布
を

敷
き

寝
泊

ま
り

し
た

【
施

設
図

】

9）
復

旧
か

ら
こ

れ
か

ら
に

向
け

て
の

取
り

組
み

、
今

回
の

震
災

を
踏

ま
え

て
の

課
題

、
高

齢
者

施
設

の
あ

り
方

に
つ

い
て

・
震

災
ま

で
運

営
推

進
会

議
の

中
で

「
看

護
師

が
常

駐
し

て
い

る
の

で
怪

我
を

し
た

と
き

に
は

頼
っ

て
き

て
下

さ
い

」
と

伝
え

て
い

た
が

、
イ

ベ
ン

 
  ト

的
な

こ
と

で
し

か
地

域
住

民
と

関
わ

る
機

会
が

な
く

、
地

域
と

の
関

係
が

薄
い

と
感

じ
て

い
た

・
今

回
の

震
災

で
10

日
間

地
域

住
民

と
一

緒
に

過
ご

し
、

関
係

が
深

ま
っ

た
・

日
頃

か
ら

挨
拶

な
ど

、
地

域
住

民
と

ち
ょ

っ
と

し
た

関
わ

り
を

持
つ

こ
と

が
重

要
・

現
在

、
仮

設
住

宅
に

5
名

の
小

規
模

多
機

能
の

登
録

者
が

い
る

。
民

政
委

員
か

ら
仮

設
の

状
況

も
伝

わ
っ

て
き

て
い

る
の

で
、

何
か

し
ら

の
対

応
  を

し
て

い
き

た
い

と
考

え
て

い
る

。
・

個
人

的
に

は
、

仮
設

住
居

に
は

ス
ー

パ
ー

や
診

療
所

が
必

要
と

考
え

て
い

る
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岩手県大船渡市

特別養護老人ホーム10 富美岡荘

対象施設

概要

位置

被害・復旧の経過整理

　岩手県大船渡市にある特別養護老人ホーム。海岸部からは少し離れた高台にあり津波被害を免れる。入居者の
死者・行方不明者なし。勤務中に被災した職員１名が亡くなる。建物の構造体、設備機器に大きな損傷なし。
　3 月 12 日にラジオで被災者を受け入れる情報を出す。約 500 人の地域住民が避難。また、同一市内で津波被
害をうけた特養からの避難者 51 名も受け入れる。避難者に食事、居場所の提供を行う。ピーク時には 4 人部屋
を 10 人部屋として利用。
　福祉施設が集中している地域であったため市内の他の地域よりもライフラインが早期に復旧。電気、水ともに
３日後には復旧。ライフラインの復旧が優先的に行われたことで避難活動が円滑に行える。ライフライン停止中
の電力は震災後直ちに借用した発電機で対応。
　現在は非常時に備え 1 週間から 3 カ月分の備蓄を用意（品物によって期間が異なる）。

期間 発災直後 ～ 24 時間 ～ 72 時間 ～１週間 ～２週間 ～ 1 か月 ～ 3 か月 ～半年
構造体 ○

非構造部材 ○
家具備品 ○
主要諸室 ○

受水 △ / 受水タンク △ / 受水タンク ○
排水 ○
受電 △ / 発電機 △ / 発電機 ○
ガス ○ / 節約 ○ / 節約 ○ / 節約 ○ / 節約 ○ / 節約 ○（安定供給）

給水設備 断水 断水 ○
給湯設備 × 燃料不足 × 燃料不足 × 燃料不足 × 燃料不足 ○
排水設備 ○
電気設備 × 停電 × 停電 ○

照明 △ / 発電機 △ / 発電機 ○
コンセント × × ○
通信設備 × × × × ○
空調設備 × × △節約 △節約 △節約 ○（安定供給）
安否確認 ○
入所者 ○
通所者 ○
職員 ○
応援 ○ ○ ○ ○

食糧・水 ○ / 備蓄 ○ / 備蓄 ○ / 備蓄 ○支援物資
介護医薬品 ○

日用品 △オムツ不足
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敷地内に第 2 避難所として設けられていたスペース施設外観

居室内　ベッドを追加して使用居室前廊下　ヘルメットの備え。

備蓄倉庫　3 か月分の米を備蓄廊下　天井パネルの修理

地下保管庫　ストーブ、オムツ等を保管経管栄養や流動食の備蓄
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調
査

日
時

20
11

年
11

月
1

日
対

応
者

理
事

長
、

副
施

設
長

、
事

務
長

、
建

築
士

調
査

員
名

（
※

：
記

録
者

）
早

坂
孝

康
、

山
口

健
太

郎
、

篠
原

祐
介

、
星

幸
佑

※
 

１
）

施
設

概
要

施
設

種
別

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
開

設
年

19
76

年
定

員
13

5
人

併
設

施
設

盲
養

護
老

人
ホ

ー
ム

、
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
、

訪
問

介
護

、
居

宅
介

護
支

援
事

業
所

、
な

ど
階

数
地

上
2

階
構

造
種

別
RC

造
設

計
㈲

新
沼

義
雄

建
築

設
計

事
務

所
施

工
匠

建
設

立
地

の
特

徴
・

大
船

渡
市

は
岩

手
県

の
東

南
端

に
位

置
し

、
東

は
太

平
洋

に
面

し
て

い
る

・
津

波
対

策
が

取
ら

れ
て

い
た

地
域

で
あ

っ
た

が
海

岸
付

近
は

甚
大

な
津

波
被

害
を

受
け

た
・

当
該

施
設

は
高

台
に

あ
り

津
波

被
害

か
ら

は
免

れ
た

5）
設

備
の

被
害

状
況

給 排 水 設 備

給
水

水
道

給
水

方
式

水
道

直
結

増
圧

方
式

受
水

槽
の

位
置・

容
量

20
t

被
害

状
況

・
対

応
・

受
水

設
備

、
配

管
の

損
傷

な
し

・
受

水
槽

内
の

水
は

震
災

直
後

す
ぐ

に
使

い
切

る
給

湯
ボ

イ
ラ

ー

被
害

状
況

・
対

応
・

ボ
イ

ラ
ー

設
備

の
損

傷
な

し
。

燃
料

（
重

油
）

不
足

の
た

め
使

用
停

止
・

3
月

21
日

か
ら

重
油

が
入

手
可

能
と

な
る

。
以

降
、

施
設

利
用

者
、

避
難

者
と

も
に

入
浴

は
1

週
間

に
1

度
排

水
下

水
道

被
害

状
況

・
便

器
や

洗
面

器
に

付
属

す
る

配
管

の
一

部
破

損

電 気 設 備

受
変

電
設

備
の

位
置

1
階

非
常

用
電

源
有

 （
消

防
用

 ）
非

常
用

電
源

設
置

場
所

1
階

被
害

状
況

・
受

電
設

備
、

電
気

系
統

の
損

傷
無

し
・

非
常

用
発

電
は

消
防

用
で

容
量

が
少

な
い

た
め

、
ほ

と
ん

ど
使

用
せ

ず

空 調 設 備

空
調

方
式

集
中

熱
源

ボ
イ

ラ
ー

被
害

状
況

・
空

調
設

備
に

損
傷

な
し

。
停

電
、

燃
料

（
重

油
）

不
足

の
た

め
使

用
停

止
・

空
調

停
止

中
は

湯
た

ん
ぽ

と
集

め
た

布
団

で
暖

を
取

る
・

3
月

14
日

に
電

気
が

復
旧

す
る

が
、

燃
料

不
足

の
た

め
、

設
定

温
度

を
下

げ
夜

間
の

み
使

用
・

3
月

21
日

に
通

常
通

り
使

用
を

再
開

通 信 設 備

施
設

外
の

被
害

状
況

（
電

話
・

通
信

設
備

等
）

・
通

信
設

備
の

損
傷

は
な

い
が

、
地

域
全

体
が

不
通

と
な

る
・

震
災

直
後

は
伝

令
方

式
で

情
報

を
伝

え
る

・
携

帯
電

話
は

au
が

3
月

下
旬

、
D

oc
om

o
が

4
月

に
復

旧
・

固
定

電
話

は
FA

X（
ア

ナ
ロ

グ
回

線
）

が
4

月
下

旬
、

音
声

通
信

（
デ

ジ
タ

ル
回

線
）

が
5

月
上

旬
に

復
旧

・
7

月
に

法
人

で
衛

星
電

話
を

購
入

施
設

内
の

被
害

状
況

（
ナ

ー
ス

コ
ー

ル
等

）
・

3
月

14
日

の
電

気
復

旧
と

と
も

に
利

用
可

能
と

な
る

搬 送 設 備

Ｅ
Ｖ

リ
フ

ト
（

階
段

）

・
地

震
発

生
直

後
に

停
止

。
代

替
手

段
に

は
ス

ロ
ー

プ
を

使
用

・
3

月
14

日
の

電
気

復
旧

と
と

も
に

使
用

可
能

と
な

る
が

、
業

者
に

よ
る

滑
車

等
の

点
検

を
受

け
て

か
ら

使
用

を
再

開

そ の 他
自然

エネ
ルギ

ーの
活用

等
（太

陽光
パネ

ル、
断熱

サッ
シ等

）

６
）

災
害

対
策

と
そ

の
効

果

物 資 の 備 蓄

震
災

前
想

定
日

数
・

食
糧

と
ペ

ン
ラ

イ
ト

 3
日

分

震
災

後

想
定

日
数

・
3

か
月

分
の

備
蓄

：
米

（
備

蓄
の

倉
庫

と
し

て
プ

レ
ハ

ブ
小

屋
を

作
成

）
・

3
週

間
分

の
備

蓄
：

調
味

料
、

汁
物

、
嗜

好
品

（
ジ

ュ
ー

ス
な

ど
）、

缶
詰

、
レ

ト
ル

ト
食

品
等

・
2

週
間

分
の

備
蓄

：
副

食
、

ソ
フ

ト
食

な
ど

・
1

週
間

分
の

備
蓄

：
水

・
そ

の
他

：
使

い
捨

て
容

器
（

割
り

ば
し

、
紙

コ
ッ

プ
、

お
皿

、
容

器
等

）、
ガ

ス
コ

ン
ロ

、
ガ

ス
ボ

ン
ベ

、
レ

ン
ジ

、
懐

中
電

灯
・

食
糧

に
関

す
る

も
の

は
主

に
栄

養
士

が
取

り
揃

え
る

・
現

在
発

電
機

5
台

を
保

有
。

10
台

確
保

す
る

予
定

 1
週

間
分

～
3

か
月

分

避
難

訓
練

の
実

施
状

況
（

震
災

前
）

想
定

災
害

地
震

・
大

火
災

そ
の

他
想

定
規

模
大

規
模

広
域

災
害

訓
練

頻
度

月
１

回
備

考
・

通
報

、
伝

達
訓

練
を

日
中

や
夜

間
に

実
施

今
後

の
避

難
訓

練
・

同
一

法
人

施
設

の
蔵

ハ
ウ

ス
大

船
渡

、
富

美
岡

荘
介

護
セ

ン
タ

ー
で

は
津

波
対

策
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
現

在
作

成
中

・
以

前
の

避
難

訓
練

に
加

え
、

電
気

が
使

え
な

く
な

っ
た

状
況

を
想

定
し

た
避

難
訓

練
を

実
施

・
電

話
が

繋
が

ら
な

い
時

の
対

応
、

懐
中

電
灯

の
設

置
位

置
の

把
握

、
発

電
機

や
衛

星
電

話
の

使
用

訓
練

な
ど

２
）

主
な

被
災

状
況

当
該

地
域

の
震

度
震

度
６

弱
被

災
状

況
損

傷
な

し
津

波
の

状
況

・
津

波
に

よ
る

被
害

な
し

人
的

な
被

災
状

況
（

ス
タ

ッ
フ

、
入

居
者

）
・

入
居

者
：

死
傷

者
な

し
・

職
員

：
1

名
が

勤
務

中
に

津
波

に
流

さ
れ

死
亡

発
災

直
後

の
住

民
、

避
難

者
等

の
受

入
状

況

・
震

災
当

日
、

施
設

職
員

の
家

族
や

地
域

住
民

（
要

介
護

者
）

が
施

設
に

避
難

・
海

岸
に

近
い

同
一

法
人

施
設

の
蔵

ハ
ウ

ス
大

船
渡

で
は

盛
町

の
被

災
者

を
受

け
入

れ
る

・
3/

12
、

津
波

で
倒

壊
し

た
同

一
市

内
の

別
法

人
の

特
養

「
さ

ん
り

く
の

園
」

か
ら

利
用

者
51

名
を

受
け

入
れ

る
・

さ
ん

り
く

の
園

の
利

用
者

は
施

設
一

階
の

食
堂

に
て

受
入

れ
。

施
設

避
難

か
ら

10
日

後
、

内
陸

の
3

施
設

に
移

動
・

3/
12

、
施

設
で

避
難

者
を

受
け

入
れ

る
と

ラ
ジ

オ
で

放
送

、
13

日
か

ら
要

介
護

状
態

の
被

災
者

が
大

勢
来

る
。

・
施

設
職

員
で

は
対

応
し

き
れ

な
く

な
り

、
派

遣
職

員
を

依
頼

す
る

・
同

一
敷

地
内

に
あ

る
養

護
盲

老
人

ホ
ー

ム
と

協
力

し
、

最
大

約
50

0
人

の
避

難
者

を
受

け
入

れ
る

・
7

月
末

に
仮

設
住

宅
が

整
う

。
避

難
者

が
大

幅
に

減
る

が
、

現
在

10
名

の
被

災
者

を
引

き
続

き
受

け
入

れ
て

い
る

３
）

建
物

被
害

の
概

要
構

造
体

の
被

害
状

況
・

被
害

な
し

非
構

造
部

材
の

被
害

状
況

（
サ

ッ
シ

ュ
、ド

ア
、天

井
、照

明
等

）

・
被

害
な

し
・

同
一

敷
地

内
に

あ
る

養
護

盲
老

人
ホ

ー
ム

と
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
で

は
大

空
間

部
分

（
S

造
部

分
）

の
天

井
パ

ネ
ル

が
損

傷

家
具

・
什

器
備

品
の

被
害

状
況

（
棚

、
ベ

ッ
ド

、
車

い
す

等
）

・
被

害
な

し
。

棚
の

上
に

置
い

て
い

た
物

が
落

ち
る

な
ど

使
用

不
可

に
な

っ
た

部
屋

・
被

害
な

し

４
）

被
害

の
状

況
（

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

）

水

停
止

の
有

無
有

復
旧

ま
で

の
期

間
3

日
後

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
地

震
発

生
直

後
に

停
止

・
隣

接
敷

地
内

の
社

会
福

祉
協

議
会

に
大

型
の

受
水

槽
が

あ
り

、
こ

の
タ

ン
ク

の
水

は
使

用
可

能
で

あ
っ

た
・

同
一

敷
地

内
の

養
護

盲
老

人
ホ

ー
ム

と
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
は

上
記

の
タ

ン
ク

か
ら

水
を

受
給

し
て

お
り

、
こ

れ
ら

の
施

 
 設

に
水

を
汲

み
に

行
っ

て
い

た

電 気

停
止

の
有

無
有

復
旧

ま
で

の
期

間
3

日
後

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
地

震
発

生
直

後
に

停
止

。
直

後
に

近
所

の
家

電
量

販
店

が
店

頭
販

売
を

始
め

た
た

め
、

電
灯

、
電

池
、

ガ
ス

コ
ン

ロ
 を

入
手

。
備

蓄
し

て
い

た
ペ

ン
ラ

イ
ト

を
使

用
し

施
設

職
員

は
作

業
に

あ
た

る
・

3/
11

、
職

員
が

地
域

か
ら

発
電

機
3

台
と

灯
光

器
3

台
を

借
り

て
く

る
。

発
電

機
は

痰
吸

引
機

の
電

源
確

保
、

灯
光

 
 器

は
施

設
内

の
照

明
確

保
に

使
用

ガ ス

停
止

の
有

無
無

復
旧

ま
で

の
期

間
ガ

ス
の

種
類

プ
ロ

パ
ン

ガ
ス

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
厨

房
と

洗
濯

機
の

燃
料

は
プ

ロ
パ

ン
ガ

ス
。

震
災

発
生

直
後

の
蓄

え
は

震
災

当
日

の
残

量
の

み
。

・
厨

房
：

震
災

当
日

か
ら

厨
房

を
使

用
。

ガ
ス

を
節

約
す

る
た

め
、

食
事

は
お

に
ぎ

り
や

パ
ン

、
レ

ト
ル

ト
食

品
な

ど
 極

力
手

の
か

か
ら

な
い

も
の

を
用

意
・

洗
濯

機
：

重
油

が
不

足
の

た
め

使
用

停
止

。
使

い
捨

て
タ

オ
ル

を
使

用
。

洗
い

物
を

増
や

さ
な

い
よ

う
努

め
る

・
3/

29
か

ら
プ

ロ
パ

ン
ガ

ス
の

安
定

供
給

が
開

始
。

洗
濯

機
の

使
用

を
再

開
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８
）

外
部

か
ら

の
支

援

法
人

内
で

の
連

携
・

震
災

当
日

か
ら

同
一

法
人

施
設

で
あ

る
蔵

ハ
ウ

ス
大

船
渡

（
海

岸
部

に
近

い
施

設
）

と
行

き
来

し
連

携
を

図
る

・
富

美
岡

荘
介

護
セ

ン
タ

ー
か

ら
ケ

ア
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
や

ヘ
ル

パ
ー

な
ど

が
施

設
に

集
合

他
施

設
か

ら
の

支
援

・
県

社
協

を
通

じ
て

青
森

・
岩

手
か

ら
支

援
の

介
護

職
員

が
来

訪
（

男
女

混
合

で
毎

回
6

人
程

度
）

・
3

月
21

日
か

ら
6

月
末

ま
で

1
週

間
交

代
で

継
続

的
に

派
遣

さ
れ

る
・

派
遣

介
護

職
員

が
施

設
に

来
訪

す
る

際
、

介
護

に
必

要
な

物
資

を
持

ち
寄

っ
て

き
て

く
れ

る
・

オ
ム

ツ
や

ア
ル

コ
ー

ル
な

ど

医
療

機
関

と
の

連
携

・
オ

ー
ナ

ー
が

内
科

医
。

施
設

内
の

相
談

室
で

診
療

を
行

う
・

薬
局

を
施

設
に

設
け

る

行
政

と
の

連
携

・
一

度
だ

け
市

の
担

当
者

が
来

訪
。

当
該

施
設

を
福

祉
避

難
所

に
指

定
・

震
災

発
生

1
週

間
以

内
に

岩
手

県
本

庁
が

来
訪

・
厚

生
労

働
省

が
来

訪

７
）

生
活

・
介

護
の

継
続

入
居

者
の

状
況

・
元

気
な

施
設

利
用

者
が

1
階

食
堂

に
集

ま
り

、
カ

ラ
オ

ケ
大

会
を

開
催

し
て

い
た

時
に

地
震

が
発

生
・

介
護

職
員

は
施

設
利

用
者

の
安

全
を

確
保

す
る

た
め

、
タ

オ
ル

ケ
ッ

ト
や

毛
布

、
ヘ

ル
メ

ッ
ト

を
被

せ
る

・
震

災
後

、
認

知
症

の
悪

化
し

た
利

用
者

が
い

た
（

徘
徊

す
る

、
息

子
の

顔
を

忘
れ

る
な

ど
）

・
亡

く
な

ら
れ

る
人

が
通

常
よ

り
も

増
加

ス
タ

ッ
フ

の
確

保

・
地

震
発

生
直

後
、

連
絡

の
取

れ
な

い
中

、
被

災
し

て
い

な
い

地
域

に
住

む
職

員
が

自
主

的
に

出
勤

・
自

宅
に

帰
れ

な
く

な
っ

た
職

員
が

多
数

い
た

・
ガ

ソ
リ

ン
が

不
足

し
て

い
た

為
、

職
員

の
出

退
勤

は
施

設
の

送
迎

バ
ス

を
利

用
・

同
一

法
人

の
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
の

利
用

者
と

と
も

に
職

員
も

受
け

入
れ

る

通
所

・
訪

問
利

用
者

へ
の

対
応

・
13

日
に

通
所

・
訪

問
介

護
利

用
者

や
小

規
模

多
機

能
の

利
用

者
な

ど
が

介
護

を
求

め
て

大
勢

避
難

し
て

く
る

・
施

設
職

員
だ

け
で

は
対

応
出

来
な

い
た

め
、

家
族

同
伴

の
条

件
を

付
け

て
被

災
し

た
要

介
護

者
を

受
け

入
れ

る
・

最
高

で
4

人
部

屋
を

10
人

部
屋

に
し

て
対

応
す

る
・

D
S

か
ら

の
避

難
者

に
は

寝
具

類
を

用
意

し
て

も
ら

う
。

JA
の

D
S

か
ら

簡
易

式
ベ

ッ
ド

を
十

数
台

借
り

る
・

道
路

復
旧

後
、

す
ぐ

に
訪

問
介

護
利

用
者

の
安

否
確

認
を

行
う

。
・

3
月

末
に

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

を
再

開
・

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

の
定

員
30

名
の

う
ち

、
17

名
の

利
用

者
は

家
族

と
の

連
絡

が
取

れ
ず

、
施

設
で

受
け

入
れ

る
・

現
在

、
定

員
数

を
超

え
る

33
名

を
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
で

受
け

入
れ

て
い

る
。

・
7

月
末

以
降

、
10

名
の

被
災

者
が

施
設

に
残

る
。

・
シ

ョ
ー

ト
ス

テ
イ

の
職

員
を

増
や

し
、

定
員

24
名

に
10

名
を

加
え

た
人

数
で

受
け

入
れ

る
（

10
月

ま
で

）
・

11
月

か
ら

は
様

々
な

サ
ー

ビ
ス

に
被

災
者

10
名

を
分

散
し

て
対

応

物 資 の 確 保

食
糧

・
水

・
食

糧
は

3
日

分
の

備
蓄

あ
り

・
震

災
当

日
か

ら
食

糧
を

提
供

（
お

に
ぎ

り
）

・
12

日
以

降
、

必
ず

温
か

い
お

か
ず

を
一

品
添

え
て

食
事

を
提

供
（

1
日

3
食

）
・

3
月

12
日

、
内

陸
部

へ
買

い
出

し
に

行
き

食
糧

を
調

達
・

3
月

13
日

に
食

糧
配

給
を

市
に

申
請

。
14

日
以

降
食

糧
が

配
給

さ
れ

る
（

お
に

ぎ
り

や
パ

ン
な

ど
）

・
秋

田
か

ら
お

に
ぎ

り
が

支
援

さ
れ

る
。

日
清

の
本

社
が

大
量

の
食

糧
を

支
援

し
て

く
れ

る
・

同
一

敷
地

内
の

盲
養

護
老

人
ホ

ー
ム

と
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
に

配
給

さ
れ

て
い

た
水

を
汲

ん
で

施
設

に
運

び
対

応

医
薬

品
・

経
管

栄
養

が
不

足
。

投
与

す
る

回
数

を
3

回
か

ら
2

回
に

減
ら

し
節

約

介
護

用
品

・
紙

オ
ム

ツ
が

不
足

。
3

月
12

日
に

届
く

予
定

だ
っ

た
た

め
、

震
災

当
日

は
最

も
紙

オ
ム

ツ
が

少
な

い
状

況
だ

っ
た

･3
月

12
日

に
内

陸
部

で
オ

ム
ツ

を
調

達
。

何
店

舗
も

巡
り

集
め

る
・

津
波

で
流

さ
れ

た
さ

ん
り

く
の

園
に

残
っ

て
い

た
紙

オ
ム

ツ
を

職
員

か
ら

譲
っ

て
も

ら
う

。
使

用
可

能
な

も
の

を
回

  
 収

し
、

袋
に

つ
い

た
泥

を
施

設
で

洗
い

落
と

し
使

用
・

そ
の

後
、

支
援

物
資

と
し

て
紙

オ
ム

ツ
が

届
く

よ
う

に
な

る

日
用

品
・

布
団

が
不

足
。

被
災

し
て

い
な

い
施

設
職

員
が

自
宅

か
ら

持
ち

寄
り

対
応

・
震

災
直

後
、

暖
房

器
具

（
反

射
式

ス
ト

ー
ブ

、
湯

た
ん

ぽ
な

ど
）

が
不

足
・

震
災

直
後

、
暖

房
器

具
を

施
設

職
員

が
集

め
て

対
応

そ
の

他

居
場

所
の

確
保

・
さ

ん
り

く
の

園
か

ら
の

避
難

者
：

施
設

１
階

の
食

堂
ホ

ー
ル

に
て

受
け

入
れ

・
通

所
、

訪
問

介
護

の
利

用
者

：
施

設
の

４
人

部
屋

を
１

０
人

部
屋

に
す

る
こ

と
で

対
応

・
地

域
の

避
難

者
：

施
設

の
部

屋
を

10
部

屋
以

上
開

放
し

対
応

・
支

援
介

護
職

員
：

1
階

の
4

人
部

屋
2

つ
を

開
放

し
対

応

【
施

設
図

】

9）
復

旧
か

ら
こ

れ
か

ら
に

向
け

て
の

取
り

組
み

、
今

回
の

震
災

を
踏

ま
え

て
の

課
題

、
高

齢
者

施
設

の
あ

り
方

に
つ

い
て

・
福

祉
施

設
を

避
難

の
た

め
の

中
核

施
設

と
し

て
つ

く
る

べ
き

・
避

難
訓

練
に

参
加

す
る

だ
け

で
な

く
、

現
場

の
職

員
が

自
ら

問
題

点
を

改
善

し
て

い
く

姿
勢

が
重

要

1
階

平
面

図

2
階

平
面

図



96 第３章

岩手県大船渡市

介護老人保健施設11 気仙苑

対象施設

概要

位置

被害・復旧の経過整理

　岩手県大船渡市にある老人保健施設。大規模なホール、県立病院などが立地する高台にあり津波被害からは免
れる。入居者、職員の死者・不明者なし。3 階の一部増築部分（S 造）の天井パネル、壁が一部落下。
　同一法人が陸前高田市で運営する老健が地震により被害を受ける。陸前高田の老健から入居者 100 名と職員
が避難してくる。1 フロアー分を陸前高田の入居者に提供。居室は定員の 2 倍となる。その他にも地域住民約
50 名を数日間受け入れる。
　電気、ガスは 2 日後に復旧。医療機関、行政機関が多い地域であったため復旧が早かった。水は震災直後に
断水し調査時点でも復旧の目途が経っていない。水は井戸を掘っていたことから、井戸水を利用。震災前に大規
模な蓄熱システムを導入しており、重油等の燃料が不足する中においても電気復旧後は通常通りの暖房が可能と
なった。全老健、GH 協会から総勢 200 名の人的支援を受ける。

期間 発災直後 ～ 24 時間 ～ 72 時間 ～１週間 ～２週間 ～ 1 か月 ～ 3 か月 ～半年
構造体 ○

非構造部材 △一部 ○居住部分
家具備品 ○
主要諸室 ○

受水 ○井戸
排水 ○
受電 △発電機 △発電機 ○
ガス × 点検待ち × 点検待ち ○

給水設備 ○井戸
給湯設備 × × ○
排水設備 ○
電気設備 △発電機 △発電機 ○

照明 △一部可 △一部可 ○
コンセント △一部可 △一部可 ○
通信設備 ○
空調設備 × × ○
安否確認 ○
入所者 ○
通所者 ○
職員 ○
応援

食糧・水 △備蓄 △備蓄 ○配給
介護医薬品 △備蓄 △備蓄 ○配給

日用品 △備蓄 △備蓄 ○配給



9711 介護老人保健施設 気仙苑

施設内部施設外観

非常用コンセント　各居室に 1 か所鉄骨造部分の内観　天井が一部落下

居室　窓側に暖房器具蓄熱システム

備蓄倉庫　元ボイラー室貯水槽　敷地内の施設に供給
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調
査

日
時

20
11

年
11

月
2

日
対

応
者

総
務

部
長

、
事

務
員

（
建

物
管

理
）、

建
築

士
調

査
員

名
（

※
：

記
録

者
）

早
坂

孝
康

、
山

口
健

太
郎

、
篠

原
祐

介
、

星
幸

佑
※

 

１
）

施
設

概
要

施
設

種
別

介
護

老
人

保
健

施
設

開
設

年
19

91
年

定
員

15
2

人

併
設

施
設

シ
ョ

ー
ト

ス
テ

イ
、

予
防

シ
ョ

ー
ト

ス
テ

イ
、

デ
イ

ケ
ア

、
予

防
デ

イ
ケ

ア
、

透
析

隣
接

敷
地

に
同

一
系

列
の

社
会

福
祉

法
人

が
運

営
す

る
特

別
養

護
老

人
ホ

ー
ム

が
あ

る

階
数

地
上

4
階

　
地

下
１

階
構

造
種

別
RC

造
+S

造
（

一
部

）
設

計
有

限
会

社
 池

田
菅

野
建

築
設

計
事

務
所

施
工

株
式

会
社

 佐
賀

組

立
地

の
特

徴

・
甚

大
な

津
波

被
害

を
受

け
た

岩
手

県
大

船
渡

市
に

あ
る

施
設

・
気

仙
苑

は
、

海
岸

部
か

ら
少

し
離

れ
た

斜
面

地
に

立
地

。
隣

接
地

に
は

リ
ア

ス
ホ

ー
ル

（
市

民
ホ

ー
ル

）、
県

立
大

船
  渡

病
院

、
消

防
署

な
ど

医
療

、
行

政
機

関
な

ど
が

集
積

し
て

い
る

・
気

仙
苑

が
建

て
ら

れ
て

る
場

所
は

、
強

力
な

岩
盤

の
上

に
あ

り
地

震
の

被
害

は
少

な
か

っ
た

5）
設

備
の

被
害

状
況

給 排 水 設 備

給
水

水
道

・
井

戸
併

用
給

水
方

式
高

置
タ

ン
ク

方
式

（
8t

）
受

水
槽

の
位

置・
容

量
24

t

被
害

状
況

・
対

応
・

受
水

設
備

、
配

管
設

備
の

被
害

な
し

・
高

置
タ

ン
ク

が
施

設
屋

上
に

設
置

さ
れ

て
い

た
た

め
、

貯
水

さ
れ

て
い

る
水

は
電

気
を

使
わ

ず
に

使
用

出
来

た
・

非
常

用
発

電
機

を
使

い
井

戸
水

の
ポ

ン
プ

を
動

か
し

対
応

給
湯

電
気

（
貯

湯
槽

8
ｔ

）

被
害

状
況

・
対

応
・

被
害

な
し

。
蓄

熱
シ

ス
テ

ム
を

20
11

年
2

月
に

導
入

・
電

力
復

旧
後

は
蓄

熱
シ

ス
テ

ム
を

利
用

し
お

湯
を

沸
か

す

排
水

下
水

道

被
害

状
況

・
被

害
な

し
・

ト
イ

レ
を

流
す

時
に

は
浴

槽
の

水
を

使
用

電 気 設 備

受
変

電
設

備
の

位
置

１
階

ピ
ロ

テ
ィ

部
非

常
用

電
源

有
（

消
防

用
+

常
用

）
定

格
出

力
12

0K
VA

（
内

コ
ン

セ
ン

ト
用

30
KV

A）
　

燃
料

：
軽

油
非

常
用

電
源

設
置

場
所

 1
階

被
害

状
況

・
受

電
設

備
の

被
害

な
し

空 調 設 備

空
調

方
式

集
中

熱
源

蓄
熱

、
電

気
併

用

被
害

状
況

・
空

調
設

備
の

被
害

な
し

・
20

11
年

2
月

に
蓄

熱
シ

ス
テ

ム
を

導
入

。
電

気
復

旧
後

は
通

常
通

り
使

用
可

能

通 信 設 備

施
設

外
の

被
害

状
況

（
電

話
・

通
信

設
備

等
）

・
携

帯
電

話
の

メ
ー

ル
が

つ
な

が
る

の
み

・
震

災
直

後
は

、
自

動
車

で
法

人
内

施
設

と
の

連
絡

を
行

っ
て

い
た

・
自

衛
隊

に
よ

る
衛

星
電

話
の

支
給

あ
り

施
設

内
の

被
害

状
況

（
ナ

ー
ス

コ
ー

ル
等

）

・
電

力
の

復
旧

と
と

も
に

使
用

可
能

と
な

る

搬 送 設 備

Ｅ
Ｖ

リ
フ

ト
（

階
段

）

・
電

気
復

旧
時

（
13

日
）

に
復

旧
・

余
震

の
断

続
的

に
発

生
し

て
い

た
こ

と
か

ら
極

力
使

用
し

な
か

っ
た

・
4

月
7

日
の

最
大

余
震

で
ガ

イ
ド

ロ
ー

ラ
ー

が
破

損

そ の 他
自然

エネ
ルギ

ーの
活用

等
（太

陽光
パネ

ル、
断熱

サッ
シ等

）
・

蓄
熱

シ
ス

テ
ム

の
導

入

６
）

災
害

対
策

と
そ

の
効

果

物 資 の 備 蓄

震
災

前

想
定

日
数

・
ク

ッ
ク

チ
ル

方
式

を
採

用
し

て
お

り
、

真
空

パ
ッ

ク
し

た
調

理
済

み
の

食
材

を
常

に
約

3
日

間
は

保
管

・
上

記
の

食
材

を
震

災
時

は
備

蓄
と

し
て

使
用

・
そ

の
他

食
材

と
し

て
は

缶
詰

な
ど

を
用

意
・

Ｌ
Ｅ

Ｄ
の

ヘ
ッ

ド
ラ

イ
ト

を
大

量
に

保
管

・
オ

ム
ツ

な
ど

の
物

資
を

コ
ン

テ
ナ

2
つ

分
用

意
 3

日
分

震
災

後
想

定
日

数
・

備
蓄

内
容

に
つ

い
て

は
震

災
前

後
で

変
更

な
し

・
空

に
な

っ
た

ボ
イ

ラ
ー

室
に

支
援

物
資

を
置

い
て

あ
る

 3
日

分

避
難

訓
練

の
実

施
状

況
（

震
災

前
）

想
定

災
害

火
災

そ
の

他
想

定
規

模
単

体
施

設
災

害
・

事
故

訓
練

頻
度

年
2

回

備
考

・
夜

間
に

抜
き

打
ち

の
招

集
訓

練
を

実
施

。
約

98
％

が
招

集
に

応
じ

る
。

招
集

完
了

ま
で

に
1

時
間

程
度

か
か

る
・

Ｎ
Ｔ

Ｔ
の

一
斉

通
信

シ
ス

テ
ム

を
利

用
し

集
合

時
間

を
短

縮
し

た

今
後

の
避

難
訓

練
・

津
波

を
想

定
し

た
災

害
対

策
計

画
を

策
定

中

２
）

主
な

被
災

状
況

当
該

地
域

の
震

度
震

度
 6

弱
被

災
状

況
損

傷
な

し
津

波
の

状
況

・
津

波
に

よ
る

被
害

な
し

。
当

該
施

設
は

高
台

に
あ

る
た

め
人

的
な

被
災

状
況

（
ス

タ
ッ

フ
、

入
居

者
）

・
入

居
者

、
職

員
の

死
傷

者
な

し
。

当
該

施
設

の
全

職
員

は
約

43
0

人
、

利
用

者
は

約
60

0
人

発
災

直
後

の
住

民
、

避
難

者
等

の
受

入
状

況

・
約

50
人

の
近

隣
住

民
が

避
難

。
同

一
敷

地
内

に
あ

る
法

人
の

本
部

施
設

で
避

難
者

を
受

け
入

れ
る

・
子

ど
も

が
い

る
家

族
、

要
介

護
高

齢
者

な
ど

が
中

心
・

4
日

間
程

度
で

要
介

護
高

齢
者

は
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
へ

移
動

。
そ

の
他

の
避

難
者

は
自

宅
や

他
の

避
難

所
へ

移
動

３
）

建
物

被
害

の
概

要
構

造
体

の
被

害
状

況
・

損
傷

な
し

非
構

造
部

材
の

被
害

状
況

（
サ

ッ
シ

ュ
、ド

ア
、天

井
、照

明
等

）
・

一
部

損
壊

。
4

階
（

S
造

部
分

）
の

壁
・

天
井

パ
ネ

ル
が

落
下

。
階

段
の

サ
ッ

シ
が

一
部

落
下

家
具

・
什

器
備

品
の

被
害

状
況

（
棚

、
ベ

ッ
ド

、
車

い
す

等
）

・
ほ

と
ん

ど
損

傷
な

し

使
用

不
可

に
な

っ
た

部
屋

・
不

可
能

に
な

っ
た

部
屋

な
し

４
）

被
害

の
状

況
（

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

）

水

停
止

の
有

無
有

（
井

戸
水

は
使

用
可

）
復

旧
ま

で
の

期
間

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
市

の
水

道
は

断
水

。
井

戸
水

は
使

用
可

能
（

平
成

19
年

に
専

用
水

道
許

可
を

取
得

）。
制

限
し

な
が

ら
使

用
・

地
震

発
生

直
後

、
蛇

口
か

ら
取

れ
る

だ
け

の
水

を
確

保
・

入
浴

は
２

、
３

日
ス

ト
ッ

プ
。

以
降

は
回

数
を

減
ら

し
な

が
ら

入
浴

・
市

の
直

結
水

道
は

使
用

可
能

だ
っ

た
が

濁
っ

て
い

た
（

開
通

日
時

は
調

査
時

点
で

は
不

明
）

電 気

停
止

の
有

無
有

復
旧

ま
で

の
期

間
2

日
後

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
地

震
発

生
直

後
、

漏
電

を
防

ぐ
た

め
に

電
気

を
止

め
る

・
痰

吸
引

器
、

酸
素

吸
入

器
、

非
常

用
コ

ン
セ

ン
ト

な
ど

は
非

常
用

発
電

で
対

応
。

透
析

機
は

手
動

で
回

す
・

軽
油

の
消

費
量

を
抑

制
す

る
た

め
発

電
機

の
回

転
数

を
ぎ

り
ぎ

り
ま

で
下

げ
て

使
用

・
燃

料
切

れ
を

防
ぐ

た
め

、
日

中
は

発
電

を
控

え
節

約
。

13
日

に
電

気
が

復
旧

・
小

さ
い

発
電

機
を

使
用

し
投

光
器

で
室

内
を

照
ら

す
・

事
前

に
購

入
し

て
い

た
ヘ

ッ
ド

ラ
イ

ト
や

Ｌ
Ｅ

Ｄ
を

使
用

ガ ス

停
止

の
有

無
有

復
旧

ま
で

の
期

間
2

日
後

ガ
ス

の
種

類
プ

ロ
パ

ン
ガ

ス

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
点

検
業

者
が

く
る

ま
で

は
使

用
を

停
止

（
2

日
間

）
・

13
日

に
業

者
が

来
訪

。
点

検
後

に
使

用
再

開
・

50
kg

の
ボ

ン
ベ

が
20

本
あ

り
、

ガ
ス

の
不

足
は

な
か

っ
た
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８
）

外
部

か
ら

の
支

援

法
人

内
で

の
連

携
・

同
一

法
人

の
陸

前
高

田
の

老
健

が
地

震
に

よ
り

破
損

。
陸

前
高

田
の

利
用

者
を

受
け

入
れ

る
・

震
災

発
生

翌
日

に
陸

前
高

田
の

状
況

が
つ

か
め

る

他
施

設
か

ら
の

支
援

・
全

老
健

、
Ｇ

Ｈ
協

会
か

ら
総

勢
約

20
0

人
の

人
的

支
援

が
行

わ
れ

る
。

主
に

男
性

職
員

が
派

遣
さ

れ
た

・
派

遣
職

員
は

施
設

の
空

き
ス

ペ
ー

ス
を

利
用

し
宿

泊

医
療

機
関

と
の

連
携

・
同

一
建

物
内

の
診

療
所

の
医

師
が

診
療

に
あ

た
る

（
3

人
）

・
緊

急
時

は
近

隣
の

県
立

大
船

渡
病

院
に

搬
送

行
政

と
の

連
携

・
主

に
救

援
物

資
や

炊
き

出
し

の
支

援
を

受
け

る
・

自
衛

隊
か

ら
軽

油
や

衛
星

電
話

を
支

給
を

受
け

る
・

透
析

患
者

が
い

る
こ

と
で

、
軽

油
が

優
先

的
に

支
給

さ
れ

る

７
）

生
活

・
介

護
の

継
続

入
居

者
の

状
況

・
高

齢
者

の
多

く
は

チ
リ

津
波

を
経

験
し

て
い

た
こ

と
か

ら
、

比
較

的
落

ち
着

い
て

い
た

・
陸

前
高

田
市

に
あ

る
同

一
法

人
内

施
設

（
老

健
）

の
建

物
が

破
損

し
約

10
0

人
の

高
齢

者
を

受
け

入
れ

る
・

大
船

渡
の

入
居

者
は

大
船

渡
の

介
護

職
員

が
対

応
し

、
陸

前
高

田
の

入
居

者
は

陸
前

高
田

の
職

員
が

対
応

す
る

・
4

人
部

屋
を

6
人

部
屋

と
し

て
使

用
し

、
人

数
が

増
加

し
た

分
に

対
応

　

ス
タ

ッ
フ

の
確

保

・
通

常
よ

り
職

員
は

少
な

か
っ

た
が

施
設

と
し

て
の

活
動

は
出

来
た

・
職

員
の

死
傷

者
は

な
し

。
職

員
の

確
保

に
問

題
も

な
か

っ
た

・
震

災
直

後
に

安
否

確
認

の
取

れ
な

い
職

員
が

約
20

人
。

1
か

月
以

内
に

全
員

の
安

否
の

確
認

が
と

れ
る

・
勤

務
時

間
の

延
長

、
帰

宅
困

難
と

な
っ

た
職

員
も

い
た

・
陸

前
高

田
の

施
設

か
ら

避
難

し
て

き
た

入
居

者
の

た
め

に
陸

前
高

田
の

職
員

も
来

る
・

陸
前

高
田

の
職

員
は

泊
ま

り
込

み
で

対
応

通
所

・
訪

問
利

用
者

へ
の

対
応

・
震

災
当

時
、

約
70

人
の

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
・

帰
宅

で
き

る
人

は
帰

宅
さ

せ
る

。
帰

宅
困

難
な

人
は

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

で
宿

泊
・

5
月

ご
ろ

ま
で

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

で
宿

泊
し

て
い

る
人

が
い

た
・

宿
泊

場
所

は
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
の

食
堂

な
ど

を
利

用
・

訪
問

看
護

・
居

宅
サ

ー
ビ

ス
は

津
波

注
意

報
が

解
除

さ
れ

て
か

ら
活

動
開

始
。

最
低

2
人

1
組

で
安

否
確

認
を

行
う

物 資 の 確 保

食
糧

・
水

・
3/

11
、

電
気

、
ガ

ス
が

不
通

。
大

き
な

釜
に

米
と

水
を

入
れ

お
粥

を
食

べ
る

。
12

日
ま

で
お

粥
が

3
食

続
く

・
3/

12
、

食
糧

の
要

請
を

市
役

所
に

提
出

・
3/

13
、

市
か

ら
お

に
ぎ

り
な

ど
が

配
給

さ
れ

る
・

最
初

要
望

し
た

数
は

来
な

か
っ

た
が

、
そ

の
後

は
食

糧
に

不
足

は
し

な
か

っ
た

医
薬

品
・

全
老

健
、

医
療

法
人

協
会

に
要

請
を

出
し

、
支

援
し

て
も

ら
う

・
市

の
対

応
も

早
か

っ
た

介
護

用
品

・
時

期
が

た
っ

て
か

ら
オ

ム
ツ

が
不

足
し

始
め

、
様

々
な

方
面

か
ら

支
援

し
て

も
ら

う
・

オ
ム

ツ
交

換
の

回
数

を
減

ら
す

な
ど

し
て

対
応

（
3

回
を

2
回

に
減

ら
す

な
ど

）
・

完
全

に
オ

ム
ツ

が
な

く
な

る
と

い
う

状
況

は
避

け
ら

れ
た

日
用

品

・
1

週
間

分
程

度
の

備
蓄

が
あ

り
、

特
に

不
足

し
た

も
の

は
な

か
っ

た
・

被
災

し
て

い
な

い
職

員
が

物
資

を
持

ち
込

む
な

ど
し

て
対

応
す

る
・

女
性

用
生

理
用

品
な

ど
は

職
員

同
士

で
や

り
と

り
す

る

そ
の

他

居
場

所
の

確
保

・
特

養
：

10
0

名
の

被
災

者
分

の
部

屋
を

空
け

る
（

一
部

屋
6

人
程

度
で

使
用

）
・

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

：
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
内

の
訓

練
室

や
建

物
内

の
会

議
室

を
使

用
・

地
域

か
ら

の
避

難
者

：
法

人
内

の
事

務
所

を
避

難
場

所
と

し
て

使
用

【
施

設
図

】

9）
復

旧
か

ら
こ

れ
か

ら
に

向
け

て
の

取
り

組
み

、
今

回
の

震
災

を
踏

ま
え

て
の

課
題

、
高

齢
者

施
設

の
あ

り
方

に
つ

い
て

・
至

急
高

台
へ

避
難

す
る

一
時

避
難

、
高

台
へ

逃
れ

た
後

に
指

定
の

避
難

所
へ

避
難

す
る

二
次

避
難

を
区

別
す

る
べ

き
・

震
災

後
に

、
一

次
避

難
所

、
二

次
避

難
所

を
選

定
し

た
・

重
油

は
長

期
保

存
が

可
能

な
の

で
重

油
で

回
せ

る
非

常
用

発
電

が
あ

れ
ば

良
い

・
電

気
系

統
は

医
療

用
と

消
防

用
で

分
け

る
べ

き
。

省
エ

ネ
、

節
電

の
継

続
が

必
要

・
職

員
派

遣
の

日
程

や
人

数
の

調
節

が
重

要
。

長
期

の
支

援
が

出
来

る
介

護
支

援
隊

が
必

要

1
階

平
面

図

2
階

平
面

図

3
階

平
面

図
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対象施設

概要

位置

被害・復旧の経過整理

　本施設は高台に立地するため津波の被害を免れた。地震により一部の天井、壁の崩落、ガラスの破損、高架水槽
が溢れ漏水が生じる。地震発生直後は一旦外部へ避難。透析患者や介護度の高い利用者は、隣接するＧＨに宿泊。
それ以外の利用者 120 人は１階のデイケアセンターに職員とともに宿泊。３日目、利用者を他の施設に分散して
移送。職員も同行。地域住民約 150 名も２日間受入れ。停電は２週間。大型の自家発電機を備えていたものの、
すぐに燃料が尽きる。断水は５ヶ月以上。直後は受水槽の水を生活用水として利用。5 月中旬に自らボーリングを
行い井戸水の利用を開始。プロパンガスは安全のため一旦は外したが被害なし。飲料水は市からの供給あり。食料
は委託業者が当日おかゆを供給。2 日目以降は市の対策本部から供給された。燃料も対策本部から調達。被害の小
さかった大船渡の法人本部に防災無線で連絡し、足りない物資を運んでもらった。3／31 クリニック再開。4／22
に老健 2 階部分再開。5／18 に 3 階部分再開。入居者全員が戻る。

期間 発災直後 ～ 24 時間 ～ 72 時間 ～１週間 ～２週間 ～ 1 か月 ～ 3 か月 ～半年
構造体 ○

非構造部材 △ △ △ △ △ △ △ ○ 6/4 サッシ工事
家具備品 △ △ △ △ △ ？ ○
主要諸室 △ △ △ △ △ △ ○ 5/28 全入居者

受水 × × × × × × ×/ ○ 4/19 井水 ○ 9/1 水道水再開
排水 × ？ ？ ？ ？ ○
受電 × × × × × ○ 3/28 再開
ガス × × × × × ○

給水設備 × × × × × × ×/ ○井戸水確保 ○ 9/1 水道水再開
給湯設備 △ △ △ △ △ ○
排水設備 △ △ △ △ △ ○
電気設備 ○ /× 停電 ○ /× 停電 ○ /× 停電 ○ /× 停電 ○ /× 停電 ○

照明 ○ /× 停電 ○ /× 停電 ○ /× 停電 ○ /× 停電 ○ /× 停電 ○
コンセント ○ /× 停電 ○ /× 停電 ○ /× 停電 ○ /× 停電 ○ /× 停電 ○
通信設備 × × × × × × × ○
空調設備 △ /× 停電 △ /× 停電 △ /× 停電 △ /× 停電 △ /× 停電 ○
安否確認
入所者 ○
通所者 △ △ △
職員 △ △ ○全員を確認
応援 ○ 6/15（ボランティア）

食糧・水 ○備蓄（委託業者）
介護医薬品 △支援物資

日用品 △支援物資
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外観外観

外壁補修部分外壁補修部分

デイケア（1 階）居室　4 床室を５～６床室として使用

エキスパンション部分の補修災害時　ゾーン分け
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調
査

日
時

20
11

年
10

月
17

日
対

応
者

事
務

長
、

庶
務

課
長

調
査

員
名

（
※

：
記

録
者

）
神

吉
優

美
※

 、
合

田
淳

平

１
）

施
設

概
要

施
設

種
別

介
護

老
人

保
健

施
設

開
設

年
19

98
年

定
員

19
0

人（
シ

ョ
ー

ト
ス

テ
イ

含
む

）

併
設

施
設

通
所

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン（
震

災
前

定
員

54
人

、現
在

定
員

30
人

）、
松

原
ク

リ
ニ

ッ
ク（

入
院

19
床

・
透

析
29

床
） 

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

、
指

定
居

宅
介

護
支

援
事

業
所

、
在

宅
介

護
支

援
セ

ン
タ

ー
階

数
地

上
３

階
構

造
種

別
RC

造
設

計
池

田
菅

野
設

計
事

務
所

施
工

佐
賀

組
立

地
の

特
徴

・
丘

の
上

に
立

地
（

海
抜

35
m

）

5）
設

備
の

被
害

状
況

給 排 水 設 備

給
水

水
道

給
水

方
式

高
置

タ
ン

ク
方

式
受

水
槽

の
位

置・
容

量
32

t（
屋

外
の

受
水

槽
：

32
t、

屋
上

の
タ

ン
ク

（
屋

外
の

受
水

槽
よ

り
ポ

ン
プ

ア
ッ

プ
）：

8t
）

被
害

状
況

・
対

応
・

地
震

の
揺

れ
で

屋
上

の
タ

ン
ク

の
水

が
あ

ふ
れ

る
・

受
水

槽
に

は
被

害
な

し
。

水
道

の
供

給
再

開
を

待
た

ず
ボ

ー
リ

ン
グ

を
行

い
井

戸
を

掘
る

・
現

在
は

水
道

と
井

戸
水

（
受

水
槽

容
量

24
t）

の
併

用
給

湯
ボ

イ
ラ

ー
被

害
状

況
・

対
応

・
ボ

イ
ラ

ー
は

被
害

な
し

。
再

開
前

に
配

管
と

バ
ル

ブ
を

交
換

排
水

合
併

式
浄

化
槽

被
害

状
況

・
地

震
に

よ
り

浄
化

槽
の

位
置

が
ず

れ
配

管
が

破
損

。
震

災
直

後
、

ト
イ

レ
の

水
に

は
浴

槽
の

お
湯

を
使

用
・

屋
外

ト
イ

レ
設

置
（

屋
外

に
穴

を
掘

っ
て

板
を

渡
し

て
男

性
用

と
女

性
用

の
ト

イ
レ

を
設

置
し

た
。

バ
ッ

ク
ホ

ー
は

  施
設

が
も

っ
て

い
た

)
・

元
建

設
作

業
員

の
職

員
が

中
心

と
な

り
作

業
（

擁
壁

を
は

り
直

し
た

の
も

こ
の

職
員

）
・

現
在

、
浄

化
槽

の
配

管
は

修
繕

済
み

。
震

災
後

約
1

か
月

で
浄

化
槽

を
つ

な
ぐ

配
管

を
修

繕

電 気 設 備

受
変

電
設

備
の

位
置

屋
外

非
常

用
電

源
有

 
非

常
用

電
源

設
置

場
所

屋
外

（
キ

ュ
ー

ビ
ク

ル
の

隣
に

あ
る

機
械

室
）

被
害

状
況

・
変

圧
器

が
落

下
し

た
が

大
き

な
被

害
は

な
し

。
・

発
電

機
用

の
油

の
確

保
が

困
難

で
あ

っ
た

（
市

の
対

策
本

部
及

び
法

人
本

部
（

大
船

渡
）

か
ら

調
達

）
空 調 設 備

空
調

方
式

個
別

空
調

（
夏

：
エ

ア
コ

ン
、

冬
：

床
下

暖
房

）
熱

源
電

気

被
害

状
況

・
屋

上
に

設
置

し
て

あ
っ

た
エ

ア
コ

ン
の

室
外

機
が

故
障

・
震

災
後

約
1

か
月

で
配

管
、

バ
ル

ブ
を

交
換

。

通 信 設 備

施
設

外
の

被
害

状
況

（
電

話
・

通
信

設
備

等
）

・
固

定
電

話
は

7
月

中
旬

に
復

旧
。

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
は

7/
23

に
復

旧
・

ま
ず

防
災

用
無

線
を

設
置

し
、

法
人

本
部

と
の

や
り

取
り

な
ど

に
使

用
（

現
在

（
調

査
時

）
も

設
置

）
・

次
に

N
TT

が
衛

星
電

話
を

設
置

し
て

く
れ

た
。

だ
が

外
線

電
話

を
内

線
に

つ
な

げ
る

事
は

出
来

な
か

っ
た

・
震

災
前

は
各

職
員

が
PH

S
を

保
有

し
、

施
設

内
の

連
携

や
外

線
電

話
と

の
取

次
に

使
用

し
て

い
た

が
、

7
月

中
旬

ま
  

 で
PH

S
が

復
旧

せ
ず

不
便

だ
っ

た
施

設
内

の
被

害
状

況
（

ナ
ー

ス
コ

ー
ル

等
）

・
震

災
当

日
、

屋
外

に
入

居
者

を
ベ

ッ
ド

に
乗

せ
て

避
難

さ
せ

る
時

に
ナ

ー
ス

コ
ー

ル
の

配
線

が
一

部
破

損
・

修
理

を
行

い
、

電
気

復
旧

後
に

は
ナ

ー
ス

コ
ー

ル
は

使
え

る
状

態
に

な
っ

た
搬 送 設 備

Ｅ
Ｖ

リ
フ

ト
（

階
段

）

・
4

月
中

旬
ま

で
に

修
理

を
行

い
使

用
再

開
。

余
震

の
た

び
に

EV
が

止
ま

り
業

者
を

何
回

も
呼

ん
だ

・
階

段
室

の
内

壁
が

崩
落

し
た

個
所

が
あ

り
、

塗
り

直
し

た

６
）

災
害

対
策

と
そ

の
効

果

物 資 の 備 蓄

震
災

前
想

定
日

数
・

軽
油

、
自

家
発

電
機

、
簡

易
担

架
（

20
本

）、
毛

布
、

非
常

用
携

帯
ト

イ
レ

な
ど

・
備

蓄
の

非
常

用
ト

イ
レ

は
数

が
足

ら
な

か
っ

た
・

水
は

1
週

間
程

度
 ３

日
分

震
災

後
想

定
日

数
・

災
害

無
線

を
設

置
・

地
域

住
民

の
避

難
を

想
定

し
毛

布
や

シ
ュ

ラ
フ

の
備

蓄
枚

数
を

増
や

し
た

・
災

害
用

備
蓄

倉
庫

（
コ

ン
テ

ナ
）

を
設

置
   

日
分

避
難

訓
練

の
実

施
状

況
（

震
災

前
）

想
定

災
害

地
震

・
津

波
火

災
そ

の
他

想
定

規
模

大
規

模
広

域
災

害
単

体
施

設
災

害
訓

練
頻

度
年

１
回

（
市

の
広

域
訓

練
）

半
年

１
回

備
考

・
広

域
避

難
所

の
指

定
を

受
け

て
い

る
。

・
毎

年
5

月
24

日
は

地
域

の
防

災
訓

練
の

日
（

昭
和

35
年

5
月

24
日

の
チ

リ
地

震
の

津
波

発
生

日
）

・
各

町
内

会
で

津
波

を
想

定
し

た
避

難
訓

練
を

実
施

　
　

　
・

地
域

広
域

防
災

訓
練

も
実

施
。

県
立

高
田

病
院

が
津

波
浸

水
想

定
エ

リ
ア

内
に

あ
っ

た
た

め
、

県
立

病
院

が
津

波
で

 使
用

で
き

な
く

な
っ

た
状

況
を

想
定

し
た

訓
練

を
実

施
・

松
原

苑
は

高
台

に
あ

り
医

者
・

看
護

師
が

常
駐

し
て

い
る

。
県

立
病

院
が

機
能

不
全

に
陥

っ
た

際
に

は
、

松
原

   
 苑

に
患

者
を

搬
送

し
ト

リ
ア

ー
ジ

を
行

う
こ

と
を

想
定

し
た

訓
練

を
実

施
・

搬
送

用
ヘ

リ
の

離
着

陸
訓

練
も

実
施

。
・

夜
間

職
員

招
集

訓
練

は
電

話
と

メ
ー

ル
の

双
方

を
各

１
回

ず
つ

計
２

回
実

施

今
後

の
避

難
訓

練
・

災
害

時
に

使
用

す
る

機
械

の
使

用
訓

練
が

必
要

・
ラ

イ
フ

ラ
イ

ン
の

停
止

を
想

定
し

た
訓

練
が

必
要

。
透

析
の

継
続

も
含

め
て

自
家

発
電

機
を

使
用

し
た

訓
練

が
必

要

２
）

主
な

被
災

状
況

当
該

地
域

の
震

度
震

度
６

弱
被

災
状

況
一

部
損

壊
（

地
震

）
津

波
の

状
況

・
津

波
に

よ
る

被
害

な
し

人
的

な
被

災
状

況
（

ス
タ

ッ
フ

、
入

居
者

）
・

入
居

者
：

死
傷

者
な

し
・

職
員

：
非

番
の

職
員

2
名

が
死

亡
発

災
直

後
の

住
民

、
避

難
者

等
の

受
入

状
況

・
住

民
約

15
0

人
を

２
日

間
受

け
入

れ
る

３
）

建
物

被
害

の
概

要
構

造
体

の
被

害
状

況
・

被
害

な
し

非
構

造
部

材
の

被
害

状
況

（
サ

ッ
シ

ュ
、ド

ア
、天

井
、照

明
等

）

・
３

階
ホ

ー
ル

の
天

井
が

一
部

崩
落

（
調

査
時

は
修

繕
済

み
）

・
階

段
室

の
内

壁
の

一
部

が
崩

落
（

調
査

時
は

修
繕

済
み

）
・

２
、

３
階

の
東

側
の

窓
枠

が
落

下
・

１
階

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
の

窓
ガ

ラ
ス

が
破

損
・

２
階

浴
室

の
壁

に
大

き
な

ク
ラ

ッ
ク

。
当

該
壁

は
全

て
斫

り
、

軽
量

鉄
骨

を
入

れ
て

や
り

直
す

・
内

壁
随

所
に

ク
ラ

ッ
ク

。
壁

ク
ラ

ッ
ク

部
分

に
接

着
剤

注
入

・
窓

サ
ッ

シ
端

部
の

ひ
ず

み
が

出
る

　
・

居
宅

介
護

支
援

事
業

所
部

分
の

ガ
ラ

ス
ブ

ロ
ッ

ク
が

一
部

崩
落

（
調

査
時

は
修

繕
済

み
）

・
東

側
外

壁
２

階
端

部
に

鉄
の

補
強

枠
を

設
置

・
屋

上
受

水
槽

か
ら

水
が

あ
ふ

れ
出

し
、

そ
の

た
め

水
漏

れ
が

生
じ

る
・

建
物

修
繕

に
は

1
億

20
00

～
1

億
30

00
万

円
程

度
が

か
か

る

家
具

・
什

器
備

品
の

被
害

状
況

（
棚

、
ベ

ッ
ド

、
車

い
す

等
）

・
利

用
者

の
ベ

ッ
ド

脇
に

あ
る

木
製

床
頭

台
が

転
倒

し
破

損
・（

つ
っ

か
え

棒
を

し
て

い
た

が
）

ス
チ

ー
ル

の
棚

が
転

倒
・

入
居

者
を

ベ
ッ

ド
に

乗
せ

て
外

に
避

難
さ

せ
る

際
、

ナ
ー

ス
コ

ー
ル

の
線

を
断

絶
し

て
し

ま
っ

た
箇

所
が

あ
る

・
職

員
に

元
大

工
が

お
り

、
床

頭
台

等
は

そ
の

人
が

修
繕

し
た

。
破

損
し

た
ベ

ッ
ト

も
修

繕
し

て
使

用
し

、
８

～
９

割
  は

再
使

用
可

能
と

な
っ

た

使
用

不
可

に
な

っ
た

部
屋

・
建

物
東

側
部

分
。

１
階

の
通

所
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

、
２

階
と

3
階

の
入

居
者

の
デ

イ
ル

ー
ム

  壁
量

が
少

な
い

た
め

か
、

こ
れ

ら
の

空
間

で
の

被
害

が
大

き
く

、
震

災
後

は
使

用
で

き
な

か
っ

た

４
）

被
害

の
状

況
（

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

）

水

停
止

の
有

無
有

復
旧

ま
で

の
期

間
６

か
月

（
9/

1
に

市
の

水
道

再
開

）

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
受

水
槽

（
32

t）
に

ホ
ー

ス
を

差
し

込
み

サ
イ

ホ
ン

を
つ

け
て

蛇
口

を
設

置
。

簡
易

水
道

と
し

て
利

用
・

サ
イ

ホ
ン

を
つ

け
て

も
長

期
間

の
飲

み
水

に
は

不
適

切
で

あ
る

た
め

飲
み

水
は

市
の

給
水

ト
ラ

ッ
ク

か
ら

確
保

・
受

水
槽

の
水

は
生

活
用

水
と

し
て

使
用

・
５

月
中

旬
に

ボ
ー

リ
ン

グ
を

行
い

井
戸

を
掘

る
。

井
戸

水
を

使
用

で
き

る
よ

う
に

し
た

・
市

の
水

道
は

9/
1

に
再

開
。

現
在

は
水

道
と

井
戸

水
を

併
用

。

電 気

停
止

の
有

無
有

復
旧

ま
で

の
期

間
17

日
間

（
3/

18
に

復
旧

）

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
備

蓄
の

自
家

発
電

機
を

使
用

。
備

蓄
の

軽
油

は
す

ぐ
に

使
い

果
た

す
。

軽
油

の
確

保
が

困
難

で
あ

っ
た

・
 市

の
対

策
本

部
か

ら
軽

油
の

配
給

を
受

け
、

自
家

発
電

を
使

用
・

燃
料

節
約

の
た

め
小

型
の

自
家

発
電

機
を

借
り

て
き

て
使

用
・

自
家

発
電

機
は

、
非

常
用

照
明

、
透

析
室

の
半

分
、

事
務

室
の

照
明

に
利

用

ガ ス

停
止

の
有

無
無

復
旧

ま
で

の
期

間
　

ガ
ス

の
種

類
プ

ロ
パ

ン
ガ

ス
復

旧
ま

で
の

対
応

・
代

替
手

段
・

安
全

確
保

の
た

め
一

時
ガ

ス
ボ

ン
ベ

を
取

り
外

す
・

施
設

サ
ー

ビ
ス

の
再

開
時

に
は

、
漏

れ
が

な
い

か
点

検
し

、
問

題
が

な
い

こ
と

を
確

認
し

た
上

で
使

用
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1
階

平
面

図

2
階

平
面

図

８
）

外
部

か
ら

の
支

援

法
人

内
で

の
連

携
・

法
人

本
部

は
隣

接
市

の
大

船
渡

市
に

あ
る

。
被

害
が

小
さ

く
物

資
等

の
依

頼
を

行
う

・
災

害
時

無
線

を
設

置
し

、
本

部
に

状
況

を
報

告
。

足
り

な
い

物
資

等
を

運
ん

で
も

ら
う

・
災

害
時

無
線

は
今

も
設

置
し

て
あ

る
他

施
設

か
ら

の
支

援

医
療

機
関

と
の

連
携

・
法

人
の

医
療

施
設

で
あ

る
「

地
ノ

森
（

じ
の

も
り

）
ク

リ
ニ

ッ
ク

」
が

大
船

渡
市

に
あ

る
。

透
析

が
必

要
な

患
者

は
大

船
渡

市
の

リ
ア

ス
ホ

ー
ル

に
避

難
（

宿
泊

）
し

、「
地

ノ
森

ク
リ

ニ
ッ

ク
」

で
透

析
を

受
け

た
。

・
日

赤
の

協
力

が
あ

り
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
が

集
ま

り
や

す
か

っ
た

。
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

支
援

は
と

て
も

助
か

っ
た

。
行

政
と

の
連

携

７
）

生
活

・
介

護
の

継
続

入
居

者
の

状
況

・
入

居
者

、施
設

利
用

者
の

死
傷

者
な

し
。

震
災

発
生

時
の

利
用

者
数

は
、老

健
18

5
人

、ク
リ

ニ
ッ

ク
入

院
患

者
19

人
、  

  日
帰

り
透

析
患

者
10

人
、

デ
イ

ケ
ア

利
用

者
50

人
。

合
計

26
5

人
・

室
内

で
は

3
階

ホ
ー

ル
の

被
害

が
大

き
く

天
井

等
が

崩
落

。
職

員
が

手
分

け
し

て
利

用
者

の
上

に
落

ち
て

き
た

物
等

  を
取

り
除

く
・

1
時

間
半

か
け

て
、

利
用

者
全

員
を

担
架

や
お

ん
ぶ

で
外

に
出

し
た

・
寒

く
な

っ
て

き
た

の
で

、
毛

布
や

カ
ー

テ
ン

を
持

ち
出

し
利

用
者

に
か

け
る

・
夕

方
か

ら
雪

が
降

っ
て

き
た

た
め

焚
き

火
で

暖
を

と
る

・
震

災
当

日
、

透
析

患
者

や
介

護
度

の
高

い
利

用
者

は
隣

接
す

る
認

知
症

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
に

宿
泊

。
  そ

れ
以

外
の

利
用

者
12

0
人

は
1

階
の

デ
イ

ケ
ア

セ
ン

タ
ー

を
利

用
。

職
員

と
利

用
者

が
交

互
に

並
び

サ
ン

ド
 

  イ
ッ

チ
状

態
で

就
寝

・
3

日
目

、
自

衛
隊

の
ト

ラ
ッ

ク
が

到
着

。
職

員
が

同
行

し
利

用
者

を
別

施
設

に
避

難
さ

せ
る

。
長

寿
の

郷
（

遠
野

市
）、

 
  気

仙
苑

、
典

人
会

の
ひ

ま
わ

り
、

希
望

ヶ
丘

、
高

寿
園

等
に

分
散

し
て

避
難

・
3/

31
か

ら
ク

リ
ニ

ッ
ク

再
開

（
透

析
患

者
が

地
域

に
戻

れ
る

よ
う

急
い

で
再

開
）

・
4/

22
か

ら
老

健
の

2
階

部
分

を
再

開
。

他
施

設
に

避
難

し
て

い
た

入
居

者
の

一
部

が
戻

る
・

5/
18

か
ら

老
健

の
3

階
部

分
を

再
開

。
他

施
設

に
避

難
し

て
い

た
入

居
者

全
員

が
戻

る
・

6/
4、

サ
ッ

シ
工

事
完

了

ス
タ

ッ
フ

の
確

保
・

発
災

時
、

勤
務

中
の

職
員

は
約

10
0

人
・

ガ
ソ

リ
ン

の
確

保
が

大
変

で
あ

っ
た

。
職

員
は

公
用

車
を

使
っ

て
乗

り
合

い
で

出
勤

通
所

・
訪

問
利

用
者

へ
の

対
応

＜
通

所
＞

・
発

災
時

に
い

た
利

用
者

は
帰

宅
で

き
ず

施
設

に
留

ま
る

。
3

日
目

に
大

船
渡

市
内

の
施

設
や

西
部

に
あ

る
デ

イ
（

竹
  駒

集
落

）
に

利
用

者
＋

ス
タ

ッ
フ

で
移

動
。

そ
こ

で
デ

イ
ケ

ア
を

継
続

・
4

月
中

旬
か

ら
当

該
施

設
内

で
の

デ
イ

ケ
ア

を
再

開
・

震
災

後
、

家
が

流
さ

れ
て

避
難

所
や

仮
設

住
宅

に
移

動
し

た
人

た
ち

は
、

通
所

で
は

な
く

入
所

を
希

望
し

た
た

め
、　

 通
所

の
利

用
者

が
激

減
。

デ
イ

ケ
ア

の
定

員
を

震
災

前
の

54
人

か
ら

30
人

（
8/

1
か

ら
）

に
減

ら
す

・
老

健
は

定
員

を
超

え
て

約
20

0
人

を
受

け
入

れ
て

い
る

（
調

査
時

）
＜

訪
問

看
護

＞
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
・

震
災

後
も

継
続

し
て

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
。

ま
ず

は
安

否
確

認
に

時
間

を
要

し
た

。
デ

イ
ケ

ア
同

様
、

利
用

者
が

減
少

　 物 資 の 確 保

食
糧

・
水

・
水

の
確

保
は

前
頁

参
照

。
受

水
槽

（
32

t）
が

あ
り

、
水

の
備

蓄
は

し
て

い
な

か
っ

た
＜

食
糧

＞
・「

碁
石

給
食

」
に

給
食

を
委

託
（

給
食

セ
ン

タ
ー

で
調

理
を

行
い

施
設

内
厨

房
で

盛
り

つ
け

る
。

施
設

内
厨

房
で

料
理

 
 す

る
こ

と
も

あ
っ

た
）。

碁
石

給
食

に
食

料
の

備
蓄

を
お

願
い

し
て

あ
っ

た
・

震
災

当
日

、
碁

石
給

食
か

ら
お

か
ゆ

が
届

け
ら

れ
る

・
避

難
し

て
き

た
一

般
市

民
の

分
ま

で
は

確
保

で
き

な
い

た
め

苦
労

し
た

・
2

日
目

に
は

市
の

対
策

本
部

か
ら

お
に

ぎ
り

が
届

く
。

3
日

目
か

ら
は

温
か

い
料

理
が

届
い

た

医
薬

品
・

医
薬

品
、

介
護

用
品

、
日

用
品

な
ど

は
あ

る
程

度
備

蓄
し

て
あ

っ
た

が
、

こ
の

施
設

は
利

用
者

数
が

多
い

た
め

、
何

 
 日

か
分

を
備

蓄
す

る
と

い
う

の
は

不
可

能
・

支
援

物
資

と
し

て
届

い
た

も
の

を
使

用

介
護

用
品

・
あ

る
程

度
の

備
蓄

は
用

意
。

だ
が

利
用

者
全

員
が

数
日

間
、

利
用

で
き

る
量

は
な

い
。

・
支

援
物

資
で

補
う

日
用

品
・

あ
る

程
度

の
備

蓄
は

用
意

。
だ

が
利

用
者

全
員

が
数

日
間

、
利

用
で

き
る

量
は

な
い

。
・

支
援

物
資

で
補

う

そ
の

他
・

あ
る

程
度

の
備

蓄
は

用
意

。
だ

が
利

用
者

全
員

が
数

日
間

、
利

用
で

き
る

量
は

な
い

。
支

援
物

資
で

補
う

・
震

災
後

し
ば

ら
く

の
間

、
テ

レ
ビ

局
や

ラ
ジ

オ
の

中
継

拠
点

と
し

て
施

設
が

使
わ

れ
る

。
そ

の
た

め
物

資
が

集
ま

り
 

 や
す

か
っ

た

居
場

所
の

確
保

・
発

災
直

後
に

施
設

内
の

利
用

者
を

い
っ

た
ん

外
へ

避
難

さ
せ

た
・

透
析

患
者

や
介

護
度

の
重

い
人

は
敷

地
内

に
あ

る
高

齢
者

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
2

棟
に

避
難

さ
せ

た
・

残
り

の
70

～
80

人
は

、
1

階
の

デ
イ

ケ
ア

セ
ン

タ
ー

で
2

日
間

過
ご

し
た

・
3

日
目

か
ら

他
施

設
へ

利
用

者
＋

ス
タ

ッ
フ

が
セ

ッ
ト

に
な

っ
て

移
動

し
た

【
施

設
図

】

9）
復

旧
か

ら
こ

れ
か

ら
に

向
け

て
の

取
り

組
み

、
今

回
の

震
災

を
踏

ま
え

て
の

課
題

、
高

齢
者

施
設

の
あ

り
方

に
つ

い
て

・
震

災
後

本
部

か
ら

全
職

員
に

一
斉

メ
ー

ル
を

送
れ

る
N

TT
の

シ
ス

テ
ム

を
導

入
（

連
絡

時
間

短
縮

の
た

め
）

・
施

設
ま

で
の

経
路

上
に

津
波

エ
リ

ア
が

想
定

さ
れ

る
場

合
は

出
勤

す
る

必
要

な
し

と
職

員
に

伝
え

て
あ

る
・

自
分

が
勤

務
し

て
い

る
施

設
に

必
ず

し
も

行
く

必
要

は
な

く
、

自
分

の
家

か
ら

近
い

同
じ

法
人

の
施

設
に

行
く

よ
う

に
指

示
し

て
あ

る
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岩手県陸前高田市

認知症高齢者グループホーム つばき・りんご13

対象施設

概要

位置

被害・復旧の経過整理

　岩手県陸前高田市に立地。陸前高田市は津波による大きな被害を受けたが本施設は高台に立地するため被害を
免れる。隣接敷地内には同一法人が運営する介護老人保健施設松原苑があり、受水槽、非常用発電などが共有化
されている。地震による建物への被害はほとんどなく利用を継続。ライフラインの被害状況は停電 2 週間、断水
5 ヶ月以上。老健に大型の自家発電機を備えていたが、すぐに燃料が尽きる。水は老健の受水槽の水を生活用水
として利用。5 月中旬に自らボーリングを行い井戸水の利用を開始。プロパンガスは被害なし。安全確認を行い
使用。震災当日から２、３日間は、老健の透析患者や介護度の高い利用者を 50 ～ 60 名を受入れる。飲料水は
市から供給あり。当日は給食委託業者からおかゆが供給される。2 日目以降は市からの供給を受ける。燃料も市
から調達。被害の小さかった大船渡の法人本部に防災無線で連絡し、足りない物資を運んでもらった。その他Ｇ
Ｈ協会を通じての支援もあった。自宅が被災した職員はＧＨに泊まり込み業務にあたった。

期間 発災直後 ～ 24 時間 ～ 72 時間 ～１週間 ～２週間 ～ 1 か月 ～ 3 か月 ～半年
構造体 ○

非構造部材 △蛍光灯部破損 ？ ？
家具備品 ○
主要諸室 ○

受水 × × × × × × × ○ 9/1 水道再開
排水 × ？ ？ ？ ？ ○
受電 × × × × × ○ 3/23 再開
ガス × × × × × ○

給水設備 × × × × × × ×/ ○井戸水確保 ○ 9/1 水道再開
給湯設備 △ △ △ △ △ ○
排水設備 △ △ △ △ △ ○
電気設備 ○ /× 停電 ○ /× 停電 ○ /× 停電 ○ /× 停電 ○ /× 停電 ○

照明 ○ /× 停電 ○ /× 停電 ○ /× 停電 ○ /× 停電 ○ /× 停電 ○
コンセント ○ /× 停電 ○ /× 停電 ○ /× 停電 ○ /× 停電 ○ /× 停電 ○
通信設備 × × × × × × × ○
空調設備 △ /× 停電 △ /× 停電 △ /× 停電 △ /× 停電 △ /× 停電 ○
安否確認
入所者 ○
通所者
職員 △一部出勤できず
応援

食糧・水 ○備蓄（委託業者）
介護医薬品

日用品
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グループホームりんごグループホームつばき

法面の崩壊　補修済み井水水槽（震災後設置）　敷地全体（松原苑など）で共有
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調
査

日
時

20
11

年
10

月
17

日
対

応
者

事
務

長
、

庶
務

課
長

、
Ｇ

Ｈ
職

員
調

査
員

名
（

※
：

記
録

者
）

神
吉

優
美

、
合

田
淳

平
※

 

１
）

施
設

概
要

施
設

種
別

認
知

症
高

齢
者

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
開

設
年

20
00

年
定

員
18

人

併
設

施
設

老
人

保
健

施
設

松
原

苑
に

隣
接

し
て

立
地

階
数

地
上

１
階

 
構

造
種

別
Ｓ

造
設

計
池

田
菅

野
設

計
事

務
所

施
工

佐
賀

組

立
地

の
特

徴
・

丘
の

上
に

立
地

。
松

原
苑

と
隣

接

5）
設

備
の

被
害

状
況

給 排 水 設 備

給
水

水
道

給
水

方
式

高
置

タ
ン

ク
方

式
　

※
松

原
苑

の
設

備
と

つ
な

が
っ

て
い

る
受

水
槽

の
位

置・
容

量
32

t（
屋

外
の

受
水

槽
：

32
t、

屋
上

の
タ

ン
ク

（
屋

外
の

受
水

槽
よ

り
ポ

ン
プ

ア
ッ

プ
）：

8t
）

被
害

状
況

・
対

応
・

地
震

の
揺

れ
で

屋
上

の
タ

ン
ク

の
水

が
あ

ふ
れ

る
。

受
水

槽
に

は
被

害
な

し
・

水
道

の
供

給
再

開
を

待
た

ず
ボ

ー
リ

ン
グ

を
行

い
井

戸
を

掘
る

。
現

在
は

水
道

と
井

戸
水

の
併

用
給

湯
ボ

イ
ラ

ー
被

害
状

況
・

対
応

・
ボ

イ
ラ

ー
は

被
害

な
し

。
再

開
前

に
配

管
と

バ
ル

ブ
を

交
換

排
水

合
併

式
浄

化
槽

被
害

状
況

・
地

震
に

よ
り

浄
化

槽
の

位
置

が
ず

れ
配

管
が

破
損

。
震

災
直

後
、

ト
イ

レ
の

水
に

は
浴

槽
の

お
湯

を
使

用
・

バ
ッ

ク
ホ

ー
で

屋
外

に
穴

を
掘

っ
て

板
を

渡
し

て
男

性
用

と
女

性
用

の
ト

イ
レ

を
設

置
し

た
。

バ
ッ

ク
ホ

ー
は

  施
設

が
も

っ
て

い
た

・
元

建
設

作
業

員
の

職
員

が
中

心
と

な
り

作
業

（
擁

壁
を

は
り

直
し

た
の

も
こ

の
職

員
）

・
現

在
、

浄
化

槽
の

配
管

は
修

繕
済

み
。

震
災

後
約

1
か

月
で

浄
化

槽
を

つ
な

ぐ
配

管
を

修
繕

電 気 設 備

受
変

電
設

備
の

位
置

屋
外

非
常

用
電

源
有

り
非

常
用

電
源

設
置

場
所

屋
外

（
キ

ュ
ー

ビ
ク

ル
の

隣
に

あ
る

機
械

室
）

被
害

状
況

・
変

圧
器

が
落

下
し

た
が

大
き

な
被

害
は

な
し

・
発

電
機

用
の

油
の

確
保

が
困

難
で

あ
っ

た
（

市
の

対
策

本
部

及
び

法
人

本
部

（
大

船
渡

）
か

ら
調

達
）

空 調 設 備

空
調

方
式

個
別

空
調

熱
源

電
気

被
害

状
況

・
被

害
な

し

通 信 設 備

施
設

外
の

被
害

状
況

（
電

話
・

通
信

設
備

等
）

・
固

定
電

話
は

7
月

中
旬

に
復

旧
。

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
は

7/
23

に
復

旧
・

ま
ず

防
災

用
無

線
を

設
置

し
、

法
人

本
部

と
の

や
り

取
り

な
ど

に
使

用
（

現
在

（
調

査
時

）
も

設
置

）
・

次
に

N
TT

が
衛

星
電

話
を

設
置

し
て

く
れ

た
。

外
線

電
話

を
内

線
に

つ
な

げ
る

事
が

で
き

ず
不

便
だ

っ
た

・
震

災
前

は
各

職
員

が
PH

S
を

保
有

。
施

設
内

の
連

携
や

外
線

電
話

と
の

取
次

に
使

用
。

7
月

中
旬

ま
で

  
 で

PH
S

が
復

旧
せ

ず
不

便
だ

っ
た

施
設

内
の

被
害

状
況

（
ナ

ー
ス

コ
ー

ル
等

）

電
気

が
復

旧
す

れ
ば

、
す

ぐ
ナ

ー
ス

コ
ー

ル
は

使
え

た
（

独
立

回
線

と
松

原
苑

の
内

線
の

両
方

を
使

っ
て

い
る

）

６
）

災
害

対
策

と
そ

の
効

果

物 資 の 備 蓄

震
災

前
想

定
日

数
※

松
原

苑
と

共
通

・
軽

油
、

自
家

発
電

機
、

簡
易

担
架

（
20

本
）、

毛
布

、
非

常
用

携
帯

ト
イ

レ
、

水
は

1
週

間
程

度
な

ど
・

備
蓄

の
非

常
用

ト
イ

レ
は

数
が

足
ら

な
か

っ
た

 3
日

分

震
災

後
想

定
日

数
※

松
原

苑
と

共
通

・
２

，３
日

我
慢

す
れ

ば
食

料
は

な
ん

と
か

な
る

（
届

く
）

と
い

う
こ

と
が

今
回

の
経

験
で

分
か

っ
た

・
Ｇ

Ｈ
単

独
で

、
必

要
な

備
蓄

（
医

薬
品

、
物

資
、

非
常

持
出

し
等

）
の

リ
ス

ト
化

を
進

め
て

い
る

 　
日

分

避
難

訓
練

の
実

施
状

況
（

震
災

前
）

想
定

災
害

地
震

・
津

波
火

災
そ

の
他

想
定

規
模

大
規

模
広

域
災

害
単

体
施

設
災

害
訓

練
頻

度
年

１
回

（
市

の
広

域
訓

練
）

半
年

１
回

備
考

・
広

域
避

難
所

の
指

定
を

受
け

て
い

る
・

毎
年

5
月

24
日

は
地

域
の

防
災

訓
練

の
日

（
昭

和
35

年
5

月
24

日
の

チ
リ

地
震

の
津

波
発

生
日

）
・

各
町

内
会

で
津

波
を

想
定

し
た

避
難

訓
練

を
実

施
　

　
　

・
地

域
広

域
防

災
訓

練
も

実
施

。
県

立
高

田
病

院
が

津
波

浸
水

想
定

エ
リ

ア
内

に
あ

っ
た

た
め

、
県

立
病

院
が

津
波

で
 使

用
で

き
な

く
な

っ
た

状
況

を
想

定
し

た
訓

練
を

実
施

。
・

松
原

苑
は

高
台

に
あ

り
医

者
・

看
護

師
が

常
駐

し
て

い
る

。
県

立
病

院
が

機
能

不
全

に
陥

っ
た

際
に

は
、

松
原

   
 苑

に
患

者
を

搬
送

し
ト

リ
ア

ー
ジ

を
行

う
こ

と
を

想
定

し
た

訓
練

を
実

施
・

搬
送

用
ヘ

リ
の

離
着

陸
訓

練
も

実
施

。
・

夜
間

職
員

招
集

訓
練

は
電

話
と

メ
ー

ル
の

双
方

を
各

１
回

ず
つ

計
２

回
実

施

今
後

の
避

難
訓

練
・

災
害

時
に

使
用

す
る

機
械

の
使

用
訓

練
が

必
要

・
ラ

イ
フ

ラ
イ

ン
の

停
止

を
想

定
し

た
訓

練
が

必
要

・
透

析
の

継
続

も
含

め
自

家
発

電
機

を
使

用
し

た
訓

練
が

必
要

２
）

主
な

被
災

状
況

当
該

地
域

の
震

度
震

度
6

弱
被

災
状

況
損

傷
な

し
津

波
の

状
況

・
津

波
に

よ
る

被
害

な
し

人
的

な
被

災
状

況
（

ス
タ

ッ
フ

、
入

居
者

）

・
入

居
者

：
死

傷
者

な
し

・
ス

タ
ッ

フ
：

　
非

番
の

職
員

2
名

が
死

亡

発
災

直
後

の
住

民
、

避
難

者
等

の
受

入
状

況
・

隣
接

す
る

松
原

苑
の

入
所

者
の

一
部

（
重

度
の

方
中

心
）

と
透

析
患

者
を

２
、

３
日

間
受

け
入

れ
る

３
）

建
物

被
害

の
概

要
構

造
体

の
被

害
状

況
・

被
害

な
し

非
構

造
部

材
の

被
害

状
況

（
サ

ッ
シ

ュ
、ド

ア
、天

井
、照

明
等

）
・

被
害

な
ほ

と
ん

ど
な

し
・

蛍
光

灯
が

一
部

破
損

家
具

・
什

器
備

品
の

被
害

状
況

（
棚

、
ベ

ッ
ド

、
車

い
す

等
）

・
食

器
棚

が
開

き
、

食
器

等
が

破
損

・
冷

蔵
庫

が
倒

れ
、

中
の

野
菜

室
器

が
破

損
・

ガ
ラ

ス
や

そ
の

他
の

家
具

の
破

損
な

し

使
用

不
可

に
な

っ
た

部
屋

・
被

害
な

し

４
）

被
害

の
状

況
（

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

）

水

停
止

の
有

無
有

復
旧

ま
で

の
期

間
６

か
月

（
9/

1
の

市
の

水
道

再
開

日
）

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
松

原
苑

と
設

備
が

共
有

化
さ

れ
て

い
る

た
め

以
下

、
松

原
苑

と
同

じ
・

受
水

槽
（

32
t）

に
ホ

ー
ス

を
差

し
込

み
サ

イ
ホ

ン
を

つ
け

て
蛇

口
を

設
置

。
簡

易
水

道
と

し
て

利
用

 サ
イ

ホ
ン

を
つ

け
て

も
長

期
間

の
飲

み
水

に
は

不
適

切
で

あ
る

た
め

飲
み

水
は

市
の

給
水

ト
ラ

ッ
ク

確
保

 受
水

槽
の

水
は

生
活

用
水

と
し

て
使

用
・

５
月

中
旬

に
ボ

ー
リ

ン
グ

を
行

い
井

戸
を

掘
る

。
井

戸
水

を
使

用
で

き
る

よ
う

に
し

た
・

市
の

水
道

は
9/

1
に

再
開

。
現

在
は

水
道

と
井

戸
水

を
併

用
。

電 気

停
止

の
有

無
有

復
旧

ま
で

の
期

間
８

日
間

（
3/

28
再

開
）

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
備

蓄
の

自
家

発
電

機
を

使
用

。
備

蓄
の

軽
油

は
す

ぐ
に

使
い

果
た

す
。

軽
油

の
確

保
が

困
難

で
あ

っ
た

・
 市

の
対

策
本

部
か

ら
軽

油
の

配
給

を
受

け
、

自
家

発
電

を
使

用
・

燃
料

節
約

の
た

め
小

型
の

自
家

発
電

機
を

借
り

て
き

て
使

用
・

自
家

発
電

機
は

、
非

常
用

照
明

、
透

析
室

の
半

分
、

事
務

室
の

照
明

に
利

用

ガ ス

停
止

の
有

無
無

復
旧

ま
で

の
期

間
　

ガ
ス

の
種

類
プ

ロ
パ

ン
ガ

ス

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
安

全
確

保
の

た
め

一
時

ガ
ス

ボ
ン

ベ
を

取
り

外
す

・
施

設
サ

ー
ビ

ス
の

再
開

時
に

は
、

漏
れ

が
な

い
か

点
検

し
、

問
題

が
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

上
で

使
用



10713 認知症高齢者グループホーム つばき・りんご

８
）

外
部

か
ら

の
支

援

法
人

内
で

の
連

携
・

大
船

渡
市

に
あ

る
本

部
は

被
害

が
小

さ
か

っ
た

・
松

原
苑

に
災

害
時

無
線

を
設

置
し

、
本

部
に

状
況

を
報

告
し

、
足

り
な

い
物

資
等

を
運

ん
で

も
ら

っ
た

・
災

害
時

無
線

は
今

も
設

置
し

て
あ

る

他
施

設
か

ら
の

支
援

・
Ｇ

Ｈ
協

会
を

通
じ

て
支

援
を

受
け

た

医
療

機
関

と
の

連
携

・
法

人
の

医
療

施
設

で
あ

る
「

地
ノ

森
（

じ
の

も
り

）
ク

リ
ニ

ッ
ク

」
が

大
船

渡
市

に
あ

る
。

透
析

が
必

要
な

患
者

は
大

船
渡

市
の

リ
ア

ス
ホ

ー
ル

に
避

難
（

宿
泊

）
し

、「
地

ノ
森

ク
リ

ニ
ッ

ク
」

で
透

析
を

受
け

た
・

日
赤

の
協

力
が

あ
り

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

が
集

ま
り

や
す

か
っ

た
。

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
支

援
は

と
て

も
助

か
っ

た

行
政

と
の

連
携

・
松

原
苑

の
事

務
長

が
元

陸
前

高
田

市
総

務
部

長
で

あ
り

連
携

が
取

り
や

す
か

っ
た

７
）

生
活

・
介

護
の

継
続

入
居

者
の

状
況

・
地

震
発

災
時

、
入

居
者

、
職

員
と

も
に

ケ
ガ

な
し

・
震

災
当

日
は

ク
リ

ニ
ッ

ク
の

透
析

患
者

や
松

原
苑

の
介

護
度

の
高

い
利

用
者

が
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

に
宿

泊
・

２
、

３
日

間
は

50
～

60
名

の
避

難
者

が
滞

在
し

た
・

松
原

苑
か

ら
運

ん
だ

ベ
ッ

ド
や

マ
ッ

ト
を

居
室

や
廊

下
に

並
べ

て
対

応
・

3
日

目
、自

衛
隊

の
ト

ラ
ッ

ク
が

到
着

。
松

原
苑

の
利

用
者

は
長

寿
の

郷
（

遠
野

市
）、

気
仙

苑
、典

人
会

の
ひ

ま
わ

り
、

  希
望

ヶ
丘

、
高

寿
園

等
に

分
散

し
て

避
難

・
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

の
利

用
者

は
現

地
で

の
生

活
を

継
続

ス
タ

ッ
フ

の
確

保

・
ほ

と
ん

ど
の

職
員

が
震

災
当

日
す

ぐ
に

駆
け

つ
け

て
き

た
。

2
～

3
名

の
職

員
は

出
勤

で
き

な
か

っ
た

・
被

災
し

た
一

部
の

職
員

は
し

ば
ら

く
の

間
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

で
寝

泊
り

し
て

勤
務

に
あ

た
っ

た

通
所

・
訪

問
利

用
者

へ
の

対
応

 

物 資 の 確 保

食
糧

・
水

・
水

の
確

保
は

前
頁

参
照

。
受

水
槽

（
32

t）
が

あ
り

、
水

の
備

蓄
は

し
て

い
な

か
っ

た
＜

食
糧

＞
・「

碁
石

給
食

」
に

給
食

を
委

託
（

給
食

セ
ン

タ
ー

で
調

理
を

行
い

施
設

内
厨

房
で

盛
り

つ
け

る
。

施
設

内
厨

房
で

料
理

 
 す

る
こ

と
も

あ
っ

た
）。

碁
石

給
食

に
食

料
の

備
蓄

を
お

願
い

し
て

あ
っ

た
・

震
災

当
日

、
碁

石
給

食
か

ら
お

か
ゆ

が
届

け
ら

れ
た

・
避

難
し

て
き

た
一

般
市

民
の

分
ま

で
は

確
保

で
き

な
い

た
め

苦
労

し
た

・
2

日
目

に
は

市
の

対
策

本
部

か
ら

お
に

ぎ
り

が
届

く
。

3
日

目
か

ら
は

温
か

い
料

理
が

届
い

た

医
薬

品
・

医
薬

品
、

介
護

用
品

、
日

用
品

な
ど

は
あ

る
程

度
備

蓄
し

て
あ

っ
た

が
、

こ
の

施
設

は
利

用
者

数
が

多
い

た
め

、
何

 
 日

か
分

を
備

蓄
す

る
と

い
う

の
は

不
可

能
・

支
援

物
資

と
し

て
届

い
た

も
の

を
使

用

介
護

用
品

松
原

苑
と

共
通

・
あ

る
程

度
の

備
蓄

は
用

意
。

だ
が

利
用

者
全

員
が

数
日

間
、

利
用

で
き

る
量

は
な

い
・

支
援

物
資

で
補

う

日
用

品
松

原
苑

と
共

通
・

あ
る

程
度

の
備

蓄
は

用
意

。
だ

が
利

用
者

全
員

が
数

日
間

、
利

用
で

き
る

量
は

な
い

・
支

援
物

資
で

補
う

そ
の

他

松
原

苑
と

共
通

。
・

震
災

後
し

ば
ら

く
の

間
、

テ
レ

ビ
局

や
ラ

ジ
オ

の
中

継
拠

点
と

し
て

施
設

が
使

わ
れ

る
。

そ
の

た
め

物
資

が
集

ま
り

 
 や

す
か

っ
た

居
場

所
の

確
保

・
発

災
直

後
、

施
設

内
の

利
用

者
を

い
っ

た
ん

外
へ

避
難

さ
せ

た
・

建
物

の
被

害
は

ほ
と

ん
ど

な
く

、
利

用
で

き
る

状
態

で
あ

っ
た

た
め

、
利

用
を

継
続

し
た

【
施

設
図

】

9）
復

旧
か

ら
こ

れ
か

ら
に

向
け

て
の

取
り

組
み

、
今

回
の

震
災

を
踏

ま
え

て
の

課
題

、
高

齢
者

施
設

の
あ

り
方

に
つ

い
て

・
ス

ペ
ー

ス
等

の
問

題
か

ら
単

体
で

多
く

の
備

蓄
を

保
管

す
る

こ
と

が
で

き
な

い
・

医
薬

品
や

物
資

、
水

等
は

松
原

苑
（

老
健

）
の

備
蓄

を
使

う
こ

と
が

で
き

、
ま

た
職

員
の

連
携

も
で

き
る

。
隣

接
の

メ
リ

ッ
ト

を
感

じ
た

・
震

災
直

後
は

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
が

松
原

苑
の

利
用

者
の

受
け

入
れ

を
行

っ
て

お
り

、平
屋

の
安

全
な

（
地

震
の

被
害

を
受

け
に

く
い

）
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
 

 ム
が

あ
る

こ
と

は
松

原
苑

に
も

メ
リ

ッ
ト

が
あ

っ
た

と
感

じ
て

い
る

り
ん

ご

つ
ば

き
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岩手県花巻市

特別養護老人ホーム14 東和荘

対象施設

概要

位置

被害・復旧の経過整理

　岩手県の内陸部花巻市の北東部にある特別養護老人ホーム。同一敷地内にデイサービスを併設しており、近隣
には障がい者の授産施設がある。地震による建物の損傷は、壁の亀裂、ガス管の破損などである。利用者、職員
に死傷者はない。しかし、ガソリン不足により職員の勤務体制に支障が生じ、各職員は複数人が同一の車に乗り
あい、一度出勤するなどの対応をとる。また直接介助を担わない事務系職員は数日間自宅待機。
　ライフラインの面ではガスは通常通り。停電は２日間。停電のため電動式ポンプが作動せず水道も不通となる。
停電時の食事はガスで調理。水は近隣の障がい者施設から運んでいた（障がい者施設では水道直結のため断水な
し）。
　沿岸部から 6 名の被災者を受け入れる。空きベッドなどを利用して対応。

期間 発災直後 ～ 24 時間 ～ 72 時間 ～１週間 ～２週間 ～ 1 か月 ～ 3 か月 ～半年
構造体 ○

非構造部材 ○
家具備品 ○
主要諸室 ○

受水 △ △ ○
排水 ○
受電 △発電機 △発電機 ○
ガス ○

給水設備 × × ○
給湯設備 × × ○
排水設備 ○
電気設備 × × ○

照明 × × ○
コンセント × × ○
通信設備 × × ○
空調設備 × × ○
安否確認 ○
入所者 ○
通所者 ○
職員 ○
応援 ―

食糧・水 △備蓄 △備蓄 ○
介護医薬品 ○

日用品 ○
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特養内観　食堂特養概観

備蓄物資　屋内倉庫備蓄倉庫

廊下　特養部分備蓄物資　屋内倉庫

棟の接合部に亀裂が生じる食堂と廊下に一部段差が生じる
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調
査

日
時

20
11

年
11

月
18

日
対

応
者

常
務

理
事

、
生

活
相

談
係

長
調

査
員

名
（

※
：

記
録

者
）

新
澤

悦
夫

、
山

口
健

太
郎

※
 

１
）

施
設

概
要

施
設

種
別

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
開

設
年

19
82

年
定

員
70

人

併
設

施
設

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

、
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
、

居
宅

介
護

支
援

事
業

所
、

訪
問

介
護

事
業

所

階
数

地
上

1
階

構
造

種
別

RC
造

設
計

設
計

事
務

所
は

廃
業

施
工

浅
与

建
設

立
地

の
特

徴

・
岩

手
県

内
陸

部
の

花
巻

市
に

あ
る

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
・

花
巻

市
の

中
で

も
東

部
に

位
置

し
、

沿
岸

部
に

通
じ

る
国

道
沿

い
に

あ
る

・
隣

に
は

川
が

流
れ

て
お

り
、

既
存

の
集

落
の

中
に

立
地

す
る

5）
設

備
の

被
害

状
況

給 排 水 設 備

給
水

水
道

給
水

方
式

水
道

直
結

増
圧

方
式

受
水

槽
の

位
置・

容
量

１
階

（
3t

）

被
害

状
況

・
対

応
・

停
電

に
よ

り
ポ

ン
プ

が
作

動
せ

ず
断

水
・

2
日

後
の

電
力

復
旧

後
は

使
用

可
能

・
水

道
管

の
一

部
が

破
損

給
湯

ボ
イ

ラ
ー

（
重

油
）

被
害

状
況

・
対

応
・

ボ
イ

ラ
ー

、
配

管
の

損
傷

な
し

。
停

電
に

よ
り

使
用

が
で

き
な

く
な

る
・

3
日

目
以

降
は

通
常

通
り

入
浴

も
行

え
る

排
水

下
水

道
　

被
害

状
況

・
断

水
中

は
汲

み
置

き
の

水
を

流
す

電 気 設 備

受
変

電
設

備
の

位
置

 1
階

非
常

用
電

源
有

り
（

電
源

は
消

防
用

の
設

備
に

の
み

通
電

）
非

常
用

電
源

設
置

場
所

被
害

状
況

・
被

害
な

し
空 調 設 備

空
調

方
式

集
中

熱
源

ボ
イ

ラ
ー

被
害

状
況

・
パ

ネ
ル

ヒ
ー

タ
ー

（
燃

料
は

重
油

）、
エ

ア
コ

ン
は

電
気

・
設

備
機

械
の

損
傷

な
し

。
停

電
中

は
使

用
不

可
・

停
電

中
は

石
油

ス
ト

ー
ブ

で
対

応

通 信 設 備

施
設

外
の

被
害

状
況

（
電

話
・

通
信

設
備

等
）

・
停

電
中

は
固

定
電

話
の

使
用

が
不

可
。

携
帯

は
2

日
目

か
ら

使
用

可
能

・
職

員
と

の
連

絡
は

携
帯

メ
ー

ル
を

使
用

・
関

連
施

設
と

の
連

絡
は

携
帯

電
話

を
使

用
施

設
内

の
被

害
状

況
（

ナ
ー

ス
コ

ー
ル

等
）

・
停

電
中

は
使

用
不

可
・

停
電

中
は

、
掛

け
声

や
鈴

で
対

応
搬 送 設 備

Ｅ
Ｖ

リ
フ

ト
（

階
段

）
・

設
置

な
し

そ の 他
自然

エネ
ルギ

ーの
活用

等
（太

陽光
パネ

ル、
断熱

サッ
シ等

）
・

設
置

な
し

６
）

災
害

対
策

と
そ

の
効

果
物 資 の 備 蓄

震
災

前
想

定
日

数
・

食
材

は
2

日
分

、
米

は
1

週
間

分
、

レ
ト

ル
ト

食
品

15
0

食
、

経
管

食
は

2
週

間
分

（
12

人
×3

回
×2

週
間

）
・

水
14

0
リ

ッ
ト

ル
＋

受
水

槽
に

3
リ

ッ
ト

ル
 2

日
分

震
災

後
想

定
日

数
・

上
記

に
加

え
て

缶
詰

の
量

を
増

や
す

・
発

電
機

を
1

台
購

入
（

も
う

一
台

申
請

中
）

・
オ

ム
ツ

は
日

ご
ろ

か
ら

多
め

に
ス

ト
ッ

ク
し

て
お

く
　

　
　

　
　

 2
日

分

避
難

訓
練

の
実

施
状

況
（

震
災

前
）

想
定

災
害

火
災

そ
の

他
想

定
規

模
大

規
模

広
域

災
害

訓
練

頻
度

月
１

回

備
考

・
震

災
時

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

昨
年

度
作

成

今
後

の
避

難
訓

練
・

従
来

か
ら

総
合

避
難

訓
練

を
年

２
回

（
利

用
者

、
職

員
参

加
）

実
施

・
職

員
を

中
心

と
し

た
避

難
訓

練
を

月
１

回
開

催
・

年
に

１
回

は
地

震
を

想
定

し
た

避
難

訓
練

を
実

施
し

て
き

た
い

（
特

に
初

動
動

作
を

中
心

に
）　

　

２
）

主
な

被
災

状
況

当
該

地
域

の
震

度
震

度
 5

被
災

状
況

損
傷

無
津

波
の

状
況

・
内

陸
部

に
あ

り
津

波
の

被
害

な
し

人
的

な
被

災
状

況
（

ス
タ

ッ
フ

、
入

居
者

）
・

被
害

な
し

発
災

直
後

の
住

民
、

避
難

者
等

の
受

入
状

況
・

津
波

被
害

に
あ

っ
た

沿
岸

部
の

施
設

や
在

宅
か

ら
6

名
の

入
居

者
を

受
け

入
れ

・
現

在
5

人
が

継
続

し
て

利
用

中
。

陸
前

高
田

、
釜

石
、

大
槌

町
な

ど
か

ら
の

避
難

者

３
）

建
物

被
害

の
概

要
構

造
体

の
被

害
状

況
・

被
害

な
し

非
構

造
部

材
の

被
害

状
況

（
サ

ッ
シ

ュ
、ド

ア
、天

井
、照

明
等

）
・

内
装

材
（

ク
ロ

ス
）

や
外

壁
に

ひ
び

割
れ

家
具

・
什

器
備

品
の

被
害

状
況

（
棚

、
ベ

ッ
ド

、
車

い
す

等
）

・
被

害
な

し

使
用

不
可

に
な

っ
た

部
屋

・
使

用
不

可
能

に
な

っ
た

部
屋

な
し

４
）

被
害

の
状

況
（

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

）

水

停
止

の
有

無
有

復
旧

ま
で

の
期

間
2

日
後

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
停

電
に

よ
り

受
水

槽
の

ポ
ン

プ
が

止
ま

り
断

水
。

周
辺

地
域

は
断

水
な

し
・

同
一

法
人

が
運

営
す

る
障

が
い

者
施

設
（

水
道

直
結

方
式

）
か

ら
水

を
運

ぶ
・

水
道

管
の

一
部

破
損

電 気

停
止

の
有

無
有

復
旧

ま
で

の
期

間
2

日
後

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
消

防
団

よ
り

簡
易

発
電

機
を

2
台

借
り

る
・

発
電

機
を

用
い

て
エ

ア
マ

ッ
ト

、
痰

の
吸

引
、

ナ
ー

ス
コ

ー
ル

、
夜

間
の

照
明

（
投

光
機

）
を

行
う

・
キ

ャ
ン

プ
用

の
ラ

イ
ト

で
廊

下
を

照
ら

す

ガ ス

停
止

の
有

無
無

復
旧

ま
で

の
期

間
　

ガ
ス

の
種

類
LP

ガ
ス

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
地

中
部

分
に

埋
設

さ
れ

て
い

る
ガ

ス
管

の
破

損
。

地
震

後
に

気
づ

き
修

理
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８
）

外
部

か
ら

の
支

援

法
人

内
で

の
連

携
・

物
資

、
水

の
や

り
取

り

他
施

設
か

ら
の

支
援

　

医
療

機
関

と
の

連
携

・
救

急
搬

送
な

し
。

緊
急

時
は

協
力

病
院

に
搬

送
予

定
・

嘱
託

医
が

3
日

間
と

ま
り

こ
み

対
応

行
政

と
の

連
携

・
燃

料
の

支
給

（
18

リ
ッ

ト
ル

、
10

リ
ッ

ト
ル

缶
×

２
）

７
）

生
活

・
介

護
の

継
続

入
居

者
の

状
況

・
揺

れ
が

お
さ

ま
る

と
全

館
の

点
検

、
高

齢
者

へ
の

声
か

け
を

行
う

。
・

停
電

中
、

一
部

介
助

の
人

、
車

い
す

利
用

者
の

一
部

、
合

計
10

人
程

度
を

小
ホ

ー
ル

に
集

め
て

介
護

。
3

日
間

程
度

ス
タ

ッ
フ

の
確

保

・
ガ

ソ
リ

ン
不

足
に

よ
り

通
勤

が
困

難
と

な
る

。
介

護
職

員
は

数
日

間
、

泊
ま

り
込

み
で

介
護

・
直

接
介

護
を

担
当

し
な

い
事

務
系

職
員

は
臨

時
の

休
暇

を
と

る
・

通
常

の
業

務
に

復
帰

で
き

た
の

は
4

月
1

日
以

降

通
所

・
訪

問
利

用
者

へ
の

対
応

・
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
の

帰
宅

困
難

者
：

緊
急

シ
ョ

ー
ト

ス
テ

イ
と

し
て

数
日

間
受

け
入

れ
。

そ
の

後
、

自
宅

に
戻

る
・

地
震

翌
日

か
ら

の
通

所
は

、
ガ

ソ
リ

ン
不

足
の

た
め

休
止

。
10

日
間

程
度

物 資 の 確 保

食
糧

・
水

・
厨

房
は

使
用

可
能

。
ガ

ス
漏

れ
部

分
を

迂
回

さ
せ

て
ガ

ス
管

を
つ

な
ぐ

・
震

災
直

後
の

食
事

は
お

か
ゆ

な
ど

・
毎

日
、

2
日

分
の

食
材

を
保

管
・

震
災

時
は

２
日

分
の

保
管

を
1

週
間

ぐ
ら

い
か

け
て

使
う

想
定

で
使

う
・

家
族

が
野

菜
や

パ
ン

な
ど

を
近

隣
の

商
店

か
ら

購
入

し
て

持
参

し
て

き
て

く
れ

る
・

通
常

通
り

の
食

事
に

戻
っ

た
の

は
1

週
間

後

医
薬

品

・
経

管
栄

養
に

つ
い

て
は

2
週

間
分

用
意

し
て

お
り

、
問

題
な

か
っ

た
。

・
痰

の
吸

引
、

エ
ア

マ
ッ

ト
に

つ
い

て
は

消
防

団
か

ら
借

り
た

発
電

機
で

対
応

介
護

用
品

・
オ

ム
ツ

な
ど

は
10

日
分

の
備

蓄
が

あ
り

不
足

な
し

。
少

し
節

約
気

味
に

使
用

日
用

品
・

不
足

な
し

そ
の

他
・

不
足

な
し

居
場

所
の

確
保

・
沿

岸
部

か
ら

の
避

難
者

6
名

を
受

け
入

れ
：

2
人

は
予

備
室

、
3

人
は

空
き

ベ
ッ

ト
を

使
用

・
震

災
か

ら
3

日
間

は
一

部
介

助
者

の
人

、
車

い
す

高
齢

者
10

人
程

度
を

ホ
ー

ル
に

集
め

て
ケ

ア
す

る

【
施

設
図

】

9）
復

旧
か

ら
こ

れ
か

ら
に

向
け

て
の

取
り

組
み

、
今

回
の

震
災

を
踏

ま
え

て
の

課
題

、
高

齢
者

施
設

の
あ

り
方

に
つ

い
て

・
特

に
な

し
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岩手県遠野市

特別養護老人ホーム15 遠野長寿の郷

対象施設

概要

位置

被害・復旧の経過整理

　岩手県内陸部の遠野市にある特別養護老人ホーム。地震による建物被害はなし。3 月 13 日夜まで停電があっ
たが非常用発電機が作動して、事務室の照明＋コンセントが使用できた。
　余震が続いたため 2 階の入居者も全員 1 階で生活。居住密度が高く入居者のストレスが高まったため、3 月
18 日に 2 階の入居者は 2 階に戻った。
　3 月 14 日から約 1 週間、陸前高田市の「松原苑」の入居者 94 人＋スタッフ 37 人を 2 階に受け入れる。「松原苑」
入居者を受け入れた後は救護所の扱いとなり、また「松原苑」の入居者が退去した後は県の社会福祉協議会の支
援物資置き場となり、優先的に支援物資が届けられたため、物資にはあまり困らなかった。

期間 発災直後 ～ 24 時間 ～ 72 時間 ～１週間 ～２週間 ～ 1 か月 ～ 3 か月 ～半年
構造体 ○

非構造部材 △ △ △ △ △ △ △ △
家具備品 ○
主要諸室 ○

受水 ○
排水 ○
受電 × × ○
ガス ○

給水設備 ○
給湯設備 ○ /× 停電 ○ /× 停電 ○
排水設備 ○
電気設備 ○ /× 停電 ○ /× 停電 ○

照明 △発電機 △発電機 ○
コンセント △発電機 △発電機 ○
通信設備 ○ /× 停電 ○ /× 停電 ○
空調設備 ○ /× 停電 ○ /× 停電　 ○
安否確認
入所者 ○
通所者 ○
職員 ○
応援

食糧・水 ○
介護医薬品 ○

日用品 ○ 　　　　　　
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太陽光集熱パネル太陽熱利用のエコキュートシステム表示板

上水と井水の各受水槽発電機（定格出力 60 ＫＶＡ）

受変電設備　地上設置型エコキュートの貯湯槽

共同生活室のキッチン（ユニット内）エコキュートを利用した居室内の温水パネル
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調
査

日
時

20
11

年
11

月
9

日
対

応
者

施
設

長
調

査
員

名
（

※
：

記
録

者
）

神
吉

優
美

※
 、

早
坂

孝
康

１
）

施
設

概
要

施
設

種
別

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
開

設
年

20
02

年
定

員
10

0
名

＋
シ

ョ
ー

ト
20

名

併
設

施
設

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

（
定

員
25

名
）、

居
宅

介
護

支
援

セ
ン

タ
ー

生
活

支
援

ハ
ウ

ス
（

定
員

10
名

）（
冬

期
間

の
み

の
利

用
）

階
数

地
上

2
階

構
造

種
別

Ｓ
造

設
計

佐
々

木
設

計
事

務
所

施
工

鴻
池

組

立
地

の
特

徴
・

内
陸

部
の

川
沿

い
に

立
地

5）
設

備
の

被
害

状
況

給 排 水 設 備

給
水

水
道

井
戸

併
用

（
井

戸
水

は
ト

イ
レ

等
で

利
用

）
給

水
方

式
水

道
直

結
直

圧
方

式
受

水
槽

の
位

置・
容

量
屋

外
（

21
t）

被
害

状
況

・
対

応
・

被
害

な
し

給
湯

ボ
イ

ラ
ー

（
燃

料
は

A
重

油
）

被
害

状
況

・
対

応
・

ボ
イ

ラ
ー

自
体

の
被

害
な

し
・

電
気

が
復

旧
す

る
ま

で
ボ

イ
ラ

ー
は

使
用

で
き

な
か

っ
た

排
水

下
水

道

被
害

状
況

・
被

害
な

し

電 気 設 備

受
変

電
設

備
の

位
置

屋
外

非
常

用
電

源
有

 （
防

災
用

+
事

務
室

内
コ

ン
セ

ン
ト

及
び

照
明

用
） 

 燃
料

灯
油

　
定

格
出

力
60

Ｋ
Ｖ

Ａ
非

常
用

電
源

設
置

場
所

屋
外

被
害

状
況

・
被

害
な

し

空 調 設 備

空
調

方
式

集
中

熱
源

ボ
イ

ラ
ー

（
熱

源
は

A
重

油
）

被
害

状
況

・
空

調
設

備
自

体
の

被
害

は
な

し
・

電
気

が
復

旧
す

る
ま

で
は

ボ
イ

ラ
ー

は
使

用
で

き
な

か
っ

た
・

電
気

が
復

旧
す

る
ま

で
の

間
は

石
油

ス
ト

ー
ブ

を
職

員
の

自
宅

か
ら

持
っ

て
き

て
利

用
し

た

通 信 設 備

施
設

外
の

被
害

状
況

（
電

話
・

通
信

設
備

等
）

・
固

定
電

話
は

利
用

で
き

な
か

っ
た

が
、

有
線

電
話

（
光

フ
ァ

イ
バ

ー
）

は
使

え
た

・
電

気
が

復
旧

し
て

固
定

電
話

も
利

用
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

施
設

内
の

被
害

状
況

（
ナ

ー
ス

コ
ー

ル
等

）
・

被
害

な
し

搬 送 設 備

Ｅ
Ｖ

リ
フ

ト
（

階
段

）
設

備
自

体
に

被
害

は
な

い
が

、
電

気
が

復
旧

す
る

ま
で

使
用

で
き

な
か

っ
た

そ の 他
自然

エネ
ルギ

ーの
活用

等
（太

陽光
パネ

ル、
断熱

サッ
シ等

）

・
太

陽
光

を
利

用
し

た
蓄

熱
給

湯
シ

ス
テ

ム
＋

エ
コ

キ
ュ

ー
ト

・
上

記
の

シ
ス

テ
ム

の
費

用
30

00
万

円
の

内
、

N
ED

O
か

ら
10

00
万

円
の

補
助

金
を

得
た

・
ペ

ア
ガ

ラ
ス

＋
2

重
サ

ッ
シ

６
）

災
害

対
策

と
そ

の
効

果
物 資 の 備 蓄

震
災

前
想

定
日

数
・

食
料

3
日

分
・

お
む

つ
は

買
い

だ
め

し
て

あ
っ

た
。

 日
分

震
災

後
想

定
日

数
・

今
回

の
震

災
の

経
験

を
踏

ま
え

て
、

何
を

備
蓄

す
る

必
要

が
あ

る
の

か
、

こ
れ

か
ら

検
証

す
る

予
定

 日
分

避
難

訓
練

の
実

施
状

況
（

震
災

前
）

想
定

災
害

火
災

そ
の

他
想

定
規

模
単

体
施

設
災

害
訓

練
頻

度
年

4
回

備
考

・
年

4
回

の
う

ち
１

回
は

２
階

の
入

居
者

を
階

段
で

全
員

１
階

に
降

ろ
す

訓
練

も
し

て
い

た
・

そ
れ

が
今

回
役

に
立

っ
た

今
後

の
避

難
訓

練

・
こ

れ
ま

で
は

火
災

を
想

定
し

た
避

難
訓

練
・

今
後

は
地

震
を

想
定

し
た

訓
練

も
必

要
だ

と
感

じ
て

い
た

・
昭

和
56

年
の

台
風

の
時

に
横

を
流

れ
る

河
川

が
氾

濫
し

か
け

る
・

水
害

を
想

定
し

た
１

階
の

入
居

者
を

２
階

に
あ

げ
る

訓
練

も
必

要
か

も
し

れ
な

い

２
）

主
な

被
災

状
況

当
該

地
域

の
震

度
震

度
 5

強
被

災
状

況
損

傷
（

ほ
と

ん
ど

）
な

し
津

波
の

状
況

・
内

陸
部

に
あ

る
た

め
津

波
被

害
な

し
人

的
な

被
災

状
況

（
ス

タ
ッ

フ
、

入
居

者
）

・
入

居
者

、
職

員
の

死
傷

者
な

し

発
災

直
後

の
住

民
、

避
難

者
等

の
受

入
状

況

・
陸

前
高

田
市

の
松

原
苑

入
居

者
94

人
＋

ス
タ

ッ
フ

37
人

・
遠

野
市

の
高

校
の

体
育

館
に

避
難

す
る

と
聞

き
、

3
月

14
日

か
ら

1
週

間
こ

の
施

設
で

受
け

入
れ

る
・

安
全

確
保

の
た

め
2

階
の

利
用

者
も

1
階

で
生

活
し

て
お

り
空

い
て

い
る

2
階

を
避

難
者

（
松

原
苑

）
に

提
供

・
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
利

用
者

で
自

宅
が

被
災

し
た

12
人

が
3

月
末

に
入

所
。

現
時

点
も

8
人

が
こ

こ
で

生
活

・
震

災
当

日
、

デ
イ

利
用

者
の

家
族

1
組

が
こ

の
施

設
に

泊
ま

っ
た

３
）

建
物

被
害

の
概

要
構

造
体

の
被

害
状

況
・

な
し

非
構

造
部

材
の

被
害

状
況

（
サ

ッ
シ

ュ
、ド

ア
、天

井
、照

明
等

）

・
浴

室
の

タ
イ

ル
剥

離
（

3
か

所
）、

天
井

ボ
ー

ド
の

ひ
び

（
94

か
所

）、
外

装
の

ひ
び

（
64

か
所

）　
・

被
害

額
が

（
見

積
も

り
で

）
20

4
万

円

家
具

・
什

器
備

品
の

被
害

状
況

（
棚

、
ベ

ッ
ド

、
車

い
す

等
）

・
な

し

使
用

不
可

に
な

っ
た

部
屋

・
な

し

４
）

被
害

の
状

況
（

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

）

水

停
止

の
有

無
無

復
旧

ま
で

の
期

間
　

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

　

電 気

停
止

の
有

無
有

復
旧

ま
で

の
期

間
2

日
間

（
3/

13
の

夜
8

時
に

復
旧

）

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
非

常
用

発
電

機
が

作
動

。
事

務
室

の
照

明
＋

コ
ン

セ
ン

ト
が

使
用

で
き

た
（

発
電

機
の

た
め

の
灯

油
の

入
手

が
大

変
で

あ
っ

た
）

・
そ

れ
以

外
の

ス
ペ

ー
ス

は
、

1
日

目
の

夜
は

ロ
ウ

ソ
ク

＋
懐

中
電

灯
で

対
応

・
2

日
目

に
小

型
発

電
機

を
借

り
て

き
て

、
コ

ー
ド

で
伸

ば
し

て
照

明
を

つ
け

る

ガ ス

停
止

の
有

無
無

復
旧

ま
で

の
期

間
　

ガ
ス

の
種

類
プ

ロ
パ

ン
ガ

ス

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

　



11515 特別養護老人ホーム 遠野長寿の郷

８
）

外
部

か
ら

の
支

援

法
人

内
で

の
連

携
・

特
に

な
し

他
施

設
か

ら
の

支
援

・
特

に
な

し

医
療

機
関

と
の

連
携

・
特

に
な

し

行
政

と
の

連
携

・
救

護
所

扱
い

と
な

り
物

資
等

が
優

先
的

に
回

っ
て

き
た

・
松

原
苑

の
人

た
ち

が
戻

っ
て

か
ら

、
県

の
社

協
か

ら
1

階
の

デ
イ

ル
ー

ム
を

支
援

物
資

置
き

場
と

し
て

利
用

さ
せ

て
  も

ら
え

な
い

か
と

い
う

依
頼

が
あ

り
引

き
受

け
た

７
）

生
活

・
介

護
の

継
続

入
居

者
の

状
況

・
建

物
被

害
は

ほ
と

ん
ど

な
し

・
余

震
が

続
い

た
め

危
険

と
判

断
し

、
階

段
を

使
っ

て
2

階
の

入
居

者
は

全
員

1
階

に
降

り
て

も
ら

う
・

布
団

で
寝

て
大

丈
夫

な
人

は
布

団
を

利
用

し
て

も
ら

う
・

1
階

の
食

堂
＋

デ
イ

ル
ー

ム
に

面
し

た
畳

の
広

間
と

デ
イ

ル
ー

ム
の

床
に

布
団

を
敷

き
対

応
・

ベ
ッ

ド
が

必
要

な
人

（
約

20
人

）
は

1
階

の
居

室
の

ベ
ッ

ド
と

、
予

備
ベ

ッ
ド

を
食

堂
＋

デ
イ

ル
ー

ム
に

置
き

対
応 ・

寝
た

き
り

の
人

は
1

つ
の

ユ
ニ

ッ
ト

に
集

め
た

・
震

災
後

は
、

朝
に

な
る

と
デ

イ
ル

ー
ム

の
布

団
を

た
た

み
ユ

ニ
ッ

ト
の

食
堂

で
全

入
居

者
が

食
事

・
密

度
が

高
く

て
入

居
者

の
ス

ト
レ

ス
が

た
ま

っ
て

き
た

の
で

、
3

月
18

日
に

2
階

の
入

居
者

は
2

階
に

戻
っ

た

ス
タ

ッ
フ

の
確

保

・
ガ

ソ
リ

ン
不

足
の

た
め

通
勤

が
で

き
な

く
な

る
・

釜
石

市
に

自
宅

の
あ

る
3

人
は

施
設

に
泊

ま
り

込
ん

だ

通
所

・
訪

問
利

用
者

へ
の

対
応

・
当

日
、

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

利
用

者
で

帰
る

こ
と

が
で

き
る

人
は

自
宅

に
戻

っ
た

・
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
利

用
者

の
う

ち
帰

宅
困

難
者

の
７

、
８

人
ほ

ど
は

3
日

間
ほ

ど
施

設
で

生
活

・
そ

の
内

の
1

人
は

家
族

も
自

宅
で

寝
る

こ
と

が
で

き
ず

2
泊

し
た

・
震

災
翌

日
か

ら
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
を

休
止

し
、

4
月

1
日

に
再

開
し

た

物 資 の 確 保

食
糧

・
水

・
調

理
は

外
部

委
託

し
て

い
る

。
調

理
場

所
は

こ
の

施
設

の
厨

房
。

食
料

の
確

保
は

外
部

業
者

の
仕

事
・

3/
14

に
松

原
苑

の
人

た
ち

を
受

け
入

れ
て

、
救

護
所

の
扱

い
と

な
っ

た
た

め
、

支
援

物
資

が
優

先
的

に
回

っ
て

き
た

医
薬

品
・

問
題

な
し

介
護

用
品

・
お

む
つ

は
買

い
だ

め
し

て
い

る
の

で
そ

れ
を

使
用

し
た

・
3/

14
に

救
護

所
の

扱
い

に
な

っ
て

か
ら

は
、

優
先

的
に

支
援

物
資

が
届

い
た

の
で

困
ら

な
か

っ
た

日
用

品
・

救
護

所
の

扱
い

と
な

っ
た

た
め

、
支

援
物

資
が

優
先

的
に

回
っ

て
き

た

そ
の

他
・

救
護

所
の

扱
い

と
な

っ
た

た
め

、
支

援
物

資
が

優
先

的
に

回
っ

て
き

た

居
場

所
の

確
保

・
安

全
確

保
の

た
め

2
階

の
利

用
者

全
員

が
1

階
で

生
活

・
食

堂
や

デ
イ

ル
ー

ム
に

布
団

や
予

備
の

ベ
ッ

ド
を

置
き

対
応

・
3/

14
に

陸
前

高
田

市
で

被
災

し
た

松
原

苑
の

入
居

者
94

人
、

職
員

37
名

を
受

け
入

れ
る

・
空

い
て

い
る

2
階

を
松

原
苑

の
入

居
者

職
員

に
利

用
し

て
も

ら
う

・
松

原
苑

の
入

居
者

、
職

員
は

1
週

間
後

に
移

動
（

松
原

苑
の

関
連

法
人

の
施

設
へ

の
移

動
）

・
3/

18
  １

階
で

全
員

が
生

活
す

る
こ

と
の

ス
ト

レ
ス

が
生

じ
て

き
た

の
で

２
階

に
戻

る

【
施

設
図

】

9）
復

旧
か

ら
こ

れ
か

ら
に

向
け

て
の

取
り

組
み

、
今

回
の

震
災

を
踏

ま
え

て
の

課
題

、
高

齢
者

施
設

の
あ

り
方

に
つ

い
て

・
非

常
用

発
電

機
を

動
か

す
た

め
に

は
重

油
が

必
要

だ
が

、
そ

の
確

保
が

課
題

で
あ

る
・

例
え

ば
、

市
が

予
め

緊
急

時
の

給
油

ス
タ

ン
ド

を
決

め
て

お
き

、
福

祉
施

設
等

が
優

先
的

に
給

油
で

き
る

な
ど

、
対

応
し

て
も

ら
い

た
い

1
階

平
面

図
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岩手県遠野市

介護老人保健施設16 とおの

対象施設

概要

位置

被害・復旧の経過整理

　岩手県内陸部の遠野市にある老人保健施設。震度 5 強の地震により建物に損傷がでる。2 階ホールの天井が崩
落、1 階デイケアセンターの天井照明周辺部分の剥離、スプリンクラーからの水漏れ等の被害が発生。
　発災直後、2 階の入居者を外スロープを使って 1 階に下ろした。1 階の 1 人部屋には 2 人、2 人部屋には 4 人、
４人部屋に６人入ってもらい、残り16名がホールにてベットで過ごした。は1階のホールに入ってもらった。ベッ
ドも外スロープを使っておろした。2 階のホール天井等の工事が 5 月 30 日に完了し、2 階の入居者は 2 階の居
室に戻った。
　電気が復旧する 3 月 13 日夜まで、給水、給湯、空調、通信等が使用できなかった。物資については、オムツ・
食料の入手が最も困難であった。

期間 発災直後 ～ 24 時間 ～ 72 時間 ～１週間 ～２週間 ～ 1 か月 ～ 3 か月 ～半年
構造体 ○

非構造部材 １F ○／２F △ １F ○／２F △ １F ○／２F △ １F ○／２F △ １F ○／２F △ １F ○／２F △ ○
家具備品 ○
主要諸室 １F ○／２F △ １F ○／２F △ １F ○／２F △ １F ○／２F △ １F ○／２F △ １F ○／２F △ ○

受水 ○ /× 停電 ○ /× 停電 ○
排水 ○
受電 ○ /× 停電 ○ /× 停電 ○
ガス ○

給水設備 ○ /× 停電 ○ /× 停電 ○
給湯設備 ○ /× 停電 ○ /× 停電 ○
排水設備
電気設備 ○ /× 停電 ○ /× 停電 ○

照明 ○ /× 停電 ○ /× 停電 ○
コンセント ○ /× 停電 ○ /× 停電 ○
通信設備 ○ /× 停電 ○ /× 停電 ○
空調設備 ○ /× 停電 ○ /× 停電 ○
安否確認 ○
入所者 ○
通所者 ○
職員 ○
応援

食糧・水 ○
介護医薬品 ○

日用品 △オムツ △オムツ △オムツ △オムツ △オムツ ○



11716 介護老人保健施設 とおの

被災直後の状況　食堂の天井パネルの落下 ※被災直後の状況　食堂の天井パネルの落下 ※

陸屋根部分は居室棟主入口を覆うキャノピー

ベッド、車いすを下ろしたスロープ天井が落下した食堂・談話コーナー　復旧後

光庭に井戸を汲みあげている発電機（定格出力 60KVA）

※ 施設提供



118 16 介護老人保健施設 とおの

調
査

日
時

20
11

年
11

月
9

日
対

応
者

事
務

長
調

査
員

名
（

※
：

記
録

者
）

神
吉

優
美

※
 、

早
坂

孝
康

１
）

施
設

概
要

施
設

種
別

老
人

保
健

施
設

開
設

年
20

00
年

定
員

96
名

（
シ

ョ
ー

ト
9

名
含

む
）

（
2

階
は

認
知

症
専

用
棟

）

併
設

施
設

・
デ

イ
ケ

ア
セ

ン
タ

ー
（

定
員

40
人

）（
３

月
２

６
日

か
ら

再
開

）

階
数

地
上

2
階

構
造

種
別

Ｓ
造

設
計

高
橋

設
計

施
工

タ
カ

ヤ
・

菊
善

の
Ｊ

Ｖ

立
地

の
特

徴

5）
設

備
の

被
害

状
況

給 排 水 設 備

給
水

水
道

（
井

戸
も

あ
る

が
洗

車
に

使
う

の
み

）
給

水
方

式
圧

力
タ

ン
ク

方
式

受
水

槽
の

位
置・

容
量

屋
外

　
14

.4
t

被
害

状
況

・
対

応
・

被
害

な
し

給
湯

ボ
イ

ラ
ー

（
燃

料
は

灯
油

）

被
害

状
況

・
対

応
・

ボ
イ

ラ
ー

自
体

に
は

被
害

は
な

し
・

電
気

が
復

旧
す

る
ま

で
ボ

イ
ラ

ー
は

使
用

で
き

な
か

っ
た

排
水

浄
化

槽

被
害

状
況

・
被

害
な

し

電 気 設 備

受
変

電
設

備
の

位
置

屋
外

非
常

用
電

源
有

 （
防

災
用

）　
燃

料
灯

油
　

定
格

出
力

60
Ｋ

Ｖ
Ａ

非
常

用
電

源
設

置
場

所
屋

外

被
害

状
況

・
被

害
な

し

空 調 設 備

空
調

方
式

集
中

熱
源

ボ
イ

ラ
ー

（
燃

料
は

灯
油

）

被
害

状
況

・
空

調
設

備
自

体
に

は
被

害
は

な
し

・
電

気
が

復
旧

す
る

ま
で

は
ボ

イ
ラ

ー
は

使
用

で
き

な
か

っ
た

通 信 設 備

施
設

外
の

被
害

状
況

（
電

話
・

通
信

設
備

等
）

・
固

定
電

話
は

利
用

で
き

な
か

っ
た

・
北

上
に

あ
る

本
部

と
は

FA
X

回
線

で
や

り
と

り
が

で
き

た

施
設

内
の

被
害

状
況

（
ナ

ー
ス

コ
ー

ル
等

）

・
被

害
な

し

搬 送 設 備

Ｅ
Ｖ

リ
フ

ト
（

階
段

）

・
設

備
自

体
に

被
害

は
な

し
・

電
気

が
復

旧
す

る
ま

で
使

用
で

き
な

か
っ

た

そ の 他
自然

エネ
ルギ

ーの
活用

等
（太

陽光
パネ

ル、
断熱

サッ
シ等

）
・

ペ
ア

ガ
ラ

ス

６
）

災
害

対
策

と
そ

の
効

果
物 資 の 備 蓄

震
災

前
想

定
日

数
・

食
料

1
日

分
・

週
1

回
オ

ム
ツ

を
配

達
し

て
も

ら
っ

て
い

た
の

で
備

蓄
し

て
い

な
か

っ
た

 １
日

分

震
災

後
想

定
日

数
・

震
災

後
、

発
電

機
2

台
を

購
入

・
そ

の
他

に
ヘ

ッ
ド

式
懐

中
電

灯
、

毛
布

、
水

、
石

油
ス

ト
ー

ブ
を

購
入

 日
分

避
難

訓
練

の
実

施
状

況
（

震
災

前
）

想
定

災
害

火
災

そ
の

他
想

定
規

模
単

体
施

設
災

害
・

事
故

訓
練

頻
度

半
年

１
回

備
考

・
消

防
士

立
会

い
の

下
、

2
階

か
ら

1
階

ま
で

16
分

で
避

難
す

る
よ

う
訓

練
し

て
き

た
。

今
回

役
に

立
っ

た

今
後

の
避

難
訓

練

・
今

年
の

2
月

に
防

災
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
つ

く
り

、
備

蓄
も

必
要

だ
と

話
し

て
い

た
と

こ
ろ

に
地

震
が

発
生

・
地

震
を

想
定

し
た

避
難

訓
練

も
必

要
だ

と
思

う
・

具
体

的
に

ど
の

よ
う

な
訓

練
を

し
た

ら
よ

い
の

か
が

分
か

ら
な

い

２
）

主
な

被
災

状
況

当
該

地
域

の
震

度
震

度
 5

強
被

災
状

況
一

部
損

壊
津

波
の

状
況

・
内

陸
部

に
あ

り
津

波
の

被
害

な
し

人
的

な
被

災
状

況
（

ス
タ

ッ
フ

、
入

居
者

）
・

入
居

者
、

職
員

の
死

傷
者

な
し

発
災

直
後

の
住

民
、

避
難

者
等

の
受

入
状

況

・
デ

イ
利

用
者

の
家

族
1

組
が

泊
ま

っ
た

・
釜

石
の

小
規

模
多

機
能

か
ら

利
用

者
を

受
け

入
れ

て
ほ

し
い

と
打

診
が

あ
っ

た
が

、
当

施
設

も
地

震
で

２
階

部
分

が
 使

用
で

き
な

く
な

っ
て

い
る

た
め

断
っ

た

３
）

建
物

被
害

の
概

要
構

造
体

の
被

害
状

況
・

構
造

体
の

被
害

な
し

非
構

造
部

材
の

被
害

状
況

（
サ

ッ
シ

ュ
、ド

ア
、天

井
、照

明
等

）

・
2

階
デ

イ
ル

ー
ム

の
天

井
落

下
・

1
階

デ
イ

ケ
ア

セ
ン

タ
ー

の
天

井
の

照
明

周
辺

部
が

剥
離

・
ス

プ
リ

ン
ク

ラ
ー

の
配

管
が

外
れ

て
水

漏
れ

が
生

じ
る

（
平

成
15

年
の

宮
城

内
陸

地
震

の
時

も
ス

プ
リ

ン
ク

ラ
ー

か
ら

水
漏

れ
が

あ
っ

た
）

家
具

・
什

器
備

品
の

被
害

状
況

（
棚

、
ベ

ッ
ド

、
車

い
す

等
）

・
被

害
な

し

使
用

不
可

に
な

っ
た

部
屋

・
2

階
部

分

４
）

被
害

の
状

況
（

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

）

水

停
止

の
有

無
有

 
復

旧
ま

で
の

期
間

２
日

間
（

3/
13

の
夜

8
時

に
復

旧
）

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
停

電
の

た
め

水
を

ポ
ン

プ
ア

ッ
プ

で
き

ず
使

用
で

き
な

か
っ

た
・

同
じ

系
列

の
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

で
は

市
の

水
道

を
引

き
込

ん
で

お
り

地
震

後
も

水
道

が
使

え
た

・
上

記
の

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
で

水
を

ポ
リ

タ
ン

ク
に

入
れ

て
運

ん
だ

電 気

停
止

の
有

無
有

復
旧

ま
で

の
期

間
２

日
間

（
3/

13
の

夜
8

時
に

復
旧

）

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
発

電
機

を
備

蓄
し

て
い

な
か

っ
た

・
職

員
の

自
宅

と
市

内
の

電
気

屋
か

ら
合

計
２

台
の

発
電

機
を

借
り

て
対

応
・

１
F

の
デ

イ
ル

ー
ム

と
ナ

ー
ス

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

だ
け

発
電

機
で

照
明

を
つ

け
た

・
そ

れ
以

外
の

部
屋

は
ろ

う
そ

く
で

対
応

し
た

ガ ス

停
止

の
有

無
無

復
旧

ま
で

の
期

間
―

ガ
ス

の
種

類
プ

ロ
パ

ン
ガ

ス

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

―
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８
）

外
部

か
ら

の
支

援

法
人

内
で

の
連

携
・

北
上

に
あ

る
本

部
か

ら
オ

ム
ツ

を
譲

っ
て

も
ら

っ
た

・
遠

野
市

の
施

設
「

福
祉

の
里

」
か

ら
石

油
ス

ト
ー

ブ
を

3
台

借
り

て
、

暖
を

と
っ

た

他
施

設
か

ら
の

支
援

・
特

に
な

し

医
療

機
関

と
の

連
携

・
特

に
な

し

行
政

と
の

連
携

・
３

，４
回

、
市

内
の

福
祉

関
係

の
代

表
者

が
集

ま
り

意
見

交
換

を
行

っ
た

・
意

見
交

換
会

で
福

祉
施

設
の

車
両

に
ガ

ソ
リ

ン
を

優
先

的
に

入
れ

て
も

ら
え

る
よ

う
な

カ
ー

ド
を

発
行

し
て

も
ら

え
 

  な
い

か
と

市
に

依
頼

し
た

が
、

発
行

し
て

も
ら

え
な

か
っ

た

７
）

生
活

・
介

護
の

継
続

入
居

者
の

状
況

・
地

震
に

よ
り

２
階

の
ホ

ー
ル

の
天

井
が

落
下

・
発

災
後

、
外

ス
ロ

ー
プ

を
使

っ
て

、
２

階
の

入
居

者
を

１
階

ま
で

下
ろ

す
・

１
階

の
１

人
部

屋
は

２
人

、
２

人
部

屋
は

４
人

で
使

用
。

残
り

は
１

階
の

ホ
ー

ル
で

生
活

・
ベ

ッ
ド

も
外

ス
ロ

ー
プ

を
使

っ
て

お
ろ

し
た

・
５

月
３

０
日

、
2

階
の

ホ
ー

ル
の

天
井

等
の

工
事

が
完

了
し

、
2

階
の

入
居

者
は

2
階

に
戻

っ
た

・
避

難
用

の
滑

り
台

を
設

置
し

て
あ

っ
た

が
実

際
に

使
え

る
も

の
で

は
な

か
っ

た
・

平
成

17
年

に
2

階
か

ら
１

階
に

外
ス

ロ
ー

プ
を

設
置

ス
タ

ッ
フ

の
確

保

・
デ

イ
は

3
月

25
日

ま
で

休
業

・
デ

イ
が

休
業

の
間

、
デ

イ
の

ス
タ

ッ
フ

は
入

居
者

の
サ

ポ
ー

ト
に

あ
た

っ
て

も
ら

っ
た

・
3

月
11

日
以

降
も

余
震

が
続

い
た

の
で

、
夜

勤
の

人
員

配
置

を
あ

つ
く

し
た

・
釜

石
市

に
自

宅
の

あ
る

ス
タ

ッ
フ

が
ガ

ソ
リ

ン
不

足
で

通
え

な
か

っ
た

・
通

勤
困

難
な

職
員

の
補

充
は

デ
イ

の
ス

タ
ッ

フ
で

対
応

し
た

た
め

問
題

な
か

っ
た

・
ガ

ソ
リ

ン
が

不
足

し
て

い
た

た
め

、
送

迎
車

2
台

に
ス

タ
ッ

フ
が

乗
り

あ
っ

て
通

勤
し

た
・

毎
日

朝
7

時
と

夕
方

4
時

に
ス

タ
ッ

フ
の

リ
ー

ダ
ー

会
議

を
開

催
し

、
廊

下
に

模
造

紙
を

は
っ

て
情

報
共

有

通
所

・
訪

問
利

用
者

へ
の

対
応

・
デ

イ
の

利
用

者
に

は
自

宅
で

過
ご

し
て

も
ら

っ
た

・
3

月
26

日
か

ら
デ

イ
を

再
開

し
た

物 資 の 確 保

食
糧

・
水

・
厨

房
は

外
部

委
託

・
ガ

ソ
リ

ン
不

足
で

物
資

の
運

搬
が

滞
り

食
料

が
入

り
に

く
い

状
態

が
続

い
た

・
発

災
後

に
す

ぐ
ス

タ
ッ

フ
に

ス
ー

パ
ー

に
買

い
に

走
ら

せ
て

、
カ

ッ
プ

ラ
ー

メ
ン

や
パ

ン
を

大
量

に
購

入

医
薬

品
・

特
に

問
題

な
し

介
護

用
品

・
オ

ム
ツ

や
リ

ネ
ン

類
は

週
に

1
回

業
者

が
納

入
し

て
く

れ
て

い
た

た
め

ス
ト

ッ
ク

が
な

か
っ

た
・

業
者

が
ガ

ソ
リ

ン
不

足
の

た
め

運
搬

で
き

ず
、

2、
3

週
間

オ
ム

ツ
不

足
と

な
っ

た
・

オ
ム

ツ
を

近
く

の
店

に
買

い
に

走
っ

た
が

、
３

、
４

日
す

る
と

店
か

ら
オ

ム
ツ

が
な

く
な

っ
た

・
北

上
に

あ
る

本
部

に
お

願
い

し
て

、
本

部
に

あ
る

オ
ム

ツ
を

譲
っ

て
も

ら
っ

た
・

手
袋

が
足

り
な

く
な

る
の

で
は

と
心

配
し

た
が

、
な

ん
と

か
大

丈
夫

だ
っ

た
・

普
段

定
期

的
に

来
て

い
る

も
の

が
こ

な
く

な
る

と
大

変
で

あ
る

日
用

品
・

特
に

問
題

な
し

そ
の

他
・

特
に

問
題

な
し

居
場

所
の

確
保

・
２

階
デ

イ
ル

ー
ム

の
天

井
が

落
下

し
た

た
め

２
階

の
利

用
者

も
１

階
で

生
活

・
個

室
を

２
人

部
屋

、
２

人
部

屋
を

４
人

部
屋

に
し

て
対

応
。

足
り

な
い

部
分

は
食

堂
で

生
活

し
て

も
ら

う
・

ホ
ー

ル
に

移
動

し
た

入
居

者
の

ベ
ッ

ド
間

を
数

人
分

ご
と

に
シ

ー
ツ

で
囲

っ
た

・
5

月
末

に
２

階
の

工
事

が
終

了
し

、
2

階
の

入
居

者
が

戻
る

【
施

設
図

】

9）
復

旧
か

ら
こ

れ
か

ら
に

向
け

て
の

取
り

組
み

、
今

回
の

震
災

を
踏

ま
え

て
の

課
題

、
高

齢
者

施
設

の
あ

り
方

に
つ

い
て

・
備

蓄
を

し
て

い
な

か
っ

た
こ

と
が

反
省

。
し

か
し

、
ど

の
ぐ

ら
い

必
要

か
は

分
か

ら
な

い

1
階

平
面

図

2
階

平
面

図
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岩手県北上市

認知症高齢者グループホーム17 いこいの家

対象施設

概要

位置

被害・復旧の経過整理

　岩手県内陸部の北上市の市街地にある認知症高齢者グループホーム。隣接地には同一法人が運営する老人保健
施設や大型商業施設がある、建物の地震による被害なし。入居者、職員の人的被害なし。余震が続いたことから
2 ユニットの利用者を 1 ユニットに集めて介護。
　ライフラインは水道、電気ともに 2 日間不通。また、停電のためボイラーが使えず、パネルヒーターが作動し
なかった。反射式のストーブを用いて暖をとる。同様に燃料不足により浴室が 3 月 28 日まで使用できなくなる。
その間は、清拭で対応。デイサービスも燃料不足により送迎と入浴が困難となり、10 日間程度休業。
　震災後の備蓄は 2 から 3 日分。一度に大量購入し、ストックを確保するようにしている。

期間 発災直後 ～ 24 時間 ～ 72 時間 ～１週間 ～２週間 ～ 1 か月 ～ 3 か月 ～半年
構造体 ○

非構造部材 ○
家具備品 ○
主要諸室 ○

受水 × ○
排水 △断水 ○
受電 × ○ 3/13
ガス ○

給水設備 × ○
給湯設備 △台所のみ △燃料不足 △燃料不足 △燃料不足 △燃料不足 ○ボイラー
排水設備 △断水 ○
電気設備 × ○

照明 × ○
コンセント × ○
通信設備 △携帯のみ ○
空調設備 × △エアコンのみ ○ボイラー
安否確認 ○
入所者 ○
通所者 ○
職員 ○
応援 ○

食糧・水 △ ○
介護医薬品 ○

日用品 ○
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敷地周辺　中央奥に母体病院がある施設概観

グループホームの居室グループホームの居室　震災時は複数人が生活

倉庫２　オムツは個人購入倉庫１

避難に関する掲示倉庫３
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調
査

日
時

20
11

年
11

月
18

日
対

応
者

介
護

支
援

専
門

員
調

査
員

名
（

※
：

記
録

者
）

新
澤

悦
夫

、
山

口
健

太
郎

※
 

１
）

施
設

概
要

施
設

種
別

認
知

症
高

齢
者

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
開

設
年

20
00

年
定

員
18

人

併
設

施
設

老
人

保
健

施
設

、
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
、

保
育

所

階
数

地
上

2
階

構
造

種
別

RC
造

設
計

高
橋

建
築

設
計

事
務

所
施

工
高

弥
建

設
（

株
）

立
地

の
特

徴

・
岩

手
県

内
陸

部
の

北
上

市
の

市
街

地
に

あ
る

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
・

隣
接

地
に

は
大

型
商

業
施

設
が

あ
り

、
周

辺
は

既
存

の
住

宅
地

・
高

速
道

路
の

イ
ン

タ
ー

か
ら

の
も

近
い

・
同

一
法

人
が

運
営

す
る

病
院

が
徒

歩
数

分
の

距
離

に
あ

る

5）
設

備
の

被
害

状
況

給 排 水 設 備

給
水

水
道

給
水

方
式

水
道

直
結

増
圧

方
式

受
水

槽
の

位
置・

容
量

－

被
害

状
況

・
対

応
・

停
電

に
よ

り
ポ

ン
プ

が
作

動
せ

ず
断

水
・

停
電

中
に

給
水

車
を

利
用

し
た

の
は

1
回

・
地

震
直

後
に

コ
ン

ビ
ニ

で
ミ

ネ
ラ

ル
ウ

ォ
ー

タ
ー

を
購

入
給

湯
ボ

イ
ラ

ー

被
害

状
況

・
対

応
・

お
風

呂
は

ボ
イ

ラ
ー

、
キ

ッ
チ

ン
は

ガ
ス

給
湯

器
・

お
風

呂
は

重
油

が
手

に
入

ら
な

か
っ

た
た

め
3

月
28

日
ま

で
中

止
・

入
浴

停
止

中
は

清
拭

で
対

応
。

排
水

下
水

道

被
害

状
況

・
水

を
ト

イ
レ

の
タ

ン
ク

に
入

れ
て

つ
か

う
・

断
水

中
は

職
員

が
自

宅
で

水
を

汲
み

対
応

電 気 設 備

受
変

電
設

備
の

位
置

 1
階

非
常

用
電

源
無

非
常

用
電

源
設

置
場

所
無

被
害

状
況

・
停

電
は

２
日

・
夜

の
ト

イ
レ

誘
導

な
ど

は
懐

中
電

灯
を

使
用

空 調 設 備

空
調

方
式

集
中

熱
源

電
気

・
ボ

イ
ラ

ー
併

用

被
害

状
況

・
電

気
に

よ
る

エ
ア

コ
ン

。
重

油
に

よ
る

パ
ネ

ル
ヒ

ー
タ

ー
を

併
用

・
電

気
復

旧
後

、
エ

ア
コ

ン
は

通
常

通
り

・
パ

ネ
ル

ヒ
ー

タ
ー

は
重

油
不

足
の

た
め

断
続

的
に

使
用

。
何

度
か

重
油

の
給

油
も

あ
っ

た
。

電
気

復
旧

後
は

通
常

通
  り

使
用

・
パ

ネ
ル

ヒ
ー

タ
ー

が
使

え
な

い
時

は
石

油
ス

ト
ー

ブ
（

反
射

式
）

を
隣

接
す

る
老

健
か

ら
借

り
て

利
用

通 信 設 備

施
設

外
の

被
害

状
況

（
電

話
・

通
信

設
備

等
）

・
停

電
中

、
固

定
電

話
は

使
用

不
可

能
・

携
帯

は
使

用
可

能
。

併
設

の
老

健
に

は
使

え
る

ア
ナ

ロ
グ

回
線

が
あ

っ
た

施
設

内
の

被
害

状
況

（
ナ

ー
ス

コ
ー

ル
等

）
・

設
置

し
て

い
な

い

搬 送 設 備

Ｅ
Ｖ

リ
フ

ト
（

階
段

）

・
設

置
し

て
い

な
い

そ の 他
自然

エネ
ルギ

ーの
活用

等
（太

陽光
パネ

ル、
断熱

サッ
シ等

）
・

ス
プ

リ
ン

ク
ラ

ー
の

改
修

工
事

あ
り

６
）

災
害

対
策

と
そ

の
効

果

物 資 の 備 蓄

震
災

前
想

定
日

数
・

米
は

10
キ

ロ
を

10
袋

ず
つ

購
入

。
5

日
か

ら
1

週
間

の
ス

ト
ッ

ク
が

あ
る

・
味

噌
も

大
き

い
サ

イ
ズ

の
も

の
を

購
入

し
ス

ト
ッ

ク
し

て
い

る
 ―

震
災

後

想
定

日
数

・
計

画
的

に
物

品
を

購
入

・
ラ

ン
タ

ン
7

個
、

電
池

（
単

１
：

2
本

、
単

2：
10

本
、

単
3：

40
本

）、
消

毒
液

（
20

0
㎜

）
48

本
、

毛
布

2
枚

、
 水

（
2ℓ

）
87

本
、

米
袋

、
イ

ン
ス

タ
ン

ト
ラ

ー
メ

ン
20

食
、

カ
セ

ッ
ト

コ
ン

ロ
1

台
、

カ
セ

ッ
ト

ボ
ン

ベ
6

本
・

非
常

食
安

心
セ

ッ
ト

　
16

食
×2

箱
・

緊
急

避
難

セ
ッ

ト
　

1
セ

ッ
ト

 2
,3

日
分

避
難

訓
練

の
実

施
状

況
（

震
災

前
）

想
定

災
害

火
災

そ
の

他
想

定
規

模
単

体
施

設
災

害
・

事
故

訓
練

頻
度

年
2

回
備

考
・

地
震

の
マ

ニ
ュ

ア
ル

も
あ

り

今
後

の
避

難
訓

練
・

震
災

前
よ

り
夜

間
を

想
定

し
た

訓
練

を
実

施
・

連
絡

網
に

家
族

や
地

域
の

人
に

も
入

っ
て

も
ら

う

２
）

主
な

被
災

状
況

当
該

地
域

の
震

度
震

度
 ６

強
被

災
状

況
損

傷
無

津
波

の
状

況
・

内
陸

部
に

あ
り

津
波

被
害

な
し

人
的

な
被

災
状

況
（

ス
タ

ッ
フ

、
入

居
者

）
・

被
害

な
し

発
災

直
後

の
住

民
、

避
難

者
等

の
受

入
状

況

・
避

難
者

の
受

け
入

れ
な

し

３
）

建
物

被
害

の
概

要
構

造
体

の
被

害
状

況
・

損
傷

な
し

非
構

造
部

材
の

被
害

状
況

（
サ

ッ
シ

ュ
、ド

ア
、天

井
、照

明
等

）
・

水
道

管
の

破
裂

の
み

家
具

・
什

器
備

品
の

被
害

状
況

（
棚

、
ベ

ッ
ド

、
車

い
す

等
）

・
損

傷
な

し
。

食
器

数
個

の
転

落
の

み

使
用

不
可

に
な

っ
た

部
屋

・
な

し

４
）

被
害

の
状

況
（

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

）

水

停
止

の
有

無
有

復
旧

ま
で

の
期

間
２

日
後

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
停

電
中

は
受

水
槽

の
ポ

ン
プ

が
作

動
せ

ず
断

水
・

水
道

直
結

の
場

合
は

普
通

に
使

え
た

。
職

員
が

自
宅

で
水

を
汲

み
対

応

電 気

停
止

の
有

無
有

復
旧

ま
で

の
期

間
２

日
後

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
夜

間
は

懐
中

電
灯

な
ど

を
使

用
・

発
電

機
は

保
有

し
て

い
な

い
。

今
後

は
併

設
す

る
老

健
と

共
同

で
保

有
し

て
い

く
予

定

ガ ス

停
止

の
有

無
無

復
旧

ま
で

の
期

間
 

ガ
ス

の
種

類
プ

ロ
パ

ン
ガ

ス

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段
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８
）

外
部

か
ら

の
支

援

法
人

内
で

の
連

携
・

老
健

か
ら

物
資

（
食

糧
、

ス
ト

ー
ブ

）
な

ど
の

支
給

あ
り

他
施

設
か

ら
の

支
援

・
G

H
協

会
の

人
的

支
援

に
登

録
。

支
援

側
に

回
る

用
意

が
出

来
て

い
た

・
実

際
に

は
支

援
要

請
が

な
か

っ
た

医
療

機
関

と
の

連
携

・
特

に
な

し

行
政

と
の

連
携

・
電

気
式

の
ス

ト
ー

ブ
を

借
り

た
が

発
電

機
が

な
く

使
用

で
き

な
か

っ
た

・
食

材
（

サ
ラ

ダ
な

ど
）

の
支

給
を

受
け

る

７
）

生
活

・
介

護
の

継
続

入
居

者
の

状
況

・
3

月
21

日
ま

で
1

つ
の

ユ
ニ

ッ
ト

で
18

人
が

生
活

す
る

。
個

室
を

2
人

か
ら

3
人

で
使

用
・

余
震

に
対

す
る

不
安

、
寒

さ
の

軽
減

の
た

め
・

3
月

22
日

の
朝

に
通

常
通

り
の

2
ユ

ニ
ッ

ト
体

制
に

戻
る

・
3

月
上

旬
ま

で
大

規
模

な
ス

プ
リ

ン
ク

ラ
ー

設
置

工
事

を
し

て
お

り
、

入
居

者
、

ス
タ

ッ
フ

と
も

に
居

室
・

ユ
ニ

ッ
  ト

の
移

動
に

は
慣

れ
て

い
た

・
震

災
の

影
響

が
あ

る
か

不
明

だ
が

4
月

に
入

っ
て

1
名

死
亡

ス
タ

ッ
フ

の
確

保

・
3

月
20

日
ま

で
燃

料
不

足
に

よ
り

お
風

呂
が

使
え

な
い

た
め

職
員

は
日

曜
日

体
制

（
お

風
呂

の
無

い
日

の
体

制
）

・
平

日
よ

り
職

員
数

を
減

ら
し

1
日

4
名

で
対

応
・

ガ
ソ

リ
ン

不
足

の
た

め
職

員
の

通
勤

が
困

難
と

な
る

・
隣

接
の

老
健

施
設

の
職

員
と

乗
り

合
い

で
出

勤
、

帰
宅

を
行

う
・

3
月

28
日

ご
ろ

か
ら

ガ
ソ

リ
ン

不
足

も
解

消
さ

れ
る

よ
う

に
な

る

通
所

・
訪

問
利

用
者

へ
の

対
応

・
3

月
11

日
に

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
し

て
い

た
高

齢
者

は
そ

の
日

の
う

ち
に

帰
宅

す
る

・
ガ

ソ
リ

ン
、

灯
油

、
重

油
の

不
足

に
よ

り
、

送
迎

、
お

風
呂

が
不

可
能

と
な

る
・

3
月

22
日

ま
で

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

は
休

業
・

3
月

23
日

か
ら

再
開

物 資 の 確 保

食
糧

・
水

・
3

月
11

日
は

併
設

の
老

健
か

ら
食

事
を

も
ら

う
・

3
月

12
日

、
隣

に
あ

る
ジ

ャ
ス

コ
の

店
頭

販
売

で
食

材
を

購
入

。
水

は
職

員
が

自
宅

か
ら

持
参

・
家

族
が

食
材

を
持

ち
寄

る
。

市
役

所
か

ら
業

務
用

サ
ラ

ダ
の

配
給

あ
り

。
土

鍋
な

ど
を

持
ち

い
て

調
理

・
ガ

ス
は

使
え

た
た

め
調

理
は

可
能

だ
っ

た
が

食
材

、
燃

料
不

足
の

た
め

3
月

20
日

ま
で

は
1

日
2

食
で

対
応

医
薬

品
・

特
に

な
し

。
薬

を
も

ら
っ

た
ば

か
り

の
人

が
多

く
不

足
は

な
か

っ
た

介
護

用
品

・
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

で
は

個
人

ご
と

に
オ

ム
ツ

を
購

入
し

て
い

る
た

め
ス

ト
ッ

ク
が

あ
ま

り
な

か
っ

た
・

利
用

者
間

で
オ

ム
ツ

を
融

通
し

て
も

ら
っ

て
い

た
が

、
サ

イ
ズ

が
合

わ
な

い
人

も
お

り
、

オ
ム

ツ
が

不
足

し
て

い
た

・
隣

に
あ

る
ジ

ャ
ス

コ
で

オ
ム

ツ
の

店
頭

販
売

を
し

て
お

り
、

そ
れ

を
購

入

日
用

品
・

一
度

に
大

量
購

入
し

て
い

る
た

め
不

足
は

な
か

っ
た

そ
の

他
 

居
場

所
の

確
保

・
3

月
21

日
ま

で
1

つ
の

ユ
ニ

ッ
ト

で
18

人
が

生
活

す
る

。
個

室
を

2
人

か
ら

3
人

で
使

用
・

余
震

に
対

す
る

不
安

、
寒

さ
の

軽
減

の
た

め
・

3
月

22
日

の
朝

に
通

常
通

り
の

2
ユ

ニ
ッ

ト
体

制
に

戻
る

【
施

設
図

】

9）
復

旧
か

ら
こ

れ
か

ら
に

向
け

て
の

取
り

組
み

、
今

回
の

震
災

を
踏

ま
え

て
の

課
題

、
高

齢
者

施
設

の
あ

り
方

に
つ

い
て

・
特

に
な

し

1
階

平
面

図



124 第３章

岩手県奥州市

介護老人保健施設18 ハイム・ベルク

対象施設

概要

位置

被害・復旧の経過整理

　岩手県奥州市にある老人保健施設。運営主体である社団医療法人啓愛会は岩手県内に病院４施設、老健２施設、
宮城県に１施設を運営する大きな法人である。その内、南三陸町にある老健が被災。被災した老健の入所者 80
人とデイケア利用者を各施設で分散して受け入れる。当施設も 10 名の入所者とスタッフを受け入れた。
　当施設の被害はほとんどなく、ライフラインも２日後には復旧。更に災害に強い病院と併設していた事もあり
食料確保、電気の充電、ベッドの確保が他の施設に比べ容易であった。
　鉄骨造にもかかわらず大空間（食堂、機能訓練）の天井が落下しなかった。併設している病院では全長 16 ｍ
のガラス製防煙タレ壁が全て落下している。

期間 発災直後 ～ 24 時間 ～ 72 時間 ～１週間 ～２週間 ～ 1 か月 ～ 3 か月 ～半年
構造体 ○

非構造部材 ○
家具備品 ○
主要諸室 ○

受水 ○
排水 ○
受電 × × ○
ガス ○

給水設備 ○ /× 停電 ○ /× 停電 ○
給湯設備 ○ /× 停電 ○ /× 停電 ○
排水設備 ○
電気設備 ○ /× 停電

照明 ○ /× 停電
コンセント ○ /× 停電
通信設備 ○ /× 停電
空調設備 ○ /× 停電
安否確認 ラジオ放送局にメールしてラジオで入所者が無事であることを放送してもらった
入所者 ○
通所者 ―
職員 ○
応援 ―

食糧・水 ○
介護医薬品 ○

日用品 ○
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1 階レベルが主入口から下がっている2 階レベルの東側主入口

地震によりエレベータ上部の幕板ボードが落下併設されている病院

発電機（定格出力 21KVA）とキュービクル階段下を利用した備蓄倉庫

天井と壁の取り合いの破損受水槽　80t
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調
査

日
時

20
11

年
11

月
9

日
対

応
者

事
務

長
代

理
、

事
務

部
長

、
建

築
士

調
査

員
名

（
※

：
記

録
者

）
神

吉
優

美
、

早
坂

孝
康

※
 

１
）

施
設

概
要

施
設

種
別

介
護

老
人

保
健

施
設

開
設

年
19

98
年

定
員

90
人

（
シ

ョ
ー

ト
ス

テ
イ

含
む

）
併

設
施

設
シ

ョ
ー

ト
ス

テ
イ

（
空

室
利

用
）、

美
山

病
院

併
設

階
数

地
上

3
階

 （
一

部
地

上
4

階
）

構
造

種
別

S
造

設
計

㈱
現

代
建

築
研

究
所

施
工

丸
共

建
設

・
高

惣
建

設
Ｊ

Ｖ

立
地

の
特

徴

・
水

沢
区

市
街

地
か

ら
車

で
15

分
の

山
の

中
腹

に
あ

る
・

同
法

人
系

列
の

美
山

病
院

に
併

設
し

た
病

院
併

設
型

施
設

で
あ

る
。

隣
地

に
は

同
理

事
長

が
運

営
す

る
ケ

ア
ハ

ウ
ス

  と
特

養
が

あ
る

・
見

晴
ら

し
が

良
い

こ
と

で
こ

の
地

を
選

ん
だ

。
地

盤
は

比
較

的
良

好
で

あ
る

が
支

持
地

盤
が

傾
斜

し
て

お
り

杭
長

8
  

ｍ
～

12
ｍ

の
杭

を
打

設
し

て
あ

る

5）
設

備
の

被
害

状
況

給 排 水 設 備

給
水

上
水

・
井

戸
併

用
（

受
水

槽
流

入
）　

病
院

厨
房

施
設

に
上

水
直

結
給

水
方

式
水

道
直

結
増

圧
方

式
受

水
槽

の
位

置・
容

量
屋

外
型

（
80

t）

被
害

状
況

・
対

応
・

機
器

の
被

害
な

し
・

電
気

復
旧

ま
で

ポ
ン

プ
が

作
動

せ
ず

使
用

不
可

能
で

あ
っ

た
・

受
水

槽
か

ら
水

を
汲

み
取

り
使

用
給

湯
ボ

イ
ラ

ー

被
害

状
況

・
対

応
・

機
器

の
被

害
な

し
・

電
気

復
旧

ま
で

は
機

械
が

作
動

せ
ず

使
用

不
可

能
で

あ
っ

た
・

復
旧

ま
で

が
短

期
間

で
あ

っ
た

た
め

我
慢

し
た

排
水

浄
化

槽

被
害

状
況

・
機

器
の

被
害

な
し

・
地

域
排

水
経

路
の

被
害

も
な

し

電 気 設 備

受
変

電
設

備
の

位
置

地
上

屋
外

非
常

用
電

源
有

 （
防

災
用

）　
燃

料
Ａ

重
油

　
定

格
出

力
21

KV
A

非
常

用
電

源
設

置
場

所
地

上
屋

外

被
害

状
況

・
機

器
の

被
害

な
し

・
防

災
用

自
家

発
電

機
の

た
め

照
明

、
コ

ン
セ

ン
ト

の
使

用
は

不
可

空 調 設 備

空
調

方
式

フ
ァ

ン
コ

イ
ル

個
別

空
調

と
床

暖
集

中
の

併
用

熱
源

電
気

被
害

状
況

・
機

器
の

被
害

な
し

・
電

気
復

旧
ま

で
は

い
ず

れ
も

使
用

不
可

・
石

油
ス

ト
ー

ブ
を

ス
タ

ッ
フ

の
家

か
ら

持
ち

込
ん

で
し

の
い

だ

通 信 設 備

施
設

外
の

被
害

状
況

（
電

話
・

通
信

設
備

等
）

・
固

定
電

話
は

電
気

復
旧

ま
で

使
用

不
可

・
携

帯
電

話
は

不
通

状
態

が
続

く
。

充
電

は
併

設
す

る
病

院
の

非
常

用
コ

ン
セ

ン
ト

か
ら

充
電

・
南

三
陸

町
の

老
健

と
衛

星
電

話
（

震
災

前
か

ら
所

有
）

で
通

信
施

設
内

の
被

害
状

況
（

ナ
ー

ス
コ

ー
ル

等
）

・
機

器
の

被
害

な
し

・
電

気
復

旧
ま

で
使

用
不

可

搬 送 設 備

Ｅ
Ｖ

リ
フ

ト
（

階
段

）

・
機

器
の

被
害

な
し

・
電

気
復

旧
+

メ
ン

テ
復

旧
ま

で
不

可

そ の 他
自然

エネ
ルギ

ーの
活用

等
（太

陽光
パネ

ル、
断熱

サッ
シ等

）

・
ペ

ア
サ

ッ
シ

の
採

用

６
）

災
害

対
策

と
そ

の
効

果

物 資 の 備 蓄

震
災

前
想

定
日

数
・

食
料

（
米

、
レ

ト
ル

ト
、

缶
詰

、
ゼ

リ
ー

な
ど

）・
飲

料
水

（
2ℓ

×2
0

箱
）

・
介

護
用

品
は

1
週

間
分

3 
日

分

震
災

後
想

定
日

数
・

よ
り

多
く

（
具

体
的

日
数

は
想

定
で

き
な

い
）

・
オ

ム
ツ

、
手

袋
、

ト
イ

レ
ッ

ト
ペ

ー
パ

ー
、

ビ
ニ

ー
ル

袋
な

ど
・

割
り

箸
、

ペ
ー

パ
ー

タ
オ

ル
、

使
い

捨
て

ス
プ

ー
ン

、
紙

コ
ッ

プ
、

飲
料

水
・

今
回

は
ガ

ス
が

使
用

で
き

た
が

全
ラ

イ
フ

ラ
イ

ン
が

寸
断

さ
れ

た
場

合
の

備
蓄

を
決

め
て

お
く

必
要

が
あ

る
 日

分

避
難

訓
練

の
実

施
状

況
（

震
災

前
）

想
定

災
害

火
災

そ
の

他
想

定
規

模
単

体
施

設
災

害
訓

練
頻

度
年

2
回

備
考

・
併

設
病

院
と

共
同

で
行

う

今
後

の
避

難
訓

練

・
地

震
想

定
の

避
難

訓
練

が
必

要
で

あ
る

・
震

災
後

10
月

に
初

め
て

地
震

想
定

の
避

難
訓

練
を

行
っ

た

２
）

主
な

被
災

状
況

当
該

地
域

の
震

度
震

度
 6

弱
被

災
状

況
地

震
に

よ
る

一
部

損
壊

津
波

の
状

況
・

津
波

に
よ

る
被

害
な

し
人

的
な

被
災

状
況

（
ス

タ
ッ

フ
、

入
居

者
）

・
入

居
者

、
職

員
の

死
傷

者
な

し

発
災

直
後

の
住

民
、

避
難

者
等

の
受

入
状

況

・
地

域
住

民
の

受
け

入
れ

は
な

し
・

同
一

法
人

運
営

の
老

健
ハ

イ
ム

・
メ

ア
ー

ズ
（

南
三

陸
町

、
入

所
者

80
名

+
デ

イ
の

通
所

者
）

が
地

震
で

被
災

・
同

法
人

が
運

用
す

る
盛

岡
市

や
奥

州
市

に
あ

る
老

健
と

病
院

に
分

散
さ

せ
て

避
難

さ
せ

る
・

当
施

設
で

は
入

居
者

10
名

と
ス

タ
ッ

フ
数

名
を

受
入

れ
る

。
受

入
れ

期
間

は
3

月
中

旬
か

ら
6

月
末

ま
で

・
そ

の
他

、
他

施
設

か
ら

2
名

の
受

入
れ

３
）

建
物

被
害

の
概

要
構

造
体

の
被

害
状

況
・

特
に

な
し

非
構

造
部

材
の

被
害

状
況

（
サ

ッ
シ

ュ
、ド

ア
、天

井
、照

明
等

）

・
天

井
ボ

ー
ド

、
壁

ボ
ー

ド
の

各
所

に
ひ

び
割

れ
が

生
じ

る
・

最
上

階
エ

レ
ベ

ー
タ

ー
上

部
の

幕
板

ボ
ー

ド
が

一
部

落
下

。
大

き
な

損
傷

に
は

な
ら

な
か

っ
た

・
併

設
病

院
の

理
学

療
法

室
の

大
空

間
の

ガ
ラ

ス
製

排
煙

タ
レ

壁
（

全
長

約
16

ｍ
）

が
全

て
落

下
。

け
が

人
は

な
し

家
具

・
什

器
備

品
の

被
害

状
況

（
棚

、
ベ

ッ
ド

、
車

い
す

等
）

・
特

に
な

し

使
用

不
可

に
な

っ
た

部
屋

・
な

し

４
）

被
害

の
状

況
（

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

）

水

停
止

の
有

無
有

（
停

電
に

よ
り

）
復

旧
ま

で
の

期
間

2
日

後
（

3/
13

pm
9：

00
）

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
屋

外
に

設
置

し
て

あ
る

受
水

槽
と

備
蓄

ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル

飲
料

水
を

利
用

・
ト

イ
レ

用
水

に
は

お
風

呂
の

残
り

湯
を

利
用

・
ト

イ
レ

ッ
ト

ペ
ー

パ
ー

は
流

さ
ず

に
汚

物
入

れ
に

捨
て

た
・

ト
イ

レ
は

各
階

1
箇

所
を

使
用

・
食

事
前

の
手

拭
や

ト
イ

レ
後

の
手

洗
い

は
濡

れ
テ

ィ
ッ

シ
ュ

を
利

用

電 気

停
止

の
有

無
有

復
旧

ま
で

の
期

間
2

日
後

（
3/

13
pm

9：
00

）

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
3/

11
は

屋
内

の
明

か
り

を
確

保
す

る
た

め
に

ロ
ー

ソ
ク

と
懐

中
電

灯
を

利
用

・
車

の
ヘ

ッ
ド

ラ
イ

ト
を

屋
内

に
投

光
し

て
明

か
り

を
確

保
し

た
・

3/
12

に
は

施
設

で
所

有
し

て
い

る
除

雪
車

の
バ

ッ
テ

リ
ー

に
変

圧
器

を
接

続
し

、
施

設
内

の
電

灯
盤

に
接

続
し

て
一

 部
分

の
照

明
を

確
保

し
た

（
詳

細
は

不
明

、
施

設
内

に
電

気
に

詳
し

い
ス

タ
ッ

フ
が

い
た

）

ガ ス

停
止

の
有

無
無

復
旧

ま
で

の
期

間
―

ガ
ス

の
種

類
プ

ロ
パ

ン
ガ

ス
復

旧
ま

で
の

対
応

・
代

替
手

段
・

特
に

な
し
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８
）

外
部

か
ら

の
支

援

法
人

内
で

の
連

携
・

本
部

で
防

災
対

策
会

議
を

行
い

南
三

陸
町

の
老

健
の

救
済

対
応

を
検

討
・

各
施

設
に

分
散

避
難

す
る

ほ
う

が
良

い
と

判
断

し
た

・
併

設
の

病
院

に
空

き
ベ

ッ
ド

が
あ

っ
た

た
め

受
入

者
の

ベ
ッ

ド
に

不
足

は
な

か
っ

た
・

本
部

か
ら

オ
ム

ツ
支

給

他
施

設
か

ら
の

支
援

・
特

に
な

し

医
療

機
関

と
の

連
携

・
同

法
人

運
営

の
病

院
で

南
三

陸
町

の
老

健
入

居
者

の
受

入
を

行
っ

た
・

病
院

か
ら

の
食

糧
な

ど
備

蓄
の

提
供

（
日

頃
か

ら
病

院
の

厨
房

を
利

用
）

行
政

と
の

連
携

・
支

援
物

資
の

支
給

の
ほ

か
は

特
に

な
し

７
）

生
活

・
介

護
の

継
続

入
居

者
の

状
況

・
3/

11
～

3/
12

ま
で

は
居

室
か

ら
各

階
ホ

ー
ル

に
ベ

ッ
ド

ご
と

移
動

・
集

中
管

理
を

行
い

食
事

も
ホ

ー
ル

で
行

っ
た

・
3/

13
に

は
各

居
室

に
戻

る
・

入
居

者
は

常
に

落
ち

着
い

て
お

り
逆

に
ス

タ
ッ

フ
を

励
ま

す
光

景
も

見
ら

れ
た

・
平

均
要

介
護

度
は

3

ス
タ

ッ
フ

の
確

保

・
震

災
当

初
か

ら
問

題
な

し
・

ガ
ソ

リ
ン

不
足

に
よ

り
ス

タ
ッ

フ
の

通
勤

が
不

便
と

な
る

・
職

員
同

士
で

乗
り

合
い

通
所

・
訪

問
利

用
者

へ
の

対
応

・
通

所
・

訪
問

共
に

設
置

な
し

物 資 の 確 保

食
糧

・
水

・
日

常
時

、
食

事
は

病
院

の
厨

房
か

ら
中

央
配

膳
方

式
を

取
っ

て
い

た
・

備
蓄

と
委

託
業

者
か

ら
の

提
供

で
ほ

と
ん

ど
対

応
で

き
た

・
牛

乳
の

配
送

が
ガ

ソ
リ

ン
不

足
で

滞
っ

た
た

め
施

設
か

ら
受

け
取

り
に

行
っ

た
・

県
か

ら
の

支
援

物
資

が
震

災
2

週
間

後
に

届
い

た
が

ほ
と

ん
ど

必
要

の
な

い
時

期
で

あ
っ

た

医
薬

品

・
病

院
が

併
設

し
て

お
り

特
に

不
足

は
な

か
っ

た

介
護

用
品

・
オ

ム
ツ

の
配

送
が

ガ
ソ

リ
ン

不
足

で
滞

っ
た

た
め

施
設

で
本

部
に

受
け

取
り

に
行

っ
た

・
そ

の
他

は
備

蓄
で

対
応

可
能

で
あ

っ
た

日
用

品

・
特

に
不

足
は

な
か

っ
た

そ
の

他

居
場

所
の

確
保

・
受

け
入

れ
者

は
4

床
室

を
5

床
室

に
2

床
室

を
3

床
室

に
増

床
し

て
対

応
し

た
・

入
所

者
が

ホ
ー

ル
に

集
め

ら
れ

て
い

た
時

に
入

所
者

か
ら

の
苦

情
は

な
か

っ
た

【
施

設
図

】

9）
復

旧
か

ら
こ

れ
か

ら
に

向
け

て
の

取
り

組
み

、
今

回
の

震
災

を
踏

ま
え

て
の

課
題

、
高

齢
者

施
設

の
あ

り
方

に
つ

い
て

・
災

害
時

に
シ

ョ
ー

ト
ス

テ
イ

の
利

用
者

を
家

に
帰

す
べ

き
か

、
施

設
に

留
ま

っ
て

も
ら

う
か

、
家

族
に

迎
え

に
来

て
も

ら
う

か
の

判
断

を
悩

ん
で

  い
る

（
災

害
時

は
家

族
も

被
災

し
て

い
る

こ
と

を
考

慮
し

て
）

・
今

後
の

課
題

と
し

て
は

、
①

隣
接

の
美

山
病

院
か

ら
食

事
を

運
搬

す
る

等
の

た
め

の
ト

ラ
ッ

ク
等

の
利

用
、

②
照

明
の

確
保

（
LE

D
球

の
利

用
）、

  ③
電

気
（

ホ
ー

ル
、ト

イ
レ

、ス
テ

ー
シ

ョ
ン

が
使

用
で

き
る

程
度

）
の

確
保

、④
水

（
飲

料
水

・
ト

イ
レ

利
用

）
の

確
保

、⑤
衛

生
面

に
つ

い
て

（
今

  回
以

上
に

イ
ン

フ
ラ

が
ス

ト
ッ

プ
し

て
手

洗
い

用
の

テ
ィ

ッ
シ

ュ
や

口
腔

ケ
ア

用
の

テ
ィ

ッ
シ

ュ
が

も
っ

と
必

要
に

な
っ

た
場

合
は

ト
イ

レ
掃

除
  の

方
法

を
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

）、
⑥

利
用

者
家

族
と

の
連

絡
方

法
（

安
否

確
認

の
情

報
提

供
を

ど
う

す
る

か
）、

⑦
LE

D
電

球
タ

イ
プ

の
懐

中
  電

灯
の

購
入

1
階

平
面

図

2
階

平
面

図
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岩手県一関市

特別養護老人ホーム19 福光園

対象施設

概要

位置

被害・復旧の経過整理

　岩手県内陸部の一関市内に位置する特別養護老人ホーム。特定ケアハウス、養護老人ホーム、デイサービスを
併設。３月１１日の本震は震度６弱。人的被害なし。特養部分は敷地全体を造成（盛り土）しているためか、地
盤が若干傾斜するとともに、エキスパンション部分が破損した。空調室外機の破損、厨房ブラストチラー破損、
一部天井板落下などがあり、建物修繕費用として約８千万円を予定している。スプリンクラーの配管が破裂した
ため特定施設部分と厨房部分が浸水により機能停止となった。ガス、水道、電気などのライフランは数日にわたっ
て停止したものの、入居・入所系サービスは事業を継続できた。被災を受けつつも福祉避難所として在宅高齢者
等の受け入れを積極的に行った。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

期間 発災直後 ～ 24 時間 ～ 72 時間 ～１週間 ～２週間 ～ 1 か月 ～ 3 か月 ～半年
構造体 ○

非構造部材 △ △ △ △ △ △ △ △
家具備品 △ △ △ △ △ △ ○
主要諸室 △ △ △ △ △ ○

受水 × × × ○ 5 日後
排水 ○
受電 × × ○ 3 日後
ガス ○（プロパン）

給水設備 ○ /× ○ /× ○ /× ○ 5 日後
給湯設備 ○ /× 停電 ○ /× 停電 ○ /× 停電 ○ 5 日後
排水設備 ○（浄化槽）
電気設備 ○ /× 停電 ○ /× 停電 ○ 3 日後

照明 ○ /× 停電 ○ /× 停電 ○ 3 日後
コンセント ○ /× 停電 ○ /× 停電 ○ 3 日後
通信設備 ○携帯 ○携帯 ○携帯 ○
空調設備 △ /× 停電 △ /× 停電 △ / ○ △ / ○ △ / ○ ○
安否確認
入所者 ○
通所者 △ ○
職員 △ ○
応援

食糧・水 △備蓄 △備蓄 △備蓄 △備蓄 △備蓄 ○
介護医薬品 △備蓄 △備蓄 △備蓄 △備蓄 △備蓄 ○

日用品 ？
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スプリンクラー配管破損により放水、水浸しとなり使用不能外観（左：鉄骨 2 階建て、右：木造平屋建て）

屋外部分階段部分の破損

壁にクラックユニット部分で一部天井落下

震災後に購入した発電機エキスパンション部分に段差発生
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調
査

日
時

20
11

年
9

月
30

日
対

応
者

法
人

事
務

局
長

、
施

設
長

、
主

任
生

活
相

談
員

調
査

員
名

（
※

：
記

録
者

）
井

上
由

起
子

※
 、

山
崎

敏

１
）

施
設

概
要

施
設

種
別

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
開

設
年

20
10

年
定

員
入

居
51

、
短

期
10

人

併
設

施
設

・
現

在
の

敷
地

に
20

10
年

4
月

に
移

転
新

築
。

６
ユ

ニ
ッ

ト
か

ら
な

る
ユ

ニ
ッ

ト
型

特
養

。
短

期
入

所
10

を
併

設
・

１
階

建
て

部
分

：
特

養
な

ら
び

に
短

期
入

所
の

６
ユ

ニ
ッ

ト
・

２
階

建
て

部
分

：
管

理
部

門
、

厨
房

、
定

員
20

名
の

特
定

型
ケ

ア
ハ

ウ
ス

・
敷

地
内

に
ケ

ア
ハ

ウ
ス

と
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
が

あ
り

、
廊

下
で

つ
な

が
っ

て
い

る
・

法
人

全
体

と
し

て
、

従
来

型
特

養
（

別
敷

地
）、

デ
イ

、
訪

問
、

居
宅

介
護

支
援

、
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

を
運

営

階
数

地
上

３
階

建
構

造
種

別
Ｒ

Ｃ
造

+
木

造
設

計
辻

山
設

計
（

岩
手

県
）

施
工

平
野

組
（

岩
手

県
）

立
地

の
特

徴
・

敷
地

の
三

方
向

を
川

に
囲

ま
れ

た
立

地
で

あ
り

、
敷

地
全

体
を

造
成

（
盛

り
土

）
し

て
い

る

5）
設

備
の

被
害

状
況

給 排 水 設 備

給
水

水
道

給
水

方
式

受
水

槽
＋

増
圧

ポ
ン

プ
方

式
受

水
槽

の
位

置・
容

量
屋

外
、

容
量

（
市

水
道

12
ト

ン
、

こ
の

ほ
か

に
井

戸
水

と
し

て
12

ト
ン

）

被
害

状
況

・
対

応
・

設
備

そ
の

も
の

に
は

被
害

な
し

・
余

震
時

（
4/

7）
は

水
道

配
管

が
破

裂
し

水
が

出
な

く
な

る
・

4
月

14
日

に
損

傷
個

所
確

定
、

修
理

給
湯

電
気

被
害

状
況

・
対

応
・

設
備

そ
の

も
の

に
は

被
害

な
し

排
水

合
併

浄
化

槽

被
害

状
況

・
設

備
そ

の
も

の
に

は
被

害
な

し

電 気 設 備

受
変

電
設

備
の

位
置

屋
外

非
常

用
電

源
有

（
防

災
設

備
用

限
定

　
非

常
用

コ
ン

セ
ン

ト
な

し
）

非
常

用
電

源
設

置
場

所
屋

外

被
害

状
況

・
設

備
そ

の
も

の
に

は
被

害
な

し

空 調 設 備

空
調

方
式

個
別

空
調

熱
源

電
気

被
害

状
況

・
室

外
機

一
部

倒
壊

、
修

理
で

回
復

通 信 設 備

施
設

外
の

被
害

状
況

（
電

話
・

通
信

設
備

等
）

・
設

備
そ

の
も

の
に

は
被

害
な

し
・

非
常

用
電

話
の

み
使

用
可

。
そ

れ
以

外
の

固
定

電
話

は
通

信
不

能
・

携
帯

電
話

は
発

電
機

よ
り

充
電

し
て

使
用

施
設

内
の

被
害

状
況

（
ナ

ー
ス

コ
ー

ル
等

）

・
設

備
そ

の
も

の
に

は
被

害
な

し

搬 送 設 備

Ｅ
Ｖ

リ
フ

ト
（

階
段

）

・
地

震
発

生
後

に
稼

働
せ

ず
。

修
理

依
頼

。

そ の 他
自然

エネ
ルギ

ーの
活用

等
（太

陽光
パネ

ル、
断熱

サッ
シ等

）

・
特

記
事

項
な

し

６
）

災
害

対
策

と
そ

の
効

果

物 資 の 備 蓄

震
災

前
想

定
日

数
・

食
材

：
３

日
分

・
お

む
つ

：
一

週
間

分
 3

～
7

日
分

震
災

後
想

定
日

数
・

食
材

：
３

日
分

、
お

む
つ

：
二

週
間

分
、

発
電

機
を

３
台

購
入

。
法

人
全

体
で

４
台

・
携

行
缶

（
ガ

ソ
リ

ン
を

入
れ

た
状

態
で

、
20

リ
ッ

ト
ル

×
２

）
を

各
事

業
所

に
設

置
し

て
い

る
　（

40
リ

ッ
ト

ル
ま

で
は

危
険

物
取

扱
の

届
け

出
な

く
保

管
で

き
る

た
め

）
 日

分

避
難

訓
練

の
実

施
状

況
（

震
災

前
）

想
定

災
害

火
災

地
震

な
ど

想
定

規
模

単
体

施
設

災
害

・
事

故
大

規
模

広
域

災
害

訓
練

頻
度

年
2

回
実

施
し

て
い

な
い

備
考

・
避

難
訓

練
は

有
効

に
機

能
し

た
。

け
が

人
な

し

今
後

の
避

難
訓

練

・
緊

急
連

絡
網

を
固

定
電

話
か

ら
携

帯
電

話
に

変
更

・
地

震
を

想
定

し
た

避
難

訓
練

、
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
策

定
を

検
討

２
）

主
な

被
災

状
況

当
該

地
域

の
震

度
震

度
 6

弱
被

災
状

況
一

部
損

壊
（

修
理

費
総

額
８

千
万

円
）

津
波

の
状

況
・

津
波

被
害

な
し

人
的

な
被

災
状

況
（

ス
タ

ッ
フ

、
入

居
者

）
・

入
居

者
、

ス
タ

ッ
フ

の
被

害
な

し

発
災

直
後

の
住

民
、

避
難

者
等

の
受

入
状

況

・
介

護
が

必
要

な
高

齢
者

の
受

け
入

れ
あ

り
。

福
祉

避
難

所
と

し
て

運
営

。
４

名
を

受
け

入
れ

る
・

別
敷

地
の

特
養

で
は

30
～

40
名

程
度

を
受

け
入

れ
た

・
定

員
の

一
部

を
本

調
査

の
施

設
側

に
移

し
た

た
め

建
物

に
余

裕
が

あ
り

、
ほ

と
ん

ど
を

そ
ち

ら
で

受
け

入
れ

た
・

一
般

住
民

の
受

け
入

れ
な

し

３
）

建
物

被
害

の
概

要

構
造

体
の

被
害

状
況

・
被

害
な

し
。

た
だ

し
地

盤
傾

斜
あ

り
、

エ
キ

ス
パ

ン
シ

ョ
ン

部
分

破
損

・
木

造
部

分
に

く
ら

べ
て

鉄
骨

部
分

は
揺

れ
が

激
し

か
っ

た

非
構

造
部

材
の

被
害

状
況

（
サ

ッ
シ

ュ
、ド

ア
、天

井
、照

明
等

）

・
空

調
室

外
機

の
破

損
、

ス
プ

リ
ン

ク
ラ

ー
配

管
破

裂
、

厨
房

ブ
ラ

ス
ト

チ
ラ

ー
破

損
、

一
部

天
井

板
落

下
・

地
割

れ
数

カ
所

、
ガ

ラ
ス

戸
破

損
、

エ
レ

ベ
ー

タ
ー

破
損

、
ス

プ
リ

ン
ク

ラ
ー

の
支

持
金

物
の

緩
み

家
具

・
什

器
備

品
の

被
害

状
況

（
棚

、
ベ

ッ
ド

、
車

い
す

等
）

・
各

種
什

器
の

倒
壊

使
用

不
可

に
な

っ
た

部
屋

・
ス

プ
リ

ン
ク

ラ
ー

配
管

破
裂

に
よ

り
、２

階
建

て
部

分
全

体
が

使
用

不
可

（
厨

房
、事

務
室

、特
定

ケ
ア

ハ
ウ

ス
20

室
）

４
）

被
害

の
状

況
（

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

）

水

停
止

の
有

無
有

復
旧

ま
で

の
期

間
5

日
後

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
受

水
槽

（
敷

地
に

平
置

き
）

の
水

栓
か

ら
ポ

リ
タ

ン
ク

（
20

～
40

リ
ッ

ト
ル

用
）

で
運

搬
・

2
ユ

ニ
ッ

ト
20

名
で

、
一

日
、

ポ
リ

タ
ン

ク
２

つ
分

で
使

用
・

ポ
リ

ン
タ

ン
ク

は
法

人
と

し
て

準
備

済
み

で
あ

っ
た

・
二

日
目

よ
り

給
水

車
が

き
て

、
受

水
槽

に
給

水
し

た
が

、
３

月
１

６
日

の
復

旧
ま

で
同

様
の

措
置

を
継

続
・

下
水

道
管

は
な

く
合

併
浄

化
槽

で
あ

る
た

め
、

下
水

は
問

題
な

し

電 気

停
止

の
有

無
有

復
旧

ま
で

の
期

間
3

日
後

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
当

日
夕

方
は

懐
中

電
灯

で
対

応
。

夜
に

は
業

者
が

ポ
ー

タ
ブ

ル
発

電
機

、
灯

光
器

を
も

っ
て

く
る

・
二

日
目

に
大

型
発

電
機

を
市

役
所

か
ら

調
達

。
3

月
14

日
朝

復
旧

・
床

暖
房

や
エ

ア
コ

ン
は

使
用

不
可

。
灯

油
が

あ
り

ペ
レ

ッ
ト

ス
ト

ー
ブ

、
フ

ァ
ン

ヒ
ー

タ
ー

で
暖

を
と

る

ガ ス

停
止

の
有

無
有

復
旧

ま
で

の
期

間
2

日
後

ガ
ス

の
種

類
プ

ロ
パ

ン
ガ

ス

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
ガ

ス
は

床
暖

房
の

み
で

使
用

（
厨

房
、

浴
室

は
電

気
）

・
12

日
に

復
旧

し
た

が
ガ

ス
漏

れ
の

可
能

性
が

あ
る

た
め

、
業

者
の

点
検

完
了

ま
で

使
用

せ
ず

・
Ｉ

Ｈ
だ

っ
た

厨
房

が
使

用
で

き
な

く
な

り
、

業
者

か
ら

調
達

し
た

ガ
ス

ボ
ン

ベ
で

食
事

を
つ

く
っ

た
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８
）

外
部

か
ら

の
支

援

法
人

内
で

の
連

携
・

別
敷

地
の

特
養

と
連

携
・

ス
ペ

ー
ス

に
余

裕
が

あ
っ

た
た

め
、

そ
ち

ら
で

多
く

の
一

時
受

け
入

れ
を

行
う

他
施

設
か

ら
の

支
援

・
特

に
な

し
（

必
要

性
が

な
か

っ
た

）

医
療

機
関

と
の

連
携

・
通

常
通

り

行
政

と
の

連
携

・
一

関
市

役
所

（
５

キ
ロ

圏
内

）
と

連
携

・
緊

急
受

け
入

れ
を

先
に

行
い

、
後

か
ら

福
祉

避
難

所
と

し
て

指
定

を
受

け
た

７
）

生
活

・
介

護
の

継
続

入
居

者
の

状
況

・
6

ユ
ニ

ッ
ト

61
名

を
、

３
ユ

ニ
ッ

ト
61

名
で

運
営

・
被

災
者

受
け

入
れ

用
に

１
ユ

ニ
ッ

ト
（

法
人

外
の

ヘ
ル

パ
ー

な
ど

に
も

開
放

）、
特

定
施

設
20

名
受

け
入

れ
用

に
２

  ユ
ニ

ッ
ト

を
使

用
・

3
月

一
杯

、
20

名
に

対
し

て
二

人
夜

勤
と

し
、

職
員

の
不

安
を

和
ら

げ
た

・
食

事
：

電
気

が
な

い
の

と
ス

プ
リ

ン
ク

ラ
ー

配
管

破
裂

に
よ

り
水

び
た

し
と

な
り

厨
房

が
使

用
停

止
と

な
り

、ガ
ス

（
プ

  ロ
パ

ン
）

+
旧

施
設

で
利

用
し

て
い

た
ガ

ス
対

応
厨

房
機

器
（

被
災

時
な

ど
を

想
定

し
て

保
有

）
で

対
応

・
食

材
は

３
日

分
あ

り
、

そ
の

後
は

周
辺

の
商

店
よ

り
調

達
。

14
日

よ
り

電
気

が
復

旧
し

通
常

に
戻

る
・

入
浴

：
水

道
が

復
旧

す
る

17
日

ま
で

清
拭

で
対

応
・

排
泄

：
ポ

リ
タ

ン
ク

の
水

で
対

応
。

下
水

は
当

初
よ

り
通

常
利

用
。

お
む

つ
は

途
中

で
不

足
し

調
達

に
行

く
・

暖
房

：
エ

ア
コ

ン
、

床
暖

房
が

使
え

ず
寒

い
日

々
が

続
く

。
石

油
フ

ァ
ン

ヒ
ー

タ
ー

、
ペ

レ
ッ

ト
ス

ト
ー

ブ
で

対
応

ス
タ

ッ
フ

の
確

保

・
休

み
の

職
員

含
め

、
発

災
直

後
に

ほ
ぼ

全
員

が
施

設
に

集
ま

る
。

自
宅

や
親

族
の

被
災

な
し

・
リ

ー
ダ

ー
ク

ラ
ス

ほ
か

数
名

が
、

一
時

的
に

宿
泊

し
て

対
応

に
あ

た
っ

た
・

そ
の

後
の

ガ
ソ

リ
ン

不
足

か
ら

、
一

時
的

に
宿

泊
す

る
職

員
あ

り
・

ガ
ソ

リ
ン

不
足

か
ら

デ
イ

が
３

週
間

程
度

休
止

と
な

っ
た

た
め

、
デ

イ
職

員
が

物
資

調
達

、
片

付
け

な
ど

を
行

う

通
所

・
訪

問
利

用
者

へ
の

対
応

・
ガ

ソ
リ

ン
不

足
の

た
め

３
週

間
ほ

ど
デ

イ
を

休
止

・
独

居
な

ど
で

在
宅

が
困

難
な

人
は

緊
急

受
け

入
れ

を
行

う
・

同
一

法
人

の
別

特
養

が
ス

ペ
ー

ス
に

余
裕

が
あ

り
、

主
と

し
て

そ
ち

ら
で

受
け

入
れ

。
・

ガ
ソ

リ
ン

不
足

の
た

め
ヘ

ル
パ

ー
も

利
用

者
を

限
定

（
家

族
で

対
応

可
能

な
利

用
者

は
家

族
に

、
一

部
は

一
時

入
居

）
・

安
否

確
認

、
相

談
業

務
な

ど
は

定
期

的
に

行
う

物 資 の 確 保

食
糧

・
水

・
食

糧
は

３
日

分
の

備
蓄

あ
り

・
そ

の
後

は
問

屋
か

ら
調

達
・

水
は

受
水

槽
よ

り
ポ

リ
タ

ン
ク

で
運

ぶ

医
薬

品
・

在
庫

問
題

な
し

介
護

用
品

・
お

む
つ

が
一

時
的

に
不

足
す

る
（

お
む

つ
の

あ
る

業
者

倉
庫

が
原

発
避

難
地

域
に

あ
り

調
達

で
き

ず
）

・
職

員
が

市
内

を
回

っ
て

集
め

て
く

る

日
用

品

そ
の

他

居
場

所
の

確
保

・
6

ユ
ニ

ッ
ト

61
名

を
、

３
ユ

ニ
ッ

ト
61

名
で

運
営

・
被

災
者

受
け

入
れ

用
に

１
ユ

ニ
ッ

ト
（

法
人

外
の

ヘ
ル

パ
ー

な
ど

に
も

開
放

）
・

特
定

施
設

20
名

受
け

入
れ

用
に

２
ユ

ニ
ッ

ト
を

使
用

【
施

設
図

】

9）
復

旧
か

ら
こ

れ
か

ら
に

向
け

て
の

取
り

組
み

、
今

回
の

震
災

を
踏

ま
え

て
の

課
題

、
高

齢
者

施
設

の
あ

り
方

に
つ

い
て

・
地

震
を

想
定

し
た

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

策
定

を
検

討
し

て
い

る
・

大
規

模
災

害
時

に
お

い
て

地
域

支
援

役
割

を
考

え
る

と
、

小
規

模
分

散
化

を
進

め
つ

つ
も

、
拠

点
施

設
に

お
け

る
震

災
対

応
機

能
の

強
化

が
必

要
  で

は
な

い
か

（
ス

ペ
ー

ス
、

電
源

、
備

蓄
な

ど
）

・
市

内
の

福
祉

施
設

の
連

携
、

広
域

連
携

を
整

え
る

必
要

が
あ

る

1
階

平
面

図
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岩手県一関市

認知症高齢者グループホーム20 孝養ハイツ

対象施設

概要

位置

被害・復旧の経過整理

　岩手県一関市郊外に位置するグループホーム（以下 GH）。敷地内に隣接して特別養護老人ホーム、デイサー
ビス、ショートステイなどがある。本地震の震度は６弱であるが、GH の建物・人的被害はほとんどなかった。
特養部分は地盤が盛り土ということもあり、地盤が下がりライフライン（下水道・上水道管など）の配管が外れ
たり、寸断したりしている。GH は切土のためか損害はなかった。エアコンの室外機が転倒したり、一時的に上
水が濁ったりしているが、それもすぐ復旧している。電気は 3 月 11 日から 14 日まで停電したが、入浴、食事
などとくに厳しい状況にはない。GH に関しては、周辺住民の受け入れは１人のみであった。

期間 発災直後 ～ 24 時間 ～ 72 時間 ～１週間 ～２週間 ～ 1 か月 ～ 3 か月 ～半年
構造体 ○

非構造部材 ○
家具備品 ○
主要諸室 ○

受水 ○
排水 △ひび割れ
受電 △発電機 △発電機 ○
ガス ―

給水設備 ○
給湯設備 ○
排水設備 ○
電気設備 △発電機 △発電機 ○

照明 × × ○
コンセント × × ○
通信設備 ○携帯
空調設備 × × ○
安否確認
入所者 ○
通所者 ○
職員 ○
応援

食糧・水 ○
介護医薬品 ○

日用品 ○
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共同生活室（特に大きな被害なし）外観（本調査対象）

天井付近（壁に小さなひび）廊下

敷地境界（切盛土）地盤沈下したベランダ

施設を結ぶ通路（エキスパンションジョイントがずれている）外観（隣接する特養）
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調
査

日
時

20
11

年
9

月
30

日
対

応
者

施
設

長
補

佐
、

G
H

責
任

者
調

査
員

名
（

※
：

記
録

者
）

井
上

由
起

子
、

山
崎

敏
※

 

１
）

施
設

概
要

施
設

種
別

認
知

症
高

齢
者

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
開

設
年

20
07

年
定

員
10

人

併
設

施
設

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
（

50
名

）、
シ

ョ
ー

ト
ス

テ
イ

（
10

名
）、

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

（
定

員
25

名
）

階
数

地
上

1
階

構
造

種
別

木
造

設
計

磐
井

設
計

事
務

所
（

岩
手

県
）

施
工

㈱
厳

辰
＋

佐
藤

建
興

（
岩

手
県

）

立
地

の
特

徴

・
岩

手
県

の
内

陸
部

、
一

関
市

郊
外

に
立

地
。

特
養

と
同

一
敷

地
内

に
建

つ

5）
設

備
の

被
害

状
況

給 排 水 設 備

給
水

水
道

給
水

方
式

水
道

直
結

直
圧

方
式

受
水

槽
の

位
置・

容
量

　

被
害

状
況

・
対

応
・

特
に

被
害

な
し

・
当

初
濁

っ
た

水
が

出
た

程
度

給
湯

給
湯

機
（

灯
油

）

被
害

状
況

・
対

応
・

給
湯

は
灯

油
に

よ
り

温
め

て
い

る

排
水

合
併

浄
化

槽

被
害

状
況

・
軽

微
な

ひ
び

割
れ

あ
り

。
す

ぐ
修

理
す

る

電 気 設 備

受
変

電
設

備
の

位
置

屋
外

非
常

用
電

源
な

し
非

常
用

電
源

設
置

場
所

　

被
害

状
況

・
被

害
な

し

空 調 設 備

空
調

方
式

個
別

空
調

熱
源

電
気

被
害

状
況

・
居

室
、

共
同

生
活

室
と

も
に

家
庭

用
エ

ア
コ

ン
を

使
用

・
室

外
機

、
室

内
機

の
損

傷
な

し
・

停
電

中
は

使
用

不
可

・
発

電
機

を
ヒ

ー
タ

ー
に

つ
な

ぎ
使

用

通 信 設 備

施
設

外
の

被
害

状
況

（
電

話
・

通
信

設
備

等
）

・
固

定
電

話
は

使
え

な
か

っ
た

が
携

帯
電

話
が

使
え

た

施
設

内
の

被
害

状
況

（
ナ

ー
ス

コ
ー

ル
等

）
・

便
所

に
の

み
設

置
。

機
器

及
び

配
線

の
被

害
は

な
し

搬 送 設 備

Ｅ
Ｖ

リ
フ

ト
（

階
段

）
・

設
置

な
し

そ の 他
自然

エネ
ルギ

ーの
活用

等
（太

陽光
パネ

ル、
断熱

サッ
シ等

）
・

特
に

な
し

６
）

災
害

対
策

と
そ

の
効

果
物 資 の 備 蓄

震
災

前
想

定
日

数
・

食
料

・
水

な
ど

は
10

日
分

・
お

む
つ

の
備

蓄
は

隣
接

の
特

養
に

あ
る

の
で

問
題

な
い

 1
0

日
分

震
災

後
想

定
日

数
・

震
災

前
後

で
の

変
更

な
し

 1
0

日
分

避
難

訓
練

の
実

施
状

況
（

震
災

前
）

想
定

災
害

火
災

火
災

そ
の

他
想

定
規

模
大

規
模

広
域

災
害

単
体

施
設

災
害

・
事

故
訓

練
頻

度
年

１
回

・
半

年
１

回
年

2
回

備
考

　

今
後

の
避

難
訓

練

・
法

人
と

し
て

20
08

年
に

火
災

用
の

避
難

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

作
成

。（
地

震
は

未
検

討
。

今
後

検
討

し
て

い
く

）
・

避
難

訓
練

は
年

2
回

施
設

全
体

で
実

施
。

夜
間

に
職

員
１

人
で

避
難

さ
せ

る
ケ

ー
ス

を
訓

練
し

て
い

る
・避

難
時

に
は

、地
盤

が
10

cm
以

上
下

が
っ

て
し

ま
う

可
能

性
や

エ
ア

コ
ン

の
室

外
機

が
転

倒
し

て
い

る
場

合
も

あ
る

。
  

  避
難

経
路

も
さ

ら
に

注
意

す
る

必
要

が
あ

る
・

今
回

の
震

災
で

は
避

難
訓

練
の

よ
う

に
、

被
災

時
は

ひ
と

ま
ず

外
に

出
る

よ
う

に
し

た

２
）

主
な

被
災

状
況

当
該

地
域

の
震

度
震

度
 6

弱
 

被
災

状
況

損
傷

ほ
と

ん
ど

無
し

津
波

の
状

況
・

津
波

に
よ

る
被

害
な

し

人
的

な
被

災
状

況
（

ス
タ

ッ
フ

、
入

居
者

）
・

入
居

者
、

職
員

の
被

害
な

し

発
災

直
後

の
住

民
、

避
難

者
等

の
受

入
状

況
・

地
域

住
民

の
受

け
入

れ
１

人

３
）

建
物

被
害

の
概

要

構
造

体
の

被
害

状
況

・
地

震
に

よ
る

家
具

の
転

倒
と

壁
の

ひ
び

割
れ

程
度

。
改

修
工

事
は

約
12

00
～

13
00

万
円

く
ら

い
・

隣
接

し
て

い
る

特
養

は
、

地
盤

が
盛

り
土

の
関

係
も

あ
り

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

な
ど

に
少

し
被

害
が

あ
っ

た
非

構
造

部
材

の
被

害
状

況
（

サ
ッ

シ
ュ

、ド
ア

、天
井

、照
明

等
）

・
特

に
な

し

家
具

・
什

器
備

品
の

被
害

状
況

（
棚

、
ベ

ッ
ド

、
車

い
す

等
）

・
小

さ
な

家
具

が
転

倒
し

て
い

る
が

、
大

き
な

家
具

類
は

と
く

に
転

倒
も

な
し

使
用

不
可

に
な

っ
た

部
屋

・
使

用
不

可
能

に
な

っ
た

部
屋

な
し

４
）

被
害

の
状

況
（

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

）

水

停
止

の
有

無
無

復
旧

ま
で

の
期

間
　

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
G

H
は

切
り

土
な

の
で

被
害

な
し

・
上

水
は

特
に

問
題

な
し

。
多

少
は

当
初

濁
っ

た
水

が
で

た
・

ス
プ

リ
ン

ク
ラ

ー
は

設
置

さ
れ

て
い

な
い

電 気

停
止

の
有

無
有

復
旧

ま
で

の
期

間
3

日
後

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
電

気
は

３
月

11
日

か
ら

3
月

14
日

ま
で

停
電

・
被

災
当

日
に

建
築

業
者

か
ら

発
電

機
（

3
台

）
を

借
り

た
・

上
記

の
発

電
機

を
使

い
ヒ

ー
タ

ー
（

1
台

）
を

稼
働

さ
せ

る
。

夜
間

寒
い

場
所

で
使

用
・

そ
れ

以
外

は
厚

着
で

対
応

・
そ

の
後

大
型

発
電

機
を

ト
ラ

ッ
ク

に
積

ん
で

運
搬

し
て

き
た

。
3

月
14

日
に

は
元

に
戻

っ
た

ガ ス

停
止

の
有

無
無

復
旧

ま
で

の
期

間
　

ガ
ス

の
種

類
プ

ロ
パ

ン
ガ

ス

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
ガ

ス
は

敷
設

さ
れ

て
い

な
い
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８
）

外
部

か
ら

の
支

援

法
人

内
で

の
連

携
・

隣
接

し
て

い
る

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
と

職
員

、
資

材
な

ど
の

連
携

を
行

い
対

応

他
施

設
か

ら
の

支
援

・
地

域
内

で
は

県
指

導
に

よ
る

支
援

団
体

を
つ

く
っ

て
い

る
。

会
員

は
地

域
住

民
、

自
治

会
な

ど
が

主
体

・
直

接
施

設
に

来
た

人
、

発
電

機
を

も
っ

て
き

て
く

れ
た

人
、

水
を

も
っ

て
き

て
く

れ
た

人
な

ど
い

る
・

こ
れ

ら
の

人
た

ち
は

、
い

つ
も

は
外

出
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
な

ど
を

し
て

く
れ

て
い

る

医
療

機
関

と
の

連
携

 

行
政

と
の

連
携

・
本

施
設

の
近

く
に

あ
る

の
で

と
く

に
課

題
は

な
い

。
一

緒
に

動
け

た
と

思
う

・
広

域
連

携
は

に
つ

い
て

は
と

く
に

意
見

・
要

望
な

い
・

行
政

の
動

き
は

被
災

者
の

受
け

入
れ

な
ど

速
い

と
思

う

７
）

生
活

・
介

護
の

継
続

入
居

者
の

状
況

・
何

人
か

は
精

神
的

に
不

安
定

に
な

っ
た

が
ホ

ー
ル

に
集

ま
り

、
他

の
人

と
一

緒
に

い
る

よ
う

に
誘

導
し

た
・

入
浴

は
3

月
14

日
に

通
電

さ
れ

る
と

元
に

戻
っ

た
。

寒
か

っ
た

の
で

あ
ま

り
清

拭
も

し
な

か
っ

た
・

地
域

か
ら

の
被

災
者

１
人

を
受

け
入

れ
た

。
3

月
20

日
か

ら
4

月
19

日
ま

で
施

設
で

生
活

ス
タ

ッ
フ

の
確

保

・
被

災
と

同
時

に
ほ

と
ん

ど
全

員
集

ま
れ

た
・

集
ま

れ
な

か
っ

た
の

は
、

気
仙

沼
方

面
の

職
員

・
職

員
で

被
災

し
た

の
は

15
人

中
２

人
（

特
養

は
45

人
中

3
～

4
人

被
災

）
・

採
用

予
定

の
職

員
（

施
設

全
体

で
10

人
～

12
人

）
を

早
め

に
入

れ
て

対
応

し
た

・
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

で
は

１
名

の
増

員
（

採
用

予
定

者
）

・
震

災
後

は
施

設
内

に
2

人
が

寝
泊

ま
り

し
て

い
た

・
夜

間
は

共
同

生
活

室
の

和
室

の
コ

タ
ツ

で
寝

て
い

た
・

24
時

間
フ

ル
活

動
に

な
る

の
で

利
用

者
と

少
し

で
も

離
れ

る
よ

う
に

配
慮

し
た

・
他

の
団

体
な

ど
か

ら
支

援
の

問
い

合
わ

せ
も

あ
っ

た
が

特
に

必
要

な
か

っ
た

・
職

員
5

人
が

4
日

間
別

の
特

養
に

支
援

し
に

行
っ

た
。

県
を

通
じ

て
実

施

通
所

・
訪

問
利

用
者

へ
の

対
応

・
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
1

週
間

ほ
ど

休
止

・
訪

問
は

必
要

な
人

に
は

適
宜

入
っ

た
・

シ
ョ

ー
ト

ス
テ

イ
は

全
額

施
設

負
担

と
な

る
が

、
収

入
が

0
で

も
良

い
か

ら
引

き
受

け
た

。

物 資 の 確 保

食
糧

・
水

・
食

事
は

IH
キ

ッ
チ

ン
。

停
電

中
は

使
用

不
可

・
停

電
中

は
カ

セ
ッ

ト
コ

ン
ロ

を
使

用
（

隣
の

生
活

支
援

ハ
ウ

ス
は

プ
ロ

パ
ン

ガ
ス

で
食

事
を

つ
く

っ
た

）
・

買
い

だ
め

し
て

あ
っ

た
の

で
、

そ
れ

を
小

出
し

に
し

て
い

た
・

食
事

内
容

と
し

て
は

普
段

と
そ

れ
ほ

ど
変

わ
り

な
く

済
ん

だ
・

職
員

の
自

宅
か

ら
持

ち
寄

っ
た

食
材

も
あ

っ
た

。
非

常
食

と
し

て
カ

ッ
プ

麺
１

食
分

の
み

用
意

・
隣

接
す

る
特

養
か

ら
食

材
な

ど
は

支
給

可
能

で
あ

っ
た

。
特

養
は

食
材

は
７

～
10

日
間

備
蓄

医
薬

品
・

特
に

不
便

は
な

か
っ

た

介
護

用
品

・
特

に
不

便
は

な
か

っ
た

日
用

品
・

ロ
ー

ソ
ク

、
電

池
、

フ
ァ

ン
ヒ

ー
タ

ー
、

石
油

ス
ト

ー
ブ

な
ど

を
買

い
足

し
た

・
ジ

ェ
ッ

ト
ヒ

ー
タ

ー
を

借
り

た

そ
の

他
・

利
用

者
に

関
係

す
る

も
の

の
不

足
は

な
か

っ
た

・
職

員
用

と
し

て
ガ

ソ
リ

ン

居
場

所
の

確
保

・
特

養
は

廊
下

を
カ

ー
テ

ン
で

仕
切

り
、

1
か

所
に

ま
と

め
て

寝
泊

ま
り

す
る

空
間

を
つ

く
っ

た
・

そ
の

後
4

人
部

屋
に

5
人

入
れ

る
よ

う
に

し
て

い
る

。
・

福
祉

避
難

所
の

指
定

を
後

追
い

で
受

け
る

【
施

設
図

】

9）
復

旧
か

ら
こ

れ
か

ら
に

向
け

て
の

取
り

組
み

、
今

回
の

震
災

を
踏

ま
え

て
の

課
題

、
高

齢
者

施
設

の
あ

り
方

に
つ

い
て

・
電

気
の

確
保

と
い

う
観

点
か

ら
発

電
機

を
購

入
し

た
・

防
災

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

見
直

し
を

検
討

中
・

本
体

の
特

養
が

あ
る

の
で

概
ね

問
題

な
い

。
現

状
維

持
と

考
え

て
い

る
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岩手県一関市

認知症高齢者グループホーム21 フクちゃんハウス

対象施設

概要

位置

被害・復旧の経過整理

　岩手県内陸部の一関市にある認知症高齢者グループホーム。同一敷地内には特別養護老人ホームがある。特別
養護老人ホームでは別敷地に個室ユニット型の新棟を建て、約半数の入居者が新棟へ移る。そのため震災時、特
養部分は半分が空室。
　山を切り開いた土地で、特養は切り土、グループホームは盛土部分に立地。地震により盛土が崩れグループホー
ムの建物自体が変形。本震で片側の窓ガラスとサッシが壊れ、4 月の最大余震で修理中の部分と逆側の窓ガラス
が全て破壊される。
　震災当日の午後にグループホーム入居者・スタッフは特養部分に移り生活。グループホームの修理が終了した
8 月４日に戻る。特養部分では、地域住民や沿岸部からの要介護避難者、同一地域で被害を受けた小規模多機能
型居宅介護の利用者が避難。全て特養の空きベッドを活用して生活。電気は 5 日、水道は 7 日に復旧。

期間 発災直後 ～ 24 時間 ～ 72 時間 ～１週間 ～２週間 ～ 1 か月 ～ 3 か月 ～半年
構造体 ○

非構造部材 × × × × × × × ○
家具備品 △食器等
主要諸室 × × × × × × × ○

受水 × × × ○
排水 △一台破損 △一台破損 △一台破損
受電 × × × ○
ガス ○

給水設備 × × × ○
給湯設備 ○
排水設備 △一台破損
電気設備 × × × ○

照明 × × × ○
コンセント × × × ○
通信設備 × × × ○
空調設備 × × × ○
安否確認 ○
入所者 ○
通所者 ○
職員 ○
応援 -

食糧・水 ○
介護医薬品 ○

日用品 ○
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内観　クロスにひび割れ概観　右側がグループホーム

キッチン　食器が飛び出る居室　ガラスとサッシが外れる

裏口　地面が傾き隙間が生じる玄関　階段に亀裂が入る

隣接するデイサービス　左側に建物が傾斜する敷地周辺　土盛り部分が崩れる
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調
査

日
時

20
11

年
11

月
18

日
対

応
者

事
務

長
、

Ｇ
Ｈ

施
設

長
調

査
員

名
（

※
：

記
録

者
）

新
澤

悦
夫

、
山

口
健

太
郎

※
 

１
）

施
設

概
要

施
設

種
別

認
知

症
高

齢
者

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
開

設
年

20
06

年
定

員
9

人

併
設

施
設

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
、

居
宅

介
護

支
援

事
業

所
、

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

階
数

地
上

1
階

構
造

種
別

木
造

設
計

辻
山

設
計

施
工

ア
ル

フ
ァ

建
設

立
地

の
特

徴

・
岩

手
県

内
陸

部
の

一
関

市
に

あ
る

。
市

街
地

か
ら

離
れ

た
場

所
に

あ
り

、
高

台
に

位
置

す
る

・
敷

地
内

に
は

山
を

切
り

開
い

た
部

分
と

盛
り

土
の

部
分

が
あ

り
、

盛
り

土
部

分
が

大
き

く
崩

れ
、

建
物

へ
の

被
害

を
  与

え
る

・
切

り
土

の
部

分
に

は
特

養
が

あ
り

、
盛

り
土

の
部

分
に

後
か

ら
建

て
た

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
が

あ
る

5）
設

備
の

被
害

状
況

給 排 水 設 備

給
水

水
道

・
井

戸
併

用
給

水
方

式
水

道
直

結
増

圧
方

式
受

水
槽

の
位

置・
容

量
20

t、
16

tが
各

2
台

被
害

状
況

・
対

応
（

避
難

先
の

本
体

特
養

）
・

7
日

間
断

水
・

飲
み

水
、

料
理

用
の

水
：

市
の

給
水

車
（

1
日

2
回

）
・

そ
の

他
の

水
：

防
火

用
の

貯
水

槽
の

水
を

利
用

給
湯

ボ
イ

ラ
ー

被
害

状
況

・
対

応
・

重
油

不
足

の
た

め
4

月
ま

で
お

湯
は

使
え

な
い

・
お

風
呂

は
1

ヶ
月

間
停

止
。

清
拭

で
対

応
排

水
浄

化
槽

被
害

状
況

・
浄

化
槽

を
2

台
保

有
・

1
台

は
内

部
の

部
品

が
破

壊
さ

れ
使

用
不

可
能

に
な

る
・

破
損

し
た

浄
化

槽
に

流
れ

て
く

る
汚

水
を

ポ
ン

プ
ア

ッ
プ

し
て

も
う

一
台

の
浄

化
槽

に
移

す
・

配
管

に
ず

れ
が

生
じ

、
汚

水
が

地
中

に
漏

れ
る

・
新

し
い

浄
化

槽
を

購
入

（
Ｇ

Ｈ
、

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

用
）、

現
在

特
養

用
の

新
し

い
浄

化
槽

を
購

入
予

定

電 気 設 備

受
変

電
設

備
の

位
置

 1
階

非
常

用
電

源
有

 （
消

防
用

 ）
非

常
用

電
源

設
置

場
所

1
階

被
害

状
況

・
停

電
中

は
懐

中
電

灯
、

発
電

機
で

対
応

・
発

電
機

を
使

用
し

投
光

機
で

室
内

を
照

ら
す

空 調 設 備

空
調

方
式

集
中

熱
源

ボ
イ

ラ
ー

被
害

状
況

・
ス

チ
ー

ム
式

の
パ

ネ
ル

ヒ
ー

タ
ー

、
床

暖
房

を
設

置
・

熱
源

は
重

油
タ

イ
プ

、
廃

タ
イ

ヤ
燃

焼
タ

イ
プ

の
ボ

イ
ラ

ー
が

各
1

台
・

重
油

は
4

月
に

復
旧

。
タ

イ
ヤ

ボ
イ

ラ
ー

は
8

月
に

復
旧

・
ボ

イ
ラ

ー
停

止
中

は
電

気
式

の
ス

ト
ー

ブ
で

対
応

。
発

電
機

3
台

で
対

応
通 信 設 備

施
設

外
の

被
害

状
況

（
電

話
・

通
信

設
備

等
）

・
停

電
時

は
不

通
。

電
気

復
旧

後
は

通
常

通
り

施
設

内
の

被
害

状
況

（
ナ

ー
ス

コ
ー

ル
等

）
・

停
電

時
は

不
通

。
電

気
復

旧
後

は
通

常
通

り

搬 送 設 備

Ｅ
Ｖ

リ
フ

ト
（

階
段

）
・

設
置

な
し

そ の 他
自然

エネ
ルギ

ーの
活用

等
（太

陽光
パネ

ル、
断熱

サッ
シ等

）
・

特
に

な
し

６
）

災
害

対
策

と
そ

の
効

果

物 資 の 備 蓄

震
災

前
想

定
日

数
・

食
糧

中
心

に
備

蓄
 3

日
分

震
災

後
想

定
日

数
・

食
糧

は
3

日
分

備
蓄

。
・

発
電

機
購

入
、

オ
ム

ツ
、

衛
生

用
品

（
手

袋
、

薬
（

風
邪

薬
、

消
毒

薬
））

、
ウ

ェ
ッ

ト
テ

ィ
ッ

シ
ュ

・
オ

ム
ツ

類
の

個
数

＝
人

数
×1

日
の

排
泄

回
数

×3
日

・
年

に
１

～
2

回
非

常
食

体
験

を
実

施
 3

日
分

避
難

訓
練

の
実

施
状

況
（

震
災

前
）

想
定

災
害

大
火

災
そ

の
他

想
定

規
模

大
規

模
広

域
災

害
訓

練
頻

度
年

4
回

備
考

（
震

災
前

）
4

回
の

う
ち

1
回

は
全

体
で

の
訓

練
（

震
災

後
）

4
回

の
う

ち
1

回
は

全
体

、
も

う
一

回
は

地
震

を
想

定
し

た
訓

練
を

実
施

。
夜

間
、

昼
間

の
両

方
を

想
定

。

今
後

の
避

難
訓

練
・

総
合

避
難

訓
練

で
は

、
地

震
に

対
す

る
避

難
訓

練
を

年
1

回
行

う
予

定
・

総
合

避
難

訓
練

で
は

、
ラ

イ
フ

ラ
イ

ン
停

止
へ

の
対

応
、

職
員

の
応

援
要

請
な

ど
の

訓
練

を
行

う
予

定

２
）

主
な

被
災

状
況

当
該

地
域

の
震

度
震

度
 6

弱
被

災
状

況
半

壊
（

地
震

）
津

波
の

状
況

・
内

陸
部

に
位

置
す

る
た

め
津

波
の

被
害

な
し

人
的

な
被

災
状

況
（

ス
タ

ッ
フ

、
入

居
者

）

・
入

居
者

、
職

員
に

被
害

な
し

発
災

直
後

の
住

民
、

避
難

者
等

の
受

入
状

況

・
特

養
で

は
地

域
住

民
39

名
、

沿
岸

部
の

避
難

者
9

名
（

そ
の

後
13

名
に

増
加

）
を

受
け

入
れ

・
市

内
か

ら
の

被
災

者
に

は
別

法
人

運
営

の
小

規
模

多
機

能
型

居
宅

介
護

利
用

者
と

職
員

（
合

計
20

名
）

を
含

む
・

小
規

模
多

機
能

の
利

用
者

と
ス

タ
ッ

フ
は

5
月

末
ま

で
生

活
・

沿
岸

部
か

ら
の

避
難

者
は

、
気

仙
沼

、
陸

前
高

田
、

仙
台

な
ど

。
現

在
も

継
続

し
て

利
用

中

３
）

建
物

被
害

の
概

要
構

造
体

の
被

害
状

況
・

構
造

体
は

問
題

な
し

非
構

造
部

材
の

被
害

状
況

（
サ

ッ
シ

ュ
、ド

ア
、天

井
、照

明
等

）

・
ク

ロ
ス

に
ひ

び
割

れ
、

床
の

隆
起

が
生

じ
、

窓
ガ

ラ
ス

が
割

れ
る

（
3

月
11

日
の

地
震

で
東

側
、

最
大

余
震

で
西

側
）

・
敷

地
の

中
で

も
土

盛
り

し
た

部
分

の
地

滑
り

が
大

き
い

・
地

盤
が

隆
起

し
た

部
分

と
滑

っ
て

引
っ

張
ら

れ
た

部
分

で
建

物
の

被
害

が
異

な
る

・
窓

ガ
ラ

ス
も

サ
ッ

シ
ご

と
全

て
壊

れ
る

家
具

・
什

器
備

品
の

被
害

状
況

（
棚

、
ベ

ッ
ド

、
車

い
す

等
）

・
食

器
は

飛
び

出
し

た
が

食
器

棚
は

倒
れ

な
か

っ
た

・
ベ

ッ
ド

は
少

し
動

い
た

程
度

使
用

不
可

に
な

っ
た

部
屋

・
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

は
9

室
全

て
が

使
用

不
可

能
（

窓
ガ

ラ
ス

が
割

れ
た

た
め

）

４
）

被
害

の
状

況
（

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

）

水

停
止

の
有

無
有

復
旧

ま
で

の
期

間
7

日
後

（
避

難
先

の
本

体
特

養
）

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
地

震
に

よ
り

断
水

。
・

本
体

施
設

は
水

道
と

井
戸

を
併

用
。

井
戸

は
配

管
が

破
損

し
た

た
め

使
用

不
可

・
給

水
車

や
防

火
用

の
貯

水
槽

の
水

を
使

い
対

応

電 気

停
止

の
有

無
有

復
旧

ま
で

の
期

間
5

日
後

（
避

難
先

の
本

体
特

養
）

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
3

月
16

日
に

復
旧

ガ ス

停
止

の
有

無
無

復
旧

ま
で

の
期

間
―

ガ
ス

の
種

類
プ

ロ
パ

ン
ガ

ス

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
厨

房
は

使
用

可
能

。
食

事
は

通
常

通
り

に
3

食
提

供
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８
）

外
部

か
ら

の
支

援

法
人

内
で

の
連

携
・

食
事

、
住

居
す

べ
て

特
養

か
ら

の
支

援
を

受
け

る

他
施

設
か

ら
の

支
援

・
別

棟
の

新
し

い
施

設
で

は
沿

岸
部

に
職

員
を

1
名

派
遣

（
社

協
を

通
じ

て
）

・
職

員
、

地
域

の
人

か
ら

物
資

を
集

め
て

被
災

地
に

送
る

医
療

機
関

と
の

連
携

・
通

院
は

緊
急

時
の

み
実

施
。

そ
の

他
は

薬
を

も
ら

い
対

応

行
政

と
の

連
携

・
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

の
建

物
被

害
の

状
況

を
報

告
。

特
養

で
の

生
活

の
許

可
を

受
け

る

７
）

生
活

・
介

護
の

継
続

入
居

者
の

状
況

・
3/

11
地

震
発

生
直

後
、

外
に

出
て

避
難

。
建

物
の

ガ
ラ

ス
が

割
れ

る
。

3
台

の
車

に
分

か
れ

て
暖

を
と

る
・

3/
11

の
16

時
、

併
設

し
て

い
る

特
養

に
全

て
の

利
用

者
が

移
動

・
本

体
特

養
で

は
別

敷
地

に
定

員
の

大
半

を
伴

う
移

転
を

行
っ

て
お

り
、

既
存

施
設

に
は

多
数

の
空

き
部

屋
が

あ
っ

た
・

本
体

の
空

き
部

屋
に

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
利

用
者

18
名

が
生

活
。

・
4

床
室

（
8

㎡
）

の
中

で
職

員
と

利
用

者
9

名
が

一
緒

に
生

活
・

建
物

を
直

す
が

4
月

の
余

震
で

ガ
ラ

ス
が

割
れ

て
工

事
が

振
り

出
し

に
も

ど
る

・
8

月
4

日
の

午
前

中
に

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
に

戻
る

・
避

難
途

中
で

体
調

を
崩

し
2

人
が

亡
く

な
る

ス
タ

ッ
フ

の
確

保

・
震

災
当

日
は

、
休

み
の

職
員

も
駆

け
付

け
対

応
・

変
則

勤
務

で
入

居
者

の
ケ

ア
に

あ
た

る
。

約
1

カ
月

間
の

変
則

勤
務

を
実

施
・

ガ
ソ

リ
ン

が
不

足
し

て
い

た
た

め
乗

り
合

い
に

て
出

勤
・

来
春

の
既

存
施

設
の

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

オ
ー

プ
ン

に
備

え
て

多
く

の
職

員
を

雇
用

・
多

め
に

雇
用

し
て

い
た

職
員

で
在

宅
、

沿
岸

部
か

ら
の

避
難

者
の

ケ
ア

に
あ

た
る

通
所

・
訪

問
利

用
者

へ
の

対
応

・
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
利

用
者

の
中

で
1

名
は

自
宅

が
被

害
に

遭
い

特
養

に
入

居
・

地
震

発
生

後
、

ケ
ア

マ
ネ

ジ
ャ

ー
が

地
域

を
周

り
安

否
確

認
を

行
う

物 資 の 確 保

食
糧

・
水

・
震

災
直

後
は

備
蓄

で
対

応
・

そ
の

後
は

レ
ト

ル
ト

関
係

の
会

社
が

支
援

物
資

と
し

て
届

け
て

く
れ

る

医
薬

品
・

薬
の

量
を

減
ら

し
て

対
応

・
医

薬
品

は
救

急
セ

ッ
ト

と
し

て
用

意
し

て
い

た
も

の
の

み

介
護

用
品

・
オ

ム
ツ

、
尿

と
り

パ
ッ

ト
な

ど
は

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
、

特
養

の
備

蓄
を

使
用

日
用

品
・

倉
庫

に
在

庫
確

保
し

て
い

た
備

蓄
で

対
応

そ
の

他
・

特
に

な
し

居
場

所
の

確
保

・
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

は
居

室
の

ガ
ラ

ス
が

破
損

し
居

住
で

き
な

く
な

る
・

震
災

当
時

の
午

後
に

隣
接

す
る

特
養

へ
移

る
・

特
養

で
は

別
敷

地
に

別
棟

を
増

築
し

た
た

め
既

存
の

建
物

に
多

く
の

空
き

部
屋

が
出

来
て

い
た

・
そ

こ
の

1
部

屋
を

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
入

居
者

9
名

で
利

用
・

震
災

直
後

は
職

員
も

利
用

者
と

と
も

に
施

設
に

泊
ま

り
込

み
対

応
・

3
月

11
日

か
ら

8
月

4
日

ま
で

特
養

で
生

活
す

る

【
施

設
図

】

9）
復

旧
か

ら
こ

れ
か

ら
に

向
け

て
の

取
り

組
み

、
今

回
の

震
災

を
踏

ま
え

て
の

課
題

、
高

齢
者

施
設

の
あ

り
方

に
つ

い
て

・
大

震
災

を
経

験
し

生
活

を
行

う
上

で
の

日
常

の
大

切
さ

を
理

解
す

る
こ

と
が

出
来

た
・

入
居

者
の

安
全

確
保

を
最

優
先

し
、

慌
て

ず
目

的
地

へ
の

誘
導

。
他

事
業

所
と

の
連

携
を

密
に

す
る

こ
と

が
大

切
で

あ
る

・
ラ

イ
フ

ラ
イ

ン
が

寸
断

さ
れ

た
場

合
の

手
段

を
マ

ニ
ュ

ア
ル

化
し

、
身

体
表

現
で

き
る

よ
う

に
訓

練
を

行
っ

て
い

く
こ

と
が

大
切

で
あ

る
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対象施設

概要

位置

被害・復旧の経過整理

　㈲村伝で定員９名の認知症高齢者グループホーム３施設を運営。沿岸部に位置する２施設は津波により１階の
天井付近まで浸水。前日の揺れで避難方法を確認していたことが幸いし奇跡的に入所者、スタッフともに全員無
事に避難。内陸に立つ１施設は、津波の被害をまぬがれる。被災当初はスタッフの自宅と内陸の特別養護老人ホー
ムに一時避難。その後内陸の１施設に移動した。しばらくは集団的処遇をせざるを得ず、初期の段階では皆の安
心感、濃厚な見守りが保たれ良好であった。しかし、一人になれない、できることを自分でやる機会を失うなど、
入所者の ADL や認知度に低下がみられた。　土地の提供があり、９月 22 日に仮設のグループホームを１ユニッ
ト開設。調査時は２ユニットの入所者が１ユニットで生活。被災後しばらくは給水車には定期的にきてもらい、
救援物資も潤沢に届けられる。熱源はプロパンガスであり、食事提供も何とか確保できた。洗濯などは向いの川
の水を使うこともできた。１施設は既に民間の支援を受けることができ、改装工事に着手している。もう１施設
は、国庫による復旧を目指している。

期間 発災直後 ～ 24 時間 ～ 72 時間 ～１週間 ～２週間 ～ 1 か月 ～ 3 か月 ～半年
構造体 ○

非構造部材 ○
家具備品 ○
主要諸室 ○

受水 × × × × ○
排水 ○
受電 × × × × ○
ガス ○

給水設備 × × × × ○
給湯設備 × × × × ○
排水設備 ○
電気設備 × × × × ○

照明 × × × × ○
コンセント × × × × ○
通信設備 ○
空調設備 × × × × ○
安否確認 ○
入所者 ○
通所者 ○
職員 ○
応援 ○

食糧・水 ○
介護医薬品 × × × ○

日用品 × × × ○
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村伝おもせ周辺　洗濯などは小川を利用村伝おもせ外観

津波にあった施設（村伝）の共用部分 ※津波被害にあった施設（村伝）※

津波被害にあった施設（村伝さいち）津波被害にあった施設（村伝）の改修状況

仮設のグループホーム津波にあった施設（村伝さいち）の共用部分 ※

※ 施設提供
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調
査

日
時

20
11

年
10

月
8

日
対

応
者

村
上

浩
之

・
熊

谷
調

査
員

名
鈴

木
慶

治
、

山
本

和
恵

１
）

施
設

概
要

施
設

種
別

認
知

症
高

齢
者

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
開

設
年

20
08

年
定

員
9

人

併
設

施
設

・
な

し
・

津
波

被
害

に
あ

わ
な

か
っ

た
１

施
設

に
つ

い
て

の
報

告

階
数

地
上

１
階

建
構

造
種

別
Ｓ

造
設

計
東

山
設

計
室

施
工

ク
マ

ケ
ー

建
設

立
地

の
特

徴
・

山
の

手
の

田
園

の
中

に
立

地
。

道
の

向
い

に
小

川
が

流
れ

て
い

る

5）
設

備
の

被
害

状
況

給 排 水 設 備

給
水

水
道

給
水

方
式

高
置

タ
ン

ク
方

式
受

水
槽

の
位

置・
容

量

被
害

状
況

・
対

応
・

設
備

に
被

害
な

し

給
湯

電
気

被
害

状
況

・
対

応
・

設
備

に
被

害
な

し

排
水

下
水

道

被
害

状
況

・
設

備
に

被
害

な
し

電 気 設 備

受
変

電
設

備
の

位
置

非
常

用
電

源
有

 （
 簡

易
 ）

非
常

用
電

源
設

置
場

所

被
害

状
況

・
設

備
に

被
害

な
し

空 調 設 備

空
調

方
式

個
別

空
調

熱
源

電
気

被
害

状
況

・
設

備
に

被
害

な
し

通 信 設 備

施
設

外
の

被
害

状
況

（
電

話
・

通
信

設
備

等
）

・
設

備
に

被
害

な
し

施
設

内
の

被
害

状
況

（
ナ

ー
ス

コ
ー

ル
等

）
搬 送 設 備

Ｅ
Ｖ

リ
フ

ト
（

階
段

）
・

な
し

そ の 他
自然

エネ
ルギ

ーの
活用

等
（太

陽光
パネ

ル、
断熱

サッ
シ等

）
・

な
し

６
）

災
害

対
策

と
そ

の
効

果
物 資 の 備 蓄

震
災

前
想

定
日

数
 ３

日
分

震
災

後
想

定
日

数
・

井
戸

や
石

油
ス

ト
ー

ブ
は

必
要

か
も

し
れ

な
い

 ３
日

分

避
難

訓
練

の
実

施
状

況
（

震
災

前
）

想
定

災
害

火
災

そ
の

他
想

定
規

模
単

体
施

設
災

害
・

事
故

訓
練

頻
度

半
年

１
回

備
考

今
後

の
避

難
訓

練

・
10

0％
の

安
否

確
認

に
時

間
が

か
か

る
・

非
常

時
に

チ
ェ

ッ
ク

す
べ

き
こ

と
リ

ス
ト

、
連

絡
網

な
ど

を
明

文
化

し
た

防
災

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

制
作

中
・

近
く

う
ま

く
連

絡
が

取
れ

る
か

実
践

し
て

検
証

す
る

予
定

・
今

回
は

前
例

の
な

い
こ

と
が

お
こ

っ
た

。
色

々
な

こ
と

を
想

定
し

て
動

け
る

考
え

ら
れ

る
こ

と
が

大
切

２
）

主
な

被
災

状
況

当
該

地
域

の
震

度
震

度
６

弱
被

災
状

況
損

傷
無

津
波

の
状

況
・

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
村

伝
お

も
せ

は
津

波
被

害
な

し
・

そ
の

他
、

2
施

設
は

１
階

天
井

付
近

ま
で

床
上

浸
水

人
的

な
被

災
状

況
（

ス
タ

ッ
フ

、
入

居
者

）
・

人
的

被
害

無

発
災

直
後

の
住

民
、

避
難

者
等

の
受

入
状

況
・

同
法

人
の

２
つ

の
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

が
津

波
被

害
・

３
つ

の
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

が
１

つ
の

施
設

で
避

難
生

活

３
）

建
物

被
害

の
概

要

構
造

体
の

被
害

状
況

・
被

害
な

し

非
構

造
部

材
の

被
害

状
況

（
サ

ッ
シ

ュ
、ド

ア
、天

井
、照

明
等

）
・

被
害

な
し

家
具

・
什

器
備

品
の

被
害

状
況

（
棚

、
ベ

ッ
ド

、
車

い
す

等
）

・
被

害
な

し

使
用

不
可

に
な

っ
た

部
屋

・
被

害
な

し

４
）

被
害

の
状

況
（

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

）

水

停
止

の
有

無
有

復
旧

ま
で

の
期

間
20

日
後

ぐ
ら

い

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
避

難
所

に
指

定
さ

れ
給

水
車

が
来

る
・

洗
濯

や
下

水
は

、
前

の
川

の
水

を
利

用

電 気

停
止

の
有

無
有

復
旧

ま
で

の
期

間
10

日
後

ぐ
ら

い

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
懐

中
電

灯
な

ど

ガ ス

停
止

の
有

無
無

復
旧

ま
で

の
期

間
０

日
後

ガ
ス

の
種

類
プ

ロ
パ

ン
ガ

ス

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
プ

ロ
パ

ン
ガ

ス
な

の
で

煮
炊

き
に

は
困

ら
ず
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８
）

外
部

か
ら

の
支

援

法
人

内
で

の
連

携
・

３
施

設
合

同
で

の
避

難
生

活
・

各
施

設
で

や
り

方
が

違
う

な
ど

ス
タ

ッ
フ

間
に

垣
根

の
よ

う
な

も
の

が
あ

っ
た

が
、「

ひ
や

り
は

っ
と

報
告

書
」

を
介

  し
た

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
が

功
を

奏
し

、
ス

タ
ッ

フ
の

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ

ン
と

ス
タ

ッ
フ

間
の

風
通

し
が

向
上

し
た

他
施

設
か

ら
の

支
援

・
特

に
な

し

医
療

機
関

と
の

連
携

・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
医

師
の

巡
回

行
政

と
の

連
携

・
市

役
所

に
は

こ
ま

め
に

通
い

、
情

報
収

集
を

行
っ

て
い

た

７
）

生
活

・
介

護
の

継
続

入
居

者
の

状
況

・
１

施
設

は
３

日
間

ス
タ

ッ
フ

の
自

宅
に

避
難

。
も

う
１

施
設

は
内

陸
の

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
に

一
泊

・
そ

の
後

、
３

つ
の

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
の

内
、

１
つ

だ
け

残
っ

た
村

伝
お

も
せ

に
、

25
人

が
生

活
・

公
共

部
分

に
布

団
を

敷
い

て
合

宿
の

よ
う

な
生

活
を

送
っ

て
い

た
・

9
月

22
日

に
仮

設
の

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
へ

９
人

が
移

動
。

11
月

下
旬

に
１

施
設

の
復

旧
工

事
が

完
了

ス
タ

ッ
フ

の
確

保

・
３

施
設

合
同

の
時

期
は

、
ス

タ
ッ

フ
が

フ
ル

出
勤

す
る

必
要

が
な

く
、

パ
ー

ト
さ

ん
に

は
ワ

ー
ク

シ
ェ

ア
リ

ン
グ

で
  出

勤
日

数
を

減
ら

し
て

も
ら

っ
て

い
た

・
仮

設
住

宅
か

ら
通

っ
て

い
る

職
員

が
い

る
・

災
害

が
理

由
で

退
職

し
た

職
員

は
３

名

通
所

・
訪

問
利

用
者

へ
の

対
応

・
特

に
な

し

物 資 の 確 保

食
糧

・
水

・
支

援
物

資
も

各
方

面
か

ら
い

た
だ

い
た

・
パ

ン
や

お
に

ぎ
り

な
ど

の
フ

ァ
ー

ス
ト

フ
ー

ド
は

潤
沢

医
薬

品
・

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

医
師

の
巡

回
が

あ
っ

た

介
護

用
品

・
オ

ム
ツ

の
支

援
あ

り

日
用

品
・

衣
類

等
の

支
援

・
下

着
は

、
サ

イ
ズ

の
問

題
や

着
回

し
で

き
な

い
な

ど
の

理
由

で
、

充
分

行
き

届
い

た
と

は
い

え
な

い

そ
の

他

居
場

所
の

確
保

・
転

倒
の

リ
ス

ク
が

高
ま

る
の

で
、

個
室

で
は

な
く

、
共

用
部

分
に

集
ま

っ
て

生
活

し
て

も
ら

っ
た

・
特

に
夜

は
暗

く
て

動
け

な
い

・
い

つ
も

徘
徊

し
て

い
た

人
も

異
常

事
態

を
察

し
て

、
じ

っ
と

さ
れ

て
い

た
・

一
見

混
乱

な
く

過
ご

す
こ

と
が

で
き

た
。

・
し

か
し

、
AD

L
の

低
下

、
認

知
症

の
進

行
が

確
認

さ
れ

、
措

置
時

代
を

彷
彿

と
さ

せ
る

も
の

が
あ

っ
た

・
入

居
者

は
状

況
を

察
し

て
団

体
行

動
を

し
て

く
れ

た
が

、
ス

ト
レ

ス
が

た
ま

っ
て

い
た

の
は

事
実

・
本

来
の

ユ
ニ

ッ
ト

ケ
ア

の
有

効
性

を
確

認
で

き
た

【
施

設
図

】

9）
復

旧
か

ら
こ

れ
か

ら
に

向
け

て
の

取
り

組
み

、
今

回
の

震
災

を
踏

ま
え

て
の

課
題

、
高

齢
者

施
設

の
あ

り
方

に
つ

い
て

・
津

波
被

害
は

被
災

の
程

度
が

大
き

く
、

建
物

が
多

少
残

っ
て

い
て

も
暮

ら
せ

な
い

ケ
ー

ス
が

少
な

く
な

い
。

一
方

で
、

介
護

保
険

の
報

酬
に

つ
い

  て
は

３
施

設
分

が
認

め
ら

れ
て

助
か

っ
た

・
仮

設
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

が
も

っ
と

早
く

出
来

れ
ば

よ
か

っ
た

。
病

院
の

駐
車

場
を

好
意

で
借

り
る

こ
と

が
で

き
た

が
、

土
地

の
確

保
は

な
か

な
か

  
難

し
い

・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
は

あ
り

が
た

い
が

、
ミ

ス
マ

ッ
チ

が
お

こ
っ

て
い

た
。

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

が
不

足
し

て
い

た
。

食
べ

物
な

ど
は

市
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
  ア

セ
ン

タ
ー

を
通

し
て

い
な

い
も

の
は

お
断

り
し

て
い

た
・

１
つ

の
被

災
施

設
は

N
G

O
の

資
金

援
助

を
受

け
て

改
修

に
す

で
に

着
手

し
て

い
る

。
・

も
う

１
つ

の
施

設
は

国
庫

負
担

に
よ

り
改

修
予

定
だ

が
見

通
し

が
た

っ
て

い
な

い
。

査
定

に
時

間
が

か
か

り
す

ぎ
て

い
る

2
階

平
面

図

1
階

平
面

図
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対象施設

概要

位置

被害・復旧の経過整理

　特別養護老人ホーム、市営住宅、コンビニエンスストアなどを含む RC ７階建の複合建築。市役所に程近い気
仙沼市の中心部に位置している。地震ならびに津波による建物被害はなかったが、津波による瓦礫は施設の近く
まで達した。
　周辺の一般市民の避難も受入れ、被災後４日程度は最大 270 ～ 280 名程の避難民を収容した。避難所の切り
盛りも当該施設のスタッフが担った。後に避難所として正式に指定されたことで、給水車が常駐するなど、飲食
には困らなかった。特に周辺住民から食糧や暖房機器などの差し入れが豊富になされた。特養入所者 50 名は特
養のユニットで、通所利用者 30 名、市営住宅住民は１、２階で避難生活を行い４月１日に通常の生活に復旧した。
低圧電源は 10 日後回復したが、エレベータは動かせないため、市営住宅住民は高圧電源が回復する 5 月末まで、
下階での避難生活を余儀なくされた。

期間 発災直後 ～ 24 時間 ～ 72 時間 ～１週間 ～２週間 ～ 1 か月 ～ 3 か月 ～半年
構造体 ○

非構造部材 ○
家具備品 ○
主要諸室 ○

受水 × × × × × ○
排水 ○
受電 × × × × × ○
ガス × × × × × ○

給水設備 × ○
給湯設備 × × ○
排水設備 ○
電気設備 × ○

照明 × ○
コンセント × ○
通信設備 × ○
空調設備 × ○
安否確認 △ △ △ △ ○
入所者 ○
通所者 △（随時） △ △ △ ○
職員 ○
応援

食糧・水 ○
介護医薬品 ○

日用品 △照明・暖房 △ △ △ ○
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施設内部からみた敷地周辺の状況施設概観　1 階はコンビニ

避難所として機能　炊き出し風景避難所として機能　炊き出し風景 ※

ユニットでの夕食　ろうそくで明かりをとる ※安否確認カード　市との連携

1 階玄関ホール　避難場所、炊き出し場所となる2 階のホール　多くの避難者が生活

※ 施設提供
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調
査

日
時

20
11

年
10

月
8

日
対

応
者

佐
藤

由
美

子
調

査
員

名
鈴

木
慶

治
、

山
本

和
恵

１
）

施
設

概
要

施
設

種
別

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
開

設
年

20
06

年
定

員
50

人

併
設

施
設

シ
ョ

ー
ト

ス
テ

イ
（

20
床

）
,市

営
住

宅
（

30
戸

（
内

高
齢

者
世

帯
15

戸
））

、
店

舗
（

セ
ブ

ン
イ

レ
ブ

ン
）

階
数

地
上

７
階

建
構

造
種

別
Ｒ

Ｃ
造

設
計

施
工

立
地

の
特

徴
・

市
役

所
等

が
近

く
に

あ
る

「
ま

ち
な

か
」

の
立

地

5）
設

備
の

被
害

状
況

給 排 水 設 備

給
水

水
道

給
水

方
式

高
置

タ
ン

ク
方

式
受

水
槽

の
位

置・
容

量

被
害

状
況

・
対

応
・

受
水

槽
に

被
害

な
し

給
湯

ボ
イ

ラ
ー

被
害

状
況

・
対

応
・

ボ
イ

ラ
ー

に
被

害
な

し

排
水

下
水

道

被
害

状
況

・
通

常
通

り
利

用

電 気 設 備

受
変

電
設

備
の

位
置

非
常

用
電

源
有

 （
 簡

易
 ）

非
常

用
電

源
設

置
場

所

被
害

状
況

空 調 設 備

空
調

方
式

併
用

熱
源

電
気

被
害

状
況

・
設

備
自

体
に

被
害

な
し

通 信 設 備

施
設

外
の

被
害

状
況

（
電

話
・

通
信

設
備

等
）

・
au

は
4,

5
日

、
ド

コ
モ

は
4

月
ご

ろ
、

ソ
フ

ト
バ

ン
ク

は
5

月
以

降
ま

で
う

ま
く

つ
な

が
ら

ず
・

固
定

電
話

は
4

月
上

旬
回

復
。

・
当

日
朝

ま
で

避
難

警
報

が
鳴

り
続

け
、

そ
の

後
電

源
切

れ
と

み
ら

れ
放

送
が

な
く

な
っ

た
・

必
要

な
連

絡
は

バ
イ

ク
で

走
り

呼
び

か
け

て
い

た
施

設
内

の
被

害
状

況
（

ナ
ー

ス
コ

ー
ル

等
）

・
設

備
自

体
に

被
害

無

搬 送 設 備

Ｅ
Ｖ

リ
フ

ト
（

階
段

）
・

通
電

後
、

点
検

の
ち

運
転

そ の 他
自然

エネ
ルギ

ーの
活用

等
（太

陽光
パネ

ル、
断熱

サッ
シ等

）

６
）

災
害

対
策

と
そ

の
効

果
物 資 の 備 蓄

震
災

前
想

定
日

数
・

１
日

で
備

蓄
品

は
な

く
な

っ
た

 ３
日

分

震
災

後
想

定
日

数
・

場
所

を
ふ

さ
ぐ

の
で

、
備

蓄
の

強
化

は
考

え
て

い
な

い
 ３

日
分

避
難

訓
練

の
実

施
状

況
（

震
災

前
）

想
定

災
害

大
火

災
そ

の
他

想
定

規
模

大
規

模
広

域
災

害
訓

練
頻

度
半

年
１

回

備
考

今
後

の
避

難
訓

練
・

マ
ニ

ュ
ア

ル
に

は
限

界
。

大
切

な
の

は
ケ

ー
ス

バ
イ

ケ
ー

ス
で

考
え

ら
れ

る
力

・
日

頃
か

ら
現

場
に

任
せ

て
、

考
え

る
力

を
つ

け
て

い
た

の
が

今
回

う
ま

く
機

能
し

た
と

思
っ

て
い

る

２
）

主
な

被
災

状
況

当
該

地
域

の
震

度
震

度
6

弱
被

災
状

況
損

傷
無

津
波

の
状

況
・

津
波

被
害

な
し

。
１

階
の

床
下

ま
で

浸
水

人
的

な
被

災
状

況
（

ス
タ

ッ
フ

、
入

居
者

）
・

職
員

、
居

住
者

、
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
利

用
者

に
被

害
な

し
・

自
身

も
視

覚
障

害
者

で
あ

る
障

害
者

支
援

の
非

常
勤

職
員

に
１

名
不

明
者

発
災

直
後

の
住

民
、

避
難

者
等

の
受

入
状

況
・

最
初

の
4

日
ぐ

ら
い

は
地

域
住

民
の

避
難

を
受

け
入

れ
・

居
住

者
に

加
え

、
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
利

用
者

、
近

隣
住

民
、

ス
タ

ッ
フ

合
せ

て
27

0
～

28
0

人
を

収
容

３
）

建
物

被
害

の
概

要
構

造
体

の
被

害
状

況
・

被
害

な
し

非
構

造
部

材
の

被
害

状
況

（
サ

ッ
シ

ュ
、ド

ア
、天

井
、照

明
等

）
・

被
害

な
し

家
具

・
什

器
備

品
の

被
害

状
況

（
棚

、
ベ

ッ
ド

、
車

い
す

等
）

・
パ

ソ
コ

ン
や

冷
蔵

庫
が

数
十

セ
ン

チ
ず

れ
た

使
用

不
可

に
な

っ
た

部
屋

・
な

し

都
市

ガ
ス

水

停
止

の
有

無
有

復
旧

ま
で

の
期

間
15

日
後

に
復

旧
（

3
月

25
か

26
日

）

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
す

ぐ
に

指
定

避
難

所
の

指
定

を
受

け
る

。
庭

先
に

給
水

車
が

き
て

く
れ

て
お

り
、

水
に

は
困

ら
な

か
っ

た
・

近
所

の
農

家
が

農
業

用
の

給
水

タ
ン

ク
で

運
ん

で
き

て
く

れ
た

水
を

生
活

水
に

し
た

・
排

水
は

な
か

な
か

回
復

せ
ず

、
水

が
回

復
し

て
か

ら
も

紙
を

流
さ

な
い

な
ど

し
た

電 気

停
止

の
有

無
有

復
旧

ま
で

の
期

間
低

圧
電

気
は

9
日

後
（

3
月

20
日

復
旧

）
高

圧
電

気
は

約
50

日
後

（
4

月
末

）

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
市

役
所

や
病

院
が

近
く

に
あ

る
立

地
か

ら
、

低
圧

電
気

に
つ

い
て

は
比

較
的

早
い

復
旧

と
な

っ
た

・
エ

レ
ベ

ー
タ

ー
等

を
動

か
す

高
圧

電
気

の
回

復
は

遅
れ

、
高

層
階

の
市

営
住

宅
で

の
居

住
は

難
し

か
っ

た
・

5
月

23
日

に
は

全
市

で
回

復
・

市
役

所
に

電
源

車
が

来
て

い
た

。
充

電
な

ど
は

市
役

所
に

い
け

ば
可

能
だ

っ
た

ガ ス

停
止

の
有

無
有

復
旧

ま
で

の
期

間
約

20
日

後
に

復
旧

（
3

月
末

）
ガ

ス
の

種
類

都
市

ガ
ス

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
3

月
末

に
市

ガ
ス

が
回

復
し

た
こ

と
に

よ
り

、
4

月
1

日
か

ら
通

常
営

業
を

開
始

し
た
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８
）

外
部

か
ら

の
支

援

法
人

内
で

の
連

携
・

10
km

南
の

ケ
ア

ハ
ウ

ス
、

海
岸

沿
い

の
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
、

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
等

は
流

出
・

互
い

の
連

絡
も

容
易

で
は

な
く

、
バ

イ
ク

で
行

き
来

し
て

安
否

確
認

な
ど

を
行

っ
た

他
施

設
か

ら
の

支
援

・
特

に
な

し

医
療

機
関

と
の

連
携

・
特

に
な

し

行
政

と
の

連
携

・
行

政
も

被
災

・
翌

日
に

は
市

役
所

に
出

向
き

、
無

事
を

報
告

・
広

報
、

給
水

、
物

資
の

リ
ス

ト
に

入
れ

て
も

ら
っ

た

７
）

生
活

・
介

護
の

継
続

入
居

者
の

状
況

・
特

別
養

護
老

人
ホ

ー
ム

と
シ

ョ
ー

ト
ス

テ
イ

の
居

住
者

は
各

自
の

個
室

で
生

活
・

ス
タ

ッ
フ

は
ユ

ニ
ッ

ト
に

泊
ま

り
込

み
、

付
き

添
っ

て
生

活
・

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

利
用

者
な

ら
び

に
近

所
の

住
民

は
、

１
，２

階
の

公
共

部
分

に
寝

泊
ま

り
し

た
・

エ
レ

ベ
ー

タ
ー

が
動

か
な

か
っ

た
た

め
、

上
階

の
市

営
住

宅
の

住
民

も
同

様
に

１
、

２
階

で
避

難
生

活
を

お
く

っ
た

ス
タ

ッ
フ

の
確

保

・
ユ

ニ
ッ

ト
ご

と
に

自
律

し
た

運
用

を
普

段
か

ら
行

う
・

自
分

達
で

工
夫

し
、

シ
フ

ト
を

組
み

直
す

な
ど

し
て

対
処

す
る

こ
と

が
で

き
た

・
ユ

ニ
ッ

ト
は

ユ
ニ

ッ
ト

、
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
は

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

の
ス

タ
ッ

フ
16

人
が

介
護

に
あ

た
っ

た
・

ヘ
ル

パ
ー

や
ケ

ア
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
が

情
報

の
収

集
や

避
難

所
の

運
営

を
担

当
・

給
食

ス
タ

ッ
フ

は
炊

き
出

し
を

行
う

な
ど

、
う

ま
く

機
能

し
た

通
所

・
訪

問
利

用
者

へ
の

対
応

・
そ

の
日

の
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
利

用
者

は
27

人
・

帰
宅

で
き

な
い

こ
と

も
あ

り
、

し
ば

ら
く

こ
こ

で
避

難
生

活
を

送
っ

た
・

そ
の

日
に

こ
な

か
っ

た
利

用
者

の
安

否
確

認
も

暫
時

行
っ

た

物 資 の 確 保

食
糧

・
水

・
当

日
は

、
建

物
内

の
コ

ン
ビ

ニ
で

買
え

る
だ

け
の

買
い

物
を

し
て

備
え

た
・

周
辺

の
方

が
加

工
品

や
食

材
を

持
ち

よ
っ

て
く

れ
た

の
で

、
食

べ
る

物
は

困
ら

な
か

っ
た

・
ま

き
や

炭
で

炊
き

出
し

を
行

い
、

初
期

の
頃

か
ら

温
か

い
物

を
提

供
で

き
た

・
4

月
か

ら
は

物
資

は
潤

沢
に

提
供

さ
れ

る
よ

う
に

な
っ

た
・

4
月

1
日

か
ら

通
常

営
業

開
始

。
避

難
所

を
完

全
に

閉
め

た
の

は
5

月
入

っ
て

か
ら

・
連

休
ぐ

ら
い

ま
で

は
炊

き
出

し
も

し
て

い
た

・
民

間
の

動
き

は
早

く
て

力
強

か
っ

た
・

被
災

3
日

目
に

は
2t

冷
蔵

ト
ラ

ッ
ク

で
食

糧
を

中
心

と
し

た
支

援
物

資
を

調
達

し
て

く
れ

た
・

静
岡

か
ら

何
往

復
も

し
て

く
れ

た
。

避
難

し
て

き
た

周
辺

の
住

民
の

個
人

的
な

つ
て

に
よ

り
手

配
が

な
さ

れ
た

医
薬

品
・

介
護

用
品

や
医

療
品

は
特

に
困

ら
な

か
っ

た
・

1
ケ

月
ぐ

ら
い

か
ら

は
、

オ
ー

ダ
ー

す
る

と
次

の
日

に
は

入
っ

て
い

た

介
護

用
品

・
介

護
用

品
や

医
療

品
は

特
に

困
ら

な
か

っ
た

・
1

ケ
月

ぐ
ら

い
か

ら
は

、
オ

ー
ダ

ー
す

る
と

次
の

日
に

は
入

っ
て

い
た

日
用

品

・
職

員
が

自
宅

か
ら

持
ち

よ
る

な
ど

し
、

石
油

ス
ト

ー
ブ

で
寒

さ
を

し
の

い
だ

・
１

ユ
ニ

ッ
ト

２
台

ぐ
ら

い
を

配
置

・
3

月
20

日
に

電
気

が
回

復
。

フ
ァ

ン
ヒ

ー
タ

ー
を

使
え

る
よ

う
に

な
り

、
低

体
温

対
策

が
と

れ
た

・
ろ

う
そ

く
は

実
質

１
晩

で
役

に
立

た
な

く
な

っ
た

。
２

日
目

の
火

は
非

常
に

弱
い

。
と

け
た

ろ
う

を
集

め
て

３
，４

日
 

  は
使

っ
た

が
、

３
日

目
ぐ

ら
い

に
な

る
と

料
理

が
な

に
か

わ
か

ら
な

い
く

ら
い

に
暗

か
っ

た
・

３
日

間
は

懐
中

電
灯

も
使

用
し

た
・

布
団

は
備

蓄
品

な
ど

の
他

に
近

所
の

住
民

が
持

ち
よ

っ
て

く
れ

た

そ
の

他

居
場

所
の

確
保

・
ユ

ニ
ッ

ト
居

住
者

は
自

室
で

生
活

・
そ

の
他

の
避

難
者

は
、

ホ
ー

ル
を

中
心

と
し

て
い

く
つ

か
の

公
共

的
な

部
屋

に
分

散
し

て
居

場
所

を
確

保

【
施

設
図

】

9）
復

旧
か

ら
こ

れ
か

ら
に

向
け

て
の

取
り

組
み

、
今

回
の

震
災

を
踏

ま
え

て
の

課
題

、
高

齢
者

施
設

の
あ

り
方

に
つ

い
て

・
も

し
、

訪
問

先
で

被
災

し
た

ら
、

ど
う

し
た

ら
よ

か
っ

た
の

か
に

つ
い

て
検

討
会

を
し

て
い

る
・

例
え

ば
、

利
用

者
の

安
否

確
認

に
ス

タ
ッ

フ
が

奔
走

し
始

め
た

ら
、

施
設

内
部

が
ま

わ
ら

な
く

な
る

・
こ

こ
が

壊
れ

る
よ

う
な

ら
日

本
が

ダ
メ

と
い

う
感

覚
。

慌
て

て
走

り
回

ら
な

い
・

ユ
ニ

ッ
ト

内
の

業
務

は
、

ユ
ニ

ッ
ト

ス
タ

ッ
フ

の
裁

量
で

通
常

も
や

り
く

り
し

て
い

る
。

非
常

時
に

あ
っ

て
も

、
ユ

ニ
ッ

ト
は

独
自

に
シ

フ
ト

を
組

ん
で

介
護

を
継

続
さ

せ
て

い
た

。
経

営
側

が
指

導
す

る
こ

と
は

何
も

な
か

っ
た

・
ユ

ニ
ッ

ト
は

家
族

と
い

う
意

識
が

あ
る

。
家

族
同

士
で

な
ん

と
か

し
て

い
く

意
識

が
強

い

1
階

平
面

図
2

階
平

面
図

4
階

平
面

図
3

階
平

面
図
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宮城県気仙沼市

認知症高齢者グループホーム24 みずなしの丘

対象施設

概要

位置

被害・復旧の経過整理

　入所者 18 名、２ユニットのグループホーム。気仙沼市街から 5km 程内陸の高台に位置する。地震ならびに
津波による被害はなかったが、凍結防止装置が停電により稼働せず、給湯設備に故障がみられた。当初は各ユニッ
トのリビングで避難生活を送ったが、電気が回復した 10 日後には居室にもどる。2 日後には水道水が出なくなっ
たが、給水車に来てもらったり、沢水を利用することで、特に困らなかった。食材は 10 日ごとの配達のため、
常に一定の備蓄がある。土地に余裕があるため畑がある。収穫されたじゃがいもやかぼちゃは、冬の間倉庫に備
蓄されている。また、プロパンガスを使用しているため、調理には不自由がなかった。
　山間部にあるため職員の通勤は自動車頼みのため、ガソリン不足は深刻であった。日頃から周辺住民との関係
は良好で、困ったことはないか頻繁に声をかけてくれ、支援の手を差し伸べてくれた。６月からは、行き場を失っ
た方に対応するため定員の２割増しで入所者の受け入れを行っており、２人部屋が４室できている。

期間 発災直後 ～ 24 時間 ～ 72 時間 ～１週間 ～２週間 ～ 1 か月 ～ 3 か月 ～半年
構造体 ○

非構造部材 ○
家具備品 ○
主要諸室 ○

受水 × × × × × ○
排水 ○
受電 × × × × × ○
ガス ○

給水設備 × × × × × ○
給湯設備 △ △ △ △ △ ○
排水設備 ○
電気設備 × × × × × ○

照明 × × × × × ○
コンセント × × × × × ○
通信設備
空調設備 × × × × × ○
安否確認 ○
入所者 ○
通所者 ―
職員 ○
応援 ―

食糧・水 ○
介護医薬品 ○

日用品 ○



14924 認知症高齢者グループホーム みずなしの丘

施設概観　周辺は畑と民家施設概観　海がみえる高台

支援物資の保管や事務室として使っていた部屋共用空間　震災当時は集まって寝泊まり

居室　個室を 2 人部屋として利用台所　1 ユニットの給湯設備が故障　2 ユニットで使う

畑と倉庫　1 冬分のかぼちゃやじゃがいもを育て備蓄備蓄の灯油
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調
査

日
時

20
11

年
10

月
8

日
対

応
者

加
藤

利
恵

子
調

査
員

名
鈴

木
慶

治
、

山
本

和
恵

１
）

施
設

概
要

施
設

種
別

認
知

症
高

齢
者

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
開

設
年

20
03

年
定

員
18

人
（

9
人

2
ユ

ニ
ッ

ト
）

併
設

施
設

な
し

階
数

構
造

種
別

設
計

施
工

立
地

の
特

徴
・

山
間

部

5）
設

備
の

被
害

状
況

給 排 水 設 備

給
水

水
道

給
水

方
式

高
置

タ
ン

ク
方

式
受

水
槽

の
位

置・
容

量

被
害

状
況

・
対

応
・

設
備

に
被

害
な

し

給
湯

ボ
イ

ラ
ー

被
害

状
況

・
対

応

・
給

湯
設

備
2

台
が

故
障

・
凍

結
防

止
対

策
に

電
気

が
使

わ
れ

て
い

た
た

め
、

停
電

後
の

い
ず

れ
の

日
か

に
故

障
し

た
模

様
・

水
道

が
回

復
し

て
か

ら
故

障
に

気
づ

い
た

・
西

棟
の

台
所

用
の

給
湯

機
が

破
損

。
東

棟
の

浴
室

用
の

給
湯

機
が

破
損

。
東

西
で

融
通

を
効

か
せ

て
対

処
し

た
・

3
月

30
日

か
ら

は
入

浴
も

開
始

。
排

水
下

水
道

被
害

状
況

・
異

常
な

し

電 気 設 備

受
変

電
設

備
の

位
置

非
常

用
電

源
  

非
常

用
電

源
設

置
場

所

被
害

状
況

空 調 設 備

空
調

方
式

個
別

空
調

熱
源

電
気

被
害

状
況

・
設

備
に

被
害

な
し

通 信 設 備

施
設

外
の

被
害

状
況

（
電

話
・

通
信

設
備

等
）

・
10

日
間

ぐ
ら

い
は

電
話

が
使

え
ず

、
外

部
と

の
連

絡
が

取
れ

な
い

状
態

に
な

っ
た

・
フ

ァ
ッ

ク
ス

電
話

が
代

表
電

話
よ

り
復

旧
が

早
か

っ
た

・
代

表
電

話
の

復
旧

が
か

な
り

遅
れ

た
た

め
、

電
話

が
つ

な
が

ら
な

い
こ

と
で

心
配

を
募

ら
せ

た
面

会
に

来
た

こ
と

の
  な

い
遠

方
の

親
戚

が
、

家
族

に
確

認
を

取
ら

ず
に

市
役

所
に

直
接

電
話

を
入

れ
、

混
乱

す
る

こ
と

が
あ

っ
た

施
設

内
の

被
害

状
況

（
ナ

ー
ス

コ
ー

ル
等

）
・

設
備

に
被

害
な

し

搬 送 設 備

Ｅ
Ｖ

リ
フ

ト
（

階
段

）
・

設
置

な
し

そ の 他
自然

エネ
ルギ

ーの
活用

等
（太

陽光
パネ

ル、
断熱

サッ
シ等

）

６
）

災
害

対
策

と
そ

の
効

果

物 資 の 備 蓄

震
災

前
想

定
日

数
・

10
日

に
1

度
ま

と
め

て
食

材
を

業
者

に
運

ん
で

も
ら

っ
て

い
る

 1
0

日
分

震
災

後

想
定

日
数

・
山

側
の

立
地

な
の

で
、

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

が
途

切
れ

て
も

な
ん

と
か

な
る

。
い

ざ
と

な
れ

ば
山

か
ら

薪
を

拾
っ

て
き

て
  で

も
前

庭
で

煮
炊

き
が

で
き

る
・

沢
水

、
汚

物
処

理
が

で
き

る
畑

な
ど

・
照

明
は

ソ
ー

ラ
ー

な
ど

導
入

し
て

確
保

す
る

方
法

は
考

え
な

い
と

い
け

な
い

・
倉

庫
も

あ
る

の
で

、
ジ

ャ
ガ

イ
モ

や
カ

ボ
チ

ャ
な

ど
は

室
に

備
蓄

し
て

い
る

。
春

に
な

る
ま

で
食

べ
ら

れ
る

・
耐

熱
式

の
石

油
ス

ト
ー

ブ
が

欲
し

い

10
 日

分

避
難

訓
練

の
実

施
状

況
（

震
災

前
）

想
定

災
害

火
災

そ
の

他
想

定
規

模
単

体
施

設
災

害
・

事
故

訓
練

頻
度

　
　

半
年

１
回

備
考

・
揺

れ
た

時
は

慌
て

ず
、

頭
の

安
全

だ
け

気
を

つ
け

れ
ば

い
い

今
後

の
避

難
訓

練
・

通
常

ど
お

り

２
）

主
な

被
災

状
況

当
該

地
域

の
震

度
震

度
6

弱
被

災
状

況
津

波
の

状
況

・
被

害
な

し
人

的
な

被
災

状
況

（
ス

タ
ッ

フ
、

入
居

者
）

・
被

害
な

し

発
災

直
後

の
住

民
、

避
難

者
等

の
受

入
状

況
・

な
し

（
そ

の
後

2
割

増
し

の
避

難
者

受
入

れ
）

３
）

建
物

被
害

の
概

要
構

造
体

の
被

害
状

況
・

被
害

な
し

非
構

造
部

材
の

被
害

状
況

（
サ

ッ
シ

ュ
、ド

ア
、天

井
、照

明
等

）
・

被
害

な
し

家
具

・
什

器
備

品
の

被
害

状
況

（
棚

、
ベ

ッ
ド

、
車

い
す

等
）

・
被

害
な

し
・

比
較

的
地

盤
が

固
い

の
で

、
食

器
棚

の
食

器
や

棚
の

上
の

軽
い

物
が

落
ち

た
程

度
だ

っ
た

使
用

不
可

に
な

っ
た

部
屋

・
被

害
な

し

４
）

被
害

の
状

況
（

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

）

水

停
止

の
有

無
有

復
旧

ま
で

の
期

間
18

日
後

（
3

月
29

日
）

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
当

初
は

水
が

出
て

い
た

が
２

日
ぐ

ら
い

で
ス

ト
ッ

プ
・

避
難

所
扱

い
に

な
っ

た
た

め
、

給
水

車
が

来
て

く
れ

て
い

た
の

で
問

題
な

か
っ

た
・

水
道

が
回

復
す

る
ま

で
は

沢
水

を
利

用
・

水
は

ち
ょ

ろ
ち

ょ
ろ

と
出

て
い

た
が

、
浄

化
槽

が
動

か
な

い
の

で
、

排
泄

は
ポ

ー
タ

ブ
ル

ト
イ

レ
を

使
用

・
汚

物
は

生
ご

み
同

様
、

畑
に

廃
棄

電 気

停
止

の
有

無
有

復
旧

ま
で

の
期

間
10

日
後

（
3

月
21

日
）

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
懐

中
電

灯
は

各
ユ

ニ
ッ

ト
１

つ
づ

つ
は

あ
っ

た
が

、
そ

れ
で

は
間

に
合

わ
な

い
・

職
員

に
自

宅
か

ら
持

ち
よ

っ
て

も
ら

っ
て

対
処

・
ペ

ン
ラ

イ
ト

が
近

所
か

ら
提

供
さ

れ
た

が
、

電
池

が
す

ぐ
切

れ
た

。
電

池
の

備
蓄

は
必

要
か

も
し

れ
な

い

ガ ス

停
止

の
有

無
無

復
旧

ま
で

の
期

間
　

 日
後

ガ
ス

の
種

類
プ

ロ
パ

ン
ガ

ス

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
プ

ロ
パ

ン
ガ

ス
な

の
で

煮
炊

き
に

困
ら

ず
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８
）

外
部

か
ら

の
支

援

法
人

内
で

の
連

携

・
同

法
人

内
か

ら
職

員
を

派
遣

し
て

も
ら

う
・

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
へ

の
増

員
の

要
請

は
な

か
っ

た
が

、
6

月
か

ら
2

割
増

の
受

入
れ

を
し

た
・

被
災

者
優

先
で

4
人

増
。

現
在

22
名

の
入

居
者

（
定

員
18

名
）。

10
人

ぐ
ら

い
の

申
込

者
が

待
機

・
6、

7k
m

先
に

あ
る

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

は
早

め
に

復
帰

。
30

日
の

浴
室

の
回

復
前

に
18

名
全

員
が

2
回

は
入

浴
す

る
  こ

と
が

で
き

た
。

他
施

設
か

ら
の

支
援

・
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

協
議

会
か

ら
の

介
護

用
品

等
の

支
援

が
多

く
あ

っ
た

医
療

機
関

と
の

連
携

・
90

歳
代

の
方

３
名

が
肺

炎
で

市
立

病
院

へ
、

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

の
車

で
搬

送
。

救
急

外
来

へ
・

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
巡

回
医

療
団

は
助

か
っ

た
。

４
月

９
日

か
ら

週
２

回
ほ

ど
訪

問
。

５
月

末
ま

で
合

計
13

回
入

っ
  て

く
れ

た
。

口
腔

ケ
ア

や
リ

ハ
ビ

リ
な

ど
も

含
め

て
全

員
を

み
て

く
れ

た

行
政

と
の

連
携

・
避

難
所

扱
い

と
な

り
助

か
っ

た
・

日
に

２
回

食
料

品
・

衣
類

等
の

救
援

物
資

が
配

給
さ

れ
た

７
）

生
活

・
介

護
の

継
続

入
居

者
の

状
況

・
入

浴
も

洗
濯

も
で

き
な

い
。

と
に

か
く

食
事

を
し

て
い

た
だ

く
だ

け
の

対
応

で
１

週
間

は
我

慢
の

生
活

だ
っ

た
・

暗
い

中
自

分
で

ト
イ

レ
に

行
こ

う
と

し
て

転
倒

し
た

人
も

い
た

・
３

晩
目

か
ら

フ
ロ

ア
に

布
団

を
敷

い
て

、
電

気
が

回
復

す
る

ま
で

寝
て

も
ら

っ
た

・
フ

ロ
ア

に
ポ

ー
タ

ブ
ル

ト
イ

レ
を

設
置

。
・

そ
の

後
、

避
難

者
の

受
入

れ
に

応
じ

て
４

室
を

２
人

で
寝

て
も

ら
う

こ
と

で
増

員
し

て
い

る
・

夫
婦

で
入

居
、

仲
良

し
の

人
ど

お
し

、
ほ

と
ん

ど
寝

た
き

り
の

人
な

ど
に

同
居

な
ど

工
夫

し
た

・
転

倒
を

き
っ

か
け

に
高

熱
を

出
し

、
湯

た
ん

ぽ
を

使
っ

て
や

け
ど

す
る

な
ど

、
通

常
で

は
起

こ
り

得
な

い
事

故
が

起
  き

た
。

そ
の

時
は

、
湯

た
ん

ぽ
を

使
っ

て
い

る
と

い
う

引
き

継
ぎ

が
う

ま
く

い
か

な
か

っ
た

ス
タ

ッ
フ

の
確

保

・
地

震
当

日
の

午
後

は
通

信
が

麻
痺

。
情

報
が

入
ら

な
か

っ
た

・
日

勤
者

に
加

え
て

夜
勤

者
に

も
出

勤
し

て
も

ら
い

、
職

員
は

2
泊

施
設

で
寝

泊
ま

り
す

る
こ

と
に

な
る

・
日

勤
者

は
日

が
高

い
内

に
、

自
宅

の
状

態
を

チ
ェ

ッ
ク

し
て

も
ら

い
、

改
め

て
出

勤
し

て
も

ら
っ

た
・

限
ら

れ
た

人
数

で
や

れ
る

介
護

。
夜

勤
は

厚
く

２
名

体
制

と
し

た
（

3
回

／
週

）
・

排
泄

介
助

と
食

事
提

供
に

業
務

を
限

定
・

地
震

後
退

職
し

た
職

員
は

３
名

、
休

職
１

名
・

親
が

不
明

働
け

る
状

態
で

は
な

い
の

で
休

み
た

い
と

い
う

男
子

職
員

１
名

・
避

難
所

暮
ら

し
を

し
て

い
た

が
、

神
奈

川
に

い
る

娘
と

暮
ら

す
た

め
退

職
・

家
を

な
く

し
た

親
せ

き
を

受
入

れ
、

半
身

不
随

の
家

族
介

護
の

た
め

退
職

。
松

島
の

親
戚

を
助

け
る

た
め

退
職

。
・

仕
事

を
失

っ
た

人
に

仕
事

を
お

願
い

し
た

い
と

い
う

こ
と

も
あ

り
、

知
り

合
い

の
つ

て
を

中
心

に
何

人
か

に
お

願
い

  し
て

い
る

・
ガ

ソ
リ

ン
が

な
く

な
っ

て
も

徒
歩

で
出

勤
で

き
る

所
に

住
ん

で
い

る
人

を
条

件
に

し
た

通
所

・
訪

問
利

用
者

へ
の

対
応

・
通

所
・

訪
問

利
用

者
は

い
な

い
・

６
月

か
ら

被
災

者
優

先
で

定
員

の
２

割
増

し
の

入
所

者
４

名
を

受
け

て
い

た

物 資 の 確 保

食
糧

・
水

・
石

材
店

の
ト

ラ
ッ

ク
に

タ
ン

ク
を

つ
け

て
、

室
根

や
一

関
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
方

が
午

前
・

午
後

と
２

回
ず

つ
給

水
  に

き
て

く
れ

た
・

市
街

地
か

ら
離

れ
た

た
山

側
に

あ
る

施
設

な
の

で
、

調
味

料
な

ど
基

本
的

な
食

材
は

10
日

ご
と

に
供

給
さ

れ
る

・
栄

養
士

の
献

立
が

業
者

に
発

送
さ

れ
、

必
要

な
食

材
は

業
者

が
日

に
１

回
運

ん
で

来
て

く
れ

る
・

市
内

の
出

入
り

業
者

が
、

地
震

後
も

優
先

的
に

食
材

を
運

ん
で

き
て

く
れ

た
・

そ
の

日
の

内
に

コ
ン

ビ
ニ

で
買

出
し

を
し

て
お

い
た

。
2

時
間

ぐ
ら

い
は

か
か

っ
て

し
ま

っ
た

医
薬

品
・

医
療

品
、

介
護

用
品

に
困

ら
な

か
っ

た
・

衛
生

用
品

は
１

月
に

１
度

、
１

ケ
月

分
が

補
給

さ
れ

る
の

で
問

題
な

し

介
護

用
品

・
医

療
品

、
介

護
用

品
に

困
ら

な
か

っ
た

・
衛

生
用

品
は

１
月

に
１

度
、

１
ケ

月
分

が
補

給
さ

れ
る

の
で

問
題

な
し

日
用

品

・
ガ

ソ
リ

ン
は

優
先

的
に

入
れ

て
も

ら
え

る
車

２
台

は
確

保
・

職
員

の
車

は
ガ

ソ
リ

ン
不

足
が

深
刻

だ
っ

た
。

職
員

の
送

迎
が

優
先

さ
れ

、
シ

フ
ト

な
ど

は
組

め
な

い
状

態
・

3
月

25
日

過
ぎ

か
ら

ガ
ソ

リ
ン

が
手

に
入

る
よ

う
に

な
っ

た
・

通
常

は
エ

ア
コ

ン
で

空
調

し
て

い
た

の
で

、
石

油
ス

ト
ー

ブ
を

職
員

が
自

宅
か

ら
１

台
づ

つ
持

ち
よ

っ
た

・
灯

油
切

れ
に

な
る

こ
と

は
な

か
っ

た
。

ポ
リ

タ
ン

ク
で

３
つ

ほ
ど

の
備

蓄
は

あ
っ

た

そ
の

他

居
場

所
の

確
保

・
当

初
は

各
ユ

ニ
ッ

ト
の

共
用

部
分

で
集

団
生

活
を

行
っ

た

【
施

設
図

】

9）
復

旧
か

ら
こ

れ
か

ら
に

向
け

て
の

取
り

組
み

、
今

回
の

震
災

を
踏

ま
え

て
の

課
題

、
高

齢
者

施
設

の
あ

り
方

に
つ

い
て

・
特

養
に

い
て

も
お

か
し

く
な

い
方

は
４

、
５

名
い

る
の

で
、

看
取

り
ケ

ア
も

考
え

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
往

診
に

き
て

く
れ

る
医

師
が

い
な

い
た

  め
な

か
な

か
難

し
い

。
週

１
回

で
も

き
て

く
れ

る
と

あ
り

が
た

い
。

た
だ

、
在

宅
避

難
よ

り
恵

ま
れ

て
い

る
の

は
確

か
・

地
域

の
人

に
好

意
的

に
受

け
入

れ
ら

れ
て

お
り

、
と

て
も

協
力

的
な

の
で

助
か

る
。

入
居

者
さ

ん
の

名
前

も
知

っ
て

い
る

し
、

よ
く

声
か

け
も

し
  て

く
れ

る
。

野
菜

な
ど

の
差

し
入

れ
は

日
常

茶
飯

事
。

地
域

と
の

つ
が

な
り

は
大

切
で

あ
る
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対象施設

概要

位置

被害・復旧の経過整理

　宮城県南三陸町歌津地区にある介護老人保健施設。沿岸部は津波の影響により壊滅状態。施設は高台にあり津
波を免れる。入所者、職員の死傷者なし。デイサービス利用者数名が津波により亡くなる。建物の構造は RC 造
であるが大空間（ホール）のみ一部鉄骨造。ホール天井のガラス、ブラインドなどが落下。地震発生後、職員が
速やかに入所者の移動を行ったため人的被害はない。震災当日に利用していたデイサービス利用者や地域住民の
避難を多数受け入れる。ライフラインの復旧は水が 5 ヶ月後、電気が 46 日後。暖房はボイラー故障のため電気
復旧後も使用できない。支援物資の石油ストーブで対応。震災直後は入所者をスタッフルーム前に集めて生活。
その後、少しずつ生活範囲を広げ、通常通りの生活に戻ったのは 8 月以降。震災後、1 週間分の食糧等を備蓄。

期間 発災直後 ～ 24 時間 ～ 72 時間 ～１週間 ～２週間 ～ 1 か月 ～ 3 か月 ～半年
構造体 ○

非構造部材 × ガラス落下 ○
家具備品 ○
主要諸室 △ 3 室不可

受水 × × × △湧水 △湧水 △給水車 △給水車 ○
排水 △停電 △停電 △停電 △停電 △停電 △停電 ○
受電 △停電 △停電 △停電 △停電 △停電 △停電 ○
ガス × × × ○

給水設備 × 断水 × 断水 × 断水 × 断水 × 断水 × 断水 × 断水 ○
給湯設備 × 断水 × 断水 × 断水 × 断水 × 断水 × 断水 × 断水 ○（ボイラー）
排水設備 △停電 △停電 △停電 △停電 △停電 △停電 ○
電気設備 △停電 △停電 △停電 △停電 △停電 △停電 ○

照明 △停電 △停電 △停電 △停電 △停電 △停電 ○
コンセント △停電 △停電 △停電 △停電 △停電 △停電 ○
通信設備 × × △メールのみ △メールのみ △メールのみ △メールのみ ○
空調設備 × 停電 × 停電 × 停電 × 停電 × 停電 × 停電 ○ ○
安否確認 ○
入所者 ○
通所者 × 宿泊 ○
職員 ○
応援 ○ ○ ○ ○ ○ ○

食糧・水 △備蓄 △備蓄 △備蓄 △備蓄 △備蓄 △備蓄 ○（食糧） ○（水）
介護医薬品 △備蓄 △備蓄 △備蓄 △備蓄 △備蓄 △備蓄 ○

日用品 △備蓄 △備蓄 ○
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食堂部分　天窓の電動式カーテンが器具ごと落下建物外観

スタッフルーム　震災直後はスタッフルーム周辺で生活施設内観　震災直後はスタッフルーム周辺で生活

デイサービス静養室　避難者が生活ボランティアルーム　震災直後は避難者が生活

発電機　屋上に設置（スプリンクラー用）備蓄倉庫
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調
査

日
時

20
11

年
10

月
15

日
対

応
者

事
務

員
、

用
務

員
調

査
員

名
（

※
：

記
録

者
）

菅
野

正
広

、
山

口
健

太
郎

、
篠

原
祐

介
、

星
幸

佑
※

 

１
）

施
設

概
要

施
設

種
別

介
護

老
人

保
健

施
設

開
設

年
20

00
年

定
員

10
0

人

併
設

施
設

シ
ョ

ー
ト

ス
テ

イ
、

通
所

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
（

20
名

）

階
数

地
上

1
階

構
造

種
別

RC
造

+S
造

（
一

部
）

設
計

株
式

会
社

　
ゴ

ー
ビ

ッ
ク

施
工

株
式

会
社

　
奥

村
組

立
地

の
特

徴
・

津
波

被
害

の
大

き
か

っ
た

宮
城

県
南

三
陸

町
の

歌
津

地
域

に
あ

る
・

同
一

市
内

で
も

海
岸

に
近

い
平

野
部

は
全

壊
。

海
岸

付
近

は
平

地
が

少
な

く
、

す
ぐ

に
台

地
と

な
る

・
当

該
施

設
も

海
岸

部
か

ら
少

し
内

陸
に

入
っ

た
丘

の
上

に
あ

る
。

周
辺

に
は

集
落

が
点

在
し

て
い

る

5）
設

備
の

被
害

状
況

給 排 水 設 備

給
水

水
道

給
水

方
式

ポ
ン

プ
直

送
方

式
受

水
槽

の
位

置・
容

量
屋

外
（

24
t）

被
害

状
況

・
対

応
・

受
水

設
備

、
配

管
設

備
の

破
損

な
し

・
停

電
時

は
ポ

ン
プ

が
停

止
。

バ
ル

ブ
を

止
め

、
直

接
タ

ン
ク

の
水

を
取

り
出

し
た

。
3

日
間

は
使

え
た

・
受

水
槽

に
は

基
準

上
1

日
の

使
用

量
の

半
分

ま
で

し
か

貯
め

ら
れ

な
か

っ
た

・
受

水
槽

の
水

を
有

効
に

使
う

に
は

か
な

り
の

節
水

が
必

要
と

さ
れ

た
給

湯
ボ

イ
ラ

ー

被
害

状
況

・
対

応
・

電
気

お
よ

び
燃

料
（

灯
油

）
不

足
の

た
め

使
用

停
止

・
発

災
2

か
月

後
、

シ
ビ

ッ
ク

フ
ォ

ー
ス

（
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
団

体
）

と
共

に
、

ド
ラ

ム
缶

で
お

湯
を

沸
か

し
、

浴
槽

に
  お

湯
を

入
れ

て
入

浴
（

自
立

し
た

利
用

者
限

定
）

・
7

月
7

日
よ

り
ボ

イ
ラ

ー
が

復
旧

排
水

浄
化

槽

被
害

状
況

・
タ

ン
ク

に
亀

裂
。

停
電

中
は

ろ
過

装
置

が
停

止
・

非
常

用
発

電
稼

働
時

は
自

動
運

転
。

ト
イ

レ
は

通
常

通
り

使
用

で
き

る
・

タ
ン

ク
の

亀
裂

か
ら

半
分

以
上

が
地

中
に

も
れ

た

電 気 設 備

受
変

電
設

備
の

位
置

屋
上

非
常

用
電

源
有

 （
消

防
用

）
非

常
用

電
源

設
置

場
所

屋
上

被
害

状
況

・
受

電
設

備
、

電
気

系
統

の
配

線
の

損
傷

な
し

・
ホ

ー
ル

の
照

明
器

具
が

落
下

・
照

明
は

主
に

奥
村

組
が

届
け

て
く

れ
た

発
電

機
で

対
応

・
4

月
26

日
に

復
旧

空 調 設 備

空
調

方
式

集
中

熱
源

ボ
イ

ラ
ー

被
害

状
況

・
配

管
5

か
所

か
ら

水
漏

れ
。

さ
く

ら
棟

で
3

か
所

、
さ

つ
き

棟
で

2
か

所
（

バ
ル

ブ
を

閉
じ

る
こ

と
で

対
応

）
・

フ
ァ

ン
コ

イ
ル

ユ
ニ

ッ
ト

形
式

の
空

調
。

電
力

、
燃

料
（

灯
油

）
不

足
に

よ
り

使
用

停
止

・
4

月
26

日
の

電
力

復
旧

後
も

燃
料

不
足

の
た

め
使

用
不

可
・

空
調

停
止

中
は

ス
ト

ー
ブ

で
対

応
。

ス
ト

ー
ブ

は
支

援
物

資
と

し
て

10
台

届
け

ら
れ

た

通 信 設 備

施
設

外
の

被
害

状
況

（
電

話
・

通
信

設
備

等
）

・
携

帯
電

話
は

発
災

3、
4

日
後

に
復

旧
す

る
が

、
使

用
で

き
た

の
は

メ
ー

ル
機

能
の

み
・

3
月

19
日

に
Ｎ

Ｔ
Ｔ

の
衛

星
電

話
3

台
が

支
給

さ
れ

た
（

医
療

機
関

と
し

て
扱

わ
れ

た
の

で
入

手
出

来
た

）
・

7
月

1
日

に
一

部
の

回
線

が
復

旧
。

7
月

4
日

に
完

全
復

旧
施

設
内

の
被

害
状

況
（

ナ
ー

ス
コ

ー
ル

等
）

・
自

家
発

電
機

を
使

用
し

、
夜

間
の

み
利

用
・

さ
く

ら
棟

は
基

盤
に

異
常

が
見

ら
れ

た
た

め
交

換
搬 送 設 備

Ｅ
Ｖ

リ
フ

ト
（

階
段

）
・

設
置

無
し

そ の 他
自然

エネ
ルギ

ーの
活用

等
（太

陽光
パネ

ル、
断熱

サッ
シ等

）
　

６
）

災
害

対
策

と
そ

の
効

果

物 資 の 備 蓄

震
災

前
想

定
日

数
・

利
用

者
10

0
名

分
の

備
蓄

（
パ

ン
、

水
、

お
か

ゆ
、

缶
詰

、
ご

は
ん

）
3

日
分

震
災

後

想
定

日
数

・
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
の

水
を

大
量

に
用

意
・

食
糧

備
蓄

の
内

容
を

検
討

中
（

大
量

に
長

期
保

存
可

能
な

食
糧

の
選

定
、

タ
ン

パ
ク

質
不

足
の

解
消

）
・

介
護

用
品

（
オ

ム
ツ

、
経

管
栄

養
な

ど
）

を
以

前
よ

り
多

少
多

く
備

蓄
す

る
予

定
・

女
性

用
生

理
用

品
や

ホ
ッ

カ
イ

ロ
な

ど
を

備
蓄

に
足

す
方

針
・

ス
タ

ッ
フ

の
子

ど
も

を
4、

5
日

預
か

っ
た

こ
と

か
ら

、
子

ど
も

用
の

ミ
ル

ク
、

オ
ム

ツ
な

ど
を

用
意

 7
日

分

避
難

訓
練

の
実

施
状

況
（

震
災

前
）

想
定

災
害

大
火

災
　

そ
の

他
想

定
規

模
大

規
模

広
域

災
害

　
訓

練
頻

度
年

3
回

　

備
考

・
避

難
訓

練
の

み
実

施

今
後

の
避

難
訓

練
・

火
災

に
加

え
地

震
と

津
波

を
想

定
し

た
避

難
訓

練
を

行
う

方
針

２
）

主
な

被
災

状
況

当
該

地
域

の
震

度
震

度
 6

弱
被

災
状

況
半

壊
（

地
震

）
津

波
の

状
況

・
当

該
施

設
は

高
台

に
あ

り
、

浸
水

に
よ

る
被

害
な

し
人

的
な

被
災

状
況

（
ス

タ
ッ

フ
、

入
居

者
）

・
入

所
者

、
職

員
の

死
傷

者
な

し
。

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

の
利

用
者

2、
3

人
が

自
宅

で
死

亡
・

ス
タ

ッ
フ

全
員

の
安

否
確

認
に

約
1

か
月

が
か

か
っ

た
。

通
常

勤
務

に
戻

っ
た

の
は

1
か

月
後

発
災

直
後

の
住

民
、

避
難

者
等

の
受

入
状

況

・
約

1
か

月
間

、
地

域
住

民
を

受
け

入
れ

る
・

当
該

施
設

は
地

域
の

避
難

場
所

と
し

て
の

指
定

を
受

け
て

お
り

、
当

日
15

時
過

ぎ
に

地
域

住
民

が
避

難
し

て
く

る
・

地
域

住
民

は
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
ル

ー
ム

（
畳

）
や

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

（
ベ

ッ
ド

）
を

利
用

し
生

活
・

施
設

職
員

の
子

ど
も

を
４

、
５

日
預

か
る

３
）

建
物

被
害

の
概

要
構

造
体

の
被

害
状

況
・

一
部

の
部

屋
の

構
造

体
に

亀
裂

が
入

る

非
構

造
部

材
の

被
害

状
況

（
サ

ッ
シ

ュ
、ド

ア
、天

井
、照

明
等

）

・
3

月
11

日
、

ホ
ー

ル
天

井
の

電
動

カ
ー

テ
ン

が
器

具
ご

と
落

下
。

現
在

は
ブ

ラ
イ

ン
ド

式
に

変
更

・
ホ

ー
ル

の
ト

ッ
プ

ラ
イ

ト
の

ガ
ラ

ス
、

照
明

器
具

が
落

下
・

4
月

7
日

の
最

大
余

震
で

吊
天

井
が

落
下

・
Ｓ

造
に

よ
る

大
空

間
部

分
の

天
井

パ
ネ

ル
が

落
下

。
RC

造
部

分
の

損
傷

は
な

い
家

具
・

什
器

備
品

の
被

害
状

況
（

棚
、

ベ
ッ

ド
、

車
い

す
等

）

・
被

害
な

し
（

家
具

等
に

は
耐

震
対

策
（

ポ
ー

ル
）

な
ど

が
な

さ
れ

て
い

た
）

使
用

不
可

に
な

っ
た

部
屋

・
盛

土
部

分
が

地
滑

り
を

起
こ

し
た

。
盛

土
上

部
の

3
部

屋
が

使
用

不
可

能
と

な
る

４
）

被
害

の
状

況
（

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

）

水

停
止

の
有

無
有

復
旧

ま
で

の
期

間
5

か
月

後

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
発

災
後

3
日

間
は

受
水

タ
ン

ク
の

水
を

使
用

。
ト

イ
レ

の
水

は
震

災
当

時
の

雪
を

浴
槽

で
溶

か
し

て
確

保
・

発
災

後
約

1
か

月
間

、
飲

料
水

は
昔

の
生

活
水

（
湧

水
）

か
ら

汲
ん

で
確

保
。

そ
の

後
は

給
水

車
よ

り
配

給
さ

れ
る

・
仮

給
水

が
7

月
5

日
よ

り
開

始
さ

れ
る

が
、

塩
分

を
含

ん
で

い
た

た
め

洗
い

物
の

水
と

し
て

使
用

・
8

月
1

日
よ

り
飲

料
水

の
給

水
が

開
始

さ
れ

た

電 気

停
止

の
有

無
有

復
旧

ま
で

の
期

間
46

日
後

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
日

中
は

止
め

、
夜

の
み

自
家

発
電

を
使

用
（

軽
油

を
燃

料
と

す
る

）
・

3
月

20
日

に
（

株
）

奥
村

組
が

発
電

機
1

台
と

と
も

に
軽

油
を

届
け

て
く

れ
た

・
4

月
21

日
に

ガ
ス

業
者

（
カ

メ
イ

（
株

））
が

軽
油

50
0

Ｌ
を

届
け

て
く

れ
る

・
4

月
26

日
に

電
気

が
復

旧

ガ ス

停
止

の
有

無
有

復
旧

ま
で

の
期

間
5

日
後

ガ
ス

の
種

類
プ

ロ
パ

ン
ガ

ス

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
ガ

ス
漏

れ
を

懸
念

し
発

災
後

3
日

間
は

使
用

し
な

か
っ

た
・

3/
15

日
に

ガ
ス

業
者

が
点

検
を

行
い

、
ボ

ン
ベ

交
換

（
10

本
）

を
行

う
・

ボ
ン

ベ
は

一
関

か
ら

運
ん

で
く

る
・

3/
16

よ
り

ガ
ス

が
復

旧
・

調
理

は
5

日
目

か
ら

行
っ

た
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８
）

外
部

か
ら

の
支

援

法
人

内
で

の
連

携
・

東
松

島
市

の
法

人
の

本
部

施
設

か
ら

大
量

の
物

的
支

援
を

受
け

る
・

地
震

発
生

か
ら

約
１

週
間

後
、

法
人

本
部

施
設

か
ら

看
護

師
が

1
週

間
交

代
で

1、
2

名
派

遣
さ

れ
る

他
施

設
か

ら
の

支
援

・
9

月
末

ま
で

、
Ｃ

Ｌ
Ｃ

に
よ

る
介

護
職

員
派

遣
が

行
わ

れ
る

・
自

衛
隊

か
ら

医
薬

品
が

配
給

さ
れ

る
　

医
療

機
関

と
の

連
携

・
医

師
で

あ
る

施
設

長
が

1
週

間
泊

ま
り

込
み

で
対

応
・

地
震

発
生

か
ら

数
日

後
、

法
人

の
本

部
施

設
か

ら
医

師
が

来
訪

・
特

定
非

営
利

活
動

法
人

災
害

人
道

医
療

支
援

会
（

H
uM

A）
が

当
苑

に
医

療
拠

点
を

置
き

、
診

療
を

お
こ

な
っ

た

行
政

と
の

連
携

・
行

政
の

対
応

が
遅

い
・

南
三

陸
町

で
は

介
護

保
険

の
継

続
申

請
が

気
仙

沼
市

よ
り

約
1

か
月

遅
れ

る
・

3
～

5
月

分
の

利
用

者
負

担
は

６
月

に
家

族
に

請
求

・
市

町
村

に
よ

っ
て

支
払

い
免

除
の

基
準

が
異

な
り

、
対

応
が

困
難

７
）

生
活

・
介

護
の

継
続

入
居

者
の

状
況

・
ホ

ー
ル

で
お

や
つ

を
食

べ
て

い
る

時
に

地
震

発
生

・
以

前
の

地
震

で
天

井
パ

ネ
ル

が
落

下
し

た
こ

と
が

あ
っ

た
た

め
、

早
急

に
利

用
者

を
ホ

ー
ル

の
端

に
寄

せ
る

・
停

電
中

は
職

員
の

管
理

を
行

き
届

か
せ

る
た

め
、

ス
タ

ッ
フ

ル
ー

ム
前

の
部

屋
に

集
め

て
生

活
・

そ
の

後
、

徐
々

に
利

用
す

る
部

屋
を

広
げ

て
い

っ
た

。
は

じ
め

は
4

床
室

の
部

屋
を

8
～

10
人

で
利

用
・

体
調

不
良

に
な

る
入

居
者

が
続

出
・

暖
房

設
備

が
使

え
な

い
中

、
利

用
者

に
重

ね
着

を
さ

せ
る

こ
と

で
対

応
・

ガ
ス

の
使

用
停

止
中

の
食

事
は

栄
養

士
が

工
夫

を
凝

ら
し

対
応

・
豆

腐
に

牛
乳

を
か

け
て

提
供

。
食

器
を

汚
さ

な
い

よ
う

に
ラ

ッ
プ

を
か

け
た

上
に

盛
り

付
け

る

ス
タ

ッ
フ

の
確

保

・
3

月
12

日
、

近
隣

に
住

む
職

員
が

線
路

を
歩

い
て

施
設

に
赴

く
・

ガ
ソ

リ
ン

節
約

の
た

め
、

自
宅

の
近

い
職

員
同

士
が

1
台

の
自

動
車

に
乗

り
合

い
出

勤
・

退
勤

す
る

ま
で

2、
3

日
泊

ま
り

こ
み

で
勤

務
・

施
設

長
は

地
震

発
生

か
ら

１
週

間
以

上
、

施
設

に
宿

泊
・

主
任

、
役

職
者

が
中

心
と

な
っ

て
現

場
の

指
揮

を
統

一
・

施
設

職
員

は
休

暇
中

も
施

設
内

に
留

ま
る

・
全

国
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ラ

イ
フ

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

（
Ｃ

Ｌ
Ｃ

）
か

ら
の

介
護

職
員

派
遣

に
よ

り
職

員
を

確
保

・
震

災
発

生
か

ら
約

1
か

月
後

、
通

常
通

り
に

職
員

が
勤

務
可

能
と

な
る

・
施

設
職

員
の

減
少

（
集

団
移

住
に

よ
る

退
職

（
約

10
名

）
と

、
東

松
島

市
の

法
人

本
部

施
設

へ
の

転
勤

）

通
所

・
訪

問
利

用
者

へ
の

対
応

・
3

月
11

日
、

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

の
利

用
者

が
十

数
名

来
て

い
た

・
7

～
8

月
ま

で
入

所
で

対
応

・
自

宅
が

流
さ

れ
死

亡
し

た
通

所
利

用
者

が
2

～
3

名

物 資 の 確 保

食
糧

・
水

・
備

蓄
物

資
（

ご
飯

、
お

か
ゆ

、
水

、
缶

詰
、

パ
ン

）、
支

援
物

資
で

対
応

・
本

部
施

設
、

中
学

校
の

避
難

所
な

ど
か

ら
野

菜
を

も
ら

う
・

お
に

ぎ
り

、
炊

き
出

し
を

も
ら

う
・

コ
ン

ビ
ニ

か
ら

食
糧

を
も

ら
う

。
職

員
は

賞
味

期
限

の
1

日
過

ぎ
た

も
の

で
対

応
・

登
米

の
コ

ン
ビ

ニ
か

ら
食

糧
80

0
食

を
も

ら
う

・
3

月
16

日
に

ガ
ス

が
復

旧
し

て
か

ら
は

毎
食

ご
飯

と
み

そ
汁

が
提

供
さ

れ
た

医
薬

品
・

医
薬

品
が

不
足

・
使

用
回

数
を

3
回

か
ら

2
回

に
減

ら
し

対
応

・
3

月
13

日
に

自
衛

隊
が

医
薬

品
を

配
給

し
て

く
れ

る

介
護

用
品

・
痰

の
吸

引
機

の
電

源
は

発
電

機
か

ら
確

保
・

他
県

の
福

祉
施

設
か

ら
様

々
な

種
類

の
介

護
用

品
が

支
援

さ
れ

る
（

オ
ム

ツ
、

お
尻

拭
き

、
口

腔
ケ

ア
用

品
な

ど
）

日
用

品
・

暖
房

設
備

停
止

中
は

支
援

で
も

ら
っ

た
ス

ト
ー

ブ
で

対
応

・
懐

中
電

灯
に

使
う

単
一

乾
電

池
は

支
援

物
資

で
対

応

そ
の

他

居
場

所
の

確
保

・
通

所
利

用
者

は
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
の

デ
イ

ル
ー

ム
で

生
活

・
地

域
住

民
は

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

ル
ー

ム
を

利
用

・
入

所
者

は
ス

タ
ッ

フ
ル

ー
ム

前
で

生
活

・
天

井
の

破
損

に
よ

り
ホ

ー
ル

が
使

用
で

き
な

い
た

め
、

廊
下

で
食

事
を

と
る

・
8

月
11

日
に

ホ
ー

ル
の

工
事

が
終

了
し

、
通

常
通

り
の

生
活

に
戻

る

【
施

設
図

】

9）
復

旧
か

ら
こ

れ
か

ら
に

向
け

て
の

取
り

組
み

、
今

回
の

震
災

を
踏

ま
え

て
の

課
題

、
高

齢
者

施
設

の
あ

り
方

に
つ

い
て

・
苑

内
の

自
動

販
売

機
を

災
害

用
ベ

ン
ダ

ー
に

変
更

・
災

害
時

は
無

料
で

飲
料

水
が

取
り

出
せ

る
・

自
動

販
売

機
：

電
力

供
給

停
止

中
は

自
家

発
電

に
よ

る
通

常
稼

働
と

、
バ

ッ
テ

リ
ー

に
よ

る
稼

働
（

約
２

時
間

）
が

可
能

・
20

12
年

3
月

ま
で

に
ス

プ
リ

ン
ク

ラ
ー

の
設

置
工

事
を

行
う

予
定

。
工

事
に

伴
い

20
ト

ン
タ

ン
ク

を
苑

内
に

設
置
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対象施設

概要

位置

被害・復旧の経過整理

　津波被害の大きかった宮城県女川町にあるが、外海に面していないため津波の被害はなし。建物自体への被害
は少ないが、敷地内の地盤沈下により、設備機器が傾くなどの被害がでる。
　停電は 10 日間、断水は 3 週間近く続く。水は最初、近所の水産加工会社から支援を受け、その後は町の浄水
場からタンクで水を汲んできて使用していた。非常用照明は 30 分～ 1 時間程度しかもたず、夜はローソクを使用。
その他、町から発電機を借りて廊下に照明をつけた。空調も使えないため給湯ボイラー用の灯油を使ってストー
ブをつけ寒さをしのぐ。
　食料は 3 日分の備蓄があり、近所のカマボコ工場や宮城県黒川郡の法人本部及び法人各事業所の母体施設から
の援助を受ける。カセットコンロを使用して 1 日 2 食の食事を提供した。震災直後から外部との連絡手段が途
絶え、スタッフの安否確認だけでも 10 日程度かかる状況。数日間は当日勤務のスタッフが施設に泊まり込み対
応していた。

期間 発災直後 ～ 24 時間 ～ 72 時間 ～１週間 ～２週間 ～ 1 か月 ～ 3 か月 ～半年
構造体 ○

非構造部材 ○
家具備品 ○
主要諸室 ○

受水 ○ 22 日後
排水 △断水 ○ 22 日後
受電 ○ 11 日後
ガス

給水設備 △外部給水 ○半月後
給湯設備 × ○半月後
排水設備 ○
電気設備 × 停電 ○ 11 日後

照明 × 停電 ○ 11 日後
コンセント × 停電 ○ 11 日後
通信設備 × 携帯・9 日後 固定・35 日後
空調設備 × 停電 ○ 11 日後
安否確認
入所者 ○
通所者 ○
職員 △ 10 日後
応援

食糧・水 △備蓄 △支援物資 ○食品流通
介護医薬品 ○備蓄 ○支援物資

日用品
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地盤沈下のため、中庭に大きな段差が発生 ※地震による躯体の被害はそれほど大きくない

キュービクル部分の地盤沈下 ※中庭の通路部分に段差が発生、舗装に亀裂 ※

換気扇の外れ ※土止め擁壁のクラック ※

地域交流スペースに全国から届けられた支援物資の一部を
置き、誰でも利用できるようにしていた

被災直後、喫茶スペースでカセットコンロで調理

※ 施設提供
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調
査

日
時

20
11

年
9

月
27

日
対

応
者

施
設

長
、

副
園

長
、

介
護

課
長

調
査

員
名

（
※

：
記

録
者

）
橘

弘
志

※
 、

三
浦

雅
博

、
石

井
敏

、
小

野
智

一

１
）

施
設

概
要

施
設

種
別

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
開

設
年

20
06

年
定

員
40

人
＋

シ
ョ

ー
ト

10
人

併
設

施
設

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

（
20

人
）

階
数

地
上

1
階

構
造

種
別

RC
造

設
計

盛
総

合
設

計
施

工
熊

谷
組

立
地

の
特

徴
・

女
川

町
の

入
口

に
あ

た
る

平
地

。
石

巻
湾

側
の

深
い

入
江

（
万

石
浦

）
の

最
奥

部

5）
設

備
の

被
害

状
況

給 排 水 設 備

給
水

水
道

給
水

方
式

ポ
ン

プ
直

送
方

式
受

水
槽

の
位

置・
容

量
地

下

被
害

状
況

・
対

応
・

配
管

の
ず

れ
な

ど
は

あ
る

が
設

備
機

器
自

体
に

損
傷

は
な

し
・

断
水

の
た

め
給

水
所

か
ら

汲
ん

で
き

た
水

を
貯

水
タ

ン
ク

に
移

し
て

使
用

・
停

電
の

た
め

タ
ン

ク
か

ら
施

設
側

へ
ポ

ン
プ

給
水

で
き

ず
、

人
力

で
汲

み
上

げ
て

使
用

給
湯

ボ
イ

ラ
ー

被
害

状
況

・
対

応
・

ボ
イ

ラ
ー

が
動

く
ま

で
は

清
拭

だ
け

で
対

応
・

震
災

後
半

月
く

ら
い

経
っ

て
ボ

イ
ラ

ー
が

稼
働

・
節

水
し

な
が

ら
入

浴
開

始
排

水
下

水
道

被
害

状
況

・
下

水
道

の
機

能
自

体
に

は
問

題
な

し

電 気 設 備

受
変

電
設

備
の

位
置

地
下

非
常

用
電

源
有

 （
 簡

易
 ）

非
常

用
電

源
設

置
場

所
地

下

被
害

状
況

・
設

備
へ

の
直

接
の

被
害

は
な

し

空 調 設 備

空
調

方
式

ユ
ニ

ッ
ト

ご
と

の
集

中
熱

源
電

気

被
害

状
況

・
空

調
が

使
え

な
い

た
め

、
職

員
の

家
な

ど
か

ら
ス

ト
ー

ブ
を

集
め

る
・

ユ
ニ

ッ
ト

の
リ

ビ
ン

グ
に

入
居

者
を

集
め

て
ス

ト
ー

ブ
を

使
用

・
給

湯
ボ

イ
ラ

ー
用

の
灯

油
が

40
0L

く
ら

い
あ

っ
た

の
で

、
そ

れ
を

使
用

・
3

月
22

日
頃

通
電

開
始

。
空

調
も

使
用

可
能

に
な

る
・

4
月

7
日

の
余

震
で

再
び

停
電

し
た

が
翌

日
に

は
復

旧

通 信 設 備

施
設

外
の

被
害

状
況

（
電

話
・

通
信

設
備

等
）

・
固

定
電

話
、

携
帯

電
話

と
も

使
用

不
能

。
最

初
に

au
が

復
帰

し
た

・
震

災
後

20
日

く
ら

い
経

っ
て

か
ら

、
女

川
町

の
大

き
な

避
難

所
に

N
TT

の
中

継
所

が
で

き
た

・
固

定
電

話
が

繋
が

る
の

は
1

ヶ
月

半
く

ら
い

後
・

震
災

直
後

は
ラ

ジ
オ

も
入

ら
な

く
な

り
、

ど
こ

か
ら

も
情

報
が

得
ら

れ
な

い
状

態
施

設
内

の
被

害
状

況
（

ナ
ー

ス
コ

ー
ル

等
）

・
PH

S
に

よ
る

ナ
ー

ス
コ

ー
ル

は
停

電
で

使
用

不
能

。
人

の
目

で
対

応

搬 送 設 備

Ｅ
Ｖ

リ
フ

ト
（

階
段

）
・

地
震

に
よ

り
停

止
。

安
全

点
検

後
稼

働

そ の 他
自然

エネ
ルギ

ーの
活用

等
（太

陽光
パネ

ル、
断熱

サッ
シ等

）
・

特
に

な
し

６
）

災
害

対
策

と
そ

の
効

果
物 資 の 備 蓄

震
災

前
想

定
日

数
・

地
下

の
食

料
置

き
場

に
備

蓄
 3

日
分

震
災

後
想

定
日

数
・

食
料

置
き

場
を

地
下

か
ら

1
階

に
移

動
・

2
週

間
く

ら
い

籠
城

で
き

る
体

制
を

目
標

と
し

て
い

る
が

、
置

き
場

所
や

管
理

の
問

題
も

あ
り

実
現

し
て

い
な

い
 3

日
分

避
難

訓
練

の
実

施
状

況
（

震
災

前
）

想
定

災
害

地
震

・
津

波
・

大
火

災
火

災
そ

の
他

想
定

規
模

大
規

模
広

域
災

害
単

体
施

設
災

害
・

事
故

訓
練

頻
度

年
3

回

備
考

・
主

に
火

災
を

想
定

し
た

避
難

訓
練

・
こ

の
あ

た
り

ま
で

は
津

波
は

あ
ま

り
来

な
い

だ
ろ

う
と

い
う

想
定

今
後

の
避

難
訓

練

・
津

波
が

き
た

と
き

の
避

難
場

所
な

ど
の

確
認

も
必

要
か

２
）

主
な

被
災

状
況

当
該

地
域

の
震

度
震

度
 

被
災

状
況

損
傷

無
津

波
の

状
況

津
波

の
被

害
は

な
し

。
地

下
駐

車
場

が
10

cm
程

度
の

浸
水

人
的

な
被

災
状

況
（

ス
タ

ッ
フ

、
入

居
者

）
・

特
に

に
な

し

発
災

直
後

の
住

民
、

避
難

者
等

の
受

入
状

況

・
被

災
当

日
は

、
入

居
40

人
、

シ
ョ

ー
ト

8
人

、
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
利

用
者

16
人

、
ス

タ
ッ

フ
30

人
く

ら
い

・
要

請
が

あ
り

近
く

の
小

規
模

多
機

能
施

設
の

利
用

者
を

12
～

3
人

受
け

入
れ

る
・

小
規

模
多

機
能

か
ら

の
避

難
者

は
そ

の
後

、
女

川
老

健
へ

移
動

３
）

建
物

被
害

の
概

要
構

造
体

の
被

害
状

況
・

大
き

な
損

傷
な

し
。

外
壁

等
に

一
部

ク
ラ

ッ
ク

発
生

非
構

造
部

材
の

被
害

状
況

（
サ

ッ
シ

ュ
、ド

ア
、天

井
、照

明
等

）

・
部

分
的

な
地

盤
沈

下
に

よ
り

敷
地

に
段

差
が

発
生

。
外

部
通

路
の

歪
み

や
舗

装
の

ひ
び

割
れ

、
外

部
デ

ッ
キ

の
傾

き
、

  配
管

の
ず

れ
、

発
電

機
や

室
外

機
等

の
設

備
機

器
の

傾
き

、
擁

壁
ク

ラ
ッ

ク
等

多
数

・
一

部
天

井
の

ず
れ

、
吹

き
抜

け
部

の
ボ

ー
ド

の
ひ

び
割

れ
、

一
部

の
居

室
扉

の
外

れ
、

等
家

具
・

什
器

備
品

の
被

害
状

況
（

棚
、

ベ
ッ

ド
、

車
い

す
等

）

・
特

に
な

し

使
用

不
可

に
な

っ
た

部
屋

・
特

に
な

し

４
）

被
害

の
状

況
（

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

）

水

停
止

の
有

無
有

復
旧

ま
で

の
期

間
30

日
後

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
震

災
直

後
に

断
水

。
近

所
の

水
産

加
工

用
の

水
を

持
っ

て
き

て
も

ら
い

地
下

の
貯

水
タ

ン
ク

に
給

水
・

貯
水

タ
ン

ク
の

水
を

ト
イ

レ
や

飲
料

用
に

使
用

。
節

水
を

心
が

け
る

・
停

電
の

た
め

貯
水

タ
ン

ク
か

ら
ポ

ン
プ

ア
ッ

プ
で

き
ず

、
人

力
で

汲
み

上
げ

て
使

用
・

町
の

浄
水

場
に

行
け

る
よ

う
に

な
っ

て
か

ら
、

ス
カ

イ
タ

ン
ク

5
台

分
を

汲
み

貯
水

タ
ン

ク
に

移
し

て
使

用
・

3
月

末
頃

に
水

道
が

復
旧

し
た

が
4

月
7

日
の

余
震

で
再

び
断

水
。

4
月

11
日

頃
復

旧

電 気

停
止

の
有

無
有

復
旧

ま
で

の
期

間
10

日
後

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
震

災
直

後
に

停
電

・
非

常
用

照
明

は
30

分
～

1
時

間
く

ら
い

し
か

も
た

な
い

（
重

油
の

ス
ト

ッ
ク

が
そ

の
程

度
の

た
め

）
・

夜
は

ロ
ー

ソ
ク

を
使

用
。

町
か

ら
発

電
機

を
借

り
て

き
て

廊
下

に
照

明
を

つ
け

た
・

3
月

22
日

頃
通

電
開

始
。

4
月

7
日

の
余

震
で

再
び

停
電

し
た

が
、

翌
日

に
復

旧
し

た

ガ ス

停
止

の
有

無
有

復
旧

ま
で

の
期

間
   

 日
後

ガ
ス

の
種

類
プ

ロ
パ

ン
ガ

ス

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

LP
ガ

ス
は

厨
房

用
の

み
。

厨
房

の
機

械
は

地
震

で
ず

れ
て

し
ま

い
、

安
全

確
認

で
き

な
い

た
め

に
使

用
で

き
ず
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８
）

外
部

か
ら

の
支

援

法
人

内
で

の
連

携
・

内
陸

に
あ

る
黒

川
の

母
体

施
設

と
の

連
携

に
よ

り
多

く
の

支
援

を
得

ら
れ

て
い

る
・

被
災

の
翌

日
に

道
路

が
開

通
し

て
い

る
こ

と
が

わ
か

る
・

2
日

後
に

車
で

母
体

施
設

に
向

か
い

支
援

物
資

を
運

ん
で

き
た

他
施

設
か

ら
の

支
援

・
施

設
の

災
害

支
援

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

か
ら

食
料

・
物

資
の

支
援

あ
り

・
関

東
ユ

ニ
ッ

ト
ケ

ア
推

進
協

会
か

ら
、

震
災

10
日

目
く

ら
い

か
ら

6
月

末
ま

で
継

続
的

に
人

的
支

援
・

上
記

の
団

体
か

ら
介

護
士

や
看

護
師

の
支

援
を

受
け

る
・

日
本

看
護

師
協

会
か

ら
の

人
的

支
援

医
療

機
関

と
の

連
携

・
町

立
病

院
が

動
い

て
い

た
の

で
、

シ
ョ

ー
ト

の
方

が
急

変
し

た
と

き
な

ど
、

診
て

も
ら

え
た

行
政

と
の

連
携

・
特

に
な

し
　

７
）

生
活

・
介

護
の

継
続

入
居

者
の

状
況

・
4

ユ
ニ

ッ
ト

の
入

居
者

を
3

ユ
ニ

ッ
ト

に
集

約
・

地
盤

沈
下

の
あ

っ
た

地
下

室
上

部
の

ユ
ニ

ッ
ト

を
念

の
た

め
閉

鎖
・

リ
ビ

ン
グ

内
に

ベ
ッ

ド
を

入
れ

る
な

ど
し

て
対

応
・

シ
ョ

ー
ト

、
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
利

用
者

と
の

混
合

は
せ

ず
・

津
波

の
被

害
は

な
く

、
ま

た
そ

の
情

報
も

な
か

っ
た

た
め

か
、

比
較

的
落

ち
着

い
て

い
た

・
5

月
連

休
明

け
く

ら
い

に
4

ユ
ニ

ッ
ト

に
戻

す

ス
タ

ッ
フ

の
確

保

・
震

災
当

日
に

勤
務

し
て

い
た

30
人

の
ス

タ
ッ

フ
は

、
数

日
間

そ
の

ま
ま

泊
ま

り
詰

め
・

ユ
ニ

ッ
ト

の
和

室
な

ど
で

寝
泊

ま
り

し
て

い
た

・
連

絡
も

遮
断

さ
れ

て
い

る
た

め
、

家
族

の
安

否
確

認
も

で
き

な
い

状
況

が
続

い
た

・
ス

タ
ッ

フ
の

安
否

確
認

に
10

日
く

ら
い

か
か

る
。

そ
の

頃
か

ら
少

し
ず

つ
職

員
が

来
ら

れ
る

よ
う

に
な

っ
た

・
し

ば
ら

く
は

流
動

的
な

シ
フ

ト
で

動
か

し
た

・
関

東
ユ

ニ
ッ

ト
ケ

ア
推

進
協

会
、

日
本

看
護

師
協

会
な

ど
か

ら
の

人
的

支
援

（
介

護
士

、
看

護
師

）
あ

り
・

被
災

10
日

後
く

ら
い

か
ら

人
的

支
援

が
始

ま
り

、
ス

タ
ッ

フ
を

休
ま

せ
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

・
80

人
の

ス
タ

ッ
フ

の
う

ち
26

人
く

ら
い

の
家

が
全

壊
。

半
数

以
上

の
ス

タ
ッ

フ
の

家
が

全
半

壊
し

て
い

る
状

況

通
所

・
訪

問
利

用
者

へ
の

対
応

・
当

日
の

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

利
用

者
（

16
人

）
を

し
ば

ら
く

受
け

入
れ

る
・

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

の
利

用
者

が
全

員
帰

宅
で

き
た

の
は

一
週

間
後

く
ら

い
・

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

は
5

月
連

休
明

け
頃

か
ら

再
び

サ
ー

ビ
ス

開
始

・
最

初
は

5
～

6
名

の
利

用
で

、
避

難
所

に
も

送
迎

し
て

い
た

・
現

在
は

定
員

の
90

％
く

ら
い

の
利

用
率

。
新

規
の

利
用

者
が

多
い

物 資 の 確 保

食
糧

・
水

・
備

蓄
は

3
日

分
（

入
居

者
＋

ス
タ

ッ
フ

合
わ

せ
て

）
が

地
下

厨
房

お
よ

び
各

ユ
ニ

ッ
ト

に
あ

っ
た

・
1

箇
所

に
集

め
て

量
を

確
認

し
て

か
ら

分
配

す
る

・
被

災
翌

日
か

ら
、

喫
茶

ス
ペ

ー
ス

で
カ

セ
ッ

ト
コ

ン
ロ

を
使

用
し

て
調

理
し

、
1

日
2

食
の

食
事

を
提

供
・

お
に

ぎ
り

、
パ

ン
、

お
か

ず
2

品
、

フ
ル

ー
ツ

な
ど

・
近

所
の

カ
マ

ボ
コ

屋
（

工
場

）
か

ら
の

食
料

援
助

や
、

黒
川

に
あ

る
母

体
施

設
か

ら
の

支
援

物
資

も
届

き
始

め
る

・
3

月
22

日
に

委
託

業
者

の
日

清
食

品
に

よ
る

流
通

・
調

理
が

再
開

。
汁

物
の

提
供

も
可

能
に

な
る

・
4

月
2

日
に

厨
房

で
の

調
理

が
再

開
・

4
月

13
日

か
ら

通
常

の
献

立
（

3
回

食
）

と
な

る

医
薬

品
・

特
に

不
足

し
た

も
の

は
な

い
・

定
期

薬
は

嘱
託

医
が

早
め

に
動

い
て

く
れ

た

介
護

用
品

・
オ

ム
ツ

等
の

ス
ト

ッ
ク

は
あ

っ
た

・
本

体
施

設
か

ら
の

支
援

も
あ

り
、

特
に

不
足

し
た

も
の

は
な

い

日
用

品
・

毛
布

や
布

団
は

母
体

施
設

か
ら

支
援

そ
の

他
 

居
場

所
の

確
保

・
大

津
波

警
報

が
出

た
が

、
と

く
に

避
難

な
ど

行
わ

ず
、

施
設

に
待

機
・

震
災

後
、

入
居

者
4

ユ
ニ

ッ
ト

を
3

ユ
ニ

ッ
ト

に
集

約
・

リ
ビ

ン
グ

内
に

ベ
ッ

ド
を

入
れ

る
な

ど
し

て
対

応
・

シ
ョ

ー
ト

、
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
利

用
者

と
の

混
合

は
せ

ず
・

5
月

連
休

明
け

に
通

常
通

り
の

4
ユ

ニ
ッ

ト
に

戻
す

【
施

設
図

】

9）
復

旧
か

ら
こ

れ
か

ら
に

向
け

て
の

取
り

組
み

、
今

回
の

震
災

を
踏

ま
え

て
の

課
題

、
高

齢
者

施
設

の
あ

り
方

に
つ

い
て

1
階

平
面

図
地

下
1

階
平

面
図
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宮城県牡鹿郡女川町

27 女川町老人保健施設介護老人保健施

対象施設

概要

位置

被害・復旧の経過整理

　当初より津波の襲来を想定しており、病院とともに海抜 16m の高台に建設された。震災当日は１階床面より
約 2 ｍの高さまで浸水があり、１階が壊滅的な被害を受けた。別棟のエネルギーセンターも同様に被災したため、
一切の電力供給が無くなり給水ポンプも止まった。非常用電源が機能したのは初日のみ。しばらくはローソクで
の生活。仮設電源設置後も空調は動いていない。3 月 25 日以降、仮設電源により水をタンクに溜めることがで
きたが、4 月 7 日の余震で高架水槽が破損し、再び断水。飲料水は備蓄のペットボトルと漁港で使われるスカイ
タンクを仮設置し、人力で汲み上げ使用した。4 月 15 日以降は浄水場から仮説水道管の敷設により通水。町の
NTTが被災したため外部への連絡手段は一切なく、最初に繋がったのは3月20日頃。その間の情報はラジオのみ。
4 月 22 日に病院の代表電話が開通した。

期間 発災直後 ～ 24 時間 ～ 72 時間 ～１週間 ～２週間 ～ 1 か月 ～ 3 か月 ～半年
構造体 ○

非構造部材 ○
家具備品 ○
主要諸室 1 階 ×

受水 ○／ × 停電 △ 2 週間後 ○ 22 日後
排水 × 停電 ○ 22 日後
受電 × △電源車 ○ 22 日後
ガス

給水設備 ○／ × 停電 △
給湯設備 × 停電 ○ 22 日後
排水設備 × 停電 ○ 22 日後
電気設備 × × × × × × × ×

照明 × 停電 △電源車 ○
コンセント × 停電 △電源車 ○
通信設備 × 携帯・9 日後 固定・35 日後
空調設備 × × × × × × × ○夏以降
安否確認
入所者 ○
通所者 ○
職員 △ △ △ △
応援

食糧・水 △備蓄 △備蓄 △備蓄 ○支援物資
介護医薬品 ○備蓄 ○備蓄 ○備蓄 ○支援物資

日用品 ○支援物資
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老健正面　右に病院俯瞰　正面が老健、左に病院。奥の湾が女川港

外壁の損傷　パネルのへこみは流されてきた車によるもの老健、病院のエネルギーセンター

1 階事務エリア　震災当日は全什器が浸水被害を受けた2 階食堂　避難所として利用されていた

破損したガラスの応急措置としてケイカル板を嵌込震災時唯一確保されていた非常用電源（分電盤を改造）
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調
査

日
時

20
11

年
9

月
22

日
対

応
者

参
事

、
看

護
師

長
調

査
員

名
（

※
：

記
録

者
）

橘
弘

志
、

三
浦

雅
博

※
 

１
）

施
設

概
要

施
設

種
別

老
人

保
健

施
設

開
設

年
19

99
年

定
員

50
人

併
設

施
設

通
所

リ
ハ

ビ
リ

（
10

人
）、

運
営

母
体

の
異

な
る

社
会

福
祉

協
議

会
が

運
営

す
る

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

、
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
、

心
身

障
害

者
（

児
）

デ
イ

ル
ー

ム
。

町
立

病
院

（
一

般
50

床
、

療
養

48
床

）
に

隣
接

。
階

数
地

上
3

階
構

造
種

別
RC

造
設

計
施

工

立
地

の
特

徴
・

宮
城

県
急

傾
斜

崩
壊

対
策

事
業

と
し

て
斜

面
を

造
成

し
、

病
院

・
福

祉
施

設
を

建
設

・
地

盤
高

は
津

波
を

想
定

し
、

海
抜

16
m

に
設

定
。

女
川

町
中

心
部

お
よ

び
女

川
港

を
見

下
ろ

す
ロ

ケ
ー

シ
ョ

ン
・

建
設

当
初

、
病

院
が

丘
の

上
に

あ
る

の
は

不
便

と
の

住
民

の
声

が
聞

か
れ

た

5）
設

備
の

被
害

状
況

給 排 水 設 備

給
水

水
道

（
町

水
）

給
水

方
式

高
置

タ
ン

ク
方

式
受

水
槽

の
位

置・
容

量
高

架
水

槽
（

5t
×2

）

被
害

状
況

・
対

応
・

地
震

に
よ

る
設

備
被

害
は

な
し

。
津

波
に

よ
る

電
源

喪
失

に
よ

り
ポ

ン
プ

が
作

動
し

な
く

な
る

・
3/

25
日

に
仮

設
電

源
に

よ
り

水
槽

に
ポ

ン
プ

ア
ッ

プ
し

、
水

洗
ト

イ
レ

も
一

部
使

用
可

能
に

な
る

・
4/

7
日

の
余

震
で

高
架

水
槽

が
損

傷
し

再
び

断
水

。
4/

15
日

に
浄

水
場

か
ら

仮
設

水
道

管
敷

設
に

よ
り

通
水

開
始

給
湯

電
気

被
害

状
況

・
対

応
・

オ
ー

ル
電

化
の

た
め

電
源

喪
失

に
よ

り
給

湯
で

き
ず

・
入

浴
は

名
古

屋
・

山
形

な
ど

か
ら

入
浴

車
が

支
援

に
来

て
く

れ
た

・
飲

食
用

の
湯

は
カ

セ
ッ

ト
コ

ン
ロ

等
を

使
用

。
給

湯
機

能
の

回
復

は
5

月
の

連
休

明
け

排
水

浄
化

槽

被
害

状
況

・
汚

水
は

浄
化

槽
に

依
っ

て
い

た
が

、
電

気
が

な
い

た
め

機
能

し
な

か
っ

た
・

浄
化

槽
の

マ
ン

ホ
ー

ル
の

上
に

テ
ン

ト
を

張
り

、
仮

設
ト

イ
レ

を
作

っ
て

し
の

い
だ

・
汚

物
が

溜
ま

っ
て

き
た

ら
汲

み
取

る
。

バ
キ

ュ
ー

ム
車

は
石

巻
か

ら
。

石
巻

の
浄

化
処

理
機

能
が

低
く

望
ん

だ
回

数
は

来
て

も
ら

え
な

か
っ

た
。

・
ト

イ
レ

の
使

用
を

抑
え

る
た

め
職

員
は

ビ
ニ

ー
ル

の
上

に
紙

オ
ム

ツ
を

敷
き

排
泄

、
焼

却
処

分
に

す
る

こ
と

も

電 気 設 備

受
変

電
設

備
の

位
置

別
棟

エ
ネ

ル
ギ

ー
セ

ン
タ

ー
（

地
上

2
階

建
）

非
常

用
電

源
有

（
病

院
の

み
）

非
常

用
電

源
設

置
場

所
別

棟
エ

ネ
ル

ギ
ー

セ
ン

タ
ー

内

被
害

状
況

・
津

波
に

よ
り

機
能

停
止

。
非

常
用

電
源

が
機

能
し

た
の

は
初

日
の

み
・

燃
料

（
重

油
）

は
2

～
3

日
分

が
蓄

え
ら

れ
て

い
た

は
ず

。
エ

ネ
ル

ギ
ー

セ
ン

タ
ー

は
9/

22
日

時
点

復
旧

し
て

い
な

い
空 調 設 備

空
調

方
式

集
中

熱
源

電
気

被
害

状
況

・
震

災
以

降
稼

働
せ

ず
・

地
震

発
生

3
～

4
日

後
に

支
援

物
資

と
し

て
、

石
油

ス
ト

ー
ブ

や
毛

布
が

届
け

ら
れ

る

通 信 設 備

施
設

外
の

被
害

状
況

（
電

話
・

通
信

設
備

等
）

・
町

の
N

TT
が

被
災

し
た

た
め

、
一

般
電

話
、

衛
星

電
話

、
携

帯
電

話
（

各
社

）
と

も
不

通
・

外
部

へ
の

連
絡

手
段

は
一

切
な

し
。

最
初

に
繋

が
っ

た
の

は
au

（
3/

20
頃

）。
ド

コ
モ

は
復

旧
が

遅
か

っ
た

・
情

報
は

ラ
ジ

オ
の

み
。

役
場

機
能

の
復

旧
（

女
川

第
2

小
学

校
）

は
4

月
以

降
・

固
定

電
話

は
役

場
に

引
か

れ
た

も
の

か
ら

分
岐

し
、

4/
22

日
に

病
院

の
代

表
電

話
が

開
通

・
TV

は
3

月
18

日
の

電
源

車
に

よ
る

通
電

以
降

は
見

る
こ

と
が

で
き

た
が

、
衛

星
放

送
（

BS
）

の
み

施
設

内
の

被
害

状
況

（
ナ

ー
ス

コ
ー

ル
等

）
搬 送 設 備

Ｅ
Ｖ

リ
フ

ト
（

階
段

）

・
エ

レ
ベ

ー
タ

ー
は

地
震

発
生

と
と

も
に

停
止

・
入

所
者

の
移

動
は

ス
タ

ッ
フ

が
人

力
で

行
う

。

そ の 他
自然

エネ
ルギ

ーの
活用

等
（太

陽光
パネ

ル、
断熱

サッ
シ等

）

６
）

災
害

対
策

と
そ

の
効

果

物 資 の 備 蓄

震
災

前
想

定
日

数
・

食
料

の
備

蓄
は

2
～

3
日

分
（

病
院

・
老

健
合

わ
せ

て
）

・
備

蓄
倉

庫
が

1
階

に
あ

り
殆

ど
水

に
浸

か
る

。
真

空
パ

ッ
ク

や
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
で

あ
っ

た
た

め
洗

っ
て

使
用

2-
3

日
分

震
災

後
想

定
日

数
・

備
蓄

倉
庫

を
病

院
の

4
階

に
移

設
し

た
・

ス
タ

ッ
フ

分
は

各
部

署
ご

と
に

分
け

て
ス

ト
ッ

ク
し

て
い

る
 ―

日
分

避
難

訓
練

の
実

施
状

況
（

震
災

前
）

想
定

災
害

地
震

・
津

波
・

大
火

災
火

災
そ

の
他

想
定

規
模

大
規

模
広

域
災

害
単

体
施

設
災

害
・

事
故

訓
練

頻
度

備
考

・
年

2
回

（
病

院
主

体
1

回
、

老
健

主
体

1
回

）
必

ず
行

っ
て

い
た

・
そ

の
他

に
地

域
の

防
災

訓
練

へ
の

参
加

、
宮

城
県

防
災

訓
練

（
被

爆
医

療
訓

練
）

に
も

参
加

し
て

い
た

・
津

波
に

対
し

て
は

、
町

役
場

で
行

わ
れ

た
勉

強
会

（
東

北
大

学
今

村
教

授
講

演
）

に
役

職
者

が
参

加
し

て
い

た
・

防
災

マ
ニ

ュ
ア

ル
は

そ
れ

を
も

と
に

作
ら

れ
て

た
が

、
今

回
の

津
波

の
大

き
さ

は
想

定
外

。

今
後

の
避

難
訓

練

２
）

主
な

被
災

状
況

当
該

地
域

の
震

度
震

度
 

被
災

状
況

建
物

は
損

傷
無

津
波

の
状

況
・

津
波

が
病

院
の

地
盤

面
（

海
抜

16
m

）
か

ら
＋

1.
95

m
、

老
健

の
地

盤
面

か
ら

＋
2.

12
m

ま
で

達
す

る
・

町
の

記
録

上
は

14
.8

m
。

駐
車

場
の

自
動

車
す

べ
て

流
出

。
津

波
は

一
晩

中
押

波
・

引
波

を
繰

り
返

し
て

い
た

人
的

な
被

災
状

況
（

ス
タ

ッ
フ

、
入

居
者

）
・

死
者

：
職

員
2

名
（

産
休

1
名

、
非

番
1

名
）、

院
内

避
難

者
4

名
　

行
方

不
明

者
：

0
名

発
災

直
後

の
住

民
、

避
難

者
等

の
受

入
状

況

・
高

台
に

あ
り

町
民

が
多

数
避

難
し

て
く

る
・

被
災

当
日

は
63

5
名

（
病

院
患

者
31

名
、

老
健

入
所

者
44

名
、

職
員

14
0

名
、

一
般

避
難

者
43

8
名

）
・

翌
日

以
降

歩
け

る
人

は
総

合
体

育
館

（
町

の
指

定
避

難
所

）
に

移
っ

て
も

ら
う

（
老

健
機

能
は

病
院

に
集

約
）

・
歩

け
な

い
人

（
20

0
人

ほ
ど

）
は

病
院

内
に

留
ま

り
、

そ
の

後
老

健
施

設
を

福
祉

避
難

所
と

し
て

運
用

３
）

建
物

被
害

の
概

要
構

造
体

の
被

害
状

況
・

損
傷

な
し

非
構

造
部

材
の

被
害

状
況

（
サ

ッ
シ

ュ
、ド

ア
、天

井
、照

明
等

）

・
1

階
の

多
く

の
ガ

ラ
ス

が
割

れ
た

。
2、

3
階

は
石

膏
ボ

ー
ド

の
損

傷
と

数
枚

の
ガ

ラ
ス

が
割

れ
た

程
度

（
西

側
2

階
の

サ
ッ

シ
の

一
部

が
流

さ
れ

た
車

に
よ

っ
て

損
傷

）
・

地
震

の
被

害
は

4/
7

の
余

震
の

方
が

大
き

く
、

照
明

器
具

の
落

下
や

建
具

の
歪

み
、

は
ず

れ
等

が
発

生
し

た
家

具
・

什
器

備
品

の
被

害
状

況
（

棚
、

ベ
ッ

ド
、

車
い

す
等

）

・
1

階
に

置
い

て
あ

っ
た

車
椅

子
や

ス
ト

レ
ッ

チ
ャ

ー
が

海
水

（
汚

泥
）

を
か

ぶ
る

。
高

圧
洗

浄
機

で
洗

浄
し

て
使

用
・

車
い

す
の

不
足

分
は

病
院

か
ら

補
完

。
車

い
す

は
弁

護
士

事
務

所
か

ら
も

10
台

く
ら

い
寄

付
あ

り

使
用

不
可

に
な

っ
た

部
屋

・
1

階
全

室
損

壊
・

汚
損

４
）

被
害

の
状

況
（

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

）

水

停
止

の
有

無
有

復
旧

ま
で

の
期

間
35

日
後

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
震

災
直

後
は

送
水

ポ
ン

プ
が

動
い

て
い

た
た

め
、

急
い

で
浴

槽
な

ど
に

汲
み

置
き

す
る

・
エ

ネ
ル

ギ
ー

棟
が

被
災

。
ポ

ン
プ

ア
ッ

プ
で

き
ず

受
水

タ
ン

ク
内

に
あ

っ
た

水
を

使
い

切
る

と
出

水
で

き
な

く
な

る
・

高
架

水
槽

は
3/

25
以

降
、

仮
設

電
源

に
て

水
の

貯
水

が
可

能
と

な
る

。
ト

イ
レ

や
洗

い
物

用
と

し
て

使
用

・
4/

7
の

余
震

で
高

架
水

槽
が

破
損

し
再

び
断

水
。

4/
15

以
降

、
現

在
ま

で
浄

水
場

か
ら

仮
設

水
道

管
を

設
置

し
対

応
・

飲
料

水
の

備
蓄

は
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
と

、
漁

港
で

使
わ

れ
る

ス
カ

イ
タ

ン
ク

（
1.

5×
2.

5m
位

）
を

仮
設

置
し

、
そ

れ
に

給
水

し
人

力
で

汲
み

上
げ

た
（

給
水

は
民

間
の

協
力

が
得

ら
れ

た
）

電 気

停
止

の
有

無
有

復
旧

ま
で

の
期

間
22

日
後

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
エ

ネ
ル

ギ
ー

セ
ン

タ
ー

の
浸

水
に

よ
り

電
源

機
能

喪
失

・
自

家
発

電
は

稼
働

し
た

が
、

翌
日

の
朝

に
止

め
た

と
こ

ろ
、

そ
れ

以
降

機
能

し
な

く
な

っ
た

・
エ

ネ
ル

ギ
ー

セ
ン

タ
ー

は
現

在
（

9/
22

）
も

機
能

し
て

い
な

い
。

し
ば

ら
く

ロ
ー

ソ
ク

で
の

生
活

・
仮

復
旧

は
3/

18
以

降
、電

力
会

社
の

応
急

用
電

源
車

の
支

援
を

受
け

た
（

最
低

限
の

照
明

と
コ

ン
セ

ン
ト

利
用

の
み

）
・

4/
2

以
降

は
電

柱
か

ら
の

受
電

。
空

調
は

動
か

せ
ず

（
空

調
が

動
く

よ
う

に
な

っ
た

の
は

夏
に

入
っ

て
か

ら
）

ガ ス

停
止

の
有

無
無

復
旧

ま
で

の
期

間
　

ガ
ス

の
種

類
プ

ロ
パ

ン
ガ

ス
復

旧
ま

で
の

対
応

・
代

替
手

段
・

建
物

は
オ

ー
ル

電
化

（
一

部
厨

房
に

て
ガ

ス
を

使
用

）
の

た
め

影
響

は
少

な
か

っ
た
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８
）

外
部

か
ら

の
支

援

法
人

内
で

の
連

携
・

併
設

の
町

立
病

院
と

は
一

体
的

に
活

動

他
施

設
か

ら
の

支
援

・
全

老
健

か
ら

車
い

す
の

寄
付

あ
り

・
近

所
の

施
設

は
み

な
被

災
し

て
い

る
の

で
、

と
く

に
協

力
体

制
は

な
か

っ
た

・
仙

台
の

被
災

し
て

い
な

い
法

人
が

入
所

者
受

け
入

れ
の

申
し

入
れ

を
し

て
く

れ
た

医
療

機
関

と
の

連
携

・
10

/1
か

ら
の

移
管

先
で

あ
る

地
域

医
療

振
興

協
会

か
ら

医
師

、
看

護
師

、
介

護
士

等
、

物
資

両
面

の
人

的
支

援
が

行
  わ

れ
て

い
た

・
9

月
22

日
現

在
ま

で
継

続
中

・
透

析
が

必
要

な
方

、
妊

婦
の

方
、

重
篤

な
方

は
ヘ

リ
に

て
石

巻
日

赤
に

搬
送

（
4

名
ほ

ど
）

行
政

と
の

連
携

・
役

場
も

水
没

し
た

た
め

、
連

携
体

制
と

れ
ず

７
）

生
活

・
介

護
の

継
続

入
居

者
の

状
況

・
当

時
の

平
均

要
介

護
度

は
約

3.
5

・
震

災
時

44
名

の
入

所
者

が
お

り
、

う
ち

8
名

が
経

管
栄

養
・

通
所

リ
ハ

に
通

わ
れ

て
い

た
方

が
8

名
。

う
ち

3
名

は
そ

の
ま

ま
入

所
・

入
所

者
は

10
日

目
く

ら
い

ま
で

は
大

丈
夫

で
あ

っ
た

が
、

ス
ト

レ
ス

等
で

体
調

を
崩

さ
れ

た
方

が
何

名
か

い
た

・
4

人
部

屋
に

6
人

い
る

よ
う

な
状

態
で

、
環

境
が

激
変

し
た

た
め

不
穏

に
な

る
認

知
症

の
方

も
い

た
・

各
部

屋
に

ス
タ

ッ
フ

を
貼

り
つ

け
、

就
寝

時
も

一
緒

に
寝

る
な

ど
し

て
、

不
安

を
解

消
す

る
よ

う
に

努
め

た

ス
タ

ッ
フ

の
確

保

・
非

番
お

よ
び

産
休

中
の

ス
タ

ッ
フ

2
名

が
死

亡
・

ス
タ

ッ
フ

の
3

分
の

２
は

自
宅

が
流

出
。

民
間

ア
パ

ー
ト

や
仮

設
住

宅
で

生
活

し
て

い
る

状
況

・
当

日
は

勤
務

中
の

者
、

震
度

5
以

上
で

招
集

の
か

か
る

役
職

者
の

数
名

で
対

応
・

そ
の

後
日

ご
と

に
数

名
ず

つ
出

勤
し

て
き

た
。

震
災

後
退

職
し

た
者

も
数

名
い

る
・

ス
タ

ッ
フ

の
多

く
は

泊
ま

り
詰

め
だ

っ
た

・
地

域
医

療
振

興
協

会
か

ら
の

人
的

支
援

（
ス

タ
ッ

フ
の

派
遣

）
に

よ
り

多
少

余
裕

が
で

き
る

・
震

災
後

2
週

間
く

ら
い

し
て

か
ら

家
族

の
安

否
確

認
も

含
め

1
泊

2
日

～
2

泊
3

日
く

ら
い

で
帰

宅
し

て
も

ら
う

　（
人

的
支

援
が

開
始

さ
れ

、
ス

タ
ッ

フ
の

帰
宅

が
叶

う
よ

う
に

な
っ

た
の

は
3

～
4

日
後

）
・

10
月

1
日

以
降

、
運

営
が

地
域

医
療

振
興

協
会

に
移

管
さ

れ
る

・
移

管
に

際
し

数
名

の
退

職
者

は
い

る
が

、
ス

タ
ッ

フ
は

ほ
ぼ

そ
の

ま
ま

移
行

通
所

・
訪

問
利

用
者

へ
の

対
応

・
当

日
通

所
リ

ハ
ビ

リ
に

来
て

い
た

8
名

の
利

用
者

は
老

健
の

入
所

者
と

一
緒

に
避

難
者

と
し

て
受

け
入

れ
・

そ
の

う
ち

3
人

は
老

健
に

そ
の

ま
ま

入
所

・
通

所
リ

ハ
は

現
在

休
止

中
（

9
月

22
日

時
点

）

物 資 の 確 保

食
糧

・
水

・
食

料
や

水
は

数
日

分
の

備
蓄

が
あ

っ
た

・
1

階
に

備
蓄

し
て

い
た

た
め

津
波

に
浸

か
っ

た
が

、
パ

ッ
ク

さ
れ

て
い

た
た

め
洗

っ
て

使
用

・
カ

セ
ッ

ト
コ

ン
ロ

で
お

湯
を

わ
か

し
て

ア
ル

フ
ァ

米
な

ど
を

炊
く

・
病

院
の

オ
ペ

室
を

厨
房

代
わ

り
に

使
用

し
て

下
処

理
を

行
い

、
屋

外
で

炊
き

出
し

を
し

た
・

現
在

は
復

旧
済

み
・

3
～

4
日

後
に

は
、

食
料

・
水

・
毛

布
な

ど
の

支
援

物
資

が
届

き
始

め
た

医
薬

品
・

病
院

の
中

央
倉

庫
で

集
中

管
理

し
て

い
た

た
め

、
医

療
品

、
介

護
用

品
な

ど
は

備
蓄

が
あ

っ
た

・
3

～
4

日
後

か
ら

は
支

援
物

資
が

届
き

始
め

た
た

め
、

大
き

な
不

自
由

は
感

じ
な

か
っ

た
・

除
菌

用
ア

ル
コ

ー
ル

、
使

い
捨

て
手

袋
な

ど
が

不
自

由
な

く
使

え
た

・
あ

る
程

度
の

衛
生

状
態

が
維

持
で

き
感

染
性

胃
腸

炎
な

ど
お

こ
さ

ず
に

済
ん

で
い

る
（

他
の

避
難

所
で

は
数

人
い

た
）

介
護

用
品

・
震

災
時

は
ス

ト
ッ

ク
さ

れ
て

い
た

も
の

で
何

と
か

し
の

げ
た

・
そ

の
後

は
支

援
物

資
の

み
で

対
応

で
き

た
・

清
拭

は
濡

ら
し

た
タ

オ
ル

で
対

応
し

て
い

た
が

そ
の

後
、

デ
ィ

ス
ポ

の
介

護
タ

オ
ル

を
十

分
に

支
援

し
て

も
ら

え
た

日
用

品
・

毛
布

や
布

団
は

支
援

い
た

だ
い

た
も

の
を

そ
の

ま
ま

ス
ト

ッ
ク

し
て

い
る

そ
の

他
・

施
設

の
自

動
車

は
ほ

と
ん

ど
津

波
で

流
出

・
た

ま
た

ま
高

台
を

訪
問

中
の

車
と

車
検

中
の

車
が

2
台

残
っ

た
・

ガ
ソ

リ
ン

は
町

よ
り

支
給

さ
れ

る

居
場

所
の

確
保

・
地

震
発

生
後

、
全

入
所

者
44

名
お

よ
び

訪
問

リ
ハ

ビ
リ

10
名

を
2

階
の

食
堂

に
集

め
る

・
た

ま
た

ま
外

に
雪

が
降

っ
て

お
り

寒
か

っ
た

た
め

、
外

に
は

避
難

し
な

か
っ

た
た

め
助

か
っ

た
・

津
波

に
備

え
て

3
階

に
全

員
移

動
し

リ
ビ

ン
グ

で
一

晩
過

ご
す

・
翌

日
か

ら
は

老
健

機
能

を
病

院
に

集
約

す
る

こ
と

と
な

り
全

員
が

病
院

に
移

動
・

現
在

も
そ

の
ま

ま
病

院
内

に
滞

在
・

病
院

3・
4

階
を

老
健

と
し

て
改

修
工

事
中

【
施

設
図

】

9）
復

旧
か

ら
こ

れ
か

ら
に

向
け

て
の

取
り

組
み

、
今

回
の

震
災

を
踏

ま
え

て
の

課
題

、
高

齢
者

施
設

の
あ

り
方

に
つ

い
て

・
備

蓄
し

て
お

け
ば

よ
か

っ
た

と
特

に
思

う
も

の
は

ポ
ー

タ
ブ

ル
の

ト
イ

レ
（

と
に

か
く

ト
イ

レ
に

は
苦

労
し

た
）

1
階

平
面

図

2
階

平
面

図
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宮城県石巻市

特別養護老人ホーム28 おしか清心苑

対象施設

概要

位置

被害・復旧の経過整理

　石巻市の牡鹿半島の先端部分に位置する特別養護老人ホーム。高台に位置するため津波の被害からは免れた。
周辺は医療福祉ゾーンとなっており、市役所の支所や病院が立地。相互に連携をとり物資などをやりくりする。
入居者、職員の使用者なし。建物の被害もほとんどなし。近隣にある認知症高齢者グループホームの入居者 17
名と職員 6 名を受け入れる。
　ライフラインは断水が 2 か月、停電が 40 日。断水時には給水車で対応。電気は 3 月 24 日から施設全体で自
家発電機を一台設置し対応。優先順位を決めて電力を使う。空調の動力が電気のため使用不可。各ユニットに 1
台ずつ石油ストーブを設置するが、1 台では足りず、灯油の補充もできなかった。震災当初の食糧は、施設や支
所の備蓄、近隣住民からの支援によりまかなう。8 日後、自衛隊のヘリコプターでの支援物資搬送となる。

期間 発災直後 ～ 24 時間 ～ 72 時間 ～１週間 ～２週間 ～ 1 か月 ～ 3 か月 ～半年
構造体 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

非構造部材 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
家具備品 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
主要諸室 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

受水 ×/ ○受水 ×/ ○受水 ×/ ○受水 ×/ ○受水 ×/ ○受水 ×/ ○受水 ○
排水 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
受電 × × × × × × ○
ガス ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

給水設備 ○ /× 停電 ○ /× 停電 ○ /× 停電 ○ /× 停電 ○ /× 停電 ○ /× 停電 ○
給湯設備 ○ /× 停電 ○ /× 停電 ○ /× 停電 ○ /× 停電 ○ /× 停電 ○ /× 停電 ○
排水設備 ○ /× 停電 ○ /× 停電 ○ /× 停電 ○ /× 停電 ○ /× 停電 ○ /× 停電 ○
電気設備 ○ /× 停電 ○ /× 停電 ○ /× 停電 ○ /× 停電 ○ /× 停電 ○ /× 停電 ○

照明 ○ /× 停電 ○ /× 停電 ○ /× 停電 ○ /× 停電 ○ /× 停電 ○ /× 停電 ○
コンセント ○ /× 停電 ○ /× 停電 ○ /× 停電 ○ /× 停電 ○ /× 停電 ○ /× 停電 ○
通信設備 × × × × × × ○
空調設備 ○ /× 停電 ○ /× 停電 ○ /× 停電 ○ /× 停電 ○ /× 停電 ○ /× 停電 ○
安否確認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
入所者 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
通所者 － － － － － － －
職員 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
応援 － － － － － － －

食糧・水 △備蓄 △備蓄 △備蓄 △備蓄 △ △ ○
介護医薬品 △ △ △ △ △ △ ○

日用品 △ △ △ △ △ △ ○



16528 特別養護老人ホーム おしか清心苑

食堂の床にコンロを設置敷地周辺の状況

舞台上　天吊り金具のねじ抜けキャノピー軒裏　アルミスパンドレルの落下

仮眠室のガラスの割れ外部出入口　照明落下

屋上外壁の亀裂屋根瓦の破損

全て施設提供
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調
査

日
時

20
11

年
11

月
12

日
対

応
者

施
設

長
、

法
人

事
務

局
員

調
査

員
名

大
原

一
興

、
井

上
博

文

１
）

施
設

概
要

施
設

種
別

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
開

設
年

20
03

年
定

員
入

所
：

50
名

　
短

期
：

10
名

併
設

施
設

石
巻

市
鮎

川
在

宅
介

護
支

援
セ

ン
タ

ー

階
数

地
上

1
階

建
構

造
種

別
RC

造
設

計
　

施
工

　

立
地

の
特

徴
・

牡
鹿

半
島

の
先

端
に

位
置

し
、

医
療

福
祉

ゾ
ー

ン
と

な
っ

て
い

る

5）
設

備
の

被
害

状
況

給 排 水 設 備

給
水

水
道

・
給

水
車

・
併

用
給

水
方

式
圧

力
タ

ン
ク

方
式

受
水

槽
の

位
置・

容
量

16
t

被
害

状
況

・
対

応
・

外
に

仮
設

ト
イ

レ
を

つ
く

り
、

日
中

は
使

用
し

た

給
湯

　

被
害

状
況

・
対

応
・

自
衛

隊
が

風
呂

に
お

湯
を

い
れ

て
く

れ
た

。
・

4
月

か
ら

は
自

衛
隊

が
シ

ャ
ワ

ー
を

設
置

。
主

に
職

員
用

排
水

下
水

道

被
害

状
況

・
下

水
は

市
の

下
水

道
が

な
ん

と
か

流
せ

た
・

な
る

べ
く

紙
類

は
流

さ
な

い
よ

う
に

努
め

た

電 気 設 備

受
変

電
設

備
の

位
置

1
階

非
常

用
電

源
有

非
常

用
電

源
設

置
場

所
1

階

被
害

状
況

・
被

害
な

し

空 調 設 備

空
調

方
式

併
用

熱
源

電
気

被
害

状
況

・
被

害
な

し
・

停
電

の
た

め
使

用
不

可
・

暖
房

は
、

反
射

式
石

油
ス

ト
ー

ブ
を

5
つ

（
ユ

ニ
ッ

ト
に

ひ
と

つ
ず

つ
）

用
意

し
て

い
た

・
ユ

ニ
ッ

ト
に

ス
ト

ー
ブ

ひ
と

つ
で

は
十

分
で

は
な

か
っ

た
・

灯
油

は
す

ぐ
に

底
を

つ
く

の
で

不
便

を
感

じ
た

通 信 設 備

施
設

外
の

被
害

状
況

（
電

話
・

通
信

設
備

等
）

・
被

害
な

し
・

停
電

の
た

め
電

話
も

使
用

で
き

な
い

・
ド

コ
モ

の
移

動
ア

ン
テ

ナ
が

向
か

い
側

に
あ

る
病

院
に

設
置

さ
れ

る

施
設

内
の

被
害

状
況

（
ナ

ー
ス

コ
ー

ル
等

）

・
被

害
な

し
・

通
電

後
、

ナ
ー

ス
コ

ー
ル

の
不

具
合

が
あ

り
修

理
す

る
・

ナ
ー

ス
コ

ー
ル

等
は

停
電

の
た

め
に

使
え

な
い

搬 送 設 備

Ｅ
Ｖ

リ
フ

ト
（

階
段

）
・

風
呂

の
機

械
浴

が
途

中
で

止
ま

っ
た

（
地

震
時

に
入

浴
中

の
人

在
り

）

そ の 他
自然

エネ
ルギ

ーの
活用

等
（太

陽光
パネ

ル、
断熱

サッ
シ等

）

６
）

災
害

対
策

と
そ

の
効

果
物 資 の 備 蓄

震
災

前
想

定
日

数
・

備
蓄

の
入

れ
替

え
時

期
の

た
め

、
い

つ
も

よ
り

少
な

い
状

態
で

あ
っ

た
 2

日
分

震
災

後
想

定
日

数
・

ま
だ

備
蓄

の
見

直
し

ま
で

は
で

き
て

い
な

い
 2

日
分

避
難

訓
練

の
実

施
状

況
（

震
災

前
）

想
定

災
害

地
震

・
津

波
・

大
火

災
火

災
そ

の
他

想
定

規
模

大
規

模
広

域
災

害
単

体
施

設
災

害
・

事
故

訓
練

頻
度

2
カ

月
に

1
回

備
考

・
伝

言
ダ

イ
ヤ

ル
の

訓
練

も
毎

月
し

て
い

た
・

し
か

し
、

実
際

当
日

は
使

え
な

か
っ

た
・

消
防

署
も

流
失

し
て

し
ま

い
、

仮
設

と
な

っ
て

い
る

今
後

の
避

難
訓

練
・

今
ま

で
の

訓
練

は
全

く
役

に
立

た
な

か
っ

た
た

め
、

見
直

し
を

し
て

い
る

２
）

主
な

被
災

状
況

当
該

地
域

の
震

度
震

度
 

被
災

状
況

損
傷

無

津
波

の
状

況
・

津
波

被
害

な
し

人
的

な
被

災
状

況
（

ス
タ

ッ
フ

、
入

居
者

）
・

職
員

、
入

居
者

の
被

害
な

し
（

平
均

要
介

護
度

3.
9）

発
災

直
後

の
住

民
、

避
難

者
等

の
受

入
状

況
・

3
月

19
日

～
「

あ
ゆ

か
わ

の
郷

」
の

G
H

17
名

、
職

員
6

名

３
）

建
物

被
害

の
概

要
構

造
体

の
被

害
状

況
・

ほ
ぼ

無
し

非
構

造
部

材
の

被
害

状
況

（
サ

ッ
シ

ュ
、ド

ア
、天

井
、照

明
等

）

・
照

明
の

ず
れ

、
隅

入
り

の
ひ

び
が

数
カ

所

家
具

・
什

器
備

品
の

被
害

状
況

（
棚

、
ベ

ッ
ド

、
車

い
す

等
）

・
被

害
な

し

使
用

不
可

に
な

っ
た

部
屋

・
被

害
な

し

４
）

被
害

の
状

況
（

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

）

水

停
止

の
有

無
有

復
旧

ま
で

の
期

間
2

か
月

後

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
受

水
槽

に
水

道
ポ

ン
プ

車
が

き
て

給
水

し
て

く
れ

て
い

た
・

寒
さ

も
あ

り
、

受
水

槽
か

ら
水

を
施

設
内

へ
運

ぶ
こ

と
が

大
変

だ
っ

た

電 気

停
止

の
有

無
有

復
旧

ま
で

の
期

間
40

日
後

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
3

月
24

日
～

4
月

22
日

の
１

ヶ
月

レ
ン

タ
ル

の
自

家
発

電
（

苑
全

体
で

１
台

）
・

使
用

目
的

の
優

先
順

位
は

、
①

ミ
キ

サ
ー

　
②

照
明

　
の

順
で

使
用

。
次

に
洗

濯
機

ガ ス

停
止

の
有

無
無

復
旧

ま
で

の
期

間
　

ガ
ス

の
種

類
プ

ロ
パ

ン
ガ

ス
復

旧
ま

で
の

対
応

・
代

替
手

段
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８
）

外
部

か
ら

の
支

援

法
人

内
で

の
連

携
・

法
人

と
の

連
絡

は
9

日
後

に
と

れ
る

他
施

設
か

ら
の

支
援

・
医

療
福

祉
ゾ

ー
ン

に
あ

る
た

め
、

支
所

・
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
・

病
院

な
ど

と
毎

日
の

情
報

交
換

を
行

う
・

物
資

な
ど

も
や

り
く

り
で

き
た

医
療

機
関

と
の

連
携

・
医

療
福

祉
ゾ

ー
ン

に
あ

る
た

め
、

支
所

・
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
・

病
院

な
ど

と
毎

日
の

情
報

交
換

を
行

う
・

物
資

な
ど

も
や

り
く

り
で

き
た

行
政

と
の

連
携

・
医

療
福

祉
ゾ

ー
ン

に
あ

る
た

め
、

支
所

・
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
・

病
院

な
ど

と
毎

日
の

情
報

交
換

を
行

う
・

物
資

な
ど

も
や

り
く

り
で

き
た

７
）

生
活

・
介

護
の

継
続

入
居

者
の

状
況

・
半

島
の

先
端

に
位

置
す

る
が

、
高

台
の

た
め

津
波

の
被

害
は

な
い

・
利

用
者

も
津

波
な

ど
の

様
子

を
見

る
こ

と
が

な
か

っ
た

た
め

、
比

較
的

落
ち

着
い

て
い

た
よ

う
に

思
わ

れ
た

が
、

何
   

人
か

の
方

は
ラ

ジ
オ

の
情

報
に

動
揺

し
て

い
た

・
1

週
間

く
ら

い
は

入
居

者
の

家
族

と
も

ほ
と

ん
ど

連
絡

が
と

れ
な

か
っ

た
・

40
数

名
の

家
族

が
半

壊
以

上
。

家
族

も
避

難
所

を
転

々
と

し
て

い
る

た
め

連
絡

を
と

る
こ

と
が

難
し

か
っ

た
・

マ
ス

コ
ミ

で
あ

ろ
う

ヘ
リ

コ
プ

タ
ー

に
む

け
て

大
き

な
紙

に
「

全
員

無
事

」
と

書
い

て
出

す
が

駄
目

で
あ

っ
た

・
な

ん
と

か
家

族
へ

連
絡

し
よ

う
と

し
た

ス
タ

ッ
フ

の
確

保

・
出

勤
し

て
い

た
職

員
25

名
、

委
託

の
調

理
員

5
名

は
自

宅
へ

帰
る

こ
と

が
で

き
ず

・
上

記
の

職
員

は
3

月
中

は
施

設
内

で
宿

泊
状

態
だ

っ
た

。
4

月
か

ら
は

民
宿

を
借

り
上

げ
て

宿
泊

さ
せ

た
・

在
宅

介
護

支
援

セ
ン

タ
ー

職
員

が
訪

問
中

に
震

災
に

あ
い

3
日

間
戻

っ
て

く
る

こ
と

が
で

き
な

か
っ

た
・

石
巻

市
中

心
部

に
シ

ョ
ー

ト
ス

テ
イ

送
迎

中
の

職
員

が
帰

っ
て

こ
れ

ず
。

4
日

目
に

な
ん

と
か

戻
っ

て
き

た
・

半
島

の
た

め
道

路
が

遮
断

さ
れ

孤
立

状
態

・
自

宅
の

様
子

も
心

配
だ

が
見

に
行

く
こ

と
も

な
か

な
か

で
き

ず
ス

ト
レ

ス
が

た
ま

っ
て

い
た

・
通

え
な

く
な

っ
て

や
め

た
人

、
ま

た
臨

時
職

員
の

任
期

切
れ

で
3

月
末

で
や

め
た

人
が

数
名

・
震

災
が

原
因

で
辞

め
た

人
は

と
く

に
い

な
い

・
施

設
の

車
ま

で
集

団
出

勤

通
所

・
訪

問
利

用
者

へ
の

対
応

・
緊

急
シ

ョ
ー

ト
な

ど
の

ニ
ー

ズ
は

あ
っ

た
が

、
職

員
不

足
で

断
っ

た
こ

と
も

あ
る

物 資 の 確 保

食
糧

・
水

・
8

日
後

、
地

域
へ

自
衛

隊
の

ヘ
リ

コ
プ

タ
ー

で
の

物
資

搬
送

あ
り

・
支

所
や

家
族

や
地

域
か

ら
の

支
援

物
資

が
あ

っ
た

が
、

救
援

物
資

の
内

容
を

見
て

か
ら

献
立

を
考

え
た

・
肉

や
魚

は
３

ヶ
月

く
ら

い
来

な
か

っ
た

・
米

も
玄

米
を

支
給

さ
れ

た
が

、
電

源
が

な
い

の
で

精
米

機
が

使
え

な
い

・
近

く
の

養
鶏

場
か

ら
卵

を
わ

け
て

も
ら

う
・

1
日

2
食

で
お

か
ゆ

中
心

・
5

月
か

ら
献

立
を

た
て

日
常

へ
、

4
月

か
ら

は
お

に
ぎ

り
や

パ
ン

が
支

援
物

資
と

し
て

定
期

的
に

届
く

医
薬

品
・

向
か

い
側

に
病

院
が

あ
る

た
め

、
医

薬
品

は
調

達
可

能
で

あ
っ

た
・

病
院

に
は

自
家

発
電

が
あ

り
、

吸
引

な
ど

も
可

能
で

あ
っ

た
・

病
状

の
重

た
い

人
は

、
ド

ク
タ

ー
ヘ

リ
で

病
院

へ

介
護

用
品

・
支

所
が

隣
に

あ
っ

た
た

め
、

調
達

し
て

も
ら

う

日
用

品
・

支
援

物
資

（
町

の
店

舗
は

全
て

流
失

）

そ
の

他
・

半
島

の
た

め
道

路
が

遮
断

さ
れ

陸
の

孤
島

状
態

・
ガ

ソ
リ

ン
ス

タ
ン

ド
２

店
も

流
失

。
燃

料
入

手
困

難

居
場

所
の

確
保

【
施

設
図

】

9）
復

旧
か

ら
こ

れ
か

ら
に

向
け

て
の

取
り

組
み

、
今

回
の

震
災

を
踏

ま
え

て
の

課
題

、
高

齢
者

施
設

の
あ

り
方

に
つ

い
て

・
半

島
で

孤
立

状
態

に
な

っ
て

し
ま

う
の

で
、

安
全

な
道

路
の

確
保

が
必

要
・

こ
れ

か
ら

冬
に

な
り

道
路

が
凍

結
す

る
こ

と
が

心
配

・
PT

SD
に

対
し

て
の

精
神

的
な

ケ
ア

が
必

要
・

夜
間

に
地

震
が

起
こ

っ
た

ら
、

対
応

が
で

き
る

か
ど

う
か

心
配

・
認

知
症

の
人

が
30

人
く

ら
い

い
る

が
、

半
数

は
こ

の
自

体
を

わ
か

っ
て

い
な

い
の

で
は

な
い

か



168 第３章

宮城県石巻市

29 めだかの楽園小規模多機能型居宅介護

対象施設

概要

位置

被害・復旧の経過整理

　津波被害の大きかった石巻市の市街地にある小規模多機能型居宅介護。周辺地域は津波により壊滅的な被害を
受ける。当該施設も 1 階部分がすべて流される。震災前から津波を想定した避難訓練を実施。指定されている小
学校ではなく高台に避難。職員、利用者の死傷者無し。建物は津波より全壊、使用不可となる。
　高台への避難後は、中学校の体育館に避難。武道館で寝泊まりする。また、看取りの人には更衣室を使わせて
もらった。その後は、経営者の実家、知り合いの歯科、すぐに借りたアパート、上記の中学校に分かれて避難。
重度の人は施設へ避難してもらう。
　2011 年 7 月 11 日から別の場所で小規模多機能型居宅介護とデイサービスを再開。災害保険を掛けていたた
め再建可能となる。

期間 発災直後 ～ 24 時間 ～ 72 時間 ～１週間 ～２週間 ～ 1 か月 ～ 3 か月 ～半年
構造体 △ △ △ △ △ △ △ △

非構造部材 × × × × × × × ×
家具備品 × × × × × × × ×
主要諸室 × × × × × × × ×

受水 × × × × × × × ×
排水 × × × × × × × ×
受電 × × × × × × × ×
ガス × × × × × × × ×

給水設備 × × × × × × × ×
給湯設備 × × × × × × × ×
排水設備 × × × × × × × ×
電気設備 × × × × × × × ×

照明 × × × × × × × ×
コンセント × × × × × × × ×
通信設備 × × × × × × × ×
空調設備 × × × × × × × ×
安否確認 × × × × × × × ×
入所者 × × × × × × × ×
通所者 × × × × × × × ×
職員 × × × × × × × ×
応援 × × × × × × × ×

食糧・水 × × ×
介護医薬品 × × ×

日用品 × × ×



16929 小規模多機能型居宅介護 めだかの楽園

左がめだかの楽園（小規模多機能施設鉄骨造２階建て）、右手
にめだかの楽校（デイサービス木造 2 階建て）が見える

鉄骨造の当該施設以外は周辺はほとんど津波により流失さ
れている状態

めだかの楽園の１階部分は壁が無くなり、向こう側にめだ
かの楽校が見える

めだかの楽園の１階部分は壁が鉄骨のみ残されている状態

隣地にある運営者の自宅（鉄骨造）も、同様に 1 階の壁は
流されて消失している

めだかの楽校は、海側の集合住宅の存在により直接波にの
まれなかったため外形が残っている

新しく開設しているデイサービスの室内、震災関連の新聞
記事が貼られている

隣地にある運営者の自宅（鉄骨造）も、同様に 1 階の壁は
流されて消失している
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調
査

日
時

20
11

年
11

月
12

日
対

応
者

施
設

長
調

査
員

名
大

原
一

興
、

井
上

博
文

１
）

施
設

概
要

施
設

種
別

小
規

模
多

機
能

型
居

宅
介

護
開

設
年

定
員

25
人

併
設

施
設

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

階
数

地
上

2
階

構
造

種
別

鉄
骨

造
設

計
施

工

立
地

の
特

徴

・
石

巻
市

街
地

の
中

。
海

か
ら

20
0

ｍ
の

距
離

。
周

辺
の

木
造

家
屋

は
ほ

と
ん

ど
流

さ
れ

る
・

施
設

は
鉄

骨
造

の
ス

ケ
ル

ト
ン

だ
け

が
残

っ
て

い
る

・
こ

の
地

域
は

住
宅

地
と

し
て

再
興

さ
れ

ず
、「

鎮
魂

の
森

公
園

」
と

な
る

計
画

と
の

話

5）
設

備
の

被
害

状
況

給 排 水 設 備

給
水

給
水

方
式

受
水

槽
の

位
置・

容
量

被
害

状
況

・
対

応
・

津
波

に
よ

り
全

壊

給
湯

被
害

状
況

・
対

応

排
水

被
害

状
況

電 気 設 備

受
変

電
設

備
の

位
置

非
常

用
電

源
非

常
用

電
源

設
置

場
所

被
害

状
況

空 調 設 備

空
調

方
式

熱
源

被
害

状
況

通 信 設 備

施
設

外
の

被
害

状
況

（
電

話
・

通
信

設
備

等
）

施
設

内
の

被
害

状
況

（
ナ

ー
ス

コ
ー

ル
等

）
搬 送 設 備

Ｅ
Ｖ

リ
フ

ト
（

階
段

）

そ の 他
自然

エネ
ルギ

ーの
活用

等
（太

陽光
パネ

ル、
断熱

サッ
シ等

）

６
）

災
害

対
策

と
そ

の
効

果
物 資 の 備 蓄

震
災

前
想

定
日

数
・

各
部

署
に

用
意

 3
日

分

震
災

後
想

定
日

数
・

各
部

署
に

用
意

 ７
日

分

避
難

訓
練

の
実

施
状

況
（

震
災

前
）

想
定

災
害

地
震

・
津

波
火

災
そ

の
他

想
定

規
模

大
規

模
広

域
災

害
単

体
施

設
災

害
・

事
故

訓
練

頻
度

年
１

回
年

１
回

備
考

年
に

２
回

、
津

波
想

定
で

実
際

避
難

し
て

訓
練

今
後

の
避

難
訓

練

・
日

頃
か

ら
津

波
を

想
定

し
、

高
台

へ
の

避
難

訓
練

を
実

施
し

て
い

た
・

こ
の

地
域

の
避

難
所

は
平

地
に

あ
る

学
校

で
あ

っ
た

。
消

防
か

ら
は

近
く

の
学

校
へ

の
避

難
訓

練
を

進
め

ら
れ

て
い

た
が

、
平

地
へ

の
非

難
は

意
味

が
な

い
と

判
断

し
て

、
高

台
へ

の
避

難
訓

練
を

日
頃

か
ら

実
施

し
て

い
た

・
高

台
へ

の
避

難
は

ス
ム

ー
ズ

に
行

え
た

。
今

後
も

、
大

震
災

が
お

こ
っ

た
ら

高
台

へ
速

や
か

に
避

難
す

る
・

津
波

対
策

と
し

て
は

３
ｍ

を
想

定
し

て
い

た
の

で
、

２
階

に
い

け
ば

大
丈

夫
だ

と
思

っ
て

い
た

（
実

際
は

８
ｍ

）

２
）

主
な

被
災

状
況

当
該

地
域

の
震

度
震

度
７

被
災

状
況

全
壊

（
津

波
）

津
波

の
状

況
・

地
域

全
体

に
津

波
が

10
メ

ー
ト

ル

人
的

な
被

災
状

況
（

ス
タ

ッ
フ

、
入

居
者

）
・

な
し

発
災

直
後

の
住

民
、

避
難

者
等

の
受

入
状

況
・

避
難

所
に

て
、

利
用

者
と

周
り

の
人

々
を

支
援

３
）

建
物

被
害

の
概

要
構

造
体

の
被

害
状

況
・

1
階

部
分

は
鉄

骨
の

柱
の

み
残

り
、

他
は

流
さ

れ
た

。
2

階
部

分
も

水
に

つ
か

っ
て

い
る

非
構

造
部

材
の

被
害

状
況

（
サ

ッ
シ

ュ
、ド

ア
、天

井
、照

明
等

）

・
全

壊

家
具

・
什

器
備

品
の

被
害

状
況

（
棚

、
ベ

ッ
ド

、
車

い
す

等
）

・
全

壊

使
用

不
可

に
な

っ
た

部
屋

・
全

室

４
）

被
害

の
状

況
（

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

）

水

停
止

の
有

無
有

復
旧

ま
で

の
期

間
現

地
で

の
再

建
不

可
能

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
建

物
が

津
波

よ
り

全
壊

電 気

停
止

の
有

無
有

復
旧

ま
で

の
期

間
現

地
で

の
再

建
不

可
能

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
建

物
が

津
波

よ
り

全
壊

ガ ス

停
止

の
有

無
有

復
旧

ま
で

の
期

間
現

地
で

の
再

建
不

可
能

ガ
ス

の
種

類

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
建

物
が

津
波

よ
り

全
壊
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８
）

外
部

か
ら

の
支

援

法
人

内
で

の
連

携
・

法
人

自
体

が
被

災

他
施

設
か

ら
の

支
援

・
連

絡
会

か
ら

物
資

な
ど

の
支

援
・

連
絡

会
と

協
力

し
職

員
教

育
支

援
を

お
こ

な
っ

た

医
療

機
関

と
の

連
携

・
日

頃
か

ら
の

先
生

が
避

難
所

の
武

道
館

に
き

て
く

れ
、

看
取

り
を

行
っ

た
・

体
育

館
で

医
者

が
利

用
者

を
診

察
し

て
い

た
ら

、
他

の
人

も
診

て
も

ら
い

た
が

っ
て

人
の

列
が

で
き

た

行
政

と
の

連
携

・
一

部
行

き
場

の
な

い
利

用
者

の
受

け
入

れ
先

に
つ

い
て

相
談

・
手

配
を

行
政

が
し

て
く

れ
た

７
）

生
活

・
介

護
の

継
続

入
居

者
の

状
況

・
3/

11
、

小
規

模
多

機
能

型
居

宅
介

護
23

名
登

録
中

20
名

通
い

、
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
27

名
、

合
計

47
名

が
利

用
中

・
14

時
46

分
ご

ろ
、

送
迎

（
15

時
帰

宅
）

の
準

備
を

し
て

い
た

と
こ

ろ
に

発
災

・
す

ぐ
に

日
本

製
紙

の
ド

ー
ム

に
避

難
。

し
か

し
、

地
面

に
亀

裂
が

は
い

り
、

危
険

性
を

感
じ

る
・

す
ぐ

に
、

次
の

避
難

所
ク

ラ
ブ

に
移

動
し

た
が

、
そ

こ
で

も
耐

震
性

に
不

安
が

あ
り

、
二

手
に

分
か

れ
て

避
難

・
５

か
ら

６
名

横
山

歯
科

＋
胃

ろ
う

の
人

含
む

約
10

名
は

大
手

町
の

経
営

者
の

実
家

と
そ

の
向

か
い

の
ア

パ
ー

ト
に

・
そ

の
他

の
３

０
名

く
ら

い
は

、
門

脇
中

学
校

の
体

育
館

へ
避

難
・

体
育

館
は

基
本

は
板

張
り

な
の

で
、

畳
敷

き
の

武
道

館
を

使
わ

せ
て

も
ら

っ
た

（
体

育
館

に
は

全
員

で
42

0
人

い
た

）
・

看
取

り
の

人
は

更
衣

室
を

使
わ

せ
て

も
ら

っ
た

・
避

難
所

に
は

、
近

隣
の

精
神

科
デ

イ
ケ

ア
施

設
か

ら
患

者
が

避
難

し
て

き
た

・
大

声
を

上
げ

た
り

す
る

の
で

、
周

囲
の

人
た

ち
の

精
神

状
態

に
影

響
を

与
え

た

ス
タ

ッ
フ

の
確

保

・
ス

タ
ッ

フ
も

み
ん

な
で

逃
げ

た
が

、
避

難
後

、
毛

布
を

施
設

へ
取

り
に

帰
っ

た
5

名
が

津
波

に
あ

っ
た

・
し

か
し

、
12

日
3

名
、

14
日

1
名

、
15

日
1

名
戻

っ
て

き
て

全
員

無
事

で
あ

っ
た

・
70

名
い

た
職

員
は

30
名

く
ら

い
辞

め
た

通
所

・
訪

問
利

用
者

へ
の

対
応

・
経

営
者

の
実

家
、

知
り

合
い

の
歯

科
、

す
ぐ

に
借

り
た

ア
パ

ー
ト

、
門

脇
中

学
校

に
分

か
れ

て
避

難
・

そ
の

後
、

重
度

な
人

々
は

施
設

な
ど

へ
避

難
し

て
も

ら
っ

た
・

在
宅

で
過

ご
し

て
い

た
人

々
へ

は
、

訪
問

を
続

け
た

物 資 の 確 保

食
糧

・
水

・
最

初
は

避
難

所
に

も
水

が
ま

っ
た

く
と

い
っ

て
な

か
っ

た
・

震
災

時
、

九
州

に
い

た
経

営
者

が
、

酒
田

か
ら

水
を

運
ん

で
き

た
・

避
難

所
は

お
に

ぎ
り

ば
か

り
で

食
べ

に
く

か
っ

た
・

実
家

に
は

湧
水

が
わ

い
て

い
た

・
日

頃
は

都
市

ガ
ス

だ
が

プ
ロ

パ
ン

を
運

ん
で

調
理

し
た

・
食

材
は

避
難

所
で

調
達

し
、

実
家

へ
運

び
調

理
し

て
避

難
所

へ
運

ん
で

い
た

医
薬

品
・

最
初

は
全

く
な

か
っ

た

介
護

用
品

・
避

難
所

へ
の

物
資

や
連

絡
会

な
ど

の
仲

間
か

ら
の

支
援

日
用

品
・

避
難

所
へ

の
物

資
や

連
絡

会
な

ど
の

仲
間

か
ら

の
支

援

そ
の

他

居
場

所
の

確
保

・
20

11
年

7
月

11
日

か
ら

別
の

場
所

で
、

小
規

模
多

機
能

型
居

宅
介

護
と

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

を
再

開

【
施

設
図

】

9）
復

旧
か

ら
こ

れ
か

ら
に

向
け

て
の

取
り

組
み

、
今

回
の

震
災

を
踏

ま
え

て
の

課
題

、
高

齢
者

施
設

の
あ

り
方

に
つ

い
て

・
元

の
場

所
で

地
域

ご
と

住
め

る
こ

と
が

で
き

る
こ

と
が

理
想

で
あ

る
・

行
政

は
住

民
の

言
葉

を
よ

く
聞

い
て

ほ
し

い
・

津
波

を
良

く
知

る
利

用
者

の
言

葉
が

「
も

し
、

大
震

災
起

っ
た

ら
、

絶
対

に
津

波
を

見
な

い
で

ま
っ

す
ぐ

上
に

行
け

よ
」

と
言

っ
て

い
た

・
そ

こ
を

守
り

、
避

難
訓

練
を

し
て

、
実

際
無

事
に

逃
げ

る
こ

と
も

で
き

た
・

災
害

保
険

を
か

け
て

い
た

の
で

、
そ

う
し

て
い

な
か

っ
た

ら
再

整
備

も
考

え
ら

れ
な

か
っ

た
だ

ろ
う
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対象施設

概要

位置

被害・復旧の経過整理

　当日は入居 100 名とデイケア利用者 15 名。職員は 67 名勤務。震度 7 の地域に立地。周囲は田畑に囲まれた
田園地帯。建物の被害は軽微であったが、地盤沈下が激しく、それに伴い床下配管が損傷。居室内含めほとんど
の家具が転倒。幸いケガなど人的被害はなかった。断水 7 日間、停電 6 日間、ガスは安全確認のため 11 日間停止。
水は受水槽の水を使い切り、その後は給水車から給水。節水のため使い捨て食器にラップして対応。4/7 の余震
で再断水。3 日後復旧。トイレはポータブルを利用し、その都度スタッフが浄化槽に運搬して排出。居室は家具
散乱で使用が出来ず、また暖がとれないため利用者を食堂と廊下に集めてケア。3/25 まで継続。スタッフの勤
務も見直して対応。自宅が遠いスタッフは施設に宿泊しながら勤務にあたった。
　当日の食事は非常食で対応。法人での食料の調達のほか、自分たちで近所の農家から米や野菜を入手。利用者
の家族からも支援あり。翌日からは屋外にかまどをつくり、炊き出しの実施。3/22 まで継続。

期間 発災直後 ～ 24 時間 ～ 72 時間 ～１週間 ～２週間 ～ 1 か月 ～ 3 か月 ～半年
構造体 ○

非構造部材 ○
家具備品 △転倒多数 △ △ △ △ △ ○
主要諸室 × 家具転倒 × × × × × ○

受水 × × × ○ △断水 ○
排水 × × × × × × ○
受電 × × × ○ △停電 ○
ガス × × × × ○ ○

給水設備 × 配管破損 × 配管破損 × 配管破損 ○ △断水 ○
給湯設備 △ △ △ ○ △ ○
排水設備 × 配管破損 × 配管破損 × 配管破損 × × △ ○
電気設備 △ / 停電 △ / 停電 △ / 停電 ○ △停電 ○

照明 △ / 停電 △ / 停電 △ / 停電 ○ △ ○
コンセント △ / 停電 △ / 停電 △ / 停電 ○ △ ○
通信設備 △ / 停電 △ / 停電 △ / 停電 ○ △ ○
空調設備 △ / 停電 △ / 停電 △ / 停電 ○ △ ○
安否確認
入所者 ○
通所者 △ 休止 休止 休止 休止 休止 ○
職員 ○
応援

食糧・水 △ △ △ △ △ ○
介護医薬品 △ △ △ △ △ ○

日用品 △ △ △ △ △ ○
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敷地内での地盤被害施設建物正面玄関

廊下に入居者を集めての生活 ※家具転倒の状況（居室）※

施設職員によって行われたかまどの設置と炊き出し ※

※ 施設提供

ホールに入居者を集めての生活 ※

震災後設置された発電機備蓄・支援物資倉庫（震災後）
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調
査

日
時

20
11

年
12

月
８

日
対

応
者

施
設

長
、 

法
人

理
事

調
査

員
名

（
※

：
記

録
者

）
石

井
敏

※
 、

井
上

博
文

、
小

野
智

一

１
）

施
設

概
要

施
設

種
別

老
人

保
健

施
設

開
設

年
19

99
年

12
月

定
員

10
0（

う
ち

SS
３

）
＋

D
C1

5

併
設

施
設

母
体

：
医

療
法

人
財

団
弘

慈
会

「
石

橋
病

院
」

11
0

床
併

設
：

認
知

症
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

「
ま

い
は

あ
と

」
9

名
×3

ユ
ニ

ッ
ト

階
数

地
上

３
階

建
構

造
種

別
Ｒ

Ｃ
造

設
計

施
工

立
地

の
特

徴
・

高
速

の
Ｉ

Ｃ
近

く
。

周
囲

は
田

畑
。

田
園

地
帯

5）
設

備
の

被
害

状
況

給 排 水 設 備

給
水

水
道

給
水

方
式

加
圧

ポ
ン

プ
受

水
槽

の
位

置・
容

量
屋

外

被
害

状
況

・
対

応
・

上
下

水
道

の
床

下
配

管
が

損
壊

給
湯

ボ
イ

ラ
ー

被
害

状
況

・
対

応
・

入
浴

は
清

拭
で

対
応

・
3/

28
か

ら
通

常
入

浴
開

始

排
水

汲
み

取
り

式
（

浄
化

槽
は

設
置

済
み

）

被
害

状
況

・
床

下
で

配
管

が
断

裂
・

浄
化

槽
が

設
置

済
み

（
未

稼
働

）
だ

っ
た

た
め

、
ト

イ
レ

は
ポ

ー
タ

ブ
ル

を
使

用
・

ポ
ー

タ
ブ

ル
使

用
後

は
、

そ
の

都
度

ス
タ

ッ
フ

が
汚

物
用

バ
ケ

ツ
か

ら
浄

化
槽

に
運

ん
で

捨
て

て
い

た

電 気 設 備

受
変

電
設

備
の

位
置

2
階

 屋
上

部
非

常
用

電
源

有
 （

 ス
プ

リ
ン

ク
ラ

ー
用

 ）
非

常
用

電
源

設
置

場
所

2
階

 屋
上

部

被
害

状
況

・
被

害
な

し

空 調 設 備

空
調

方
式

集
中

＋
個

別
空

調
熱

源
電

気

被
害

状
況

・
被

害
な

し

通 信 設 備

施
設

外
の

被
害

状
況

（
電

話
・

通
信

設
備

等
）

・
災

害
時

優
先

電
話

が
あ

っ
た

が
気

付
か

な
か

っ
た

・
通

信
は

停
電

解
消

ま
で

で
き

な
か

っ
た

・
情

報
な

く
孤

立
し

た
状

況
だ

っ
た

施
設

内
の

被
害

状
況

（
ナ

ー
ス

コ
ー

ル
等

）

・
被

害
な

し

搬 送 設 備

Ｅ
Ｖ

リ
フ

ト
（

階
段

）

・
地

震
直

後
に

停
止

・
3

月
下

旬
に

復
旧

そ の 他
自然

エネ
ルギ

ーの
活用

等
（太

陽光
パネ

ル、
断熱

サッ
シ等

）
・

特
に

な
し

６
）

災
害

対
策

と
そ

の
効

果
物 資 の 備 蓄

震
災

前
想

定
日

数
・

乾
パ

ン
が

あ
っ

た
が

全
く

使
え

な
か

っ
た

（
利

用
者

の
状

況
に

対
応

で
き

な
い

）
・

パ
ン

の
缶

詰
は

よ
か

っ
た

。
ス

タ
ッ

フ
分

は
確

保
し

て
な

か
っ

た
 ３

日
分

震
災

後
想

定
日

数
・

乾
パ

ン
よ

り
ク

ラ
ッ

カ
ー

の
方

が
い

い
・

パ
ン

の
缶

詰
・

お
や

つ
（

甘
い

物
・

カ
ロ

リ
ー

が
摂

取
し

や
す

い
物

）
が

あ
っ

た
方

が
よ

い
と

思
っ

た
・

自
家

発
電

機
（

50
KV

A　
1/

3
の

電
力

ま
か

な
え

る
容

量
）

の
設

置
（

12
月

に
済

）
　

7日
分

避
難

訓
練

の
実

施
状

況
（

震
災

前
）

想
定

災
害

火
災

そ
の

他
想

定
規

模
単

体
施

設
災

害
・

事
故

訓
練

頻
度

半
年

１
回

備
考

・
消

防
立

ち
合

い
の

も
と

実
施

。
栗

原
市

に
は

は
し

ご
車

が
な

い
た

め
、

屋
外

避
難

が
前

提
と

な
る

今
後

の
避

難
訓

練

・
高

層
階

の
建

物
に

な
る

の
で

、
は

し
ご

車
が

必
要

・
市

域
の

消
防

署
に

は
、

は
し

ご
車

が
な

い
の

が
現

状
・

今
後

は
、

こ
の

地
域

で
起

こ
り

う
る

災
害

と
し

て
は

水
害

が
考

え
ら

れ
る

た
め

、
そ

の
時

の
対

処
法

を
十

分
に

検
討

  し
て

お
く

必
要

が
あ

る

２
）

主
な

被
災

状
況

当
該

地
域

の
震

度
震

度
 ７

被
災

状
況

一
部

損
壊

（
地

震
）

津
波

の
状

況
・

津
波

よ
る

被
害

な
し

人
的

な
被

災
状

況
（

ス
タ

ッ
フ

、
入

居
者

）

・
入

居
者

、
職

員
の

死
傷

者
な

し

発
災

直
後

の
住

民
、

避
難

者
等

の
受

入
状

況

・
施

設
側

か
ら

地
域

の
住

民
に

在
宅

居
住

困
難

者
の

受
入

を
周

知
・

3/
12

の
夜

に
近

く
に

住
む

独
居

の
人

（
全

盲
）

1
名

を
受

入
（

5
日

間
）

３
）

建
物

被
害

の
概

要

構
造

体
の

被
害

状
況

・
地

盤
沈

下
・

入
り

隅
に

ひ
び

非
構

造
部

材
の

被
害

状
況

（
サ

ッ
シ

ュ
、ド

ア
、天

井
、照

明
等

）
・

配
管

の
破

損

家
具

・
什

器
備

品
の

被
害

状
況

（
棚

、
ベ

ッ
ド

、
車

い
す

等
）

・
居

室
等

ほ
と

ん
ど

の
家

具
の

転
倒

使
用

不
可

に
な

っ
た

部
屋

・
居

室
は

家
具

転
倒

の
た

め
し

ば
ら

く
利

用
で

き
ず

４
）

被
害

の
状

況
（

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

）

水

停
止

の
有

無
有

復
旧

ま
で

の
期

間
７

日
後

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
受

水
タ

ン
ク

に
入

っ
て

た
分

は
す

ぐ
に

使
い

き
っ

た
・

そ
の

後
は

給
水

車
か

ら
バ

ケ
ツ

で
給

水
・

節
水

す
る

た
め

に
、

デ
ィ

ス
ポ

食
器

に
ラ

ッ
プ

を
し

て
使

っ
て

い
た

・
3/

18
夜

に
通

水
。

4/
7

再
断

水
。

4/
10

復
旧

電 気

停
止

の
有

無
有

復
旧

ま
で

の
期

間
６

日
後

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
3/

17
に

通
電

。
電

話
も

復
旧

。
以

降
も

し
ば

ら
く

は
ワ

ン
フ

ロ
ア

で
集

っ
て

暖
を

取
っ

て
い

た
・

4/
7

再
停

電
。

4/
10

復
旧

。
・

4/
9

に
病

院
が

リ
ー

ス
し

た
投

光
機

付
発

電
機

を
移

動

ガ ス

停
止

の
有

無
無

（
安

全
の

た
め

使
用

せ
ず

）
復

旧
ま

で
の

期
間

11
日

後
ガ

ス
の

種
類

プ
ロ

パ
ン

ガ
ス

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
安

全
確

認
が

で
き

な
か

っ
た

の
で

停
止

。
3/

22
か

ら
使

用
再

開
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８
）

外
部

か
ら

の
支

援

法
人

内
で

の
連

携
・

情
報

の
共

有
。

食
料

・
物

資
の

共
有

を
常

に
し

て
い

た

他
施

設
か

ら
の

支
援

・
自

施
設

の
運

営
が

軌
道

に
乗

っ
て

か
ら

支
援

に
回

る
・

3/
22

に
法

人
と

し
て

は
「

支
援

さ
れ

る
側

か
ら

支
援

す
る

側
へ

」
と

転
換

・
法

人
で

被
災

施
設

の
視

察
、

状
況

確
認

・
4/

30
か

ら
5/

24
ま

で
延

べ
9

名
、

陸
前

高
田

市
の

被
災

老
健

に
介

護
職

員
派

遣

医
療

機
関

と
の

連
携

・
母

体
の

石
橋

病
院

で
対

応

行
政

と
の

連
携

・
市

の
要

請
で

避
難

所
か

ら
4

名
受

入
・

県
や

自
衛

隊
か

ら
無

洗
米

や
ガ

ソ
リ

ン
、

灯
油

、
マ

ス
ク

等
が

届
い

た

７
）

生
活

・
介

護
の

継
続

入
居

者
の

状
況

・
当

日
の

利
用

者
の

平
均

年
齢

は
85

-8
6

歳
。

要
介

護
度

は
3.

5
・

地
震

時
は

、
お

や
つ

の
時

間
の

直
前

で
食

堂
に

集
ま

っ
て

い
た

・
幸

い
居

室
に

は
利

用
者

は
い

な
か

っ
た

た
め

、
家

具
転

倒
等

に
よ

る
け

が
人

は
い

な
か

っ
た

・
し

ば
ら

く
は

落
ち

着
か

な
い

様
子

だ
っ

た
が

そ
の

後
は

平
静

に
戻

る
・

以
降

、
余

震
対

応
の

た
め

、
利

用
者

は
食

堂
と

廊
下

に
集

め
て

ケ
ア

・
平

常
に

戻
る

ま
で

の
間

で
の

感
染

症
や

急
変

者
は

い
な

か
っ

た
・

寝
た

き
り

以
外

の
人

は
散

歩
な

ど
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
を

行
っ

た
り

し
て

気
分

転
換

を
は

か
る

・
上

記
を

3/
25

ま
で

継
続

・
震

災
1

カ
月

後
ま

で
に

3
名

死
亡

（
特

に
震

災
関

連
で

は
な

い
）

・
食

事
量

・
質

の
変

化
に

よ
り

、
利

用
者

の
体

重
は

か
な

り
減

っ
た

が
、

1
ヶ

月
で

も
ど

っ
た

・
現

在
の

待
機

者
90

名
ぐ

ら
い

（
実

人
数

は
10

名
程

度
か

）
で

大
き

な
変

化
は

な
い

ス
タ

ッ
フ

の
確

保

・
ス

タ
ッ

フ
85

名
。

当
日

勤
務

者
は

入
居

61
名

と
通

所
6

名
。

ス
タ

ッ
フ

2
名

は
自

宅
全

半
壊

・
広

い
ス

ペ
ー

ス
に

ま
と

ま
っ

て
ケ

ア
し

た
の

で
、

ケ
ア

し
や

す
か

っ
た

・
3/

11
夜

か
ら

夜
勤

者
増

員
。

3/
12

よ
り

勤
務

表
の

見
直

し
、

3
交

代
勤

務
、

夜
勤

5
名

体
制

・
デ

イ
ケ

ア
休

止
に

伴
い

リ
ハ

ビ
リ

ス
タ

ッ
フ

に
余

裕
が

生
じ

る
。

勤
務

に
入

っ
て

も
ら

い
3

交
代

で
対

応
・

服
務

規
程

で
は

震
度

5
以

上
で

出
勤

と
さ

れ
て

い
た

・
職

員
の

ガ
ソ

リ
ン

が
な

か
っ

た
。

自
転

車
通

勤
や

遠
い

人
は

宿
泊

し
な

が
ら

勤
務

に
当

た
っ

た
人

も
い

た
・

衛
生

管
理

に
は

気
を

つ
け

て
い

た
（

医
療

器
具

等
は

煮
沸

消
毒

）

通
所

・
訪

問
利

用
者

へ
の

対
応

・
デ

イ
の

利
用

者
は

夕
方

ま
で

に
家

に
戻

し
た

・
4/

25
に

再
開

物 資 の 確 保

食
糧

・
水

・
当

日
は

非
常

食
で

対
応

。
支

援
物

資
は

数
日

間
届

か
ず

・
法

人
で

食
料

は
確

保
（

買
い

出
し

等
）

し
た

が
、

他
に

施
設

自
体

で
米

・
野

菜
な

ど
は

近
所

の
農

家
か

ら
入

手
し

た
・

玄
米

を
仕

入
れ

て
、

農
家

で
精

米
し

て
も

ら
う

・
利

用
者

の
家

族
か

ら
も

食
料

が
届

い
た

（
登

米
・

栗
原

・
岩

手
の

花
泉

）
・

水
は

通
水

し
て

い
た

石
越

地
区

の
一

般
の

家
が

協
力

し
て

く
れ

て
、

相
当

量
い

た
だ

い
た

・
翌

日
か

ら
施

設
長

が
屋

外
に

か
ま

ど
を

作
り

、
炊

き
出

し
を

行
っ

た
（

ガ
ス

が
使

え
る

3/
22

ま
で

継
続

）
・

食
事

は
委

託
を

し
て

な
く

て
よ

か
っ

た
と

思
っ

て
い

る

医
薬

品
・

市
に

頼
ん

だ
が

来
な

か
っ

た
・

経
管

栄
養

等
は

量
を

減
ら

し
て

対
応

し
て

い
た

・
吸

引
は

電
気

が
使

え
ず

困
っ

た
が

、
タ

ッ
ピ

ン
グ

で
対

応
・

幸
い

皆
さ

ん
体

調
が

よ
か

っ
た

時
な

の
で

、
大

き
な

問
題

は
起

こ
ら

な
か

っ
た

介
護

用
品

・
オ

ー
ト

ク
レ

ー
ブ

が
破

損
。

医
療

器
具

は
熱

湯
消

毒
を

し
て

使
い

回
し

て
い

た

日
用

品
・

取
引

先
や

一
関

市
の

お
店

か
ら

直
接

仕
入

れ
る

・
そ

の
後

は
支

援
物

資
が

た
く

さ
ん

届
い

た
。

法
人

全
体

で
分

配
し

て
対

応

そ
の

他
・

ガ
ソ

リ
ン

の
入

手
は

緊
急

車
両

の
認

定
を

受
け

た
車

を
活

用
。

高
速

道
路

SA
で

購
入

・
公

用
車

の
ガ

ソ
リ

ン
は

確
保

で
き

て
た

・
か

ま
ど

の
薪

は
職

員
の

家
な

ど
か

ら
入

手
・

3/
19

職
員

へ
の

ガ
ソ

リ
ン

供
給

開
始

（
法

人
）。

遠
距

離
、

乗
り

合
わ

せ
な

ど
へ

の
対

応

居
場

所
の

確
保

・
余

震
が

続
い

て
た

の
で

、
部

屋
に

戻
さ

ず
通

所
・

シ
ョ

ー
ト

・
食

堂
の

広
い

ス
ペ

ー
ス

に
集

め
て

対
応

・
3/

28
ま

で
継

続

【
施

設
図

】

9）
復

旧
か

ら
こ

れ
か

ら
に

向
け

て
の

取
り

組
み

、
今

回
の

震
災

を
踏

ま
え

て
の

課
題

、
高

齢
者

施
設

の
あ

り
方

に
つ

い
て

・
地

元
業

者
と

の
繋

が
り

、
近

隣
住

民
と

の
繋

が
り

が
今

回
の

危
機

を
救

っ
て

く
れ

た
・

職
員

間
で

の
連

帯
感

は
増

し
た

・
合

計
30

00
万

円
程

度
の

被
害

。
国

庫
補

助
で

13
00

万
・

震
災

後
の

各
種

手
続

き
の

煩
雑

さ
（

利
用

者
含

め
）

が
問

題

2
階

平
面

図
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宮城県栗原市

特別養護老人ホーム31 うぐいすの里

対象施設

概要

位置

被害・復旧の経過整理

　震度７弱の激震に見舞われた宮城県北部の田園地域に立地する。3 年前の岩手・宮城内陸地震（M7.2）を教
訓に家具等の倒壊に備え、施設内の建物・設備の被害は壁に生じた軽微なクラック程度。
　1 週間にわたり停電し、停電に伴い給排水、ガスヒーポン（暖房）が停止したが、プロパンガスによる調理が
可能で、数日で役場からの支援物資も届き、食事提供に困らなかった。給排水の停止には、トイレ等の排水には
浴槽のたまり水（約 3t）で対応し、飲用水は近くの役場支所の給水車から確保した。なお地震直後から非常用
電話の通話、ドコモの携帯電話の通話は可能であった。また職員の通勤用ガソリンの不足には、泊まりがけの長
時間勤務のシフトを組み、通勤回数を減らすことで対処した。

期間 発災直後 ～ 24 時間 ～ 72 時間 ～１週間 ～２週間 ～ 1 か月 ～ 3 か月 ～半年
構造体 ○

非構造部材 ○
家具備品 ○
主要諸室 ○

受水 × × × ○
排水 ○
受電 × × × ○
ガス ○

給水設備 × × × ○
給湯設備 × × × ○
排水設備
電気設備 × × × ○

照明 × × × ○
コンセント × × × ○
通信設備 ○
空調設備 × × × ○
安否確認
入所者 ○
通所者 通所無し
職員 ○
応援 ○

食糧・水 ○
介護医薬品 ○

日用品 ○
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全景　特に被害はないグループホーム外観　特に被害はない

仮設ベッド特養内部　被害はほとんど見受けられない

水漏れをおこした受水槽自家発電装置　非常用のため油がすぐになくなった

舗装面が若干沈下　ほとんど気にならない庭　地震の痕跡
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調
査

日
時

20
11

年
10

月
12

日
対

応
者

事
務

長
調

査
員

名
（

※
：

記
録

者
）

三
浦

研
、

茂
木

聡
※

 

１
）

施
設

概
要

施
設

種
別

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
開

設
年

20
05

年
定

員
入

居
30

＋
シ

ョ
ー

ト
10

併
設

施
設

ケ
ア

ハ
ウ

ス
25

室
　

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
2

ユ
ニ

ッ
ト

18
室

、
知

的
障

害
者

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
5

室

階
数

地
上

1
階

構
造

種
別

RC
造

設
計

日
総

建
施

工
－

立
地

の
特

徴

・
栗

原
市

の
北

西
部

、
周

辺
は

農
地

に
囲

ま
れ

て
い

る
・

敷
地

は
市

か
ら

の
借

地
。

敷
地

隣
接

地
に

特
養

と
の

契
約

診
療

所
（

市
営

）
・

近
隣

に
市

分
庁

舎
が

あ
る

5）
設

備
の

被
害

状
況

給 排 水 設 備

給
水

水
道

給
水

方
式

受
水

漕
か

ら
ポ

ン
プ

圧
送

受
水

槽
の

位
置・

容
量

18
t

被
害

状
況

・
対

応

・
受

水
漕

の
連

結
部

分
か

ら
若

干
の

水
漏

れ
・

送
電

さ
れ

る
ま

で
使

用
不

可

・
停

電
時

に
給

湯
器

の
水

抜
き

を
し

な
か

っ
た

た
め

、
配

管
が

凍
結

し
て

亀
裂

が
入

る

給
湯

ガ
ス

瞬
間

湯
沸

か
し

器
（

局
所

）、
電

気
エ

コ
給

湯

被
害

状
況

・
対

応
・

ガ
ス

瞬
間

湯
沸

か
し

器
、

電
気

エ
コ

給
湯

は
停

電
の

た
め

使
用

不
可

・
水

抜
き

を
行

わ
な

か
っ

た
た

め
ガ

ス
瞬

間
湯

沸
か

し
器

の
配

管
が

凍
結

破
損

・
厨

房
及

び
カ

セ
ッ

ト
ガ

ス
コ

ン
ロ

に
よ

り
、

飲
用

の
お

湯
は

確
保

で
き

た

排
水

下
水

道

被
害

状
況

・
利

用
可

能
で

あ
っ

た

電 気 設 備

受
変

電
設

備
の

位
置

屋
外

非
常

用
電

源
有

 （
 消

防
法

上
の

設
備

で
あ

り
容

量
は

限
り

が
あ

る
。

ま
た

燃
料

も
２

～
３

時
間

分
の

み
 ）

非
常

用
電

源
設

置
場

所
屋

外

被
害

状
況

・
特

に
な

し

空 調 設 備

空
調

方
式

集
中

熱
源

Ｇ
Ｈ

Ｐ

被
害

状
況

・
停

電
の

た
め

、
使

用
が

で
き

な
か

っ
た

が
設

備
被

害
は

な
し

通 信 設 備

施
設

外
の

被
害

状
況

（
電

話
・

通
信

設
備

等
）

・
停

電
の

た
め

一
般

の
電

話
は

使
用

が
で

き
な

か
っ

た
・

非
常

用
と

し
て

設
置

し
て

い
た

ア
ナ

ロ
グ

電
話

お
よ

び
do

co
m

o
の

携
帯

電
話

が
使

用
可

能
・

設
備

の
被

害
は

無
し

施
設

内
の

被
害

状
況

（
ナ

ー
ス

コ
ー

ル
等

）
・

停
電

の
た

め
使

用
は

で
き

な
か

っ
た

・
設

備
の

被
害

は
無

し
搬 送 設 備

Ｅ
Ｖ

リ
フ

ト
（

階
段

）
・

設
備

の
設

置
無

し

そ の 他
自然

エネ
ルギ

ーの
活用

等
（太

陽光
パネ

ル、
断熱

サッ
シ等

）
・

設
備

の
設

置
無

し

６
）

災
害

対
策

と
そ

の
効

果
物 資 の 備 蓄

震
災

前
想

定
日

数
・

食
料

は
３

日
分

。
・

３
年

前
の

地
震

の
経

験
も

踏
ま

え
懐

中
電

灯
、

電
池

、
ガ

ス
コ

ン
ロ

、
カ

セ
ッ

ト
ボ

ン
ベ

を
用

意
 ３

日
分

震
災

後
想

定
日

数
・

今
回

の
震

災
で

も
３

日
分

の
食

料
で

対
応

で
き

た
の

で
今

後
も

食
料

は
3

日
分

で
よ

い
と

考
え

て
い

る
・

電
池

、
カ

セ
ッ

ト
ボ

ン
ベ

等
を

以
前

の
倍

を
準

備
。

各
ユ

ニ
ッ

ト
に

置
く

ヘ
ル

メ
ッ

ト
を

増
や

し
て

2
個

と
し

た
 ３

日
分

避
難

訓
練

の
実

施
状

況
（

震
災

前
）

想
定

災
害

大
火

災
火

災
そ

の
他

想
定

規
模

大
規

模
広

域
災

害
単

体
施

設
災

害
・

事
故

訓
練

頻
度

年
2

回
年

2
回

備
考

　

今
後

の
避

難
訓

練
・

以
前

と
同

様
に

行
う

・
地

震
対

策
で

危
険

な
の

は
火

災
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
地

震
に

特
化

し
た

避
難

訓
練

は
特

に
行

わ
な

い

２
）

主
な

被
災

状
況

当
該

地
域

の
震

度
震

度
 ７

弱
被

災
状

況
損

傷
無

津
波

の
状

況
・

被
害

な
し

人
的

な
被

災
状

況
（

ス
タ

ッ
フ

、
入

居
者

）
・

特
に

な
し

発
災

直
後

の
住

民
、

避
難

者
等

の
受

入
状

況

・
震

災
2

か
ら

3
日

後
、

市
か

ら
３

人
、

3/
25

に
沿

岸
地

区
の

被
災

施
設

か
ら

５
人

受
け

入
れ

た
・

空
室

へ
の

入
居

、
リ

ビ
ン

グ
へ

の
パ

ー
テ

ィ
シ

ョ
ン

設
置

、
1

人
部

屋
に

2
人

入
居

で
対

応
・

3
月

末
で

定
員

超
過

は
解

消
・

15
名

程
度

の
受

け
入

れ
は

可
能

で
あ

っ
た

が
5

名
以

上
の

要
請

は
な

か
っ

た

３
）

建
物

被
害

の
概

要
構

造
体

の
被

害
状

況
・

構
造

体
の

被
害

は
見

受
け

ら
れ

な
か

っ
た

。
建

物
周

囲
の

一
部

に
地

盤
沈

下
が

３
ｃ

ｍ
程

度
見

受
け

ら
れ

た
非

構
造

部
材

の
被

害
状

況
（

サ
ッ

シ
ュ

、ド
ア

、天
井

、照
明

等
）

・
内

部
間

仕
切

り
壁

の
数

カ
所

で
ク

ラ
ッ

ク
が

見
受

け
ら

れ
る

。
他

は
特

に
な

し
。

家
具

・
什

器
備

品
の

被
害

状
況

（
棚

、
ベ

ッ
ド

、
車

い
す

等
）

・
施

設
側

の
家

具
は

、
壁

に
固

定
さ

れ
て

い
て

転
倒

は
な

か
っ

た
・

内
部

に
入

っ
て

い
る

食
器

等
の

一
部

が
倒

れ
た

程
度

・
３

年
前

の
栗

駒
地

震
の

教
訓

に
よ

り
、

被
害

は
ほ

と
ん

ど
な

か
っ

た
使

用
不

可
に

な
っ

た
部

屋
・

無
し

４
）

被
害

の
状

況
（

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

）

水

停
止

の
有

無
有

復
旧

ま
で

の
期

間
6

日
後

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
水

道
は

数
日

で
復

旧
。

停
電

の
た

め
施

設
の

給
水

シ
ス

テ
ム

が
稼

働
し

な
か

っ
た

・
飲

料
水

は
近

接
の

市
支

所
に

ポ
リ

タ
ン

ク
で

も
ら

い
に

行
き

対
応

・
生

活
水

（
ト

イ
レ

、
洗

濯
）

は
大

浴
場

の
湯

船
（

３
t）

を
使

用
。

バ
ケ

ツ
を

各
ユ

ニ
ッ

ト
に

置
き

利
用

の
度

に
流

す
・

入
浴

は
加

熱
方

法
が

な
い

た
め

、
清

拭
の

み
の

対
応

。

電 気

停
止

の
有

無
有

復
旧

ま
で

の
期

間
6

日
後

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
照

明
は

懐
中

電
灯

（
各

ユ
ニ

ッ
ト

に
１

～
２

）
で

対
応

・
震

災
２

日
後

に
地

域
住

民
よ

り
小

型
発

電
機

の
貸

し
出

し
提

供
が

あ
り

・
暖

房
用

ブ
ル

ヒ
ー

タ
ー

（
地

域
か

ら
の

貸
し

出
し

）
で

暖
房

の
対

応
を

行
う

・
酸

素
吸

入
の

利
用

者
（

２
人

）
は

、
中

核
病

院
に

搬
送

し
た

ガ ス

停
止

の
有

無
有

復
旧

ま
で

の
期

間
当

日
ガ

ス
の

種
類

プ
ロ

パ
ン

ガ
ス

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
プ

ロ
パ

ン
ガ

ス
の

た
め

業
者

が
当

日
に

対
応

。
ガ

ス
設

備
に

問
題

の
な

い
こ

と
を

確
認

し
使

用
・

暖
房

は
Ｇ

Ｈ
Ｐ

の
た

め
、

電
気

が
復

旧
す

る
ま

で
使

用
で

き
な

か
っ

た
・

厨
房

は
利

用
が

で
き

、
食

事
の

提
供

が
で

き
た
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８
）

外
部

か
ら

の
支

援

法
人

内
で

の
連

携
・

法
人

内
他

施
設

に
お

い
て

も
被

害
は

少
な

く
、

各
施

設
ご

と
対

応
す

る
こ

と
と

し
た

他
施

設
か

ら
の

支
援

・
特

に
な

し

医
療

機
関

と
の

連
携

・
隣

接
地

に
医

療
施

設
が

あ
り

、
十

分
対

応
が

で
き

た
・

停
電

の
た

め
、

在
宅

酸
素

が
利

用
で

き
ず

、
数

名
の

入
院

を
お

願
い

し
た

行
政

と
の

連
携

・
隣

接
す

る
支

所
よ

り
定

期
巡

回
を

受
け

、
情

報
提

供
を

受
け

た
・

定
期

的
に

支
援

物
資

（
食

料
、

お
む

つ
、

ガ
ソ

リ
ン

な
ど

）
を

支
給

さ
れ

た

７
）

生
活

・
介

護
の

継
続

入
居

者
の

状
況

・
酸

素
吸

入
を

行
っ

て
い

た
入

居
者

２
人

は
病

院
に

搬
送

・
他

の
入

居
者

は
暖

房
が

効
か

な
い

た
め

、
寒

さ
対

策
と

し
て

、
厚

着
、

布
団

等
で

対
応

・
特

に
直

接
的

被
害

は
な

か
っ

た
・

夜
間

は
暗

い
こ

と
に

恐
怖

を
感

じ
る

入
居

者
も

い
た

が
、

夜
間

職
員

を
増

員
し

た
こ

と
も

あ
り

大
き

な
問

題
は

生
じ

な
か

っ
た

（
夜

間
職

員
の

増
員

は
通

勤
用

ガ
ソ

リ
ン

の
節

約
効

果
も

兼
ね

た
対

策
）

・
停

電
が

６
日

間
も

続
い

た
た

め
、

生
活

リ
ズ

ム
が

早
く

な
り

日
の

出
と

と
も

に
起

床
す

る
入

居
者

も
い

た

ス
タ

ッ
フ

の
確

保

・
周

辺
道

路
は

問
題

が
な

か
っ

た
た

め
、

ス
タ

ッ
フ

の
通

勤
ル

ー
ト

の
確

保
は

で
き

た
・

ス
タ

ッ
フ

の
自

宅
の

被
害

も
少

な
く

な
か

っ
た

・
通

勤
距

離
が

30
-4

0K
m

の
職

員
も

お
り

、
ガ

ソ
リ

ン
不

足
で

通
勤

に
支

障
を

き
た

す
ス

タ
ッ

フ
も

出
て

き
た

・
シ

フ
ト

を
変

更
し

泊
ま

り
が

け
の

勤
務

を
導

入
・

極
力

遠
距

離
通

勤
の

ス
タ

ッ
フ

が
通

勤
す

る
回

数
を

減
ら

す
こ

と
で

対
応

し
た

・
レ

ク
レ

ー
シ

ョ
ン

や
外

出
を

控
え

、
通

常
よ

り
も

手
が

か
か

ら
な

い
分

、
ス

タ
ッ

フ
を

休
ま

せ
る

こ
と

も
出

来
た

通
所

・
訪

問
利

用
者

へ
の

対
応

・
通

所
、

訪
問

介
護

は
行

っ
て

い
な

い
・

訪
問

者
へ

の
対

応
は

通
常

の
対

応
を

行
っ

た

物 資 の 確 保

食
糧

・
水

・
施

設
で

は
、

３
日

分
の

食
料

を
備

蓄
し

て
い

た
・

日
常

購
入

し
て

い
る

通
常

の
食

材
で

当
初

は
対

応
、

数
日

で
市

か
ら

支
援

物
資

が
届

い
た

・
施

設
ス

タ
ッ

フ
の

実
家

が
農

家
で

野
菜

等
を

持
ち

寄
っ

た
例

も
あ

っ
た

・
結

果
と

し
て

施
設

の
備

蓄
食

料
に

は
手

を
つ

け
ず

に
す

ん
だ

医
薬

品
・

診
療

所
及

び
薬

局
が

隣
接

し
て

い
る

た
め

、
十

分
な

対
応

が
行

わ
れ

た
・

不
足

し
た

薬
品

は
先

生
が

代
替

を
用

意
し

た
・

不
足

に
よ

り
切

迫
し

た
薬

品
は

な
し

介
護

用
品

・
日

常
購

入
し

て
い

る
業

者
が

対
応

し
た

・
支

援
物

資
も

早
い

段
階

で
支

給
さ

れ
た

日
用

品
・

支
援

物
資

が
届

け
ら

れ
た

た
め

問
題

な
か

っ
た

・
紙

お
む

つ
も

取
引

業
者

か
ら

3
か

ら
4

日
目

に
は

届
い

た

そ
の

他
 

居
場

所
の

確
保

・
震

災
の

た
め

外
部

か
ら

入
所

し
た

利
用

者
を

地
域

交
流

ス
ペ

ー
ス

で
受

け
入

れ
る

こ
と

も
出

来
た

が
、

ユ
ニ

ッ
ト

か
ら

離
れ

た
寂

し
い

場
所

で
あ

り
、

む
し

ろ
開

い
て

い
る

部
屋

や
、

共
同

生
活

室
の

一
角

を
パ

ー
テ

ィ
シ

ョ
ン

で
し

き
り

、
対

応
し

た

【
施

設
図

】

9）
復

旧
か

ら
こ

れ
か

ら
に

向
け

て
の

取
り

組
み

、
今

回
の

震
災

を
踏

ま
え

て
の

課
題

、
高

齢
者

施
設

の
あ

り
方

に
つ

い
て

・
情

報
が

い
ち

早
く

入
手

で
き

る
よ

う
対

策
を

考
え

た
い

・
衛

星
携

帯
電

話
、

高
性

能
ラ

ジ
オ

、
自

家
発

電
装

置
（

医
療

機
器

対
応

）
の

設
置

な
ど
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宮城県東松島市

特別養護老人ホーム32 矢本華の園

対象施設

概要

位置

被害・復旧の経過整理

　宮城県平野部の松島市内に位置する特別養護老人ホーム。デイサービス、認知症高齢者グループホーム、仮設
ケアホーム（知的精神障害）を併設。３月１１日の本震は震度６強。人的被害は建物内ではなし、休暇中の職員
１名がホームへ向かう途中で死亡。直接的な津波被害はないが、周辺の田・畑までは浸水。敷地には及ばなかっ
た。　
　構造体の被害はなく、天井や壁などの内装材にクラックが入り、照明など破損。雨樋の破損に伴う天井下漏水
あり。水道、電気などのライフランは数日にわたって停止したが、入居・入所系サービスは事業を継続できた。
地震直後、水の中を漕いできた地域住民35名を受け入れた。入所者・デイサービス当日利用者・スタッフも滞在し、
最大で 186 人がここで生活した。廊下や食堂なども寝場所として使用。

期間 発災直後 ～ 24 時間 ～ 72 時間 ～１週間 ～２週間 ～ 1 か月 ～ 3 か月 ～半年
構造体 ○

非構造部材 ○ / △ 未
家具備品 ○
主要諸室 ○

受水 × × × × ○ 10 日後
排水 ？
受電 × × × × ○ 10 日後
ガス ○

給水設備 ○ /× ○ /× ○ /× ○ /× ○
給湯設備 ○ /× ○ /× ○ /× ○ /× ○
排水設備 ○汲み取り無
電気設備 ○ /× 停電 ○ /× 停電 ○ /× 停電 ○ /× 停電 ○ 10 日後

照明 ○ /× 停電 ○ /× 停電 ○ /× 停電 ○ /× 停電 ○ 10 日後
コンセント ○ /× 停電 ○ /× 停電 ○ /× 停電 ○ /× 停電 ○ 10 日後
通信設備 ○ /× ○ /× ○ /× ○ /× ○ 7 日後　
空調設備 ○ /× 停電 ○ /× 停電 ○ /× 停電 ○ /× 停電 ○ 10 日後
安否確認
入所者 ○
通所者 △その場にいた人はすぐ確認できた。次の日に足で居る人宅へ連絡。居なかった人は連絡とっていない
職員 △ △ △ △ ○
応援

食糧・水 △備蓄 △備蓄 △備蓄 △ 3 日後から市の供給・法人関係から食材が届き始める
介護医薬品 △備蓄 △備蓄 ○ 3 日目に嘱託医・薬局から

日用品 △備蓄 △備蓄 △備蓄 ○ 5 日後に福祉用品屋から
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食堂で就寝（3 ／ 16）いこいの広場に集まって過ごす（3 ／ 17）

食事の様子デイサービススペース　寄り添って過す（3 ／ 16）

廊下で食事介助　ぎっしりと並べられたベッド（3 ／ 11）

食事介助の様子園前の田の様子（3 ／ 11）

全て施設提供
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調
査

日
時

20
11

年
9

月
26

日
対

応
者

副
園

長
調

査
員

名
（

※
：

記
録

者
）

新
澤

悦
夫

、
生

田
京

子
※

 

１
）

施
設

概
要

施
設

種
別

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
開

設
年

19
94

年
定

員
70

人
（

シ
ョ

ー
ト

16
人

）

併
設

施
設

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

35
人

／
日

、
在

宅
介

護
支

援
セ

ン
タ

ー
、

認
知

症
高

齢
者

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
９

人
仮

設
ケ

ア
ホ

ー
ム

（
8

月
開

設
、

2
年

間
　

知
的

精
神

障
害

9―
10

人
）

こ
れ

ま
で

大
き

な
改

修
工

事
は

し
て

い
な

い
階

数
地

上
1

階
構

造
種

別
RC

造
設

計
構

建
築

設
計

事
務

所
施

工
熊

谷
組

立
地

の
特

徴
・

海
岸

線
か

ら
２

km
、

自
衛

隊
松

島
基

地
近

く
、

田
園

地
帯

。
国

道
45

号
線

近
く

5）
設

備
の

被
害

状
況

給 排 水 設 備

給
水

水
道

給
水

方
式

ポ
ン

プ
直

送
方

式
受

水
槽

の
位

置・
容

量
25

㎥

被
害

状
況

・
対

応
・

土
間

配
管

か
ら

漏
水

給
湯

ボ
イ

ラ
ー

（
灯

油
）

被
害

状
況

・
対

応
・

地
下

タ
ン

ク
に

40
00

ｌ
程

度
残

量
有

り
・

近
接

す
る

福
祉

施
設

、
銀

の
星

（
被

災
・

引
越

し
た

）
か

ら
抜

い
て

補
給

・
水

道
復

旧
後

も
点

検
が

必
要

た
め

す
ぐ

に
は

使
え

な
い

。
・

点
検

は
3/

22
。

そ
の

後
、

ス
タ

ッ
フ

の
手

配
が

済
ん

だ
後

、
お

風
呂

に
入

れ
た

の
は

4
月

に
入

っ
て

か
ら

排
水

浄
化

槽

被
害

状
況

・
ト

イ
レ

は
水

が
流

れ
な

い
の

で
女

性
は

中
、

男
性

は
屋

外
・

洗
浄

水
は

お
風

呂
の

残
り

湯
や

、
雪

を
溶

か
し

た
、

農
水

路
か

ら
く

み
上

げ
た

水
に

て
確

保
・

仮
設

ト
イ

レ
が

15
日

に
設

置
さ

れ
た

が
使

用
開

始
は

17
日

に
な

っ
た

・
16

日
に

浄
化

槽
中

身
を

汲
み

取
っ

て
く

れ
た

電 気 設 備

受
変

電
設

備
の

位
置

屋
外

　
キ

ュ
ー

ビ
ク

ル
非

常
用

電
源

有
非

常
用

電
源

設
置

場
所

屋
外

被
害

状
況

・
非

常
用

電
源

は
ス

プ
リ

ン
ク

ラ
ー

用
。

そ
れ

を
使

う
発

想
は

な
か

っ
た

空 調 設 備

空
調

方
式

集
中

熱
源

ボ
イ

ラ
ー

被
害

状
況

・
暖

房
機

器
は

天
井

フ
ァ

ン
コ

イ
ル

及
び

床
暖

房
・

冷
温

水
発

生
器

は
1

日
中

は
動

か
し

て
い

な
い

。
温

水
が

漏
れ

た
と

い
う

こ
と

は
分

か
ら

な
い

・
温

風
が

来
な

い
と

こ
ろ

が
あ

っ
た

・
業

者
に

頼
ん

で
ホ

ー
ス

で
黒

い
水

を
出

し
て

復
旧

通 信 設 備

施
設

外
の

被
害

状
況

（
電

話
・

通
信

設
備

等
）

・
電

話
は

固
定

も
携

帯
も

使
用

不
可

。
3/

18
日

に
do

co
m

o
の

携
帯

が
復

旧

施
設

内
の

被
害

状
況

（
ナ

ー
ス

コ
ー

ル
等

）
・

ナ
ー

ス
コ

ー
ル

は
呼

出
し

だ
け

で
、

通
話

は
で

き
な

い
タ

イ
プ

。
機

器
の

被
害

は
な

か
っ

た

搬 送 設 備

Ｅ
Ｖ

リ
フ

ト
（

階
段

）
・

設
置

な
し

そ の 他
自然

エネ
ルギ

ーの
活用

等
（太

陽光
パネ

ル、
断熱

サッ
シ等

）
・

設
置

な
し

６
）

災
害

対
策

と
そ

の
効

果

物 資 の 備 蓄

震
災

前
想

定
日

数
・

厨
房

（
食

材
）

は
３

日
分

、
オ

ム
ツ

も
３

日
分

を
常

備
・

備
蓄

と
し

て
保

管
し

て
い

る
の

で
は

な
く

使
い

な
が

ら
貯

め
て

い
く

感
じ

だ
っ

た
 ３

日
分

震
災

後
想

定
日

数
・

備
蓄

建
物

１
棟

を
設

置
。

オ
ム

ツ
な

ど
は

そ
こ

に
５

日
分

ぐ
ら

い
確

保
・

発
電

機
２

台
を

確
保

 ５
日

分

避
難

訓
練

の
実

施
状

況
（

震
災

前
）

想
定

災
害

地
震

火
災

そ
の

他
想

定
規

模
大

規
模

広
域

災
害

単
体

施
設

災
害

・
事

故
訓

練
頻

度
年

１
回

年
3

回
備

考
・

火
災

、
夜

間
被

災
を

想
定

今
後

の
避

難
訓

練

・
津

波
想

定
の

避
難

訓
練

は
以

前
は

な
か

っ
た

。
津

波
を

想
定

し
た

時
、

ど
こ

に
逃

げ
ら

れ
る

か
疑

問
・

ベ
ッ

ド
・

車
椅

子
を

外
へ

持
ち

出
し

て
逃

げ
る

と
こ

ろ
ま

で
間

に
合

わ
な

い
・

ベ
ッ

ド
の

ジ
ャ

ッ
キ

ア
ッ

プ
、

一
番

海
か

ら
遠

い
部

屋
へ

動
か

す
ぐ

ら
い

し
か

で
き

な
い

と
思

っ
て

い
る

・
屋

上
に

逃
が

す
ス

ロ
ー

プ
な

ど
作

ろ
う

か
と

い
う

話
が

出
て

い
る

・
井

戸
の

掘
削

を
計

画
し

て
い

る

２
）

主
な

被
災

状
況

当
該

地
域

の
震

度
震

度
 ６

強
被

災
状

況
　

津
波

の
状

況
・

直
接

的
な

津
波

被
害

は
な

か
っ

た
・

徐
々

に
水

か
さ

が
増

え
、

周
辺

の
田

・
畑

は
浸

水
。

敷
地

に
は

及
ば

な
か

っ
た

人
的

な
被

災
状

況
（

ス
タ

ッ
フ

、
入

居
者

）
・

入
居

者
、

勤
務

中
の

職
員

の
死

傷
者

な
し

・
休

暇
中

の
1

名
が

こ
ち

ら
に

向
か

う
途

中
で

死
亡

発
災

直
後

の
住

民
、

避
難

者
等

の
受

入
状

況

・
地

震
直

後
、

水
の

中
を

漕
い

で
き

た
。

地
域

の
人

は
、

赤
ち

ゃ
ん

か
ら

お
年

寄
り

ま
で

35
名

　
・

施
設

か
ら

10
0m

付
近

に
避

難
所

が
あ

り
元

気
な

人
は

そ
ち

ら
へ

移
っ

て
も

ら
う

・
車

い
す

の
方

は
避

難
所

か
ら

こ
ち

ら
へ

来
た

・
同

法
人

の
G

H
あ

さ
ぎ

り
（

赤
井

）
が

被
災

し
、

そ
こ

の
9

人
も

避
難

し
て

く
る

・
最

大
18

6
人

が
こ

こ
で

生
活

。
避

難
者

は
食

堂
で

生
活

し
て

も
ら

う

３
）

建
物

被
害

の
概

要
構

造
体

の
被

害
状

況
・

被
害

な
し

（
専

門
家

が
チ

ェ
ッ

ク
し

た
）

非
構

造
部

材
の

被
害

状
況

（
サ

ッ
シ

ュ
、ド

ア
、天

井
、照

明
等

）

・
天

井
、

壁
に

ク
ラ

ッ
ク

（
仕

上
げ

材
）、

窓
・

サ
ッ

シ
は

問
題

な
し

・
雨

樋
も

れ
。

樋
下

が
壁

石
膏

ボ
ー

ド
割

れ
、天

井
漏

水
、壁

モ
ル

タ
ル

割
れ

、天
井

ケ
イ

カ
ル

板
落

下
、ス

プ
リ

ン
ク

ラ
ー

 キ
ャ

ッ
プ

は
ず

れ
、

壁
割

れ
。

天
井

下
が

り
、

天
井

ジ
プ

ト
ー

ン
汚

れ
、

天
井

イ
ア

ン
サ

ー
ト

抜
け

、
照

明
器

具
ア

ク
 リ

ル
割

れ
、

照
明

カ
バ

ー
は

ず
れ

、
エ

ア
コ

ン
カ

バ
ー

は
ず

れ
、

換
気

扇
カ

バ
ー

は
ず

れ
。

漏
水

に
よ

る
床

フ
ロ

ー
リ

 ン
グ

の
染

み
、

浴
室

タ
イ

ル
割

れ
、

ア
プ

ロ
ー

チ
タ

イ
ル

割
れ

、
犬

走
り

割
れ

、
ポ

ー
ル

基
礎

破
損

。
化

粧
看

板
は

ず
 れ

。
イ

ン
タ

ー
ロ

ッ
キ

ン
グ

沈
下

。
外

壁
コ

ー
ル

ド
ジ

ョ
イ

ン
ト

割
れ

。
外

壁
割

れ
。

軒
裏

ケ
イ

カ
ル

板
割

れ
、

軒
の

  照
明

器
具

落
下

。
・

建
物

、
壁

の
ひ

び
な

ど
、

修
復

し
て

い
な

い
が

、
運

用
上

の
支

障
は

な
し

・
見

積
50

0
万

、
ク

ラ
ッ

ク
な

ど
は

ま
だ

そ
の

ま
ま

家
具

・
什

器
備

品
の

被
害

状
況

（
棚

、
ベ

ッ
ド

、
車

い
す

等
）

・
家

具
は

全
て

固
定

・
家

具
の

転
倒

な
し

。
北

部
地

震
（

震
度

５
）

の
経

験
が

生
か

さ
れ

た

使
用

不
可

に
な

っ
た

部
屋

・
被

害
な

し

４
）

被
害

の
状

況
（

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

）

水

停
止

の
有

無
有

復
旧

ま
で

の
期

間
10

日
後

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
断

水
。

貯
水

し
て

い
る

水
は

殆
ど

な
く

、
市

の
浄

水
場

（
蛇

田
）

へ
水

を
も

ら
い

に
い

く
・

ト
イ

レ
は

水
が

流
れ

な
い

の
で

女
性

の
み

使
用

。
男

性
は

屋
外

・
ト

イ
レ

の
洗

浄
水

は
お

風
呂

の
残

り
湯

や
、

雪
を

溶
か

し
た

水
、

農
水

路
か

ら
水

を
く

み
上

げ
て

確
保

・
仮

設
ト

イ
レ

が
15

日
に

設
置

さ
れ

た
が

使
用

開
始

は
17

日
に

な
っ

た

電 気

停
止

の
有

無
有

復
旧

ま
で

の
期

間
9

日
後

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
市

に
交

渉
。

中
部

電
力

の
車

が
こ

の
施

設
ま

で
来

て
く

れ
て

3/
18

か
ら

あ
る

程
度

使
え

る
よ

う
に

な
っ

た
・

本
格

復
旧

は
3/

20
　

・
酸

素
と

吸
引

は
ポ

ー
タ

ブ
ル

発
電

機
を

借
用

し
対

応
。

発
電

機
は

ガ
ソ

リ
ン

不
足

の
た

め
使

用
を

限
定

・
ガ

ソ
リ

ン
は

優
先

的
に

供
給

さ
れ

た
分

と
、

動
か

な
い

車
か

ら
抜

い
て

確
保

ガ ス

停
止

の
有

無
無

復
旧

ま
で

の
期

間
　

ガ
ス

の
種

類
プ

ロ
パ

ン
ガ

ス
復

旧
ま

で
の

対
応

・
代

替
手

段
・

そ
の

日
か

ら
、

倒
れ

た
の

を
起

こ
し

て
使

用
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外
部

か
ら

の
支

援

法
人

内
で

の
連

携
・

あ
り

他
施

設
か

ら
の

支
援

・
東

松
島

に
は

３
つ

特
養

が
あ

り
、

そ
の

中
で

一
番

被
害

が
少

な
か

っ
た

・
こ

ち
ら

の
も

の
を

他
へ

持
っ

て
行

っ
た

医
療

機
関

と
の

連
携

・
嘱

託
医

は
、

自
分

の
と

こ
ろ

は
ま

だ
開

い
て

い
な

い
が

、
ち

ょ
く

ち
ょ

く
見

に
来

て
く

れ
た

・
１

人
老

衰
で

亡
く

な
ら

れ
た

・
酸

素
が

無
く

な
る

危
険

性
が

あ
り

、
供

給
量

は
1/

3
に

し
て

い
た

。
・

上
記

の
酸

素
の

人
は

医
師

が
見

て
「

な
く

て
も

大
丈

夫
」

と
い

う
判

断
が

あ
っ

た
・

吸
引

は
口

腔
清

拭
で

対
応

し
て

い
た

が
苦

し
そ

う
だ

っ
た

の
で

、
発

動
機

で
電

源
を

引
っ

張
っ

て
動

か
し

た

行
政

と
の

連
携

・
福

祉
避

難
所

設
置

指
定

協
定

（
H

21
.6

.2
9）

７
）

生
活

・
介

護
の

継
続

入
居

者
の

状
況

・
震

災
当

日
は

満
床

状
態

・
平

屋
の

た
め

、
ベ

ッ
ド

の
ま

ま
全

員
を

大
広

間
に

集
め

る
の

に
２

分
ぐ

ら
い

だ
っ

た
・

す
ぐ

全
員

の
安

全
が

分
か

っ
た

た
め

、
ス

タ
ッ

フ
会

議
に

３
時

半
か

ら
入

れ
た

。
・

個
室

は
い

や
が

る
。

み
ん

な
で

ま
と

ま
っ

て
寝

た
い

・
入

居
者

は
、

い
こ

い
の

部
屋

や
廊

下
に

ベ
ッ

ド
。

一
般

の
人

は
食

堂
で

雑
魚

寝
・

デ
イ

ス
ペ

ー
ス

に
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
と

G
H

あ
さ

ぎ
り

の
人

が
就

寝
・

３
月

い
っ

ぱ
い

そ
の

形
で

過
ご

し
た

・
3/

11
か

ら
暖

房
の

な
い

と
こ

ろ
で

オ
ム

ツ
替

え
が

難
し

く
、

普
段

の
４

回
か

ら
３

回
へ

減
ら

し
た

・
入

居
者

の
状

況
は

要
介

護
度

４
以

上
。

70
人

の
う

ち
50

人
に

認
知

症
が

あ
る

・
特

に
認

知
症

の
状

況
が

変
わ

っ
た

方
は

い
な

か
っ

た

ス
タ

ッ
フ

の
確

保

・
日

勤
帯

、
早

番
、

遅
番

、
全

員
い

た
　

・
超

過
勤

務
手

当
は

無
い

と
理

解
し

て
も

ら
っ

て
、

３
月

末
ま

で
は

全
員

こ
こ

に
寝

泊
ま

り
し

て
も

ら
っ

た
・

ガ
ソ

リ
ン

が
な

く
帰

宅
で

き
ず

、
家

が
流

失
し

た
職

員
も

い
た

。
ま

た
、

親
や

子
を

亡
く

さ
れ

た
ス

タ
ッ

フ
も

い
た

・
職

員
の

中
に

は
家

族
の

安
否

が
分

か
ら

な
い

ス
タ

ッ
フ

も
い

た
・

電
気

の
な

い
と

こ
ろ

で
調

理
や

介
護

難
航

。
食

事
時

間
は

１
時

間
早

め
た

・
４

月
か

ら
別

シ
フ

ト
。

４
月

か
ら

10
日

に
１

度
の

お
風

呂
で

我
慢

し
て

も
ら

っ
た

・
４

月
8

日
よ

り
福

祉
避

難
所

と
し

て
28

名
を

受
け

入
れ

た
。

5
月

は
多

少
の

変
則

勤
務

と
な

る
・

６
月

か
ら

完
全

平
常

復
旧

通
所

・
訪

問
利

用
者

へ
の

対
応

・
当

日
の

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

利
用

者
は

26
名

。
デ

イ
の

利
用

者
と

も
に

ス
タ

ッ
フ

も
こ

こ
に

滞
在

・
4/

11
に

１
１

名
で

デ
イ

ス
タ

ー
ト

・
６

月
か

ら
本

格
的

に
復

旧

物 資 の 確 保

食
糧

・
水

・
3/

11
以

後
、

ス
タ

ッ
フ

も
含

め
て

食
事

は
朝

晩
２

回
に

す
る

・
水

も
含

め
て

５
日

も
つ

備
蓄

が
あ

っ
た

。
た

ま
た

ま
金

曜
午

前
に

厨
房

に
食

材
が

入
っ

た
こ

と
も

あ
る

・
3/

16
か

ら
、

救
援

物
資

が
入

り
は

じ
め

る
・

電
気

の
な

い
と

こ
ろ

で
調

理
に

難
航

。
明

る
い

う
ち

の
食

事
介

助
お

い
う

こ
と

で
、

食
事

を
１

時
間

早
め

た

医
薬

品
・

３
日

目
に

、
嘱

託
医

と
接

触
で

き
、

薬
局

も
ス

タ
ッ

フ
が

い
た

の
で

薬
を

出
し

て
も

ら
っ

た

介
護

用
品

・
3/

16
日

に
福

祉
販

売
が

オ
ム

ツ
な

ど
持

っ
て

き
て

く
れ

た

日
用

品
・

特
に

備
蓄

さ
れ

て
な

か
っ

た
・

電
池

が
必

要
だ

っ
た

が
、

殆
ど

買
え

な
か

っ
た

。
市

役
所

で
５

本
貰

う
程

度
・

蝋
燭

は
使

わ
な

か
っ

た

そ
の

他
・

3/
12

日
夜

に
、

横
浜

か
ら

電
池

と
か

家
に

あ
る

物
を

持
っ

て
き

た
人

が
い

る
。

勇
気

づ
け

ら
れ

た

居
場

所
の

確
保

・
非

常
時

に
個

室
は

対
応

能
力

が
な

か
っ

た
。

不
安

か
ら

個
室

に
入

り
た

が
ら

な
い

・
多

床
室

の
方

が
少

な
い

ス
タ

ッ
フ

の
人

数
で

目
を

届
か

せ
ら

れ
る

。
本

人
達

も
だ

れ
か

と
一

緒
に

寝
た

が
っ

た
・

特
養

の
入

居
者

は
、

い
こ

い
の

部
屋

や
廊

下
に

ベ
ッ

ド
で

就
寝

・
一

般
の

人
は

食
堂

で
雑

魚
寝

・
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
と

G
H

あ
さ

ぎ
り

の
人

は
デ

イ
ス

ペ
ー

ス
で

就
寝

・
３

月
い

っ
ぱ

い
そ

の
形

で
過

ご
し

た

【
施

設
図

】

9）
復

旧
か

ら
こ

れ
か

ら
に

向
け

て
の

取
り

組
み

、
今

回
の

震
災

を
踏

ま
え

て
の

課
題

、
高

齢
者

施
設

の
あ

り
方

に
つ

い
て

・
構

造
物

と
し

て
平

屋
が

良
い

と
思

っ
た

。
２

階
・

３
階

・
EV

は
難

し
い

。
・

通
信

手
段

を
ど

う
確

保
し

た
ら

よ
い

か
。

中
央

に
情

報
が

伝
わ

ら
な

い
と

、
何

も
無

か
っ

た
こ

と
に

な
る

・
東

松
島

市
役

所
自

体
が

機
能

し
始

め
る

の
が

時
間

が
か

か
っ

た
。

・
こ

こ
で

は
市

役
所

ま
で

自
転

車
で

行
け

た
か

ら
、

何
人

い
る

か
連

絡
で

き
た

が
12

00
人

い
て

も
連

絡
で

き
な

い
高

校
と

か
も

あ
っ

た
・

自
分

の
と

こ
ろ

で
、

水
も

電
気

も
つ

く
れ

る
ほ

う
が

強
い

だ
ろ

う
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対象施設

概要

位置

被害・復旧の経過整理

　宮城県平野部の松島市内に位置するケアハウス。デイサービスを併設。３月１１日の本震は震度６強。人的被
害はなし。敷地が周辺より高台にあり、津波の直接的な被害はなし。
　構造体の被害はなく、内部の被害も特になし。地盤が 30 ㎝－ 40 ㎝落ちたため、アスファルトや入口タイル
の地割れが起きた。また雨水、排水、水道（一部）が段差でこわれ、便所が使えない箇所がでた。ガス、水道、
電気などのライフランは数日にわたって停止したものの、入居・入所系サービスは事業を継続できた。周辺地域
は浸水。1 ヶ月程は水が引かず陸の孤島であった。地震発生後、津波が来ても大丈夫な様に全員２F にあげて過
ごした。11 日、12 日は周辺から救助者が運び込まれ、最大でスタッフも含め 137 人が滞在。

期間 発災直後 ～ 24 時間 ～ 72 時間 ～１週間 ～２週間 ～ 1 か月 ～ 3 か月 ～半年
構造体 ○

非構造部材 △外部段差の発生による、管の破損。 7.8 月に修繕
家具備品 △ ？
主要諸室 △（トイレ） 7.8 月に修繕

受水 × × × × × ○地震発生 16 日後より受水槽に給水
排水 ×
受電 × × × × ○ 7 日後 ○ ○ ○
ガス × 流れてきたプロパンなどを調理に利用していた。 ○ 7 日後 ○ ○ ○

給水設備 ○／ × ○ ○ ○
給湯設備 △／ ×（１つだけ、管の凍結破裂） △ △ △
排水設備 × 管が外れた 7.8 月に修繕
電気設備 ○／ × 停電 ○／ × 停電 ○／ × 停電 ○／ × 停電 ○ 7 日後

照明 ○／ × 停電 ○／ × 停電 ○／ × 停電 ○／ × 停電 ○ 7 日後
コンセント ○／ × 停電 ○／ × 停電 ○／ × 停電 ○／ × 停電 ○ 7 日後
通信設備 × × × × ○ 10 日後から固定電話復旧
空調設備 ○／ × 停電 ○／ × 停電 ○／ × 停電 ○／ × 停電 ○ 7 日後
安否確認
入所者 ○ ←地震発生２０分で全員死傷ないことを確認。
通所者 △ ←当日来ていた人は、２０分で安全確認。来ていない人はできなかった。
職員 時間が過ぎると非難所に移りさらにつかまらなくなった。
応援

食糧・水 △備蓄 △備蓄 △備蓄
介護医薬品 △備蓄 △備蓄 △備蓄 ○ 5 日後から、巡回診療

日用品 △備蓄 △備蓄 △備蓄 ○ 5 日後から、ボランティアが運んできてくれた
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建物外観建物外観

建物に損傷はなかったが、外部と建物の接点で、断裂 ※建物に損傷はなかったが、外部と建物の接点で、断裂 ※

建物に損傷はなかったが、外部と建物の接点で、断裂 ※建物に損傷はなかったが、外部と建物の接点で、断裂 ※

震災 5 日後より、巡回診療の医師来訪 ※震災直後のケアハウス２Ｆユニット。居住者と外部の人が
一緒にこのリビングで寝泊まり ※

※ 施設提供
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調
査

日
時

20
11

年
9

月
26

日
対

応
者

施
設

長
、

副
施

設
長

、
建

築
士

調
査

員
名

（
※

：
記

録
者

）
新

澤
悦

夫
、

生
田

京
子

※
 

１
）

施
設

概
要

施
設

種
別

ケ
ア

ハ
ウ

ス
（

特
定

）
開

設
年

20
07

年
定

員
20

人

併
設

施
設

シ
ョ

ー
ト

19
名

、
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
10

名
／

人

階
数

地
上

2
階

建
構

造
種

別
RC

造
（

壁
式

）
設

計
日

総
建

・
ス

タ
ジ

オ
・

オ
ク

ア
キ

施
工

共
立

建
設

立
地

の
特

徴
・

敷
地

は
海

岸
線

よ
り

約
2.

7
２

．７
ｋ

ｍ
離

れ
た

、
国

道
45

号
線

沿
い

の
山

裾
野

に
位

置
す

る
・

三
陸

自
動

車
道

、
鳴

瀬
奥

松
島

イ
ン

タ
ー

に
近

接
す

る

5）
設

備
の

被
害

状
況

給 排 水 設 備

給
水

水
道

給
水

方
式

ポ
ン

プ
直

送
方

式
受

水
槽

の
位

置・
容

量
18

㎥

被
害

状
況

・
対

応
・

特
に

な
し

・
断

水
中

は
受

水
槽

の
砂

抜
き

か
ら

水
を

抜
き

使
用

給
湯

ガ
ス

　

被
害

状
況

・
対

応
・

棟
ご

と
に

瞬
間

湯
沸

器
を

外
部

分
散

設
置

・
湯

沸
器

は
１

台
だ

け
凍

結
で

管
が

破
裂

。
太

陽
光

の
あ

た
る

場
所

は
大

丈
夫

だ
っ

た

排
水

下
水

道

被
害

状
況

・
外

回
り

の
配

管
が

外
れ

る

電 気 設 備

受
変

電
設

備
の

位
置

屋
外

（
地

上
）

非
常

用
電

源
有

 ・
ス

プ
リ

ン
ク

ラ
ー

用
非

常
用

電
源

設
置

場
所

屋
外

（
地

上
）

被
害

状
況

・
特

に
な

し
・

ス
プ

リ
ン

ク
ラ

ー
の

自
家

発
電

が
動

い
た

空 調 設 備

空
調

方
式

集
中

熱
源

ガ
ス

・
電

気

被
害

状
況

・
特

に
被

害
な

し
・

G
H

P（
ガ

ス
ヒ

ー
ト

ポ
ン

プ
、

居
住

部
分

）
と

EH
P（

電
気

ヒ
ー

ト
ポ

ン
プ

、
共

用
・

デ
イ

・
厨

房
部

分
）

の
方

式
・

電
気

が
通

じ
た

あ
と

、
す

ぐ
EH

P
使

っ
た

・
G

H
P

は
安

定
供

給
を

確
保

し
て

か
ら

使
用

通 信 設 備

施
設

外
の

被
害

状
況

（
電

話
・

通
信

設
備

等
）

・
固

定
電

話
は

21
日

か
ら

使
用

可
能

に
な

る
・

携
帯

は
So

ftb
an

k
が

ア
ン

テ
ナ

を
１

週
間

後
に

置
い

て
い

っ
た

施
設

内
の

被
害

状
況

（
ナ

ー
ス

コ
ー

ル
等

）

・
特

に
故

障
は

な
し

・
電

気
供

給
後

復
旧

・
ナ

ー
ス

コ
ー

ル
は

通
話

機
能

付
き

搬 送 設 備

Ｅ
Ｖ

リ
フ

ト
（

階
段

）

・
被

害
な

し

そ の 他
自然

エネ
ルギ

ーの
活用

等
（太

陽光
パネ

ル、
断熱

サッ
シ等

）

・
被

害
な

し

６
）

災
害

対
策

と
そ

の
効

果
物 資 の 備 蓄

震
災

前
想

定
日

数
・

食
糧

は
２

－
３

日
分

の
ス

ト
ッ

ク
 ３

日
分

震
災

後
想

定
日

数
・

食
糧

の
備

蓄
は

４
－

５
日

分
に

す
る

・
倉

庫
を

別
に

確
保

す
る

ほ
ど

で
は

な
い

５
日

分

避
難

訓
練

の
実

施
状

況
（

震
災

前
）

想
定

災
害

地
震

・
津

波
・

大
火

災
火

災
そ

の
他

想
定

規
模

大
規

模
広

域
災

害
単

体
施

設
災

害
・

事
故

訓
練

頻
度

0
年

４
回

　

備
考

・
津

波
は

来
な

い
と

思
っ

て
い

た
。

想
定

で
も

出
て

な
か

っ
た

・
火

災
、

夜
間

想
定

今
後

の
避

難
訓

練
・

特
に

変
更

予
定

な
し

２
）

主
な

被
災

状
況

当
該

地
域

の
震

度
震

度
 ６

強
被

災
状

況
半

壊
（

地
震

）

津
波

の
状

況
・

敷
地

が
周

辺
よ

り
高

台
に

あ
る

た
め

直
接

的
な

被
害

は
無

か
っ

た
・

周
辺

は
じ

わ
じ

わ
と

浸
水

し
、

1
ヶ

月
程

は
水

が
引

か
ず

陸
の

孤
島

状
態

だ
っ

た
人

的
な

被
災

状
況

（
ス

タ
ッ

フ
、

入
居

者
）

・
入

居
者

、
職

員
の

死
傷

者
な

し

発
災

直
後

の
住

民
、

避
難

者
等

の
受

入
状

況

・
ピ

ー
ク

時
は

廻
り

か
ら

の
救

助
者

・
ス

タ
ッ

フ
も

含
め

13
7

人
が

い
た

・
3/

11
、

12
は

、
泥

だ
ら

け
の

人
が

救
助

隊
か

ら
直

接
運

ば
れ

て
来

る
状

態
だ

っ
た

。
そ

ん
な

状
態

が
２

週
間

程
続

く
・

10
日

目
ぐ

ら
い

か
ら

体
調

を
崩

す
高

齢
者

が
増

加
・

帰
れ

る
人

は
戻

っ
て

も
ら

い
、

入
院

が
必

要
な

人
に

は
そ

の
手

配
を

し
た

・
４

月
上

旬
に

避
難

し
て

き
て

い
た

N
PO

は
解

散
が

決
ま

り
、

職
員

・
お

年
寄

り
が

帰
っ

て
い

っ
た

３
）

建
物

被
害

の
概

要
構

造
体

の
被

害
状

況
・

被
害

な
し

非
構

造
部

材
の

被
害

状
況

（
サ

ッ
シ

ュ
、ド

ア
、天

井
、照

明
等

）

・
内

部
は

特
に

な
し

。
地

盤
が

30
㎝

－
40

㎝
落

ち
た

。
雨

水
、

排
水

、
水

道
（

一
部

）
の

配
管

が
段

差
で

破
損

・
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
が

地
割

れ
。

入
口

タ
イ

ル
の

破
損

・
壁

・
ス

プ
リ

ン
ク

ラ
ー

は
特

に
問

題
な

し
家

具
・

什
器

備
品

の
被

害
状

況
（

棚
、

ベ
ッ

ド
、

車
い

す
等

）

・
厨

房
の

ス
チ

ー
ム

コ
ン

デ
ィ

ク
シ

ョ
ン

が
落

ち
た

・
棚

・
テ

レ
ビ

が
倒

れ
た

使
用

不
可

に
な

っ
た

部
屋

・
ト

イ
レ

配
管

排
水

（
１

階
、

２
階

）
が

切
れ

て
使

え
な

か
っ

た
。

そ
の

際
の

周
囲

4
室

が
使

え
な

か
っ

た

４
）

被
害

の
状

況
（

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

）

水

停
止

の
有

無
有

復
旧

ま
で

の
期

間
16

日
後

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
16

日
目

に
給

水
車

で
の

給
水

が
行

わ
れ

る
・

本
格

的
に

水
道

が
通

じ
た

の
は

4
月

上
旬

か
ら

・
そ

れ
ま

で
受

水
槽

の
砂

抜
き

か
ら

水
を

抜
い

て
過

ご
し

て
い

た
・

2
日

に
1

度
、

内
陸

の
湧

水
を

汲
み

に
行

っ
た

。
極

力
使

わ
な

い
よ

う
に

し
た

電 気

停
止

の
有

無
有

復
旧

ま
で

の
期

間
7

日
後

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
寒

さ
を

耐
え

る
た

め
に

、
ユ

ニ
ッ

ト
ご

と
に

人
を

集
め

て
・

扉
を

あ
け

な
い

よ
う

に
心

が
け

て
過

ご
し

た

ガ ス

停
止

の
有

無
有

復
旧

ま
で

の
期

間
7

日
後

ガ
ス

の
種

類
プ

ロ
パ

ン
ガ

ス
　

バ
ル

ク

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
津

波
で

流
れ

て
き

た
ガ

ス
ボ

ン
ベ

を
確

保
。

隣
接

す
る

会
社

の
寮

か
ら

コ
ン

ロ
を

借
り

調
理

・
納

入
業

者
か

ら
優

先
的

に
運

ん
で

き
て

も
ら

い
9

本
ス

ト
ッ

ク
・

配
管

の
破

損
は

な
か

っ
た

が
通

常
の

供
給

が
遅

れ
1

週
間

後
に

し
か

届
か

な
か

っ
た
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８
）

外
部

か
ら

の
支

援
法

人
内

で
の

連
携

・
法

人
内

施
設

は
当

施
設

の
み

他
施

設
か

ら
の

支
援

・
知

人
の

紹
介

で
長

野
県

の
法

人
か

ら
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
で

介
護

職
員

を
派

遣
し

て
も

ら
う

・
3/

28
か

ら
7/

2
の

間
、

4
人

の
職

員
を

１
週

間
ず

つ
派

遣
し

て
も

ら
う

・
東

北
CL

C
か

ら
４

人
の

学
生

が
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
に

来
て

く
れ

る
（

３
月

中
）。

２
泊

３
日

×
３

回

医
療

機
関

と
の

連
携

巡
回

診
療

（
市

保
健

課
＋

石
巻

日
赤

）　
が

１
３

日
目

か
ら

は
じ

ま
る

・
３

－
４

日
に

１
回

の
割

合
。

診
察

＋
薬

処
方

を
行

っ
た

・
近

所
の

真
壁

病
院

も
被

災
し

頼
れ

な
か

っ
た

。
病

院
へ

の
受

診
は

混
雑

で
難

し
か

っ
た

・
そ

の
中

で
巡

回
診

療
は

あ
り

が
た

か
っ

た

行
政

と
の

連
携

・
４

月
に

行
政

か
ら

人
員

の
支

援
の

話
が

来
た

が
、

人
件

費
が

か
か

る
と

い
う

事
だ

っ
た

の
で

断
っ

た

７
）

生
活

・
介

護
の

継
続

入
居

者
の

状
況

・
絨

毯
の

床
で

あ
り

寒
さ

よ
け

に
役

立
っ

た
・

床
暖

房
の

の
余

熱
が

２
日

ぐ
ら

い
続

い
て

い
た

ス
タ

ッ
フ

の
確

保

・
勤

務
中

の
ス

タ
ッ

フ
は

泊
り

こ
み

で
勤

務
・

勤
務

外
の

ス
タ

ッ
フ

は
来

れ
な

い
状

況
・

は
ま

な
す

に
20

名
ー

25
名

ぐ
ら

い
い

た
。

・
職

員
数

は
１

日
に

１
人

ず
つ

見
つ

か
っ

た
り

、
来

た
り

し
て

入
れ

替
わ

っ
た

り
し

た
・

系
列

の
N

PO
法

人
の

利
用

者
が

避
難

し
て

き
た

。
そ

の
中

に
、

ス
タ

ッ
フ

も
20

名
ぐ

ら
い

い
た

。
・

人
数

は
い

た
け

れ
ど

、
家

族
の

安
否

が
分

か
ら

ず
、

食
事

も
水

汲
み

も
す

べ
て

の
処

理
が

手
間

が
か

か
る

し
、

疲
れ

て
い

る
な

ど
で

、
足

り
て

い
る

感
じ

で
は

な
か

っ
た

・
普

段
で

あ
れ

ば
１

回
を

夜
勤

１
人

で
み

る
が

、
と

て
も

そ
れ

で
み

れ
る

よ
う

な
状

況
で

な
か

っ
た

通
所

・
訪

問
利

用
者

へ
の

対
応

・
６

月
に

再
開

物 資 の 確 保

食
糧

・
水

・
50

食
の

水
で

も
ど

る
食

事
を

備
蓄

・
食

物
を

ス
ト

ッ
ク

し
な

が
ら

発
注

す
る

シ
ス

テ
ム

で
２

－
３

日
分

は
あ

っ
た

・
う

ど
ん

な
ど

乾
物

や
ジ

ャ
ガ

イ
モ

な
ど

が
あ

っ
た

・
直

後
は

、
職

員
の

家
の

冷
蔵

庫
の

肉
魚

が
来

た

医
薬

品
・

ケ
ア

ハ
ウ

ス
の

人
は

通
常

１
週

間
ご

と
に

受
診

で
、

直
前

に
受

診
し

て
い

た
の

で
薬

が
１

週
間

分
あ

っ
た

・
デ

イ
の

日
は

そ
の

昼
の

分
だ

け
、

シ
ョ

ー
ト

の
人

は
１

日
分

だ
け

だ
っ

た
・

薬
は

長
く

使
え

る
よ

う
に

、
少

し
ず

つ
使

っ
て

い
た

介
護

用
品

・
オ

ム
ツ

は
た

ま
た

ま
多

く
あ

っ
た

。
・

替
え

る
タ

イ
ミ

ン
グ

を
い

つ
も

よ
り

長
く

使
う

よ
う

に
し

て
い

た
・

５
日

目
か

ら
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
団

体
が

持
っ

て
く

れ
る

よ
う

に
な

っ
た

日
用

品
・

電
池

は
、

通
常

分
の

１
箱

ぐ
ら

い
の

ス
ト

ッ
ク

・
利

用
者

の
時

計
や

ラ
ジ

オ
の

中
か

ら
電

池
を

取
り

出
し

て
、

懐
中

電
灯

に
使

っ
て

い
た

そ
の

他

居
場

所
の

確
保

【
施

設
図

】

9）
復

旧
か

ら
こ

れ
か

ら
に

向
け

て
の

取
り

組
み

、
今

回
の

震
災

を
踏

ま
え

て
の

課
題

、
高

齢
者

施
設

の
あ

り
方

に
つ

い
て

・
今

後
、

太
陽

光
発

電
、

地
下

水
を

汲
む

方
法

を
検

討
し

た
い

・
太

陽
光

パ
ネ

ル
の

屋
上

設
置

は
、

壁
式

だ
と

構
造

上
問

題
が

あ
る

た
め

地
上

設
置

を
検

討
し

た
い

・
災

害
専

用
の

地
下

水
も

検
討

し
た

い
。

1
階

平
面

図

2
階

平
面

図
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宮城県多賀城市

有料老人ホーム34 ウェルフェアー多賀城

対象施設

概要

位置

被害・復旧の経過整理

　津波被害あり（浸水高約 1.9 ｍ）。当日利用者は 39 名で、認知症 13 名。自立歩行不可能者 10 名。人的被害なし。
建物１階が浸水。市の津波防災マップの避難範囲外だったので地震後は待機。地震後、管理者が屋外に出た際、
向かいの建物の屋上に集まる人から、津波が来ることを知らされ、1 Ｆの入居者 8 名を 2 Ｆに上げた。上げ終え
たと同時に津波が到達。1名が水中から助けを求め、急いで救助。さらなる津波浸水の危険を感じ、3階に全員避難。
　ライフラインは全て停止。貯水タンクの水は雑用水として利用。当日は懐中電灯で過ごした。暖房器具はなかっ
た。当日、食料はなし。翌日は流されてきた物、飲み物などを飲食。翌日の午後に本部から支援物資。15 日ま
で 2 食体制。当日は 3 階で、一部屋 2 名で利用。2 日目は家族が迎えに来た 4 名は帰宅。その後、市内の系列病院・
施設に全 35 名で移動（3/15 から 3 月末まで）。病院ではデイケアスペースを利用して滞在。4 月からは他町に
あるクリニックへ移動。10 月まで過ごす。施設は 10 月から再開。

期間 発災直後 ～ 24 時間 ～ 72 時間 ～１週間 ～２週間 ～ 1 か月 ～ 3 か月 ～半年
構造体 ○

非構造部材 × × × × × × × 修繕中
家具備品 1 階は浸水 × 1 階は浸水 × 1 階は浸水 × 1 階は浸水 × 1 階は浸水 × 1 階は浸水 × 1 階は浸水 × 修繕中
主要諸室 1 階は浸水 × 1 階は浸水 × 1 階は浸水 × 1 階は浸水 × 1 階は浸水 × 1 階は浸水 × 1 階は浸水 × 修繕中

受水 × × × × × × ○ ○
排水 ○
受電 × × × × × × ○ ○
ガス × × × × × × ○ ○

給水設備 × × × × × × × 修繕中
給湯設備 × × × × × × × 修繕中
排水設備 ○
電気設備 × × × × × × × 修繕中

照明 × × × × × × × 修繕中
コンセント × × × × × × × 修繕中
通信設備 × × × × × × × 修繕中
空調設備 × × × × × × × 修繕中
安否確認
入所者 ○
通所者 - - - - - - - -
職員 ○
応援 × 本部 本部 本部と特定協 本部と特定協 本部と特定協 本部 本部

食糧・水 × ○
介護医薬品 最低限○ 最低限○ 最低限○ ○

日用品 × 最低限○ 最低限○ ○
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1 階リビングより：先に見えるショッピングセンター屋上
の客の様子により津波を察知

施設建物全景（震災後、補修後）

修繕後の 1 階廊下・リビング周辺浸水高を説明する施設長

入居者を上階に避難させた階段再開前の 3 階の様子

屋外受水槽（津波で海水流入して飲用水として利用できず）復旧した 1 階厨房
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調
査

日
時

20
11

年
10

月
4

日
対

応
者

施
設

長
調

査
員

名
（

※
：

記
録

者
）

石
井

敏
※

 、
井

上
博

文
、

小
野

智
一

１
）

施
設

概
要

施
設

種
別

介
護

付
有

料
老

人
ホ

ー
ム

開
設

年
20

07
年

定
員

45
名

：
当

日
39

名

併
設

施
設

併
設

機
能

な
し

有
料

老
人

ホ
ー

ム
は

1
階

8
名

、
2

階
15

名
、

3
階

15
名

階
数

地
上

3
階

建
構

造
種

別
RC

造
設

計
　

施
工

　

立
地

の
特

徴
・

仙
台

港
か

ら
直

線
距

離
約

１
ｋ

ｍ
で

平
地

・
多

賀
城

市
街

を
通

る
国

道
沿

い
に

あ
り

、
周

り
に

は
商

業
施

設
や

工
場

が
立

地
。

津
波

の
防

災
マ

ッ
プ

エ
リ

ア
外

5）
設

備
の

被
害

状
況

給 排 水 設 備

給
水

水
道

給
水

方
式

水
道

直
結

直
圧

方
式

受
水

槽
の

位
置・

容
量

10
t

被
害

状
況

・
対

応
・

タ
ン

ク
の

中
に

貯
水

さ
れ

て
い

た
が

、
海

水
も

入
っ

た
た

め
飲

用
と

し
て

は
使

用
で

き
ず

・
タ

ン
ク

の
水

は
雑

用
水

と
し

て
利

用

給
湯

電
気

被
害

状
況

・
対

応
（

避
難

先
の

病
院

で
は

電
気

・
ガ

ス
は

停
ま

っ
て

い
な

か
っ

た
）

排
水

下
水

道

被
害

状
況

・
ト

イ
レ

は
1

階
の

お
風

呂
に

残
っ

て
い

た
海

水
を

利
用

電 気 設 備

受
変

電
設

備
の

位
置

1
階

非
常

用
電

源
有

非
常

用
電

源
設

置
場

所
屋

上

被
害

状
況

・
ス

プ
リ

ン
ク

ラ
ー

の
発

電
機

は
あ

っ
た

が
通

常
電

源
が

取
り

出
せ

ず
使

用
で

き
な

い

空 調 設 備

空
調

方
式

個
別

空
調

熱
源

電
気

被
害

状
況

・
電

気
系

統
が

や
ら

れ
た

た
め

使
用

で
き

ず

通 信 設 備

施
設

外
の

被
害

状
況

（
電

話
・

通
信

設
備

等
）

・
通

信
は

ほ
と

ん
ど

繋
が

ら
な

か
っ

た
・

夜
に

入
居

者
の

携
帯

が
繋

が
り

、
入

居
者

の
家

族
を

通
し

て
安

否
を

伝
え

て
も

ら
っ

た
・

家
族

を
通

じ
て

報
道

機
関

へ
の

情
報

提
供

も
依

頼
・

情
報

は
ラ

ジ
オ

で
確

認
施

設
内

の
被

害
状

況
（

ナ
ー

ス
コ

ー
ル

等
）

　

搬 送 設 備

Ｅ
Ｖ

リ
フ

ト
（

階
段

）

・
か

ご
は

上
階

に
あ

っ
た

の
で

大
丈

夫
だ

っ
た

が
電

気
が

不
通

と
な

り
使

用
不

可

そ の 他
自然

エネ
ルギ

ーの
活用

等
（太

陽光
パネ

ル、
断熱

サッ
シ等

）

・
階

段
を

使
っ

て
人

力
で

利
用

者
を

上
げ

た

６
）

災
害

対
策

と
そ

の
効

果

物 資 の 備 蓄

震
災

前
想

定
日

数
・

基
本

的
に

は
委

託
業

者
に

備
蓄

を
任

せ
て

い
た

た
め

１
階

に
あ

り
、

全
て

流
さ

れ
た

・
水

も
貯

水
タ

ン
ク

が
あ

る
の

で
、

そ
こ

か
ら

と
れ

る
と

思
い

、
特

に
準

備
し

て
い

な
か

っ
た

・
今

回
は

タ
ン

ク
が

浸
水

で
使

用
で

き
な

く
な

っ
た

の
が

想
定

外
 3

日
分

震
災

後
想

定
日

数
・

法
人

全
体

で
備

蓄
の

あ
り

方
、

そ
の

場
所

を
計

画
中

 3
日

分

避
難

訓
練

の
実

施
状

況
（

震
災

前
）

想
定

災
害

地
震

火
災

そ
の

他
想

定
規

模
大

規
模

広
域

災
害

単
体

施
設

災
害

・
事

故
訓

練
頻

度
年

１
回

年
１

回
備

考
・

夜
間

想
定

今
後

の
避

難
訓

練

・
今

回
は

日
中

で
幸

い
し

た
が

、
夜

間
に

起
き

た
場

合
の

こ
と

を
考

え
る

と
怖

い
・

夜
間

に
ど

う
や

っ
て

2
階

に
避

難
さ

せ
る

の
か

２
）

主
な

被
災

状
況

当
該

地
域

の
震

度
震

度
 5

弱
被

災
状

況
半

壊
（

津
波

）

津
波

の
状

況

・
浸

水
高

さ
約

1.
9

ｍ
。

建
物

１
階

が
浸

水
。

翌
日

の
昼

に
は

引
い

た
・

多
賀

城
市

の
津

波
防

災
マ

ッ
プ

の
避

難
範

囲
外

だ
っ

た
の

で
地

震
後

は
待

機
し

て
い

た
・

津
波

が
迫

り
来

る
事

を
知

り
１

Ｆ
の

入
居

者
8

名
を

2
Ｆ

に
上

げ
た

。
上

げ
終

え
た

と
同

時
に

津
波

が
到

達
・

1
名

の
確

認
が

取
れ

な
か

っ
た

が
1F

の
水

の
中

か
ら

助
け

を
求

め
る

声
が

あ
り

。
急

い
で

水
の

中
か

ら
一

人
を

救
助

・
津

波
浸

水
の

危
険

を
感

じ
、

さ
ら

に
3

階
に

全
員

避
難

人
的

な
被

災
状

況
（

ス
タ

ッ
フ

、
入

居
者

）

・
ケ

ガ
人

は
な

し
。

避
難

の
際

に
1

名
が

1
階

に
取

り
残

さ
れ

た
が

救
助

・
津

波
で

流
れ

て
き

た
車

両
が

廊
下

に
滞

留
し

た
こ

と
で

流
れ

が
弱

ま
り

、
助

か
っ

た

発
災

直
後

の
住

民
、

避
難

者
等

の
受

入
状

況
・

な
し

３
）

建
物

被
害

の
概

要
構

造
体

の
被

害
状

況
・

被
害

な
し

　（
建

物
は

賃
貸

、
オ

ー
ナ

ー
が

修
繕

復
旧

）
非

構
造

部
材

の
被

害
状

況
（

サ
ッ

シ
ュ

、ド
ア

、天
井

、照
明

等
）

・
内

壁
に

ひ
び

割
れ

家
具

・
什

器
備

品
の

被
害

状
況

（
棚

、
ベ

ッ
ド

、
車

い
す

等
）

・
1

階
の

備
品

等
は

浸
水

に
よ

り
全

滅

使
用

不
可

に
な

っ
た

部
屋

・
1

階
全

て

４
）

被
害

の
状

況
（

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

）

水
停

止
の

有
無

有
復

旧
ま

で
の

期
間

不
明

（
避

難
し

て
い

た
た

め
）

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
仙

台
市

内
の

系
列

の
病

院
に

避
難

す
る

ま
で

は
、

津
波

で
流

さ
れ

て
き

た
自

販
機

用
飲

料
水

の
運

搬
車

の
飲

料
水

等
  で

確
保

（
3/

13
午

後
）

・
避

難
先

に
い

た
の

で
復

旧
時

期
は

不
明

電 気

停
止

の
有

無
有

復
旧

ま
で

の
期

間
不

明
（

避
難

し
て

い
た

た
め

）

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
当

日
は

懐
中

電
灯

で
過

ご
し

て
い

た
・

暖
房

器
具

は
無

か
っ

た
が

、
特

に
寒

く
な

か
っ

た
・

避
難

先
に

い
た

の
で

復
旧

時
期

は
不

明

ガ ス

停
止

の
有

無
有

復
旧

ま
で

の
期

間
不

明
（

避
難

し
て

い
た

た
め

）
ガ

ス
の

種
類

プ
ロ

パ
ン

ガ
ス

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
避

難
先

に
い

た
の

で
復

旧
時

期
は

不
明
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８
）

外
部

か
ら

の
支

援

法
人

内
で

の
連

携
・

本
部

（
泉

区
）

の
ス

タ
ッ

フ
が

翌
日

か
ら

歩
い

て
食

料
を

運
ん

で
く

れ
た

（
1

回
/日

）
・

本
部

か
ら

15
日

の
朝

に
移

動
す

る
こ

と
が

急
遽

伝
え

ら
れ

、
避

難
先

の
手

配
と

バ
ス

の
確

保
を

し
て

も
ら

っ
た

他
施

設
か

ら
の

支
援

・
屋

上
に

Ｓ
Ｏ

Ｓ
を

示
す

。
ヘ

リ
コ

プ
タ

ー
が

撮
影

、
テ

レ
ビ

で
流

れ
る

・
テ

レ
ビ

を
見

た
他

県
の

関
係

者
が

特
定

協
に

連
絡

。
応

援
が

来
る

・
病

院
に

移
っ

て
か

ら
、

3
ヶ

月
間

く
ら

い
、

毛
布

や
食

料
、

人
的

サ
ポ

ー
ト

を
受

け
る

・
人

的
サ

ポ
ー

ト
は

5
名

1
グ

ル
ー

プ
で

1
週

間
交

代
で

来
て

い
た

だ
く

。
復

旧
後

も
サ

ポ
ー

ト
あ

り

医
療

機
関

と
の

連
携

・
病

院
に

避
難

・
1

回
目

の
移

動
で

病
院

を
経

由
し

た
の

で
、

体
調

と
流

さ
れ

た
薬

な
ど

を
元

に
戻

す
こ

と
が

で
き

た

行
政

と
の

連
携

・
震

災
直

後
、

市
か

ら
の

支
援

物
資

は
な

し

７
）

生
活

・
介

護
の

継
続

入
居

者
の

状
況

・
浸

水
高

さ
約

1.
9

ｍ
。

建
物

１
階

が
浸

水
。

翌
日

の
昼

に
は

引
い

た
・

多
賀

城
市

の
津

波
防

災
マ

ッ
プ

の
避

難
範

囲
外

だ
っ

た
の

で
地

震
後

は
待

機
し

て
い

た
・

津
波

に
関

し
て

の
警

戒
が

う
す

く
、

ラ
ジ

オ
も

詳
し

く
は

聞
い

て
な

か
っ

た
・

向
か

い
の

商
業

施
設

の
屋

上
に

集
ま

っ
て

い
る

人
か

ら
、

津
波

が
来

る
事

を
知

ら
さ

れ
る

・
１

Ｆ
の

入
居

者
8

名
を

2
Ｆ

に
上

げ
た

。
上

げ
終

え
た

と
同

時
に

津
波

が
到

達
・

1
名

の
確

認
が

取
れ

な
か

っ
た

が
、

1F
の

水
の

中
か

ら
助

け
を

求
め

る
声

。
急

い
で

水
の

中
か

ら
一

人
を

救
助

・
津

波
浸

水
の

危
険

を
感

じ
、

さ
ら

に
3

階
に

全
員

避
難

・
上

階
に

避
難

後
、

状
況

の
説

明
。

利
用

者
も

状
況

は
理

解
・

避
難

に
不

安
が

っ
て

い
た

方
、

怒
鳴

る
方

も
い

た
。

認
知

症
の

方
13

名
。

自
立

歩
行

が
で

き
な

い
方

10
名

・
マ

ッ
ト

レ
ス

を
2

階
か

ら
あ

げ
て

、
一

部
屋

2
名

で
利

用
・

2
日

目
は

家
族

が
迎

え
に

来
た

4
名

は
帰

宅
・

そ
の

後
、

市
内

の
系

列
病

院
と

、
そ

の
病

院
に

併
設

す
る

小
規

模
多

機
能

施
設

に
全

35
名

で
移

動
・

3/
15

あ
た

り
か

ら
3

月
末

ま
で

・
病

院
で

は
デ

イ
ケ

ア
の

フ
ロ

ア
利

用
・

デ
イ

ケ
ア

再
開

に
伴

い
、

4
月

か
ら

は
大

和
町

に
あ

る
ク

リ
ニ

ッ
ク

（
2

階
に

空
き

ス
ペ

ー
ス

あ
り

）
に

移
動

・
10

/1
1

ま
で

過
ご

す
。

避
難

先
で

は
4

名
亡

く
な

ら
れ

た
・

修
繕

後
の

施
設

に
戻

る
時

は
31

名
か

ら
ス

タ
ー

ト
予

定
（

2
階

、
3

階
で

開
始

）

ス
タ

ッ
フ

の
確

保

・
管

理
者

は
、

地
震

時
は

外
出

中
。

多
賀

城
市

内
で

被
災

。
30

分
後

施
設

に
戻

る
・

到
着

後
は

各
階

の
入

居
者

を
フ

ロ
ア

リ
ビ

ン
グ

に
集

め
て

待
機

・
当

日
は

会
議

日
だ

っ
た

た
め

、
通

常
よ

り
も

ス
タ

ッ
フ

は
多

め
（

10
名

以
上

）
・

当
日

は
ス

タ
ッ

フ
全

員
が

入
居

者
に

付
き

添
い

、
二

日
目

か
ら

シ
フ

ト
を

組
み

直
し

た
・

3
チ

ー
ム

体
制

で
2

泊
3

日
（

泊
ま

り
込

み
）

の
体

制
・

3
日

目
く

ら
い

か
ら

、
自

分
の

家
を

見
に

行
き

た
い

と
い

う
職

員
の

希
望

。
交

代
で

戻
れ

る
よ

う
に

す
る

・
当

日
新

卒
採

用
の

女
子

学
生

1
名

が
大

和
町

ま
で

避
難

し
た

後
に

退
職

・
最

終
的

に
看

護
2

名
、

介
護

5
名

が
退

職
・

補
充

を
計

画
中

だ
が

、
見

つ
か

っ
て

い
な

い
通

所
・

訪
問

利
用

者
へ

の
対

応

物 資 の 確 保

食
糧

・
水

・
当

日
は

全
く

な
し

。
二

日
目

か
ら

食
料

調
達

・
流

さ
れ

て
き

た
物

を
食

べ
て

い
た

・
二

日
目

の
午

後
に

本
部

か
ら

食
料

が
届

い
た

。
水

は
道

路
に

流
れ

て
い

た
自

販
機

の
補

充
車

の
中

の
物

を
い

た
だ

く
・

本
部

か
ら

は
毎

日
食

量
が

届
け

ら
れ

て
い

た
が

15
日

ま
で

10
時

と
16

時
の

2
食

に
し

て
い

た
・

カ
ン

パ
ン

、
お

に
ぎ

り
1

個
と

せ
ん

べ
い

4
～

5
枚

・
そ

れ
で

も
避

難
所

よ
り

良
い

食
事

を
し

て
い

た
と

思
う

医
薬

品
・

1
階

で
保

管
し

て
い

た
の

で
す

べ
て

流
さ

れ
た

・
2

階
以

上
で

残
さ

れ
て

い
た

分
を

か
き

集
め

、
そ

の
中

で
必

要
最

低
限

の
薬

を
配

る
様

に
し

て
い

た
介

護
用

品
日

用
品

そ
の

他

居
場

所
の

確
保

・
3

階
に

全
員

避
難

さ
せ

る
・

自
分

の
部

屋
が

あ
る

人
は

自
分

の
部

屋
で

す
ご

し
、

他
は

廊
下

に
マ

ッ
ト

を
敷

い
て

過
ご

す
・

当
日

は
特

に
寒

さ
は

感
じ

な
か

っ
た

・
15

日
午

後
か

ら
系

列
病

院
の

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

の
ス

ペ
ー

ス
に

35
名

移
動

（
3

月
末

ま
で

）
・

病
院

で
は

フ
ロ

ア
に

マ
ッ

ト
を

敷
い

て
過

ご
す

・
4

月
に

移
動

後
の

大
和

町
の

ク
リ

ニ
ッ

ク
で

は
1

部
屋

に
2

名
ず

つ
。

10
月

11
日

ま
で

避
難

【
施

設
図

】

9）
復

旧
か

ら
こ

れ
か

ら
に

向
け

て
の

取
り

組
み

、
今

回
の

震
災

を
踏

ま
え

て
の

課
題

、
高

齢
者

施
設

の
あ

り
方

に
つ

い
て

・
今

後
は

、
近

隣
の

人
々

と
連

携
を

密
に

し
て

行
か

な
け

れ
ば

と
思

っ
て

い
る

・
上

階
に

備
蓄

ス
ペ

ー
ス

を
考

え
る

。
反

射
式

ス
ト

ー
ブ

の
購

入
・

記
録

す
る

こ
と

の
重

要
性

を
考

え
る

と
、

カ
メ

ラ
も

必
要

（
携

帯
は

電
池

が
な

く
な

り
使

え
な

い
）

だ
と

感
じ

た
・

情
報

通
信

手
段

を
考

え
る

・
入

所
者

、
職

員
の

移
動

手
段

の
確

保

1
階

平
面

図

2
階

平
面

図
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宮城県多賀城市

小規模多機能型居宅介護35 美の里

対象施設

概要

位置

被害・復旧の経過整理

　当日の利用者は 11 名、スタッフ 5 名（管理者・主任不在）。津波による浸水被害（1 階部 1.2m 程度）。地震
の揺れから津波の到来を意識し、避難態勢を整える。役所からの電話連絡があるかもしれないと待つ。いざ避難
を考えた時には、前面道路が渋滞で避難できず。避難の必要性を感じ、車に誘導中、道路を挟んで流れる川の水
位が急激に上昇、決壊。津波が迫り、隣接アパートの 2 階に避難。最後は泳いで避難。鍵が開いていた１室に全
員で入室し、一夜を過ごす。使用出来た携帯で救助要請。周辺は浸水。翌朝、救急隊ボートで 4 名、その後家族
の手助けで全員を救助し、避難所に避難（避難完了は 3/12 夕刻）。家族に引き渡し、送迎等で自宅に戻す。2 名
は本部事業所で受入。利用者をそれぞれ送り届けた後、14 日から訪問を開始。管理者中心に自宅を回って、安
否確認・食材や薬の配給。定期的に訪問できたのは 3/20 以降。3/15 はスタッフ 5 名が集合して、泥かき、安否
確認、食材宅配など。全員の命は救えたが体調を崩した方もおり、判断は正しかったのかと悔い悩むことが多い。

期間 発災直後 ～ 24 時間 ～ 72 時間 ～１週間 ～２週間 ～ 1 か月 ～ 3 か月 ～半年
構造体 ○ △浸水 △ △ △ △ △ ○

非構造部材 ○ △浸水 △ △ △ △ ○
家具備品 △ × × × × × △（クロス未修理） ○
主要諸室 ○ × × × × × ○

受水 × × × × × × ○ 5/1　open ○
排水 × × × × × × ○ 5/1　open ○
受電 × × × × × × ○ 5/1　open ○
ガス × × × × × × ○ 5/1　open ○

給水設備 × × × × × × ○ 5/1　open ○
給湯設備 × × × × × × ○ 5/1　open ○
排水設備 × × × × × × ○ 5/1　open ○
電気設備 × × × × × × ○ 5/1　open ○

照明 × × × × × × ○ 5/1　open ○
コンセント × × × × × × ○ 5/1　open ○
通信設備 × × × × × × ○ 5/1　open ○
空調設備 × × × × × × ○ 5/1　open ○
安否確認
入所者 ○
通所者 × × ○
職員 △ ○
応援 ○

食糧・水 × × ○避難所
介護医薬品 × × ○避難所

日用品 × × ○避難所
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地震直後から大渋滞になった前面道路 ※施設（左）と前面道路（右側が決壊した川）

建物内は約 1.2m の浸水高 ※施設（左）からフェンスを乗り越えてアパート 2 階（右）
に避難

建物内の浸水被害２※建物内の浸水被害１※

片付けのために出された家具 ※建物内の浸水被害３※

※ 施設提供
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調
査

日
時

20
11

年
11

月
11

日
対

応
者

主
任

、
管

理
者

　
調

査
員

名
（

※
：

記
録

者
）

石
井

敏
※

 、
井

上
博

文
、

小
野

智
一

１
）

施
設

概
要

施
設

種
別

小
規

模
多

機
能

型
居

宅
介

護
開

設
年

20
10

年
定

員
登

録
22

名
（

当
日

11
名

）
職

員
5

名
併

設
施

設
階

数
地

上
1

階
建

構
造

種
別

S
造

設
計

施
工

立
地

の
特

徴
・

住
宅

地
に

あ
る

、
道

路
に

面
す

る
。

道
路

を
挟

ん
で

砂
押

川
が

あ
る

5）
設

備
の

被
害

状
況

給 排 水 設 備

給
水

水
道

給
水

方
式

水
道

直
結

直
圧

方
式

受
水

槽
の

位
置・

容
量

被
害

状
況

・
対

応
・

津
波

被
害

で
使

用
で

き
な

い

給
湯

電
気

被
害

状
況

・
対

応
・

津
波

被
害

で
使

用
で

き
な

い

排
水

下
水

道

被
害

状
況

電 気 設 備

受
変

電
設

備
の

位
置

非
常

用
電

源
有

 （
 簡

易
 ）

非
常

用
電

源
設

置
場

所

被
害

状
況

・
津

波
で

配
電

盤
が

損
壊

・
補

修
工

事
が

進
ま

な
か

っ
た

空 調 設 備

空
調

方
式

個
別

空
調

熱
源

電
気

・
ボ

イ
ラ

ー

被
害

状
況

通 信 設 備

施
設

外
の

被
害

状
況

（
電

話
・

通
信

設
備

等
）

・
ア

パ
ー

ト
に

避
難

後
は

ア
パ

ー
ト

住
人

が
持

っ
て

き
た

ラ
ジ

オ
で

情
報

を
入

手
・

コ
ン

ビ
ナ

ー
ト

爆
発

の
ニ

ュ
ー

ス
も

ラ
ジ

オ
で

入
手

施
設

内
の

被
害

状
況

（
ナ

ー
ス

コ
ー

ル
等

）
搬 送 設 備

Ｅ
Ｖ

リ
フ

ト
（

階
段

）

そ の 他
自然

エネ
ルギ

ーの
活用

等
（太

陽光
パネ

ル、
断熱

サッ
シ等

）

６
）

災
害

対
策

と
そ

の
効

果
物 資 の 備 蓄

震
災

前
想

定
日

数
・

備
蓄

は
無

し
・

非
常

用
の

持
ち

出
し

袋
と

水
の

み
・

地
震

後
、

車
に

準
備

し
て

い
た

が
津

波
に

流
さ

れ
、

持
ち

出
せ

な
か

っ
た

 日
分

震
災

後
想

定
日

数
・

要
検

討
中

 日
分

避
難

訓
練

の
実

施
状

況
（

震
災

前
）

想
定

災
害

地
震

・
津

波
・

大
火

災
火

災
そ

の
他

想
定

規
模

大
規

模
広

域
災

害
単

体
施

設
災

害
・

事
故

訓
練

頻
度

備
考

・
引

越
し

て
き

た
ば

か
り

で
、

地
域

と
の

連
絡

は
十

分
取

れ
て

い
な

か
っ

た

今
後

の
避

難
訓

練
・

避
難

道
路

は
１

本
で

あ
り

、
渋

滞
時

の
対

応
苦

慮
。

津
波

に
対

し
て

海
側

も
し

く
は

街
側

に
逃

げ
る

か
は

検
討

中
・

本
部

で
は

衛
星

電
話

の
利

用
を

検
討

中
・

家
族

と
の

連
絡

方
法

、
手

段
も

検
討

の
余

地
あ

り
。

電
話

、
メ

ー
ル

以
外

で
の

方
法

２
）

主
な

被
災

状
況

当
該

地
域

の
震

度
震

度
 5

弱
被

災
状

況
津

波
浸

水
床

上
1m

津
波

の
状

況
・

津
波

1.
2m

。
津

波
の

情
報

は
無

く
、

周
り

の
様

子
を

見
て

動
き

出
し

た
・

津
波

浸
水

床
上

1m

人
的

な
被

災
状

況
（

ス
タ

ッ
フ

、
入

居
者

）

・
地

震
と

津
波

で
は

被
害

は
な

し
・

寒
さ

や
恐

怖
で

体
調

を
崩

し
た

人
が

4
名

。
ス

タ
ッ

フ
、

利
用

者
と

も
自

宅
を

失
っ

た
人

が
い

た

発
災

直
後

の
住

民
、

避
難

者
等

の
受

入
状

況
・

地
域

住
民

の
受

入
は

な
し

・
隣

り
の

ア
パ

ー
ト

2
名

と
外

部
か

ら
の

2
名

と
と

も
に

隣
接

ア
パ

ー
ト

の
2

階
に

避
難

３
）

建
物

被
害

の
概

要

構
造

体
の

被
害

状
況

・
地

震
で

は
無

か
っ

た
が

、
津

波
で

床
上

浸
水

非
構

造
部

材
の

被
害

状
況

（
サ

ッ
シ

ュ
、ド

ア
、天

井
、照

明
等

）

・
地

震
で

は
無

か
っ

た
が

、
津

波
で

床
上

浸
水

家
具

・
什

器
備

品
の

被
害

状
況

（
棚

、
ベ

ッ
ド

、
車

い
す

等
）

・
地

震
で

の
家

具
の

転
倒

は
な

し
。

台
所

サ
イ

ド
ボ

ー
ド

の
中

の
食

器
が

割
れ

た

使
用

不
可

に
な

っ
た

部
屋

・
津

波
で

一
階

が
浸

水
・

全
室

使
用

不
可

４
）

被
害

の
状

況
（

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

）

水
停

止
の

有
無

有
復

旧
ま

で
の

期
間

不
明

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
避

難
し

て
い

た
た

め
復

旧
時

期
は

不
明

・
5/

1
に

は
復

旧
済

み

電 気

停
止

の
有

無
有

復
旧

ま
で

の
期

間
不

明

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
避

難
し

て
い

た
た

め
復

旧
時

期
は

不
明

・
5/

1
に

は
復

旧
済

み
・

避
難

し
た

ア
パ

ー
ト

で
は

電
気

は
つ

か
な

か
っ

た
が

、
コ

ン
ビ

ナ
ー

ト
爆

発
の

炎
で

夜
で

も
明

る
か

っ
た

ガ ス

停
止

の
有

無
　

復
旧

ま
で

の
期

間
　

ガ
ス

の
種

類
　

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
オ

ー
ル

電
化
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８
）

外
部

か
ら

の
支

援

法
人

内
で

の
連

携
・

法
人

本
部

か
ら

車
の

手
配

、
そ

の
後

の
受

け
入

れ
先

の
手

配
、

被
災

し
た

ス
タ

ッ
フ

の
食

料
の

手
配

を
し

て
も

ら
う

・
本

部
事

業
所

に
は

2
名

を
受

け
入

れ
て

も
ら

っ
た

。
そ

の
後

、
関

連
事

業
所

（
デ

イ
）

で
入

浴
受

入
れ

他
施

設
か

ら
の

支
援

・
多

賀
城

市
を

通
し

て
、

大
和

町
の

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

に
は

3
名

の
受

け
入

れ
を

支
援

し
て

も
ら

っ
た

医
療

機
関

と
の

連
携

・
3/

12
朝

、
救

助
ボ

ー
ト

で
先

に
救

助
し

て
も

ら
っ

た
体

調
不

良
の

4
名

を
病

院
に

運
ぶ

・
4

名
は

、
そ

の
日

の
う

ち
に

返
さ

れ
た

（
病

院
が

手
一

杯
の

た
め

）

行
政

と
の

連
携

・
チ

リ
地

震
の

時
は

、
多

賀
城

市
か

ら
小

ま
め

に
情

報
が

入
っ

て
た

が
、

今
回

の
地

震
で

は
情

報
が

来
な

か
っ

た
・

消
防

・
市

役
所

に
救

助
要

請
を

し
た

が
一

回
し

か
来

な
か

っ
た

・
帰

宅
困

難
な

利
用

者
の

新
し

い
受

け
入

れ
先

の
手

配

７
）

生
活

・
介

護
の

継
続

入
居

者
の

状
況

・
津

波
1.

2m
。

津
波

の
情

報
は

無
く

、
周

り
の

様
子

を
見

て
動

き
出

し
た

・
以

前
の

チ
リ

津
波

の
時

に
も

避
難

し
た

経
験

が
あ

り
津

波
に

対
す

る
意

識
は

あ
っ

た
・

地
震

後
、

避
難

態
勢

を
整

え
る

。
訪

問
中

で
あ

っ
た

全
盲

の
日

中
独

居
の

利
用

者
も

連
れ

て
き

て
計

12
名

・
重

要
な

書
類

、
連

絡
先

等
も

そ
ろ

え
る

・
車

４
台

も
待

機
し

、
は

ぐ
れ

る
可

能
性

も
考

え
、

ミ
ラ

ー
に

目
印

を
付

け
て

お
く

・
チ

リ
津

波
時

は
役

所
か

ら
電

話
連

絡
あ

り
。

今
回

も
連

絡
が

あ
る

か
も

し
れ

な
い

と
待

つ
・

前
面

道
路

が
渋

滞
で

避
難

で
き

ず
。

い
よ

い
よ

避
難

の
必

要
性

を
感

じ
車

に
誘

導
中

、
川

の
水

位
が

急
激

に
上

昇
・

決
壊

・
津

波
迫

り
、

隣
接

ア
パ

ー
ト

の
2

階
に

避
難

。
最

後
は

泳
い

で
避

難
・

た
ま

た
ま

鍵
が

開
い

て
い

た
１

室
に

22
名

（
ア

パ
ー

ト
の

２
名

、
近

隣
の

２
名

含
む

）
で

入
室

・
部

屋
に

あ
っ

た
も

の
で

拭
い

た
り

、
着

替
え

。
乾

い
た

物
に

す
ぐ

に
着

換
え

た
が

寒
さ

と
恐

怖
で

震
え

る
・

た
ま

た
ま

生
き

て
い

た
携

帯
で

連
絡

が
取

れ
、

救
助

要
請

・
時

間
の

経
過

と
と

も
に

疲
れ

、
姿

勢
を

維
持

で
き

な
く

な
っ

て
い

っ
た

・
血

糖
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
が

困
難

な
方

、
退

院
し

て
す

ぐ
の

方
、

10
0

歳
近

い
方

な
ど

い
た

・
当

時
の

状
況

が
原

因
で

悪
化

し
た

方
が

い
た

。
周

辺
は

浸
水

・
翌

朝
、

救
急

隊
ボ

ー
ト

で
4

名
、

そ
の

後
見

に
来

た
家

族
の

手
助

け
で

3
往

復
、

残
さ

れ
た

全
員

の
救

助
・

そ
の

後
は

ス
タ

ッ
フ

が
用

意
し

て
た

車
で

避
難

所
に

避
難

。
避

難
所

に
全

員
た

ど
り

着
い

た
の

が
12

日
の

夕
刻

・
家

族
引

き
渡

し
、

送
迎

等
で

自
宅

に
戻

し
、

3/
12

の
夜

は
4

名
避

難
所

で
・

3/
13

に
2

名
帰

宅
。

残
り

2
名

は
本

部
事

業
所

で
受

入
れ

ス
タ

ッ
フ

の
確

保

・
当

日
は

管
理

者
、

主
任

と
も

非
番

。
ス

タ
ッ

フ
は

地
震

時
5

名
。

地
震

後
、

主
任

が
か

け
つ

け
計

6
名

で
避

難
誘

導
・

管
理

者
は

休
み

で
施

設
に

近
づ

け
ず

、
後

方
支

援
（

救
助

要
請

・
車

の
手

配
・

ア
パ

ー
ト

の
入

室
を

警
察

に
伝

達
な

ど
）

・
3/

12
の

夜
、

避
難

所
に

残
っ

た
の

は
4

名
の

ス
タ

ッ
フ

と
管

理
者

・
ス

タ
ッ

フ
が

全
員

（
14

名
）

で
顔

を
合

わ
せ

た
の

は
3/

23
日

の
避

難
所

・
そ

れ
ま

で
は

各
自

事
業

所
の

片
付

け
や

利
用

者
の

訪
問

を
行

っ
て

い
た

・
5

月
ま

で
は

訪
問

で
対

応
。

5
月

再
開

時
は

4
名

の
ス

タ
ッ

フ
の

契
約

切
れ

で
10

名
と

な
る

通
所

・
訪

問
利

用
者

へ
の

対
応

・
利

用
者

を
そ

れ
ぞ

れ
送

り
届

け
た

後
、

14
日

か
ら

訪
問

を
開

始
・

管
理

者
中

心
に

自
転

車
で

自
宅

を
回

り
安

否
確

認
・

食
材

や
薬

の
配

給
。

定
期

的
に

訪
問

で
き

た
の

が
20

日
以

降
・

15
日

は
ス

タ
ッ

フ
5

名
集

合
、

泥
か

き
、

安
否

確
認

、
食

材
宅

配
な

ど
。

物
資

は
本

部
が

手
配

し
て

く
れ

た
・

3/
23

大
和

町
の

シ
ョ

ー
ト

ス
テ

イ
で

3
名

受
入

（
2

名
自

宅
全

壊
）

・
4

月
初

旬
か

ら
週

2
回

、
同

一
会

社
運

営
の

デ
イ

で
入

浴
提

供
・

午
後

の
3

時
間

、
送

迎
、

入
浴

提
供

。
風

呂
に

行
か

な
い

人
は

散
歩

等
。

利
用

者
に

も
水

く
み

を
手

伝
っ

て
も

ら
う

・
本

部
事

業
所

に
空

き
が

あ
る

日
は

3
か

ら
4

人
利

用
。

ス
タ

ッ
フ

は
交

代
で

そ
ち

ら
に

勤
務

・
5

月
は

16
名

ス
タ

ー
ト

（
家

族
引

き
取

り
、

入
院

等
で

欠
員

）、
6

月
中

旬
で

定
員

に
・

自
宅

被
災

者
で

泊
ま

り
の

融
通

効
く

と
こ

ろ
を

探
し

て
い

る
ニ

ー
ズ

大

物 資 の 確 保

食
糧

・
水

・
ア

パ
ー

ト
に

あ
っ

た
食

料
は

勝
手

に
拝

借
し

た
。

そ
の

他
、

施
設

か
ら

持
参

し
た

バ
ナ

ナ
・

ソ
ー

セ
ー

ジ
・

飴
玉

等
・

一
緒

に
避

難
し

た
人

が
持

っ
て

き
た

物
で

対
応

　
　

医
薬

品
・

な
し

介
護

用
品

・
な

し

日
用

品
・

訪
問

を
開

始
し

て
も

ガ
ソ

リ
ン

が
入

手
困

難
・

訪
問

し
て

も
せ

い
ぜ

い
3

時
間

ぐ
ら

い
で

入
浴

さ
せ

る
だ

け
し

か
出

来
な

か
っ

た

そ
の

他
・

当
日

、
衣

類
は

ア
パ

ー
ト

の
方

の
物

を
使

え
る

物
は

す
べ

て
使

わ
せ

て
い

た
だ

い
た

・
利

用
者

の
個

人
資

料
も

持
ち

出
し

た
が

、
浸

水
時

、
物

置
の

上
に

お
い

て
た

の
で

書
類

は
無

事
だ

っ
た

居
場

所
の

確
保

・
隣

り
の

2
階

建
て

の
ア

パ
ー

ト
に

避
難

。
ア

パ
ー

ト
の

奥
の

部
屋

（
6

畳
）

に
利

用
者

を
集

め
た

・
ベ

ッ
ド

に
5

名
座

ら
せ

、
テ

ー
ブ

ル
・

ク
ロ

ー
ゼ

ッ
ト

の
空

い
た

ス
ペ

ー
ス

、
隅

の
空

い
た

ス
ペ

ー
ス

に
利

用
者

を
  座

ら
せ

た
・

そ
の

状
態

で
夜

を
明

か
す

【
施

設
図

】

9）
復

旧
か

ら
こ

れ
か

ら
に

向
け

て
の

取
り

組
み

、
今

回
の

震
災

を
踏

ま
え

て
の

課
題

、
高

齢
者

施
設

の
あ

り
方

に
つ

い
て

・
奇

跡
的

に
全

員
の

命
は

救
え

た
。

だ
が

、
体

調
を

崩
す

人
も

お
り

、
も

っ
と

適
切

な
判

断
が

あ
っ

た
の

で
は

な
い

か
と

悔
い

悩
む

こ
と

が
多

い
・

普
段

は
介

護
が

必
要

で
弱

い
高

齢
者

が
、

た
く

ま
し

く
生

き
抜

く
様

子
を

見
て

感
動

し
た

・
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
な

ら
家

族
に

渡
し

て
終

わ
り

だ
が

、
小

規
模

多
機

能
は

家
族

、
在

宅
生

活
と

を
つ

な
ぐ

場
・

大
変

な
こ

と
で

は
あ

る
が

、
そ

れ
が

価
値

だ
と

考
え

る
・

賃
貸

物
件

の
た

め
オ

ー
ナ

ー
が

修
繕

。
20

00
万

く
ら

い
は

か
か

っ
て

い
る

か
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宮城県富谷町

特別養護老人ホーム36 杜の風

対象施設

概要

位置

被害・復旧の経過整理

　宮城県仙台市の北部に位置する富谷町にある特別養護老人ホーム。内陸部にあり津波被害はなし。地震による
建物被害なし。入居者、職員の死傷者もなし。近隣からの避難者を受け入れる。最大 27 名を受け入れ。
　ライフラインの停止は、断水が 7 日間、停電が 5 日間。ガスはプロパンバス。停電時にガスの安全装置が働き、
ガスも使用できなくなる。停電によりボイラーも作動しなくなり空調が止まる。暖房停止中は、近所の人から借
りたストーブでしのぐ。食材は、近隣の店舗や業者（卵、牛乳の生産所）から購入、または分けてもらう。
　震災直後の 3 日間は、職員の不安解消および、暖を取るために入居者全員がデイサービスの食堂に集まり生活。
その後、6 ユニットを 3 ユニット体制（1 ユニット 20 名）に変更する。北側のユニットから南側のユニットへ
移動する事で少しでも寒さを防ぐ。空いているユニットは避難者に提供。
　また、津波被害の大きかった女川町に同一法人が運営する特養（26 おながわ）があり、支援に入る。

期間 発災直後 ～ 24 時間 ～ 72 時間 ～１週間 ～２週間 ～ 1 か月 ～ 3 か月 ～半年
構造体 ○

非構造部材 ○
家具備品 ○
主要諸室 ○

受水 △一部可 △一部可 △一部可 ○
排水
受電 × × × ○
ガス ×

給水設備 △一部可 △一部可 △一部可 ○
給湯設備 × × × ○
排水設備
電気設備 × × × ○

照明 × × × ○
コンセント × × × ○
通信設備 ○携帯
空調設備 × × × ○
安否確認
入所者 ○
通所者 ○
職員 ○
応援

食糧・水 ○
介護医薬品 △一部不足

日用品 ○
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デイサービス食堂　震災当日は全員で就寝概観

支援物資停電中に用いたかまど

備蓄のヘルメット　懐中電灯の備蓄

備蓄倉庫備蓄倉庫



198 36 特別養護老人ホーム 杜の風

調
査

日
時

20
11

年
5

月
3

日
対

応
者

副
施

設
長

調
査

員
名

（
※

：
記

録
者

）
石

井
敏

、
井

上
由

起
子

、
三

浦
研

、
生

田
京

子
、

山
口

健
太

郎
※

 

１
）

施
設

概
要

施
設

種
別

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
開

設
年

20
01

年
定

員
短

期
10

名
　

入
居

50
名

併
設

施
設

ケ
ア

ハ
ウ

ス
定

員
20

名
、

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
定

員
9

名
、

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

定
員

20
名

障
が

い
者

系
：

生
活

介
護

定
員

20
名

、
児

童
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
定

員
10

名
、

就
労

移
行

支
援

6
名

、
就

労
継

続
支

援
B

型
14

名
階

数
地

上
1

階
建

構
造

種
別

RC
造

設
計

　
施

工
　

立
地

の
特

徴
・

仙
台

市
の

北
部

に
位

置
。

海
岸

部
に

は
面

し
て

い
な

い
内

陸
の

丘
陵

地
帯

。
津

波
被

害
は

な
し

・
施

設
周

辺
は

田
園

地
帯

に
住

宅
が

点
在

す
る

5）
設

備
の

被
害

状
況

給 排 水 設 備

給
水

水
道

給
水

方
式

　
受

水
槽

の
位

置・
容

量
　

被
害

状
況

・
対

応
・

水
道

管
お

よ
び

水
道

設
備

の
被

害
な

し
・

断
水

時
は

施
設

内
で

唯
一

使
用

可
能

な
玄

関
脇

の
水

道
を

利
用

給
湯

ボ
イ

ラ
ー

被
害

状
況

・
対

応

・
停

電
時

は
使

用
不

可
　

復
旧

は
安

全
確

認
の

た
め

昼
間

に
行

う
・

電
気

復
旧

後
　

再
稼

働
の

た
め

の
点

検
作

業
員

が
確

保
で

き
ず

復
旧

で
き

な
い

・
ボ

イ
ラ

ー
は

機
械

、
配

管
、

な
ど

4
業

者
に

確
認

し
て

も
ら

わ
な

い
と

復
旧

で
き

な
い

・
重

油
が

な
か

な
か

手
に

入
ら

な
い

た
め

フ
ル

稼
働

で
き

な
い

・
稼

働
後

も
急

に
は

お
湯

の
温

度
が

あ
が

ら
な

い
（

1
日

か
か

る
）

・
稼

働
後

は
1

日
に

使
用

し
て

い
る

重
量

を
測

り
使

用
（

1
日

20
0

リ
ッ

ト
ル

、
お

風
呂

＋
暖

房
）。

夜
は

切
る

排
水

　
被

害
状

況
　

電 気 設 備

受
変

電
設

備
の

位
置

　
非

常
用

電
源

　
非

常
用

電
源

設
置

場
所

　

被
害

状
況

・
電

気
設

備
の

損
傷

な
し

空 調 設 備

空
調

方
式

集
中

熱
源

ボ
イ

ラ
ー

被
害

状
況

・
ボ

イ
ラ

ー
停

止
に

よ
り

暖
房

停
止

（
中

央
管

理
方

式
の

エ
ア

コ
ン

（
重

油
を

使
用

））
・

近
所

の
人

か
ら

だ
る

ま
ス

ト
ー

ブ
や

石
油

ス
ト

ー
ブ

を
借

り
て

利
用

・
湯

た
ん

ぽ
や

ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル

に
お

湯
を

入
れ

て
寒

さ
を

し
の

ぐ
通 信 設 備

施
設

外
の

被
害

状
況

（
電

話
・

通
信

設
備

等
）

・
携

帯
電

話
の

み
・

W
i-F

iを
使

っ
て

メ
ー

ル
（

個
人

PC
）

施
設

内
の

被
害

状
況

（
ナ

ー
ス

コ
ー

ル
等

）
・

ナ
ー

ス
コ

ー
ル

は
乾

電
池

式
で

あ
り

通
常

通
り

作
動

・
震

災
前

よ
り

飲
食

店
な

ど
で

し
よ

う
さ

れ
て

い
る

簡
易

式
の

コ
ー

ル
を

使
用

搬 送 設 備

Ｅ
Ｖ

リ
フ

ト
（

階
段

）
　

そ の 他
自然

エネ
ルギ

ーの
活用

等
（太

陽光
パネ

ル、
断熱

サッ
シ等

）
　

６
）

災
害

対
策

と
そ

の
効

果

物 資 の 備 蓄

震
災

前
想

定
日

数
・

県
か

ら
指

導
が

あ
っ

た
3

日
分

し
か

備
蓄

し
て

い
な

か
っ

た
・

年
度

末
な

の
で

（
予

算
消

化
の

都
合

上
）

オ
ム

ツ
な

ど
を

た
く

さ
ん

購
入

し
て

い
た

の
で

助
か

っ
た

・
ヘ

ル
メ

ッ
ト

は
事

務
室

に
つ

け
な

さ
い

と
い

う
指

導
が

あ
り

、
事

務
室

及
び

ユ
ニ

ッ
ト

に
ヘ

ル
メ

ッ
ト

を
設

置
・

事
務

室
が

散
乱

し
て

お
り

、
す

ぐ
に

ヘ
ル

メ
ッ

ト
が

と
れ

な
か

っ
た

3 
日

分

震
災

後

想
定

日
数

・
震

災
を

受
け

た
経

験
と

し
て

震
災

直
後

に
必

要
な

の
は

毛
布

、
オ

ム
ツ

、
生

理
用

ナ
プ

キ
ン

・
数

日
後

に
必

要
な

の
は

、
食

糧
2

週
間

分
（

食
べ

に
く

い
も

の
は

避
け

る
）

・
食

材
が

な
か

な
か

手
に

入
ら

な
か

っ
た

の
で

１
週

間
も

ち
こ

た
え

る
食

糧
を

確
保

・
 発

電
機

を
7

台
購

入
（

電
気

が
必

要
な

の
は

照
明

と
エ

ア
マ

ッ
ト

）
・

発
電

機
に

接
続

し
て

点
灯

可
能

な
照

明
を

確
保

・
コ

ン
セ

ン
ト

形
式

の
照

明
を

取
り

付
け

る
レ

ー
ル

を
購

入
し

ユ
ニ

ッ
ト

リ
ビ

ン
グ

に
取

り
付

け
る

・
 備

蓄
倉

庫
（

水
、

カ
ル

ピ
ス

ウ
ォ

ー
タ

ー
（

甘
い

水
分

：
水

だ
と

飲
み

に
く

い
人

が
い

る
た

め
）、

ガ
ス

釜
（

プ
ロ

パ
  ン

に
つ

な
げ

る
も

の
）、

５
キ

ロ
の

ガ
ス

ボ
ン

ベ
（

主
食

を
つ

く
る

た
め

）

 7
日

分

避
難

訓
練

の
実

施
状

況
（

震
災

前
）

想
定

災
害

地
震

・
津

波
・

大
火

災
火

災
そ

の
他

想
定

規
模

大
規

模
広

域
災

害
単

体
施

設
災

害
・

事
故

訓
練

頻
度

半
年

１
回

備
考

今
後

の
避

難
訓

練
・

 防
災

の
日

に
炊

き
出

し
を

行
い

、
非

常
時

の
訓

練
を

し
て

み
よ

う
と

思
う

・
災

害
時

の
マ

ニ
ュ

ア
ル

は
あ

る
が

、
こ

れ
ま

で
真

剣
に

は
見

て
い

な
か

っ
た

・
地

域
も

含
め

、
総

合
防

災
訓

練
を

実
施

、
災

害
対

策
本

部
の

設
置

、
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
を

し
な

が
ら

炊
き

出
し

・
発

電
機

設
置

や
救

命
訓

練
な

ど
を

施
設

単
位

及
び

法
人

単
位

で
そ

れ
ぞ

れ
実

施

２
）

主
な

被
災

状
況

当
該

地
域

の
震

度
震

度
被

災
状

況
損

傷
無

津
波

の
状

況
・

津
波

被
害

な
し

人
的

な
被

災
状

況
（

ス
タ

ッ
フ

、
入

居
者

）
・

入
居

者
の

死
傷

者
な

し
・

職
員

の
死

傷
者

な
し

発
災

直
後

の
住

民
、

避
難

者
等

の
受

入
状

況
・

他
事

業
所

の
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
や

在
宅

か
ら

避
難

者
が

集
ま

っ
て

く
る

。
最

大
27

人
が

避
難

・
シ

ョ
ー

ト
ス

テ
イ

利
用

者
：

半
分

は
帰

宅
、

半
分

は
シ

ョ
ー

ト
を

継
続

し
て

利
用

３
）

建
物

被
害

の
概

要
構

造
体

の
被

害
状

況
・

構
造

体
の

被
害

な
し

非
構

造
部

材
の

被
害

状
況

（
サ

ッ
シ

ュ
、ド

ア
、天

井
、照

明
等

）

・
特

養
部

分
は

主
な

被
害

な
し

（
外

構
を

除
く

）
・

ケ
ア

ハ
ウ

ス
で

は
お

風
呂

に
ヒ

ビ
が

入
り

使
え

な
く

な
る

・
循

環
の

お
風

呂
も

使
え

な
く

な
る

（
修

理
代

：
47

0
万

円
）

家
具

・
什

器
備

品
の

被
害

状
況

（
棚

、
ベ

ッ
ド

、
車

い
す

等
）

・
大

き
な

被
害

な
し

・
震

災
前

か
ら

食
器

棚
に

は
突

っ
張

り
ポ

ー
ル

を
設

置
。

ユ
ニ

ッ
ト

内
の

家
具

は
転

倒
し

な
か

っ
た

使
用

不
可

に
な

っ
た

部
屋

・
使

用
不

可
能

な
部

屋
無

し

４
）

被
害

の
状

況
（

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

）

水

停
止

の
有

無
有

復
旧

ま
で

の
期

間
7

日
後

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
水

道
は

直
ぐ

に
停

止
・

玄
関

脇
の

水
道

が
出

て
い

た
た

め
飲

料
水

の
確

保
は

出
来

た
・

水
道

は
電

気
が

戻
っ

て
2

日
目

に
復

旧
・

停
電

時
は

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

の
大

浴
槽

に
た

ま
っ

て
い

た
水

を
ト

イ
レ

の
水

と
し

て
使

用

電 気

停
止

の
有

無
有

復
旧

ま
で

の
期

間
5

日
後

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
地

震
発

生
後

、
す

ぐ
に

停
止

。
復

旧
ま

で
に

5
日

間
・

自
家

発
電

の
容

量
は

照
明

が
1

時
間

点
灯

す
る

程
度

し
か

な
か

っ
た

・
停

電
時

の
対

応
　

漏
電

防
止

の
た

め
ブ

レ
ー

カ
ー

を
全

て
下

げ
電

気
を

止
め

る
・

電
気

復
旧

後
　

　
漏

電
防

止
の

た
め

確
認

し
な

が
ら

電
気

を
復

旧
さ

せ
る

ガ ス

停
止

の
有

無
有

復
旧

ま
で

の
期

間
　

日
後

ガ
ス

の
種

類
プ

ロ
パ

ン
ガ

ス

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
特

養
の

厨
房

の
ガ

ス
コ

ン
ロ

は
停

電
時

の
安

全
装

置
が

働
き

使
用

不
可

・
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

な
ど

小
さ

な
事

業
所

の
ガ

ス
コ

ン
ロ

は
使

用
可

能
・

業
者

に
依

頼
し

、
14

本
連

結
さ

れ
て

い
た

50
k

ボ
ン

ベ
か

ら
1

本
直

結
し

、
外

に
ガ

ス
台

を
設

置
し

て
対

応
し

た
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８
）

外
部

か
ら

の
支

援
法

人
内

で
の

連
携

・
同

一
法

人
の

施
設

が
津

波
被

害
の

大
き

い
女

川
町

に
あ

り
当

施
設

か
ら

支
援

に
入

る

他
施

設
か

ら
の

支
援

・
他

事
業

所
へ

の
配

給
や

ユ
ニ

ッ
ト

ケ
ア

研
究

実
施

施
設

で
連

絡
を

取
り

合
い

食
品

を
交

換
・

震
災

直
後

に
北

海
道

の
施

設
か

ら
直

接
車

2
台

分
の

支
援

物
資

が
届

く

医
療

機
関

と
の

連
携

・
携

帯
し

か
通

信
手

段
が

無
か

っ
た

た
め

救
急

車
を

呼
べ

な
い

・
低

体
温

症
の

時
：

た
ま

た
ま

来
て

い
た

役
所

の
人

を
通

じ
て

救
急

車
を

呼
ん

で
も

ら
う

・
救

急
車

で
ト

リ
ア

ー
ジ

が
行

わ
れ

意
識

の
あ

る
人

は
受

け
入

れ
て

く
れ

な
い

・
救

急
車

に
頼

ん
で

か
か

り
つ

け
医

の
と

こ
ろ

ま
で

運
ん

で
も

ら
う

行
政

と
の

連
携

・
行

政
に

医
薬

品
な

ど
の

支
給

を
依

頼
す

る
が

届
か

な
い

・
津

波
被

害
が

少
な

い
地

域
で

あ
っ

た
た

め
支

援
が

十
分

に
届

か
な

い

７
）

生
活

・
介

護
の

継
続

入
居

者
の

状
況

・
照

明
が

使
用

で
き

な
い

た
め

夜
勤

職
員

の
不

安
が

高
ま

る
。

暖
房

が
使

用
で

き
な

い
た

め
寒

さ
が

厳
し

い
・

震
災

直
後

か
ら

3
日

間
　

入
居

者
全

員
を

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

に
集

め
全

職
員

で
対

応
・

初
日

は
車

の
ヘ

ッ
ド

ラ
イ

ト
を

外
か

ら
照

ら
し

明
り

を
確

保
し

た
が

ガ
ソ

リ
ン

が
な

く
な

り
や

め
る

・
懐

中
電

灯
や

障
害

者
施

設
で

つ
く

っ
て

い
た

ろ
う

そ
く

を
使

っ
て

照
ら

す
・

多
く

の
人

数
が

集
ま

っ
て

い
た

た
め

寒
さ

が
多

少
和

ら
ぐ

・
3

日
目

以
降

　
南

側
の

3
ユ

ニ
ッ

ト
に

全
員

が
集

ま
る

・
1

ユ
ニ

ッ
ト

20
人

、
個

室
を

2
人

で
使

用
。

職
員

の
不

安
解

消
、

北
側

の
ユ

ニ
ッ

ト
が

冷
え

る
た

め
・

空
い

て
い

る
ユ

ニ
ッ

ト
を

避
難

者
に

提
供

ス
タ

ッ
フ

の
確

保

・
職

員
の

死
亡

、
重

症
な

し
。

職
員

の
家

族
に

は
不

明
者

が
お

り
、

ス
タ

ッ
フ

が
そ

ろ
わ

な
い

・
家

族
の

安
否

確
認

、
親

族
の

捜
索

の
た

め
特

養
の

現
場

リ
ー

ダ
ー

、
施

設
全

体
の

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

の
担

当
者

が
不

在
・

現
場

の
指

揮
、

施
設

の
設

備
関

係
の

復
旧

が
滞

る
・

正
規

職
員

（
11

0）
の

う
ち

2
～

3
割

は
出

勤
で

き
な

く
な

る
・

子
供

が
い

る
パ

ー
ト

は
出

勤
で

き
な

く
な

る
・

停
止

し
て

い
る

在
宅

部
門

や
障

害
者

施
設

の
ス

タ
ッ

フ
で

入
所

部
門

を
サ

ポ
ー

ト

通
所

・
訪

問
利

用
者

へ
の

対
応

・
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
は

6
時

ま
で

に
家

に
帰

る
・

シ
ョ

ー
ト

は
半

分
帰

宅
、

半
分

は
継

続
利

用
（

本
人

と
家

族
の

利
用

）
・

シ
ョ

ー
ト

の
連

続
利

用
の

場
合

、
介

護
保

険
費

用
額

を
超

え
て

し
ま

い
全

額
自

己
負

担
が

発
生

し
て

し
ま

っ
た

・
上

記
の

場
合

、
家

族
に

請
求

し
に

く
か

っ
た

が
請

求
し

、
そ

の
後

公
費

で
の

対
応

と
な

っ
た

・
シ

ョ
ー

ト
ス

テ
イ

、
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
の

職
員

は
震

災
直

後
か

ら
安

否
確

認
の

た
め

在
宅

を
ま

わ
る

＋
居

宅
ケ

ア
マ

ネ
・

4
月

1
日

か
ら

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

な
ど

在
宅

部
門

を
再

開
。

デ
イ

の
一

番
高

い
ニ

ー
ズ

は
お

風
呂

・
障

が
い

者
施

設
、

施
設

の
ラ

イ
フ

ラ
イ

ン
が

ダ
メ

だ
っ

た
の

で
受

け
入

れ
ら

れ
な

か
っ

た
・

そ
の

後
は

、
障

害
者

施
設

の
人

も
特

養
の

お
風

呂
を

利
用

し
て

も
ら

い
再

開

物 資 の 確 保

食
糧

・
水

・
震

災
当

日
：

厨
房

で
副

菜
は

で
き

て
い

た
。

主
食

は
カ

セ
ッ

ト
コ

ン
ロ

を
使

っ
て

作
る

・
食

材
の

備
蓄

は
3

日
分

し
か

な
く

入
居

者
、

職
員

、
避

難
者

の
た

め
の

食
材

確
保

が
大

変
・

不
足

分
は

近
く

の
店

舗
や

震
災

の
た

め
出

荷
で

き
な

い
業

者
か

ら
分

け
て

も
ら

う
・

上
記

の
内

容
、

ハ
イ

エ
ー

ス
1

台
分

の
野

菜
、

牛
乳

、
タ

マ
ゴ

・
他

事
業

所
へ

の
配

給
や

ユ
ニ

ッ
ト

ケ
ア

研
究

実
施

施
設

で
連

絡
を

取
り

合
い

食
品

を
交

換
・

震
災

直
後

に
北

海
道

の
施

設
か

ら
直

接
車

2
台

分
の

支
援

物
資

が
届

く
・

集
め

て
き

た
食

材
を

ベ
テ

ラ
ン

パ
ー

ト
の

職
員

が
工

夫
し

て
作

る
・

ソ
フ

ト
食

の
人

→
経

管
栄

養
の

食
事

を
食

べ
て

も
ら

う
・

震
災

直
後

3
食

（
朝

、
昼

、
晩

）
提

供
、

そ
の

後
2

食
（

朝
、

夕
）

に
す

る
・

食
事

を
2

食
に

す
る

と
栄

養
不

足
に

な
り

足
に

む
く

み
が

で
き

た
り

す
る

・
購

入
方

法
は

全
て

現
金

。
現

金
が

な
い

と
買

え
な

い
・

停
電

時
は

レ
シ

ー
ト

が
発

行
さ

れ
な

い
の

で
、

個
人

が
立

て
替

え
た

場
合

、
事

務
手

続
き

が
面

倒
に

な
る

医
薬

品

・
経

管
栄

養
：

大
塚

製
薬

に
直

接
連

絡
→

販
売

営
業

所
か

ら
分

け
て

も
ら

う
（

濃
厚

流
動

食
）

・
血

糖
を

測
る

チ
ッ

プ
：

知
り

合
い

の
病

院
か

ら
分

け
て

も
ら

う
・

濃
厚

流
動

食
は

行
政

に
依

頼
し

た
が

届
か

な
か

っ
た

・
酸

素
・

吸
引

、
避

難
者

（
デ

イ
利

用
者

）
に

在
宅

酸
素

1
名

。
軽

度
で

あ
り

保
管

の
酸

素
で

足
り

る
・

吸
引

の
人

は
あ

ま
り

い
な

か
っ

た
。

そ
の

後
、

３
電

源
方

式
の

吸
引

機
を

購
入

介
護

用
品

・
年

度
末

な
の

で
（

予
算

消
化

の
都

合
上

）
オ

ム
ツ

な
ど

を
た

く
さ

ん
購

入
し

て
い

た
の

で
助

か
っ

た
日

用
品

・
水

が
使

用
で

き
な

い
た

め
食

器
に

は
ラ

ッ
プ

を
敷

き
利

用
そ

の
他

・
支

援
物

資
と

し
て

新
潟

よ
り

灯
油

が
届

く

居
場

所
の

確
保

・
照

明
が

使
用

で
き

な
い

た
め

夜
勤

職
員

の
不

安
が

高
ま

り
、

暖
房

が
使

用
で

き
な

い
た

め
寒

さ
が

厳
し

い
・

震
災

直
後

か
ら

4
日

間
、

入
居

者
全

員
を

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

に
集

め
全

職
員

で
対

応
・

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

や
南

側
ユ

ニ
ッ

ト
へ

の
移

動
に

伴
う

ベ
ッ

ド
や

家
具

の
移

動
が

大
変

だ
っ

た
・

1
人

部
屋

を
2

人
部

屋
に

し
た

の
で

全
て

の
部

屋
の

家
具

を
出

さ
な

い
と

い
け

な
か

っ
た

・
5

日
目

以
降

　
南

側
の

3
ユ

ニ
ッ

ト
に

全
員

が
集

ま
る

・
1

ユ
ニ

ッ
ト

20
人

、
個

室
を

2
人

で
使

用
。

職
員

の
不

安
解

消
、

北
側

の
ユ

ニ
ッ

ト
が

冷
え

る
た

め
・

空
い

て
い

る
ユ

ニ
ッ

ト
を

避
難

者
に

提
供

【
施

設
図

】

9）
復

旧
か

ら
こ

れ
か

ら
に

向
け

て
の

取
り

組
み

、
今

回
の

震
災

を
踏

ま
え

て
の

課
題

、
高

齢
者

施
設

の
あ

り
方

に
つ

い
て
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小規模多機能型居宅介護37 木かげ

対象施設

概要

位置

被害・復旧の経過整理

　当日は 11 名の通い利用者。人的被害はなし。建物内には軽微なひびやクロスの亀裂が 100 箇所程度。屋外設
置の給湯器が断線。断水と停電あり。地震直後、断水を危惧して、バケツと浴槽に貯水。当初の飲料水は、備蓄
で対応。その後、支援物資や通水していた場所から運ぶ。電気は 3 日後に復旧。食料は、当日は冷蔵庫の中のも
ので対応。翌日からは寄付や安価での入手により対応。その他、職員が手分けして並んで購入。スタッフが自宅
から持って来た卓上コンロや反射式ストーブを利用して食事を調理。
　当日 4 名は送迎で帰宅。7 名は施設で宿泊受け入れ。さらに当日在宅だった一人暮らし 2 名を連れてくる。
3/12 に 1 名帰宅。3/13 に 3 名帰宅。その後は、一人暮らしの 3 名が宿泊。3/11 夜は 5 室ある宿泊室の 2 室をパー
ティションで 2 人利用に。スタッフは当日の 5 名に加え、災害マニュアルに従って 5 名が自主出勤。シフトを
組み直して対応。通常に戻ったのは 3/20 頃。

期間 発災直後 ～ 24 時間 ～ 72 時間 ～１週間 ～２週間 ～ 1 か月 ～ 3 か月 ～半年
構造体 ○

非構造部材 × × × × × × × ×
家具備品 ○
主要諸室 ○

受水 直後は○ × × × ○
排水 ○
受電 × × ○
ガス -

給水設備 ○ /× 断水 ○ /× 断水 ○ /× 断水 ○ /× 断水 ○
給湯設備 × × × × ○
排水設備 ○
電気設備 ○ /× 停電 ○ /× 停電 ○ /× 停電

照明 ○ /× 停電 ○ /× 停電 ○ /× 停電
コンセント ○ /× 停電 ○ /× 停電 ○ /× 停電
通信設備
空調設備 ○ /× 停電 ○ /× 停電 ○ /× 停電
安否確認
入所者 ○
通所者 ○
職員 ○
応援 - - - - - - - -

食糧・水 △備蓄等 ○支援・購入 ○
介護医薬品 ○

日用品 ○
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グループホーム（手前）と小規模多機能（奥側）住宅内に立地する施設

建物内に生じたクロス等の損傷 2建物内に生じたクロス等の損傷 1

停電中は手書きで行われた各種記録屋外給湯器：一台は揺れで傾いて断線

震災翌日の夕食 ※手書きで作られた臨時のシフト表

※ 施設提供



202 37 小規模多機能型居宅介護 木かげ

調
査

日
時

20
11

年
9

月
30

日
対

応
者

管
理

者
、

副
施

設
長

調
査

員
名

（
※

：
記

録
者

）
石

井
敏

※
 、

井
上

博
文

、
小

野
智

一

１
）

施
設

概
要

施
設

種
別

小
規

模
多

機
能

型
居

宅
介

護
開

設
年

20
09

年
定

員
24

名
 登

録
22

名
 当

日
11

名
併

設
施

設
認

知
症

高
齢

者
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

（
9

名
×2

ユ
ニ

ッ
ト

）
併

設
。

隣
接

敷
地

に
特

養
建

設
中

階
数

地
上

2
階

建
構

造
種

別
S

造
設

計
施

工

立
地

の
特

徴
・

住
宅

地

5）
設

備
の

被
害

状
況

給 排 水 設 備

給
水

水
道

給
水

方
式

水
道

直
結

直
圧

方
式

受
水

槽
の

位
置・

容
量

　

被
害

状
況

・
対

応
・

設
備

の
被

害
は

な
し

給
湯

電
気

被
害

状
況

・
対

応
・

屋
外

給
湯

機
が

傾
い

て
断

線
・

水
道

の
復

旧
後

に
被

害
が

発
覚

。
・

そ
の

後
修

繕
、（

3/
23

頃
）

利
用

可
に

な
る

排
水

下
水

道

被
害

状
況

・
被

害
な

し

電 気 設 備

受
変

電
設

備
の

位
置

屋
外

非
常

用
電

源
有

 （
 簡

易
 ）

非
常

用
電

源
設

置
場

所
屋

外

被
害

状
況

・
被

害
な

し

空 調 設 備

空
調

方
式

個
別

空
調

熱
源

電
気

被
害

状
況

・
損

傷
な

し
・

電
気

が
戻

っ
た

14
日

に
は

使
用

可
に

な
る

通 信 設 備

施
設

外
の

被
害

状
況

（
電

話
・

通
信

設
備

等
）

・
直

後
か

ら
通

信
不

可
。

利
用

者
の

家
を

ス
タ

ッ
フ

が
直

接
巡

回
・

情
報

は
利

用
者

が
持

っ
て

い
た

1
台

の
ラ

ジ
オ

と
車

の
ラ

ジ
オ

で
収

集
を

し
て

い
た

・
メ

ー
ル

は
可

能
だ

っ
た

施
設

内
の

被
害

状
況

（
ナ

ー
ス

コ
ー

ル
等

）
・

な
し

搬 送 設 備

Ｅ
Ｖ

リ
フ

ト
（

階
段

）
・

停
電

復
旧

後
、

業
者

が
点

検
し

に
来

て
復

旧

そ の 他
自然

エネ
ルギ

ーの
活用

等
（太

陽光
パネ

ル、
断熱

サッ
シ等

）
・

な
し

６
）

災
害

対
策

と
そ

の
効

果
物 資 の 備 蓄

震
災

前
想

定
日

数
・

基
本

的
な

も
の

だ
け

で
、

職
員

の
分

ま
で

は
用

意
し

て
な

か
っ

た
。

 3
日

分

震
災

後
想

定
日

数
・

変
更

な
し

 3
日

分

避
難

訓
練

の
実

施
状

況
（

震
災

前
）

想
定

災
害

大
火

災
火

災
（

夜
間

）
そ

の
他

想
定

規
模

大
規

模
広

域
災

害
単

体
施

設
災

害
訓

練
頻

度
年

１
回

年
１

回

備
考

・
消

防
署

と
町

内
会

長
、

民
生

委
員

含
め

て
電

話
連

絡
、

救
助

な
ど

。
夜

間
に

ス
タ

ッ
フ

3
名

。

今
後

の
避

難
訓

練
　

２
）

主
な

被
災

状
況

当
該

地
域

の
震

度
震

度
6

弱
被

災
状

況
一

部
損

壊
（

地
震

）
津

波
の

状
況

・
被

害
な

し

人
的

な
被

災
状

況
（

ス
タ

ッ
フ

、
入

居
者

）

・
被

害
な

し
・

当
日

「
通

い
」

で
は

な
か

っ
た

利
用

者
の

安
否

確
認

も
利

用
者

の
送

迎
時

に
あ

わ
せ

て
行

っ
た

発
災

直
後

の
住

民
、

避
難

者
等

の
受

入
状

況
・

な
し

３
）

建
物

被
害

の
概

要
構

造
体

の
被

害
状

況
・

構
造

体
の

被
害

な
し

非
構

造
部

材
の

被
害

状
況

（
サ

ッ
シ

ュ
、ド

ア
、天

井
、照

明
等

）

・
ひ

び
や

ク
ロ

ス
の

亀
裂

が
10

0
箇

所
程

度
（

大
き

な
損

傷
は

な
し

）
・

居
室

の
照

明
の

カ
バ

ー
（

1
カ

所
）

と
浴

室
扇

風
機

が
外

れ
て

破
損

・
屋

外
設

置
の

給
湯

器
が

１
台

傾
き

、
断

線
家

具
・

什
器

備
品

の
被

害
状

況
（

棚
、

ベ
ッ

ド
、

車
い

す
等

）

・
被

害
な

し

使
用

不
可

に
な

っ
た

部
屋

・
使

用
不

可
の

部
屋

な
し

４
）

被
害

の
状

況
（

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

）

水

停
止

の
有

無
有

復
旧

ま
で

の
期

間
10

日
後

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
地

震
直

後
、

断
水

を
危

惧
し

て
、

あ
る

だ
け

の
バ

ケ
ツ

と
浴

槽
に

貯
水

。
生

活
用

水
と

し
て

も
使

用
・

当
初

の
飲

料
水

は
、

備
蓄

で
対

応
。

そ
の

後
、

支
援

物
資

と
断

水
し

て
な

か
っ

た
家

庭
か

ら
頂

い
た

も
の

を
使

用
・

水
が

出
て

い
た

近
所

の
公

園
や

学
校

、
職

員
の

家
か

ら
運

ん
で

来
た

も
の

も
使

用
・

消
防

分
団

か
ら

も
入

手
・

そ
の

ほ
か

、
雪

を
た

め
て

水
と

し
て

利
用

。
近

く
の

工
事

現
場

用
水

を
ト

イ
レ

用
排

水
と

し
て

利
用

電 気

停
止

の
有

無
有

復
旧

ま
で

の
期

間
3

日
後

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
オ

ー
ル

電
化

、
３

日
後

に
は

復
旧

・
そ

れ
ま

で
の

灯
り

は
、

懐
中

電
灯

・
ラ

ン
タ

ン
・

ろ
う

そ
く

を
使

用
・

暖
房

は
反

射
板

ス
ト

ー
ブ

。
特

に
ラ

ン
タ

ン
が

役
に

た
っ

て
い

た
・

ス
タ

ッ
フ

自
宅

か
ら

卓
上

コ
ン

ロ
（

３
台

）
を

持
ち

寄
る

・
反

射
式

の
ス

ト
ー

ブ
で

は
、

お
湯

を
沸

か
す

ガ ス

停
止

の
有

無
　

復
旧

ま
で

の
期

間
　

ガ
ス

の
種

類
　

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段
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８
）

外
部

か
ら

の
支

援

法
人

内
で

の
連

携
・

法
人

本
部

か
ら

当
面

の
物

資
購

入
の

た
め

1
施

設
あ

た
り

5
万

円
の

支
援

が
あ

っ
た

・
木

か
げ

で
入

手
で

き
た

食
料

、
ガ

ソ
リ

ン
を

法
人

内
の

別
施

設
に

分
け

る
こ

と
も

し
て

い
た

他
施

設
か

ら
の

支
援

・
八

戸
か

ら
応

援
物

資
届

い
た

医
療

機
関

と
の

連
携

 

行
政

と
の

連
携

・
落

ち
着

い
た

頃
に

、
仙

台
市

か
ら

水
が

大
量

に
届

い
た

・
仙

台
市

か
ら

届
い

た
物

資
は

使
わ

ず
に

ま
か

な
え

た

７
）

生
活

・
介

護
の

継
続

入
居

者
の

状
況

・
当

日
11

名
の

う
ち

4
名

は
送

迎
で

帰
宅

・
7

名
は

家
族

の
受

け
入

れ
困

難
や

、
老

世
帯

夫
婦

だ
っ

た
の

で
施

設
で

宿
泊

受
け

入
れ

・
さ

ら
に

当
日

通
い

が
な

か
っ

た
在

宅
の

一
人

暮
ら

し
2

名
を

連
れ

て
く

る
・

3/
12

に
1

名
帰

宅
。

3/
13

に
3

名
帰

宅
。

そ
の

後
は

、
一

人
暮

ら
し

の
3

名
が

宿
泊

・
3/

11
夜

は
、

併
設

の
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

（
1

階
）

に
集

ま
っ

て
一

緒
に

過
ご

そ
う

と
し

た
が

、
認

知
症

の
利

用
者

が
  落

ち
着

か
な

い
様

子
だ

っ
た

の
で

も
と

に
戻

し
た

・
車

い
す

利
用

者
2

名
を

含
む

全
員

を
担

い
で

、
階

段
で

小
規

模
多

機
能

に
戻

す
・

5
室

あ
る

宿
泊

室
の

2
室

を
パ

ー
テ

ィ
シ

ョ
ン

を
使

っ
て

2
人

利
用

に
・

あ
と

は
個

室
利

用
。

中
に

は
地

震
が

あ
っ

た
こ

と
を

忘
れ

て
、

状
況

を
十

分
理

解
で

き
な

い
人

も
い

た
・

利
用

者
の

の
自

宅
全

壊
者

1
名

ス
タ

ッ
フ

の
確

保
・

当
日

ス
タ

ッ
フ

は
5

名
・

災
害

マ
ニ

ュ
ア

ル
に

従
っ

て
5

名
が

自
主

出
勤

。
全

10
名

出
勤

・
一

度
シ

フ
ト

を
組

み
直

し
、

通
常

に
戻

っ
た

の
は

3/
20

頃
・

一
番

遠
く

か
ら

通
勤

し
て

た
被

災
し

た
ス

タ
ッ

フ
に

は
一

度
家

に
帰

し
た

通
所

・
訪

問
利

用
者

へ
の

対
応

・
在

宅
高

齢
者

に
つ

い
て

は
、

1
人

暮
ら

し
や

老
夫

婦
世

帯
を

優
先

的
に

ス
タ

ッ
フ

が
訪

問
を

し
て

ケ
ア

・
ガ

ソ
リ

ン
問

題
が

あ
っ

た
の

で
、

家
族

送
迎

が
可

能
な

方
だ

け
受

入
れ

・
他

は
訪

問
で

対
応

。
通

常
に

戻
っ

た
の

は
3/

20

物 資 の 確 保

食
糧

・
水

・
当

日
に

は
冷

蔵
庫

の
中

に
食

料
が

入
っ

て
い

た
・

翌
日

か
ら

、
停

電
に

よ
っ

て
店

側
で

も
保

管
・

維
持

で
き

な
い

物
を

近
く

の
商

店
（

常
に

利
用

し
て

い
る

）
か

ら
寄

付
あ

る
い

は
安

く
入

手
し

て
い

た
・

そ
の

他
、

翌
日

か
ら

開
い

て
い

る
店

に
手

分
け

し
て

並
ん

で
購

入
・

ま
た

県
外

の
家

族
か

ら
も

物
資

支
援

あ
り

。
食

料
は

充
分

に
確

保
で

き
て

い
た

・
ま

た
コ

ン
ロ

や
反

射
式

ス
ト

ー
ブ

を
利

用
し

て
食

事
を

調
理

し
て

い
た

・
ボ

ン
ベ

は
な

く
な

り
か

け
た

が
、

支
援

物
資

で
カ

バ
ー

出
来

た
・

水
は

備
蓄

を
利

用
し

た
が

、
ア

ル
フ

ァ
ー

米
な

ど
の

非
常

食
は

使
わ

な
か

っ
た

医
薬

品
・

特
に

困
っ

た
事

態
は

起
き

な
か

っ
た

介
護

用
品

・
備

蓄
と

業
者

か
ら

の
支

援
物

資
に

よ
り

、
オ

ム
ツ

な
ど

で
困

る
こ

と
は

な
か

っ
た

日
用

品
・

備
蓄

と
利

用
者

の
私

物
、

支
援

物
資

で
ま

か
な

え
た

・
遠

方
の

家
族

か
ら

は
郵

政
の

レ
タ

ー
パ

ッ
ク

で
オ

ム
ツ

が
届

い
た

り
も

し
た

・
電

池
が

不
足

し
た

そ
の

他
・

4
～

5
日

後
か

ら
は

施
設

の
車

両
を

災
害

支
援

優
先

車
両

に
し

て
も

ら
う

・
最

低
限

訪
問

等
で

使
用

す
る

車
の

ガ
ソ

リ
ン

購
入

は
楽

に
な

っ
た

居
場

所
の

確
保

・
日

中
は

通
常

通
り

。
宿

泊
は

、
2

人
室

等
で

対
応

【
施

設
図

】

9）
復

旧
か

ら
こ

れ
か

ら
に

向
け

て
の

取
り

組
み

、
今

回
の

震
災

を
踏

ま
え

て
の

課
題

、
高

齢
者

施
設

の
あ

り
方

に
つ

い
て

・
高

齢
者

の
多

い
地

域
な

の
で

高
齢

者
の

把
握

を
す

る
よ

う
に

し
た

い
が

、
自

力
で

避
難

で
き

な
い

人
の

把
握

が
難

し
い

・
運

営
推

進
会

議
で

は
、

何
で

も
サ

ポ
ー

ト
す

る
の

で
、

町
内

・
町

民
の

関
わ

り
方

等
、

案
を

出
し

て
く

れ
れ

ば
連

携
を

し
た

い
と

の
申

し
出

・
通

信
機

器
が

繋
が

ら
な

く
な

っ
た

時
の

情
報

伝
達

網
再

考
。

発
電

機
の

購
入

検
討

・
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

と
の

複
合

施
設

で
ス

タ
ッ

フ
の

数
が

多
か

っ
た

こ
と

が
物

資
の

調
達

や
ス

タ
ッ

フ
配

置
の

面
で

よ
か

っ
た
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対象施設

概要

位置

被害・復旧の経過整理

　甚大な津波被害を受けた仙台市若林区に立地。1 階は 1 ｍ程度まで浸水。震災前から津波を想定した避難訓練
を実施。地震発生直後から 1 階の入居者を 2 階に避難させる。入居者、職員の死傷者なし。建物の構造の被害
はなし。建設時から大雨等の浸水被害が想定されており、周辺の土地から地盤面は１ｍ高く、機械室はさらに１
ｍ高い位置に設けていた。機械室はドア付近まで水が来るが機械の損傷はなく、復旧が可能であった。自家発電
は屋上に設置。自家発電からの電力が通るコンセントがユニット内外に複数設けられており、痰の吸引なども問
題なかった。
　ライフラインは、19 日間の断水と 9 日間の停電。ガスが復旧したのは 3 か月後。断水時は受水槽から水を取
り出して対応。電気は燃料を制限しながら自家発電で対応。3/19 日に東北電力により通電。食糧は 3 日分を備
蓄。その他、3/12 に外部給食業者からの食糧提供を受けるため施設から取りに行く。3/14 には自衛隊によるパン、
毛布等の提供が行われる。

期間 発災直後 ～ 24 時間 ～ 72 時間 ～１週間 ～２週間 ～ 1 か月 ～ 3 か月 ～半年
構造体 ○

非構造部材 1 階全て浸水（崩壊は無いが利用不可）
家具備品 1 階全損
主要諸室 1 階全て浸水（崩壊は無いが利用不可）

受水 ○ /× ○ /× ○ /× ○ /× 16 日後○
排水 × × × × ○
受電 ○ /× ○ /× ○ /× 8 日後○
ガス × 浸水により × × × × × ○

給水設備 ○ /× ○ /× ○ /× ○ /× 16 日後○
給湯設備 ○ /× ○ /× ○ /× ○ /× ○ /× 39 日後○
排水設備 × 浸水により × × × × 20 日後○
電気設備 ○ /× ○ /× ○ /× 8 日後○

照明 ○ /× ○ /× ○ /× 8 日後○
コンセント ○ /× ○ /× ○ /× 8 日後○
通信設備 ○ /× ○ /× ○ /× ○ /× ○ /× ○
空調設備
安否確認 ○
入所者 ○
通所者
職員 ○
応援 × ○

食糧・水 ○
介護医薬品 ○

日用品 ○
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外観外観　敷地が周辺より１メートル高い

屋上設置の非常用発電機　コンセントにも通電外部機械室（ボイラー、吸収式冷温水発生装置、ポンプ等）
地盤面より高い位置に設置

ユニット内の備蓄（２階）１階機械室

仮設の事務室（２階）　1 階事務室が浸水したため津波被害後清掃した交流スペース付近
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調
査

日
時

20
11

年
5

月
9

日
対

応
者

副
施

設
長

、
介

護
主

任
、

事
務

局
長

、
設

計
者

調
査

員
名

（
※

：
記

録
者

）
石

井
敏

、
井

上
由

起
子

※
 、

加
筆

／早
坂

孝
康

１
）

施
設

概
要

施
設

種
別

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
開

設
年

19
99

年
定

員
特

養
15

0
名

併
設

施
設

ケ
ア

ハ
ウ

ス
50

名
階

数
特

養
3

階
建

　
ケ

ア
ハ

ウ
ス

4
階

建
構

造
種

別
RC

造
設

計
佐

藤
総

合
計

画
施

工
清

水
建

設

立
地

の
特

徴
・

甚
大

な
津

波
被

害
を

受
け

た
仙

台
市

若
林

区
に

立
地

。
施

設
の

周
辺

は
平

野
で

田
園

地
帯

・
津

波
を

せ
き

止
め

た
仙

台
東

部
バ

イ
パ

ス
か

ら
10

0 
メ

ー
ト

ル
海

側
に

あ
る

・
津

波
に

よ
り

周
囲

は
水

没
し

て
孤

立

5）
設

備
の

被
害

状
況

給 排 水 設 備

給
水

水
道

給
水

方
式

水
道

直
結

増
圧

方
式

受
水

槽
の

位
置・

容
量

45
t　

地
盤

面
よ

り
2

ｍ
高

い
場

所
被

害
状

況
・

対
応

・
受

水
槽

・
給

水
管

の
破

損
無

し
→

受
水

槽
か

ら
汲

み
取

り
無

く
な

り
次

第
市

の
給

水
車

か
ら

供
給

し
て

も
ら

う
給

湯
ボ

イ
ラ

ー
（

燃
料

Ａ
重

油
）

被
害

状
況

・
対

応
・

貯
湯

槽
基

礎
破

損
の

た
め

補
修

後
4/

18
 給

湯
貯

湯
開

始
。

翌
19

日
よ

り
入

浴
開

始
排

水
浄

化
槽

被
害

状
況

・
津

波
よ

り
排

水
不

可
。

利
用

を
制

限
・

3/
16

 浄
化

槽
の

汲
み

取
り

を
業

者
に

要
請

・
3/

17
 浄

化
槽

の
汲

み
取

り
実

施
。

仮
設

ト
イ

レ
設

置
・

4/
12

 浄
化

槽
仮

補
修

終
了

。
ト

イ
レ

使
用

方
法

を
通

常
利

用
と

す
る

も
排

水
不

完
全

の
た

め
利

用
ト

イ
レ

を
限

定

電 気 設 備

受
変

電
設

備
の

位
置

3
階

屋
上

非
常

用
電

源
有

　
定

格
出

力
18

5K
VA

　
燃

料
Ａ

重
油

非
常

用
電

源
設

置
場

所
屋

上

被
害

状
況

・
機

械
室

は
周

辺
の

Ｇ
Ｌ

よ
り

2.
0 

メ
ー

ト
ル

程
度

か
さ

上
げ

し
て

整
備

・
機

械
室

の
ド

ア
部

分
ま

で
津

波
が

来
る

が
内

部
は

わ
ず

か
な

浸
水

・
浸

水
の

可
能

性
か

ら
受

変
電

設
備

・
自

家
発

電
は

屋
上

に
設

置
。

自
家

発
電

用
の

コ
ン

セ
ン

ト
を

ユ
ニ

ッ
ト

内
外

に
  

複
数

設
置

及
び

照
明

も
各

所
確

保
可

能
で

あ
っ

た
。

電
気

さ
え

く
れ

ば
ポ

ン
プ

が
動

き
、

水
が

確
保

で
き

る
状

況

空 調 設 備

空
調

方
式

集
中

、
個

別
空

調
、

併
用

、
床

暖
房

熱
源

ボ
イ

ラ
ー

被
害

状
況

・
3/

18
 灯

油
と

石
油

ス
ト

ー
ブ

が
揃

い
、

各
ユ

ニ
ッ

ト
で

暖
房

開
始

・
4/

7 
 暖

房
設

備
復

旧
・

空
調

設
備

は
フ

ァ
ン

コ
イ

ル
ユ

ニ
ッ

ト
方

式
を

採
用

通 信 設 備

施
設

外
の

被
害

状
況

（
電

話
・

通
信

設
備

等
）

・
3/

31
 固

定
電

話
仮

設

施
設

内
の

被
害

状
況

（
ナ

ー
ス

コ
ー

ル
等

）
・

4/
15

 利
用

者
シ

ス
テ

ム
復

旧
作

業
終

了

搬 送 設 備

Ｅ
Ｖ

リ
フ

ト
（

階
段

）

・
浸

水
に

よ
り

使
用

不
可

そ の 他
自然

エネ
ルギ

ーの
活用

等
（太

陽光
パネ

ル、
断熱

サッ
シ等

）

・
ペ

ア
ガ

ラ
ス

（
杜

の
里

は
ホ

ス
ピ

タ
ル

モ
デ

ル
の

最
後

の
時

期
の

建
物

で
あ

り
、

現
在

の
高

齢
者

施
設

に
比

べ
る

と
  設

備
が

ハ
イ

ス
ペ

ッ
ク

で
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
費

用
が

か
か

る
が

、
結

果
的

に
ハ

イ
ス

ペ
ッ

ク
で

あ
っ

た
こ

と
で

、
こ

こ
  で

事
業

継
続

が
で

き
て

い
る

。）

６
）

災
害

対
策

と
そ

の
効

果
物 資 の 備 蓄

震
災

前
想

定
日

数
日

用
品

　
介

護
用

品
　

食
料

 3
日

分

震
災

後
想

定
日

数
日

用
品

　
介

護
用

品
　

食
料

 1
0

日
分

避
難

訓
練

の
実

施
状

況
（

震
災

前
）

想
定

災
害

津
波

・
大

火
災

火
災

そ
の

他
想

定
規

模
大

規
模

広
域

災
害

単
体

施
設

災
害

・
事

故
訓

練
頻

度
月

１
回

備
考

・
法

定
の

年
2

回
で

は
な

く
毎

月
１

回
実

施
。

津
波

を
想

定
し

た
訓

練
も

実
施

。

今
後

の
避

難
訓

練

・
震

災
前

か
ら

津
波

を
想

定
し

た
訓

練
を

実
施

。
上

に
逃

げ
る

か
外

に
逃

げ
る

か
で

行
動

は
違

う
・

震
度

４
以

上
で

職
員

が
施

設
に

集
合

す
る

こ
と

と
な

っ
て

お
り

、
チ

リ
地

震
の

際
は

集
合

が
か

か
り

2 
階

に
利

用
者

  あ
げ

た
。

結
果

的
に

津
波

は
こ

な
か

っ
た

が
、

こ
の

時
の

訓
練

が
役

に
た

っ
て

い
る

・
今

後
は

被
災

者
の

受
け

入
れ

を
想

定
し

た
対

応
を

考
え

て
お

く
必

要
が

あ
る

２
）

主
な

被
災

状
況

当
該

地
域

の
震

度
震

度
6

強
 

被
災

状
況

全
壊

（
津

波
）

津
波

の
状

況
・

甚
大

な
津

波
被

害
。

1
階

部
分

は
1

ｍ
程

度
ま

で
浸

水
。

周
辺

に
は

流
木

、
自

動
車

が
多

数
散

乱
人

的
な

被
災

状
況

（
ス

タ
ッ

フ
、

入
居

者
）

・
入

居
者

の
死

傷
者

な
し

・
職

員
の

死
傷

者
な

し

発
災

直
後

の
住

民
、

避
難

者
等

の
受

入
状

況
・

周
辺

全
域

が
津

波
被

害
を

受
け

、
被

災
者

を
受

け
入

れ
る

状
況

に
は

な
か

っ
た

・
津

波
が

く
る

直
前

、
近

隣
住

民
1

名
を

施
設

へ
入

れ
る

。
翌

日
避

難
所

へ
移

動

３
）

建
物

被
害

の
概

要

構
造

体
の

被
害

状
況

・
1

階
部

分
ま

で
浸

水
し

て
い

る
が

構
造

体
に

は
大

き
な

損
傷

は
な

い
。

・
浸

水
（

豪
雨

時
）

を
想

定
し

建
設

時
か

ら
周

辺
の

G
L

よ
り

1.
0 

メ
ー

ト
ル

程
度

盛
り

土
を

し
て

建
物

を
整

備

非
構

造
部

材
の

被
害

状
況

（
サ

ッ
シ

ュ
、ド

ア
、天

井
、照

明
等

）

・
１

階
部

分
は

浸
水

に
よ

り
多

大
な

被
害

を
受

け
る

。
・

１
階

は
感

染
の

恐
れ

が
あ

り
ス

ケ
ル

ト
ン

に
し

な
い

と
衛

生
上

よ
く

な
い

。
・

周
辺

地
域

全
体

が
被

災
し

て
お

り
、

粉
塵

の
影

響
な

ど
が

危
惧

さ
れ

る
。

家
具

・
什

器
備

品
の

被
害

状
況

（
棚

、
ベ

ッ
ド

、
車

い
す

等
）

・
1

階
部

分
は

浸
水

に
よ

り
多

大
な

被
害

を
受

け
る

使
用

不
可

に
な

っ
た

部
屋

・
1

階
部

分
全

室

４
）

被
害

の
状

況
（

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

）

水

停
止

の
有

無
有

復
旧

ま
で

の
期

間
16

日
後

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
地

震
発

生
後

す
ぐ

に
断

水
。

受
水

槽
か

ら
水

を
出

し
て

対
応

（
電

気
不

通
の

た
め

手
作

業
で

運
ぶ

）
・

ト
イ

レ
は

５
回

に
１

回
流

す
。

食
器

は
ラ

ッ
プ

で
対

応
・

3/
16

 浄
化

槽
の

汲
み

取
り

を
業

者
に

要
請

。
給

水
車

を
要

請
・

3/
27

 水
道

開
通

。
開

通
時

は
給

水
管

の
破

損
を

想
定

し
て

立
ち

会
う

が
問

題
な

し

電 気

停
止

の
有

無
有

復
旧

ま
で

の
期

間
8

日
後

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
3/

11
 自

家
発

電
は

屋
上

に
設

置
し

て
お

り
無

事
。

起
動

を
す

る
が

G
C

回
路

遮
断

が
不

完
全

の
た

め
、配

電
盤

シ
ョ

ー
  ト

に
よ

る
火

災
が

一
階

で
発

生
。

消
火

器
に

て
鎮

火
す

る
が

、
3/

11
は

自
家

発
電

の
使

用
を

控
え

る
・

3/
12

 ブ
レ

ー
カ

を
O

FF
 に

し
て

自
家

発
電

起
動

、
異

常
な

し
を

確
認

。
2 

階
と

3 
階

の
み

で
利

用
・

 燃
料（

重
油

）の
残

量
と

一
時

間
起

動
後

の
残

量
か

ら
利

用
可

能
時

間
を

算
出

。
1

日
4

時
間

で
4

日
利

用
可

と
確

認
・

地
下

タ
ン

ク
に

あ
る

重
油

を
引

き
揚

げ
ら

れ
な

い
た

め
・

3/
15

 理
事

１
名

の
協

力
に

よ
り

、
地

下
タ

ン
ク

か
ら

重
油

汲
み

上
げ

に
成

功
。

4k
l の

重
油

確
保

・
3/

17
 発

電
機

が
届

き
、

一
部

の
通

路
・

階
段

に
蛍

光
灯

を
設

置
・

3/
19

 東
北

電
力

に
よ

り
電

気
通

電
。

電
気

設
備

壊
滅

状
態

の
た

め
照

明
制

御
は

各
階

配
電

盤
ブ

レ
ー

カ
に

よ
り

実
施

  
  （

各
ユ

ニ
ッ

ト
に

お
け

る
夜

間
照

明
箇

所
と

時
間

を
決

定
）

ガ ス

停
止

の
有

無
有

復
旧

ま
で

の
期

間
3

ヶ
月

後
ガ

ス
の

種
類

プ
ロ

パ
ン

ガ
ス

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
5/

9
時

点
 復

旧
の

目
途

な
し

。
食

事
は

プ
ロ

パ
ン

と
カ

セ
ッ

ト
コ

ン
ロ

で
対

応
・

約
3

ｹ月
後

に
仮

設
厨

房
を

設
置

し
新

た
に

プ
ロ

パ
ン

ガ
ス

も
設

置
・

ガ
ス

配
管

が
津

波
浸

水
に

よ
り

腐
食

の
可

能
性

が
あ

る
た

め
既

設
配

管
は

使
用

し
て

い
な

い
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８
）

外
部

か
ら

の
支

援

法
人

内
で

の
連

携
・

同
法

人
の

関
連

施
設

も
被

災
し

て
い

る
た

め
各

施
設

単
独

で
し

の
い

だ

他
施

設
か

ら
の

支
援

・
ユ

ニ
ッ

ト
ケ

ア
推

進
セ

ン
タ

ー
経

由
で

２
人

ず
つ

６
日

交
代

で
施

設
か

ら
の

派
遣

あ
り

・
東

京
至

誠
会

か
ら

の
応

援
職

員
が

一
週

間
交

代
で

来
訪

医
療

機
関

と
の

連
携

・
連

携
し

て
い

た
医

療
機

関
も

被
災

し
て

い
る

た
め

救
援

医
療

チ
ー

ム
の

支
援

を
受

け
た

・
ヘ

リ
コ

プ
タ

ー
で

屋
上

か
ら

支
援

を
受

け
る

行
政

と
の

連
携

・
支

援
物

資
の

提
供

を
受

け
る

７
）

生
活

・
介

護
の

継
続

入
居

者
の

状
況

・
3/

11
 1

4:
46

 大
震

災
発

生
、

職
員

が
携

帯
ラ

ジ
オ

を
つ

け
、

津
波

予
報

が
い

つ
も

の
３

メ
ー

ト
ル

で
は

な
く

10
 メ

ー
 ト

ル
で

あ
る

こ
と

を
確

認
。

津
波

を
想

定
し

た
避

難
訓

練
を

実
施

し
て

お
り

、
す

ぐ
に

上
階

へ
の

避
難

を
決

断
・

15
分

後
よ

り
特

養
１

階
入

居
者

50
名

を
2 

階
へ

誘
導

・
25

分
後

よ
り

ケ
ア

ハ
ウ

ス
利

用
者

50
名

を
特

養
2 

階
へ

誘
導

・
35

分
後

に
役

員
会

参
加

事
務

所
男

性
職

員
5

名
到

着
（

市
内

で
役

員
会

開
催

中
に

地
震

発
生

）
・

45
分

後
津

波
到

来
・

全
員

の
無

事
を

確
認

、
施

設
の

孤
立

を
確

認
、

電
気

・
水

道
の

停
止

を
確

認

ス
タ

ッ
フ

の
確

保

・
3/

13
 水

が
引

き
、

自
衛

隊
の

協
力

は
じ

ま
る

。
30

 名
の

職
員

が
警

察
の

先
導

に
よ

り
到

着
・

入
れ

替
わ

り
に

一
部

職
員

が
帰

宅
。

容
体

急
変

の
利

用
者

1
名

を
ヘ

リ
で

病
院

搬
送

・
寝

具
、

排
泄

物
品

、
電

池
、

電
灯

な
ど

の
支

援
物

資
を

要
請

通
所

・
訪

問
利

用
者

へ
の

対
応

・
事

業
な

し

物 資 の 確 保

食
糧

・
水

・
3/

12
　

東
部

道
路

の
向

こ
う

に
日

清
医

療
食

品
か

ら
食

糧
提

供
を

受
け

る
た

め
、

職
員

が
取

り
に

行
く

・
カ

セ
ッ

ト
コ

ン
ロ

、
ガ

ス
ボ

ン
ベ

で
対

応
。

２
階

の
事

務
室

向
か

い
を

厨
房

と
し

て
整

備
・

ガ
ス

ボ
ン

ベ
は

廊
下

で
使

用
・

3/
14

 自
衛

隊
か

ら
大

量
の

食
品

と
寝

具
が

搬
入

さ
れ

る
・

２
～

３
年

事
業

を
継

続
す

る
と

な
る

と
厨

房
の

設
置

が
急

務
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

・
約

3
ヶ

月
後

に
1

階
ケ

ア
ハ

ウ
ス

食
堂

に
仮

設
厨

房
を

設
置

し
て

食
事

提
供

医
薬

品
・

各
痰

吸
引

で
電

気
を

必
要

と
す

る
た

め
、

そ
の

前
後

の
時

間
を

自
家

発
電

の
時

間
と

し
て

設
定

し
て

対
応

・
全

国
か

ら
の

支
援

物
資

、
救

援
物

資

介
護

用
品

・
全

国
か

ら
の

支
援

物
資

、
救

援
物

資

日
用

品
・

全
国

か
ら

の
支

援
物

資
、

救
援

物
資

そ
の

他
　

居
場

所
の

確
保

・
津

波
で

避
難

し
た

特
養

1
階

50
人

と
ケ

ア
ハ

ウ
ス

50
人

を
特

養
の

2
階

3
階

に
分

散
し

て
入

所
・

各
階

に
交

流
ス

ペ
ー

ス
が

あ
る

た
め

入
居

ス
ペ

ー
ス

に
転

換
。

各
居

室
の

定
員

増

【
施

設
図

】

9）
復

旧
か

ら
こ

れ
か

ら
に

向
け

て
の

取
り

組
み

、
今

回
の

震
災

を
踏

ま
え

て
の

課
題

、
高

齢
者

施
設

の
あ

り
方

に
つ

い
て

・
地

域
一

帯
が

津
波

で
壊

滅
的

な
状

況
。

こ
の

地
で

の
事

業
継

続
は

あ
り

え
な

い
・

こ
こ

２
～

３
年

は
現

在
地

で
事

業
継

続
し

、
そ

の
後

、
新

規
建

設
し

た
と

こ
ろ

へ
の

移
動

を
想

定
（

職
員

全
員

で
意

思
統

一
）

・
借

入
金

が
３

億
残

っ
て

お
り

、
移

転
新

築
に

は
１

０
億

以
上

の
お

金
が

必
要

と
な

り
行

政
支

援
が

不
可

欠
・

こ
の

エ
リ

ア
が

居
住

禁
止

エ
リ

ア
に

な
る

の
か

ど
う

か
に

よ
っ

て
行

政
支

援
も

違
う

か
も

し
れ

な
い

・
２

～
３

年
こ

こ
で

事
業

継
続

と
な

る
と

安
全

確
保

は
必

要
。

厨
房

の
設

置
、

防
災

対
策

を
施

す
必

要
が

あ
る

1
階

平
面

図

2
階

平
面

図
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宮城県仙台市

ケアハウス39 宮城野の里

対象施設

概要

位置

被害・復旧の経過整理

　施設近くまで津波が押し寄せ全員 2 階に避難。津波は近くで止まり、入居者、職員の死傷者なし。建物の構造
体の被害はなかったが、外周部に亀裂が入る。ライフラインの停止は、水が７日間、電気が６日間。水は貯水タ
ンクから取り出し使用。電気は自家発電機を使用。自家発電機は食事時の照明と通信手段である携帯の充電に使
う。食材の確保は、近隣の農家や冷凍倉庫会社から譲りうける。薪を用いてかまどで調理する。
　水、食事を提供したことから隣にある市営住宅からの避難者がくる。最大 100 名の避難者を受け入れる。
3/19 に福祉避難所としての指定を受ける。受け入れ場所はケアハウスの食堂および会議室。避難者は、一般の
避難所では生活が困難な認知症の方とその家族など。地域包括支援センターからの依頼で受け入れるケースも。
ケアハウスの入居者も電気、水道が復旧するまで避難者と一緒に、食堂や会議室で過ごす。

期間 発災直後 ～ 24 時間 ～ 72 時間 ～１週間 ～２週間 ～ 1 か月 ～ 3 か月 ～半年
構造体 ○

非構造部材 ○
家具備品 ○
主要諸室 ○

受水 △タンク △タンク △タンク ○
排水
受電 △発電機 △発電機 △発電機 ○
ガス × × × × × ○

給水設備 △タンク △タンク △タンク ○
給湯設備 × × × ○
排水設備
電気設備 △発電機 △発電機 △発電機 ○

照明 × × × ○
コンセント × × × ○
通信設備
空調設備
安否確認
入所者 ○
通所者 ○
職員 ○
応援 ○

食糧・水 ○備蓄・自己調達
介護医薬品 ○備蓄

日用品 ○備蓄
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施設内観施設入口　亀裂が生じる

ケアハウスの食堂　福祉避難所として利用ケアハウスの食堂　福祉避難所として利用

支援物資として届いた薪　停電中の調理に使用支援物資

雨水をためるポリタンク　防災用受水槽　直接取水
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調
査

日
時

20
11

年
5

月
3

日
対

応
者

法
人

事
務

局
長

調
査

員
名

（
※

：
記

録
者

）
井

上
由

起
子

、
石

井
敏

、
三

浦
研

※
 、

生
田

京
子

、
山

口
健

太
郎

１
）

施
設

概
要

施
設

種
別

ケ
ア

ハ
ウ

ス
開

設
年

20
00

年
定

員
30

人

併
設

施
設

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

45
人

，
シ

ョ
ー

ト
ス

テ
イ

20
人

（
個

室
6

室
，

2
人

部
屋

12
室

）
ヘ

ル
パ

ー
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
，

居
宅

介
護

支
援

事
務

所
，

地
域

包
括

セ
ン

タ
ー

階
数

地
上

2
階

建
構

造
種

別
RC

造
設

計
㈱

み
ち

の
く

設
計

施
工

㈱
大

林
組

立
地

の
特

徴
・

沿
岸

部
か

ら
5.

6
㎞

離
れ

た
場

所
に

立
地

・
周

辺
は

田
園

地
帯

と
公

営
住

宅
・

仙
台

東
部

道
路

よ
り

内
陸

側

5）
設

備
の

被
害

状
況

給 排 水 設 備

給
水

水
道

給
水

方
式

高
置

タ
ン

ク
方

式
受

水
槽

の
位

置・
容

量
12

t（
6t

 ×
 2

）

被
害

状
況

・
対

応
・

電
気

が
不

通
の

た
め

屋
根

上
の

受
水

タ
ン

ク
に

水
を

汲
み

上
げ

ら
れ

な
い

・
貯

水
タ

ン
ク

（
12

ト
ン

）
の

排
水

口
に

蛇
口

を
設

け
，

そ
こ

か
ら

水
を

取
り

出
し

た

給
湯

電
気

被
害

状
況

・
対

応
 

排
水

下
水

道

被
害

状
況

電 気 設 備

受
変

電
設

備
の

位
置

屋
上

非
常

用
電

源
有

 （
 簡

易
 ）

非
常

用
電

源
設

置
場

所
屋

上

被
害

状
況

・
復

旧
ま

で
停

止

空 調 設 備

空
調

方
式

併
用

熱
源

電
気

・
ガ

ス

被
害

状
況

・
復

旧
ま

で
停

止

通 信 設 備

施
設

外
の

被
害

状
況

（
電

話
・

通
信

設
備

等
）

・
固

定
電

話
機

能
せ

ず
・

携
帯

及
び

パ
ソ

コ
ン

を
フ

ル
活

用
し

て
連

絡
を

取
る

施
設

内
の

被
害

状
況

（
ナ

ー
ス

コ
ー

ル
等

）

搬 送 設 備

Ｅ
Ｖ

リ
フ

ト
（

階
段

）

・
２

週
間

後
復

旧

そ の 他
自然

エネ
ルギ

ーの
活用

等
（太

陽光
パネ

ル、
断熱

サッ
シ等

）

６
）

災
害

対
策

と
そ

の
効

果
物 資 の 備 蓄

震
災

前
想

定
日

数
3

日
分

3 
日

分

震
災

後
想

定
日

数
5

日
分

5
日

分

避
難

訓
練

の
実

施
状

況
（

震
災

前
）

想
定

災
害

地
震

・
津

波
・

大
火

災
火

災
そ

の
他

想
定

規
模

大
規

模
広

域
災

害
単

体
施

設
災

害
・

事
故

訓
練

頻
度

年
１

回
年

１
回

備
考

今
後

の
避

難
訓

練

２
）

主
な

被
災

状
況

当
該

地
域

の
震

度
震

度
 

被
災

状
況

損
傷

無

津
波

の
状

況
・

近
く

ま
で

津
波

が
押

し
寄

せ
る

。
津

波
が

到
達

し
な

か
っ

た
た

め
被

害
な

し
・

施
設

隣
の

用
水

路
が

津
波

で
溢

れ
そ

う
に

な
り

全
員

が
2

階
に

避
難

人
的

な
被

災
状

況
（

ス
タ

ッ
フ

、
入

居
者

）
・

入
居

者
の

死
傷

者
な

し
・

職
員

の
死

傷
者

な
し

発
災

直
後

の
住

民
、

避
難

者
等

の
受

入
状

況

・
水

、
食

事
を

提
供

し
た

こ
と

か
ら

隣
の

市
営

住
宅

か
ら

避
難

者
が

く
る

。
職

員
も

含
め

一
時

10
0

名
く

ら
い

が
避

難
・

福
祉

避
難

所
な

ら
び

に
シ

ョ
ー

ト
の

定
員

超
過

分
と

し
て

、
多

い
と

き
に

は
50

名
程

度
を

受
け

入
れ

る
・

実
質

の
福

祉
避

難
所

利
用

者
は

三
十

数
名

・
5/

3
現

在
，

家
族

を
含

め
7

名
が

避
難

。
い

ず
れ

も
今

後
の

見
通

し
が

立
っ

て
い

る
・

受
け

入
れ

施
設

側
の

調
整

も
あ

り
退

去
は

5
月

ご
ろ

に
な

る
見

通
し

３
）

建
物

被
害

の
概

要
構

造
体

の
被

害
状

況
・

構
造

体
の

被
害

な
し

。
外

周
部

に
亀

裂
が

生
じ

る

非
構

造
部

材
の

被
害

状
況

（
サ

ッ
シ

ュ
、ド

ア
、天

井
、照

明
等

）

・
被

害
な

し

家
具

・
什

器
備

品
の

被
害

状
況

（
棚

、
ベ

ッ
ド

、
車

い
す

等
）

・
多

々
あ

り

使
用

不
可

に
な

っ
た

部
屋

・
不

可
能

に
な

っ
た

部
屋

な
し

４
）

被
害

の
状

況
（

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

）

水

停
止

の
有

無
有

復
旧

ま
で

の
期

間
7

日
後

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
水

道
は

7
日

目
に

復
旧

・
電

気
が

不
通

の
た

め
屋

根
上

の
受

水
タ

ン
ク

に
水

を
汲

み
上

げ
ら

れ
な

い
・

貯
水

タ
ン

ク
（

12
ト

ン
）

の
排

水
口

に
蛇

口
を

設
け

、
そ

こ
か

ら
水

を
取

り
出

し
た

・
ト

イ
レ

の
水

（
雨

水
利

用
）

の
タ

ン
ク

が
地

下
の

た
め

停
電

で
汲

み
上

げ
ら

れ
ず

・
当

初
は

ト
イ

レ
脇

に
バ

ケ
ツ

を
置

き
、

た
め

水
を

使
用

・
途

中
か

ら
自

家
発

電
を

つ
け

、
そ

れ
で

ト
イ

レ
の

水
を

汲
み

上
げ

た

電 気

停
止

の
有

無
有

復
旧

ま
で

の
期

間
6

日
後

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
自

家
発

電
機

は
2

台
あ

っ
た

が
、

ガ
ソ

リ
ン

不
足

の
た

め
車

か
ら

ガ
ソ

リ
ン

を
抜

く
な

ど
し

て
1

台
の

み
使

用
・

も
う

1
台

は
他

に
あ

げ
た

・
自

家
発

電
機

は
ご

飯
を

食
べ

る
と

き
の

照
明

、
携

帯
の

充
電

時
の

み
電

力
を

使
用

ガ ス

停
止

の
有

無
有

復
旧

ま
で

の
期

間
20

日
後

ガ
ス

の
種

類
都

市
ガ

ス

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
4

月
1

日
に

復
旧
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８
）

外
部

か
ら

の
支

援

法
人

内
で

の
連

携
　

他
施

設
か

ら
の

支
援

　 　

医
療

機
関

と
の

連
携

・
関

連
法

人
と

の
連

携
で

、
一

般
避

難
所

へ
看

護
師

を
３

ヶ
月

配
置

し
た

　

行
政

と
の

連
携

・
福

祉
避

難
所

と
し

て
登

録
し

て
い

る
施

設
は

多
い

が
実

際
に

受
け

入
れ

た
施

設
は

少
な

い
・

市
や

県
に

も
，

ど
こ

が
何

人
受

け
入

れ
ら

れ
る

の
か

，
と

い
う

情
報

が
な

い
・

中
に

は
系

列
の

法
人

か
ら

50
名

程
度

受
け

入
れ

て
い

る
福

祉
避

難
所

も
あ

る
が

、
他

は
10

名
以

下
が

多
い

７
）

生
活

・
介

護
の

継
続

入
居

者
の

状
況

【
福

祉
避

難
所

に
つ

い
て

】
・

5
日

目
く

ら
い

に
最

初
の

支
援

隊
が

到
着

・
震

災
後

、
1

週
間

程
度

経
過

し
た

こ
ろ

か
ら

家
族

が
受

け
取

る
ケ

ー
ス

も
出

た
・

ケ
ア

ハ
ウ

ス
の

食
堂

な
ら

び
に

会
議

室
等

を
福

祉
避

難
所

に
指

定
・

3/
19

に
市

役
所

に
報

告
。

・
10

日
く

ら
い

か
ら

岡
田

地
区

の
人

家
の

被
害

が
大

き
い

こ
と

が
分

か
り

、
そ

こ
か

ら
重

点
的

に
受

け
入

れ
る

・
普

通
の

避
難

所
で

は
認

知
症

の
人

に
対

応
で

き
ず

、
ト

ラ
ブ

ル
に

な
っ

た
り

、
医

療
が

必
要

な
の

に
避

難
所

で
対

応
で

き
ず

、
放

置
さ

れ
た

人
が

お
り

、
地

域
包

括
か

ら
依

頼
が

あ
っ

た
・

医
療

機
関

か
ら

治
療

は
必

要
な

い
か

ら
福

祉
避

難
所

で
受

け
て

く
れ

と
い

う
パ

タ
ー

ン
も

あ
っ

た
・

福
祉

避
難

所
の

話
を

聞
き

つ
け

た
他

の
地

域
包

括
か

ら
も

依
頼

が
あ

っ
た

・
町

会
長

さ
ん

か
ら

，
マ

ン
シ

ョ
ン

の
集

会
室

に
避

難
し

て
い

た
人

を
受

け
入

れ
て

も
ら

え
な

い
か

依
頼

さ
れ

る
な

ど
、

日
常

の
つ

な
が

り
か

ら
の

受
け

入
れ

も
あ

っ
た

・
4

月
に

な
り

運
営

が
う

ま
く

機
能

し
は

じ
め

た

ス
タ

ッ
フ

の
確

保

【
福

祉
避

難
所

の
ス

タ
ッ

フ
】

・
民

医
連

（
全

日
本

民
主

医
療

機
関

連
合

会
）、

２
１

老
福

連
（

21
世

紀
・

老
人

福
祉

の
向

上
を

め
ざ

す
施

設
連

絡
会

）
か

ら
多

い
と

き
で

11
人

の
ス

タ
ッ

フ
（

介
護

師
，

看
護

師
）

が
支

援
に

来
る

・
現

在
は

7
名

の
ス

タ
ッ

フ
で

運
営

・
県

に
も

公
的

な
支

援
の

仕
組

み
が

あ
る

が
、

実
際

に
機

能
し

た
の

は
民

間
同

士
（

民
医

連
）

の
横

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
・

現
在

は
沖

縄
か

ら
3

ヶ
月

休
職

し
て

駆
け

つ
け

た
民

医
連

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
が

リ
ー

ダ
ー

通
所

・
訪

問
利

用
者

へ
の

対
応

・
地

震
当

日
は

デ
イ

の
利

用
者

（
当

日
20

名
）

に
津

波
地

区
の

方
が

多
く

、
帰

宅
困

難
な

方
が

多
数

発
生

・
家

族
と

の
連

絡
の

つ
か

な
い

デ
イ

利
用

者
も

相
当

数
発

生
・

福
祉

避
難

所
な

ら
び

に
シ

ョ
ー

ト
の

定
員

超
過

分
と

し
て

、
多

い
と

き
に

は
50

名
程

度
を

受
け

入
れ

る
・

20
床

の
シ

ョ
ー

ト
に

33
名

，
2

階
に

18
名

・
実

質
の

福
祉

避
難

所
利

用
者

は
三

十
数

名
。

福
祉

避
難

所
の

定
義

は
全

半
壊

以
上

の
被

災
高

齢
者

・
半

壊
未

満
の

ケ
ー

ス
や

家
族

ご
と

受
け

入
れ

た
ケ

ー
ス

も
あ

る
・

地
震

以
降

、
周

辺
地

域
で

は
中

止
し

て
い

る
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
も

多
い

・
福

祉
セ

ン
タ

ー
も

ま
だ

避
難

所
と

し
て

使
用

さ
れ

て
い

る
（

5
月

時
点

）
・

死
亡

し
た

方
や

他
に

引
っ

越
し

た
方

な
ど

、
地

域
の

介
護

ニ
ー

ズ
は

減
少

し
て

い
る

・
住

む
場

が
な

い
の

で
相

対
的

に
施

設
ニ

ー
ズ

は
高

い

物 資 の 確 保

食
糧

・
水

・
マ

キ
を

支
援

物
資

と
し

て
い

た
だ

き
カ

マ
ド

で
調

理
し

た
・

食
材

は
米

を
中

心
と

し
て

野
菜

は
近

所
の

農
家

か
ら

い
た

だ
い

た
・

電
気

が
な

か
っ

た
が

冷
凍

食
品

は
冷

凍
庫

に
そ

の
ま

ま
置

い
て

お
い

た
ら

気
温

が
低

く
持

っ
た

・
電

力
不

足
で

冷
凍

倉
庫

会
社

が
保

存
で

き
な

い
食

材
を

提
供

し
て

く
れ

た

医
薬

品
・

関
連

法
人

か
ら

調
達

介
護

用
品

・
備

品
及

び
支

援
物

資
を

指
定

し
て

調
達

・
問

屋
へ

直
接

出
向

く

日
用

品
・

備
品

及
び

支
援

物
資

を
指

定
し

て
調

達

そ
の

他
・

在
宅

生
活

を
し

て
い

る
方

に
支

援
物

資
を

配
布

し
た

居
場

所
の

確
保

・
ケ

ア
ハ

ウ
ス

の
食

堂
お

よ
び

機
能

訓
練

室
を

福
祉

避
難

所
と

し
て

利
用

・
ケ

ア
ハ

ウ
ス

の
利

用
者

も
、

電
気

、
水

道
が

復
旧

す
る

ま
で

夜
間

は
福

祉
避

難
所

で
就

寝

【
施

設
図

】

9）
復

旧
か

ら
こ

れ
か

ら
に

向
け

て
の

取
り

組
み

、
今

回
の

震
災

を
踏

ま
え

て
の

課
題

、
高

齢
者

施
設

の
あ

り
方

に
つ

い
て

・
当

施
設

は
ケ

ア
ハ

ウ
ス

だ
が

、
本

来
、

福
祉

避
難

所
は

特
養

、
老

健
が

対
象

・
長

期
化

が
予

想
さ

れ
る

た
め

、
東

北
福

祉
大

の
グ

ル
ー

プ
（

せ
ん

だ
ん

の
杜

）
に

10
名

程
度

受
け

入
れ

て
も

ら
っ

た
・

震
災

直
後

は
避

難
者

が
借

り
た

た
め

ア
パ

ー
ト

に
空

き
が

な
か

っ
た

が
、

し
ば

ら
く

し
て

撤
退

す
る

企
業

な
ど

も
出

て
ア

パ
ー

ト
に

空
き

が
で

た
・

せ
ん

だ
ん

の
杜

は
遠

い
た

め
、

家
族

の
受

け
入

れ
体

制
を

確
認

し
た

う
え

で
在

宅
サ

ー
ビ

ス
を

手
配

し
、

ア
パ

ー
ト

に
入

居
し

た
方

も
い

る
・（

ヒ
ア

リ
ン

グ
時

点
で

は
）

福
祉

避
難

所
は

3
ヶ

月
く

ら
い

で
閉

じ
て

特
養

等
に

移
っ

て
も

ら
う

の
が

よ
い

と
考

え
て

い
る

1
階

案
内

図
2

階
案

内
図
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宮城県仙台市

認知症高齢者グループホーム40 なつぎ埜

対象施設

概要

位置

被害・復旧の経過整理

　宮城県仙台市の中でも津波被害が大きかった若林区にある認知症グループホーム。当日は、2 班に分かれ避難
場所の小学校へ移動。先行した 14 名中 7 名が校庭付近で津波にのみこまれ死亡。後発の 4 名は自家用車で直接
内陸の津波被害を受けていない同一法人が運営するＧＨよもぎ埜に避難する。また、小学校で助かった 7 名はヘ
リで津波を受けていない小学校に避難し、その後、よもぎ埜に移動。
　よもぎ埜では、断水 20 日間、停電 7 日間。停電中は懐中電灯で対応。電池も足りていない状態であった。よ
もぎ埜では個室を 2 人部屋として利用。受け入れ側、避難側、双方ともに混乱する。3 週間目からは外出や、役
割の創出、落ち着ける空間を与えるなどの工夫により対応。震災後 10 日間は物資が乏しく厳しかったが、グルー
プホームを運営している友人などから物資が届くようになる。
　なつぎ埜からの避難者は、その後、グループホーム型仮設住宅へ移動し（2011.8 ～）生活している。

期間 発災直後 ～ 24 時間 ～ 72 時間 ～１週間 ～２週間 ～ 1 か月 ～ 3 か月 ～半年
構造体 × 全壊

非構造部材 × 全壊
家具備品 × 全壊
主要諸室 × 全壊

受水 × 全壊
排水 × 全壊
受電 × 全壊
ガス × 全壊

給水設備 × 全壊
給湯設備 × 全壊
排水設備 × 全壊
電気設備 × 全壊

照明 × 全壊
コンセント × 全壊
通信設備 × 全壊
空調設備 × 全壊
安否確認
入所者 ○
通所者
職員 ○
応援

食糧・水 × 不足 × 不足 × 不足 × 不足 ○
介護医薬品 × 不足 × 不足 × 不足 × 不足 ○

日用品 × 不足 × 不足 × 不足 × 不足 ○



21340 認知症高齢者グループホーム なつぎ埜

なつぎ埜　外観なつぎ埜　外観

津波被害を受け壊滅的被害を受けた周辺なつぎ埜　外観

転居のことを紙に書いて伝えるスタッフ避難先から仮設住宅への引っ越しの説明を受ける入居者

グループホーム型仮設住宅の外観グループホーム型仮設住宅への転居



214 40 認知症高齢者グループホーム なつぎ埜

調
査

日
時

20
11

年
5

月
3

日
対

応
者

施
設

長
調

査
員

名
（

※
：

記
録

者
）

石
井

敏
、

井
上

由
起

子
、

三
浦

研
、

生
田

京
子

※
 、

山
口

健
太

郎

１
）

施
設

概
要

施
設

種
別

認
知

症
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

開
設

年
20

09
年

定
員

入
居

18
名

併
設

施
設

仙
台

市
内

の
市

街
地

に
同

一
法

人
が

運
営

す
る

別
施

設
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

よ
も

ぎ
埜

が
あ

る
。

よ
も

ぎ
埜

は
津

波
被

害
な

し
。（

定
員

18
名

）
階

数
地

上
1

階
建

構
造

種
別

S
造

設
計

施
工

立
地

の
特

徴

・
沿

岸
部

に
属

す
る

若
林

区
は

仙
台

市
内

の
中

で
も

津
波

被
害

が
甚

大
で

あ
っ

た
地

域
・

対
象

施
設

は
、

沿
岸

部
か

ら
離

れ
た

位
置

に
あ

っ
た

が
津

波
を

食
い

止
め

た
高

速
道

路
よ

り
も

海
側

に
あ

っ
た

た
め

  
津

波
被

害
を

受
け

る

5）
設

備
の

被
害

状
況

給 排 水 設 備

給
水

水
道

給
水

方
式

水
道

直
結

直
圧

方
式

受
水

槽
の

位
置・

容
量

　

被
害

状
況

・
対

応
・

津
波

に
よ

り
破

損

給
湯

電
気

・
ボ

イ
ラ

ー
・

そ
の

他

被
害

状
況

・
対

応
【

避
難

施
設

（
よ

も
ぎ

埜
で

の
状

況
）】

水
が

来
る

ま
で

お
風

呂
は

清
拭

で
対

応

排
水

被
害

状
況

電 気 設 備

受
変

電
設

備
の

位
置

　
非

常
用

電
源

非
常

用
電

源
設

置
場

所

被
害

状
況

空 調 設 備

空
調

方
式

　
熱

源
　

被
害

状
況

　

通 信 設 備

施
設

外
の

被
害

状
況

（
電

話
・

通
信

設
備

等
）

　

施
設

内
の

被
害

状
況

（
ナ

ー
ス

コ
ー

ル
等

）
　

搬 送 設 備

Ｅ
Ｖ

リ
フ

ト
（

階
段

）
　

そ の 他
自然

エネ
ルギ

ーの
活用

等
（太

陽光
パネ

ル、
断熱

サッ
シ等

）
　

６
）

災
害

対
策

と
そ

の
効

果
物 資 の 備 蓄

震
災

前
想

定
日

数
・

近
く

に
あ

る
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
セ

ン
タ

ー
に

備
蓄

が
あ

り
施

設
で

の
備

蓄
は

1
日

程
度

・
実

際
に

は
、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

セ
ン

タ
ー

の
備

蓄
は

使
わ

な
か

っ
た

・
備

蓄
の

量
は

運
営

推
進

会
議

で
決

定
し

た
 1

日
分

震
災

後
想

定
日

数
 日

分

避
難

訓
練

の
実

施
状

況
（

震
災

前
）

想
定

災
害

地
震

・
津

波
・

大
火

災
火

災
そ

の
他

想
定

規
模

大
規

模
広

域
災

害
単

体
施

設
災

害
・

事
故

訓
練

頻
度

備
考

今
後

の
避

難
訓

練

２
）

主
な

被
災

状
況

当
該

地
域

の
震

度
震

度
6

強
被

災
状

況
全

壊
（

津
波

）

津
波

の
状

況
・

津
波

に
の

ま
れ

1
階

部
分

が
大

き
く

損
傷

。
利

用
不

可
能

な
状

況
と

な
る

・
仙

台
市

内
で

津
波

被
災

し
た

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
は

な
つ

ぎ
埜

だ
け

人
的

な
被

災
状

況
（

ス
タ

ッ
フ

、
入

居
者

）

・
入

居
者

：
11

名
生

存
　

7
名

死
亡

・
職

員
：

全
員

生
存

（
津

波
に

流
さ

れ
た

人
も

い
た

が
無

事
で

あ
っ

た
）

発
災

直
後

の
住

民
、

避
難

者
等

の
受

入
状

況
【

避
難

施
設

の
よ

も
ぎ

埜
の

場
合

】
・

停
電

が
続

い
た

た
め

近
隣

に
住

む
赤

子
連

れ
の

家
族

が
3

月
11

日
か

ら
数

日
間

宿
泊

３
）

建
物

被
害

の
概

要

構
造

体
の

被
害

状
況

・
津

波
に

よ
り

全
壊

・
躯

体
と

外
壁

は
残

る
が

内
部

は
大

破
。

利
用

は
不

可
能

な
状

況
非

構
造

部
材

の
被

害
状

況
（

サ
ッ

シ
ュ

、ド
ア

、天
井

、照
明

等
）

・
津

波
に

よ
り

全
壊

家
具

・
什

器
備

品
の

被
害

状
況

（
棚

、
ベ

ッ
ド

、
車

い
す

等
）

・
津

波
に

よ
り

全
壊

使
用

不
可

に
な

っ
た

部
屋

・
津

波
に

よ
り

全
壊

４
）

被
害

の
状

況
（

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

）

水

停
止

の
有

無
有

復
旧

ま
で

の
期

間
約

20
日

後

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

【
避

難
施

設
（

よ
も

ぎ
埜

で
の

状
況

）】
・

3
月

末
に

復
旧

電 気

停
止

の
有

無
有

復
旧

ま
で

の
期

間
7

日
後

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

【
避

難
施

設
（

よ
も

ぎ
埜

で
の

状
況

）】
・

1
週

間
後

に
復

旧
・

停
電

中
は

懐
中

電
灯

で
対

応
。

電
池

も
足

り
な

い
状

況
で

あ
っ

た

ガ ス

停
止

の
有

無
無

復
旧

ま
で

の
期

間
　

ガ
ス

の
種

類
プ

ロ
パ

ン
ガ

ス

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

【
避

難
施

設
（

よ
も

ぎ
埜

で
の

状
況

）】
・

プ
ロ

パ
ン

ガ
ス

で
あ

り
利

用
は

可
能

で
あ

っ
た
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８
）

外
部

か
ら

の
支

援

法
人

内
で

の
連

携
・

同
一

法
人

が
仙

台
市

内
で

2
つ

の
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

を
運

営
・

津
波

被
害

を
受

け
た

な
つ

ぎ
埜

の
利

用
者

を
よ

も
ぎ

埜
で

受
け

入
れ

る

他
施

設
か

ら
の

支
援

医
療

機
関

と
の

連
携

行
政

と
の

連
携

７
）

生
活

・
介

護
の

継
続

入
居

者
の

状
況

甚
大

な
被

害
が

あ
っ

た
な

つ
ぎ

埜
の

避
難

直
後

の
状

況
・

2:
46

　
立

っ
て

い
ら

れ
な

い
ほ

ど
の

地
震

が
20

分
ぐ

ら
い

続
く

・
3:

35
　

14
名

の
入

居
者

が
東

六
郷

小
学

校
に

避
難

　
　

小
学

校
の

校
舎

に
入

り
き

れ
ず

校
庭

に
数

名
は

避
難

。
認

知
症

が
重

度
の

高
齢

者
は

車
で

待
機

し
て

い
た

　
　

目
の

前
に

津
波

が
迫

っ
て

い
た

。
何

か
遠

く
で

音
が

し
て

い
た

ぐ
ら

い
が

警
報

だ
っ

た
　

　
歩

け
る

人
だ

け
、

体
育

館
に

入
っ

て
く

だ
さ

い
と

言
わ

れ
た

　
　

上
の

階
に

あ
が

っ
た

人
7

人
だ

け
助

か
っ

た
。

ヘ
リ

で
六

郷
中

へ
移

動
　

　
車

で
待

機
し

て
い

た
高

齢
者

と
校

庭
に

い
た

数
名

の
合

計
7

人
が

亡
く

な
ら

れ
た

　
　

4
名

は
お

風
呂

待
機

な
ど

の
事

情
か

ら
東

六
郷

小
に

は
避

難
せ

ず
　

　
上

記
の

4
名

は
直

接
車

で
東

部
道

路
よ

り
陸

側
へ

逃
げ

て
助

か
っ

た
　

　
　

　（
か

ね
て

よ
り

東
部

道
路

の
上

の
あ

る
と

こ
ろ

は
ほ

う
に

防
災

拠
点

を
移

し
て

欲
し

い
と

言
わ

れ
て

い
た

。）
・

4:
03

 　
時

計
が

止
ま

っ
て

い
た

時
刻

≒津
波

に
襲

わ
れ

た
時

刻
・

4/
12

 　
生

存
者

全
員

を
よ

も
ぎ

埜
に

連
れ

て
き

た
　

　
利

用
者

の
家

族
へ

公
衆

電
話

か
ら

連
絡

、
最

終
的

に
14

日
に

全
員

連
絡

が
取

れ
た

・
4/

23
　

最
後

の
方

の
遺

体
が

見
つ

か
る

ス
タ

ッ
フ

の
確

保
・

震
災

直
後

は
連

絡
の

取
れ

な
い

職
員

が
い

た
・

職
員

は
な

つ
ぎ

埜
の

人
も

混
ざ

り
ロ

ー
テ

ー
シ

ョ
ン

を
組

ん
で

い
る

・
職

員
の

連
携

に
3

週
間

ぐ
ら

い
か

か
る

通
所

・
訪

問
利

用
者

へ
の

対
応

・
通

所
の

併
設

な
し

物 資 の 確 保

食
糧

・
水

・
2

日
目

に
福

島
の

友
達

が
食

品
届

け
て

く
れ

る
・

道
路

網
が

復
旧

し
て

か
ら

は
知

り
合

い
や

、
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

を
運

営
し

て
い

る
友

達
か

ら
物

資
が

数
十

個
届

く
・

震
災

後
10

日
間

は
物

資
が

乏
し

く
厳

し
か

っ
た

医
薬

品

介
護

用
品

日
用

品
・

布
団

が
な

く
て

寒
か

っ
た

。
ス

タ
ッ

フ
に

持
っ

て
来

て
も

ら
っ

た

そ
の

他

居
場

所
の

確
保

・
生

存
者

お
よ

び
ス

タ
ッ

フ
は

仙
台

市
内

の
よ

も
ぎ

埜
へ

移
動

・
7

人
と

4
人

に
別

れ
て

ユ
ニ

ッ
ト

に
入

る
。

個
室

を
二

人
部

屋
と

し
て

利
用

・
受

け
入

れ
側

も
避

難
側

も
混

乱
・

お
年

寄
り

は
場

所
（

避
難

し
て

き
た

事
実

）
が

分
か

ら
ず

混
乱

す
る

・
避

難
し

て
き

た
人

の
中

で
も

元
気

な
人

は
、

和
室

で
じ

っ
と

し
て

い
た

・
3

週
間

目
か

ら
外

へ
出

し
た

り
、

役
割

を
与

え
た

り
、

空
間

を
与

え
る

こ
と

に
気

を
配

る
・

部
屋

の
調

整
を

二
度

し
た

。
今

は
混

乱
は

な
い

・
家

族
が

来
た

ら
嫉

妬
が

あ
る

の
で

和
室

で
は

な
く

空
き

部
屋

で
会

う
こ

と
に

【
施

設
図

】

9）
復

旧
か

ら
こ

れ
か

ら
に

向
け

て
の

取
り

組
み

、
今

回
の

震
災

を
踏

ま
え

て
の

課
題

、
高

齢
者

施
設

の
あ

り
方

に
つ

い
て

被
災

し
た

な
つ

ぎ
埜

の
被

災
者

の
受

け
入

れ
に

つ
い

て
（

20
11

.5
 ヒ

ア
リ

ン
グ

調
査

時
）

 ・
民

家
を

借
り

て
避

難
者

を
受

け
入

れ
る

場
合

　
　

民
家

（
7

畳
、

8
畳

、
4.

5
畳

）
を

借
り

て
9

名
が

移
る

つ
も

り
だ

っ
た

が
、

浴
室

な
ど

の
手

す
り

が
届

か
な

い
と

い
う

ハ
ー

ド
の

問
題

や
、

個
　

　
室

で
な

い
と

新
規

の
人

を
受

け
入

れ
な

ら
な

い
な

ど
の

制
度

上
の

問
題

よ
り

民
家

改
修

で
は

運
営

が
厳

し
い

 ・
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

型
の

仮
設

住
宅

へ
の

転
居

の
場

合
　

　
厚

労
省

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
型

仮
設

住
宅

を
県

が
設

計
中

。
ト

イ
レ

を
2

つ
に

し
て

も
ら

っ
て

、
一

つ
は

介
護

タ
イ

プ
に

し
て

ほ
し

い
と

要
望

し
　

　
て

い
る

。
出

来
れ

ば
そ

こ
へ

直
接

入
り

た
い

 ・
再

建
　

　
2

年
以

内
に

再
建

し
た

い
。

元
の

敷
地

に
戻

る
か

は
危

険
性

を
考

え
る

と
極

め
て

疑
問

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
型

仮
設

住
宅

の
平

面
図
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対象施設

概要

位置

被害・復旧の経過整理

　津波による施設への被害は無し。町は壊滅。地震直後から、地域の住民 30-40 人が集まってくる。会議室を開放。
炊き出しも提供。数日間、宿泊者あり。併設施設のデイサービスセンター知楽荘を福祉避難所に指定してもらう。
町からの支援あり。入居者の被災はなし。スタッフ 57 名（当日 41 名）のうち 23 名が自宅被災（全壊・半壊等）。
　建物は増設新棟の天井一部落下、敷地一部の法面崩れ。敷地上にあったスプリンクラー用ポンプや受変電設備
も損壊。1 か月程度の断水、停電あり。翌日から災害対応で用意してあったポリタンク 100 個に給水車から給水。
当日から薪やプロパンガスで炊きだし。3/19 からは自衛隊の炊きだし支援 120 食 / 日届く。近隣の町民から米
等の支援あり。利用者は、地震直後に中央の食堂・談話コーナーに集める。3/19 に要観察の入居者 22 名程度を
残して、併設のデイサービスに移動。トイレ・排水は使えないため、基本オムツ＋ポータブルで対応。暖は石油
ストーブを持ち寄り対応。前年から完全停電を想定し、簡易自家発電を使い、炊きだし訓練を実施していた。

期間 発災直後 ～ 24 時間 ～ 72 時間 ～１週間 ～２週間 ～ 1 か月 ～ 3 か月 ～半年
構造体 ○

非構造部材 ×（一部天井）×（一部天井）×（一部天井）×（一部天井）×（一部天井） ○
家具備品 ○
主要諸室 ○

受水 × × × × × ○
排水 × × × × × ○
受電 × × × × × ○
ガス ○

給水設備 × × × × × ○
給湯設備 × × × × × ○
排水設備 × × × × × ○
電気設備 × × × × × ○

照明 × 停電 × 停電 × 停電 × 停電 × 停電 ○
コンセント × 停電 × 停電 × 停電 × 停電 × 停電 ○
通信設備 直後は × × × × × × ○（6/2）
空調設備 × 停電 × 停電 × 停電 × 停電 × 停電 ○
安否確認
入所者 ○
通所者 ○
職員 ○
応援 ― ― ― ― ― ― ― ―

食糧・水 △備蓄等 △備蓄等 △備蓄等 △支援等 △支援等 ○
介護医薬品 △備蓄等 △備蓄等 △備蓄等 △備蓄等 △

日用品 △備蓄等 △備蓄等 △備蓄等 △備蓄等 △
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敷地内の地盤被害 ※施設建物の正面玄関

地盤崩落により下の道路もふさがれる ※大規模な地盤被害により電気設備等も被害 ※

受水槽はひび割れにより水漏れ新棟での天井落下被害 ※

震災前から敷地内に設けられていた大きな倉庫震災前から敷地内に設けられていた備蓄倉庫

※ 施設提供
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調
査

日
時

20
11

年
12

月
6

日
対

応
者

園
長

、
総

務
課

長
調

査
員

名
（

※
：

記
録

者
）

石
井

敏
※

 、筧
淳

夫（
工

学
院

大
学

）、
菅

原
琢

、井
山

美
欧（

工
学

院
大

学
）

１
）

施
設

概
要

施
設

種
別

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
開

設
年

S6
0.

4
定

員
定

員
50

+S
S2

0（
当

日
46

+2
0）

併
設

施
設

別
棟

隣
接

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

階
数

地
上

1
階

建
構

造
種

別
RC

造
設

計
㈱

欅
建

築
設

計
事

務
所

施
工

佐
藤

工
業

㈱

立
地

の
特

徴

・
国

道
か

ら
1

本
入

っ
た

と
こ

ろ
に

立
地

・
震

災
前

の
山

下
駅

、
坂

元
駅

か
ら

は
車

で
10

分
の

位
置

・
国

立
病

院
機

構
宮

城
病

院
が

国
道

を
挟

ん
で

立
地

。

5）
設

備
の

被
害

状
況

給 排 水 設 備

給
水

水
道

給
水

方
式

水
道

直
結

直
圧

方
式

受
水

槽
の

位
置・

容
量

屋
外

被
害

状
況

・
対

応
・

ヒ
ビ

に
よ

り
水

漏
れ

・
未

修
理

（
約

50
万

円
の

見
積

も
り

）

給
湯

ボ
イ

ラ
ー

被
害

状
況

・
対

応
・

水
漏

れ
修

理
（

26
万

円
）

排
水

下
水

道

被
害

状
況

・
被

害
な

し

電 気 設 備

受
変

電
設

備
の

位
置

屋
外

非
常

用
電

源
無

非
常

用
電

源
設

置
場

所
屋

外

被
害

状
況

・
損

壊
・

後
日

地
域

住
民

よ
り

自
家

発
電

（
簡

易
）

を
借

用

空 調 設 備

空
調

方
式

居
室

は
電

気
に

よ
る

個
別

空
調

熱
源

ボ
イ

ラ
ー

＋
電

気

被
害

状
況

・
損

傷
な

し

通 信 設 備

施
設

外
の

被
害

状
況

（
電

話
・

通
信

設
備

等
）

・
携

帯
は

翌
日

以
降

た
ま

に
つ

な
が

り
、

3
日

目
以

降
で

ほ
ぼ

通
常

・
固

定
電

話
は

6/
2

に
復

旧
・

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
回

線
は

6/
8

に
復

旧

施
設

内
の

被
害

状
況

（
ナ

ー
ス

コ
ー

ル
等

）

・
被

害
な

し

搬 送 設 備

Ｅ
Ｖ

リ
フ

ト
（

階
段

）

・
被

害
な

し

そ の 他
自然

エネ
ルギ

ーの
活用

等
（太

陽光
パネ

ル、
断熱

サッ
シ等

）

・
被

害
な

し

６
）

災
害

対
策

と
そ

の
効

果
物 資 の 備 蓄

震
災

前
想

定
日

数
・

3
日

分
以

上
あ

り
・

内
容

も
検

討
し

て
い

た
の

で
よ

か
っ

た
 3

日
分

震
災

後
想

定
日

数
・

変
更

な
し

 ３
日

分

避
難

訓
練

の
実

施
状

況
（

震
災

前
）

想
定

災
害

火
災

（
昼

間
）

火
災

（
夜

間
）

そ
の

他
想

定
規

模
単

体
施

設
災

害
単

体
施

設
災

害
訓

練
頻

度
年

2
回

年
１

回

備
考

・
地

域
の

人
、

防
災

協
力

員
と

訓
練

・
反

省
会

で
ヘ

ッ
ド

ラ
イ

ト
の

重
要

性
指

摘
。

10
個

買
っ

て
あ

っ
た

・
前

年
か

ら
炊

き
だ

し
訓

練
も

実
施

・
完

全
停

電
を

想
定

、
簡

易
自

家
発

電
を

使
い

、
炊

き
だ

し
。

ポ
リ

タ
ン

ク
も

こ
れ

に
よ

り
準

備
し

て
い

た

今
後

の
避

難
訓

練

２
）

主
な

被
災

状
況

当
該

地
域

の
震

度
震

度
 6

強
被

災
状

況
敷

地
内

法
面

崩
れ

（
地

震
）

津
波

の
状

況
・

津
波

被
害

な
し

人
的

な
被

災
状

況
（

ス
タ

ッ
フ

、
入

居
者

）
・

入
居

者
の

被
災

な
し

。
ス

タ
ッ

フ
57

（
当

日
41

）
名

。
う

ち
23

名
自

宅
被

災
（

全
壊

・
半

壊
等

）　

発
災

直
後

の
住

民
、

避
難

者
等

の
受

入
状

況

・
地

域
の

住
民

30
-4

0
人

集
ま

っ
て

く
る

。
会

議
室

を
開

放
。

炊
き

出
し

も
提

供
・

数
日

間
、

宿
泊

者
あ

り
・

法
人

か
ら

町
に

か
け

合
い

、
福

祉
避

難
所

に
指

定
し

て
も

ら
い

、
町

か
ら

の
支

援
が

来
る

よ
う

に
な

る

３
）

建
物

被
害

の
概

要

構
造

体
の

被
害

状
況

・
被

害
な

し

非
構

造
部

材
の

被
害

状
況

（
サ

ッ
シ

ュ
、ド

ア
、天

井
、照

明
等

）
・

増
設

新
棟

の
天

井
一

部
落

下

家
具

・
什

器
備

品
の

被
害

状
況

（
棚

、
ベ

ッ
ド

、
車

い
す

等
）

・
被

害
な

し

使
用

不
可

に
な

っ
た

部
屋

・
新

棟
お

よ
び

法
面

崩
れ

の
た

め
危

険
が

あ
っ

た
西

側
居

室
を

使
用

禁
止

と
し

た

４
）

被
害

の
状

況
（

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

）

水

停
止

の
有

無
有

復
旧

ま
で

の
期

間
4/

2
復

旧
（

余
震

4/
12

復
旧

）

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
地

震
直

後
、

断
水

。
翌

日
か

ら
給

水
車

を
利

用
・

災
害

対
応

で
ポ

リ
タ

ン
ク

10
0

個
用

意
し

て
あ

っ
た

の
で

、
そ

れ
に

給
水

。
以

降
、

給
水

車
利

用
・

断
水

に
加

え
て

、
地

盤
崩

落
の

た
め

敷
地

上
に

あ
っ

た
ス

プ
リ

ン
ク

ラ
ー

用
室

ポ
ン

プ
も

倒
壊

・
4/

7
の

余
震

で
再

度
断

水
。

4/
12

に
復

旧
・

ス
プ

リ
ン

ク
ラ

ー
用

ポ
ン

プ
は

場
所

を
移

設
し

て
復

旧

電 気

停
止

の
有

無
有

復
旧

ま
で

の
期

間
4/

10
復

旧

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
停

電
に

加
え

て
、

受
変

電
設

備
が

地
盤

崩
落

に
よ

り
損

壊
・

場
所

を
移

設
し

て
復

旧
。

ガ ス

停
止

の
有

無
な

し
復

旧
ま

で
の

期
間

　
ガ

ス
の

種
類

プ
ロ

パ
ン

ガ
ス

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

当
日

は
薪

や
プ

ロ
パ

ン
で

炊
き

だ
し

炊
き

出
し

訓
練

の
実

績
あ

り
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８
）

外
部

か
ら

の
支

援

法
人

内
で

の
連

携
・

近
隣

の
障

害
者

施
設

は
メ

ー
ル

が
つ

な
が

る
・

必
要

な
連

絡
は

そ
ち

ら
に

依
頼

し
て

対
応

し
て

も
ら

う

他
施

設
か

ら
の

支
援

・
名

古
屋

の
特

養
か

ら
2

名
の

職
員

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

（
介

護
員

）

医
療

機
関

と
の

連
携

・
嘱

託
医

が
常

駐
・

体
調

崩
し

た
避

難
者

（
地

域
の

人
）

は
宮

城
病

院
に

移
送

行
政

と
の

連
携

・
併

設
の

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

が
福

祉
避

難
所

に
指

定
さ

れ
る

・
県

が
頼

ん
で

く
れ

た
た

め
大

型
の

自
家

発
電

装
置

が
4

月
に

入
っ

て
か

ら
来

た

７
）

生
活

・
介

護
の

継
続

入
居

者
の

状
況

・
地

震
直

後
は

西
側

地
盤

の
崩

落
危

険
の

た
め

、
全

員
を

中
央

の
食

堂
・

談
話

コ
ー

ナ
ー

に
集

め
る

・
利

用
者

の
状

態
、

人
数

確
認

・
3/

19
に

胃
瘻

や
要

観
察

の
入

居
者

22
名

程
度

残
し

て
、

他
は

併
設

の
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
に

移
動

・
3/

14
か

ら
デ

イ
厨

房
で

調
理

。
調

理
し

た
も

の
を

運
搬

し
て

い
た

・
ト

イ
レ

・
排

水
は

使
え

な
い

た
め

、
基

本
オ

ム
ツ

＋
ポ

ー
タ

ブ
ル

で
対

応
（

ス
タ

ッ
フ

は
屋

外
で

）
・

家
が

被
災

し
、

体
調

が
悪

か
っ

た
シ

ョ
ー

ト
利

用
者

受
入

れ
た

・
暖

房
は

石
油

ス
ト

ー
ブ

を
持

ち
寄

り
対

応
・

入
浴

は
4/

11
ま

で
出

来
ず

、
そ

れ
ま

で
は

お
湯

を
沸

か
し

て
清

拭
で

対
応

ス
タ

ッ
フ

の
確

保

・
3/

12
か

ら
24

時
間

体
制

で
の

勤
務

。
交

代
で

勤
務

・
自

宅
が

被
災

し
た

ス
タ

ッ
フ

も
あ

り
。

開
い

て
い

る
部

屋
を

使
っ

て
寝

泊
ま

り
・

法
人

の
被

災
施

設
の

職
員

雇
用

の
関

係
も

あ
り

、
60

才
以

上
の

パ
ー

ト
継

続
雇

用
を

断
念

・
5

名
解

雇
。

自
主

退
職

2
名

通
所

・
訪

問
利

用
者

へ
の

対
応

・
デ

イ
に

避
難

し
て

い
た

入
居

者
が

本
体

施
設

に
戻

っ
た

後
、

4/
10

か
ら

送
迎

開
始

物 資 の 確 保

食
糧

・
水

・
当

日
夕

方
か

ら
炊

き
だ

し
。

1
週

間
程

度
続

く
・

炊
き

出
し

を
地

域
か

ら
の

避
難

者
に

も
提

供
・

3/
12

に
給

水
車

が
来

た
た

め
、

施
設

で
持

っ
て

い
た

10
0

個
近

い
ポ

リ
タ

ン
ク

に
給

水
・

3/
19

頃
か

ら
は

自
衛

隊
か

ら
の

炊
き

だ
し

支
援

。
12

0
食

/日
程

度
が

届
く

・
自

衛
隊

か
ら

の
炊

き
出

し
は

利
用

者
に

あ
わ

せ
る

た
め

の
手

間
（

お
じ

や
に

す
る

な
ど

）
あ

り
・

近
隣

の
町

民
が

米
を

持
っ

て
来

て
く

れ
る

・
食

事
の

器
は

使
い

捨
て

、
ラ

ッ
プ

を
か

け
て

使
用

。
節

約
、

節
水

。
手

洗
い

は
消

毒
液

と
水

で

医
薬

品
・

嘱
託

医
が

自
宅

被
災

し
た

た
め

施
設

に
寝

泊
ま

り
し

て
く

れ
た

・
薬

は
ス

ト
ッ

ク
で

対
応

介
護

用
品

・
3/

20
頃

か
ら

注
文

で
き

る
よ

う
に

な
り

、
物

流
の

再
開

と
と

も
に

徐
々

に
入

る
よ

う
に

な
る

日
用

品
・

3/
20

頃
か

ら
注

文
で

き
る

よ
う

に
な

り
、

物
流

の
再

開
と

と
も

に
徐

々
に

入
る

よ
う

に
な

る
・

オ
ム

ツ
は

在
庫

と
支

援
物

資
で

や
り

く
り

そ
の

他

居
場

所
の

確
保

・
当

初
の

1
週

間
は

食
堂

・
談

話
コ

ー
ナ

ー
と

隣
接

の
居

室
で

対
応

【
施

設
図

】

9）
復

旧
か

ら
こ

れ
か

ら
に

向
け

て
の

取
り

組
み

、
今

回
の

震
災

を
踏

ま
え

て
の

課
題

、
高

齢
者

施
設

の
あ

り
方

に
つ

い
て

・
ヘ

ッ
ド

ラ
イ

ト
が

大
活

躍
、

今
後

に
備

え
50

個
さ

ら
に

買
い

増
し

。
自

家
発

電
機

も
申

請
中

・
と

っ
さ

に
対

応
出

来
な

か
っ

た
反

省
点

も
あ

り
、

指
揮

系
統

の
見

直
し

・
町

の
防

災
無

線
、

サ
イ

レ
ン

聞
こ

え
ず

。
対

策
要

検
討

・
法

人
間

で
の

連
携

の
あ

り
方

な
ど

要
検

討
・

基
本

的
に

は
い

る
人

で
対

応
出

来
る

よ
う

な
仕

組
み

を
考

え
て

い
く

・
N

PO
に

よ
る

助
成

金
で

土
地

の
地

盤
修

繕
、

企
業

に
よ

る
震

災
復

興
助

成
金

で
ス

プ
リ

ン
ク

ラ
ー

復
旧

。
そ

の
他

災
害

復
旧

国
庫

補
助

金
で

破
損

  
  部

の
修

繕
を

支
援

し
て

も
ら

う

敷
地

西
側

法
面

崩
れ
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対象施設

概要

位置

被害・復旧の経過整理

　地震後、揺れが収まってから地域の運営推進会議のメンバーが集まる。近所の交番からも見回りにきてくれる。
近所に住む大学生 3 名が避難。災害ボランティアとして 10 日間受け入れ、食事と宿泊場所を提供。
  ライフラインは 10 日間の断水のみ。停電・ガスの停止はなし。水は近隣の農業用給水車を使い運搬。食器な
どにはラップをして節水を心がける。当日はホームの灯りを点し、玄関前に張り紙をして、施設前の道路を通る
人にトイレや休憩が可能なことを知らせる。食糧は豊富に蓄えがあった。夜通しで米を炊き、みんなでおにぎり
を握って、立ち寄る人に渡す。しばらくは余震等への不安が大きくリビングに布団を並べて、職員も一緒に寝る。
  日頃の地域とのつながりが非常時に生きることを痛感。非常時に地域のために機能できることが地域密着型施
設の役割と認識して対応した。3/15 から一週間、施設併設の空きスペースにて、原発避難の施設利用者と職員
計 15 名を受け入れ。その後も原発避難地域のグループホーム避難者数名を継続的に受け入れる。

期間 発災直後 ～ 24 時間 ～ 72 時間 ～１週間 ～２週間 ～ 1 か月 ～ 3 か月 ～半年
構造体 ○

非構造部材 ○
家具備品 △ ○
主要諸室 ○

受水 × 断水 × 断水 × 断水 × 断水 ○
排水 ○
受電 ○
ガス ○

給水設備 ○
給湯設備 ○
排水設備 ○
電気設備 ○

照明 ○
コンセント ○
通信設備 ○
空調設備 ○
安否確認 ○
入所者 ○
通所者 ○
職員 ○
応援 避難大学生 避難大学生 避難大学生 避難大学生

食糧・水 ○
介護医薬品 ○

日用品 ○
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避難者を受け入れた空き室屋根瓦の被害 ※

通りがかりの避難者への案内 ※地震により被害を受けた倉 ※

夜間は居間でまとまって就寝 ※地震直後の居室 ※

原発避難への備え ※頭巾をかぶっての生活 ※

※ 施設提供
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調
査

日
時

20
11

年
11

月
10

日
対

応
者

所
長

調
査

員
名

（
※

：
記

録
者

）
石

井
敏

※
 、

小
野

智
一

１
）

施
設

概
要

施
設

種
別

認
知

症
高

齢
者

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
開

設
年

20
06

年
定

員
入

居
9

名
（

当
日

9
名

）

併
設

施
設

な
し

階
数

地
上

1
階

建
構

造
種

別
木

造
設

計
施

工

立
地

の
特

徴
・

旧
国

道
４

号
線

に
面

し
て

い
る

。
震

災
時

は
直

後
か

ら
大

渋
滞

が
発

生

5）
設

備
の

被
害

状
況

給 排 水 設 備

給
水

水
道

給
水

方
式

水
道

直
結

直
圧

方
式

受
水

槽
の

位
置・

容
量

　

被
害

状
況

・
対

応
・

被
害

な
し

給
湯

　

被
害

状
況

・
対

応
　

排
水

下
水

道

被
害

状
況

・
被

害
な

し

電 気 設 備

受
変

電
設

備
の

位
置

　
非

常
用

電
源

有
 （

 簡
易

 ）
非

常
用

電
源

設
置

場
所

　

被
害

状
況

・
被

害
な

し

空 調 設 備

空
調

方
式

個
別

空
調

熱
源

電
気

被
害

状
況

・
被

害
な

し

通 信 設 備

施
設

外
の

被
害

状
況

（
電

話
・

通
信

設
備

等
）

・
電

話
は

地
震

直
後

は
か

か
り

に
く

か
っ

た
・

テ
レ

ビ
に

よ
り

情
報

収

施
設

内
の

被
害

状
況

（
ナ

ー
ス

コ
ー

ル
等

）

・
被

害
な

し

搬 送 設 備

Ｅ
Ｖ

リ
フ

ト
（

階
段

）

・
被

害
な

し

そ の 他
自然

エネ
ルギ

ーの
活用

等
（太

陽光
パネ

ル、
断熱

サッ
シ等

）

・
被

害
な

し

６
）

災
害

対
策

と
そ

の
効

果

物 資 の 備 蓄

震
災

前
想

定
日

数
・

非
常

食
 1

～
2

日
分

震
災

後
想

定
日

数
・

法
人

で
備

蓄
倉

庫
を

用
意

 日
分

避
難

訓
練

の
実

施
状

況
（

震
災

前
）

想
定

災
害

地
震

（
想

定
30

％
）

火
災

（
想

定
30

％
）

そ
の

他
想

定
規

模
単

体
施

設
災

害
単

体
施

設
災

害
訓

練
頻

度
月

１
回

月
１

回

備
考

　

今
後

の
避

難
訓

練

２
）

主
な

被
災

状
況

当
該

地
域

の
震

度
震

度
 5

強
被

災
状

況
G

H
は

被
災

な
し

（
裏

に
あ

る
石

倉
損

壊
）

津
波

の
状

況
・

津
波

被
害

な
し

人
的

な
被

災
状

況
（

ス
タ

ッ
フ

、
入

居
者

）
・

入
居

者
、

職
員

の
死

傷
者

な
し

発
災

直
後

の
住

民
、

避
難

者
等

の
受

入
状

況

・
揺

れ
が

収
ま

っ
て

か
ら

地
域

の
運

営
推

進
会

議
メ

ン
バ

ー
の

方
々

が
集

ま
っ

て
き

て
く

れ
た

・
近

所
に

住
む

大
学

生
3

名
が

避
難

。
災

害
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
と

し
て

10
日

間
受

け
入

れ
・

旧
国

道
を

通
る

人
に

ト
イ

レ
、

休
憩

場
所

を
提

供
。

気
軽

に
立

寄
れ

る
よ

う
に

夜
で

も
明

か
り

を
つ

け
て

い
た

・
ご

飯
を

炊
き

立
ち

寄
っ

た
人

に
持

た
せ

て
あ

げ
る

３
）

建
物

被
害

の
概

要

構
造

体
の

被
害

状
況

・
被

害
な

し

非
構

造
部

材
の

被
害

状
況

（
サ

ッ
シ

ュ
、ド

ア
、天

井
、照

明
等

）

・
一

部
ド

ア
が

外
れ

倒
れ

た

家
具

・
什

器
備

品
の

被
害

状
況

（
棚

、
ベ

ッ
ド

、
車

い
す

等
）

・
周

り
の

家
具

が
倒

れ
て

、
中

の
物

が
飛

び
出

て
い

る
状

態
だ

っ
た

使
用

不
可

に
な

っ
た

部
屋

・
な

し

４
）

被
害

の
状

況
（

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

）

水

停
止

の
有

無
有

復
旧

ま
で

の
期

間
10

日
後

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
10

日
間

の
断

水
・

二
本

松
市

か
ら

農
業

用
の

タ
ン

ク
を

利
用

。
農

業
用

給
水

車
を

使
い

水
を

運
ぶ

・
食

器
な

ど
は

な
る

べ
く

ラ
ッ

プ
を

か
け

節
水

に
心

が
け

る

電 気

停
止

の
有

無
無

復
旧

ま
で

の
期

間

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
停

電
は

な
し

・
旧

国
道

を
通

る
人

に
ト

イ
レ

、
休

憩
等

、
気

軽
に

立
ち

寄
れ

る
よ

う
に

夜
で

も
明

か
り

を
つ

け
て

い
た

・
ご

飯
を

炊
い

て
、

立
ち

寄
っ

た
人

に
持

た
せ

て
あ

げ
る

ガ ス

停
止

の
有

無
無

復
旧

ま
で

の
期

間
ガ

ス
の

種
類

プ
ロ

パ
ン

ガ
ス

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
ガ

ス
が

使
え

た
の

で
炊

き
出

し
を

し
た
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８
）

外
部

か
ら

の
支

援

法
人

内
で

の
連

携
・

法
人

で
入

手
し

た
食

料
を

分
配

他
施

設
か

ら
の

支
援

・
特

に
な

し

医
療

機
関

と
の

連
携

・
特

に
な

し

行
政

と
の

連
携

・
直

接
的

な
連

携
は

特
に

な
し

。
避

難
者

受
入

に
伴

い
、

浪
江

町
な

ど
か

ら
支

援
物

資
あ

り

７
）

生
活

・
介

護
の

継
続

入
居

者
の

状
況

・
震

災
当

時
の

入
居

者
の

状
況

：
男

性
1

名
女

性
8

名
、

平
均

年
齢

87
.8

歳
、

平
均

要
介

護
度

3.
87

・
防

災
ず

き
ん

を
か

ぶ
り

対
応

・
し

ば
ら

く
は

、
不

安
が

あ
っ

た
た

め
、

布
団

を
敷

き
並

べ
、

職
員

も
一

緒
に

み
ん

な
で

寝
て

い
た

・
日

中
は

立
ち

寄
る

人
に

お
に

ぎ
り

を
配

る
た

め
、

み
ん

な
で

お
に

ぎ
り

を
つ

く
る

・
3/

15
に

原
発

避
難

者
7

名
+

職
員

8
名

を
受

入
。

1
週

間
滞

在
・

5
名

は
鹿

沼
に

。
2

名
は

残
る

・
4/

3
～

県
と

市
か

ら
原

発
避

難
者

の
受

入
要

請
が

あ
る

・
現

在
、

原
発

避
難

地
域

の
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

避
難

者
3

名
を

引
き

受
け

て
い

る

ス
タ

ッ
フ

の
確

保

・
震

災
当

時
の

職
員

の
状

況
：

ス
タ

ッ
フ

3
名

・
震

災
直

後
に

避
難

し
て

き
た

大
学

生
3

名
を

受
入

。
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
と

し
て

宿
泊

さ
せ

る
・

運
営

推
進

会
議

の
メ

ン
バ

ー
も

来
て

片
付

け
な

ど
手

伝
っ

て
く

れ
た

・
余

震
が

続
く

中
1

人
夜

勤
は

不
安

で
大

変
で

あ
る

こ
と

、
ガ

ソ
リ

ン
不

足
に

よ
り

勤
務

が
通

常
通

り
行

か
な

い
こ

と
  あ

り
、

シ
フ

ト
を

組
み

な
お

す
・

認
知

症
に

対
す

る
ケ

ア
を

地
震

で
困

っ
て

る
人

に
置

き
換

え
て

寄
り

添
っ

た
ケ

ア
を

す
る

よ
う

に
し

た
　

通
所

・
訪

問
利

用
者

へ
の

対
応

・
併

設
機

能
な

し
。

以
下

、
地

域
へ

の
支

援
・

地
震

に
よ

る
被

害
は

小
さ

く
近

所
の

住
民

、
避

難
者

や
困

っ
て

い
る

人
の

手
助

け
を

し
て

い
た

・
夜

間
に

明
か

り
を

つ
け

た
り

張
り

紙
を

し
た

り
と

、
困

っ
て

い
る

人
が

立
ち

寄
り

や
す

い
環

境
作

り
を

し
た

・
3/

12
に

避
難

途
中

の
子

連
れ

の
夫

婦
（

ミ
ル

ク
づ

く
り

の
た

め
）、

仙
台

に
向

か
う

途
中

に
体

調
を

崩
し

た
人

な
ど

  を
受

入
・

3/
13

は
、

仙
台

に
向

か
う

途
中

の
中

国
人

記
者

と
イ

ギ
リ

ス
の

取
材

チ
ー

ム
受

入
。

休
憩

所
、

食
事

提
供

・
3/

14
避

難
途

中
の

男
性

に
携

帯
電

話
の

充
電

・
立

ち
寄

っ
た

人
に

は
、

お
に

ぎ
り

と
水

を
渡

し
て

あ
げ

て
い

た
・

3/
20

、
避

難
滞

在
し

て
い

た
学

生
が

退
去

。
バ

ス
の

中
で

み
ん

な
で

食
べ

ら
れ

る
よ

う
お

に
ぎ

り
30

個
を

提
供

物 資 の 確 保

食
糧

・
水

・
法

人
で

米
・

野
菜

を
農

家
か

ら
大

量
に

入
手

で
き

た
た

め
、

困
る

状
況

は
な

か
っ

た
・

む
し

ろ
、

立
ち

寄
っ

た
人

に
は

お
に

ぎ
り

と
水

を
渡

し
て

あ
げ

た
・

非
常

時
に

地
域

の
た

め
に

機
能

す
る

こ
と

が
地

域
密

着
型

施
設

の
役

割
と

認
識

・
避

難
滞

在
中

の
G

H
に

対
し

て
は

食
料

と
調

理
場

を
提

供
。

そ
れ

ぞ
れ

で
準

備
、

用
意

し
て

い
た

医
薬

品
・

特
に

問
題

な
し

介
護

用
品

・
特

に
問

題
な

し

日
用

品
・

特
に

問
題

な
し

そ
の

他
・

自
分

達
が

避
難

す
る

時
の

燃
料

確
保

は
法

人
に

任
せ

て
あ

っ
た

居
場

所
の

確
保

・
3/

15
の

早
朝

原
発

避
難

の
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

受
入

（
計

15
名

）
・

 避
難

者
は

G
H

併
設

の
空

き
ス

ペ
ー

ス
で

併
設

・
現

在
の

避
難

者
3

名
は

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
の

居
室

で
受

入
。

2
人

部
屋

を
2

つ
作

っ
て

対
応

【
施

設
図

】

9）
復

旧
か

ら
こ

れ
か

ら
に

向
け

て
の

取
り

組
み

、
今

回
の

震
災

を
踏

ま
え

て
の

課
題

、
高

齢
者

施
設

の
あ

り
方

に
つ

い
て

・
今

、
そ

の
時

に
で

き
る

こ
と

を
で

き
る

限
り

す
る

こ
と

が
社

会
福

祉
施

設
の

使
命

・
避

難
者

が
早

く
も

と
の

生
活

に
戻

れ
る

よ
う

に
す

る
こ

と
が

重
要

。
こ

の
よ

う
な

時
だ

か
ら

こ
そ

「
笑

顔
」

を
大

切
に

し
て

い
き

た
い

・
今

ま
で

大
事

に
し

て
き

た
こ

と
（

地
域

と
の

繋
が

り
な

ど
）

が
身

を
結

ん
だ

・
真

っ
先

に
地

域
の

方
が

駆
け

つ
け

て
く

れ
た

り
、

交
番

が
見

回
り

に
来

て
く

れ
た

り
。

地
域

や
家

族
か

ら
食

糧
を

分
け

て
も

ら
っ

た
・

他
事

業
所

や
、

他
法

人
と

も
連

携
が

密
に

と
れ

た
。

何
よ

り
、

利
用

者
と

寄
り

添
っ

て
、

こ
の

事
態

を
乗

り
越

え
る

こ
と

が
で

き
た

・
避

難
者

受
入

に
際

し
て

は
、

大
き

な
課

題
も

あ
っ

た
。

受
入

者
の

情
報

が
何

も
な

い
と

い
う

こ
と

・
一

人
ひ

と
り

の
バ

ッ
ク

グ
ラ

ン
ド

が
分

か
ら

ず
、

ケ
ア

、
対

応
に

苦
慮

し
た

。
特

に
、

認
知

症
高

齢
者

の
場

合
は

そ
れ

が
重

要
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福島県福島市

43 ライフ吉井田小規模多機能型居宅介護

対象施設

概要

位置

被害・復旧の経過整理

　当日は 13 名の通いあり。地域の方も含めた絵手紙教室が開催されていた。当日帰宅できない 10 名が宿泊。
若干の備品被害。建物ヒビが見つかり修繕（380 万）。断水（1 週間）あり、オール電化の停電なし。
　近所の井戸水で生活用水は確保。飲用水は法人で確保した給水車（500L）を使い二本松市で水を確保し運搬。
　翌日から知人や地元の専業農家、医薬品会社に連絡し、100 キロを超える米、野菜、卵、栄養ドリンクなどを
購入または譲り受ける。食料は法人の他施設にも分配。
　原発での緊急避難を意識し、緊急時の避難用バスもタクシー会社に掛け合い確保。最大 150 名が避難できる
体制を整える（風向きに応じて複数の具体的な避難先も確保）。
   小規模多機能は 3/15 までに利用者を自宅に戻して休止。3/18 に再開。スタッフは全員特養で勤務。3/16 か
らは原発避難のグループホームの利用者と職員の計 45 名を、2 階の地域交流スペースで 1 週間受け入れた。

期間 発災直後 ～ 24 時間 ～ 72 時間 ～１週間 ～２週間 ～ 1 か月 ～ 3 か月 ～半年
構造体 ○

非構造部材 ○
家具備品 △一部破損 ○
主要諸室 ○

受水 × 断水 × 断水 × 断水 ○
排水 ○
受電 ○
ガス ○

給水設備 ○
給湯設備 ○
排水設備 ○
電気設備 ○

照明 ○
コンセント ○
通信設備 ○
空調設備 ○
安否確認
入所者 ○
通所者 ○
職員 ○
応援 ○

食糧・水 ○
介護医薬品 ○

日用品 ○
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避難者の受入を可能にした余裕空間小規模多機能 2 階のフリースペース
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調
査

日
時

20
11

年
11

月
10

日
対

応
者

管
理

者
　

調
査

員
名

（
※

：
記

録
者

）
石

井
敏

※
 、

小
野

智
一

１
）

施
設

概
要

施
設

種
別

小
規

模
多

機
能

型
居

宅
介

護
開

設
年

20
07

年
定

員
登

録
25

名
（

当
日

通
い

13
名

）

併
設

施
設

な
し

階
数

2
階

建
て

（
2

階
に

は
地

域
交

流
ス

ペ
ー

ス
）

構
造

種
別

S
造

設
計

　
施

工

立
地

の
特

徴
・

福
島

市
の

市
街

地
に

あ
り

、
幹

線
道

路
（

国
道

）
か

ら
1

本
入

っ
た

と
こ

ろ
に

あ
る

・
周

辺
は

商
業

施
設

や
住

宅
。

福
島

中
央

病
院

が
道

路
を

挟
ん

で
向

か
い

に
立

地

5）
設

備
の

被
害

状
況

給 排 水 設 備

給
水

水
道

給
水

方
式

水
道

直
結

直
圧

方
式

受
水

槽
の

位
置・

容
量

　

被
害

状
況

・
対

応
・

被
害

な
し

給
湯

ボ
イ

ラ
ー

被
害

状
況

・
対

応
・

若
干

傾
い

た
が

使
用

上
の

問
題

な
し

・
断

水
中

は
使

用
で

き
な

か
っ

た

排
水

下
水

道

被
害

状
況

・
被

害
な

し

電 気 設 備

受
変

電
設

備
の

位
置

屋
上

非
常

用
電

源
有

 （
 簡

易
 ）

非
常

用
電

源
設

置
場

所
屋

外

被
害

状
況

・
被

害
な

し

空 調 設 備

空
調

方
式

個
別

空
調

熱
源

電
気

被
害

状
況

・
被

害
な

し

通 信 設 備

施
設

外
の

被
害

状
況

（
電

話
・

通
信

設
備

等
）

・
直

後
は

数
回

電
話

が
通

じ
た

が
、

そ
の

後
は

ず
っ

と
繋

が
ら

な
か

っ
た

施
設

内
の

被
害

状
況

（
ナ

ー
ス

コ
ー

ル
等

）

・
被

害
な

し

搬 送 設 備

Ｅ
Ｖ

リ
フ

ト
（

階
段

）
・

被
害

な
し

そ の 他
自然

エネ
ルギ

ーの
活用

等
（太

陽光
パネ

ル、
断熱

サッ
シ等

）
・

被
害

な
し

６
）

災
害

対
策

と
そ

の
効

果

物 資 の 備 蓄

震
災

前
想

定
日

数
・

非
常

用
の

冷
蔵

庫
を

２
つ

用
意

 1
～

2
日

分

震
災

後
想

定
日

数
・

法
人

で
備

蓄
倉

庫
を

用
意

し
て

い
る

・
水

は
井

戸
水

に
よ

る
対

応
が

あ
る

程
度

は
可

能
と

判
断

し
て

い
る

 5
日

分

避
難

訓
練

の
実

施
状

況
（

震
災

前
）

想
定

災
害

地
震

想
定

30
％

火
災

想
定

70
％

そ
の

他
想

定
規

模
大

規
模

広
域

災
害

単
体

施
設

災
害

訓
練

頻
度

月
１

回
月

１
回

備
考

・
年

1
回

は
消

防
署

立
ち

合
い

。
昼

間
よ

り
夜

間
の

想
定

を
増

や
し

て
い

る
・

年
1

回
は

総
合

防
災

訓
練

で
近

所
の

15
軒

を
含

め
て

行
っ

て
い

る
（

市
役

所
・

運
営

推
進

会
議

の
メ

ン
バ

ー
含

む
）

今
後

の
避

難
訓

練
　

２
）

主
な

被
災

状
況

当
該

地
域

の
震

度
震

度
5

強
被

災
状

況
一

部
損

傷
津

波
の

状
況

・
津

波
に

よ
る

被
害

な
し

人
的

な
被

災
状

況
（

ス
タ

ッ
フ

、
入

居
者

）
・

入
居

者
、

職
員

の
死

傷
者

な
し

発
災

直
後

の
住

民
、

避
難

者
等

の
受

入
状

況

・
3/

16
か

ら
富

岡
の

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
（

原
発

避
難

）
か

ら
21

名
と

職
員

24
名

計
45

名
受

け
入

れ
・

2
階

で
1

週
間

。
食

料
は

持
参

。
　

そ
の

後
は

ア
パ

ー
ト

に
移

動
。

10
室

借
り

て
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

再
開

・
4

月
に

も
飯

館
か

ら
の

避
難

者
2

名
を

引
き

受
け

た

３
）

建
物

被
害

の
概

要
構

造
体

の
被

害
状

況
・

外
壁

の
ひ

び
割

れ
数

カ
所

。
台

風
な

ど
の

大
雨

の
際

に
雨

漏
り

。
修

繕
費

38
0

万
。

県
に

は
補

助
を

申
請

非
構

造
部

材
の

被
害

状
況

（
サ

ッ
シ

ュ
、ド

ア
、天

井
、照

明
等

）

・
2

階
の

吊
り

照
明

が
壁

に
ぶ

つ
か

り
破

損
。

ク
ロ

ス
な

ど
に

も
亀

裂

家
具

・
什

器
備

品
の

被
害

状
況

（
棚

、
ベ

ッ
ド

、
車

い
す

等
）

・
1

階
は

物
品

・
家

具
の

被
害

は
特

に
な

し
・

2
階

は
家

具
や

テ
レ

ビ
な

ど
の

周
り

の
備

品
が

い
く

つ
か

落
下

し
て

破
損

。
破

損
備

品
30

万
程

度
。

補
助

申
請

中

使
用

不
可

に
な

っ
た

部
屋

・
特

に
な

し

４
）

被
害

の
状

況
（

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

）

水

停
止

の
有

無
有

復
旧

ま
で

の
期

間
7

日
後

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
7

日
間

断
水

・
隣

り
に

井
戸

が
あ

り
、

井
戸

水
を

お
風

呂
に

溜
め

て
雑

用
水

と
し

て
使

用
・

飲
料

水
は

、
断

水
し

て
い

な
か

っ
た

二
本

松
市

か
ら

農
業

用
の

タ
ン

ク
を

利
用

し
て

運
搬

。
食

器
な

ど
は

な
る

べ
く

ラ
ッ

プ
を

し
て

節
水

し
て

使
っ

て
い

た

電 気

停
止

の
有

無
無

復
旧

ま
で

の
期

間
　

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
停

電
な

し
・

IH
コ

ン
ロ

で
あ

り
3

食
温

か
い

物
を

出
す

こ
と

が
で

き
た

・
ガ

ス
コ

ン
ロ

な
ど

仙
台

に
支

援
し

た

ガ ス

停
止

の
有

無
　

復
旧

ま
で

の
期

間
　

ガ
ス

の
種

類
　

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段
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８
）

外
部

か
ら

の
支

援

法
人

内
で

の
連

携
・

法
人

内
（

特
養

、
G

H
）

で
食

料
と

水
を

分
け

合
う

。
そ

れ
ぞ

れ
に

届
い

た
支

援
物

資
も

お
互

い
に

分
け

合
う

・
小

規
模

多
機

能
の

ス
タ

ッ
フ

は
休

止
中

、
特

養
で

勤
務

他
施

設
か

ら
の

支
援

・
宮

城
県

の
G

H
に

救
援

物
資

（
食

料
・

衣
類

・
コ

ン
ロ

な
ど

）
を

届
け

る
・

避
難

を
考

え
て

山
形

や
栃

木
の

施
設

に
受

入
れ

要
請

。
許

諾
し

て
も

ら
う

。
い

つ
で

も
避

難
で

き
る

よ
う

準
備

・
そ

の
他

、
新

潟
な

ど
の

事
業

者
と

も
連

絡
を

取
り

合
い

、
避

難
等

含
め

て
対

応
を

協
議

、
支

援
の

要
請

医
療

機
関

と
の

連
携

・
法

人
内

の
医

者
と

看
護

師
の

た
め

に
2

階
を

休
憩

所
と

し
て

提
供

行
政

と
の

連
携

・
県

と
市

に
は

積
極

的
な

情
報

提
供

と
情

報
収

集
を

行
う

。
支

援
要

請

７
）

生
活

・
介

護
の

継
続

入
居

者
の

状
況

・
当

日
、

8
名

ぐ
ら

い
の

方
は

近
所

の
方

と
と

も
に

1
階

の
喫

茶
（

交
流

）
ス

ペ
ー

ス
で

絵
手

紙
教

室
中

・
そ

の
他

、
リ

ビ
ン

グ
に

も
５

か
ら

６
名

ぐ
ら

い
い

た
・

地
震

の
揺

れ
に

対
し

て
は

、
利

用
者

は
意

外
と

落
ち

着
い

て
い

た
・

当
日

は
帰

宅
で

き
な

い
10

名
ぐ

ら
い

が
施

設
宿

泊
・

特
別

な
対

応
を

し
た

訳
で

な
く

い
つ

も
通

り
に

対
応

し
た

・
15

日
か

ら
泊

ま
り

の
人

を
自

宅
に

戻
し

、
3

日
間

だ
け

事
業

所
を

休
止

・
ス

タ
ッ

フ
は

法
人

の
特

養
で

各
種

対
応

に
あ

た
る

・
3/

18
か

ら
通

常
再

開

ス
タ

ッ
フ

の
確

保

・
当

日
は

ス
タ

ッ
フ

全
員

（
13

名
ぐ

ら
い

）
が

駆
け

つ
け

て
く

る
・

宿
泊

の
職

員
以

外
は

帰
宅

。
当

日
泊

ま
っ

た
ス

タ
ッ

フ
は

通
常

通
り

の
対

応
・

3/
15

に
原

発
の

状
況

に
鑑

み
、

緊
急

事
態

と
し

て
各

自
避

難
の

判
断

は
任

せ
る

・
3

名
避

難
し

た
が

、
最

終
的

（
3

月
下

旬
）

に
は

全
員

戻
る

・
法

人
全

体
で

全
職

員
（

10
0

名
）

＋
α

の
緊

急
避

難
態

勢
を

整
え

る
・

避
難

の
班

編
成

（
5

班
）

を
決

め
て

い
つ

で
も

対
応

可
能

な
状

況
に

す
る

・
数

人
の

管
理

職
の

み
で

決
定

、
職

員
に

は
混

乱
を

招
く

恐
れ

が
あ

る
の

で
伝

え
な

い
・

受
入

先
も

確
保

。
風

向
き

に
応

じ
て

2
パ

タ
ー

ン
（

栃
木

、
山

形
）

を
想

定
・

3/
14

に
現

金
50

0
万

円
を

用
意

。
タ

ク
シ

ー
会

社
に

お
願

い
し

て
避

難
用

の
バ

ス
等

も
確

保
・

震
災

後
に

3
名

辞
め

た
が

、
被

災
沿

岸
部

か
ら

の
避

難
者

7
名

を
採

用
・

し
ば

ら
く

は
職

員
の

送
迎

を
タ

ク
シ

ー
会

社
に

依
頼

。
法

人
で

対
応

通
所

・
訪

問
利

用
者

へ
の

対
応

・
当

日
、

家
族

と
連

絡
が

つ
か

な
い

利
用

者
は

宿
泊

・
当

日
、

様
子

を
見

に
来

た
家

族
も

い
た

が
、

連
れ

て
行

か
ず

に
宿

泊
を

お
願

い
し

て
帰

っ
て

行
っ

た
人

も
い

た

物 資 の 確 保

食
糧

・
水

・
飲

料
水

は
断

水
し

て
い

な
か

っ
た

二
本

松
市

か
ら

農
業

用
の

タ
ン

ク
（

50
0L

）
を

利
用

し
て

運
搬

・
地

震
直

後
に

、
い

つ
も

利
用

し
て

い
る

専
業

農
家

等
に

連
絡

・
米

（
12

0
㎏

）
と

野
菜

（
白

菜
・

ね
ぎ

50
00

本
）

確
保

・
知

人
か

ら
卵

（
50

00
個

：
生

卵
半

分
と

ラ
ジ

ウ
ム

半
分

）
を

確
保

・
医

薬
品

会
社

か
ら

栄
養

ド
リ

ン
ク

も
12

日
に

10
00

本
購

入
（

ス
タ

ッ
フ

用
）。

半
分

は
同

法
人

の
他

施
設

に
供

給

医
薬

品
・

特
に

不
足

な
し

介
護

用
品

・
特

に
不

足
な

し

日
用

品
・

特
に

不
足

な
し

そ
の

他

・
避

難
用

の
バ

ス
確

保
。

法
人

職
員

送
迎

の
た

め
の

タ
ク

シ
ー

確
保

・
福

島
の

Ｇ
Ｈ

連
絡

会
の

本
部

を
2

階
に

設
け

た
・

3/
22

頃
か

ら
救

援
物

資
が

届
き

始
め

る
・

車
3

台
、

ス
タ

ッ
フ

10
人

（
法

人
）

で
他

の
事

業
所

へ
物

資
の

運
搬

・
東

京
か

ら
ガ

ソ
リ

ン
20

L×
5

缶
も

ら
っ

た
。

居
場

所
の

確
保

・
3/

16
か

ら
富

岡
の

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
（

原
発

避
難

）
か

ら
21

名
と

職
員

24
名

計
45

名
受

け
入

れ
・

2
階

の
地

域
交

流
ス

ペ
ー

ス
で

生
活

・
そ

の
他

に
も

2
階

の
地

域
交

流
ス

ペ
ー

ス
は

、
医

者
や

看
護

師
の

休
憩

所
と

し
て

利
用

・
地

域
交

流
ス

ペ
ー

ス
は

物
資

の
保

管
の

ス
ペ

ー
ス

と
し

て
も

利
用

【
施

設
図

】

9）
復

旧
か

ら
こ

れ
か

ら
に

向
け

て
の

取
り

組
み

、
今

回
の

震
災

を
踏

ま
え

て
の

課
題

、
高

齢
者

施
設

の
あ

り
方

に
つ

い
て

・
避

難
し

て
き

た
人

た
ち

を
い

つ
ま

で
も

「
避

難
者

」
と

し
て

扱
っ

て
い

く
の

で
は

な
く

、
新

し
い

施
設

を
整

備
し

て
、

自
立

し
て

運
営

し
て

い
け

  る
よ

う
に

自
立

支
援

を
し

て
い

く
必

要
が

あ
る
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対象施設

概要

位置

被害・復旧の経過整理

　当日は 46 名の入居者とショートステイ利用者７名、介護スタッフ 19 名と事務スタッフが勤務。地震直後は
天窓ガラスの落下等を危惧し、ユニットごとにトイレ前のスペースに利用者を集めて待機。電気とガスはとまら
ず、断水があったが井戸水があり水の供給は可能。入浴も行う。各ユニットには備蓄用の飲用水もあり。洗濯機
なども浴槽にためた水から引水して稼働した。
  当日は、同法人の他地域にあるケアハウス利用者約 20 名、特別養護老人ホーム利用者 23 名を受け入れ。さら
に 3/13 には、ケアハウスの残りの入居者約 20 名も受け入れて、最大利用者が 110 名程度になる。施設内の空
きスペースを全て使って対応。ケアハウス入居者はホールで、小規模特養入居者はショートステイのユニットを
利用。各施設からソファーなども持ち寄り、利用者の居場所の確保に努める。ケアハウス利用者は 1 週間後、小
規模特養入居者は 2 週間後に自施設に戻る。

期間 発災直後 ～ 24 時間 ～ 72 時間 ～１週間 ～２週間 ～ 1 か月 ～ 3 か月 ～半年
構造体 ○

非構造部材 ○
家具備品 ○
主要諸室 ○

受水 ×（井水は○）×（井水は○）×（井水は○） ○
排水 ○
受電 ○
ガス ○ / 利用せず ○ / 利用せず ○

給水設備 × × × ○
給湯設備 ×（井水は○）×（井水は○）×（井水は○）×（井水は○）×（井水は○） ○
排水設備 ○
電気設備 ○

照明 ○
コンセント ○
通信設備 △ △ ○
空調設備 ○
安否確認
入所者 ○
通所者 ○
職員 ○
応援 ○

食糧・水 △ ○
介護医薬品 △ △ ○

日用品 △ △ ○
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廊下での特養避難者のアセスメント ※避難のケアハウス入居者が過ごしたホール ※

地震直後は天井トップライトの破損に備え入居者を居室入
り口付近に集めた

リビングでの生活 ※

井水の濾過装置各ユニットで備えていた災害備蓄用飲用水

水道用受水槽井水用受水槽

※ 施設提供
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調
査

日
時

20
11

年
10

月
18

日
対

応
者

施
設

長
調

査
員

名
（

※
：

記
録

者
）

石
井

敏
※

 、
井

上
博

文
、

小
野

智
一

１
）

施
設

概
要

施
設

種
別

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
開

設
年

20
02

年
定

員
特

養
50

名（
46

）＋
SS

10
名（

7）

併
設

施
設

認
知

症
高

齢
者

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム

階
数

地
上

1
階

建
構

造
種

別
RC

造
設

計
施

工

立
地

の
特

徴

・
福

島
市

の
郊

外
、

吾
妻

山
の

ふ
も

と
に

あ
る

・
土

湯
温

泉
も

近
い

。
施

設
の

周
辺

に
は

川
や

田
畑

な
ど

が
広

が
る

・
近

く
に

は
総

合
運

動
公

園
や

ふ
る

さ
と

の
文

化
を

伝
え

る
農

村
公

園
あ

る
・

ま
た

近
隣

に
は

、市
役

所
の

支
所

や
学

習
セ

ン
タ

ー
、地

域
集

会
所

や
郵

便
局

等
の

公
共

施
設

、ス
ー

パ
ー

、コ
ン

ビ
ニ

、
  ホ

ー
ム

セ
ン

タ
ー

等
が

あ
る

。

5）
設

備
の

被
害

状
況

給 排 水 設 備

給
水

併
用

（
風

呂
は

井
水

を
ひ

い
て

い
た

）
給

水
方

式
水

道
直

結
直

圧
方

式
受

水
槽

の
位

置・
容

量
屋

外
・

16
t

被
害

状
況

・
対

応
・

被
害

な
し

給
湯

電
気

（
汲

み
上

げ
ポ

ン
プ

）

被
害

状
況

・
対

応
・

常
に

浴
槽

に
井

水
を

溜
め

て
お

き
使

う
時

は
そ

こ
か

ら
運

ん
で

使
用

排
水

下
水

道

被
害

状
況

・
ト

イ
レ

も
井

水
を

利
用

。
衛

生
管

理
は

出
来

て
い

た

電 気 設 備

受
変

電
設

備
の

位
置

屋
外

非
常

用
電

源
有

 （
 簡

易
 ）

非
常

用
電

源
設

置
場

所
1F

被
害

状
況

・
被

害
な

し

空 調 設 備

空
調

方
式

集
中

熱
源

電
気

被
害

状
況

・
被

害
な

し

通 信 設 備

施
設

外
の

被
害

状
況

（
電

話
・

通
信

設
備

等
）

・
携

帯
・

ネ
ッ

ト
が

繋
が

ら
な

か
っ

た
の

で
人

が
動

い
て

情
報

収
集

施
設

内
の

被
害

状
況

（
ナ

ー
ス

コ
ー

ル
等

）

・
被

害
な

し

搬 送 設 備

Ｅ
Ｖ

リ
フ

ト
（

階
段

）
・

被
害

な
し

そ の 他
自然

エネ
ルギ

ーの
活用

等
（太

陽光
パネ

ル、
断熱

サッ
シ等

）
・

被
害

な
し

６
）

災
害

対
策

と
そ

の
効

果
物 資 の 備 蓄

震
災

前
想

定
日

数
・

3
日

分
の

貯
蓄

を
用

意
。

極
力

使
用

し
な

い
よ

う
に

し
て

い
た

・
水

・
レ

ト
ル

ト
食

品
は

手
を

付
け

た
。

ア
ル

フ
ァ

ー
米

が
あ

っ
た

が
使

わ
な

か
っ

た
・

保
存

用
（

水
道

水
・

3
年

間
保

存
可

）
の

タ
ン

ク
に

水
を

い
れ

て
い

た
。

職
員

の
食

料
は

想
定

し
て

い
な

か
っ

た
 3

日
分

震
災

後
想

定
日

数
・

今
後

に
つ

い
て

は
検

討
中

 日
分

避
難

訓
練

の
実

施
状

況
（

震
災

前
）

想
定

災
害

地
震

・
津

波
・

大
火

災
火

災
そ

の
他

想
定

規
模

大
規

模
広

域
災

害
単

体
施

設
災

害
・

事
故

訓
練

頻
度

半
年

１
回

備
考

今
後

の
避

難
訓

練

２
）

主
な

被
災

状
況

当
該

地
域

の
震

度
震

度
 5

強
被

災
状

況
損

傷
無

津
波

の
状

況
・

津
波

被
害

な
し

人
的

な
被

災
状

況
（

ス
タ

ッ
フ

、
入

居
者

）
・

津
波

被
害

な
し

発
災

直
後

の
住

民
、

避
難

者
等

の
受

入
状

況

・
法

人
内

の
他

地
域

に
あ

る
施

設
が

停
電

・
断

水
・

地
域

密
着

型
特

養
（

23
名

）・
ケ

ア
ハ

ウ
ス

（
3/

11
に

約
20

名
、

3/
13

に
約

20
名

）
の

利
用

者
を

受
入

れ
る

・
ホ

ー
ル

お
よ

び
シ

ョ
ー

ト
ス

テ
イ

の
エ

リ
ア

と
空

室
３

室
で

受
け

入
れ

る

３
）

建
物

被
害

の
概

要
構

造
体

の
被

害
状

況
・

被
害

な
し

非
構

造
部

材
の

被
害

状
況

（
サ

ッ
シ

ュ
、ド

ア
、天

井
、照

明
等

）

・
給

油
タ

ン
ク

の
基

礎
に

亀
裂

が
入

っ
た

家
具

・
什

器
備

品
の

被
害

状
況

（
棚

、
ベ

ッ
ド

、
車

い
す

等
）

・
被

害
な

し

使
用

不
可

に
な

っ
た

部
屋

・
被

害
な

し

４
）

被
害

の
状

況
（

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

）

水

停
止

の
有

無
有

復
旧

ま
で

の
期

間
10

日
後

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
10

日
間

の
断

水
・

日
頃

使
用

し
て

い
る

井
水

（
滅

菌
処

理
装

置
）

は
止

ま
ら

な
か

っ
た

・
井

水
を

滅
菌

し
て

飲
料

水
と

し
て

利
用

、
ト

イ
レ

の
場

合
に

は
滅

菌
せ

ず
使

用
・

井
水

＋
電

気
で

風
呂

（
循

環
式

）
は

稼
働

電 気

停
止

の
有

無
無

復
旧

ま
で

の
期

間
 

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

 

ガ ス

停
止

の
有

無
無

復
旧

ま
で

の
期

間
 

ガ
ス

の
種

類
プ

ロ
パ

ン
ガ

ス

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
安

全
性

を
考

え
カ

セ
ッ

ト
コ

ン
ロ

で
対

応
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８
）

外
部

か
ら

の
支

援

法
人

内
で

の
連

携
・

同
一

市
内

の
同

法
人

施
設

（
ま

ち
な

か
宝

生
園

）
と

連
携

を
取

っ
た

・
水

を
運

搬
し

提
供

、
逆

に
オ

ム
ツ

や
パ

ン
の

差
し

入
れ

を
も

ら
う

・
法

人
内

で
の

連
携

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
進

ん
だ

他
施

設
か

ら
の

支
援

・
特

に
な

し

医
療

機
関

と
の

連
携

・
特

に
な

し

行
政

と
の

連
携

・
市

か
ら

「
ま

ち
な

か
宝

生
園

」
に

支
援

物
資

。
そ

れ
を

分
け

て
も

ら
っ

た
（

約
一

カ
月

後
）

・
ア

リ
ヴ

ァ
ー

レ
宝

生
園

に
は

直
接

的
な

支
援

は
な

い

７
）

生
活

・
介

護
の

継
続

入
居

者
の

状
況

・
地

震
直

後
は

天
窓

の
ガ

ラ
ス

の
落

下
等

が
恐

か
っ

た
た

め
ト

イ
レ

前
の

ス
ペ

ー
ス

に
入

居
者

を
集

め
る

・
利

用
者

に
と

っ
て

は
、

暖
も

取
れ

て
、

温
か

い
食

事
も

出
た

の
で

、
特

に
変

化
な

く
過

さ
れ

て
い

た
・

利
用

者
の

環
境

を
変

え
な

い
こ

と
に

最
大

限
配

慮
し

た
。

入
浴

も
提

供
出

来
た

・
3/

11
同

法
人

の
地

域
密

着
特

養
施

設
と

ケ
ア

ハ
ウ

ス
か

ら
計

40
名

避
難

・
一

部
入

居
者

は
家

族
が

引
き

取
っ

た
・

3/
13

に
ケ

ア
ハ

ウ
ス

か
ら

残
り

の
約

20
名

が
避

難
。

マ
ッ

ト
や

寝
具

、
オ

ム
ツ

、
箸

や
コ

ッ
プ

な
ど

も
持

参
・

元
の

利
用

者
、

避
難

者
を

含
め

最
大

11
0

名
程

度
と

な
る

・
当

初
に

受
入

た
利

用
者

の
中

に
医

療
的

ニ
ー

ズ
が

十
分

把
握

で
き

ず
低

血
糖

状
態

に
な

っ
た

利
用

者
あ

り
・

特
養

の
入

居
者

を
受

け
入

れ
の

時
に

は
ま

ず
個

々
の

状
況

確
認

か
ら

慎
重

に
行

っ
た

・
ケ

ア
ハ

ウ
ス

が
3/

18
、

地
域

密
着

型
特

養
が

3/
24

に
戻

る

ス
タ

ッ
フ

の
確

保

・
一

週
間

後
に

3
施

設
の

管
理

職
を

集
め

て
会

議
。

そ
の

時
に

放
射

能
問

題
に

直
面

・
避

難
に

関
す

る
ス

タ
ッ

フ
の

判
断

は
自

由
と

し
た

。
2

名
が

施
設

を
離

れ
て

避
難

・
ガ

ソ
リ

ン
不

足
の

た
め

、
ス

タ
ッ

フ
も

施
設

に
泊

ま
り

込
め

る
よ

う
ス

タ
ッ

フ
の

ケ
ア

を
充

実
さ

せ
た

・
ス

タ
ッ

フ
に

対
し

て
も

、
食

事
・

入
浴

・
洗

濯
・

寝
泊

ま
り

を
自

由
に

さ
せ

た
・

子
供

が
い

た
ス

タ
ッ

フ
は

子
供

の
面

倒
も

施
設

で
見

て
い

た
・

ど
う

し
て

も
家

に
戻

る
こ

と
を

希
望

す
る

ス
タ

ッ
フ

に
は

休
暇

を
与

え
、

帰
る

時
に

水
を

待
た

せ
て

た
・

ス
タ

ッ
フ

間
に

は
、

こ
の

震
災

を
乗

り
越

え
た

こ
と

で
団

結
力

が
生

ま
れ

た
・

最
近

は
原

発
の

こ
と

を
気

に
す

る
ス

タ
ッ

フ
は

い
な

く
な

っ
た

・
施

設
内

に
避

難
2

施
設

の
事

務
室

も
設

置
。

基
本

的
な

運
営

は
そ

れ
ぞ

れ
の

事
業

所
単

位
で

行
う

通
所

・
訪

問
利

用
者

へ
の

対
応

・
ガ

ソ
リ

ン
不

足
で

送
迎

が
で

き
な

か
っ

た
た

め
、

3
月

中
は

シ
ョ

ー
ト

ス
テ

イ
を

停
止

物 資 の 確 保

食
糧

・
水

・
厨

房
は

委
託

・
当

初
は

、
各

ユ
ニ

ッ
ト

に
2

つ
ず

つ
あ

っ
た

カ
セ

ッ
ト

コ
ン

ロ
を

集
め

て
厨

房
で

調
理

・
個

人
の

繋
が

り
で

お
米

・
卵

・
牛

乳
・

野
菜

は
確

保
で

き
た

（
ス

タ
ッ

フ
の

実
家

や
近

隣
と

の
繋

が
り

）
・

会
津

ま
で

買
い

出
し

に
も

行
っ

た
・

お
か

ず
は

一
品

で
は

あ
る

が
、

3
食

暖
か

い
食

事
を

提
供

し
て

い
た

・
水

は
保

存
用

タ
ン

ク
の

も
の

を
使

い
。

使
い

切
っ

た
後

は
、

そ
の

タ
ン

ク
を

利
用

し
て

水
を

く
み

補
う

・
ガ

ソ
リ

ン
が

手
に

入
っ

て
か

ら
は

、
避

難
施

設
は

各
自

施
設

毎
に

食
事

を
作

り
（

委
託

業
者

）、
運

ぶ
よ

う
に

な
っ

た
・

避
難

し
て

き
た

特
養

は
オ

ー
ル

電
化

で
4

日
後

に
は

電
気

も
戻

る
。

委
託

業
者

が
食

事
提

供
・

物
流

が
途

絶
え

た
た

め
、

最
後

は
避

難
先

側
の

施
設

で
食

事
を

提
供

・
ケ

ア
ハ

ウ
ス

の
食

事
は

ケ
ア

ハ
ウ

ス
で

つ
く

り
、

運
搬

を
続

け
た

医
薬

品
・

特
に

な
し

介
護

用
品

・
震

災
前

は
オ

ム
ツ

は
在

庫
を

残
さ

な
い

こ
と

が
ポ

リ
シ

ー
だ

っ
た

・
法

人
他

施
設

、
避

難
施

設
か

ら
集

め
た

の
に

加
え

て
、

地
元

の
介

護
用

品
の

店
か

ら
入

手
・

家
族

や
以

前
の

利
用

者
の

家
族

か
ら

も
支

援
あ

り

日
用

品
・

ス
タ

ッ
フ

の
生

理
用

品
が

な
か

っ
た

こ
と

が
大

変
だ

っ
た

そ
の

他
・

ガ
ソ

リ
ン

は
近

所
の

ス
タ

ン
ド

が
、

優
先

的
に

給
油

し
て

く
れ

て
い

た

居
場

所
の

確
保

・
ホ

ー
ル

、
空

室
だ

っ
た

3
室

と
シ

ョ
ー

ト
ス

テ
イ

エ
リ

ア
利

用
し

て
、

2
施

設
か

ら
の

避
難

者
を

受
け

入
れ

る
・

職
員

の
た

め
の

ス
ペ

ー
ス

も
確

保
・

脱
衣

室
に

避
難

施
設

の
事

務
室

を
設

け
る

な
ど

、
施

設
内

全
空

間
を

無
駄

な
く

使
っ

た

【
施

設
図

】

9）
復

旧
か

ら
こ

れ
か

ら
に

向
け

て
の

取
り

組
み

、
今

回
の

震
災

を
踏

ま
え

て
の

課
題

、
高

齢
者

施
設

の
あ

り
方

に
つ

い
て

・
近

所
の

人
や

、
地

元
の

業
者

と
の

関
わ

り
が

大
事

で
、

い
ざ

と
い

う
と

き
に

頼
り

に
な

る
・

一
つ

の
業

者
だ

け
で

な
く

、
広

く
関

わ
り

を
持

と
う

と
思

っ
た

施
設

平
面

図
と

当
時

の
空

間
利

用
状

況
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対象施設

概要

位置

被害・復旧の経過整理

　当日は、63 名の入居者とショートステイ利用者 10 名。地震時は 8 階でレクリエーション活動中。ほとんど
の家具が転倒。地震直後、デイサービスとショートステイ利用者は自宅に送迎。6 階のユニットは揺れが怖いた
め 1 階のデイサービスのスペースに移動。3 月中は各フロア 1 ユニットに入居者を集めて通常の 2 ユニット体制
から 1 ユニット体制で対応。
　停電はなかったが断水が 10 日間。法人保有の温泉湯を運ぶ給水車を使い同法人の他施設から水を毎日運搬。
食事は毎食の量と品数減らしながらも 3 食を提供。備蓄していた非常食や缶詰、飲用水も活用して乗り切った。
　3/12 から原発避難の要介護者（デイサービス利用者）を 13 名を受入れ。7 階のショートステイのユニットで
対応。3 月末に新潟に再移転。特にガソリン不足でスタッフの通勤に困難が生じた。シフト体制を変更し、夜勤
と日勤の 2 シフトで対応するなどした。

期間 発災直後 ～ 24 時間 ～ 72 時間 ～１週間 ～２週間 ～ 1 か月 ～ 3 か月 ～半年
構造体 △ 一部確認待ち

非構造部材 △ ○
家具備品 × ○
主要諸室 ○

受水 × × × × ○
排水 ○
受電 ○
ガス △（自主停止）△（自主停止）△（自主停止）△（自主停止）△（自主停止） ○ ○ ○

給水設備 × × × × ○
給湯設備 ○ /× 断水 ○ /× 断水 ○ /× 断水 ○ /× 断水 ○
排水設備 ○
電気設備 ○

照明 ○
コンセント ○
通信設備 × × × × ○
空調設備 ○
安否確認
入所者 ○
通所者 ○
職員 ○
応援 ○

食糧・水 △ △ △ △ △ ○
介護医薬品 △ △ △ △ △ ○

日用品 △ △ △ △ △ ○
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揺れが激しかった 8 階ホール建物外観

外壁面　被害箇所 ※屋外受水槽

外壁被害状況２※外壁被害状況１※

屋上ケーブルラックの損傷 ※天井クロス被害 ※

※ 施設提供
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調
査

日
時

20
11

年
10

月
18

日
対

応
者

施
設

長
調

査
員

名
（

※
：

記
録

者
）

石
井

敏
※

 、
井

上
博

文
、

小
野

智
一

１
）

施
設

概
要

施
設

種
別

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
開

設
年

20
06

年
定

員
64

床
+S

S1
6 

床
 当

時
63

+1
0

併
設

施
設

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

階
数

地
上

8 
階

建
構

造
種

別
RC

造
設

計
株

式
会

社
　

IF
A

計
画

施
工

鹿
島

建
設

立
地

の
特

徴

・
福

島
市

の
中

心
部

に
立

地
。

交
通

量
の

多
い

国
道

13
号

線
に

面
し

て
い

る
・

コ
ン

ビ
ニ

、
銀

行
、

病
院

、
公

園
、

デ
パ

ー
ト

、
レ

ス
ト

ラ
ン

、
県

庁
、

市
役

所
、

各
種

公
共

施
設

な
ど

も
近

く
に

  あ
る

5）
設

備
の

被
害

状
況

給 排 水 設 備

給
水

水
道

給
水

方
式

高
置

タ
ン

ク
方

式
受

水
槽

の
位

置・
容

量
22

.5
t

被
害

状
況

・
対

応
・

10
日

間
の

断
水

・
貯

水
ン

ク
内

に
残

っ
て

い
た

水
を

利
用

。
翌

日
ま

で
は

も
っ

た
・

法
人

内
の

他
施

設
か

ら
タ

ン
ク

車
（

井
水

く
み

上
げ

）
を

利
用

し
て

毎
日

運
搬

給
湯

電
気

被
害

状
況

・
対

応
・

被
害

な
し

排
水

下
水

道

被
害

状
況

・
被

害
な

し

電 気 設 備

受
変

電
設

備
の

位
置

1
階

非
常

用
電

源
有

 （
 簡

易
 ）

非
常

用
電

源
設

置
場

所
1

階

被
害

状
況

・
被

害
な

し

空 調 設 備

空
調

方
式

併
用

熱
源

電
気

被
害

状
況

・
被

害
な

し

通 信 設 備

施
設

外
の

被
害

状
況

（
電

話
・

通
信

設
備

等
）

・
携

帯
電

話
は

繋
が

ら
な

い
・

公
衆

電
話

が
た

ま
に

繋
が

る
。

5
日

程
で

通
常

に
。

ド
コ

モ
の

メ
ー

ル
が

通
じ

や
す

か
っ

た

施
設

内
の

被
害

状
況

（
ナ

ー
ス

コ
ー

ル
等

）

・
被

害
な

し

搬 送 設 備

Ｅ
Ｖ

リ
フ

ト
（

階
段

）

・
余

震
の

度
に

停
ま

る
・

3
月

い
っ

ぱ
い

は
自

主
的

に
停

止
。

4
月

か
ら

は
運

転
開

始

そ の 他
自然

エネ
ルギ

ーの
活用

等
（太

陽光
パネ

ル、
断熱

サッ
シ等

）
な

し

６
）

災
害

対
策

と
そ

の
効

果
物 資 の 備 蓄

震
災

前
想

定
日

数
・

ス
タ

ッ
フ

の
分

も
含

め
用

意
し

て
い

た
が

、
入

れ
替

え
の

時
期

で
足

り
な

い
状

況
で

あ
っ

た
・

食
料

は
ス

タ
ッ

フ
が

集
め

て
来

て
い

た
。

10
日

後
に

は
流

通
が

戻
る

 3
日

分

震
災

後
想

定
日

数
・

特
に

変
更

な
し

 ３
日

分

避
難

訓
練

の
実

施
状

況
（

震
災

前
）

想
定

災
害

地
震

・
津

波
・

大
火

災
火

災
そ

の
他

想
定

規
模

大
規

模
広

域
災

害
単

体
施

設
災

害
訓

練
頻

度
月

１
回

備
考

・
ベ

ラ
ン

ダ
に

避
難

す
る

程
度

の
訓

練

今
後

の
避

難
訓

練
・

火
災

し
か

想
定

し
て

い
な

か
っ

た
・

地
震

の
場

合
と

火
災

の
場

合
で

は
、

異
な

る
と

思
わ

れ
る

の
で

避
難

訓
練

の
あ

り
方

を
一

か
ら

検
討

中

２
）

主
な

被
災

状
況

当
該

地
域

の
震

度
震

度
 6

強
被

災
状

況
一

部
損

傷

津
波

の
状

況
・

津
波

被
害

な
し

人
的

な
被

災
状

況
（

ス
タ

ッ
フ

、
入

居
者

）
・

入
居

者
、

職
員

の
死

傷
者

な
し

発
災

直
後

の
住

民
、

避
難

者
等

の
受

入
状

況
・

相
馬

か
ら

の
避

難
者

（
デ

ー
サ

ー
ビ

ス
）

を
最

大
13

名
、

3/
12

か
ら

3
月

末
ま

で
受

け
入

れ
・

管
理

職
ス

タ
ッ

フ
で

シ
ョ

ー
ト

フ
ロ

ア
で

対
応

。
そ

の
後

は
新

潟
へ

移
動

さ
れ

た

３
）

建
物

被
害

の
概

要
構

造
体

の
被

害
状

況
・

外
壁

に
若

干
の

剥
落

あ
り

。
前

の
道

路
を

大
型

車
が

通
る

と
地

鳴
り

が
な

る
よ

う
に

な
っ

た
の

で
調

査
待

ち
非

構
造

部
材

の
被

害
状

況
（

サ
ッ

シ
ュ

、ド
ア

、天
井

、照
明

等
）

・
屋

上
の

ケ
ー

ブ
ル

ラ
ッ

ク
が

損
傷

家
具

・
什

器
備

品
の

被
害

状
況

（
棚

、
ベ

ッ
ド

、
車

い
す

等
）

・
テ

レ
ビ

・
家

具
は

ほ
ぼ

倒
れ

損
壊

・
家

具
固

定
は

し
て

い
な

か
っ

た

使
用

不
可

に
な

っ
た

部
屋

・
使

用
不

可
能

に
な

っ
た

部
屋

は
な

い
が

上
階

は
余

震
の

度
に

大
き

く
揺

れ
る

の
で

、
な

る
べ

く
下

で
過

ご
し

た
・

避
難

者
受

け
入

れ
の

際
は

上
階

を
利

用

４
）

被
害

の
状

況
（

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

）

水

停
止

の
有

無
有

復
旧

ま
で

の
期

間
10

日
後

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
法

人
内

の
他

施
設

か
ら

タ
ン

ク
車

（
井

水
く

み
上

げ
）

を
利

用
し

て
毎

日
運

搬
・

節
水

を
心

が
け

、
ト

イ
レ

は
ユ

ニ
ッ

ト
内

4
カ

所
の

う
ち

1
カ

所
に

限
定

・
ト

イ
レ

の
水

は
極

力
流

さ
な

い
よ

う
に

し
た

。
1

階
共

用
部

も
1

カ
所

に
限

定

電 気

停
止

の
有

無
無

復
旧

ま
で

の
期

間
−

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

ガ ス

停
止

の
有

無
有

復
旧

ま
で

の
期

間
3

月
下

旬
ま

で
ガ

ス
の

種
類

プ
ロ

パ
ン

ガ
ス

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
不

安
が

あ
っ

た
た

め
3

月
末

ま
で

自
主

的
に

止
め

た



23545 特別養護老人ホーム まちなか宝生園

８
）

外
部

か
ら

の
支

援

法
人

内
で

の
連

携
・

同
一

法
人

の
他

施
設

か
ら

井
水

を
タ

ン
ク

車
に

入
れ

運
搬

・
同

時
に

法
人

間
で

の
安

否
確

認
な

ど
も

行
っ

て
い

た

他
施

設
か

ら
の

支
援

・
特

に
な

し

医
療

機
関

と
の

連
携

・
特

に
な

し

行
政

と
の

連
携

・
福

島
市

か
ら

は
支

援
物

資
が

届
い

た
が

、
か

な
り

後
か

ら
だ

っ
た

・
直

後
の

対
応

は
な

か
っ

た

７
）

生
活

・
介

護
の

継
続

入
居

者
の

状
況

・
地

震
当

日
は

8
階

で
一

部
入

居
者

は
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
中

・
階

段
使

っ
て

下
の

階
に

避
難

・
3

月
末

ま
で

は
各

フ
ロ

ア
2

つ
の

ユ
ニ

ッ
ト

を
一

つ
に

し
て

対
応

（
個

室
を

2
人

部
屋

と
し

て
利

用
）

・
6

階
は

揺
れ

が
恐

い
た

め
1

階
の

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

エ
リ

ア
で

対
応

・
ト

イ
レ

の
回

数
が

増
え

た
り

、
夜

眠
れ

な
く

な
っ

た
り

す
る

人
が

出
る

・
症

状
が

安
定

し
た

の
は

7
月

・
入

浴
は

、
3/

13
か

ら
断

水
解

除
（

10
日

後
）

ま
で

は
清

拭
で

対
応

ス
タ

ッ
フ

の
確

保

・
緊

急
時

に
は

出
勤

す
る

よ
う

に
決

め
て

あ
っ

た
・

す
ぐ

に
ガ

ソ
リ

ン
問

題
が

起
き

た
為

、
日

勤
・

夜
勤

の
2

交
代

勤
務

に
し

て
対

応
・

ま
ち

な
か

に
施

設
が

立
地

し
て

お
り

、
ス

タ
ッ

フ
も

バ
イ

ク
や

自
転

車
通

勤
が

多
か

っ
た

こ
と

も
よ

か
っ

た
・

介
護

単
位

を
大

き
く

（
1

→
2

ユ
ニ

ッ
ト

）
し

た
こ

と
で

対
応

が
可

能
と

な
っ

た

通
所

・
訪

問
利

用
者

へ
の

対
応

・
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
と

シ
ョ

ー
ト

利
用

者
は

す
ぐ

に
自

宅
に

戻
し

て
、

当
分

は
休

止
・

3
月

末
か

ら
徐

々
に

受
入

れ
を

始
め

4
月

中
旬

に
は

通
常

に
戻

る
・

居
宅

を
通

じ
て

一
部

デ
イ

利
用

者
や

緊
急

の
シ

ョ
ー

ト
ス

テ
イ

者
の

受
入

れ
を

行
っ

た

物 資 の 確 保

食
糧

・
水

・
備

蓄
は

入
れ

替
え

時
期

で
十

分
足

り
て

い
な

い
状

況
だ

っ
た

・
委

託
業

者
（

大
手

）
が

す
ぐ

に
食

材
を

集
め

て
対

応
し

て
く

れ
た

・
通

常
の

3
分

の
1

程
度

の
量

だ
っ

た
が

3
食

提
供

し
て

も
ら

っ
た

・
1

階
の

喫
茶

店
が

10
日

後
か

ら
パ

ン
を

焼
い

て
く

れ
る

・
ス

タ
ッ

フ
も

い
ろ

い
ろ

な
も

の
を

持
ち

寄
っ

た
が

、
は

ほ
と

ん
ど

使
わ

な
か

っ
た

医
薬

品
・

不
足

に
な

る
こ

と
や

入
手

困
難

に
な

る
こ

と
を

想
定

し
て

節
約

し
て

い
た

・
胃

ろ
う

の
方

の
栄

養
剤

も
回

数
を

減
ら

す
な

ど
節

約
・

経
口

摂
取

が
可

能
な

人
に

は
な

る
べ

く
食

事
を

し
て

も
ら

っ
て

い
た

介
護

用
品

・
オ

ム
ツ

な
ど

は
別

種
や

支
援

物
資

の
物

で
ま

か
な

っ
て

い
た

が
極

力
節

約
し

て
い

た

日
用

品
・

支
援

物
資

で
届

い
た

が
極

力
節

約
し

て
利

用

そ
の

他
・

特
に

な
し

居
場

所
の

確
保

・
上

階
の

揺
れ

が
大

き
か

っ
た

の
で

、
上

階
の

利
用

者
10

名
を

下
の

階
に

移
動

さ
せ

た
・

移
動

は
ス

タ
ッ

フ
2

名
で

1
名

の
利

用
者

対
応

し
た

・
3

月
末

ま
で

は
各

フ
ロ

ア
2

つ
の

ユ
ニ

ッ
ト

を
一

つ
に

し
て

対
応

（
個

室
を

2
人

部
屋

と
し

て
利

用
）

・
6

階
は

揺
れ

が
恐

い
た

め
1

階
の

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

エ
リ

ア
で

対
応

【
施

設
図

】

9）
復

旧
か

ら
こ

れ
か

ら
に

向
け

て
の

取
り

組
み

、
今

回
の

震
災

を
踏

ま
え

て
の

課
題

、
高

齢
者

施
設

の
あ

り
方

に
つ

い
て

・
避

難
者

に
つ

い
て

は
名

前
と

要
介

護
度

し
か

分
か

ら
ず

、
常

備
薬

を
持

合
せ

て
い

な
い

な
ど

個
々

の
状

況
判

断
が

出
来

ず
非

常
に

困
難

で
あ

っ
た

・
高

層
の

事
例

で
、

災
害

対
応

の
特

殊
性

が
あ

る
と

思
わ

れ
る

の
で

、
今

後
そ

の
あ

り
方

を
検

討
し

て
い

く

基
準

階
平

面
図
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対象施設

概要

位置

被害・復旧の経過整理

　地震による躯体への影響は無く、電気設備にも影響は無かった。敷地の一部が盛り土造成となっており、この
一部に地盤沈下が生じた。これにより給排水系統が損傷したが 1 週間の内に復旧した。この間は７km 離れた浄
水場まで 1 日に２～３回汲みに通った。トイレは浴槽に溜めておいた水を利用した。空調系統は被害がなかった
め、利用を制限する事はなかったが、補助で石油ストーブを使っていた。ガス設備は循環４系統のうち３系統が
故障したものの翌日には修繕された。燃料は震災当日に補充したため幸いにも満タンの状態であり、１週間分の
燃料が確保されていた。建物の機能としては概ね１週間で復旧した。入居者への食事も震災当日から委託業者が
提供を継続していた。電気が無事だったため炊飯も可能であり、副食はないものの３食必ず出していた。多くの
スタッフが勤務を継続したため非常時としては十分な対応が可能であった。

期間 発災直後 ～ 24 時間 ～ 72 時間 ～１週間 ～２週間 ～ 1 か月 ～ 3 か月 ～半年
構造体 ○

非構造部材 ○
家具備品 △
主要諸室 ○

受水 × × × ○６日後
排水 △ △ △ ○４日後
受電 ○
ガス ○／夜復旧

給水設備 × × × ○６日後
給湯設備 × ／断水 × ／断水 × ／断水 ○４日後
排水設備 △
電気設備 ○

照明 ○
コンセント ○
通信設備 × × × ○
空調設備 ○
安否確認 ○
入所者 ○
通所者 ○
職員 ○
応援

食糧・水 ○備蓄
介護医薬品 ○備蓄

日用品
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外構の破損　地盤沈下にょる誘導ブロックのくずれ ※外観　特段の損傷無し　奥はケアハウス

外構の破損　境界フェンスのねじれ ※外構の破損　擁壁のコンクリート角部分のずれ ※

共同生活室　震災時は 2 ユニットの入居者が過ごす外構の破損　アスファルト面のクラック ※

ユニット（ショートステイ）入口ユニット前のホール（正面 2 つの扉がユニット玄関）

※ 施設提供
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調
査

日
時

20
11

年
10

月
25

日
対

応
者

施
設

長
、

運
営

管
理

部
長

調
査

員
名

（
※

：
記

録
者

）
橘

弘
志

、
三

浦
雅

博
※

 、
小

野
智

一

１
）

施
設

概
要

施
設

種
別

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
開

設
年

20
09

年
定

員
60

名
（

内
シ

ョ
ー

ト
10

名
）

併
設

施
設

ケ
ア

ハ
ウ

ス
（

定
員

30
名

：
地

上
５

階
建

）、
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
、

訪
問

・
居

宅
介

護
支

援
事

業
所

階
数

地
上

2
階

建
構

造
種

別
RC

造
設

計
施

工

立
地

の
特

徴
・

郡
山

の
中

心
部

よ
り

南
に

約
5k

m
に

位
置

し
、

幹
線

道
路

（
国

道
４

号
）

か
ら

も
ほ

ど
近

く
交

通
の

利
便

性
が

良
い

・
敷

地
の

一
部

が
盛

り
土

に
よ

る
造

成
工

事
と

な
っ

て
お

り
、

こ
の

一
部

に
地

盤
沈

下
が

生
じ

た

5）
設

備
の

被
害

状
況

給 排 水 設 備

給
水

水
道

（
市

水
）

給
水

方
式

高
置

タ
ン

ク
方

式
受

水
槽

の
位

置・
容

量
10

ｔ

被
害

状
況

・
対

応
・

地
盤

沈
下

に
よ

り
給

水
管

が
破

損
・

復
旧

工
事

は
15

日
に

完
了

し
た

が
、

関
連

設
備

の
問

題
が

あ
り

、
通

常
に

戻
っ

た
の

は
17

日

給
湯

電
気

被
害

状
況

・
対

応
・

入
浴

は
水

の
確

保
が

で
き

る
ま

で
清

拭
で

対
応

。
・

15
日

に
ケ

ア
ハ

ウ
ス

の
水

道
が

復
旧

・
特

養
の

風
呂

が
使

用
可

能
に

な
る

17
日

ま
で

の
３

日
間

は
ケ

ア
ハ

ウ
ス

に
て

入
浴

排
水

浄
化

槽

被
害

状
況

・
排

水
は

浄
化

槽
経

由
に

て
下

水
道

に
放

流
・

地
震

に
よ

り
建

物
と

浄
化

槽
間

の
配

管
が

切
れ

水
漏

れ
が

あ
っ

た
・

配
管

の
水

漏
れ

は
当

日
か

ら
分

か
っ

て
は

い
た

が
使

い
続

け
た

・
そ

の
後

数
日

で
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
業

者
に

て
復

旧
工

事
が

な
さ

れ
た

電 気 設 備

受
変

電
設

備
の

位
置

屋
外

（
１

階
）

非
常

用
電

源
有

 （
 ス

プ
リ

ン
ク

ラ
ー

用
の

み
）

非
常

用
電

源
設

置
場

所
建

物
内

被
害

状
況

・
特

に
被

害
な

し

空 調 設 備

空
調

方
式

ガ
ス

ヒ
ー

ト
ポ

ン
プ

熱
源

ガ
ス

被
害

状
況

・
空

調
の

系
統

は
無

事
だ

っ
た

た
め

、
空

調
の

利
用

を
制

限
す

る
事

は
な

か
っ

た
・

補
助

で
石

油
ス

ト
ー

ブ
を

使
っ

た

通 信 設 備

施
設

外
の

被
害

状
況

（
電

話
・

通
信

設
備

等
）

・
固

定
電

話
は

地
震

直
後

か
ら

使
え

な
か

っ
た

が
FA

X
は

使
え

て
い

た
・

固
定

電
話

、
携

帯
電

話
と

も
復

旧
は

１
週

間
後

。
衛

星
回

線
の

設
置

は
な

し

施
設

内
の

被
害

状
況

（
ナ

ー
ス

コ
ー

ル
等

）
・

特
に

な
し

搬 送 設 備

Ｅ
Ｖ

リ
フ

ト
（

階
段

）

・
エ

レ
ベ

ー
タ

ー
は

地
震

発
生

と
と

も
に

停
止

・
当

日
の

夜
中

に
復

旧
し

た
が

、
余

震
の

度
に

止
ま

っ
た

そ の 他
自然

エネ
ルギ

ーの
活用

等
（太

陽光
パネ

ル、
断熱

サッ
シ等

）

６
）

災
害

対
策

と
そ

の
効

果
物 資 の 備 蓄

震
災

前
想

定
日

数
・

食
料

は
３

日
分

、
医

薬
品

（
常

備
薬

）
は

２
週

間
分

 ３
日

分

震
災

後
想

定
日

数
 日

分

避
難

訓
練

の
実

施
状

況
（

震
災

前
）

想
定

災
害

火
災

そ
の

他
想

定
規

模
単

体
施

設
災

害
・

事
故

訓
練

頻
度

年
１

回

備
考

・
避

難
訓

練
は

月
に

一
回

（
県

の
指

導
）

・
消

防
署

立
ち

合
い

で
年

に
一

回
。

火
災

想
定

で
行

っ
て

い
た

今
後

の
避

難
訓

練
・

緊
急

連
絡

網
を

改
善

し
た

２
）

主
な

被
災

状
況

当
該

地
域

の
震

度
震

度
 6

強
被

災
状

況
建

物
は

損
傷

無
津

波
の

状
況

・
内

陸
に

あ
る

た
め

津
波

の
被

害
な

し

人
的

な
被

災
状

況
（

ス
タ

ッ
フ

、
入

居
者

）

・
利

用
者

、
職

員
の

死
傷

者
な

し
・

当
日

の
特

養
利

用
者

47
名

、
デ

イ
利

用
者

22
名

発
災

直
後

の
住

民
、

避
難

者
等

の
受

入
状

況

・
周

辺
住

民
の

受
け

入
れ

等
は

特
に

な
し

・
給

湯
が

可
能

と
な

っ
て

か
ら

、
近

く
の

避
難

所
か

ら
入

浴
支

援
の

要
望

が
あ

り
受

け
入

れ
た

（
40

名
ぐ

ら
い

）
・

入
浴

利
用

者
の

う
ち

５
名

を
緊

急
で

シ
ョ

ー
ト

ス
テ

イ
で

受
け

入
る

３
）

建
物

被
害

の
概

要
構

造
体

の
被

害
状

況
・

損
傷

な
し

非
構

造
部

材
の

被
害

状
況

（
サ

ッ
シ

ュ
、ド

ア
、天

井
、照

明
等

）
・

雨
戸

い
の

破
損

、
ス

プ
リ

ン
ク

ラ
ー

損
傷

に
よ

る
一

部
漏

水
、

誘
導

灯
の

落
下

程
度

家
具

・
什

器
備

品
の

被
害

状
況

（
棚

、
ベ

ッ
ド

、
車

い
す

等
）

・
テ

レ
ビ

や
家

具
等

固
定

し
て

い
な

い
も

の
が

い
く

つ
か

倒
れ

た
。

こ
れ

に
よ

る
人

的
被

害
は

な
か

っ
た

使
用

不
可

に
な

っ
た

部
屋

・
特

に
な

し

４
）

被
害

の
状

況
（

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

）

水

停
止

の
有

無
有

復
旧

ま
で

の
期

間
6

日
後

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
地

盤
沈

下
（

最
初

は
８

cm
程

度
、

４
月

の
余

震
で

約
15

cm
と

な
っ

た
）

に
よ

り
給

水
管

が
切

断
・

７
km

離
れ

た
浄

水
場

ま
で

水
を

汲
み

に
通

っ
た

・
50

0ℓ
タ

ン
ク

・
ポ

リ
タ

ン
ク

10
本

を
1

日
に

２
～

３
回

汲
み

に
行

く
。

給
水

量
に

関
す

る
規

制
は

な
か

っ
た

・
ト

イ
レ

は
浴

槽
に

溜
め

て
お

い
た

水
を

利
用

電 気

停
止

の
有

無
無

復
旧

ま
で

の
期

間

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
受

電
設

備
に

損
傷

は
な

く
、

東
北

電
力

か
ら

の
通

電
も

確
保

さ
れ

て
い

た

ガ ス

停
止

の
有

無
無

復
旧

ま
で

の
期

間
１

日
後

ガ
ス

の
種

類
プ

ロ
パ

ン
ガ

ス

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
ガ

ス
ヒ

ー
ト

ポ
ン

プ
方

式
の

設
備

を
使

用
・

循
環

４
系

統
の

う
ち

３
系

統
が

故
障

、
屋

上
配

管
の

一
部

が
損

傷
・

配
管

の
修

繕
は

翌
日

に
は

な
さ

れ
た

が
、

余
震

の
度

に
ガ

ス
の

供
給

が
止

ま
っ

た
（

安
全

装
置

が
機

能
し

た
た

め
）

・
屋

上
に

設
置

さ
れ

た
ガ

ス
タ

ン
ク

に
補

充
し

て
い

る
最

中
に

被
災

・
幸

い
に

も
震

災
当

日
か

ら
ガ

ス
タ

ン
ク

が
満

タ
ン

の
状

態
と

な
り

、
１

週
間

分
の

燃
料

が
確

保
さ

れ
て

い
た
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８
）

外
部

か
ら

の
支

援

法
人

内
で

の
連

携
・

特
に

な
し

他
施

設
か

ら
の

支
援

・
他

施
設

か
ら

応
援

要
請

等
は

な
か

っ
た

医
療

機
関

と
の

連
携

・
特

養
に

透
析

を
必

要
と

す
る

入
居

者
は

い
な

か
っ

た
・

ケ
ア

ハ
ウ

ス
に

1
名

居
た

が
近

隣
の

ク
リ

ニ
ッ

ク
で

時
間

を
決

め
て

透
析

を
行

っ
て

い
た

行
政

と
の

連
携

・
行

政
か

ら
は

可
能

な
限

り
被

災
者

を
受

け
入

れ
て

ほ
し

い
と

の
要

請
は

あ
っ

た

７
）

生
活

・
介

護
の

継
続

入
居

者
の

状
況

・
地

震
直

後
は

利
用

者
を

そ
の

場
に

落
ち

着
か

せ
、

揺
れ

が
収

ま
っ

て
か

ら
食

堂
に

て
安

否
確

認
・

屋
外

に
避

難
す

る
事

は
な

か
っ

た
・

特
養

は
全

て
の

ベ
ッ

ド
を

居
室

か
ら

食
堂

に
出

し
て

就
寝

・
ケ

ア
ハ

ウ
ス

入
居

者
は

１
階

に
集

ま
り

、
家

族
が

迎
え

に
来

た
人

は
帰

宅
。

そ
れ

以
外

の
人

は
宿

泊
（

５
～

６
名

）
・

ケ
ア

ハ
ウ

ス
入

居
者

の
家

族
へ

の
連

絡
は

ス
タ

ッ
フ

に
よ

る
個

別
訪

問
・

ス
タ

ッ
フ

が
各

家
庭

を
廻

り
迎

え
に

来
て

も
ら

う
よ

う
連

絡
。

施
設

側
か

ら
の

送
迎

は
行

わ
な

か
っ

た
・

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

利
用

者
の

内
１

名
が

シ
ョ

ー
ト

ス
テ

イ
を

利
用

（
家

族
側

で
受

け
入

れ
が

で
き

な
か

っ
た

た
め

）

ス
タ

ッ
フ

の
確

保

・
震

災
当

日
は

特
養

の
事

務
職

（
5

名
）

合
わ

せ
て

30
名

、
ケ

ア
ハ

ウ
ス

の
職

員
12

名
、

計
47

名
が

勤
務

・
ス

タ
ッ

フ
の

中
で

一
時

帰
宅

し
た

人
は

数
名

。
大

半
の

人
が

勤
務

を
継

続
し

た
・

残
っ

た
ス

タ
ッ

フ
で

シ
フ

ト
を

組
ん

だ
が

、
非

常
時

と
し

て
は

十
分

な
対

応
が

可
能

で
あ

っ
た

・
連

夜
泊

ま
り

込
み

で
働

い
て

く
れ

た
ス

タ
ッ

フ
が

５
名

・
ス

タ
ッ

フ
の

中
に

は
勤

務
を

継
続

す
る

た
め

に
子

供
を

連
れ

て
来

た
人

も
い

た
・

ス
タ

ッ
フ

に
も

食
事

を
提

供
（

ス
タ

ッ
フ

は
買

い
出

し
の

カ
ッ

プ
ラ

ー
メ

ン
等

）
・

３
月

31
日

ま
で

は
夜

勤
ス

タ
ッ

フ
と

宿
直

ス
タ

ッ
フ

を
増

や
し

、
普

段
よ

り
手

厚
い

介
護

体
制

を
と

っ
た

・
ス

タ
ッ

フ
の

中
で

４
名

の
家

が
半

壊

通
所

・
訪

問
利

用
者

へ
の

対
応

・
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
の

送
迎

は
で

き
な

か
っ

た
が

、
営

業
を

停
止

す
る

こ
と

は
無

か
っ

た
・

シ
ョ

ー
ト

を
利

用
予

定
だ

っ
た

３
名

を
断

っ
た

。
そ

の
後

状
況

に
応

じ
て

被
災

者
の

受
け

入
れ

を
行

っ
た

物 資 の 確 保

食
糧

・
水

・
食

料
の

確
保

を
最

優
先

と
し

、
ス

タ
ッ

フ
５

名
を

買
い

出
し

に
向

か
わ

せ
た

・
買

い
物

が
通

常
に

戻
っ

た
の

は
４

月
に

入
っ

て
か

ら
・

非
常

食
（

ビ
ス

ケ
ッ

ト
、

ミ
ネ

ラ
ル

ウ
ォ

ー
タ

ー
、

カ
ッ

プ
ラ

ー
メ

ン
等

）
は

３
日

分
用

意
し

て
い

た
・

非
常

食
を

使
い

き
る

こ
と

は
な

か
っ

た
・

入
居

者
の

食
事

は
当

日
か

ら
委

託
業

者
が

提
供

し
て

い
た

。
電

気
が

無
事

だ
っ

た
た

め
炊

飯
が

可
能

だ
っ

た
・

副
食

は
出

せ
な

か
っ

た
が

３
食

は
必

ず
出

し
て

い
た

医
薬

品
・

充
分

な
ス

ト
ッ

ク
が

あ
っ

た
の

で
対

応
で

き
た

（
２

週
間

分
を

確
保

）

介
護

用
品

・
オ

ム
ツ

類
は

す
ぐ

委
託

業
者

に
発

注
し

て
確

保
し

た

日
用

品
・

須
賀

川
市

か
ら

は
毛

布
、

ウ
ェ

ッ
ト

テ
ィ

ッ
シ

ュ
の

支
援

物
資

が
届

け
ら

れ
た

・
ガ

ソ
リ

ン
の

入
手

が
困

難
だ

っ
た

そ
の

他

居
場

所
の

確
保

・
地

震
発

生
直

後
は

特
養

の
全

て
の

ベ
ッ

ド
を

居
室

か
ら

食
堂

に
出

し
て

就
寝

・
３

月
一

杯
は

２
ユ

ニ
ッ

ト
を

1
つ

に
ま

と
め

て
介

護
を

行
う

・
20

名
づ

つ
、

３
つ

の
ま

と
ま

り

【
施

設
図

】

9）
復

旧
か

ら
こ

れ
か

ら
に

向
け

て
の

取
り

組
み

、
今

回
の

震
災

を
踏

ま
え

て
の

課
題

、
高

齢
者

施
設

の
あ

り
方

に
つ

い
て

・
電

気
が

切
れ

た
時

の
暖

房
関

係
・

寝
具

関
係

・
ガ

ソ
リ

ン
の

確
保

・
食

事
の

確
保

等
、

不
足

が
確

認
で

き
た

も
の

に
つ

い
て

は
改

善
予

定
・

井
戸

に
よ

る
水

源
の

確
保

を
検

討

2
階

平
面

図

1
階

平
面

図
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対象施設

概要

位置

被害・復旧の経過整理

　周囲の地盤沈下や施設の面する池の護岸が崩落により修復が必要となった。鉄骨造で 3 階の揺れが大きく、ス
プリンクラーの配管が破損、2 ～ 3 階は大量の水を被る。停電はなく照明や空調は稼働。水道が 1 週間断水。飲
料水は給水所から水を汲んで確保。浴室に引いていた温泉は止まらなかったため、浴槽に汲み置いてトイレの排
水に使用。
　2 ～ 3 階が水をかぶったことと建物倒壊の不安から 2 日間は 1 階の交流室や会議室などで就寝。食事は流通不
足のため 1 週間はおかゆ中心。スタッフは最初の 3 日間は 2 交代制で回し、その後は通常に近い形でシフトを
組めている。また平成 23 年度中に 30 名の増床を計画しており、それに向けてスタッフを通常より多く採用し
ていた。3 月には卒業前からの実習に来ている学生もおり震災以後比較的スムーズにスタッフを回すことができ
た。現在、増床工事を再開している。

期間 発災直後 ～ 24 時間 ～ 72 時間 ～１週間 ～２週間 ～ 1 か月 ～ 3 か月 ～半年
構造体 ○

非構造部材 ○
家具備品 ○
主要諸室 △ △ △ 2 階復旧

受水 × × × ○ 7 日後
排水 ○
受電 ○
ガス × ○翌日復旧

給水設備 ○
給湯設備 ○
排水設備 ○ △余震の影響
電気設備 ○

照明 ○
コンセント ×
通信設備 ○
空調設備 ○
安否確認
入所者 ○
通所者 ○ デイ再開
職員 ○
応援

食糧・水 △備蓄 △委託業者 ○通常通り
介護医薬品 ○

日用品 ○
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敷地周辺　施設の面する池の護岸外観　躯体自体に大きな損傷なし

震災直後の状況　３階廊下 ※入口回り　建物に比べて地盤が沈下

ユニットのキッチン　キッチン、換気扇等が破損 ※震災直後の状況　ユニット内。床が水浸し ※

震災直後の理事長室　天井が破れスプリンクラーが剥き出し震災直後の状況　理事長室

※ 施設提供
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調
査

日
時

20
11

年
10

月
25

日
対

応
者

施
設

長
調

査
員

名
（

※
：

記
録

者
）

橘
弘

志
※

 、
三

浦
雅

博
、

小
野

智
一

１
）

施
設

概
要

施
設

種
別

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
開

設
年

20
08

年
定

員
特

養
50

人
＋

シ
ョ

ー
ト

20
人

併
設

施
設

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

20
人

階
数

地
上

3
階

建
構

造
種

別
S

造
設

計
施

工

立
地

の
特

徴
・

周
囲

は
農

地
。

池
を

埋
め

立
て

た
土

地
に

立
地

5）
設

備
の

被
害

状
況

給 排 水 設 備

給
水

水
道

給
水

方
式

水
道

直
結

直
圧

方
式

受
水

槽
の

位
置・

容
量

被
害

状
況

・
対

応
・

設
備

上
の

被
害

な
し

給
湯

オ
ー

ル
電

化
だ

が
シ

ャ
ワ

ー
は

ガ
ス

、
入

浴
は

温
泉

被
害

状
況

・
対

応
・

設
備

上
の

被
害

は
な

し

排
水

下
水

道

被
害

状
況

・
4

月
の

余
震

の
際

に
2

階
の

排
水

管
が

外
れ

2
階

の
ト

イ
レ

が
使

用
で

き
な

く
な

る
・

3
日

く
ら

い
で

復
旧

電 気 設 備

受
変

電
設

備
の

位
置

1
階

非
常

用
電

源
有

 （
 簡

易
 ）

非
常

用
電

源
設

置
場

所
1

階

被
害

状
況

・
設

備
上

の
被

害
は

な
し

空 調 設 備

空
調

方
式

 
熱

源
電

気

被
害

状
況

・
設

備
上

の
被

害
な

し

通 信 設 備

施
設

外
の

被
害

状
況

（
電

話
・

通
信

設
備

等
）

・
電

話
は

ま
っ

た
く

つ
な

が
ら

な
い

状
況

が
続

く
・

5
～

10
日

く
ら

い
経

っ
て

か
ら

つ
な

が
る

よ
う

に
な

る

施
設

内
の

被
害

状
況

（
ナ

ー
ス

コ
ー

ル
等

）

 

搬 送 設 備

Ｅ
Ｖ

リ
フ

ト
（

階
段

）

・
ス

プ
リ

ン
ク

ラ
ー

か
ら

の
水

に
よ

っ
て

電
気

関
係

が
被

害
を

受
け

る
・

復
旧

ま
で

10
日

程
度

か
か

る
・

利
用

者
の

移
動

は
人

力
で

行
っ

た

そ の 他
自然

エネ
ルギ

ーの
活用

等
（太

陽光
パネ

ル、
断熱

サッ
シ等

）

 

６
）

災
害

対
策

と
そ

の
効

果
物 資 の 備 蓄

震
災

前
想

定
日

数
 3

日
分

震
災

後
想

定
日

数
備

蓄
に

つ
い

て
は

と
く

に
変

更
な

し
 3

日
分

避
難

訓
練

の
実

施
状

況
（

震
災

前
）

想
定

災
害

火
災

そ
の

他
想

定
規

模
単

体
施

設
災

害
・

事
故

訓
練

頻
度

年
１

回
定

期
訓

練
＋

年
１

か
ら

２
回

の
避

難
訓

練

備
考

・
月

1
回

定
期

的
訓

練
・

年
1

～
2

回
消

防
署

の
立

ち
会

い
の

避
難

訓
練

を
行

う
。

主
に

火
災

を
想

定

今
後

の
避

難
訓

練
・

地
震

時
に

対
応

し
た

避
難

訓
練

の
仕

方
を

検
討

中
。

２
）

主
な

被
災

状
況

当
該

地
域

の
震

度
震

度
 6

弱
被

災
状

況
損

傷
無

津
波

の
状

況
・

津
波

に
よ

る
被

害
な

し
人

的
な

被
災

状
況

（
ス

タ
ッ

フ
、

入
居

者
）

・
入

居
者

、
職

員
の

人
的

被
害

な
し

発
災

直
後

の
住

民
、

避
難

者
等

の
受

入
状

況

・
被

災
直

後
の

受
け

入
れ

は
な

い
が

、
3/

21
に

老
施

協
か

ら
受

入
れ

の
依

頼
が

あ
り

・
原

発
避

難
し

た
相

双
地

区
の

養
護

老
人

ホ
ー

ム
の

入
居

者
13

人
（

＋
ス

タ
ッ

フ
）

を
受

入
れ

・
ま

ず
は

須
賀

川
の

避
難

者
を

受
け

入
れ

る
べ

き
で

は
な

い
か

と
悩

ん
だ

が
、

結
果

的
に

受
け

入
れ

る
・

利
用

者
の

現
状

が
分

か
ら

な
い

の
で

、
3

月
末

ま
で

ス
タ

ッ
フ

数
名

が
一

緒
に

来
る

こ
と

を
条

件
と

し
た

３
）

建
物

被
害

の
概

要
構

造
体

の
被

害
状

況
・

外
壁

（
AL

C
板

）
の

ヒ
ビ

、
池

の
護

岸
工

事

非
構

造
部

材
の

被
害

状
況

（
サ

ッ
シ

ュ
、ド

ア
、天

井
、照

明
等

）

・
鉄

骨
3

階
建

て
の

た
め

か
3

階
ほ

ど
大

き
く

揺
れ

る
。

3
階

の
ド

ア
が

外
れ

た
り

変
形

し
た

り
、

空
調

や
照

明
な

ど
  の

落
下

、
ず

れ
が

生
じ

る
。

・
3

階
の

スプ
リン

クラ
ー配

管
が

天
井

を
突

き
破

る
。

スプ
リン

クラ
ーか

ら大
量

の
漏

水
。

壁
紙

や
電

化
製

品
な

ど
に

被
害

家
具

・
什

器
備

品
の

被
害

状
況

（
棚

、
ベ

ッ
ド

、
車

い
す

等
）

・
一

部
ユ

ニ
ッ

ト
の

キ
ッ

チ
ン

や
冷

蔵
庫

が
倒

壊

使
用

不
可

に
な

っ
た

部
屋

・
ス

プ
リ

ン
ク

ラ
ー

の
水

を
か

ぶ
っ

た
た

め
2

階
・

3
階

の
ユ

ニ
ッ

ト
が

使
用

不
可

。
2

階
は

5
日

後
に

復
旧

４
）

被
害

の
状

況
（

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

）

水

停
止

の
有

無
有

復
旧

ま
で

の
期

間
7

日
後

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
1

週
間

の
断

水
・

飲
料

水
は

市
か

ら
貸

出
さ

れ
た

50
0L

タ
ン

ク
2

個
を

使
い

、
1

日
1

回
浄

水
場

に
水

を
汲

み
に

行
く

・
各

ユ
ニ

ッ
ト

に
引

い
て

い
る

温
泉

（
58

度
）

は
地

震
の

際
に

止
ま

ら
な

か
っ

た
・

温
泉

を
浴

槽
に

汲
み

置
い

て
ト

イ
レ

を
流

す
の

に
使

用

電 気

停
止

の
有

無
無

復
旧

ま
で

の
期

間

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
停

電
な

し

ガ ス

停
止

の
有

無
有

復
旧

ま
で

の
期

間
1

日
後

ガ
ス

の
種

類
プ

ロ
パ

ン
ガ

ス

復
旧

ま
で

の
対

応
・

代
替

手
段

・
地

震
で

安
全

装
置

が
作

動
し

ガ
ス

が
止

ま
る

・
翌

日
業

者
が

来
て

復
旧

さ
せ

る
・

ガ
ス

が
停

止
中

は
、

お
湯

を
各

ユ
ニ

ッ
ト

で
電

気
ポ

ッ
ト

で
沸

か
し

て
使

用
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８
）

外
部

か
ら

の
支

援

法
人

内
で

の
連

携

他
施

設
か

ら
の

支
援

・
横

浜
の

施
設

か
ら

衣
料

品
や

加
湿

器
等

の
支

援
が

あ
っ

た
・

周
辺

地
域

の
人

か
ら

食
料

や
衣

料
の

支
援

を
受

け
た

・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
は

宮
城

・
岩

手
に

は
大

勢
赴

い
た

が
福

島
に

は
来

て
い

な
い

医
療

機
関

と
の

連
携

行
政

と
の

連
携

・
行

政
か

ら
の

支
援

物
資

と
し

て
相

双
地

区
か

ら
受

け
入

れ
た

避
難

者
の

衣
料

な
ど

７
）

生
活

・
介

護
の

継
続

入
居

者
の

状
況

・
入

居
者

の
平

均
要

介
護

度
は

お
よ

そ
3.

9。
人

工
透

析
は

な
し

・
地

震
発

生
時

、
い

っ
た

ん
外

部
に

避
難

、
雪

が
降

っ
て

き
た

た
め

室
内

に
戻

る
・

揺
れ

が
大

き
か

っ
た

た
め

ス
タ

ッ
フ

や
入

居
者

が
建

物
倒

壊
の

恐
怖

を
感

じ
る

・
震

災
後

2
日

間
は

、
1

階
の

交
流

室
や

会
議

室
な

ど
、

上
階

の
な

い
空

間
に

集
ま

っ
て

ベ
ッ

ド
を

並
べ

て
寝

る
・

3
日

目
に

建
設

会
社

が
躯

体
の

安
全

性
を

確
認

。
感

染
症

予
防

た
め

も
あ

り
ユ

ニ
ッ

ト
に

戻
る

・
2

～
3

階
は

ス
プ

リ
ン

ク
ラ

ー
の

水
を

か
ぶ

る
。

・
1

階
の

ユ
ニ

ッ
ト

に
20

人
ず

つ
、

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

室
に

10
人

＋
シ

ョ
ー

ト
の

人
が

入
る

・
16

日
ま

で
に

集
中

し
て

2
階

を
復

旧
し

、
各

ユ
ニ

ッ
ト

10
～

15
人

く
ら

い
ず

つ
に

分
散

・
個

室
は

広
さ

に
余

裕
が

あ
り

、
2

人
入

っ
て

も
問

題
は

な
か

っ
た

・
3/

21
に

相
双

地
区

の
養

護
老

人
ホ

ー
ム

か
ら

13
人

（
＋

ス
タ

ッ
フ

7
人

）
が

避
難

。
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
室

で
受

入
れ

・
3/

29
日

か
ら

は
各

ユ
ニ

ッ
ト

に
2
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　本章では、東日本大震災におい
て、被災地・被災施設の支援を実
施した組織の活動実態、課題を、
訪問ヒアリング調査に基づき事例
として報告する。
　なお、詳しい聞き取り内容につ
いては以下にまとめている。本文
と併せて参照していただきたい。

01　社会福祉法人きらくえん
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　本調査は今回の東日本大震災において、被災高齢者施設の支援がどのように実施されたの
か、支援の実態、課題を調査・抽出し、今後の自然災害への対処を含む高齢者施設の課題を
明らかにすることを目的に実施した。

　調査対象組織の選定にあたっては、東北６県以外の地域から、被災高齢者施設に人的・物
的支援を行った５組織を対象として、2011 年８月～ 10 月に担当者へのヒアリング調査を
実施した。
　まず、単独で支援を実施した法人にヒアリングを行い、その後は、支援ネットワークを立
ち上げた事例、次いで施設種別を統括するグループ・組織に調査の依頼を行い、訪問による
ヒアリング調査を実施した。調査依頼先は以下のとおりである。

＜調査対象＞
　〇単独支援の事例
　　・社会福祉法人きらくえん（以下、きらくえん）
　〇ネットワークを構築した事例
　　・東北関東大震災・共同支援ネットワーク（以下、ネットワーク）
　〇組織事例
　　・全国社会福祉施設経営者協議会（以下、経営協）・全国社会福祉協議会（以下、全社協）
　　・全国老人福祉施設協議会（以下、老施協）
　　・日本認知症グループホーム協会（以下、GH 協）

　なお、全国社会福祉施設経営者協議会（経営協）と全国社会福祉協議会（全社協）は、同
じオフィス内に事務所を構える関連組織であり、支援の実施にあたっては、担当者が共通す
るなど類似点が大きいため、ひとつのグループとして記載を行う。
　このほか、一般財団法人高齢者専用賃貸住宅協会、災害福祉広域支援ネットワークサンダー
バードも調査対象候補としていたが、一般財団法人高齢者専用賃貸住宅協会については、被
災直後に会員施設を対象とした電話調査を実施した結果、人的被害や建物の被災が生じてお
らず、寄付等の支援は実施したが、直接の人的支援を実施していないことから、調査対象に
含めなかった。また、災害福祉広域支援ネットワークサンダーバードについては、ヒアリン
グの日程調整が出来ず、調査を実施できなかった。

調査の概要

1-1

1-2

調査の目的

調査方法

１
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　主な支援の実施は、緊急物資の送付、職員の派遣である。
＜緊急物資の支援＞
　緊急物資は、被災直後に知り合いの施設からの要請等にもとづき物資を送っている。
　液状化した千葉県の施設から、ライフラインの停止により水道が使えなくなり、トイレの
水が流せなくなったため、ポリタンクを送って欲しい、という依頼を受け、緊急にポリタン
クを送った。
　宮城県の施設から、停電のため、懐中電灯の電池が不足していることから、単一の電池を
送付したほか、毛布を大量に購入して送付しているが、当時は物資が送りにくかったため、
東京の別施設を中間拠点として経由させて物資を送った。
＜職員の派遣＞
　計 10 名の男性職員を現地（主に避難所）へ約 1 週間ずつ派遣した。関西広域連合による
被災地支援として、兵庫県は宮城県を支援することになった。日本ホスピスから派遣依頼に
より、派遣先を決め、まず法人理事長、管理者がまず派遣先へ行き状況確認し、その後、1
週間交代でスタッフを数名ずつ派遣した。派遣スタッフは立候補制としたが、現地の治安の
問題から男性に限り、５／９～７／ 10 の期間内に計 12 名を避難所に派遣した。派遣先の避
難所では、避難生活者は当初の 300 名から 100 名に減少しており、トイレ・入浴・更衣介
助が必要な方４、５名程の介助を担当した。また、お年寄りが気力をなくして寝たきりにな
る方が多かったという。個人スペースは低い段ボール（高さ約 50cm）により仕切られ、プ
ライバシーは少なく、女性の更衣場所がないため体育館ステージ裏の階段を囲いにして利用
する状況で、応援派遣職員は、マットレスを敷いて睡眠をとっていた。支援を実施した６月
ごろは、避難所では、仮設住宅に入居できる人とできなかった人に軋轢が生じていた。また、
完成したばかりの仮設住宅への支援が少ない状態であった。
＜今後の課題＞
　きらくえんが被災直後に迅速に緊急物資を送れたのは、困っている情報が届いたからであ
るが、それは、常日頃、ユニットケアの研修等での交流があり、そこと電話が通じたことか
ら、具体的に必要な物資が分かったことが大きいという。日頃の交流の重要性が指摘された。
＜ヒアリングを終えて＞
　今回ほどの大規模災害では、被災直後、広範囲に電話が通じなかったため、何に困ってい
るのか、何が不足しているのか、情報が伝わりにくかった。また道路が不通で物資も輸送で
きるか分からない状態など、支援しようにも、どうしてよいのか分からない状態が生じた。
　具体的な情報が伝わることが効果的な支援になること、そのためには、日頃から、情報の
やりとりをしておくことが、非常時の支援の実施にも大きく効いたことが指摘された。

　事例数の限られたヒアリング調査であるため、定量的な分析には馴染まず、個別の事例か
ら浮かび上がる課題について事例ごとにまとめる。

訪問ヒアリング調査の結果

2-1 社会福祉法人きらくえん 詳細 p255

２
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図 1　CLC の仙台本部、現地本部、支援先の位置（CLC ホームページより引用）

　複数の法人グループによる支援組織の事例である。主な支援の内容は、ボランティアの受
け入れ、派遣および被災施設への職員派遣である。ネットワークの設立趣旨は以下の通りで
ある。

＜職員の派遣＞

東北関東大震災・共同支援ネットワークとは
　３月 11 日に発生した巨大地震により、被災した人たちが過ごす（福祉）避難所や、要援護者
の暮らす介護施設、さらには自宅で暮らす要援護者の支援のために、全国組織や被災地に立地
する社会福祉法人などで、３月 13 日に「東北関東大震災・共同支援ネットワーク」を立ち上げ
ました。　　　　
　このネットワークは、①介護職や看護職などの専門職ボランティアを、（福祉）避難所や施設
などへの派遣、②（福祉）避難所や施設、在宅要援護者に必要な物資を届けることを目的に活
動を始めました。　　　　
　立ち上げから８月 22 日（月）までに、1,622 人の専門職にボランティアの登録をしていただき、
宮城県（11 市町の 28 か所）の（福祉）避難所や救護所、特別養護老人ホームなどの介護施設、
病院などに、介護職と看護職などの専門職ボランティアを、延べ 10,131 人日（実員数 920 人）
派遣してきました。
　また、皆さまから提供いただきました物資は上記派遣先のほか、岩手県・宮城県・福島県・
栃木県内の避難所や施設などから、要請のあったものを速やかに届けており、津波で公用車を
浸水・流出した施設や社会福祉協議会などには自動車をお届けしています（譲渡車両５台・貸
与７台・共同支援ネット使用 15 台）。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（CLC のホームページより引用）

2-2 東北関東大震災・共同支援ネットワーク（複数の法人、グループによる支援組織）

　主に避難所への人的支援、被
災３施設への人的支援を継続的
に実施している（４～ 10 月）、
支援施設は、宮城県の特養「女
川」、老健「歌津つつじ苑」、特
養「春圃園」である。この施設
の選定経緯は、石巻現地事務所
となった桃生小学校を拠点に活
動を行い、そこから移動できる
範囲にあった被災施設ことが理
由である（位置は図１参照）。

　応援職員の派遣は、単に施設
の運営をサポートする以上に、
被災施設の人手を被災地域の在
宅支援へ向かわせる意図があっ

詳細 p258



249被災高齢者施設の後方支援に関するヒアリング調査

たという。外部からの人的支援が被災地域の在宅支援に入っても効果が上がらないため、外
部からの応援職員が施設に入り、被災地域の在宅支援を施設職員に廻ってもらう考えに基づ
き支援を実施している点が特徴である。
　施設支援の実施では、コーディネーターを同和園橋本氏１名（特養を良くする特養の会、
事務局長）にしぼり、情報を集約、マッチングしている。橋本氏からは、どの施設が人手不
足に陥っているのか、本来は行政が把握し、派遣元施設とのコーディネートは行政が担うべ
き役割だが、県も市も全く把握していない状況が指摘された。このため、コーディネーター
として現地の状況を把握しておかなければならず、京都に滞在する橋本氏が複数回現地入り
している。このほか、桃生公民館に設置した石巻現地事務局には、武田氏（特養・老健・医
療施設ユニットケア研究会 代表）が常駐し、対応にあたった。
　２～３日の職員派遣では受け入れ施設がきついため、実働１週間の派遣、長期継続を約束
して、施設への職員派遣を実施している。
　派遣職員の身分は、労災対応のため出張扱いとして、旅費・賃金も派遣元負担とした。派
遣施設は１チーム２名を派遣、派遣期間は 10 日として、土曜日から土曜日までを基本単位
とし、土曜日をボランティアに入る施設、出る施設の引き継ぎ日に当てた。ボランティアに
はオリエンテーションを２回実施し、被災者のメンタル、聞いたらダメ、言ったらダメなこ
とを共有した。
　１チーム２名のスタッフを常時出すには一定の施設規模が必要になるため、被災施設への
職員派遣を実施したのは４施設に限られたという。当然、派遣元施設の職員配置が手薄にな
るが、それは派遣元の職員に理解と協力が必要になる。
　被災施設では、人的支援の受け入れにためらいがあり、受け入れるまでに何度も訪問し、
信頼関係を築く必要があった。被災施設では、施設内の対応で手一杯となり、地元の在宅支
援にまで考えが至らない点も今回の教訓といえる。
＜ヒアリングを終えて＞
　高齢者施設の運営者の有志によるネットワークであり、現地本部の立ち上げも早く、機動
力があった。中核を担った NPO 法人 CLC（コミュニティ・ライフサポート・センター）は、
もとからユニットケア、グループホーム、小規模多機能など、地域をキーワードにした支援
組織であった。このため、外部からの支援を施設に入れ、それを受け、受け入れ施設職員に
地元地域の在宅支援に廻る、という考えを持ったが、一方、被災施設は外部からの支援の受
け入れに消極的で、外部からの職員派遣を受け入れやすくするため、「最低 1 週間の期間、
１チーム２名で同一法人から職員を派遣する」、「派遣チームの引き継ぎを必ず実施する」「情
報をコーディネーターに一元化し、コーディネーターは状況把握のために現地に複数回入る」

「派遣前後にオリエンテーションを実施し、被災者のメンタルを含めて共有する」「支援者が
何度も訪問して受け入れ側施設からの信頼関係を築いた」など工夫した点は、今後、被災施
設の人的支援の実施において参考になるだろう。
　なお、今回は、応援派遣職員の食費についても、派遣元施設が負担したという。津波の被
害により、応援派遣職員も施設に寝泊まりして過ごしたため、そうした食費については、公
的な補助があることが望ましいだろう。くわえて、京都の社会福祉法人同和園の橋本氏が施
設への職員派遣のコーディネーターを務めたが、本来これは行政が担う役割という指摘があ
り、この点も今後の課題といえる。
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　全国社会福祉施設経営者協議会は、全国社会福祉協議会と同じオフィスにある関連組織で
ある。両者の支援担当者が共通するなど協力して支援にあたっている。支援内容は、物資や
人の派遣にくわえて、円滑な支援体制の構築にも支援の力点が置かれていた。
＜支援体制の構築＞
　国に対して、福祉施設へガソリン、水、食料を優先的に配分するよう要望を実施したり、
また、緊急時であり、職員配置基準等を満たさない場合について、緩和措置をとるよう要望
している。
　こうした要望もあり、国から通知や通達が出ているが、現地では、行政機関でも、停電が
あり、ホームページを閲覧できない状態であったため、支援情報が行き渡っていない。この
ため、4 ／ 15 までの行政からの通知・通達をまとめ、冊子化し、巡回時に配布した点は非
常に好評だったという。
　また、全国社会福祉経営者協議会では 6 月に仙台事務所を開設。経営上の問題に対する
ヒアリング調査や人的支援を行う。経営上の援助が必要な施設に対しては専門スタッフを派
遣し、復興に向けての事業計画立案のサポートを行っている点が特徴である。
＜ヒアリングを終えて＞
　被災施設の復興に向けて、経営上の援助が必要な施設に対しては専門スタッフを派遣し、
復興に向けての事業計画立案のサポートを行う経営協の取り組みは特徴的である。
　一方、厚労省の被災施設への人的支援は、受け入れ施設に人件費が発生すること、また、
受け入れ施設、派遣元施設の双方が雇用契約を締結する必要があるなど、緊急時に機能しな
いという指摘は、今後の改善が必要な点といえる。
　また、難しい課題として、各種組織・団体がばらばらに支援するため、もっと組織・団体
間の連携が課題という指摘もあった。緊急時だからこそ、それぞれの組織が自分たちの役割
を発揮しようと熱心に動くなかで、連携の取れた方が効果的な場面もあるため、横のつなが
りをどのように構築するのか、という点が今後の課題と言える。

　被災地の慰問活動、専門物資の支援（マスク、プラスチックグローブ、手指消毒剤、送迎
車）等の実施のほか、厚労省や政党との調整を精力的に実施した点、避難所にいる認知症の
人への理解促進のためパンフレットの作成などが特徴である。
＜支援体制の構築＞
　国に対して、①臨時福祉施設の整備、②要援護高齢者等の受け入れに関わる運営上の諸基
準の緩和、③被災施設等における福祉車両の確保、④介護職員の休業補償等、⑤職員用仮設
住宅の整備、⑥特養ホームの増床整備、⑦総合福祉施設としての拠点化、⑧施設整備借入金
の返済猶予、⑨施設復興に向けた建設用地の確保からなる緊急要望「東日本大震災に関する
救援、復興についての要望」を 2011 年４月に実施した。
　厚労省による介護職員の人的支援に関する事務局機能を担うが、受け入れ施設に人件費が
発生したため、被災施設からの派遣希望はほとんどなかいことから、応援派遣職員の人件費

2-3

2-4

全国社会福祉施設経営者協議会（経営協）／全国社会福祉協議会（全社協）

全国老人福祉施設協議会（老施協）

詳細 p262

詳細 p266



251被災高齢者施設の後方支援に関するヒアリング調査

の手当の配慮について厚労省に提案を実施している。
　老施協の各県支部において職員派遣を実施しており、被災県内同士の支援で老施協が把握
している支援数は延べ 1,251 人・日である。
　また、「避難所でがんばっている認知症の人・家族等への支援ガイド」を認知症研究研修
東京センター永田久美子先生の指導により５万冊作成し、４／７に避難所等へ配布した。
　このほか、入所者の他施設への受け入れを、厚労省、被災県の老施協支部、自治体と連携
して対応したが、４／ 11 現在で受け入れ状況は、岩手、宮城（仙台市含む）、福島の３県１
市で県内 1,294 人、県外 394 人であり、県内外のいずれにおいても、できる限り近いところ、
という要望が非常に強かったという。
　ヒアリング調査時点で、厚労省の調査研究事業「災害時における特別養護老人ホームのリ
スクマネジメント調査研究事業」を実施し、課題を整理されていた。特に、近距離、遠方に
姉妹施設を作り、災害時のみならず、日頃から研修等により職員が交流する必要があると考
えている。
　物資食糧、水、紙おむつなど生活上最低限必要なものは行政や自衛隊などから２～３日で
届くため、一般の世帯では使わないが施設で必要な物（口腔ケア（清浄）、ドライシャワーなど） 
を中心に物資を送ったほか、①マスク（4,000 人 1 ヶ月分 120,000 枚）、②プラスチックグ
ローブ（4,000 人１ヶ月分 500,000 枚）、③手指消毒剤（4,000 人１ヶ月分 5,400 本（ℓ））、
④経管栄養セット（15,000 セット）、⑤濃厚流動食（経管栄養食）テルミール（12,000 本）、
⑥経口補水液 OS-1（500ml 入／本）（72,000 本）、 ⑦毛布（20,000 枚）等の支援を実施し
ている。
＜ヒアリングを終えて＞
　緊急時の制度の柔軟な運営など、多くの提言を迅速に要望している点に組織力があった。
特に現状の国の応援職員の派遣は、応援職員の現地への交通費は国の災害対策費用から支払
われるが、人件費については、定員増の利用者を受け入れた被災施設に入る介護報酬の増額
分で負担するスキームが、円滑な支援の支障として指摘された点は、今後の課題といえる。
　物資については、食料は３日持てば自衛隊から届くが、施設独自で必要な口腔ケア（清浄）、
ドライシャワー、マスク、プラスチックグローブ、手指消毒剤、経管栄養セット、濃厚流動
食（経管栄養食）が必要という指摘は重要であろう。
　また、入所者の他施設への受け入れについては、被災者からなるべく近いところでという
要望が強いことから、要介護の高齢者を遠距離で引き受けることは現実的ではない。応援派
遣職員の柔軟な派遣体制を検討すること、くわえて、近距離、遠方に姉妹施設を作り、災害
時のみならず、日頃から研修等により職員が交流し、顔の見える関係を構築しておくことが、
非常時にも役立つと言えるだろう。
　ヒアリングでは、ディーゼル発電設備、軽油の備蓄、津波を想定した施設立地を選定して
いた養護老人ホーム「万世園」の事例が紹介され、今回の震災では１ヶ月ライフラインが停
止したものの運営がスムーズだったことが指摘され、建物の耐震性だけでなく、運営面での
非常事態への備えについても重要性が指摘された。
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　主に岩手県、宮城県の被災したバックアップ（母体等）のない小規模施設に対する職員の
派遣を実施した。
＜職員の派遣＞
　被災直後の４月から５月は会員の有力施設および東北近県の協会会員施設から職員を派遣
した。交通網が復旧した６月中旬以降は全国の会員施設からの派遣を実施した。
　１チーム４～５名での派遣が原則であり、認知症ケアの専門性を考慮し、２年以上のキャ
リアのあるスタッフで、実践者研修受講者を原則とし、派遣期間は移動日含み５～７日間と
して、心労を考慮し最大でも 14 日間を限度とした。
　また、派遣職員の身分は、労災保険への対応のため、出張扱いとして、旅費・賃金も派遣
元負担としている。派遣の方法は、岩手もしくは宮城県の現地対策本部に集合し、当日は１
泊し、コーディネーターと打ち合わせを実施し、翌日から派遣先施設へ移動、派遣先職員の
指示で活動、終了後、そのまま帰宅という流れである。
　ネットワークのケースと同様、小規模施設は閉鎖的、人の受け入れに慣れていないため、
協会の職員から「受け入れてみれば」と働きかけを実施している。
＜ヒアリングを終えて＞
　グループホームという小規模施設の協会であり、現地本部を設立し、小回りのきいた支援
の実施が印象的であった。特に、震災同時、岩手県の法人から GH協に出向していた職員が
地元に戻り、岩手県本部を設立し、地元の状況を理解している人による、きめ細かな対応が
スムーズな支援につながったといえる。
　また、このケースでも小規模施設は閉鎖的であり生活の場になるため、外から人を受け入
れるのに慣れておらず、支援が必要な状況であっても、働きかけを行わなければ受け入れに
つながらない、という指摘があった。また、認知症ケアの専門性を理解した職員をチームで
派遣すること、５～７日間の期間を確保するなども、今後の参考になるだろう。
　課題としては、GH協会では、当初、利用者の被災状況を調べたが、安定したケアの実施
には、被災職員の数や送迎車等の被害状況も影響が大きいため、これらについても把握する
べきだったこと、また、被災地では各専門職組織が独自に支援に動いているが、連携があれ
ばより効果的という２点であった。

2-5 日本認知症グループホーム協会（GH協） 詳細 p270
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　震災直後、国が実施した空きベッドの調査による被災高齢者の受け入れ状況は、岩手、宮
城（仙台市含む）、福島の３県１市で県内 1,294 人に対して、県外は 394 人とわずかであっ
た（出典：老施協 weekly284 号４／ 11 現在）。老施協、GH 協のヒアリングで、被災者は
地元との絆が強く、簡単に地元を離れにくいことが指摘されているように、遠隔地への受け
入れでなく、近距離施設への受け入れ、あるいは応援職員の迅速な派遣が現実的であり、そ
のための支援策の拡充が課題である。

　非常時の施設間支援を円滑に実施するには、近距離施設、遠距離施設に姉妹施設を設け、
日常的な交流を重ね得ておくことが重要という指摘が老施協からあった。実際、きらくえん

（兵庫県）の緊急物資の輸送においても、日常的なユニットケアの研修での交流が背景とし
て指摘されている。被災エリアの大きさに対応できるように、近距離および遠距離（県外）
に姉妹施設を設け、日常的な研修等による交流の積み重ねることが望ましい。

　被災施設が応援職員を受け入れる際、多くの組織（ネットワーク、GH 協、経営協・全社
協、老施協）から、施設は生活の場であり外部の人が入ることに躊躇する、という指摘があ
り、被災施設がスムーズに応援職員を受け入れやすくするための配慮が重要になることが分
かった。
　応援職員の派遣においては、一定の派遣期間を確保すること（最低７日間が望ましい）、
同一の法人から２名以上のチームで派遣し、応援派遣職員と受入施設職員間で連携を持ちや
すくすること、コーディネーターに情報を集約し、応援派遣施設と受入施設の連携を強化す
ること、労災の関係上、応援派遣職員の身分を出張扱いとすること、認知症ケアの現場には
有資格者等の派遣（認知症実践者研修終了者）が望ましいこと、応援派遣の前後でオリエン
テーションの実施等が今後の参考になるだろう。

　ネットワーク、GH 協、経営協・全社協、老施協のいずれからも、厚生労働省による応援職
員の派遣スキームは、交通費は災害対策費から後日支払いが可能な反面、受入施設と派遣元
施設間で、雇用契約の締結が必要なため、緊急時に機能しにくく、実際に派遣要請がほとん
どなかったこと、また、応援派遣職員の給与を受入施設が支払うスキームが課題として把握
された。被災施設の支援をスムーズに実施するには、こういった点の見直しが必要といえる。

　以上のヒアリングから、以下の点を被災施設の支援上の課題としてまとめた。

まとめ

3-1

3-2

3-3

3-4

近距離施設への受け入れ

災害時に機能する日常的な交流

生活の場としての高齢者施設へ応援職員を派遣する際の配慮

応援職員の派遣スキーム

３
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　物資の支援では、食料、乾電池、毛布等にくわえて、高齢者施設が独自に必要とする口腔
ケア（清浄）、ドライシャワー、マスク、プラスチックグローブ、手指消毒剤、経管栄養セッ
ト、濃厚流動食（経管栄養食）、送迎車の支援が重要といえる。また、カンパンは硬く高齢
者が食べにくいという指摘もあり、きめ細やかな物資の選定を考慮する必要が分かった。

　東日本大震災では、兵庫県は宮城県を担当し、大阪府は岩手県を担当したように、関西広
域連合の府県では支援先の県ごとの割り当てがあり、割り当てに基づき兵庫県の社会福祉法
人きらくえんは宮城県の避難所を支援している。このように役割分担が明確であった点は、
支援の重複を避けるうえで効果があったと考えられる。その一方、専門職間の連携、組織間
の連携の必要性については、GH 協、経営協・全社協から指摘があった。今後、災害時にお
ける専門職間の連携、組織間の連携のあり方について検討する必要がある。
　くわえて、長期間にわたり、持続的に応援職員を派遣するには、派遣元施設に一定の規模
が必要になるため、応援職員を派遣できる施設が限られる。大規模災害の場合は、東北関東
大震災・共同支援ネットワークのように、施設横断的なネットワークの形成が重要だといえる。

3-5

3-6

施設が必要とする緊急物資

分担と連携
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１. 概要
・阪神大震災を経験した阪神間を拠点とする社会福祉法人。
・一法人での支援事例。
・支援の内容は、物資の送付、義援金、人的支援。物資はユニットケア研修施設など平常時から繋がりの
　ある施設・団体に対して提供。
・物資の確保、送付は地元の有力者の協力を得て行う。
・ 人的支援も日本ホスピスを通じての派遣。気仙沼市の避難所に職員を派遣（合計 12 名、1 人 1 週間）。
　人的支援の交通費は法人負担（後日、日本財団からの補助を得る）。
・また、阪神大震災の経験を活かしてケア付き仮設住宅の指導にはいる。宮城県のケア付き仮設に対して
　3 人のチームを 5 日間送る。

3. 人的支援について
3-1. 人的支援の仕組み

・関西広域連合による被災地支援として、兵庫県は宮城県を支援
・日本ホスピスから派遣依頼により、派遣先を決める
・法人理事長、管理者がまず派遣先へ行き状況確認
・その後、1 週間交代でスタッフを数名ずつ派遣
・派遣スタッフは立候補制
・現地の治安問題からスタッフは男性に限る
・計 12 名派遣

2. 震災直後からの動き
日時 活動内容

3 月 14 日

・物的支援開始
・介護付有料老人ホーム 舞浜倶楽部（千葉県）へ大容量のポリタンク 50 個、毛布 50
　枚を東京経由で送付
・現地は液状化の被害から上下水道の停止、トイレ使用不可

3 月 17 日
・個室ユニットケア研修施設で連携のある短期入所生活介護施設 真寿園（埼玉県）へ
　単 1 乾電池 60 個を送付
・現地は停電により、夜間照明が必要

3 月 18 日
   

・法人同士の私的な勉強会（コアラ会）で連携のあるジャパンケアサービスグループへ
　毛布 400 枚を特養かしわら苑（東京）経由で送付
・介護付有料老人ホーム舞浜倶楽部（千葉県）へ大容量のポリタンク 200 個を追加送付

3 月 25 日

・老人福祉施設協議会、社会福祉施設経営者協議会へ義援金 20 万円ずつ贈与
・災害孤児の支援団体へ義援金 30 万円を贈与
・個室ユニットケア研修施設（特別養護老人ホーム 一重の里、特別養護老人ホーム杜
　の風、特別養護老人ホーム杜の里、介護老人福祉施設十符・風の音）へ義援　金 25
　万円、マスク 1 万枚、整容類（ハブラシ、歯磨き粉など）を物資の受け入れをまと
　める一重の里へ東京経由で送付

5 月 9 日

～

7 月 3 日

・避難所へ人的支援開始。日本ホスピスから派遣依頼
・法人理事長による現地視察
・気仙沼市立面瀬中学校の支援に入る
・1 週間交代で 1 名ずつ派遣

5 月 21 日 ・面瀬中学校へペーパータオル 300 箱を送付

住　所 兵庫県尼崎市長洲西通 2-8-3
調査対応者 市川禮子（理事長）

調査日 2011.8.9 調査員 三浦、山口、篠原

社会福祉法人 きらくえん1 組織名

き
ら
く
苑

日
本
ホ
ス
ピ
ス

避
難
所派遣要請

派遣

現地での支援

派遣
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3-2. 人的支援の内容
時　期 2011.5.9 ～ 2011.7.3
派遣先 気仙沼市立面瀬中学校
住　所 宮城県気仙沼市岩月寺沢 44

派遣先の状況

[ 被災者の状況 ]
・避難生活者は当初の 300 名から 100 名に減少、内、トイレ・入浴・更衣介助が必
　要な方は 4、5 名程度
・寝たきりの高齢者が多い
・個人スペースは低い段ボール（高さ約 50cm）により仕切られており、プライバシー
　は低い（医療系側の視点が強い）
・女性の更衣場所がないため体育館ステージ裏の階段を囲いにして利用（のちに放送
　室が女性専用の更衣室となる）
・マットレスを敷いて睡眠をとる
・6 月ごろの仮設住宅の状況は、集会場所もなく、支援のない状態
・何かあった場合どこに連絡すればよいかやごみ捨て場所などわからない状況であった
・心理的ストレスが溜まっている
・仮設住宅に入居できる人とできなかった人に軋轢が生じる
[ 医療・介護スタッフの状況 ]
・スタッフ数は 15 名前後
・日本ホスピスは被災直後から派遣先（当該施設）で指揮を執る
・医療スタッフの派遣は早かったが、介護スタッフの派遣は遅れていた
・日本ホスピスはまず避難所以外で在宅高齢者・仮設入居者で介護の必要有無を把握
　するために、避難所周辺の 92 軒を訪問し、独自に情報を得た
・ミーティングは朝、夕 2 回行われ、全体ミーティング（気仙沼市の行政職員・保健
　所職員と江戸川区スタッフ、奈良県保健師、医療・介護スタッフ）と、医療福祉関
　係者のみ、日本ホスピスのみの個別ミーティングが開かれた。ここで 1 日の流れを
　把握し、何をするか各自確認する

派遣先の状況

[ 行政職員の状況 ]
・スタッフ数は数名
・詰所でパソコン作業をしており、ボランティアスタッフの作業に対して積極的な関
　与はしない

仕事内容

[ 介護スタッフの場合 ]
・現地スタッフの夜勤サポート
・食事・排泄・入浴介助など
・食事介助に関して、避難所内では介助食などの提供はない
・日本ホスピスが得た周辺の在宅高齢者・仮設住宅入居者情報より、何らかの支援が
　必要な方は 28 名。その方々に訪問し、食事の提供などを行う
・排泄介助に関して、介助用トイレは体育館倉庫に 2 つ設置。排泄物を自動で密封処
　理される、衛生面に配慮された仮設トイレを日本ホスピスが提供
・入浴介助に関して、仮設のシャワーブースは 4 つ設置。内部は手すりがないため、
　不安な方、認知症の方に対して介助。デイサービスも運営再開したため、必要な方
　は週 1、2 回で利用しに行くこともある
[ 理学療法士の場合 ]
・在宅高齢者・仮設住宅入居者に対して、1 日 6、7 件の訪問リハ
・リハビリのほかに、排泄・入浴・更衣介助など

４. 物資の支援について
・ポリタンク 50 個、毛布 50 枚、単一乾電池 60 個については、阪神間でも不足しており、調達が困難
・ 比較的地方にある法人内施設（特別養護老人ホーム いくの喜楽苑）周辺にて調達
・支援先で余ったポリタンクを地域住民に配布。地域住民から喜ばれた
・毛布 400 枚、ポリタンク 200 個、マスク 1 万枚については、福祉関連の慈善事業を行っている人と法
   人理事長との個人的なつながりから調達
・義援金については、法人内 4 施設に勤務するスタッフ個人から 100 万円を超える義援金を集める
・整容類については、サンスターに勤めていた関係者から支援提供を受ける
・ペーパータオルについては、派遣スタッフから避難所にペーパータオルがないという報告を受け配送
・依頼はすべて個別で受けた
・送付に関して、東北は震災直後は交通機関が停止していたため、東京の個室ユニットケア研修施設を
   経由して、現地へと配送
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5. 支援にかかる費用について
交通費 派遣者側施設負担（のちに日本財団から 100 万円の補助金が下りる）
食　費 避難所側から提供
宿泊費 避難所側から提供（中学校体育館 2 階）

6-2. 仮設住宅に関わる活動
・ケア付き仮設住宅の図面提供と運営に対する注意点の情報提供を行っている
・仙台市で内閣府の有識者会議に出席し、震災後の孤独死を防ぐためにケア付き仮設住宅の必要性を訴えた
・関西広域連合からケア付き仮設住宅の運営方法について指導してほしいと依頼がくる
・宮城県へ 3 人グループを 5 日間ずつ派遣予定

7. 今後の課題
・福祉避難所として各職種がそろった特別養護老人ホームが認定されたことで、高齢者は快適に過ごせる
・栄養士がいることで、高齢者に配慮されて食事の提供も可能
・福祉避難所といわれるが、食料などのストックはできていないのが現状
・食料は 1 週間分必要
・ライフラインに関しては、受水槽は 3 日分、ガスはプロパンガス、電気は自家発電可能なものを設置す
　る必要がある
・自施設で太陽光パネルを取り入れようと試みたが、国からの補助なしでは採算が合わず設置不可
・ストックに関しては保管場所が必要なため、日常的に使え、非常時には変換できるようなものが理想
・津波が来た場合、自施設では最上階に避難するしかない
・施設の設備を修繕などができる工務店を退職されたような方を各施設、ひとりずつ配置したい
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１. 概要
　CLC、特養を良くする特養の会など、考えを同じとする団体の主要スタッフが集まり共同支援ネット
ワークを形成。各人の呼びかけにより、それぞれが CLC の仙台事務所に集まり、桃生公民館を拠点に活動。
近郊の石巻、女川、南三陸にある特養、避難所への人的支援を行う。各支援は被災施設からの支援要請を
待つだけではなく、団体スタッフ自ら施設に赴き、支援の必要性を判断し、施設自体に支援依頼を勧める
など、直接的・積極的な支援。2011 年夏以降も継続して支援を実施しており、仮設住宅の支援にも入っ
ている。仮設住宅ではコミュニティ形成に対する支援を行い、避難・復旧からまちづくりまで一貫した関
わりを実践している。支援にかかる交通費、人件費はすべて派遣元負担。

2. 震災直後からの動き
日時 活動内容

3 月 15 日 ・武田和典氏が福島県入り
3 月 18 日 ・武田和典氏が仙台市入り

3 月 19 日 ・CLC が朝日新聞に一般ボランティア募集（福祉職、個人でも可）の記事を出す
・募集時期が早く、介護職に限定していないため多数の人数が集まる。登録総数 1,600 人

3 月 21 日 ・ボランティアが仙台市に集合
・武田和典氏が石巻市入り

3 月 22 日

・避難所の調査、ボランティアの派遣開始（遊学館）
・施設のニーズを確かめ、必要な所に必要な支援をする図式をとりたかったが電話も通
　じずニーズを把握できなかった。県の要請によりの避難所の支援に入る
・第一陣として遊学館の支援に入る。12 名（朝晩で 6 人、7 人）

3 月 23 日

・前日の避難所での調査を踏まえ支援対象を 4 ヵ所（遊学館も含め）に広げる
　1）遊学館、ビックバン、桃生小学校、ひたかみ園（知的障がい者の福祉避難所）
　2）各避難所に約 10 名ずつ派遣。合計約 40 名
　3）支援先はボランティアの宿泊が可能な避難所に限る
　4）ビッグバンでは、震災直後は約 600 人が滞在。館長が避難所に自治会を設置
・ 住民自治による自主的な避難所運営は避難所の見本となった

住　所 宮城県仙台市青葉区木町 16-30　シンエイ木町ビル１階
調査対応者 武田和典（きのこ老人保健施設副施設長）、橋本武也（特養をよくする特養の会 理事・事務局長）

調査日
2011.9.22（橋本氏）
2011.10.3（武田氏）

調査員 三浦、山口、篠原、星

共同支援ネットワーク（CLC、特養をよくする特養の会など）２ 組織名

3. 人的支援について
3-1. 人的支援の仕組み

計 36協働団体（2011.7.14 現在）

特養をよくする特養の会

CLC事務局

共同支援ネットワーク

特養・老健・医療施設ユニットケア研究会
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3-2. 人的支援の仕組み

・現地事務所から支援が行き届く。仙台市近郊を中心に支援
・中心メンバーが直接施設に赴き支援
・橋本氏が施設支援を一括コントロール

現
地
事
務
所
開
設（
仙
台
）有力法人 人材派遣

有力法人 人材派遣

有力法人 人材派遣

桃
生
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学
校

橋
本
氏 支援伺い

被災施設

避難所

仮設住宅

被災施設

依頼
徐々に増加

支援

最
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3-2-1. 高齢者施設への人的支援について

理念・課題

・人手が足りないから支援するのではなく、施設が地域を組み直すアプローチをする
　ための補助的な支援がしたかった
・最初は個人で集めていたが、組織で支援してくれる法人に支援依頼を移行。施設の
　支援は法人。避難所の支援は個人が担当
・本来は施設に常駐し認知症ケアを行いたかったが、物資の不足、ボランティアの力
　量が測れないことなどから断念。人手不足の避難所の方へ活動を展開
・派遣先の施設のケアの善し悪しをいう職員もおり、ボランティアの質の確保に苦労
　した

実　績

・特別養護老人ホーム女川、介護老人保健施設歌津つつじ苑、特別養護老人ホーム春
　圃苑への人的支援にはいる
・特養女川は、当初職員派遣の申し出を拒み、4 回目の訪問にして承諾。
・介護職員を 1 週間交代で 4 名ずつ派遣。4/7 に最大余震を体験。5 月中は余震に見
　舞われ、職員に睡眠不足が見られる
・春圃苑について、4 月から老施協や他県が介護職員を派遣していたが、7 月で派遣
　が終了し、介護職員不足が生じる。共同支援ネットワークの活動を知り職員派遣を
　依頼。1 週間交代で 2 名ずつを派遣
[ 支援の手順 ]
・ＣＬＣ主催の施設「ひなたぼっこ」に集合後、移送ボランティアとして石巻現地事
　務局へ移動
・オリエンテーション（派遣先の被害状況、避難所の特性、行っている支援の内容、
　被災者のメンタル状況、支援者としての心構え等）を受けた後、各活動場所へ移動
[ 特養を良くする特養の会、京都市老人福祉施設協議会の場合 ]
・会員施設へ介護職員の派遣を呼びかける
・派遣職員は立候補制。男女問わず集められる
・派遣職員はボランティアではなく出張として業務派遣
   10 日間の出張手当（1 泊 5000 円）が当てられた

3-2-2. 避難所への人的支援について
・避難所の調査を行ったが実態が把握できなかった
・避難所の市役所職員や自治会等の運営者に「認知症の方は？何かお困りのことは？」と聞いても、 「うち
　は大丈夫。」という回答が多かった
・夜中大声を出すような人など集団生活が困難な人は医務室からすぐに福祉避難所（遊学館）や精神病院
　へ移動していた
・避難所の支援に特化した理由は、被災の支援からケアや施設の組織体制、地域の見直し、改革につなげ
　ていきたかったから。復興するだけではなく、現地の在り方を改革してほしかった
・避難所では食べ物の安全の保障をしてほしい。季節が変わり暖かくなると食中毒の危険性が出てくる
・食を保障してほしい。調理をする人が不潔な介護をしてはいけない、など
・桃生公民館では支援物資の整理も担う。自身のイメージと違う活動に苦情を出すボランティアもいた
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[ 具体例 : 遊学館への支援 ]
・被災した私立病院の医師・看護師が常駐しており、社協のヘルパーも介護として入っていた
・遊学館自体の人手は足りていた
・遊学館では医療従事者が主体で介護の存在意義が小さかった。しかし、　温かい食べ物が提供されてい
　ないなど、命を守ることすら危うい状況であることから、自分達で持ち寄ったみそ汁などを３食提供す
　る支援を始めた
・温かいものが食べられるということで遊学館の評判がよくなった
・喫茶コーナの運営など食事の補助が主な業務となり、福祉や介護の支援が出来なかった
・介護職としての職を保障してもらい、期日もきめてもらった
・避難所の環境では高齢者の心身機能の低下が激しいことから、リハビリを採り入れ、早期の在宅復帰に
　つなげたかった
・3 月 11 日以降、避難所等で高齢者の自然死が急増していた。原因の一つに脱水症状があると思われる

3-3. 継続的な支援のあり方について
・ボランティアに参加した大分の施設へお礼に伺う。継続的に支援を行っていこうという投げかけ

4. 物資の支援について（主に「特養を良くする特養の会」でのヒアリング）
・3 月から 4 月にかけて支援先に赴く際は、支援物資を一緒に持参していく
   （ガソリン、灯油、オムツ、ペーパータオルなどトラック一台分 ×2 回、   食糧、衣服、水、医薬品、下着、
　女性用生理用品、ストーブ、こたつ、冷蔵庫、テレビ）
・衣服 : 大量に集まりだした頃には季節が変わっていた
　1）女性用下着（ブラトップ）：段ボール 1 つ分
　2）女性下着のサイズは種類が多く、なかなか合うものがないため、3 サイズで対応できるユニクロの
　　  ブラトップを提供
　3）夏に差し掛かっており、衣服としても利用でき、支援先の女性から非常に喜ばれた
・廃車予定だったリフトバスをＣＬＣの活動用に提供
・発災後電気が使えなかったことから、灯油ストーブが重宝された
・物資の届いている地域、届いていない地域、足りている物、足りていない物に落差があった
[ 橋本氏が所属する法人の職員や利用者からの義援金の場合 ]
・京都市老人福祉施設協議会を通じて 10 万円の募金
・京都新聞を通じて数十万円の募金

6. 仮設住宅への支援について
・ノーマライゼーションの考え方を仮設住宅にも取り入れるべき
　1）子供もお年寄りも混在して生活すべき。同質の人たちを集めるのは介助の理論である
・住棟に１か所だけスロープを付けるとそこは施設になってしまう
　1）全てにスロープを付けるべき（田野畑中学校（岩手県）に実存）
　2）玄関と玄関が向かい合うとコミュニティが発生する（田野畑中学校、横浜団地（歌津地区など））
　3）全て南向きに建てるのではなく、東西に面して建てるのも一案
・コミュニティを作るべく、戦略的に復興に臨むべき
・阪神淡路大震災当時は介護保険が無かったが、今は介護保険が存在するので仮設への支援のあり方も変
　わってきている
　1）介護保険を財源として仮設に住む住民に仕事をつくりだしていけないか考えている
　2）例えば、自治福祉法人という、町内会が運営する介護事業を立ち上げ、その財源は子ども達が自由
　　  に使えるようにする等（沖縄の共同売店のようなもの）
　3）その時には介護の専門家をどのように確保していくのかが課題
・阪神大震災の時はケア付き住宅、新潟中越の時にはサポートセンターが出来た
　1）今回の震災は広域であり、過疎地域である。これまでと違うものが必要である
　2）「支えあう」ということが大切。互助の仕組みが重要ではないか。やねだんが見本となる
・地産地消が大切。現在は、南三陸で被災した杉を利用してベンチを作っている
・仮設住宅が山中に建てられていることから、買い物に困る人が急増。買い物支援が急務

5. 支援にかかる費用について（橋本氏の施設の場合）
旅　費 派遣者側負担（総額 50 ～ 60 万円程度） 
食　費 派遣者側負担（ビッグバン、春圃苑は避難所側から提供）
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9. 今後の課題
[ 施設の課題 ]
・直下型の地震を想定し、建物の崩壊と火災の対策に注力すべき
・自施設において、食糧の備蓄や収容人数の把握
・自施設内のどのスペースに、どのような形で避難してきた要介護者を入れるかの検討しておく
[ 避難所の課題 ]
・避難所の体育館内にテントがあると、暖もとれて、プライバシーも守られる
・発災直後はテントユニットが効果的で、長期になればパーテーションでの区画に移行するべき
・カーテン製のパーテーションは良かった
・壁が硬質のものであるとカレンダーやお知らせが張れてなお良い
・仮設トイレ（マンホールトイレ）の普及    各自治体に整備されてきている。小学校、公民館、公共施設 
　の駐車場などに配置するべき
・既存のマンホールトイレは健常者用なので、ポータブルトイレの設置出来る高齢者向けのものがあれば
　良い
・お風呂ユニットが重宝された
[ まちづくり、支援体制の課題 ]
・最小単位の地方自治体（町役場）が崩壊した場合、一つ上の自治体や他府県の自治体が積極的に災害復
　旧に関与していくことが非常に重要
・現地の支援のコーディネートは本来行政がするべき

7. これからの被災地の施設計画について
・海辺に建てられていた施設やグループホーム、小規模多機能、デイサービスなどの地域密着型の施設は、
　一般住宅とともに津波で流されてしまった
　1）今後はまちなかではなく、高台につくられるのではないか
　2）東松島市の特養 不老園、石巻市の特養 おしか清心園、特養 きたかみ等
・第二次避難所（福祉避難所）は福祉施設や幼稚園、保育園など、それぞれの特性を活かした上で決定す
　べき
・現地の施設関係者は 3 月 11 日以前に戻ろうとしている
　1）自施設の利用者の生活の質を確保するだけでなく、まずは地域全体の生活権を確立すべき
　2）地域全体の生活権の保障から始め、その後に生活の質を守るべき

8. 今後のまちづくりについて
・復興の際には、施設から作るのではなく、まちづくりからスタートしてほしい。施設に呼びかけたが無
　理だったので、住民と取り組んでいるところ
・施設は地域コミュニティを破壊してきた。その中で、介護はどうあるべきかという課題がある
・やねだんなど過疎高齢化で学んだことを地域の再生につかってほしい
・住宅システムとケアシステムを失った人たちが元の生活に戻れるようなモデルを作りたいが、そこに手
　を挙げるような施設が現れない
・阪神大震災では被災地外部の人間が支援に入りすぎ現地の人が依存的になってしまった
　1）今回の震災では住民の自助、互助を始めから強調した活動を行っている
　2）外部からの支援は後方支援であり、実際に現地を支援するのは現地の人たちでなければならない
[ 自治福祉の例 ]
　例 1. やねだん : 住民運動、当事者運動の中から現れた自治福祉活動
　　　　町内会が運営する自治福祉法人が福祉事業を担う。ボランティアの有志が中心となり組織化
　例 2. 京都では学区社協の会員は 100％町内会員にもなっている
 　　　自治組織と社協の大部分が重なっているため、震災が起きた場合も地方自治の統括がとれる見通し
          学区社協ごとに、誰がどこでどのような生活をしているのかを把握するべき
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１. 概要
・ 全国社会福祉協議会は、一般ボランティアの司令塔となる都道府県社協部門、緊急小口貸付（1 口 10
　万円）を行う民生委員部門、そして、福祉施設の統括部門からなる。施設部門では、岩手県、宮城県に
　現地事務所を開設し、現地の状況把握を行う。また、施設部門の担当者は経営協の事務局も兼ねている。
　調査の結果、福祉施設からの支援要請が少なかったことから、避難所での見守り活動などを行う。また、
　現地では行政関係の情報が不足していたことから、これらの資料を冊子化し各自治体、施設関係者など
　に配布する。
・ 全国社会福祉経営者協議会では 6 月に仙台事務所を開設。経営上の問題に対するヒアリング調査や人
　的支援を行う。経営上の援助が必要な施設に対しては専門スタッフを派遣し、復興に向けての事業計画
　立案のサポートを行う。

2. 震災直後からの動き
2-1. 全国社会福祉協議会

日時 活動内容

3 月 15 日

・全社協 12 団体が、社会福祉施設協議者連絡会を開催（定例）
　1）国への要望書提出（福祉施設に対するガソリン、食糧、水の優先的支給。基準の緩和）
　2）全員に対して義援金を募る（6 月上旬時点 総額 1 億 5 千万円）
・その後、県社協を通じて被災 3 県の施設へ分配

3 月 20 日 ・宮城、岩手に施設支援本部を設置（現地の県社協内）
3 月 21 日

～

3 月 23 日

・岩手県の情報収集。沿岸部の施設へ個別訪問
　1）沿岸部を 4 つのエリアに分け 8 人で分担。2 人 1 組、車でまわる
　2）緊急対応が必要な施設があれば県に報告し対応してもらう

3 月 23 日

・宮城県に移動。宮城県には県社協がないため県庁と連携
　1）宮城県での情報収集。   調査時点での支援要請は少数（10 施設程度）
　2）半年を経過して支援要請がきつつある（スタッフの介護疲れや施設移転に伴う介
　　  護職員の通勤困難などが原因）

3 月下旬
・所属団体に災害ボランティアセンターの運営や避難所の見守り活動を依頼
　1）主に自彊館（大阪府）と中心会（神奈川県）が対応
　2）対応する法人を固定することで継続的な支援や円滑な情報伝達が行われやすい

4 月

・4 ／ 15 までの行政情報を冊子化し、巡回時に配る
　1）被災地では HP などの閲覧が困難で情報が届かないため
　2）厚生労働省の HP から（社会福祉関連、雇用、災害対応通知書など）をまとめ、   施設、
　　県庁職員、市町村職員、施設へ配布

5 月

・岩手県は災害ボランティア関係者からの要望があり継続
　1）陸前高田市、大槌町、山田町の災害ボランティアセンターや避難所の見守り活動
　　 を継続。人材派遣は 2 週間単位で実施
　2）宮城県から撤収。現場事務局を閉鎖

6 月 28 日
・義援金の分配。1 施設ごと訪問して周る
・4050 万円（岩手県内 208 施設）、5640 万円（宮城県内 333 施設）、4240 万円（福
　島県内 376 施設）全社協としての活動は停止。

9 月 ・9 月以降は大阪府社協が継続して活動

住　所 東京都千代田区霞が関 3-3-2
調査対応者 蓮子輝之（参事）

調査日 2011.10.13 調査員 三浦、山口、篠原、星

全国社会福祉施設経営者協議会／全国社会福祉協議会３ 組織名
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①災害時における都道府県社会福祉協議会の役割
・災害ボランティアセンターの設置・運営。ボランティアを受け入れる司令塔
・全国の社協から送り込まれるボランティア、現地での一般ボランティアの受け入れ、配置を担当
・介護とは関係なく一般ボランティアを担当

②民生委員の役割
・緊急小口貸付。一口 10 万円。避難者に対して当座の資金を提供。着の身着のままで避難してくる人も
　いるため

③災害時における福祉施設関係団体（連絡会）の役割
・災害時に決まった役割はなく、各団体での活動が実施される
・厚生労省の主導による組織的な避難者の受け入れ、人的支援をサポート。連絡会メンバーの老人福祉施
　設協議会が事務的な対応を行う
・国への要望書の提出

④災害時における全国社会福祉施設経営者協議会の役割
・震災直後は全国社会福祉協議会の活動をサポート
・震災３か月後に経営協独自の仙台事務所を開設。独自の活動を開始　
・震災から数か月が経過し移転先の土地の確保、建物の修繕などに対する心配が生じてきているため
   事業計画の立案を行える人を役員法人から派遣
・現在、宮城県内の法人に対して支援の必要性をヒアリング中
・経営協の取り組みは経営協の会計から支出（補助金などはない）

 4. 組織体制と活動内容

①全国の都道府県、市町村にある社会福祉協議会
②全国の民生委員
③福祉施設関係団体の連絡会
④経営協（全社協連絡会の 1 つ）
震災時には各部門が独自の対応を行う

 3. 全国社会福祉施設経営者協議会
日時 活動内容

3 月 18 日

～
3 月 20 日

物資の送付（インスタントラーメン、野菜、カセットコンロ、トイレットペーパー、
2 ｔトラック 3 台、米 150 俵（山形県で購入し被災 3 県に 50 俵ずつ送る））

3 月 20 日 ・5 月の総会で東日本大震災復興対策委員会を設けることを決める
3 月 21 日

～

3 月 23 日
・全国社会福祉協議会の活動を支援（義援金の確保など）

6 月 3 日
・東日本大震災 復興対策委員会 仙台事務所を設置
・高齢者施設の経営上の問題に対して支援を開始
　（資金計画のアドバイス、事務関係者の派遣など）

6 月、7 月 ・宮城県内 40 法人を巡回。経営上の問題（資金や将来の計画など）についてヒアリング

9 月 ・上記の 40 法人を再度訪ねフォローアップ
　資金計画など緊急の場合には福祉医療機構に依頼し対応してもらう

全国社会福祉協議会

福祉施設関係団体（連絡会）

全国老人福祉施設協議会など

都道府県社会福祉協議会

ボランティアセンターの設置
一般ボランティア
受付の司令塔

① 民生委員

1口 10万円

② ③

都道府県事務局のみ
各県に 1つ

( 県社協内に設置 )

全国社会福祉施設経営者協議会 ④緊急小口貸付
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5. 人的支援の仕組み
5-1. 厚労省主導による人的支援の仕組み

・厚生労働省主体の人的支援。全社協のメンバーである老施協が事務局機能を担う
・厚労省が都道府県に依頼しアンケートを実施。全国で支援が可能な職員数は 8,000 人以上
・多数の希望者がでる
・人的支援を行う場合、交通費は派遣先持ち、人件費は避難施設持ちとなる
・人件費が必要であることなどから派遣要請は少数であった

5- 2. 高齢者施設に対する全国社会福祉協議会独自の仕組み

・全社協独自の人的支援。被災地の施設を個別訪問し支援の必要性をヒアリングする
・支援依頼があった施設に対しては、被災地以外の都道府県社協を通じスタッフを派遣

5- 3. 避難所に対して全国社会福祉協議会独自の場合

・全社協独自の人的支援。被災施設への個別訪問、および被災行政団体への情報誌の配布
・県からの依頼で避難所を支援
・被災地以外の都道府県社協を通じスタッフを派遣

回答

アンケート
委託

老
施
協

全
社
協

全
国
の
社
会
福
祉
法
人

支援　少数

依頼
少数依頼

受諾

厚
労
省

被
災
施
設

仙
台
市

岩
手
県

現地事務所

人材
派遣

登録

依頼

依頼
少数

個別訪問
支援の伺い

全
国
の
加
盟
法
人

被
災
施
設

支援　少数

県社協内

全
国
の
社
会
福
祉
法
人

避
難
所

支援　少数

依頼

情報提供

全
国
の
社
会
福
祉
法
人

全
国
の
加
盟
法
人

行
政

個別訪問
宮
城
県

岩
手
県
社
協

現地事務所

人材
派遣

依頼

情報提供

登録

依頼
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6. 物資の支援について
・現地に物資を送ったが行政機関からの物資支援が多数あり
・独自の支援はあまり必要ではなかった（新潟中越の時も同様であった）
・今回の震災ではガソリンが不足していたため、物資を輸送することが困難であった

7. 支援にかかる費用について
・社会福祉施設協議者連絡会の活動については義援金の一部を使用

8. 今後の課題
・厚生労働省による人的派遣、全社協による個別の人的派遣に対して現地からの要望が少なかった
   原因としては、
   ①被災施設がボランティア職員の人件費を払うために受け入れられなかった
   ②知らない人の支援は好まれなかった
   という二つの要素があると考えられる。以前から付き合いのある法人の支援は受け入れられており、
   今後は法人間の日常的なネットワークの構築が必要である。日頃から顔が見える関係づくりがなけ
   れば、ケアの受け入れはされにくい
   長野県、大阪府、千葉県では災害が起こった場合に連携し合おうという動きがみられている
・高齢者施設関係の団体が同じように被災地の実態調査を行っていた。団体間での連携を取り情報を
   共有化する仕組みが必要
・被災後の動きを決め、福祉部局としての対応をシステム化していきたい
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１. 概要
・ 全国老人福祉施設協議会（以下、老施協）は、特別養護老人ホームなど入居施設を運営する社会福祉
法　人が加盟する団体。全国社会福祉協議会連絡会の一員。
・ 厚生労働省からの依頼を受け、東日本大震災に関する人的支援の事務局機能を担う。震災後は、被災施
　設の代弁者として支援物資、制度等についての要望書を厚生労働省に提出。会員を通じて義援金を募り、
　 義援金の分配をいち早く行う。他にも介護関係への物資の支援、車などの寄贈を行う。人的支援につい
　ては、老施協の都道府県支部がニーズを把握し、都道府県支部が支援可能な法人への依頼を直接行う。
　公的な人材派遣の場合、交通費は派遣元負担、人件費は派遣先負担となり、実質的な派遣要請は少なかった。

2. 震災直後からの動き
2-1. 全国社会福祉協議会

日時 活動内容
3 月 11 日 ・震災を受けて情報収集開始

3 月 12 日 ・全国老施協事務局に災害対策本部を設置
・厚生労働省、全国社会福祉協議会との情報交換に努める

3 月 13 日
・各県の老施協支部に被災状況の確認を依頼
・東北地方太平洋沖地震情報誌 vol.1「被災状況（23.03.13）」をＨＰ上に発信
・義援金のお願いを全国に発信

3 月 15 日 ・災害対策本部開催　当面の支援方針を決定
3 月 17 日 ・全国老施協ホームページに「東日本大震災情報」を開設
3 月 20 日

～

3 月 24 日

・東北各県に事務局長、事務局員を派遣。各県の老施協会長と協議
　（山形県→宮城県→仙台市→岩手県の順に周る）　

3 月 24 日
・災害対策本部会議の開催
・第 1 回目の支援物資を岩手県、宮城県、仙台市、福島県、山形県の 5 県に送付
　（マスク、プラスチックグローブ、手指消毒剤など）

3 月 30 日

～

3 月 31 日

・第 2 回目の支援物資を岩手県、宮城県、仙台市、福島県の 4 地区 7 拠点に送付
　（経口補水液 OS-1、経管器具トップネオフィールドセット（600ml バッック付き）、
　経管栄養食テミール（200ml））

4 月 1 日

～

4 月 3 日

・被災地への慰問・視察
・復旧支援に向けた対策検討会議を現地で開催（4/1 岩手県、4/2 宮城県、4/3 福島県）
・慰問・視察（4/2 岩手県 2 施設、4/3 宮城県 3 施設、4/3 福島県 4 施設）

4 月 4 日 ・第 3 回目の支援物資を送付　（経口補水液 OS-1、毛布）
・避難者の受け入れ施設にも拡大し支援の希望を調査（～ 19 日）

4 月 5 日 ・厚生労働省と被災施設及び避難者受入れ施設の介護報酬の請求等の取扱いについて協議

4 月 7 日
・災害対策本部会議
　「避難所でがんばっている認知症の人・家族等への支援ガイド」を作成・配布　
　※ 東京認知症研究・研修センター他との協同制作

4 月 12 日
・｢ 東日本大震災に関する救援、復興についての要望 ｣ を厚生労働大臣、厚生労働副大臣、
　自由民主党政務調査会組織運動本部に提出
・第 72 回社会保障審議会介護給付費分科会にて東日本大震災への対応を報告

4 月 13 日 ・｢ 東日本大震災により被災した介護福祉施設等への支援について（緊急要望）｣ を提出
　※ 公益財団法人日本財団、財団法人 JKA（競輪振興法人）

4 月 21 日 避難者の受入れ施設へ支援物資の送付（経口補水液 OS-1（112 施設）、毛布（98 施設））
4 月 26 日

～

4 月 28 日

・東日本大震災発生に伴う被災施設への第 1 次見舞金の配分および施設慰問
・第 1 班（気仙沼市 5 施設、陸前高田市 1 施設、大船渡市 2 施設、釜石市 1 施設、大
　　　　　槌町 3 施設、山田町 1 施設、宮古市 1 施設）

住　所 東京都千代田区平河町 2-7-1　塩崎ビル 2 階
調査対応者 下田恒男（事務局次長）、松岡寿雄、村上かおる

調査日 2011.10.14 調査員 三浦、山口、篠原、星

全国老人福祉施設協議会4 組織名
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日時 活動内容
　4 月 26 日～

4 月 27 日
・第 3 班（福島県玉川村 1 施設、いわき市 3 施設、宮城県山元町 3 施設、亘理町 1 施設、
　　　　岩沼市 2 施設）

　4 月 27 日～
4 月 28 日

・第 2 班（七ヶ浜町 1 施設、塩釜市 2 施設、東松島市 2 施設、石巻市 3 施設、仙台市
　　　　秋保町 1 施設、青葉区 1 施設、若林区 5 施設、太白区 3 施設）

6 月 10 日 ・現地での車両贈呈式の実施（岩手県、宮城仙台市、福島県（内陸部））
6 月 24 日 ・現地での車両贈呈式（福島県（沿岸部））

7 月 20 日

・第 1 回被災地復興委員会
・第 1 回委員会・ワーキングチーム合同開催
　平成 23 年度老健事業
　｢ 災害時における特別養護老人ホームのリスクマネジメント調査研究事業 ｣

8 月 17 日 ・災害時における特別養護老人ホームのﾘｽｸﾒﾈｼﾞﾒﾝﾄ調査研究事業 ﾋｱﾘﾝｸﾞ調査（仙台市）

8 月 18 日 ・被災時から復興期における高齢者への段階的支援とその体制のあり方の調査研究事業
　検討委員会（第 1 回）への出席

8 月 19 日 ・災害時における特別養護老人ホームのﾘｽｸﾒﾈｼﾞﾒﾝﾄ調査研究事業 ﾋｱﾘﾝｸﾞ調査（福島県）
8 月 30 日 ・災害時における特別養護老人ホームのﾘｽｸﾒﾈｼﾞﾒﾝﾄ調査研究事業 ﾋｱﾘﾝｸﾞ調査（仙台市）
9 月  2 日 ・災害時における特別養護老人ホームのﾘｽｸﾒﾈｼﾞﾒﾝﾄ調査研究事業 ﾋｱﾘﾝｸﾞ調査（宮城県）

　9 月 13 日～
9 月 14 日 ・災害時における特別養護老人ホームのﾘｽｸﾒﾈｼﾞﾒﾝﾄ調査研究事業 ﾋｱﾘﾝｸﾞ調査（岩手県）

9 月 20 日 ・臨時の施設慰問・視察（2 名）仙台市の 2 施設

9 月 22 日
・厚生労働省に ｢ 東日本大震災に係る社会福祉施設等災害復旧費の国庫補助について ｣
　における厚生労働大臣が認める応急仮設施設整備の対象施設の拡大についての要望書
　を提出

3. 人的支援について
3-1. 人的支援の仕組み

・厚生労働省主導の介護職員の人的支援に関する事務局機能を担う
・当初は行政ルート（県、市町村）でマッチングする予定だったが行政機能が停止していたため、全国老
　施協が仲介を担う
・全国老施協では、①被災県の老施協、②同自治体、③厚労省・老健局と連携を図りながら、職員派遣要
　請に対応
・要請施設を継続的にカバーしていくためにも都道府県老施協が主体となり派遣内容の調整を行う
    （希望期間、人数、職種、業務宿所など）
・被災施設からの要請が FAX にて届き、要請施設に聞き取りを行い支援にうつる
    （当初は依頼もあったが、殆んどの施設が希望を取り下げる）

全
国
の
社
会
福
祉
法
人

被
災
施
設

厚労省

被災地の都道県支部

協力

依頼
少数

回答・登録

アンケート

依頼
少数

全国老施協

協力

支援
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3-2. 人的支援に関する基準
特別養護老人ホーム等に対する県外からの介護職員等の派遣について

（1）派遣期間
      被災施設への負担軽減を目的に、活動日数 7 日以上で可能な日数とする

（2）派遣場所
      ①被災地における特別養護老人ホーム等への介護職員等の派遣
      ②福祉避難所への介護職員等の派遣
      ③その他要請に応じて調整した場所

（3）支援職種
      介護職員、看護職員等：個々の要請ニーズによって変わる

（4）支援内容
      ①入所者の介護（食事・排泄・清拭・移動介助等）
      ②健康管理、介護業務補助、相談支援等
      ③一般避難者への対応（支援物資の荷受・分配、食事の準備等）

（5）職員の身分取扱いについて
      介護職員等の派遣にあたっては、派遣元の業務命令による出張扱いとする

（6）派遣に要する費用について

4. 物資の支援について
1. 義援金の配布

（1）義援金の募集
　・募集期間 3 月 14 日 ~9 月 30 日まで
　・全国の老人福祉施設、職員から義援金を募集
　・被災した老人福祉施設及び被災住民の避難援助に対する支援（物資の救援、見舞金配分、
   　介護職等人材の派遣等）を推進するため

（2）義援金の分配
　・被災施設見舞金
  　 4/1~3、4/26~28 に慰問と合わせて配分（48 ヶ所合計 5,890 万円）
   　　現行の災害見舞金規定＝利用者の死亡・行方不明（見舞金規定 1 万円）
   　　職員の死亡・行方不明（同 3 万円）、建物の被害（上限 20 万円）
　・県、市老施協への活動費の支給
   　岩手県、宮城県、仙台市、福島県、山形県に計 450 万円
2. 支援物資の提供
　・食糧、水、紙おむつなど生活上最低限必要なものは行政や自衛隊などから 2 ～ 3 日で届く
　・一般的には使わないが施設では使うもの（口腔ケア（清浄）、ドライシャワーなど）   を中心に送る
　・輸送は運送会社に委託
　・支援先は岩手県、宮城県、福島県の施設および避難者の受入施設

（1）介護用品
      ①マスク（4,000 人 1 ヶ月分 120,000 枚）、②プラスチックグローブ（4,000 人 1 ヶ月分 500,000 枚）、
      ③手指消毒剤（4,000 人 1 ヶ月分 5,400 本（ℓ））、④経管栄養セット（15,000 セット）、
      ⑤濃厚流動食（経管栄養食）テルミール（12,000 本）、⑥経口補水液 OS-1（500ml 入 / 本）（72,000 本）、
      ⑦毛布（20,000 枚）

（2） 「避難所でがんばっている認知症の人・家族等への支援ガイド」を作成・配布（50,000 部）
       各避難所を中心に配布

（3）車両贈呈（希望施設に対して搬送）
      三菱軽自動車 EK ワゴン 51 台（岩手県 14 台、宮城県 23 台、福島県 15 台）
      車両本体（付属品含む）初年度登録諸費用（自動車取得税、自動車重量税、自賠責保険料（37 か月）、
      検査登録手続（課税分）、納車費用、リサイクル法関連費用、検査・登録料（非課税分））

項目 派遣元施設 受入施設
人件費

（各種手当含む） 一部負担 「業務委託費」として、
1 日 10,000 円負担

社会保険
（厚生年金、健康保険等） 派遣元施設負担 負担なし

労働保険
（雇用保険、労災保険等） 派遣元施設負担 負担なし

宿泊費 災害救助費
食費 負担なし 受入施設負担

交通費 災害救助費
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6. 今後の課題
・平常時から非常時に対応できるネットワークを形成していくことが重要
　1）姉妹施設を近隣に一つ、離れたところに一つ設け、協定を作りネットワーク化していく
　2）参考モデル）山口県の土砂災害ネットワーク。 平常時から活発に活動。災害時の協定を結ぶ
・災害の想定の組み直し、自施設のリスクの洗い直しが重要
　1）ハザードマップのレベルを上げていき、避難場所を明確にしていく
　2）歩けない要介護高齢者を移動させる場合、30 ～ 60 分が限度
　3）避難時の所持品、所持データなどの見直し。連絡先、身体状況などのデータを持ち運ぶことで安否
　　  確認が容易になる
・人的支援に参加した施設職員へのメンタルヘルプ
　1）被災地へ赴きケアを行った人へのカウンセリング、サポートを考案中
　2）支援のモチベーションを継続的に保つためには、職員へのアフターケアが必要

5. 支援にかかる費用について
・協議会の自己資金と義援金を活用

7. 参考
「災害時における特別養護老人ホームのリスクマネジメント調査研究事業」
平成 23 年老人保健健康増進事業（老人保健事業推進費等補助金） （老施協受託事業）
・事業主旨
   東日本大震災は、地震、津波、原子力発電所事故により複合的かつ広域・大規模な災害であり、これま
　での災害マニュアルでは対応しきれない状況が明らかになっている。被災施設の利用者受入れや職員派
　遣等の支援に係る課題やリスクを再確認し、大規模で長期間の災害を想定したリスクマネジメントの構
　築とマニュアルの作成及び配布を目的とする
・調査対象施設 : 岩手、宮城、福島、3 県の会員施設 8 カ所
   人的被害が大きかったところにヒアリング
[ 被災施設等から寄せられた要望・課題 ]
1. 要援護者支援について
   （1）緊急「臨時福祉施設」の整備
   　要援護高齢者が増えているなか、福祉施設の復旧、整備に時間がかかることから、緊急に、臨時の福
　　祉施設整備を促進すること
   （2）要援護高齢者等の受入れに関わる運営上の諸基準の緩和について
   　復旧までの間、各専門職種について人員配置基準の緩和が必要。また、居宅介護事業所における 1 人
　　当たり担当件数についても、量的緩和（報酬削減の緩和）が必要
   （3）被災施設等における福祉車両の確保について
   　地域住民への支援を含むサービス提供及び施設等の復旧には、施設における福祉車両・職員の通勤用
　　乗用車の確保が不可欠であり、これの確保が課題となっている
   （4）国保連データの開示について
   　被災により利用者データがなくなる。利用者台帳の整備を円滑に行えるよう国保連のデータ開示が必要
2. 施設職員確保について
   （5）介護職員の休業補償等について
   　自宅待機の状態にある職員に対する雇用保険法による雇用調整助成金の適用、休業手当の支給割合の
　　見直しや支給期間の延長等、弾力的な運営が求められる
   （6）職員用仮設住宅の整備について
   　仮設住宅の確保は、被災者の生活を支える社会福祉施設等職員の住宅確保についても十分な配慮が必要
3. 施設の復興について
   （7）特養ホーム整備における増床について
   　東日本大震災による地域及び家族の介護力が脆弱化することから、被災地における介護施設の復旧を
　　待つ間、 既存施設の増床整備を優先的に推進すること
   （8）総合福祉施設としての拠点化について
   　特養ホームは、阪神淡路大震災、中越地震と同様、被災地域における要援護高齢者ばかりか一般の被
　　災者の緊急避難先として大きな役割を発揮している。今後の復興に当たっては、地域における高齢者
　　支援の専門的拠点施設として、災害に強い施設整備をはかるべきである
   （9）施設整備借入金の返済について
   　被災施設における福祉・医療機構の借入金の返済については、復旧までの間、元本・利息の凍結が求
　　められる。民間金融機関等からの借入金についても同様の配慮が必要
   （10）施設復興に向けた建設用地の確保について
   　国及び都道府県市町村の公有地の提供、市街化調整区画に関わる規制緩和などを講じられたい。また、
　　災害復旧に関わる公費補助割合については、最大限の配慮を講じられたい
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１. 概要
　認知症高齢者グループホーム（以下、GH）が所属する団体。GH 協会事務局（東京）には専属職員の他、
有力法人からの出向者が常駐。震災時には岩手県大船渡市・陸前高田市を拠点する法人からの出向者（橋
詰氏）が常駐していた。震災直後から協会幹部の有力法人（石川県など）が現地に入り支援を始める。そ
の後、組織的な支援を進めるため、橋詰氏とその所属法人が中心となり、岩手県（２ヵ所）、宮城県に現
場事務所を開設。現場事務所員が各事業所を回り支援の必要性を把握。行政からの情報把握や支援が行き
届きにくい地域密着型施設の情報を収集。支援が必要な施設に対しては全国 GH 協会会員から募った人
材を派遣。支援にかかる交通費、人件費はすべて派遣元負担。

2. 震災直後からの動き
日時 活動内容

3 月 11 日 ・GH 事務局に災害対策本部を設置。被害状況について各支部、会員から情報収集を開始
3 月 12 日 ・支部未設置 9 県に対して被災状況などの緊急アンケートを実施
3 月 13 日 ・事務局員が現場に入る（正式には 4 月 1 日）

3 月 14 日

・緊急業務執行理事会を開催し、今回の震災に対する対応策を協議
　以下の対策を早急に実施することを決定する
    ①継続した被害状況の把握（情報収集体制の強化を含む）、②震災義援金の募集
    ③人的支援体制の構築、④相談機能の整備、⑤協会の災害対策本部体制の強化

3 月 17 日 ・先遣隊（第 1 陣）として石川県支部（6 名）が現地入りする

3 月 18 日 ・石川県チームより（東京の事務局）に物的支援の要請あり。下記の物資を送る
    ①ウエットティッシュ、②衛生用ディスポ手袋、③おむつ、④ゴミ袋など

3 月 20 日 ・岩手県内のグループホームの被災状況をホームページに掲載
・支部未設置県の被災状況調査結果をホームページに掲載

3 月 22 日 ・厚生労働省から「東北地方太平洋沖地震の発生に伴う要援護者の受入並びに社会福祉
　施設等に対する介護職員等の派遣について」の協力要請を受ける

3 月 24 日

・厚生労働省との協議に基づき、岩手県と連携を取り、当協会はまず岩手県内の被災グ
　ループホーム（会員・非会員問わず）の支援を行う
・支部未設置の宮城県、福島県については、県 GH 連絡協議会が当該県との連携のも
　と支援する

3 月 31 日

・災害拠点の設置と組織的な人的支援の開始
　①災害支援拠点の設置
・岩手県支援対策本部 滝沢村本部
   「グループホーム 今が一番館」敷地内
・岩手県支援対策本部 遠野市拠点
   「東北地方太平洋沖地震 災害支援センター 岩手県遠野ボランティアセンター」
②支援スタッフの派遣
　下記の条件を満たす支部に人的支援を依頼する。
　1）車両で現地に入ることできること
　2）チームが組まれているところ
　3）地理的に近い県（岩手県内陸部、秋田県、青森県、北海道、新潟県など）

4 月 4 日

・厚生労働省へ「東北地方太平洋沖地震における被災地支援の柔軟な対応について（要 
   望）」を提出
   ①被災地事業所における 3 月分以降の介護報酬請求について
   ②市町村のローカルルールによる支援の弊害について
   ③支援職員の派遣について（団体による先行支援について）
   ④宮城県の支援について
   ⑤グループホーム型仮設住宅の内容について
   ⑥被災した利用者の生活保護の暫時利用について

住　所 東京都新宿区大京町 23-3　オーキッドビル 8 階
調査対応者 橋詰清 （現地災害対策本部）

調査日 2011.10.14 調査員 三浦、山口、篠原、星

日本認知症グループホーム協会５ 組織名
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日時 活動内容

4 月 5 日 ・GH 連絡協議会と厚生労働省との協議にオブザーバーとして参加
・協議の結果、被害の大きい宮城県に支援に入る

4 月 7 日 ・最大余震　被害状況についての会員緊急アンケートを実施

4 月 9 日 ・宮城県災害対策拠点の開設
・宮城県災害対策本部　高齢者総合福祉施設　仙台楽生園ユニットケア施設内

4 月 19 日 ・宮城県気仙沼市グループホーム（地域密着型サービス）情報交流会
・各事業所の情報交換や認知介護を実践していく上で懸念される事項等を話し合う

3. 人的支援について
3-1. 人的支援の仕組み

・現地事務所を開設
・被災地の有力法人と連携して活動
・岩手県・宮城県内の被災したグループホーム、被災地の避難所、在宅の認知症高齢者に対して支援を実施。
　特に特養や老健などバックアップ施設のない施設を中心に支援 
・岩手県では、大船渡市、陸前高田市、釜石市のグループホームを中心に県内・県外の会員を施設単位で
　派遣（4 月 9 日時点で総勢 35 名）
・顔がみえる関係を築くことで、信頼しやすい関係が築ける。グループホームや小規模多機能などは組織
　が小さいため受入れに慣れておらず、支援側の積極的なアプローチが必要
・4 ～ 5 月は近県から派遣。6 月中旬以降は全国グループホーム協会会員を中心にチームを派遣
・支援の有無は、全壊・半壊といった建物に関する被害だけではなく、職員の状況をみて決めなければな
　らない。職員の家族が被災、車が無く通勤できないなど、職員の周辺に問題が生じ勤務できない場合が
　ある。スタッフがいないことにはケアが成り立たない
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3-2. 人的支援に関する基準
・派遣職員のキャリア（経験）
   派遣職員は 2 年以上の介護経験（実践者研修受講要件）のある方を希望
・チーム編成
   1 チーム 4 ～ 5 名が基本。現地で 2 組に分かれて活動を行う場合もある
・派遣期間
   1 チーム 5 ～ 7 日間（移動日を含む）が原則。継続派遣は、派遣職員の心労を考慮して最大 14 日間
・活動内容
   避難中の利用者の介護、話し相手、被災施設の片付け等
・宿泊場所
   原則として派遣先の施設内。派遣場所によっては現地コーディネーターの指示に従う
・寝具と食事
   原則として派遣先の施設が提供。派遣場所によっては現地コーディネーターの指示に従う
・派遣職員の身分
   基本的には在籍出向（出張）扱い
・旅費、賃金等
   厚生労働省の通知に準じる扱い。旅費は派遣元の負担。後日、派遣元の都道府県を通じて災害救助費を
   請求してもらう。ただし、必ずしも災害救助法が適用されるわけではない
・交通機関等
   派遣先までの交通機関については斡旋はできない。あくまでも現地集合であり、各自でルートを確認し
   てもらう。
・保険等
   基本的に派遣元の労災保険扱い。
・派遣までの流れ
   ①岩手県もしくは宮城県の災害対策本部に集合
   ②災害対策本部で現地コーディネートと打ち合わせ、その日は災害対策本部で一泊
   ③翌日から派遣先施設への配属
   ④派遣先施設では派遣先職員の指示に従って活動
   ⑤派遣終了後、現地コーディネーターに活動の連絡を入れ、そのまま帰宅
・派遣時の注意事項
   張り切りすぎない。寄り添う姿勢が大切
   被災地は非日常であるが助けてあげるという上から目線では現地の理解を得られない

4. 物資の支援について
（1）義援金の募集
       11/21 時点で 267 件　15,818,948 円

（2）支援物資の提供
        ・岩手県、宮城県の災害対策本部と連携を図り、災害対策本部経由で各グループホームへ支援物資
           を配送
        ・個別持ち込みに関しても、ニーズ調査を行い対応

5. 支援にかかる費用について
・費用、義援金についてはメールで問い合わせ
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6. 今後の課題
・岩手県内の職能団体向上の情報共有
   自法人の会員だけへの情報提供だけではなく、横の連携が必要
   [ 岩手県内の関係団体例 ]
   団体名（岩手県社会福祉士会、岩手県介護福祉士会、岩手県地域包括・在宅介護支援センター協議会、
   岩手県介護支援専門員協会、岩手県精神保健福祉士会、岩手県ホームヘルパー協議会、岩手県認知症
   高齢者グループホーム協会、岩手県医療社会事業協会、岩手県介護老人保健施設協会、岩手県リハビ
   リテーションセンター）
・地域、県、同じブロック同士など広域での連携を構築していく必要がある
・日頃から他施設との交流を深め、施設内に他者が入りこめる体制を整えておく（研修など）
・屋上は避難場所として有効であったが屋上へ上がれない施設が幾つか見られた。車いすやストレッチャー
　で屋上に上がれる設備（階段、EV）が必要
・電気だけに頼る空調システムから、多様なエネルギー・熱源を利用したシステムへの転換
   太陽光、蓄熱システムなど
・情報の把握・管理・活用を考え直す
   個人情報保護法により個人の情報を他事務所と共有できない
   例えば、民生委員に情報を提供したり、してもらったりすることができない
・現地にて情報を把握しなければならない
　①連絡手段がないため東京にていてもまったく情報がない
　②ボランティアに入る時は事前説明を実施しているが、帰宅時のフォローが行えていない
　　ボランティアが自施設に戻り、心のバランスを崩す場合があるため、帰宅時の心理的フォローが必要
・次の災害の備えて仮設住宅のモデルプランをつくる
・震災から一定期間が経過したのちには運営支援が必要。設計者の選定、資金の取得など
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　これまで、日本医療福祉建築協会では、高齢者施設の居住環境の充実とさらなる質の向上
に向けて、さまざまな取り組みを行ってきた。制度や施設の計画や運営・ケアのあり方に至
るまで、行政や事業者、設計者・研究者をつなぐ試みや取り組みを行いながら、暮らしの場
としての高齢者施設の実現と充実に向けて努力してきた。施設の居住環境の改善、居室の個
室化の普及や個別ケアを支え促すためのユニット型施設の普及に関する各種事業や取り組み
は、そうした背景の中で行ってきた活動の一部である。
　国の制度も上記の流れを強く後押ししてきた。居室の個室化、ユニット型施設の制度化を
はじめ、木造での施設建設にかかわる基準の緩和、地域密着型サービスの創設など、暮らし
の場としての高齢者施設やサービスの実現と、地域社会に根ざした施設やサービスを求め、
促す動きである。　
　このような今日までの流れと、それを支える各種制度改正の動きは、長い時間と客観的な
理論の上に築かれたもので、わが国の高齢者福祉の充実と発展の成果である。何より「利用
者の視点からの利用者のための施設とケア」を目指して奮闘してきた高齢者施設の運営、ケ
ア、設計・研究、制度設計に関わる多くの人々の熱い思いと地道な実践によって結実したも
のである。
　さて、今回の大震災は、このように歩んできたわが国の高齢者施設のあり方をどのように
変えて行くのか。唯一言えることは、これまで歩んできた高齢者施設のあり方や考え方、ま
た取り組みや流れが後退することがあってはならないということである。変わらないこと、
変えてはいけない本質的で普遍的なことがあるということである。暮らしの場としての施設
の実現という大前提の上に、今回の大震災を受けとめ、今後どのように災害に備えるべきか、
という視点を持たなければならない。
　特に、災害弱者となる要介護高齢者を多く抱える高齢者施設の計画においては、安全性や
防災対策が重要課題であることは疑いの余地がない。しかし一方で、「安全性」だけを切り
離して議論することはできず、利用者一人ひとりの暮らしをどのように保証していくかとい
う大きな議論の中で位置づけていくべき課題である。
　安全性や災害対策ばかりに重きを置くあまり、利用者の日常の暮らしの質を損ねたり、暮
らしの場の実現に支障を及ぼしたりするようなことがあってはならない。安全であることと、
暮らしの環境を整え、その質を担保することとは、内容によっては相矛盾することもある。
それぞれの施設が置かれている地理的環境や、それぞれの施設が抱える固有の状況や条件下
において、適切なバランスの中で判断していくべきことである。
　今回の大震災を受けて、今後、災害や防災への意識はより高まるだろう。今回の経験を活
かすためにも、そうでなければならない。しかし、感情的にならず、冷静にその事実を見定
め、対策を検討すべきでもある。高齢者施設の安全や防災対策は広い視野の中でとらえるこ
と、そして利用者の暮らしの追求と実現という揺るぎない大前提のもとで考えるべきことで
あることを忘れてはならない。

大震災を経験しても変わらないこと１



277まとめ

　本調査研究を通して、高齢者施設が抱える課題や可能性は、さまざまな形で露わになり、
また明らかになった。その全ては、今回の震災での被害の実態、そして各施設が経験したこ
とと、その中での具体的な対応に包含されている。その意味でも「実態を正確に把握するこ
と」と「事実を正確に記録すること」が最も大切なことであるという視点で本調査は実施し、
報告書を取りまとめた。本報告書に記された記録は、きわめて貴重なものであり、一つ一つ
を読み解くことで、今後の施設のあるべき姿や具体的な対策のあり方も見えてくる。
　また、今回の大震災において各施設が取ってきた対応は、それぞれが、ぎりぎりの判断が
迫られる中で下してきたものであり、その時点で最善だと判断される方法で対応してきた結
果である。大災害時・非常時においては、常にその場、その状況での瞬時の、また柔軟な判
断が求められる。その意味でも結果よりもむしろ、その判断の根拠となった状況や環境、そ
こに至ったプロセスが重要であり、それをしっかりと記録、記述することを心がけた。
　施設の立地環境や、施設規模・種別・機能が異なれば、当然被害の状況や、その時の対応に
おいて異なる諸相がある。今後の施設のあり方や防災対策を検討するにあたっては、それら
の諸条件を抜きにして議論することはできない。個別の状況を確認しながら、また横断的に
その状況を確認することで、個別での課題、また共通して抱える課題や可能性も見えてくる。

　高齢者施設が担うべき使命と役割の大前提は、多数の命を預かる施設として、いかなる状
況下にあっても利用者の命を守り抜くこと、そして、日常生活上、何らかのサポートやケア
が必要な利用者の暮らしを支える施設として、どのような事態になってもサービスの提供を
中断することなく、一人ひとりの暮らしを継続的に支え抜くことである。どのような状況に
なっても、それらを全うすることができるように、細心の配慮と備えをしなければならない。
　災害の中でも、火災については管理の徹底や、建築・設備的な防火対策により、そのリス
クを限りなく低減することは可能である。今回の調査結果をみても火災に対する意識は高く、
備えも充実している状況が明らかになっている。一方で地震や津波といった自然災害への意
識や対策は、必ずしも十分ではない結果となっている。
　地震や津波などの自然災害は、いつどこで、どのような規模のものが起こるのか分からな
いし、どこにでも起こりうるものである。いくら管理を徹底し、意識を強く持っていたとし
ても、災害発生の可能性、そして想定を超える事態に及ぶ可能性は否定できない。
　しかし、これら自然災害に対しても備えは可能である。その地域・土地の特性を十分に読
み込むことで、その発生の確率（リスク）を低減すこともできるし、そこでの対応の方法も
具体的に検討することが可能となる。
　高齢者施設は隔離施設ではなく生活施設・地域施設であるという観点を踏まえるならば、
何より日常の暮らしや地域社会とのつながりを保証するための立地選定が重要となるが、同
時にその地理的な状況や環境が抱えるさまざまなリスクも十分に意識し、それらを踏まえた
立地選定と対策により防災面でも強い施設とすることができるだろう。

今後への課題や可能性は事実の記録の中に

高齢者施設が担うべき使命と役割を全うするために

２

３
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　今回の大震災では、津波による大きな被害の陰に隠れる形となった地震の揺れによる建物
被害だが、幸い建物の倒壊など地震そのものによる大きな被害、それに伴う人的被害は確認
されていない。地震に対しては、高齢者施設として利用者の命を守るという使命は十分果た
したと言える。しかし一方で、地盤被害や、建物内の天井パネルの落下、スプリンクラーの
損傷に伴う漏水など二次部材などの被害は複数報告されている。高齢者施設に限らず今回の
地震によって、各種建物で顕著だった被害の内容である。上部からの落下物の危険性から地
震後の数日間、滞在する場所を制限されたような事例もあった。災害時における日常生活の
継続性の観点からも、今後は、特に生活空間においてはこれらにより留意した設計・施工が
必要となろう。
　また、ライフラインが停止した状況下においては、基本的な建築物の性能が避難生活に直
接的に影響を与えることも明らかになっている。今回は冬季に生じた震災だったが、居室や
生活空間への採光や断熱性能が居住性に大きな影響を与えた。通風・採光・断熱など建築物
としての基本的な性能は、平時においても快適性や省エネルギー効果をもたらす。日常にお
ける居住性を高めておくことが、非常時にも生きてくるということでもある。

　緊急時、切迫した状況の中で、また限りある時間の中で、自力で避難できない多数の要介
護高齢者を避難させるのは容易なことではない。さらに夜間時などは、極端に少ない職員数
で対応している現実がある。そこに停電等の状況が加われば、さらに困難は増す。
　施設規模や利用者の状況によっても、取ることができる対応や避難のあり方は変わってく
るが、これから計画・建設される施設においては、可能な限り、避難しなければならないと
いう事態、そのリスクを最小限に留めるような立地の選定や施設の計画が望まれる。
　しかし一方で、安全を優先させるあまり、地域社会と離れた場所に、孤立して施設を立地
することは、暮らしの継続の視点からも、また日常時、災害時における地域社会や地域住民
との関わりや連携の視点からも望ましくない。
　安全であることと、地域での暮らしの継続が図られることとが両立するような慎重な敷地
選定が求められる。建物の規模や施設種別、利用対象者によっても考慮すべき条件が変わる
ことは言うまでもない。
　すでに建設されている施設については、まずは、その施設の立地や環境的条件を、地理的、
歴史的文脈の中で客観的に捉え直すことが重要な作業となる。そうすることで、災害時にど
のような対応が取れるのか、また取らなければならないかが見えてくる。それぞれが置かれ
ている環境を客観的に理解し、受け入れることから始まる。
　津波被害のリスクを抱える沿岸部に立地する高齢者施設は、日本全国を見渡せば少なくな
い。しかし、だからといって、他の場所に移転することは現実的にはあり得ないだろう。今
ある状況や環境の中で、いかにして高齢者の「命を守る」か、ということを再検証、再検討
していくことが必要となる。
　今回の調査施設においても、日常的な津波への意識と、津波に対する訓練から、奇跡的に
利用者・職員の命を守り抜いた施設がある。大地震が発生した際には反射的に避難するとい

最悪を想定した最善の備えを４
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　平時から、災害用備蓄（食糧、物資、燃料等）の十分な確保、緊急災害時の指揮系統の確
認、通信が断絶した時のコミュニケーションの手段の確認など、それぞれの施設規模、立地
や組織形態に応じた対応方法を十分に検討しておくことは防災対策の基本ではあるが、あら
ためて確認し、必要に応じた見直しが求められる。
　特に備蓄については、施設の立地や規模によっては入居者だけではなく、多数の職員も施
設において寝泊まりしながらケアの継続をはかることを想定した備蓄量と備蓄内容の確保も
検討されるべきであろう。さらには、高齢者施設が地域住民の避難場所になったり、防災拠
点として機能したりする可能性を考えると、それ以上の備えを想定してもよい。その施設の
地域での役割や可能性を踏まえて、地域全体で備蓄の計画を検討していくことも大切であろ
う。今回の大震災では、災害用の備蓄はもとより、生活物資については平時の買い置きが大
きな役割を果たしたことは言うまでもない。
　また、ライフラインが断絶した時に、いかにして高齢者の生命と暮らしを維持するか、ま
た事業継続を図るかも考えておかなくてはならない。どのような事態が発生しても、被害を
最小限に留めながら、高齢者の暮らしを支えケアを提供するという高齢者施設の果たすべき
機能を継続するための綿密な想定と対策（Business Continuity Plan：事業継続計画）が求
められる。
　ライフラインについては、可能な限り代替手段を準備しておくことが重要だろう。今回の
災害の経験を踏まえても、非常時の生命維持や医療機器の作動、通信確保のために最低限必
要となる電力を確保し、活用するための非常用自家発電機の設置と、それを動かすための必
要燃料の常時確保は求められるだろう。また今回は停電のため受水槽から給水（ポンプアッ
プ）できずに水の供給に困難が生じるなどの被害も多く見られた。そのような中、井戸水な
どが有効に活用されたケースも多かった。
　「備える」とは物資や設備を準備するだけではなく、「使える」ことを意味する。設置して
安心するのではなく、実際に動かして使ってみることが何よりも大切である。非常事態想定

平時にしかできない非常時の備え５

う意識の醸成は、日常的な中での意識の植え付けと訓練によってしか成し得ない。しかし、
それも日中の職員数が厚い時間帯での災害発生だったことで辛うじて可能となったことでも
ある。やはり、夜間での災害想定を考えると、何十人もの要介護者を、数名の職員で避難さ
せることには想像を絶するほどの困難を伴う。災害発生時の非番職員の対応方法も重要とな
るし、周辺の住民の力を借りるなどの対応も必要となるかもしれない。
　一方で大災害時は、「誰かが助けてくれる」ことを期待したり、「待っていれば何とかなる
かもしれない」と期待したりすることは危険である。自分たちの判断のもと自らの責任で動
くことが求められる。災害規模、発生時間帯、気象状況、利用者の状況など、最悪の条件下
を想定した中での、平時からの十分な備えが求められる。
　さらに言えば、十分かつ最善の備えをしていたとしても、大災害時にはその想定は裏切ら
れる可能性もある。瞬時の判断のなかで、次の行動の優先順位をつけながら、またそれらの
取捨選択をしながらの判断が求められることもあることは意識しておかなければならない。
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のリアルな訓練を定期的に行っておくことも必要である。また、すべての職員が、どのよう
な状況下に置かれても対応できるだけの知識と技術の共有を組織的に図ることも重要である。
　災害の程度や状況によっては、機械や機器に頼らずに数日間暮らしをつなぐため（サバイ
バル）の知識や技術も求められることもある。原始的な状況の中で、暖を取ったり、食糧や
生活用水・飲用水を確保したり、調理したりする術を持っているか否か、それらに対応する
備えがあったかどうか、またそれらが実践できる職員がいたか否かが、今回の震災における
各施設のサバイバルでも大きなポイントとなった。またトイレ対策や節水等への対応もさま
ざまな工夫があった。これらの経験や知恵を継承していくことも大切である。訓練として、
また地域住民を巻き込んだ防災のイベントなどと絡めて、災害時対応のシミュレーションや
実践を実際に行っておくことも有効であろう。
　平時における非常時への意識と備えが、非常時の対応やそこから引き続き導かれる結果を
左右する。非常時や災害時の対応は平時においてしか考えることはできないし、備えること
もできない。

　今回の震災では、地域の住民や商店等とのつながりによって、食糧・物資や燃料の支援を
得て、高齢者の命と暮らしをつなぐことができた事例も少なくなかった。日常的な生活や取
り組みの中での相互の関係構築こそが重要であることを、被災した多くの施設の経験は示し
ている。また、地域の中に施設が存在することの重要性も示された。日常的な暮らしの中で
の地域とのつながりが、災害時・緊急時に大きな意味を持つ。
　他施設を有する法人や組織であれば、法人・組織内での連携のあり方を具体的に検討して
おくことが求められるであろうし、周辺地域にある他の事業所等との連携のあり方を地域
ネットワークとして構築しておくことも有効であろう。特に小さな自治体内では、医療や福
祉サービス、学校や子育て関連施設など施設種別の壁を越えての災害時連携のあり方を、行
政を巻き込んで模索することも考えられる。
　さらに、今回のような広域的な大災害においては、地域内での連携だけでは十分機能しな
い（できない）ことも考えられる。より広域的な視点の中での連携の必要性や、組織・団体
からの支援の供給と受入のあり方を具体的に検討しておくことも重要である。
　高齢者施設は、要介護者のケアや認知症への対応において、専門的な知識と技術を擁する
プロフェッショナルな職員がいる場である。施設内の要介護者だけではなく、他の被災者や
住民をサポートすることができる潜在的な力を持っている。そのことこそが高齢者施設の価
値でもある。
　今回の震災においても、避難所では対応が困難な高齢者や障がい者、また幼児等を受け入
れ、支援の拠点となった施設もある。また、地域住民の避難の拠点となった施設もある。福
祉避難所の指定を受けて行政と連携を図りながら地域防災の拠点として機能していくことも
可能性としてある。施設の規模や種別、立地に応じた災害時における役割を、地域住民とと
もに考えておくことが重要である。
　一方で、災害時・緊急時に防災拠点や避難拠点として機能するためには、ある程度の空間

「つながり」の重要性と地域の中での施設の位置づけ６
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　今回の大震災では、多くの施設で緊急避難的な措置として、またライフラインが停止し、
ガソリン等燃料が不足する中で、適切なケア体制と安全確保のため、平時の介護体制や介護
単位を崩して入居者を一カ所に集めてケアにあたったり、居室に通常よりも多くの入居者を
入れてケアにあたったりと、集団的に介護にあたることで、困難を乗り切った事例が少なく
なかった。施設によっては、それら非常事態下での暮らしとケアが数日間から、数ヶ月間続
いた。
　極限の状況下で、また限られた物資や食料、職員体制の中で利用者の命と暮らしを守りつ
なぐための措置としては事業継続上当然のことであり、それらによって可能となったこと、
また、乗り越えられたことは多い。
　しかし、集団的な体制下でのケアや暮らしが今回の震災時に有効的に機能したからといっ
て、平時における集団ケアや集団的な暮らしの形を肯定するものでは全くない。全く次元が
異なる議論である。
　あくまでも、緊急時・非常時において、その状況を乗り越えるための運営上やむを得ない
措置の中でのことであり、利用者の暮らしの保証が最優先される平時においても、それらが
有効ということでは決してないし、長い暮らしの中で見ればきわめて短期的で限定的な状況
を、平時の施設やケアのあり方につなげて議論すること自体も無意味なことである。
　最初にも述べたが、今回の震災の経験と結果により、これまで着実に歩んできた高齢者施
設における個別ケアの実践や、暮らしの環境づくりの視点からの施設計画、地域社会の中で
の高齢者施設の位置づけが揺らぐものではない。むしろ、個別ケアの実践や暮らしの環境づ
くりの実践が、非常時において集団的なケアを余儀なくされても一人ひとりを支える視点と
その中での環境づくりを模索した施設も多かったことや、被災しながらも地域住民を支え守
る役目を果たした施設があったこと自体が大きな意味と価値を持つ。
　今回の大震災を経験したことで、個別ケアにより支える暮らしの場としての施設のさらな
る発展と展開とともに、非常時・緊急時にもその機能を可能な限り低下させることなく、利
用者の命と暮らしを守り抜くための強さが、これからの高齢者施設には求められることに
なった。今回、各施設や入居者が経験・体験したことを今後の施設計画、施設運営、防災対
策に活かしていくことこそが何よりも重要なことである。

暮らしの場としての充実と災害に対する強さを兼ね備えた施設へ７

的なゆとりが必要となる。しかし、非常時のためだけを意識して「ゆとり」を設けて施設計
画することは効率的ではない。そのゆとり空間が日常の暮らしの中で活用できる場であるこ
とが大切である。
　高齢者施設は、日常的には暮らしの場であることも忘れてはならないし、本来あるべき姿
を非常時対応のために失ったりすることがあるようでは本末転倒である。空間的なゆとりは、
その考え方や設け方を誤ると日常における集団処遇の場につながっていってしまう可能性も
ある。あくまで暮らしの場としての高齢者施設としての延長線上にその「ゆとり」は考慮さ
れなければならない。
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　少子高齢化が進む被災地においては、高齢者施設やサービスの復旧と安定的なサービス供
給は、町の復興・再生や住民の安心した暮らしの保証と直接的につながる大きな課題である。
特に小さな自治体や地域の中では、それぞれの施設が代わりのきかない重要な役割を果たし
ている。今回の大震災での経験や教訓を後世に活かしていくためにも、それぞれの施設の中
で、また地域社会の中でこれからの施設のあり方を広く考えていく契機になれば幸いである。
　さいごに、本報告書に収められた記録が、今後の高齢者施設の施設計画および防災対策の
一助となることを願って報告書の終わりとしたい。

　本調査研究にご協力いただいた、関係者の皆様には、この場を借りて心からお礼申し上げ
るとともに、今回の大震災において犠牲になられた方々、被害に遭われた方々に心からのお
悔やみとお見舞いを申し上げる。
　震災後一年が経った今でも、まだまだ多くの困難を抱える状況の中で日々を送っている施
設、利用者や職員が多数いる。一日でも早く、再び平穏な元の暮らしが取り戻せることを願っ
てやまない。

さいごに8
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資料３　訪問ヒアリング調査協力依頼文書（岩手県）
資料４　訪問ヒアリング調査協力依頼文書（宮城県）
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資料１　アンケート調査協力依頼文書 （岩手県）
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資料２　アンケート調査協力依頼文書（宮城県）
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資料３　訪問ヒアリング調査協力依頼文書（岩手県）
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資料４　訪問ヒアリング調査協力依頼文書（宮城県）



290 資料

「東日本大震災における高齢者施設の被災実態に関する調査研究」
報告会

　本報告会では、東日本大震災における高齢者施設の被害実態を建築・設備面および人的・ソフト的
側面から明らかにすると同時に、被災時および避難時、さらに復旧時における具体的な対応とその中
での課題を、アンケート調査および現地ヒアリング調査を通して明らかにした結果をもとに報告しま
す。さらに被災地および被災施設に対して物的・人的支援を実施した各組織の支援実態もヒアリング
調査を通して明らかにしていますので、あわせて報告いたします。
　なお、本報告は「平成 23 年度老人保健事業推進費等補助金事業」（東日本大震災における高齢者
施設の被災実態に関する調査研究）に基づき実施した調査研究事業の報告会であり、当日配布予定の
調査結果をとりまとめた報告書の内容を踏まえて実施するものです。
　一般公開としますので、ご希望の方はお誘い合わせの上ご参加ください。

日　時　2012 年 3 月 26 日（月）　13：30 ～ 16：00
会　場　建築会館ホール（東京都港区芝 5-26-20）
　　　   （http://www.aij.or.jp/jpn/guide/map.htm）
主　催　一般社団法人日本医療福祉建築協会
定　員　180 名（先着順）
参加費　無　料
申込み  Ｅメールまたは fax にてお申し込み下さい。
　　　　受付票を返信しますので、当日ご持参下さい。
　　　　日本医療福祉建築協会　高齢者施設震災報告会　係
　　　　E-mail：jiha@mars.dti.ne.jp  FAX：03-3453-7573
　　　　記載必要事項：①参加者名 ②勤務先（法人名、部署名、〒、住所等）③連絡先 TEL/FAX/E-mail
　　 （申込み後１週間しても返信がない場合はご連絡下さい）

プログラム　　　開場　13：00

＊講師敬称略／プログラムは予定。一部変更されることがあります。　

京浜東北 ･ 山手線
｢ 田町駅 ｣ 下車 徒歩 3 分
都営地下鉄浅草 ･ 三田線
｢ 三田駅 ｣ 下車 A3 出口 徒歩 3 分

13:30 ～ 13:45
調査研究事業の概要
　石井敏（東北工業大学教授）

13:45 ～ 14:15
アンケート調査の結果報告
　井上由起子（国立保健医療科学院上席主任研究官）

14:15 ～ 15:15
訪問調査（現地調査）の結果報告
　石井敏（東北工業大学教授）　山口健太郎（近畿大学准教授）

15:30 ～ 16:00
後方支援に関わる調査結果の報告
　三浦研（大阪市立大学大学院准教授）

資料５　報告会開催案内状





統括  及び　　　　　　　石井　 敏　　（東北工業大学 工学部建築学科 教授） 　　 　《1 章 , 3 章 , 5 章》調査２班長
調査１班長　　井上 由起子　（国立保健医療科学院 医療・福祉サービス部 上席主任研究官）《2 章 , 3 章》
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